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新機能および変更された機能に関する情報

この章では、 Cisco Nexus 9000 シ リーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーティ ング  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  ガイ ド、 リ リース  6.xの新機能および変更された機能に関する リ リース固有の情報を示
します。 このマニュアルの最新バージ ョ ンは、 次のシスコ  Web サイ ト から入手できます。
http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/6.x/unicast/configuration/guide/l
3_cli_nxos.html

Cisco NX-OS Release 6.x に関するその他の情報については、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS 
Release Notes』 を参照して ください。 このドキュ メ ン トは、 次のシスコ  Web サイ トから入手で
きます。
http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/6.x/release/notes/61-nxos-rn.html

表 1 では、Cisco Nexus 9000 シ リーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング  コンフ ィギュレーシ ョ
ン  ガイ ド、 リ リース  6.xにおける新機能および変更された機能を要約し、 その参照先を示して
います。

表 1 リ リース 6.x の新機能および機能変更

機能 説明
変更された
リ リース 参照先

BGP Cisco NX-OS 6.1(2)I2.x の一連のソフ ト
ウェアで特定のネイバーに関するネイ
バー ステータス変化に関する メ ッセージ
をイネーブルまたはディセーブルにする
機能が追加されました。

6.1(2)I2(2b) 第 10 章 「拡張 BGP の設定」

IPv4 および IPv6 ラ インカード上のレイヤ 3 IPv4 および 
IPv6 ルートすべてをプログラ ミ ングする
こ とによって （フ ァブ リ ッ ク  モジュール
上のルートはそのまま）、 LPM スケール
を拡大する機能が追加されました。

6.1(2)I2(2a) 第 2 章 「IPv4 の設定」 および
第 3 章 「IPv6 の設定」

BGP 新し く学習された BGP ルート が転送情報
ベース （FIB） によ り確認され、 ハード
ウェアでプログラ ミ ングされた後にのみ、
これらのルート をアドバタイズする機能
が追加されました。

6.1(2)I2(2a) 第 10 章 「拡張 BGP の設定」

BGP セッシ ョ ンがダウンしたと きにネクス ト
ホップ グループをあらかじめ縮小するよ う
に BGP を設定する機能が追加されました。

6.1(2)I2(2a) 第 10 章 「拡張 BGP の設定」
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FIB ip load-sharing address コマン ドに rotate 
および concatenation オプシ ョ ンが追加さ
れました。

6.1(2)I2(1) 第 14 章 「ユニキャス ト  RIB お
よび FIB の管理」

ハード ウェア  IP 収集ス
ロ ッ トル

この機能が導入されました。 6.1(2)I2(1) 第 2 章 「IPv4 の設定」

HSRP この機能が導入されました。 6.1(2)I2(1) 第 16 章 「Configuring HSRP」

IPv4 および IPv6 ホス ト数の増大をサポートするために 
LPM スケールを変更する機能が追加され
ました。

6.1(2)I2(1) 第 2 章 「IPv4 の設定」 および
第 3 章 「IPv6 の設定」

オブジェ ク ト  ト ラ ッキ
ング

この機能が導入されました。 6.1(2)I2(1) 第 18 章 「オブジェ ク ト  ト ラ ッ
キングの設定」

OSPFv2 と  OSPFv3 vPC のサポート が追加されました。 6.1(2)I2(1) 第 5 章 「OSPFv2 の設定」 およ
び第 6 章 「OSPFv3 の設定」

Route Policy Manager VLAN のサポート が追加されました。 6.1(2)I2(1) 第 15 章 「Route Policy Manager 
の設定」

VRRP この機能が導入されました。 6.1(2)I2(1) 第 17 章 「Configuring VRRP」
BGP Cisco NX-OS 6.1(2)I1.x の一連のソフ ト

ウェアで特定のネイバーに関するネイ
バー ステータス変化に関する メ ッセージ
をイネーブルまたはディセーブルにする
機能が追加されました。

6.1(2)I1(3) 第 10 章 「拡張 BGP の設定」

表 1 リ リース 6.x の新機能および機能変更 （続き）

機能 説明
変更された
リ リース 参照先
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はじめに

こ こでは、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』 の対象読者、 構
成、 および表記法について説明します。 関連情報の取得方法も紹介します。

この前書きは、 次の項で構成されています。

• 「対象読者」 （P.19）

• 「表記法」 （P.19）

• 「関連資料」 （P.20）

• 「マニュアルに関するフ ィードバッ ク」 （P.21）

• 「マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート 」 （P.21）

対象読者
このマニュアルを使用するには、 IP およびルーティ ングのテク ノ ロジーに関する詳しい知識が
必要です。

表記法
コマン ドの説明では、 次の表記法を使用しています。

表記法 説明

太字フォン ト コマン ドおよびキーワードは太字で示しています。

イ タ リ ッ ク体 ユーザが値を指定する引数は、 イ タ リ ッ ク体で表記されています。

[   ] 角カッ コの中の要素は、 省略可能です。

[ x | y | z ] どれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、 角カッ コで囲み、 縦
棒で区切って示しています。

string 引用符を付けない一組の文字。 string の前後には引用符を使用しません。
引用符を使用する と、 その引用符も含めて  string とみなされます。
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出力例では、 次の表記法を使用しています。

このマニュアルでは、 次の表記法を使用しています。

（注） 「注釈」 を意味します。 役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介して
います。

注意 「要注意」 の意味です。 機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて
います。

関連資料
Cisco NX-OS には、 次の資料が含まれます。

リ リース ノート

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Release Notes』

『Cisco Nexus 9000 Series FPGA/EPLD Upgrade Release Notes』

Cisco NX-OS コンフ ィギュレーショ ン ガイド

『Cisco Nexus 2000 Series NX-OS Fabric Extender Software Configuration Guide for Cisco Nexus 9000

シ リーズ スイ ッチ』

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Fundamentals Configuration Guide』 

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS High Availability and Redundancy Guide』

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide』

『Cisco Nexus 9000 シ リーズ NX-OS QoS コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド』

screen フォン ト ス イ ッチに表示される端末セッシ ョ ンおよび情報は、 screen フォン ト で
示しています。

太字の screen フォ

ン ト
ユーザが入力しなければならない情報は、 太字の screen フォン ト で示し
ています。

イタ リ ッ ク体の 
screen フォン ト

ユーザが値を指定する引数は、 イ タ リ ッ ク体の screen フォン ト で示して
います。

<   > パスワードのよ うに出力されない文字は、 山カッ コ （< >） で囲んで示し
ています。

[   ] システム  プロンプ ト に対するデフォル ト の応答は、 角カッ コで囲んで示
しています。

!、 # コードの先頭に感嘆符 （!） またはポン ド記号 （#） がある場合には、 コ
メ ン ト行である こ と を示します。
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『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』

『Cisco Nexus 9000 シ リーズ NX-OS システム管理コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド』

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS VXLAN Configuration Guide』

その他のソフ トウェアのマニュアル

『Cisco Nexus 7000 Series and 9000 Series NX-OS MIB Quick Reference』

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Programmability Guide』

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Software Upgrade and Downgrade Guide』

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS System Messages Reference』

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Troubleshooting Guide』

『Cisco NX-OS Licensing Guide』

『Cisco NX-OS XML Interface User Guide』

マニュアルに関するフ ィードバック
このマニュアルに関する技術的なフ ィードバッ ク、 または誤りや記載もれなどお気づきの点が
ございましたら、 HTML ドキュ メ ン ト内のフ ィードバッ クフォームよ り ご連絡ください。 ご協
力をよろし くお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、 テクニカル サポート 、 その他の有用な情報について、 次の URL で、
毎月更新される 『What's New in Cisco Product Documentation （Cisco 製品資料の更新情報）』 を参
照して ください。 シスコの新規および改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』 では、 シスコの新規および改訂版の技術マニュアル
の一覧を、 RSS フ ィード と して購読できます。 また、 リーダー アプリ ケーシ ョ ンを使用して、 コ
ンテンツをデスク ト ップに配信するこ と もできます。 RSS フ ィードは無料のサービスです。
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第 章1

概要

この章では、 Cisco NX-OS でのレイヤ 3 ユニキャス ト  ルーテ ィ ング  プロ ト コルの基盤となる概
念を紹介します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「レイヤ 3 ユニキャス ト  ルーティ ングについて」 （P.1-1）

• 「ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズム」 （P.1-8）

• 「レイヤ 3 仮想化」 （P.1-10）

• 「Cisco NX-OS転送アーキテクチャ」 （P.1-11）

• 「レイヤ 3 ユニキャス ト  ルーティ ング機能のま とめ」 （P.1-13）

• 「関連項目」 （P.1-16）

レイヤ 3 ユニキャスト  ルーティングについて
レイヤ 3 ユニキャス ト  ルーティングには、 最適なルーティング パスの決定とパケッ トの交換と
いう、 2 つの基本的動作があ り ます。 ルーティング アルゴ リズムを使用する と、 ルータから宛先
までの最適なパス （経路） を計算できます。 この計算方法は、 選択したアルゴ リ ズム、 ルート  メ
ト リ ッ ク、 そしてロード  バランシングや代替パスの探索などの考慮事項によ り異な り ます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「ルーテ ィ ングの基本」 （P.1-2）

• 「パケッ ト交換」 （P.1-2）

• 「ルーテ ィ ング  メ ト リ ッ ク」 （P.1-3）

• 「ルータ  ID」 （P.1-5）

• 「自律システム」 （P.1-5）

• 「コンバージェンス」 （P.1-6）

• 「ロード  バランシングおよび等コス ト  マルチパス」 （P.1-6）

• 「ルー ト の再配布」 （P.1-6）

• 「ア ド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス」 （P.1-7）

• 「ス タブ ルーテ ィ ング」 （P.1-7）
1-1
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第 1 章      概要    
レイヤ 3 ユニキャスト  ルーティングについて
ルーティングの基本

ルーテ ィ ング  プロ ト コルは、 メ ト リ ッ クを使用して、 宛先までの最適なパスを調べます。 メ ト
リ ッ ク とは、 パス帯域幅などの、 ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズムが宛先までの最適なパスを決定す
るために使用する測定基準です。 パスを決定しやすいよ うに、 ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズムは、
ルート情報 （IP 宛先アド レス、 次のルータまたはネクス ト  ホップのアド レスなど） を含むルー
テ ィ ング  テーブルを初期化して維持します。 宛先とネクス ト  ホップの関連付けによ り、 ルー
タは、 宛先までの途中にあるネクス ト  ホップとなる特定のルータにパケッ ト を送信する と、 最
適なパスで IP 宛先まで届けられる こ と を判定できます。 ルータは、 着信パケッ ト を受信する
と、 宛先アド レスをチェ ッ ク し、 このアド レスをネクス ト  ホップと関連付けよ う と します。
ルート  テーブルの詳細については、 「ユニキャス ト  RIB」 （P.1-11） を参照して ください。

ルーテ ィ ング  テーブルには、 パスの優先度に関するデータなどのその他の情報も含まれる場合
があ り ます。 ルータは、 メ ト リ ッ クを比較して最適なルート を決定します。 これらのメ ト リ ッ
クは、 使用しているルーテ ィ ング  アルゴ リ ズムの設計によって異な り ます。 「ルーテ ィ ング  メ
ト リ ッ ク」 （P.1-3） を参照して ください。

各ルータは互いに通信し、 さ まざまな メ ッセージを送信して、 そのルーテ ィ ング  テーブルを維
持します。 ルーテ ィ ング更新メ ッセージは、 ルーテ ィ ング  テーブルの全部または一部で構成さ
れる メ ッセージです。 ルータは、 他のすべてのルータからのルーテ ィ ング更新情報を分析し
て、 ネッ ト ワーク  ト ポロジの詳細な図を構築できます。 ルータ間で送信される メ ッセージのも
う  1 つの例である リ ンク ステー ト  アドバタ イズ メ ン トは、 送信ルータの リ ンク状態を他のルー
タに通知します。 リ ンク情報を使用して、 ルータが、 ネッ ト ワーク宛先までの最適なルート を
決定できるよ うにする こ と もできます。 詳細については、 「ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズム」
（P.1-8） を参照して ください。 

パケッ ト交換

パケッ ト交換では、 ホス ト が、 パケッ ト を別のホス ト に送信する必要がある こ と を決定しま
す。 何らかの手段でルータ  アド レスを取得したら、 送信元ホス トは、 明確にルータの物理 （メ
ディア  アクセス  コン ト ロール （MAC） レイヤ） ア ド レスにアド レス指定されているが、 宛先
ホス ト の IP （ネッ ト ワーク層） アド レスを含むパケッ ト を送信します。

ルータは宛先の IP アド レスを調べ、 ルーティ ング  テーブルでその IP アド レスを探します。
ルータがパケッ ト の転送方法を認識していない場合は、 通常はパケッ ト を ド ロ ップします。 パ
ケッ ト の転送方法がわかった場合、 ルータは、 宛先の MAC アド レスをネクス ト  ホップ ルータ
の MAC アド レスに変更し、 パケッ ト を送信します。

ネクス ト  ホップが宛先のホス ト である場合や、 同じ交換決定処理を行う別のルータである場合
があ り ます。 パケッ ト がネッ ト ワーク間を移動するにつれ、 その物理アド レスは変更されます
が、 そのプロ ト コル アド レスは変わり ません （図 1-1を参照）。
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第 1 章      概要

レイヤ 3 ユニキャス ト  ルーテ ィングについて
図 1-1 ネッ トワーク上でのパケッ ト  ヘッダーの更新

ルーティング メ ト リ ック

ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズムは、 多くの異なる メ ト リ ッ クを使用して最適なルート を決定しま
す。 高度なルーテ ィ ング  アルゴ リ ズムは、 複数のメ ト リ ッ クに基づいてルート を選択している
場合があ り ます。

こ こでは、 次のメ ト リ ッ クについて説明します。

• 「パス長」 （P.1-4）

• 「信頼性」 （P.1-4）

• 「ルーテ ィ ング遅延」 （P.1-4）

• 「帯域幅」 （P.1-4）

• 「負荷」 （P.1-4）

• 「通信コス ト 」 （P.1-4）

Source host
PC

Destination host
PC

Packet

Packet

Packet

Packet

Router 1

Router 2

Router 3

To: Destination host   (Protocol address)
      Destination host   (Physical address)

To: Destination host   (Protocol address)
      Router 3               (Physical address)

To: Destination host     (Protocol address)
      Router 2                (Physical address)

To: Destination host    (Protocol address)
      Router 1                (Physical address)
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第 1 章      概要    
レイヤ 3 ユニキャスト  ルーティングについて
パス長

パスの長さは、 最も一般的なルーテ ィ ング  メ ト リ ッ クです。 一部のルーテ ィ ング  プロ ト コル
では、 各ネッ ト ワーク  リ ンクに恣意的なコス ト の割り当てが可能です。 この場合、 パスの長さ
は、 経由した各リ ンクに関連付けられたコス ト の合計とな り ます。 それ以外のルーテ ィ ング  プ
ロ ト コルでは、 パケッ ト が送信元から宛先までに経由する必要のある、 ルータなどのネッ ト
ワーク間製品の通過回数を指定する メ ト リ ッ クであるホップ数が定義されます。

信頼性

ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズム との関連における信頼性は、 各ネッ ト ワーク  リ ンクの信頼性
（ビ ッ ト誤り率で示される） です。 一部のネッ ト ワーク  リ ンクは、 他のネッ ト ワーク  リ ンク よ
り ダウンする頻度が高い場合があ り ます。 ネッ ト ワークがダウンした後、 特定のネッ ト ワーク  
リ ンクが他の リ ンク よ り容易に、 または短時間に修復される場合もあ り ます。 信頼性のランク
を割り当てる と きに考慮できる信頼性係数は、 一般的にネッ ト ワーク  リ ンクに割り当てる任意
の数値です。

ルーティング遅延

ルーテ ィ ング遅延は、  送信元から宛先に、 インターネッ ト ワークを通過してパケッ ト を移動す
るために必要な時間の長さです。 遅延は、 中間のネッ ト ワーク  リ ンクの帯域幅、 経由する各
ルータでのポート  キュー、 中間の全ネッ ト ワーク  リ ンクでのネッ ト ワークの輻輳状況、 パ
ケッ ト が移動する物理的な距離など、 多くの要素に応じて異な り ます。 ルーテ ィ ング遅延はい
くつかの重要な変数の組み合わせであるため、 一般的で便利なメ ト リ ッ クです。

帯域幅

帯域幅は、 リ ンクで使用可能な ト ラフ ィ ッ ク容量です。   たとえば、 10 ギガビッ ト  イーサネッ
ト  リ ンクは 1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  リ ンク よ り優れています。 帯域幅は、 リ ンクで達成可
能な最大スループッ ト ですが、 帯域幅のよ り大きい リ ンクを経由するルート が、 帯域幅のよ り
小さい リ ンクを経由するルート よ り優れている とは限り ません。 たとえば、 帯域幅の大きい リ
ンクの方が混雑している と、 実際には、 パケッ ト を宛先に送信するためにさ らに長い時間がか
かる場合があ り ます。

負荷

負荷は、 ルータなどのネッ ト ワーク  リ ソースが使用状況の程度です。 負荷は、 CPU 使用状況
や処理される  1 秒あた りのパケッ ト数など、 さまざまな方法で計算できます。 これらのパラ
メータを継続的にモニタする と、 リ ソースに負担がかかる場合があ り ます。

通信コスト

通信コス トは、 リ ンク上でルーテ ィ ングするための稼働コス ト の測定単位です。 通信コス トは
重要なメ ト リ ッ クの 1 つで、 特にパフォーマンスよ り稼働コス ト の削減が優先される場合に使
用されます。 たとえば、 専用回線での回線遅延が公衆回線よ り大き く ても、 使用時間に応じて
課金される公衆回線上でな く、 自身の専用回線上でパケッ ト を送信できます。
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ルータ  ID
各ルーティ ング  プロセスに関連付けられているルータ  ID があ り ます。 ルータ  ID は、 システム
のあらゆるインターフェイスに設定できます。 ルータ  ID を設定しないと、 Cisco NX-OS が次の
基準に基づいて、 ルータ  ID を選択します。

• Cisco NX-OS は、 他のあらゆる インターフェイス上で loopback0 を優先します。 loopback0 
が存在しない場合、 Cisco NX-OS は、 他のあらゆる インターフェイス  タ イプ上で最初の
ループバッ クを優先します。

• ループバッ ク  インターフェイスを設定しなかった場合、Cisco NX-OS はルータ  ID と してコ
ンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルの最初のインターフェイスを使用します。 Cisco NX-OS が
ルータ  ID を選択した後にいずれかのループバッ ク  インターフェイスを設定した場合は、
ループバッ ク  インターフェイスがルータ  ID とな り ます。 ループバッ ク  インターフェイス
が loopback0 ではな く、loopback0 を  IP アド レスで設定した場合は、ルータ  ID が loopback0 
の IP アド レスに変更されます。

• ルータ  ID の元であるインターフェイスが変更される と、 新しい IP アド レスがルータ  ID と
な り ます。 他のどのインターフェイスの IP アド レスが変更されても、 ルータ  ID はまった
く変更されません。

自律システム

自律システム （AS） とは、 単一の技術的管理エンティテ ィによ り制御されるネッ ト ワークで
す。 自律システムによ り、 グローバルな外部ネッ ト ワークが個々のルーテ ィ ング  ド メ インに分
割され、 これらのド メ インでは、 ローカルのルーテ ィ ング  ポ リ シーが適用されます。 この構成
によ り、 ルーテ ィ ング  ド メ インの管理と一貫したポ リ シー設定が簡素化されます。

各自律システムは、 ルート の再配布によ り動的にルーテ ィ ング情報を交換する、 複数の内部
ルーテ ィ ング  プロ ト コルをサポート できます。 地域インターネッ ト  レジス ト リ （RIR） によ
り、 インターネッ ト に直接接続する各公共 AS に一意の番号が割り当てられます。 この自律シ
ステム番号で、 ルーテ ィ ング処理と自律システムの両方が識別されます。

ボーダー ゲート ウェイ  プロ ト コル （BGP） は、 asplain と  asdot 表記で表示できる  4 バイ ト の 
AS 番号をサポート します。

• asplain ： 10 進表記方式。 2 バイ トおよび 4 バイ ト  AS 番号をその 10 進数値で表します。 た
とえば、 65526 は 2 バイ ト  AS 番号、 234567 は 4 バイ ト  AS 番号にな り ます。

• asdot ： AS ド ッ ト付き表記方式。 2 バイ ト  AS 番号をその 10 進数値で表し、 4 バイ ト の AS 
番号をド ッ ト付き表記で表します。 たとえば、 2 バイ ト  AS 番号 65526 は 65526 と して表さ
れ、 4 バイ ト の AS 番号 65546 は 1.10 と して表されます。

BGP の 4 バイ ト  AS 番号機能は、 4 バイ ト  AS 番号をサポー ト していない BGP スピーカーをま
たがって、 4 バイ ト をベース とする  AS パス情報を伝播するために使用されます。

（注） RFC 5396 は部分的にサポート されます。 asplain と  asdot 表記はサポート されますが、 asdot+ 表
記はサポート されません。

専用自律システム番号は内部ルーテ ィ ング  ド メ インに使用されますが、 インターネッ ト上に
ルーテ ィ ングされた ト ラフ ィ ッ ク向けに、 ルータによ り変換される必要があ り ます。 ルーテ ィ
ング  プロ ト コルを、 専用自律システム番号が外部ネッ ト ワークにアドバタ イズされるよ うに設
定しないでください。 デフォル ト では、 Cisco NX-OS は専用自律システム番号をルーテ ィ ング
更新情報から削除しません。
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（注） 公共ネッ ト ワークおよび専用ネッ ト ワークの自律システム番号は、 インターネッ ト割り当て番号
局 （IANA） によ り管理されています。 予約済み番号の割り当てを含む自律システム番号の詳細
について、 または、 自律システム番号の登録を申請するには、 次の URL を参照して ください。
http://www.iana.org/ 

コンバージェンス

ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズム測定の鍵となる要素の 1 つは、ルータがネッ ト ワーク  ト ポロジの変
化に対応するために要する時間です。 リ ンク障害など、 なんらかの理由でネッ ト ワークの一部
が変化する と、 さ まざまなルータのルーテ ィ ング情報が一致しな くなる場合があ り ます。 変化
した ト ポロジに関する情報が更新されているルータ と、 古い情報が残っているルータがあるた
めです。 コンバージェンスは、 ネッ ト ワーク内のすべてのルータが更新され、 ルーテ ィ ング情
報が一致するまでにかかる時間の長さです。 コンバージェンス時間は、 ルーテ ィ ング  アルゴ リ
ズムによって異な り ます。 コンバージェンスが速い場合は、 不正確なルーテ ィ ング情報による
パッケージ損失の可能性が小さ くな り ます。

ロード  バランシングおよび等コスト  マルチパス

ルーテ ィ ング  プロ ト コルでは、 ロード  バランシングまたは等コス ト  マルチパス （ECMP） を使
用して、 複数のパス上の ト ラフ ィ ッ クを共有できます。 ルータは、 特定のネッ ト ワークへの
ルート を複数検出する と、 最もアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスの低いルート をルーテ ィ
ング  テーブルにインス トールします。 ルータが、 同じアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス
と宛先までのコス ト を持つ複数のパスを受信し、 インス トールする と、 ロード  バランシングが
発生する場合があ り ます。 ロード  バランシングでは、 すべてのパス上に ト ラフ ィ ッ クが配布さ
れ、 負荷が共有されます。 使用されるパスの数は、 ルーテ ィ ング  プロ ト コルによ りルーテ ィ ン
グ  テーブルに配置されるエン ト リ の数に制限されます。 Cisco NX-OS は、 宛先までの 16 のパ
スをサポート します。

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol （EIGRP） は、 等コス ト でないロード  バランシング
もサポート しています。 詳細については、 第 7 章 「EIGRP の設定」 を参照して ください。

ルートの再配布

ネッ ト ワークに複数のルーテ ィ ング  プロ ト コルが設定されている場合は、 各プロ ト コルでルー
ト再配布を設定して、 ルーテ ィ ング情報を共有するよ うに設定できます。 たとえば、 OSPF
（Open Shortest Path First） プロ ト コルを設定して、 ボーダー ゲー ト ウェイ  プロ ト コル （BGP）
で検出したルート をアドバタ イズできます。 また、 スタテ ィ ッ ク  ルート を、 どのダイナ ミ ッ ク  
ルーテ ィ ング  プロ ト コルにも再配布できます。 他のプロ ト コルからのルート を再配布するルー
タは、 異なるルーテ ィ ング  プロ ト コル間で互換性のないルート  メ ト リ ッ クを防ぐ再配布され
たルータの固定ルート を設定します。 たとえば、 EIGRP から  OSPF に再配布されたルー ト に
は、 OSPF が認識できる固定リ ンク  コス ト  メ ト リ ッ クが割り当てられます。

（注） ルーテ ィ ング情報の再配布を設定する場合にルート  マップを使用する必要があ り ます。
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ルート再配布では、 アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス （「ア ド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ ス
タンス」 （P.1-7） を参照） の使用によっても、 2 つの異なるルーティ ング  プロ ト コルで検出さ
れたルート が区別されます。 優先ルーテ ィ ング  プロ ト コルには、 よ り低いアド ミ ニス ト レー
テ ィブ ディ スタンスが与えられており、 そのルート が、 よ り高いアド ミ ニス ト レーテ ィブ 
ディ スタンスが割り当てられた他のプロ ト コルからのルート に優先して選択されます。

アド ミニスト レーティブ ディスタンス

アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスは、 ルーテ ィ ング情報源の信頼性を示す評価基準です。
値が高いほど信頼性の評価は低くな り ます。 一般的にルートは、 複数のプロ ト コルを通じて検
出されます。 アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスは、 複数のプロ ト コルから学習したルート
を区別するために使用されます。最もアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスが低いルート が IP 
ルーテ ィ ング  テーブルに組み込まれます。

スタブ ルーティング

スタブ ルーテ ィ ングはハブ アン ド  スポーク型ネッ ト ワーク  ト ポロジで使用できます。 この ト
ポロジでは、 1 つ以上の終端 （スタブ） ネッ ト ワークが、 1 つ以上の分散ルータ （ハブ） に接
続された リ モー ト  ルータ （スポーク） に接続されています。 リモー ト  ルータは、 1 つ以上の
ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  ルータにのみ隣接しています。 リモー ト  ルータへ流れる  IP ト ラ
フ ィ ッ クのルートは、 ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  ルータ経由のルート のみです。 このタ イプの設
定は、 ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  ルータが直接 WAN に接続されている  WAN ト ポロジで使用さ
れるのが一般的です。 ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  ルータは、 さ らに多くの リモー ト  ルータに接
続できます。ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  ルータが 100 台以上の リモー ト  ルータに接続されている
こ と も、 よ く あ り ます。 ハブ アン ド  スポーク型 ト ポロジでは、 リモー ト  ルータがすべての非
ローカル ト ラフ ィ ッ クをディ ス ト リ ビューシ ョ ン  ルータに転送する必要があ り ます。 これに
よ り、 リ モー ト  ルータが完全なルーテ ィ ング  テーブルを保持する必要はな くな り ます。 通常、
分散ルータは、 デフォル ト のルート のみを リモー ト  ルータに送信します。

指定されたルート のみが、 リモー ト （スタブ） ルータから伝播されます。 スタブ ルータは、 要
約、 接続したルート 、 再配布されたスタテ ィ ッ ク  ルート 、 外部ルート 、 内部ルート に対する照
会のすべてに、 「アクセスできない」 メ ッセージで対応します。 スタブと して設定されたルー
タは、 すべての隣接ルータに特別なピア情報パケッ ト を送信して、 自身のスタブ ルータ と して
の状態を報告します。

スタブ ルータの状態を通知するパケッ ト を受信した隣接ルータは、 ルート についてはスタブ 
ルータに照会しません。 また、 スタブ ピアを持つルータは、 そのピアについては照会しませ
ん。 スタブ ルータは、 ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  ルータを使用して適切なアップデート をすべ
てのピアに送信します。

図 1-2 は、 単純なハブ アン ド  スポーク型設定を示します。
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図 1-2 単純なハブ アンド  スポーク  ネッ トワーク

スタブ ルーテ ィ ングを使用する場合でも、 リ モー ト  ルータにルータをアドバタ イズできます。
図 1-2 は、 リモー ト  ルータが、 分散ルータのみを使用して企業ネッ ト ワーク と インターネッ ト
にアクセスできる こ と を示しています。 この例では、 企業ネッ ト ワーク と インターネッ トへの
パスが常に分散ルータを経由するため、 リモー ト  ルータ上の完全なルート  テーブルの機能は
無意味です。 よ り大規模なルート  テーブルを使用しても、 リ モー ト  ルータに必要なメモ リの
量が削減されるだけです。 使用される帯域幅と メモ リは、 分散ルータでルート を要約し、 フ ィ
ルタ リ ングする と、 削減できます。 このネッ ト ワーク  ト ポロジで リモー ト  ルータは、 他の
ネッ ト ワークから検出されたルート を受信する必要はあ り ません。 これは、 宛先がどこであっ
ても、 リ モー ト  ルータは、 すべての非ローカル ト ラフ ィ ッ クを分散ルータに送信する必要が
あるためです。 真のスタブ ネッ ト ワークを設定するには、 リモー ト  ルータへのデフォル ト  
ルート のみを送信するよ う 、 分散ルータを設定する必要があ り ます。

OSPF はスタブ エ リ アをサポー ト して、 Enhanced Interior Gateway Routing Protocol （EIGRP） は
スタブ ルータをサポート します。

ルーティング アルゴリズム
ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズムは、 ルータが到達可能性の情報を収集し、 報告する方法、 ト ポロジ
の変化に対応する方法、 および宛先までの最適なルート を決定する方法を決定します。 ルー
テ ィ ング  アルゴ リ ズムにはさまざまなタ イプがあ り、各アルゴ リ ズムがネッ ト ワークやルータ  
リ ソースに与える影響も さまざまです。 ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズムは、 最適なルート の計算に
影響する さまざまな メ ト リ ッ クを使用します。 ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズムは、 スタテ ィ ッ ク ま
たはダイナ ミ ッ ク、 内部または外部など、 タ イプで分類できます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「ス タテ ィ ッ ク  ルートおよびダイナ ミ ッ ク  ルーテ ィ ング  プロ ト コル」 （P.1-8）

• 「内部および外部ゲート ウェ イ  プロ ト コル」 （P.1-9）

• 「ディ スタンス  ベク トル プロ ト コル」 （P.1-9）

• 「 リ ン ク ステー ト  プロ ト コル」 （P.1-9）

スタティ ック  ルートおよびダイナミ ック  ルーティング プロ ト コル

スタテ ィ ッ ク  ルートは、 手動で設定するルート  テーブル エン ト リ です。 スタテ ィ ッ ク  ルート
は、 手動で再設定しない限り、 変更されません。 スタテ ィ ッ ク  ルートは設計が簡単で、 ネッ ト
ワーク  ト ラフ ィ ッ クが比較的予想しやすい環境や、 ネッ ト ワーク設計が比較的単純な環境での
使用に適しています。
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スタテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ング  システムはネッ ト ワークの変化に対応できないため、 絶えず変化
する大規模ネッ ト ワークには使用しないでください。 今日のほとんどのルーテ ィ ング  プロ ト コ
ルは、 ダイナ ミ ッ ク  ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズムを使用しています。 このアルゴ リ ズムでは、
着信ルーテ ィ ング更新メ ッセージを分析して、 ネッ ト ワーク状況の変化に合わせて調整しま
す。 メ ッセージがネッ ト ワークが変化したこ と を示している場合は、 ルーテ ィ ング  ソフ ト ウェ
アはルート を再計算し、 新しいルーテ ィ ング  アップデート  メ ッセージを送信します。 これら
のメ ッセージがネッ ト ワークを通過する と、 ルータがそのアルゴ リ ズムを再実行し、 それに
従ってルーテ ィ ング  テーブルを変更します。

適切であれば、 ダイナ ミ ッ ク  ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズムをスタテ ィ ッ ク  ルート で補完する こ
とができます。 たとえば、 各サブネッ ト ワークに IP デフォル ト  ゲート ウェイまたは、 ラス ト  
リ ゾー ト  ルータ （ルーテ ィ ングできないすべてのパケッ ト が送信されるルータ） へのスタ
テ ィ ッ ク  ルート を設定する必要があ り ます。

内部および外部ゲートウェイ  プロ ト コル

ネッ ト ワークを、 一意のルーテ ィ ング  ド メ インまたは自律システムに分割できます。 自律シス
テムは、 管理ガイ ド ラ インの特定のセッ ト で規制された共通の管理機関の下の内部ネッ ト ワー
クの一部です。 自律システム間でのルート を設定するルーテ ィ ング  プロ ト コルは、 外部ゲート
ウェイ  プロ ト コルまたはド メ イン間プロ ト コルと呼ばれます。 ボーダー ゲート ウェ イ  プロ ト
コル （BGP） は、 外部ゲート ウェ イ  プロ ト コルの例です。 1 つの自律システム内で使用される
ルーテ ィ ング  プロ ト コルは、 内部ゲート ウェ イ  プロ ト コルまたはド メ イン内プロ ト コルと呼
ばれます。 EIGRP および OSPF は、 内部ゲート ウェイ  プロ ト コルの例です。

ディスタンス ベク トル プロ ト コル

ディ スタンス  ベク トル プロ ト コルは、 ディ スタンス  ベク トル アルゴ リ ズム （Bellman-Ford ア
ルゴ リ ズム と も呼ばれます） を使用します。 このアルゴ リ ズムによ り、 各ルータは、 そのルー
テ ィ ング  テーブルの一部または全部を隣接ルータに送信します。 ディ スタンス  ベク トル アル
ゴ リ ズムでは、 ルート が、 ディ スタンス （宛先までのホップ数など） および方向 （ネク ス ト
ホップ ルータなど） によ り定義されます。 その後、 これらのルートは、 直接接続されたネイ
バー ルータにブロードキャス ト されます。 各ルータは、 これらの更新情報を使用して、 ルー
テ ィ ング  テーブルを確認し、 更新します。

ルーテ ィ ング  ループを防ぐために、 ほとんどのディ スタンス  ベク トル アルゴ リ ズムはポイズ
ン  リバースを指定したスプ リ ッ ト  ホラ イズンを使用します。 これは、 インターフェイスで検
出されたルート を到達不能と して設定し、 それをそのインターフェイスで、 次の定期更新中に
アドバタイズする とい う意味です。 このプロセスによ り、 ルータによるルート更新が、 その
ルータ自体に返信されな くな り ます。

ディ スタンス  ベク トル アルゴ リ ズムは、 一定の間隔で更新を送信しますが、 ルート  メ ト リ ッ
クの値の変更に応じて、 更新を送信する こ と もできます。 このよ うに送信された更新によ り、
ルー ト  コンバージェンス時間の短縮が可能です。 Routing Information Protocol （RIP） はディ ス
タンス  ベク トル プロ ト コルの 1 つです。

リンクステート  プロ ト コル

リ ンク  ステー ト  プロ ト コルは、 最短パス優先 （SPF） と も呼ばれ、 情報を隣接ルータ と共有し
ます。 各ルータは、 各リ ンクおよび直接接続されたネイバー ルータに関する情報を含むリ ンク
ステー ト  アドバタイズ メ ン ト （LSA） を構築します。
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レイヤ 3 仮想化
各 LSA にはシーケンス番号があ り ます。 ルータが LSA を受信し、 その リ ンク ステー ト  データ
ベースを更新する と、 その LSA はすべての隣接ネイバーにフラ ッディ ングされます。 ルータが
（同じルータから） 同じシーケンス番号の 2 つの LSA を受信した場合、 ルータは LSA アップ
デート のループを回避するため、 ネイバーによって受信された最後の LSA をフラ ッディ ングし
ません。 ルータは、 受信直後に LSA をフラ ッディ ングするため、 リ ンク ステー ト  プロ ト コル
のコンバージェンス時間は最小とな り ます。

ネイバー ルータの探索と隣接関係の確立は、 リ ンク ステー ト  プロ ト コルの重要な部分です。
ネイバー ルータは、 特別な  hello パケッ ト を使用して探索されます。 このパケッ トは、 各ネイ
バー ルータのキープアラ イブ通知と しても機能します。 隣接関係は、 ネイバー ルータ間の リ
ンク ステー ト  プロ ト コルの一般的な動作パラ メータ  セッ ト で確立されます。

ルータが受信した LSA は、 そのルータの リ ンク ステー ト  データベースに追加されます。 各エ
ン ト リは、 次のパラ メータで構成されます。

• ルータ  ID （LSA を構築したルータの）

• ネイバー ID

• リ ンク  コス ト

• LSA のシーケンス番号

• LSA エン ト リ の作成時からの経過時間

ルータは、 リ ンク ステー ト  データベース上で SPF アルゴ リ ズムを実行し、 そのルータの最短パ
ス  ツ リーを構築します。 この SPF ツ リーを使用して、 ルーティ ング  テーブルにデータが入力
されます。

リ ンク ステー ト  アルゴ リ ズムでは、 各ルータがそのルーテ ィ ング  テーブル内に、 ネッ ト ワー
ク全体の図を構築します。 リ ンク ステー ト  アルゴ リ ズムが小さな更新を全体的に送信するのに
対し、 ディ スタンス  ベク トル アルゴ リ ズムは、 よ り大きな更新をネイバー ルータのみに送信
します。

リ ンク ステー ト  アルゴ リ ズムは、 よ り短時間でコンバージェンスするため、 ディ スタンス  ベ
ク トル アルゴ リ ズムよ り、 ルーテ ィ ング  ループがやや発生しにく く なっています。 ただし、
リ ンク  ステー ト  アルゴ リ ズムは、 ディ スタンス  ベク トル アルゴ リ ズムよ り、 よ り多くの CPU 
パワーと メモ リ を必要と し、 実行とサポート をするにはよ り コス ト が高くな り ます。 リ ンク ス
テー ト  プロ ト コルは通常、 ディ スタンス  ベク トル プロ ト コルよ り スケーラブルです。

OSPF は、 リ ンク ステー ト  プロ ト コルの一例です。

レイヤ 3 仮想化 
Cisco NX-OS は、 複数の仮想ルーテ ィ ングおよび転送 （VRF） インスタンスおよび複数のルー
テ ィ ング情報ベース （RIB） をサポー ト しているため、 複数のアド レス  ド メ インがサポート さ
れます。 各 VRF は RIB に関連付けられており、 この情報が転送情報ベース （FIB） によって収
集されます。 VRF は、 レイヤ 3 アド レス指定ド メ インを表します。 各レイヤ 3 インターフェイ
ス （論理または物理） は、 1 つの VRF に属します。 詳細については、 第 13 章 「レイヤ 3 仮想
化の設定」 を参照して ください。

Cisco NX-OS では、 仮想デバイスをエ ミ ュレー トするバーチャル デバイス  コンテキス ト
（VDC） に、 オペレーティ ング  システムおよびハード ウェア  リ ソースを分割できます。 Cisco 
Nexus 9000 シ リーズ スイ ッチは、 現在複数の VDC をサポート していません。 すべてのスイ ッ
チ リ ソースはデフォル ト  VDC で管理されます。
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Cisco NX-OS 転送アーキテクチャ
Cisco NX-OS転送アーキテクチャ  
Cisco NX-OS 転送アーキテクチャによ り、 すべてのルーテ ィ ングの更新処理と、 シャーシ内の
すべてのモジュールへの転送情報の入力が行われます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「ユニキャス ト  RIB」 （P.1-11）

• 「隣接マネージャ」 （P.1-12）

• 「ユニキャス ト転送分散モジュール」 （P.1-12）

• 「FIB」 （P.1-12）

• 「ハード ウェア転送」 （P.1-12）

• 「ソ フ ト ウェア転送」 （P.1-13）

ユニキャスト  RIB
Cisco NX-OS 転送アーキテクチャは、 図 1-3 に示すよ うに、 複数のコンポーネン ト で構成され
ます。

図 1-3 Cisco NX-OS 転送アーキテクチャ

ユニキャス ト  RIB は、 アクテ ィブなスーパーバイザ上にあ り ます。 ユニキャス ト  RIB は、 直接
接続のルート 、 スタテ ィ ッ ク  ルート 、 ダイナ ミ ッ ク  ユニキャス ト  ルーテ ィ ング  プロ ト コルで
検出されたルート を含むルーテ ィ ング  テーブルを維持しています。 また、 アド レス解決プロ ト
コル （ARP） などの送信元から、 隣接情報を収集します。 ユニキャス ト  RIB は、 特定のルート
のための最適なネクス ト  ホップを決定し、 ユニキャス ト  FIB 分散モジュール （FDM） のサー
ビスを使用して、 モジュール上のユニキャス ト  FIB にデータを入力します。

各ダイナミ ッ ク  ルーティング プロ ト コルは、 タイム  アウ ト したあらゆるルートについて、 ユニ
キャス ト  RIB を更新する必要があ り ます。 その後、 ユニキャス ト  RIB はそのルート を削除し、 そ
のルートに最適なネクス ト  ホップを再計算します （代わりに使用できるパスがある場合）。

URIB
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Adjacency Manager (AM)
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Cisco NX-OS 転送アーキテクチャ
隣接マネージャ  
隣接マネージャは、 アクティブなスーパーバイザ上にあ り、 ARP、 ネイバー探索プロ ト コル
（NDP）、 スタティ ッ ク設定などのさまざまなプロ ト コルの隣接情報を維持します。 最も基本的な
隣接情報は、 これらのプロ ト コルで探索されたレイヤ 3 からレイヤ 2 へのアドレス  マッピングで
す。 発信レイヤ 2 パケッ トは、 隣接情報を使用して、 レイヤ 2 ヘッダーの作成を終了します。

隣接マネージャは、 ARP 要求による、 レイヤ 3 からレイヤ 2 への特定のマッピングの探索を ト リ
ガーできます。 新しいマッピングは、 対応する  ARP 返信を受信し、 処理する と、 使用できるよ
うにな り ます。 IPv6 の場合は、隣接マネージャが NDP からの、 レイヤ 3 からレイヤ 2 へのマッピ
ング情報を探索します。 詳細については、 第 3 章 「IPv6 の設定」 を参照して ください。

ユニキャスト転送分散モジュール

ユニキャス ト転送分散モジュール （FDM） はアクテ ィブなスーパーバイザ上に存在し、 ユニ
キャス ト  RIB やその他の送信元からの転送パス情報を配布します。 ユニキャス ト  RIB は、 ユニ
キャス ト  FIB によってスタンバイ  スーパーバイザおよびモジュール上のハード ウェア転送テー
ブルにプログラ ミ ングされる転送情報を生成します。 また、 ユニキャス ト  FDM は、 新規挿入
されたモジュールへの FIB 情報のダウンロード も行います。

ユニキャス ト  FDM は隣接関係情報を収集し、 ユニキャス ト  FIB でのルート更新時に、 この情
報およびその他のプラ ッ ト フォーム依存の情報を書き直し （ リ ラ イ ト し） ます。 隣接情報およ
びリ ラ イ ト情報には、 インターフェイス、 ネク ス ト  ホップ、 およびレイヤ 3 からレイヤ 2 への
マッピング情報が含まれています。 インターフェイス とネクス ト ホップの情報は、 ユニキャス
ト  RIB からのルート更新情報で受信します。 レイヤ 3 からレイヤ 2 へのマッピングは、 隣接マ
ネージャから受信します。

FIB
ユニキャス ト  FIB は、 スーパーバイザ モジュールと スイ ッチング  モジュール上にあ り、 ハー
ド ウェア転送エンジンが使用する情報を構築します。 ユニキャス ト  FIB は、 ユニキャス ト  
FDM からルート更新情報を受信し、 ハード ウェア転送エンジンにプログラ ミ ングされるよ う 、
この情報を送信します。 ユニキャス ト  FIB は、 ルート 、 パス、 隣接関係の追加、 削除、 変更を
管理します。

ユニキャス ト  FIB は、 VRF ご と、 および address-family ご とに維持されます。 つま り、 設定さ
れた各 VRF について、 IPv4 用に 1 つ、 IPv6 用に 1 つ維持されます。 ルート更新メ ッセージに
基づいて、 ユニキャス ト  FIB は、 VRF ご とのプレフ ィ ッ ク ス とネク ス ト ホップ隣接情報データ
ベースを維持します。 ネクス ト ホップ隣接データ構造には、 ネクス ト ホップの IP アド レス と レ
イヤ 2 リ ラ イ ト情報が含まれます。 同じネクス ト ホップ隣接情報構造を複数のプレフ ィ ッ ク ス
で使用できます。

ハードウェア転送

Cisco NX-OS は、 分散パケッ ト転送をサポート しています。 入力ポートは、 パケッ ト  ヘッダー
から該当する情報を取得し、 その情報をローカル スイ ッチング  エンジンに渡します。 ローカ
ル スイ ッチング  エンジンはレイヤ 3 ルッ クアップを行い、 この情報を使って、 パケッ ト  ヘッ
ダーを リ ラ イ ト します。 入力モジュールは、 パケッ ト を出力ポート に転送します。 出力ポート
が別のモジュール上にある場合は、 スイ ッチ ファブ リ ッ クを使って、 パケッ ト が出力モジュー
ルに転送されます。 出力モジュールは、 レイヤ 3 転送決定には関与しません。
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レイヤ 3 ユニキャス ト  ルーテ ィング機能のまとめ
また、 show platform fib または show platform forwarding コマン ドを使用する と、 ハード ウェ
ア転送の詳細が表示されます。

ソフ トウェア転送

Cisco NX-OS のソフ ト ウェア転送パスは、 主に、 ハード ウェアでサポート されない機能、 また
はハード ウェア処理中に発生したエラーへの対処に使用されます。 通常、 IP オプシ ョ ン付きの
パケッ ト またはフラグ メ ンテーシ ョ ンの必要なパケッ トは、 アクテ ィブなスーパーバイザ上の 
CPU に渡されます。 ソフ ト ウェアでの切り替えが必要なパケッ トや終端される必要のあるパ
ケッ トはすべて、 スーパーバイザに渡されます。 スーパーバイザは、 ユニキャス ト  RIB および
隣接マネージャから提供された情報を使用して、 転送の決定を下します。 モジュールは、 ソフ
ト ウェア転送パスには関与しません。

ソフ ト ウェア転送はコン ト ロール プレーン  ポ リ シーによって制御されます。 詳細については、
『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』 を参照して ください。 

レイヤ 3 ユニキャスト  ルーティング機能のまとめ
こ こでは、 Cisco NX-OS でサポート されるレイヤ 3 ユニキャス ト機能およびプロ ト コルを簡単
に説明します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「IPv4 および IPv6」 （P.1-13）

• 「IP サービス」 （P.1-13）

• 「OSPF」 （P.1-14）

• 「EIGRP」 （P.1-14）

• 「IS-IS」 （P.1-14）

• 「BGP」 （P.1-14）

• 「RIP」 （P.1-14）

• 「ス タテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ング」 （P.1-15）

• 「レイヤ 3 仮想化」 （P.1-15）

• 「Route Policy Manager」 （P.1-15）

• 「フ ァース ト ホップ冗長プロ ト コル （FHRP）」 （P.1-15）

• 「オブジェ ク ト  ト ラ ッキング」 （P.1-15）

IPv4 および IPv6

レイヤ 3 は、 IPv4 プロ ト コルまたは IPv6 プロ ト コルを使用します。 IPv6 では、 ネッ ト ワーク  
アド レス  ビッ ト数が 32 ビッ ト （IPv4 の場合） から  128 ビッ ト に増やされています。 詳細につ
いては、 第 2 章 「IPv4 の設定」 または第 3 章 「IPv6 の設定」 を参照して ください。

IP サービス

IP サービスには、 DHCP ク ラ イアン トおよびド メ イン  ネーム  システム （DNS） ク ラ イアン ト
があ り ます。 詳細については、 第 4 章 「DNS の設定」 を参照して ください。
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レイヤ 3 ユニキャスト  ルーティング機能のまとめ
OSPF

Open Shortest Path First （OSPF） プロ ト コルは、 AS 内のネッ ト ワーク到達可能性情報の交換に
使用される リ ンク ステー ト  ルーテ ィ ング  プロ ト コルです。 各 OSPF ルータは、 そのアクテ ィブ
な リ ンクに関する情報をネイバー ルータにアドバタ イズします。 リ ンク情報には、 リ ンク  タ
イプ、 リ ンク  メ ト リ ッ ク、 およびリ ンクに接続された隣接ルータが含まれます。 この リ ンク情
報を含むアドバタイズ メ ン トは、 リ ンク ステー ト  アドバタ イズ メ ン ト と呼ばれます。 詳細につ
いては、 第 5 章 「OSPFv2 の設定」 を参照して ください。

EIGRP

nhanced Interior Gateway Routing Protocol （EIGRP） は、 ディ スタンス  ベク トルと リ ンク ステー
ト の両ルーテ ィ ング  プロ ト コルの特徴を備えたユニキャス ト  ルーテ ィ ング  プロ ト コルです。
これは、 シスコ専用ルーテ ィ ング  プロ ト コルである  IGRP の改良バージ ョ ンです。 EIGRP はネ
イバーに依存し、 ルー ト を提供します。 また、 リ ンク ステー ト  プロ ト コルのよ うに、 ネイバー 
ルータからアドバタ イズされたルート からネッ ト ワーク  ト ポロジを構築し、 この情報を使用し
て、 ループの発生しない、 宛先までのパスを選択します。 詳細については、 第 7 章 「EIGRP の
設定」 を参照して ください。

IS-IS

Intermediate System-to-Intermediate System （IS-IS） プロ ト コルは、 国際標準化機構 （ISO）
10589 で指定されたド メ イン内開放型システム間相互接続 （Open System Interconnection） ダイ
ナ ミ ッ ク  ルーテ ィ ング  プロ ト コルです。 IS-IS ルーテ ィ ング  プロ ト コルは リ ンク ステー ト  プロ
ト コルです。 IS-IS 機能は次のとおりです。

• 階層型ルーティ ング  

• ク ラスレス動作 

• 新情報の高速フラ ッディ ング  

• 短時間でのコンバージェンス  

• 高いスケーラビ リ テ ィ

詳細については、 第 8 章 「IS-IS の設定」 を参照して ください。

BGP

BGP は自律システム間ルーテ ィ ング  プロ ト コルです。 BGP ルータは、 信頼性の高い転送メカ
ニズム と して伝送制御プロ ト コル （TCP） を使用し、 他の BGP ルータにネッ ト ワーク到達可能
性情報をアドバタイズします。 ネッ ト ワーク到達可能性情報には、 宛先ネッ ト ワーク  プレ
フ ィ ッ ク ス、 宛先に到達するまでに通過する必要のある自律システムの リ ス ト 、 およびネクス
ト ホップ ルータが含まれます。 到達可能性情報には、 ルート の優先度、 ルート の始点、 コ ミ ュ
ニテ ィなどの詳細なパス属性が含まれます。 詳細については、 第 9 章 「ベーシッ ク  BGP の設
定」 および第 10 章 「拡張 BGP の設定」 を参照して ください。

RIP

RIP は、 ホップ数を メ ト リ ッ ク と して使用するディ スタンス  ベク トル プロ ト コルです。 RIP 
は、 世界中のインターネッ ト で ト ラフ ィ ッ クのルーテ ィ ングに広く使用されています。 また、
IGP であるため、 単一の自律システム内でルーティ ングを行います。 詳細については、 第 11 章
「RIP の設定」 を参照して ください。
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レイヤ 3 ユニキャス ト  ルーテ ィング機能のまとめ
スタティ ック  ルーティング

スタテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングを使用して、 宛先までの一定のルート を入力できます。 この機能
は、 単純な ト ポロジの小規模ネッ ト ワークでは便利です。 また、 スタテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ング
は、 他のルーテ ィ ング  プロ ト コルと と もに、 デフォル ト  ルートおよびルート配布の管理に使
用されます。 詳細については、 第 12 章 「スタテ ィ ッ ク  ルーティ ングの設定」 を参照して くだ
さい。

レイヤ 3 仮想化

仮想化を使用する と、 複数の管理ド メ インにわたる物理リ ソースを共有できます。 Cisco 
NX-OS は、 仮想ルーティ ングおよび転送 （VRF） を含むレイヤ 3 仮想化をサポー ト していま
す。 VRF では、 レイヤ 3 ルーティ ング  プロ ト コルを設定するための別のアド レス  ド メ インが
提供されます。 詳細については、 第 13 章 「レイヤ 3 仮想化の設定」 を参照して ください。

Route Policy Manager

Route Policy Manager は、 Cisco NX-OS でルート  フ ィルタ リ ング機能を提供します。 Route 
Policy Manager はルート  マップを使用して、 さまざまなルーテ ィ ング  プロ ト コルや、 特定の
ルーテ ィ ング  プロ ト コル内のさまざまなエンテ ィテ ィ間で配布されたルート をフ ィルタ リ ング
します。 フ ィルタ リ ングは、 特定の一致基準に基づいて行われます。 これは、 アクセス  コン ト
ロール リ ス ト によるパケッ ト  フ ィルタ リ ングに似ています。詳細については、第 15 章 「Route 
Policy Manager の設定」 を参照して ください。

ファーストホップ冗長プロト コル （FHRP）

ホッ ト スタンバイ  ルータ  プロ ト コル （HSRP）、 仮想ルータ冗長プロ ト コル （VRRP） などの
ファース ト  ホップ冗長プロ ト コル （FHRP） を使用する と、 ホス ト で接続の冗長性を実現でき
ます。 アクテ ィブなファース ト ホップ ルータがダウンした場合は、 その機能を引き継ぐスタン
バイ  ルータが FHRP によって自動的に選択されます。 アド レスは仮想のものであ り、 FHRP グ
ループ内の各ルータ間で共有されているため、 ホス ト を新しい IP アド レスで更新する必要はあ
り ません。 HSRP の詳細については、 第 16 章 「Configuring HSRP」 を参照して ください。
VRRP の詳細については、 第 17 章 「Configuring VRRP」 を参照して ください。

オブジェク ト  ト ラッキング

オブジェ ク ト  ト ラ ッキングを使用する と、 インターフェイス回線プロ ト コル状態、 IP ルーテ ィ
ング、 ルー ト到達可能性などの、 ネッ ト ワーク上の特定のオブジェ ク ト を ト ラ ッキングし、 ト
ラ ッキングしたオブジェ ク ト の状態が変化したと きに対処する こ とができます。 この機能によ
り、 ネッ ト ワークのアベイ ラビ リ テ ィが向上し、 オブジェ ク ト がダウンした場合の リ カバ リ時
間が短縮されます。 詳細については、 第 18 章 「オブジェ ク ト  ト ラ ッキングの設定」 を参照し
て ください。
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関連項目
関連項目
次のシスコ  マニュアルは、 レイヤ 3 機能に関連する ものです。

• 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide』

• 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS High Availability and Redundancy Guide』

• 自律システム番号の詳細については、 次のページを参照して ください。
http://www.cisco.com/web/about/ac123/ac147/archived_issues/ipj_9-1/autonomous_system_numb
ers.html
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第 章2

IPv4 の設定

この章では、 Cisco NX-OS デバイス上でのインターネッ ト  プロ ト コル バージ ョ ン  4 （IPv4） （ア
ド レス指定を含む）、 アド レス解決プロ ト コル （ARP） および Internet Control Message Protocol
（ICMP） の設定方法を説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「IPv4 について」 （P.2-1）

• 「IPv4 のラ イセンス要件」 （P.2-7）

• 「IPv4 の前提条件」 （P.2-7）

• 「IPv4 の注意事項および制約事項」 （P.2-7）

• 「デフォル ト設定値」 （P.2-7）

• 「IPv4 の設定」 （P.2-7）

• 「IPv4 設定の確認」 （P.2-19）

IPv4 について
デバイス上で IP を設定し、 ネッ ト ワーク  インターフェイスに IP アド レスを割り当てる こ とが
できます。 IP アド レスを割り当てる と、 インターフェイスがイネーブルにな り、 そのインター
フェイス上のホス ト と通信できるよ うにな り ます。

IP アド レスは、 デバイス上でプラ イマ リ またはセカンダ リ と して設定できます。 インターフェ
イスには、 1 つのプラ イマ リ  IP アド レス と複数のセカンダ リ  アド レスを設定できます。 デバイ
スが生成したパケッ トは、 常にプラ イマ リ  IPv4 アド レスを使用するため、 インターフェイス上
のすべてのネッ ト ワーキング  デバイスは、 同じプラ イマ リ  IP アド レスを共有する必要があ り
ます。 各 IPv4 パケッ トは、 送信元または宛先 IP アド レスからの情報に基づいています。 詳細
については、 「複数の IPv4 アド レス」 （P.2-2） を参照して ください。 

サブネッ ト を使用して、 IP アド レスをマス クできます。 マス クは、 IP アド レスがどのサブネッ
ト に属するかを決定するために使用されます。 IP アド レスは、ネッ ト ワーク  アド レス とホス ト  
アド レスで構成されています。 マス クで、 IP アド レス中のネッ ト ワーク番号を示すビッ ト が識
別できます。 マス クを使用してネッ ト ワークをサブネッ ト化した場合、 そのマスクはサブネッ
ト  マスク と呼ばれます。 サブネッ ト  マスクは 32 ビッ ト値で、 これによ り  IP パケッ ト の受信者
は、 IP アド レスのネッ ト ワーク  ID 部分とホス ト  ID 部分を区別できます。
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IPv4 について
IP 機能には、 スーパーバイザ モジュールで終端する  IPv4 パケッ ト を取り扱い、 また同様に、
IPv4 ユニキャス ト /マルチキャス ト  ルート  ルッ クアップと ソフ ト ウェア  アクセス  コン ト ロール 
リ ス ト （ACL） の転送を含む IPv4 パケッ ト の転送を行う役割があ り ます。 IP 機能は、 ネッ ト
ワーク  インターフェイスの IP アド レス設定、 重複アド レス  チェ ッ ク、 スタテ ィ ッ ク  ルート 、
IP ク ラ イアン ト のパケッ ト送信/受信インターフェイスも管理します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「複数の IPv4 アド レス」 （P.2-2）

• 「ア ド レス解決プロ ト コル」 （P.2-3）

• 「ARP キャ ッシング」 （P.2-3）

• 「ARP キャ ッシュのスタテ ィ ッ ク  エン ト リおよびダイナ ミ ッ ク  エン ト リ 」 （P.2-4）

• 「ARP を使用しないデバイス」 （P.2-4）

• 「Reverse ARP」 （P.2-4）

• 「プロキシ  ARP」 （P.2-5）

• 「ローカル プロキシ ARP」 （P.2-5）

• 「Gratuitous ARP」 （P.2-6）

• 「収集スロ ッ トル」 （P.2-6）

• 「パス  MTU ディ スカバ リ 」 （P.2-6）

• 「ICMP」 （P.2-6）

• 「仮想化のサポート 」 （P.2-6）

複数の IPv4 アドレス

Cisco NX-OS は、 インターフェイスご とに複数の IP アド レスをサポート しています。 さまざま
な状況に備え、 いくつでもセカンダ リ  アド レスを指定できます。 最も一般的な状況は次のとお
りです。

• 特定のネッ ト ワーク  インターフェイスのホス ト  IP アド レスの数が不足している場合。 たと
えば、 サブネッ ト化によ り、 論理サブネッ ト ご とに 254 までのホス ト を使用できるが、 物
理サブネッ ト の 1 つに 300 のホス ト  アド レスが必要な場合は、 ルータ上またはアクセス  
サーバ上でセカンダ リ  IP アド レスを使用して、 1 つの物理サブネッ ト で 2 つの論理サブ
ネッ ト を使用できます。

• 1 つのネッ ト ワークの 2 つのサブネッ トは、 別の方法で、 別のネッ ト ワークによ り分離で
きる場合があ り ます。 別のネッ ト ワークによって物理的に分離された複数のサブネッ ト か
ら、 セカンダ リ  アド レスを使用して、 1 つのネッ ト ワークを作成できます。 このよ う な場
合、 最初のネッ ト ワークは、 2 番めのネッ ト ワークの上に拡張されます。 つま り、 上の階
層とな り ます。 サブネッ トは、 同時に複数のアクテ ィブなインターフェイス上に表示でき
ません。

（注） ネッ ト ワーク  セグ メ ン ト上のいずれかのデバイスがセカンダ リ  IPv4 アド レスを使用している
場合は、 同じネッ ト ワーク  インターフェイス上の他のすべてのデバイスも、 同じネッ ト ワーク
またはサブネッ ト からのセカンダ リ  アド レスを使用する必要があ り ます。 ネッ ト ワーク  セグ
メ ン ト上で、 一貫性のない方法でセカンダ リ  アド レスを使用する と、 ただちにルーテ ィ ング  
ループが発生する可能性があ り ます。
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IPv4 について
アドレス解決プロ ト コル

ネッ ト ワーキング  デバイスおよびレイヤ 3 スイ ッチは ARP を使用して、 IP （ネッ ト ワーク層）
アド レスを物理 （Media Access Control （MAC） レ イヤ） ア ド レスにマッピングし、 IP パケッ
ト がネッ ト ワーク上に送信されるよ うにします。 デバイスは、 他のデバイスにパケッ ト を送信
する前に自身の ARP キャ ッシュを調べて、 MAC アド レスまたは対応する宛先デバイスの IP ア
ド レスがないかを確認します。 エン ト リがまった くない場合、 送信元のデバイスは、 ネッ ト
ワーク上の全デバイスにブロードキャス ト  メ ッセージを送信します。

各デバイスは、 問い合わせられた IP アド レスを自身のアド レス と比較します。 一致する  IP ア
ド レスを持つデバイスだけが、 デバイスの MAC アド レスを含むパケッ ト と と もにデータを送
信したデバイスに返信します。 送信元デバイスは、 あ とで参照できるよ う 、 宛先デバイスの 
MAC アド レスをその ARP テーブルに追加し、 データ リ ンク  ヘッダーおよびト レーラを作成し
てパケッ ト をカプセル化し、 データの転送へと進みます。 図 2-1 は、 ARP ブロードキャス ト と
応答処理を示します。

図 2-1 ARP 処理

宛先デバイスが、 別のデバイスを挟んだ リモー ト  ネッ ト ワーク上にある と きは、 同じ処理が行
われますが、 データを送信するデバイスが、 デフォル ト  ゲート ウェ イの MAC アド レスを求め
る  ARP 要求を送信する点が異な り ます。 アド レスが解決され、 デフォル ト  ゲート ウェ イがパ
ケッ ト を受信した後に、 デフォル ト  ゲート ウェ イは、 接続されているネッ ト ワーク上で宛先の 
IP アド レスをブロードキャス ト します。 宛先デバイスのネッ ト ワーク上のデバイスは、 ARP を
使用して宛先デバイスの MAC アド レスを取得し、 パケッ ト を配信します。 ARP はデフォル ト
でイネーブルにされています。

デフォル ト でシステム定義された  CoPP ポ リ シー レー トは、 スーパーバイザ モジュールにバイ
ン ド された ARP ブロードキャス ト  パケッ ト を制限します。デフォル ト のシステム定義 CoPP ポ
リ シーは、 ARP ブロードキャス ト  ス トームによるコン ト ロール プレーン  ト ラフ ィ ッ クへの影
響を防止し、 ブ リ ッジド  パケッ ト に影響しません。

ARP キャッシング

ARP キャ ッシングによ り、 ブロードキャス ト が最小にな り、 無駄に使用されるネッ ト ワーク  
リ ソースが制限されます。 IP アド レスの MAC アド レスへのマッピングは、 ネッ ト ワーク間で
パケッ ト が送信されるたびに、 ネッ ト ワーク上の各ホップ （デバイス） で行われるため、 ネッ
ト ワークのパフォーマンスに影響する場合があ り ます。

ARP キャ ッシングでは、 ネッ ト ワーク  アド レス とそれに関連付けられたデータ リ ンク  アド レ
スが一定の期間メモ リ内に保存されるため、 パケッ ト が送信されるたびに同じアド レスにブ
ロードキャス トするための貴重なネッ ト ワーク  リ ソースの使用が最小限に抑えられます。
キャ ッシュ  エン ト リは、 定期的に失効するよ う設定されているため、 保守が必要です。 これ
は、 古い情報が無効となる場合があるためです。 ネッ ト ワーク上のすべてのデバイスは、 アド
レスのブロードキャス ト に従ってアド レス  テーブルを更新します。

I need the address of 10.1.1.2. I heard that broadcast. The message is for me.
Here is my MAC address: 00:1D:7E:1D:00:01.

Barney

13
50

75

Fred
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IPv4 について
ARP キャッシュのスタティ ック  エン ト リおよびダイナミ ック  エン ト リ

スタテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングは、 手動で各デバイスの各インターフェイスに対応する  IP アド レ
ス、 サブネッ ト  マスク、 ゲー ト ウェ イ、 および対応する  MAC アド レスを設定する必要があ り
ます。 スタテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングでは、 ルート  テーブルを維持するために、 よ り多くの処理
が必要です。 ルート を追加または変更するたびに、 テーブルの更新が必要となるためです。

ダイナ ミ ッ ク  ルーテ ィ ングは、 ネッ ト ワーク上のデバイスが相互にルーテ ィ ング  テーブル情
報を交換できるプロ ト コルを使用します。 ダイナ ミ ッ ク  ルーテ ィ ングは、 キャ ッシュに制限時
間を追加しない限り、 ルー ト  テーブルが自動更新されるため、 スタテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングよ
り効率的です。 デフォル ト の制限時間は 25 分ですが、 キャ ッシュから追加および削除される
ルート がネッ ト ワークに数多く存在する場合は、 制限時間を変更します。

ARP を使用しないデバイス

ネッ ト ワークが 2 つのセグ メ ン ト に分割される と、 ブ リ ッジによ りセグ メ ン ト が結合され、 各
セグ メ ン トへの ト ラフ ィ ッ クが MAC アド レスに基づいてフ ィルタ リ ングされます。 ブ リ ッジ
は MAC アド レスだけを使用する独自のアド レス  テーブルを作成します。デバイスが IP アド レ
スおよび対応する  MAC アド レスの両方を含む ARP キャ ッシュを持っています。

パッシブ ハブは、 ネッ ト ワーク内の他のデバイスを物理的に接続する集中接続デバイスです。
パッシブ ハブはそのすべてのポート でデバイスにメ ッセージを送信し、 レイヤ 1 で動作します
が、 アド レス  テーブルを保持しません。

レイヤ 2 スイ ッチは、 デバイス上のどのポート がそのポート だけに送信されたメ ッセージを受
信するかを決定します。 ただし、 レイヤ 3 スイ ッチは、 ARP キャ ッシュ （テーブル） を作成す
るデバイスです。

Reverse ARP
RFC 903 で規定された  Reverse ARP （RARP） は ARP と同様に機能しますが、 RARP 要求パケッ
ト が MAC アド レスではな く、 IP アド レスを要求する点が異な り ます。 RARP は多くの場合、
ディ ス クレス  ワークステーシ ョ ンで使用されます。 これは、 このタ イプのデバイスには、 起動
時に使用する  IP アド レスを格納する手段がないためです。 認識できるアド レスは MAC アド レ
スだけで、 これはハード ウェアに焼き付けられているためです。

RARP を使用するには、 ルータ  インターフェイス と して、 同じネッ ト ワーク  セグ メ ン ト上に 
RARP サーバが必要です。 図 2-2 に、 RARP のし くみを示します。

図 2-2 Reverse ARP

I am device A and sending
a broadcast that uses my
hardware address.
Can somone on the network
tell me what my IP address is?

Okay, your hardware address
is 00:1D:7E:1D:00:01 and
your IP address is 10.0.0.2

RARP server

13
52

18

Device A
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RARP には、 いくつかの制限があ り ます。 これらの制限によ り、 ほとんどの企業では、 DHCP 
を使用してダイナ ミ ッ クに IP アド レスを割り当てています。 DHCP は、 RARP よ り コス ト効率
が高く、 必要な保守作業も少ないためです。 最も重要な制限は次のとおりです。

• RARP はハード ウェア  アド レスを使用するため、 多数の物理ネッ ト ワークを含む規模なイ
ンターネッ ト ワークの場合は、 すべてのセグ メ ン ト上に冗長性のための追加サーバと と も
に RARP サーバが必要です。 各セグ メ ン ト に 2 台のサーバを保持する と、 コス ト がかかり
ます。

• 各サーバは、 ハード ウェア  アド レス と  IP アド レスのスタテ ィ ッ ク  マッピングのテーブル
で設定する必要があ り ます。 IP アド レスの保守は困難です。

• RARP は、 ホス ト の IP アド レスだけを提供し、サブネッ ト  マスク もデフォル ト  ゲート ウェ
イ も提供しません。

プロキシ ARP
プロキシ ARP を使用する と、 物理的に 1 つのネッ ト ワーク上に存在するデバイスが、 論理的
に、 同じデバイスまたはファ イアウォールに接続された別の物理ネッ ト ワークの一部と して表
示されます。 プロキシ  ARP で、 プラ イベート  ネッ ト ワーク上のパブ リ ッ ク  IP アド レスを持つ
デバイスをルータの背後に隠すと同時に、 このデバイスを、 ルータの前のパブ リ ッ ク  ネッ ト
ワーク上に表示できます。 ルータはそのアイデンテ ィテ ィ を隠すこ とによ り、 実際の宛先まで
パケッ ト をルーテ ィ ングする役割を担います。 プロキシ  ARP を使用する と、 サブネッ ト上の
デバイスは、 ルーテ ィ ングもデフォル ト  ゲート ウェ イ も設定せずに リモー ト  サブネッ ト まで
到達できます。

複数のデバイスが同じデータ リ ンク層のネッ ト ワークでな く、 同じ  IP ネッ ト ワーク内にある場
合、 これらのデバイスは相互に、 ローカル ネッ ト ワーク上にあるかのよ うにデータを送信しよ
う と します。 ただし、 これらのデバイスを隔てるルータは、 ブロードキャス ト  メ ッセージを送
信しません。 これは、 ルータがハード ウェア  レイヤのブロードキャス ト を渡さず、 アド レスが
解決されないためです。

デバイスでプロキシ  ARP をイネーブルにし、 ARP 要求を受信する と、 プロキシ  ARP はこれ
を、 ローカル LAN 上にないシステムに対する要求と見なします。 デバイスは、 ブロードキャ
ス ト の宛先である リモー ト の宛先であるかのよ うに、 自身の MAC アド レスを リ モー ト の宛先
の IP アド レスに関連付ける  ARP 応答で応答します。 ローカル デバイスは、 自身が宛先に直
接、 接続されている と認識していますが、 実際には、 そのパケッ トは、 ローカル デバイスによ
り ローカル サブネッ ト ワークから宛先のサブネッ ト ワークへと転送されています。 デフォル ト
では、 プロキシ  ARP はディセーブルになっています。

ローカル プロキシ ARP
ローカル プロキシ ARP を使用して、 通常はルーテ ィ ングが不要なサブネッ ト内の IP アド レス
を求める  ARP 要求に対して、 デバイスが応答できるよ うにする こ とができます。 ローカル プ
ロキシ ARP をイネーブルにする と、 ARP は、 サブネッ ト内の IP アド レスを求めるすべての 
ARP 要求に応答し、 サブネッ ト内のホス ト間ですべての ト ラフ ィ ッ クを転送します。 この機能
は、 ホス ト が接続されているデバイスの設定によ り意図的に、 ホス ト の直接通信が禁止されて
いるサブネッ ト だけで使用して ください。
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Gratuitous ARP
Gratuitous ARP は、送信元 IP アド レス と宛先 IP アド レスが同じである要求を送信し、重複する  
IP アド レスを検出します。 Cisco NX-OS は、 Gratuitous ARP 要求または ARP キャ ッシュの更新
の有効または無効をサポート します。

収集スロッ トル

着信 IP パケッ ト がラ インカードに転送されたと きに、 ネクス ト  ホップのアド レス解決プロ ト
コル （ARP） の要求が解決されない場合、 ラ インカードはパケッ ト をスーパーバイザに転送し
ます （収集スロ ッ トル）。 スーパーバイザはネクス ト  ホップの MAC アド レスを解決し、 ハー
ド ウェアをプログラ ミ ングします。

ARP 要求が送信される と、 ソフ ト ウェアは、 同じネクス ト ホップ IP アド レスへのパケッ ト が
スーパーバイザに転送されないよ うにするために、 ハード ウェア内に /32 ド ロ ップ隣接関係を
追加します。 ARP が解決される と、 そのハード ウェア  エン ト リは正しい MAC アド レスで更新
されます。 タ イムアウ ト期間が経過するまでに ARP エン ト リが解決されない場合、 そのエン
ト リはハード ウェアから削除されます。

パス MTU ディスカバリ

パス最大伝送ユニッ ト （MTU） ディ スカバ リは、 TCP 接続のエンドポイン ト間のネッ ト ワーク
内で使用可能な帯域幅の使用を最大化するための方法です。 これは RFC 1191 で規定されてい
ます。 この機能を有効または無効にしても、 既存の接続に影響しません。

ICMP
Internet Control Message Protocol （ICMP） を使用して、 IP 処理に関連するエラーおよびその他
の情報を報告する メ ッセージ  パケッ ト を提供できます。 ICMP は、 ICMP 宛先到達不能メ ッ
セージ、 ICMP エコー要求 （2 つのホス ト間でパケッ ト を往復送信する）、 およびエコー返信
メ ッセージなどのエラー メ ッセージを生成します。 ICMP は多くの診断機能も備えており、 ホ
ス トへのエラー パケッ ト の送信およびリ ダイレク ト が可能です。 デフォル ト では、 ICMP がイ
ネーブルにされています。

次に示すのは、 ICMP メ ッセージ  タ イプの一部です。

• ネッ ト ワーク  エラー メ ッセージ

• ネッ ト ワーク輻輳メ ッセージ

• ト ラブルシューテ ィ ング情報

• タ イムアウ ト告知

（注） ICMP リ ダイレ ク トは、 ローカル プロキシ  ARP 機能がイネーブルであるインターフェイス上で
はディセーブルにされています。

仮想化のサポート

IPv4 は、 仮想ルーテ ィ ング /転送 （VRF） インスタンスをサポート します。
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IPv4 のライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

IPv4 の前提条件
IPv4 には、 次の前提条件があ り ます。

• IPv4 はレイヤ 3 インターフェイス上だけで設定可能です。

IPv4 の注意事項および制約事項
IPv4 設定時の注意事項および制約事項は、 次のとおりです。

• セカンダ リ  IP アド レスは、 プラ イマ リ  IP アド レスの設定後にだけ設定できます。

デフォルト設定値
表 2-1 に、 IP パラ メータのデフォル ト設定を示します。

IPv4 の設定
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「IPv4 アド レ ッシングの設定」 （P.2-8）

• 「複数の IP アド レスの設定」 （P.2-9）

• 「システム  ルーテ ィ ング  モードの設定」 （P.2-10）

• 「ラ インカード上の IPv4 および IPv6 ルート の設定」 （P.2-11）

• 「ス タテ ィ ッ ク  ARP エン ト リの設定」 （P.2-12）

• 「プロキシ  ARP の設定」 （P.2-13）

• 「ローカル プロキシ ARP の設定」 （P.2-14）

• 「Gratuitous ARP の設定」 （P.2-15）

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS IP にはラ イセンスは不要です。 ラ イセンス  パッケージに含まれていない機能は nx-os イ メージに
バンドルされており、 無料で提供されます。 Cisco NX-OS のラ イセンス  スキームの詳細について
は、 『Cisco NX-OS Licensing Guide』 を参照して ください。

表 2-1 デフォルト  IP パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

ARP タ イムアウ ト 1500 秒

プロキシ  ARP ディセーブル
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• 「パス  MTU ディ スカバ リの設定」 （P.2-15）

• 「IP ダイレク ト  ブロードキャス ト の設定」 （P.2-16）

• 「IP 収集スロ ッ トルの設定」 （P.2-17）

• 「ハード ウェア  IP 収集スロ ッ トルの最大数の設定」 （P.2-17）

• 「ハード ウェア  IP 収集スロ ッ トルのタイムアウ ト の設定」 （P.2-18）

• 「ICMP 送信元 IP フ ィールドのインターフェイス  IP アド レスの設定」 （P.2-19）

（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。

IPv4 アドレッシングの設定

ネッ ト ワーク  インターフェイスにプラ イマ リ  IP アド レスを割り当てる こ とができます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number

3. ip address ip-address/length

4. （任意） show ip interface
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface ethernet number

例 ：
switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。
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複数の IP アドレスの設定

セカンダ リ  IP アド レスは、 プラ イマ リ  IP アド レスの設定後にだけ追加できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number

3. ip address ip-address/length

4. （任意） show ip interface
5. （任意） copy running-config startup-config

ステップ 3 ip address ip-address/length
[secondary]

例 ：
switch(config-if)# ip address 
192.168.1.1 255.0.0.0

インターフェイスに対するプライマ リ  IPv4 アドレ
スまたはセカンダ リ  IPv4 アドレスを指定します。

• 4 分割ド ッ ト付き  10 進表記のアド レスでネッ
ト ワーク  マスクを指定します。 たとえば、
255.0.0.0 は、 1 に等しい各ビッ ト が、 ネッ ト
ワーク  アド レスに属した対応するアド レス  
ビッ ト を意味する こ と を示します。

• ネッ ト ワーク  マスクは、 スラ ッシュ （/） お
よび数字、 つま り、 プレフ ィ ッ ク ス長と して
示される場合もあ り ます。 プレフ ィ ッ ク ス長
は、 アド レスの高次の連続ビッ ト の う ち、 何
個がプレフ ィ ッ ク ス （ア ド レスのネッ ト ワー
ク部分） を構成しているかを指定する  10 進
数値です。 スラ ッシュは 10 進数値の前に置
かれ、 IP アド レス と スラ ッシュの間にスペー
スは入り ません。

ステップ 4 show ip interface 

例 ：
switch(config-if)# show ip interface

（任意） IPv4 に設定されたインターフェイスを表
示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。

コマンド 目的
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手順の詳細

システム ルーティング モードの設定

デフォル ト では、 デバイスは階層方式で （モード  4 になるよ うに設定されたファブ リ ッ ク  モ
ジュールとモード  3 になるよ うに設定されたラ インカード  モジュールで） ルー ト をプログラ ミ
ングし、 デバイス上での最長プレフ ィ ク ス照合 （LPM） と ホス ト  スケールが可能にな り ます。

デフォル ト の LPM およびホス ト  スケールを変更してシステム内のホス ト をさ らにプログラ ミ
ングできます。 これは、 ノードをレイヤ 2 ～ レイヤ 3 の境界ノード と して位置付ける と きに必
要になる場合があ り ます。

（注） LPM テーブルのエン ト リ をさ らに拡大したい場合は、 「ラ インカード上の IPv4 および IPv6 
ルート の設定」 （P.2-11） を参照して、 ラ インカード上のレイヤ 3 IPv4 および IPv6 ルートすべ
てをプログラ ミ ングしてファブ リ ッ ク  モジュール上のルートはそのままにするよ うデバイスを
設定します。

（注） この設定は、 IPv4 および IPv6 両方のアド レス  ファ ミ リ に影響を及ぼします。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing max-mode host

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface ethernet number

例 ：
switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 ip address ip-address/length
[secondary]

例 ：
switch(config-if)# ip address 
192.168.1.1 255.0.0.0 secondary

設定したアド レスをセカンダ リ  IPv4 アド レス と
して指定します。

ステップ 4 show ip interface

例 ：
switch(config-if)# show ip interface

（任意） IPv4 に設定されたインターフェイスを表
示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。
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3. （任意） show forwarding route summary
4. copy running-config startup-config
5. reload

手順の詳細

ラインカード上の IPv4 および IPv6 ルートの設定

ホス ト の規模が小さい場合 （純粋なレイヤ 3 配置の場合など）、 コンバージェンス  パフォーマ
ンスを向上させるために、 ラ インカードの最長プレフ ィ ク ス照合 （LPM） のルー ト をプログラ
ミ ングする こ と を推奨します。 そ うする こ とによって、 ラ インカードのルートおよびホス ト が
プログラ ミ ングされ、 ファブ リ ッ ク  モジュールのルートはプログラ ミ ングされません。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing non-hierarchical-routing [max-l3-mode]

3. （任意） show forwarding route summary
4. copy running-config startup-config
5. reload

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 [no] system routing max-mode host

例 ：
switch(config)# system routing max-mode 
host

ラ インカードを  LPM モード  2 に、 ファブ リ ッ ク  
モジュールを  LPM モード  3 にして、 サポート さ
れるホス ト数を増やします。

ステップ 3 show forwarding route summary

例 ：
switch(config)# show forwarding route 
summary

（任意） LPM モードを表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

この設定変更を保存します。

ステップ 5 reload

例 ：
switch(config)# reload

デバイス全体が リブー ト します。
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手順の詳細

スタティ ック  ARP エン ト リの設定

デバイス上でスタテ ィ ッ ク  ARP エン ト リ を設定して、 IP アド レスをスタテ ィ ッ ク  マルチキャ
ス ト  MAC アド レスを含む MAC ハード ウェア  アド レスにマッピングできます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number

3. ip arp ipaddr mac_addr

4. （任意） copy running-config startup-config

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 [no] system routing 
non-hierarchical-routing [max-l3-mode]

例 ：
switch(config)# system routing
non-hierarchical-routing max-l3-mode

ラ インカードを  LPM モード  3 （または 
max-l3-mode オプシ ョ ンを使用している場合は 
LPM モード  4） にし、 よ り大きな  LPM スケール
をサポート します。 その結果、 IPv4 および IPv6 
ルート のすべてが、 ファブ リ ッ ク  モジュールで
はな く ラ インカードでプログラ ミ ングされます。

ステップ 3 show forwarding route summary

例 ：
switch(config)# show forwarding route
summary
Mode 3:
120K IPv4 Host table
16k LPM table (> 65 < 127 1k entry
reserved)
Mode 4:
16k V4 host/4k V6 host
128k v4 LPM/20K V6 LPM

（任意） LPM モードを表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

この設定変更を保存します。

ステップ 5 reload

例 ：
switch(config)# reload

デバイス全体が リブー ト します。
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IPv4 の設定
手順の詳細

プロキシ ARP の設定

デバイス上でプロキシ  ARP を設定して、 他のネッ ト ワークまたはサブネッ ト上のホス ト のメ
ディア  アド レスを決定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number

3. ip proxy-arp
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface ethernet number

例 ：
switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 ip arp ipaddr mac_addr

例 ：
switch(config-if)# ip arp 192.168.1.1 
0019.076c.1a78

IP アド レスを  MAC アド レスにスタテ ィ ッ ク  エン
ト リ と して関連付けます。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface ethernet number

例 ：
switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。
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IPv4 の設定
ローカル プロキシ ARP の設定

デバイス上でローカル プロキシ ARP を設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number

3. ip local-proxy-arp
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

ステップ 3 ip proxy-arp

例 ：
switch(config-if)# ip proxy-arp

インターフェイス上でプロキシ  ARP をイネーブ
ルにします。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。

コマンド 目的

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface ethernet number

例 ：
switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 ip local-proxy-arp

例 ：
switch(config-if)# ip local-proxy-arp

インターフェイス上でローカル プロキシ  ARP を
イネーブルにします。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。
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IPv4 の設定
Gratuitous ARP の設定

インターフェイス上で Gratuitous ARP を設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number

3. ip arp gratuitous {request | update}

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

パス MTU ディスカバリの設定

パス  MTU ディ スカバ リ を設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip tcp path-mtu-discovery
3. （任意） copy running-config startup-config

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface ethernet number

例 ：
switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 ip arp gratuitous {request | update}

例 ：
switch(config-if)# ip arp gratuitous 
request

インターフェイス上で Gratuitous ARP をイネーブ
ルにします。 デフォル ト ではイネーブルになって
います。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。
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IPv4 の設定
手順の詳細

IP ダイレク ト  ブロードキャストの設定

IP ダイレク ト  ブロードキャス トは、 宛先アド レスが何らかの IP サブネッ ト の有効なブロード
キャス ト  アド レスであるにもかかわらず、 その宛先サブネッ ト に含まれないノードから発信さ
れる  IP パケッ ト です。

宛先サブネッ ト に直接接続されていないデバイスは、 そのサブネッ ト上のホス ト を宛先とする
ユニキャス ト  IP パケッ ト を転送する場合と同じ方法で IP ダイレ ク ト  ブロードキャス ト を転送
します。 ダイレク ト  ブロードキャス ト  パケッ ト が、 宛先サブネッ ト に直接接続されたデバイ
スに到着する と、 そのパケッ トはその宛先サブネッ ト上でブロードキャス ト されます。 パケッ
ト の IP ヘッダー内の宛先アド レスはそのサブネッ ト に設定された  IP ブロードキャス ト  アド レ
スに書き換えられ、 パケッ トは リ ンク層ブロードキャス ト と して送信されます。

あるインターフェイスでダイレク ト  ブロードキャス ト がイネーブルになっている場合、 着信し
た IP パケッ ト が、 そのアド レスに基づいて、 そのインターフェイスが接続されているサブネッ
ト を対象とするダイレク ト  ブロードキャス ト と して識別される と、 そのパケッ トはそのサブ
ネッ ト上でブロードキャス ト されます。 アクセス  リ ス ト を通じて渡すこれらパケッ ト のみがサ
ブネッ ト上でブロードキャス ト されるよ うに、 IP アクセス  リ ス ト を通じてこれらブロードキャ
ス ト を任意でフ ィルタ リ ングする こ とができます。

IP ダイレク ト  ブロードキャス ト をイネーブルにするには、 インターフェイス  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 ip tcp path-mtu-discovery

例 ：
switch(config)# ip tcp 
path-mtu-discovery

パス  MTU ディ スカバ リ をイネーブルにします。

ステップ 3 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。

コマンド 目的

ip directed-broadcast [acl] ダイレ ク ト  ブロードキャス ト の物理ブロードキャス
トへの変換をイネーブルにします。 IP アクセス  リ ス
ト上のこれらのブロードキャス ト を任意でフ ィルタ
リ ングできます。
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IPv4 の設定
IP 収集スロッ トルの設定

IP 収集スロ ッ トルを設定して、 到達できないかまたは存在しないネクス ト  ホップの ARP 解決
のためにスーパーバイザに送信される不要な収集パケッ ト をフ ィルタ リ ングする こ と を推奨し
ます。 IP 収集スロ ッ トルは、 ソフ ト ウェアのパフォーマンスを向上させ、 ト ラフ ィ ッ クをよ り
効率的に管理します。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] hardware ip glean throttle
3. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

ハードウェア IP 収集スロッ トルの最大数の設定

転送情報ベース （FIB） にインス トールされている隣接関係の最大ド ロ ップ数を制限できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] hardware ip glean throttle maximum count

3. （任意） copy running-config startup-config

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 [no] hardware ip glean throttle

例 ：
switch(config)# hardware ip glean 
throttle

IP 収集スロ ッ トルをイネーブルにします。

ステップ 3 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。
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IPv4 の設定
手順の詳細

ハードウェア IP 収集スロッ トルのタイムアウトの設定

インス トールされたド ロ ップ隣接関係が FIB 内に残る時間のタイムアウ ト を設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] hardware ip glean throttle maximum timeout timeout

3. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 [no] hardware ip glean throttle maximum 
count

例 ：
switch(config)# hardware ip glean 
throttle maximum 2134

FIB にインス トールされる ド ロ ップ隣接関係の数
を設定します。

ステップ 3 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 [no] hardware ip glean throttle maximum 
timeout timeout

例 ：
switch(config)# hardware ip glean 
throttle maximum timeout 300

インス トールされたド ロ ップ隣接関係が FIB 内に
残る時間のタイムアウ ト を設定します。

範囲は 300 秒 （5 分） ～ 1800 秒 （30 分） です。

（注） タ イムアウ ト期間を超えた後、 ド ロ ップ
隣接関係は FIB から削除されます。

ステップ 3 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。
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IPv4 設定の確認
ICMP 送信元 IP フ ィールドのインターフェイス IP アドレスの設定

ICMP エラー メ ッセージを処理するよ うに ICMP ソース  IP フ ィールドのインターフェイス  IP 
アド レスを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] ip source {ethernet slot/port | loopback number | port-channel number} icmp-errors
3. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

IPv4 設定の確認
IPv4 の設定情報を表示するには、 次のいずれかの作業を行います。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 [no] ip source {ethernet slot/port | 
loopback number | port-channel number} 
icmp-errors

例 ：
switch(config)# ip source loopback 0 
icmp-errors

ICMP 送信元 IP フ ィールドのインターフェイス  
IP アド レスを設定し、 ICMP エラー メ ッセージを
ルーティ ングします。

ステップ 3 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。

コマンド 目的

show ip adjacency 隣接関係テーブルを表示します。

show ip adjacency summary スロ ッ トル隣接のサマ リーを表示します。

show ip arp ARP テーブルを表示します。

show ip arp summary スロ ッ トル隣接数のサマ リーを表示します。

show ip interface IP 関連のインターフェイス情報を表示します。

show ip arp statistics [vrf vrf-name] ARP 統計情報を表示します。
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IPv4 設定の確認
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第 章3

IPv6 の設定

 この章では、 Cisco NX-OS デバイス上でのインターネッ ト  プロ ト コル バージ ョ ン  6 （IPv6）
（ア ド レス指定を含む） の設定方法について説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「About IPv6」 （P.3-1）

• 「IPv6 のラ イセンス要件」 （P.3-13）

• 「IPv6 の前提条件」 （P.3-13）

• 「IPv6 の注意事項および制約事項」 （P.3-13）

• 「IPv6 の設定」 （P.3-13）

• 「IPv6 設定の確認」 （P.3-18）

• 「IPv6 の設定例」 （P.3-18）

About IPv6
IPv6 は、 IPv4 の後継と して設計されており、 ネッ ト ワーク  アド レス  ビッ ト数が 32 ビッ ト
（IPv4 の場合） から  128 ビッ ト に増やされています。 IPv6 は IPv4 に基づいていますが、 アド レ
ス空間が大幅に拡大されており、 メ イン  ヘッダーと拡張ヘッダーの簡素化など、 その他の機能
強化が含まれています。

拡大された IPv6 アド レス空間によ り、 ネッ ト ワークのスケーラビ リ テ ィが可能とな り、 グロー
バルな到達可能性が提供されます。 簡素化された IPv6 パケッ ト  ヘッダー形式によ り、 パケッ
ト の処理効率が向上しています。 柔軟性の高い IPv6 アド レス空間によ り、 プラ イベート  アド
レスの必要性と、 プラ イベート （グローバルに一意ではない） アド レスを限られた数のパブ
リ ッ ク  アド レスに変換するネッ ト ワーク  アド レス変換 （NAT） の使用が削減されます。 IPv6 
を使用する と、 ネッ ト ワークの境界にある境界ルータによる特別な処理を必要と しない新しい
アプ リ ケーシ ョ ン  プロ ト コルがイネーブルにな り ます。

プレフ ィ ッ ク ス集約、 簡易ネッ ト ワーク再番号割り当て、 IPv6 サイ ト  マルチホーミ ング機能な
どの IPv6 機能によ り、 さ らに効率的にルーテ ィ ングが行われます。 IPv6 は、 Routing 
Information Protocol （RIP）、 Integrated Intermediate System-to-Intermediate System （IS-IS）、 IPv6 
向け Open Shortest Path First （OSPF）、 マルチプロ ト コル Border Gateway Protocol （BGP） をサ
ポー ト しています。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「IPv6 アド レス  フォーマッ ト 」 （P.3-2）

• 「IPv6 ユニキャス ト  アド レス」 （P.3-3）
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• 「IPv6 エニーキャス ト  アド レス」 （P.3-7）

• 「IPv6 マルチキャス ト  アド レス」 （P.3-7）

• 「IPv4 パケッ ト  ヘッダー」 （P.3-9）

• 「簡易 IPv6 パケッ ト  ヘッダー」 （P.3-9）

• 「IPv6 の DNS」 （P.3-12）

• 「IPv6 のパス  MTU 探索」 （P.3-12）

• 「CDP IPv6 アド レスのサポート 」 （P.3-12）

• 「仮想化のサポート 」 （P.3-12）

IPv6 アドレス フォーマッ ト

IPv6 アド レスは 128 ビッ トつま り  16 バイ ト です。 このアド レスは、 x:x:x:x:x:x:x:x のよ うに、
コ ロン （:） で区切られた 16 ビッ ト  16 進数のブロ ッ ク  8 つに分かれています。 次に、 IPv6 アド
レスの例を  2 つ示します。

2001:0DB8:7654:3210:FEDC:BA98:7654:3210
2001:0DB8:0:0:8:800:200C:417A

IPv6 アド レスの中には、 連続するゼロが含まれます。 IPv6 アド レスの先頭、 中間、 または末尾
で、 この連続するゼロの代わりに 2 つのコロン （::） を使用できます。 表 3-1 は、 圧縮された 
IPv6 アド レス  フォーマッ ト の一覧です。

（注） IPv6 アド レスでは、 アド レス中で最も長く連続するゼロの代わりに、 2 つのコロン （::） を  1 度
だけ使用できます。

連続する  16 ビッ ト値がゼロで示されている場合は、 2 つのコロンを  IPv6 アド レスの一部と し
て使用できます。 インターフェイスご とに複数の IPv6 アド レスを設定できますが、 設定できる
リ ンク ローカル アド レスは 1 つだけです。

IPv6 アド レス中の 16 進数の文字の大文字と小文字は区別されません。

ノードは、 表 3-1にあるループバッ ク  アド レスを使用して、 IPv6 パケッ ト を自分宛てに送信で
きます。 IPv6 のループバッ ク  アド レスは、 IPv4 のループバッ ク  アド レス と同じです。 詳細に
ついては、 第 1 章 「概要」 を参照して ください。

表 3-1 圧縮された IPv6 アドレス フォーマッ ト  

IPv6 アドレス  タイプ 優先形式 圧縮形式

ユニキャス ト 2001:0:0:0:0DB8:800:200C:417A 2001::0DB8:800:200C:417A

マルチキャス ト FF01:0:0:0:0:0:0:101 FF01::101

ループバッ ク 0:0:0:0:0:0:0:0:1 ::1

未指定 0:0:0:0:0:0:0:0:0 ::
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（注） IPv6 ループバッ ク  アド レスは、 物理インターフェイスには割り当てられません。 送信元または
宛先のアド レス と して  IPv6 ループバッ ク  アド レスを含むパケッ トは、 そのパケッ ト を作成し
たノードの外には転送できません。 IPv6 ルータは、 IPv6 ループバッ ク  アド レスを送信元アド
レスまたは宛先アド レス とするパケッ ト を転送しません。

（注） IPv6 未指定アドレスは、 インターフェイスには割り当てられません。 未指定 IPv6 アドレスは、
IPv6 パケッ ト内の宛先アドレスまたは IPv6 ルーティング ヘッダーと して使用しないでください。

IPv6 プレフ ィ ッ ク スは、 RFC 2373 で規定された形式です。 この形式では、 IPv6 アド レスが、
コ ロンに囲まれた 16 ビッ ト値を使用した 16 進数で指定されています。 プレフ ィ ッ ク ス長は、
アド レスの高次の連続ビッ ト の う ち、 何個がプレフ ィ ッ ク ス （ア ド レスのネッ ト ワーク部分）
を構成しているかを指定する  10 進数値です。 たとえば、 2001:0DB8:8086:6502::/32 は有効な 
IPv6 プレフ ィ ッ ク スです。

IPv6 ユニキャスト  アドレス

IPv6 ユニキャス ト  アド レスは、 1 つのノード上の 1 つのインターフェイスの ID です。 ユニ
キャス ト  アド レスに送信されたパケッ トは、 そのアド レスが示すインターフェイスに配信され
ます。 この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「集約可能グローバル アド レス」 （P.3-3）

• 「 リ ン ク ローカル アド レス」 （P.3-5）

• 「IPv4 互換 IPv6 アド レス」 （P.3-5）

• 「一意のローカル アド レス」 （P.3-6）

• 「サイ ト ローカル アド レス」 （P.3-7）

集約可能グローバル アドレス

集約可能グローバル アド レスは、 集約可能なグローバル ユニキャス ト  プレフ ィ ッ ク スによる  
IPv6 アド レスです。 集約可能グローバル ユニキャス ト  アド レスの構造によ り、 グローバル 
ルーテ ィ ング  テーブル内のルーテ ィ ング  テーブル エン ト リ数を制限するルーテ ィ ング  プレ
フ ィ ッ ク スの厳密な集約が可能にな り ます。 集約可能グローバル アド レスは、 組織を上に向
かって、 最終的にインターネッ ト  サービス  プロバイダー （ISP） まで集約される リ ンク上で使
用されます。

集約可能なグローバル IPv6 アドレスは、 グローバル ルーティング プレフ ィ ッ クス、 サブネッ ト  
ID、 およびインターフェイス  ID によ り定義されます。 バイナリ  000 で始まるアドレスを除き、
グローバル ユニキャス ト  アドレスはすべて 64 ビッ ト  インターフェイス  ID を持ちます。 IPv6 グ
ローバル ユニキャス ト  アドレスの割り当てには、 バイナリ値 001 （2000::/3） から始まるアドレ
スの範囲が使用されます。 図 3-1 に、 集約可能グローバル アドレスの構造を示します。
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図 3-1 集約可能グローバル アドレス形式

2000::/3 （001） ～ E000::/3 （111） のプレフ ィ ッ ク スを持つアド レスには、 Extended Universal 
Identifier （EUI） 64 形式の 64 ビッ ト  インターフェイス識別子が必要です。 インターネッ ト割
り当て番号局 （IANA） は、 2000::/16 の範囲の IPv6 アド レス空間を地域レジス ト リ に割り当て
ます。

集約可能なグローバル アド レスは、 48 ビッ ト  グローバル ルーテ ィ ング  プレフ ィ ッ ク ス と、 16 
ビッ ト  サブネッ ト  ID または Site-Level Aggregator （SLA） で構成されます。 IPv6 集約可能なグ
ローバル ユニキャス ト  アド レス  フォーマッ ト文書 （RFC 2374） では、 グローバル ルーテ ィ ン
グ  プレフ ィ ッ ク スには、 Top-Level Aggregator （TLA） および Next-Level Aggregator （NLA） と
い う他の 2 つの階層構造のフ ィールドが含まれる と されていました。 TLS フ ィールドおよび 
NLA フ ィールドはポ リ シーベースであるため、 IETF は、 これらのフ ィールドを  RFC から削除
する こ と を決定しました。 この変更以前に展開された既存の IPv6 ネッ ト ワークの中には、 依然
と して、 古いアーキテクチャ上のネッ ト ワークを使用している ものもあ り ます。

個々の組織では、 16 ビッ ト  サブネッ ト  フ ィールドであるサブネッ ト  ID を使用して、 ローカル 
アド レス指定階層構造を作成した り、 サブネッ ト を識別した りできます。 サブネッ ト  ID は 
IPv4 でのサブネッ ト に似ていますが、 IPv6 サブネッ ト  ID を持つ組織では最大 65,535 個のサブ
ネッ ト をサポート できる とい う点が異な り ます。

インターフェイス  ID で、 リ ンク上のインターフェイスが識別されます。 インターフェイス  ID 
は、 リ ンク上では一意です。 多くの場合、 インターフェイス  ID は、 インターフェイスの リ ン
ク層アド レス と同じか、 リ ンク層アド レスに基づいています。 集約可能なグローバル ユニキャ
ス トやその他の IPv6 アド レス  タ イプで使用されるインターフェイス  ID は 64 ビッ ト であ り、
形式は変更済み EUI-64 フォーマッ ト です。

インターフェイス  ID は、 次のいずれかに該当する変更済みの EUI-64 フォーマッ ト です。

• すべての IEEE 802 インターフェイス  タ イプ （イーサネッ ト 、 およびファ イバ分散データ  
インターフェイスなど） の場合は、 最初の 3 オクテッ ト （24 ビッ ト ） がそのインターフェ
イスの 48 ビッ ト  リ ンク層アド レス （MAC アド レス） の Organizationally Unique Identifier
（OUI）、 4 番めと  5 番めのオクテッ ト （16 ビッ ト ） が FFFE の固定 16 進数値、 そして、 最
後の 3 オクテッ ト （24 ビッ ト ） が MAC アド レスの最後の 3 オクテッ ト です。 最初のオク
テッ ト の 7 番めのビッ ト である  Universal/Local （U/L） ビ ッ ト の値は 0 または 1 です。 ゼロ
はローカルに管理されている  ID を表し、 1 はグローバルに一意の IPv6 インターフェイス  
ID を表します。

• その他のすべてのインターフェイス  タ イプ （シ リ アル、 ループバッ ク、 ATM、 フレーム  リ
レー種別など） の場合、 インターフェイス  ID は IEEE 802 インターフェイス  タ イプのイン
ターフェイス  ID に似ていますが、 ルータの MAC アド レス  プールからの最初の MAC アド
レスが ID と して使用される点が異な り ます （インターフェイスが MAC アド レスを持たな
いため）。

88
11

9

Interface IDGlobal Routing Prefix SLA

45 bits

001

16 bits 64 bits3

Provider Site Host
3-4
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 3 章      IPv6 の設定
About IPv6
（注） PPP （ポイン ト ツーポイン ト  プロ ト コル） を使用するインターフェイスの場合は、 接続
の両端のインターフェイスが同じ  MAC アド レスを持つため、 接続の両端のインター
フェイス  ID が、 両方の ID が一意となるまでネゴシエー ト されます （ランダムに選択さ
れ、 必要に応じて再構築されます）。 ルータの最初の MAC アド レスが、 PPP を使用す
るインターフェイスの ID と して使用されます。

ルータに IEEE 802 インターフェイス  タ イプがない場合は、 ルータのインターフェイスで リ ン
ク ローカル IPv6 アド レスが次のシーケンスで生成されます。

1. ルータに MAC アド レスが （ルータの MAC アド レス  プールから） 照会されます。

2. 使用可能な MAC アド レスがルータにない場合は、 ルータのシ リ アル番号を使用して リ ン
ク ローカル アド レスが作成されます。

3. リ ンク ローカル アド レスの作成にルータのシ リ アル番号を使用できない場合、 ルータは 
MD5 ハッシュを使用して、 ルータのホス ト名からルータの MAC アド レスを決定します。

リンクローカル アドレス

リ ンク ローカル アド レスは、 リ ンク ローカル プレフ ィ ッ ク ス  FE80::/10 （1111 1110 10） と変更
された EUI-64 形式のインターフェイス識別子を使用するすべてのインターフェイスを自動的
に設定できる  IPv6 ユニキャス ト  アド レスです。 ネイバー探索プロ ト コル （NDP） およびス
テート レス自動設定プロセスでは、 リ ンク ローカル アド レスが使用されます。 ローカル リ ン
ク上のノードは、 リ ンク ローカル アド レスを使用して通信できます。 ノードの通信にグローバ
ルに一意のアド レスは不要です。 図 3-2 に、 リ ンク ローカル アド レスの構造を示します。

IPv6 ルータは、 送信元または宛先が リ ンク ローカル アド レスであるパケッ ト を他の リ ンクに転
送できません。

図 3-2 リンクローカル アドレス形式

IPv4 互換 IPv6 アドレス

IPv4 互換 IPv6 アド レスは、アド レスの上位 96 ビッ ト がゼロであ り、アド レスの下位 32 ビッ ト
が IPv4 アド レスである  IPv6 ユニキャス ト  アド レスです。 IPv4 互換 IPv6 アド レスの形式は、
0:0:0:0:0:0:A.B.C.D または ::A.B.C.D です。 IPv4 互換 IPv6 アド レスの 128 ビッ ト全体はノード
の IPv6 アド レス と して使用され、下位 32 ビッ ト に埋め込まれた IPv4 アド レスはノードの IPv4 
アド レス と して使用されます。 IPv4 互換 IPv6 アド レスは、 IPv4 と  IPv6 の両方のプロ ト コル ス
タ ッ クをサポートする ノードに割り当てられ、 自動ト ンネルで使用されます。 図 3-3に、 IPv4 
互換 IPv6 アド レスの構造と、 許容されるいくつかのアド レス形式を示します。
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図 3-3 IPv4 互換 IPv6 アドレス形式

一意のローカル アドレス

一意のローカル アド レスは、 グローバルに一意であ り、 ローカル通信を目的と した  IPv6 ユニ
キャス ト  アド レスです。 グローバルなインターネッ ト上でのルーテ ィ ングには対応しておら
ず、 サイ ト などの限られたエ リ ア内だけでルーテ ィ ング可能です。 限られた複数のサイ ト間も
ルーテ ィ ングできる場合もあ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 一意のローカル アド レスをグロー
バル スコープのアド レスのよ うに扱う こ とができます。

一意のローカル アド レスには、 次の特性があ り ます。

• グローバルに一意のプレフ ィ ッ ク スを持っている （一意である可能性が大）。

• 既知のプレフ ィ ッ ク スがあるため、 サイ ト境界で簡単にフ ィルタ リ ングできる。

• アド レス競合を発生させた り、 これらのプレフ ィ ッ ク スを使用するインターフェイスの リ
ナンバリ ングを必要と した りする こ とな く、 サイ ト を結合またはプラ イベート に相互接続
できる。

• ISP に依存せず、 永続的または断続的なインターネッ ト接続がな く てもサイ ト内での通信
に使用できる。

• ルーテ ィ ングやド メ イン  ネーム  サーバ （DNS） を通して誤ってサイ ト外に漏れても、 他の
どのアド レス と も競合しない。

図 3-4 に、 一意のローカル アド レスの構造を示します。

図 3-4 一意のローカル アドレスの構造
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サイ トローカル アドレス

RFC 3879 によ りサイ ト ローカル アド レスの使用が廃止されたため、 プラ イベート  IPv6 アド レ
スの設定時には、 RFC 4193 で推奨されるユニーク  ローカル アド レス （ULA） を使用する必要
があ り ます。

IPv6 エニーキャスト  アドレス

エニーキャス ト  アド レス とは、 異なる ノードに属するインターフェイス一式に割り当てられた
アド レスです。 エニーキャス ト  アド レスに送信されたパケッ トは、 使用しているルーテ ィ ング  
プロ ト コルの定義に従って、 そのエニーキャス ト  アド レスが示す最も近いインターフェイスに
送信されます。 エニーキャス ト  アド レスは、 ユニキャス ト  アド レス空間から割り当てられる
ため、 その構文ではユニキャス ト  アド レス と区別できません。 ユニキャス ト  アド レスを複数
のインターフェイスに割り当てる と、 ユニキャス ト  アド レスがエニーキャス ト  アド レス とな
り ます。 エニーキャス ト  アド レスが割り当てられたノードは、 アド レスがエニーキャス ト  ア
ド レスである こ と を認識できるよ う 、 設定する必要があ り ます。

（注） エニーキャス ト  アド レスを使用できるのは、 ルータだけです。 ホス トはエニーキャス ト  アド
レスを使用できません。 エニーキャス ト  アド レスは、 IPv6 パケッ ト の送信元アド レスには使用
できません。

図 3-5 に、 サブネッ ト  ルータ  エニーキャス ト  アド レスの形式を示します。 アド レスには、 連
続するゼロで連結されたプレフ ィ ッ ク ス （インターフェイス  ID） があ り ます。 サブネッ ト  
ルータ  エニーキャス ト  アド レスを使用する と、 サブネッ ト  ルータ  エニーキャス ト  アド レスの
プレフ ィ ッ ク スが示すリ ンク上のルータに到達できます。

図 3-5 サブネッ ト  ルータ  エニーキャスト  アドレスのフォーマッ ト

IPv6 マルチキャスト  アドレス

IPv6 マルチキャス ト  アド レスは、 FF00::/8 （1111 1111） とい うプレフ ィ ッ ク スを持つ IPv6 アド
レスです。 IPv6 マルチキャス ト  アド レスは、 異なる ノードに属するインターフェイス一式の 
ID です。 マルチキャス ト  アド レスに送信されたパケッ トは、 マルチキャス ト  アド レスが示す
すべてのインターフェイスに配信されます。 プレフ ィ ッ ク スに続く  2 番めのオクテッ ト で、 マ
ルチキャス ト  アド レスのラ イフタ イム と スコープが定義されます。 永久マルチキャス ト  アド
レスはラ イフタ イム  パラ メータが 0 に等し く、 一時マルチキャス ト  アド レスのラ イフタ イム  
パラ メータは 1 に等し く なっています。 ノード、 リ ンク、 サイ ト 、 または組織のスコープ、 ま
たはグローバル スコープを持つマルチキャス ト  アド レスのスコープ パラ メータはそれぞれ、
1、 2、 5、 8、 または E です。 たとえば、 プレフ ィ ッ ク スが FF02::/16 のマルチキャス ト  アド レ
スは、 リ ンク  スコープを持つ永続マルチキャス ト  アド レスです。 図 3-6に、 IPv6 マルチキャス
ト  アド レスの形式を示します。
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図 3-6 IPv6 マルチキャスト  アドレス形式

IPv6 ノード （ホス ト とルータ） は、 （受信パケッ ト の宛先となる） 次のマルチキャス ト  グルー
プに加入する必要があ り ます。

• 全ノード  マルチキャス ト  グループ FF02:0:0:0:0:0:0:1 （スコープはリ ンク ローカル）

• 割り当てられたユニキャス ト  アド レスおよびエニーキャス ト  アド レスご との送信要求ノー
ド  マルチキャス ト  グループ FF02:0:0:0:0:1:FF00:0000/104

IPv6 ルータは、 全ルータ  マルチキャス ト  グループ FF02:0:0:0:0:0:0:2 （スコープは リ ンク ロー
カル） にも加入する必要があ り ます。

送信要求ノード  マルチキャス ト  アド レスは、 IPv6 ユニキャス ト  アド レスまたはエニーキャス
ト  アド レスに対応するマルチキャス ト  グループです。 IPv6 ノードは、 割り当てられているユ
ニキャス ト  アド レスおよびエニーキャス ト  アド レスご とに、 関連付けられた送信要求ノード  
マルチキャス ト  グループに加入する必要があ り ます。 IPv6 送信要求ノード  マルチキャス ト  ア
ド レスには、対応する  IPv6 ユニキャス ト  アド レスまたは IPv6 エニーキャス ト  アド レスの下位 
24 ビッ ト に連結されたプレフ ィ ッ ク ス  FF02:0:0:0:0:1:FF00:0000/104 があ り ます （図 3-7 を参
照）。 たとえば、 IPv6 アド レス  2037::01:800:200E:8C6C に対応する送信要求ノード  マルチキャ
ス ト  アド レスは FF02::1:FF0E:8C6C です。 送信要求ノード  アド レスは、 ネイバー送信要求メ ッ
セージで使用されます。

図 3-7 IPv6 送信要求ノード  マルチキャスト  アドレス形式

（注） IPv6 にはブロードキャス ト  アド レスはあ り ません。 ブロードキャス ト  アド レスの代わりに 
IPv6 マルチキャス ト  アド レスが使用されます。
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IPv4 パケッ ト  ヘッダー

基本 IPv4 パケッ ト  ヘッダーには、 合計サイズが 20 オクテッ ト （160 ビッ ト ） の 12 のフ ィール
ドがあ り ます （図 3-8 を参照）。 この 12 個のフ ィールドのあとにはオプシ ョ ン  フ ィールドが、
さ らにそのあとに、 通常は ト ランスポー ト  レイヤ パケッ ト であるデータ部分が続く場合があ
り ます。 可変長のオプシ ョ ン  フ ィールドは、 IPv4 パケッ ト  ヘッダーの合計サイズに加算され
ます。 IPv4 パケッ ト  ヘッダーのグレーの部分のフ ィールドは、 IPv6 パケッ ト  ヘッダーに含ま
れません

図 3-8 IPv4 パケッ ト  ヘッダー形式

簡易 IPv6 パケッ ト  ヘッダー

基本 IPv6 パケッ ト  ヘッダーには、 合計サイズが 40 オクテッ ト （320 ビッ ト ） の 8 つのフ ィー
ルドがあ り ます （図 3-9 を参照）。 フラグ メ ンテーシ ョ ンはパケッ ト の送信元によ り処理され、
データ リ ンク層のチェ ッ クサム と ト ランスポー ト層が使用されます。 ユーザ データグラム  プ
ロ ト コル （UDP） チェ ッ クサムによ り、 内部パケッ ト と基本 IPv6 パケッ ト  ヘッダーの整合性
がチェ ッ ク され、 オプシ ョ ン  フ ィールドが 64 ビッ ト に揃えられるため、 IPv6 パケッ ト の処理
が容易にな り ます。

表 3-2 は、 基本 IPv6 パケッ ト  ヘッダー内のフ ィールドの一覧です。

Version Hd Len Type of Service Total Length

20
octets

Identification Flags Fragment Offset

Time to Live Protocol Header Checksum

Source Address

Destination Address

Data Portion

32 bits

Options Padding Variable
length

51
45

7

表 3-2 基本 IPv6 パケッ ト  ヘッダー フ ィールド  

フ ィールド 説明

バージ ョ ン IPv4 パケッ ト  ヘッダーのバージ ョ ン  フ ィールドに該当します
が、 IPv4 で示される数字 4 の代わりに、 IPv6 では数字 6 が示さ
れます。

ト ラフ ィ ッ ク  ク ラス IPv4 パケッ ト  ヘッダーのタイプ オブ サービス  フ ィールド と同
様です。 ト ラフ ィ ッ ク  ク ラス  フ ィールドは、 差別化された
サービスで使用される ト ラフ ィ ッ ク  ク ラスのタグをパケッ ト
に付けます。

フロー ラベル IPv6 パケッ ト  ヘッダーの新規フ ィールドです。 フロー ラベル 
フ ィールドは、 ネッ ト ワーク層でパケッ ト を差別化する特定の
フローのタグをパケッ ト に付けます。
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図 3-9 IPv6 パケッ ト  ヘッダー形式

任意に使用できる拡張ヘッダーおよびパケッ ト のデータ部分は、 基本 IPv6 パケッ ト  ヘッダー
の 8 つのフ ィールドのあとに続きます。存在する場合は、各拡張ヘッダーが 64 ビッ ト に揃えら
れます。 IPv6 パケッ ト の拡張ヘッダーの数は固定されていません。 各拡張ヘッダーは、 前の

ペイロード長 IPv4 パケッ ト  ヘッダーの合計長フ ィールド と同様です。 ペイ
ロード長フ ィールドは、 パケッ ト のデータ部分の合計長を示し
ます。

次ヘッダー IPv4 パケッ ト  ヘッダーのプロ ト コル フ ィールド と同様です。 次
ヘッダー フ ィールドの値によ り、 基本 IPv6 ヘッダーに続く情報
のタイプが決ま り ます。 基本 IPv6 ヘッダーに続く情報のタイプ
は、 図 3-9 に示すよ うに、 TCP パケッ ト、 UDP パケッ ト、 また
は拡張ヘッダーなどの ト ランスポート層パケッ トです。

ホップ リ ミ ッ ト IPv4 パケッ ト  ヘッダーの存続可能時間フ ィールド と同様です。
ホップ リ ミ ッ ト  フ ィールドの値は、 IPv6 パケッ ト が無効と見
なされる前に通過できるルータの最大数です。 各ルータを通過
するたびに、 この値が 1 つずつ減少します。 IPv6 ヘッダーには
チェ ッ クサムがないため、 ルータは値を減らすたびにチェ ッ ク
サムを再計算する必要がな く、 処理リ ソースが節約されます。

送信元アド レス IPv4 パケッ ト  ヘッダーの送信元アド レス  フ ィールド と同様で
すが、 IPv4 の 32 ビッ ト送信元アド レスの代わりに、 IPv6 では 
128 ビッ ト の送信元アド レスが含まれます。

宛先アド レス IPv4 パケッ ト  ヘッダーの宛先アド レス  フ ィールド と同様です
が、 IPv4 の 32 ビッ ト宛先アド レスの代わりに、 IPv6 では 128 
ビッ ト の宛先アド レスが含まれます。

表 3-2 基本 IPv6 パケッ ト  ヘッダー フ ィールド   （続き）

フ ィールド 説明

Version Traffic Class Flow Label

40
octets

Payload Length Next Header Hop Limit

Data Portion

32 bits

Next Header
Variable
length

51
45

8

Source Address

Destination Address

Extension Header information
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ヘッダーの次ヘッダー フ ィールドによって識別されます。 通常は、 最後の拡張ヘッダーに、
TCP や UDP などの ト ランスポー ト レイヤ プロ ト コルの次ヘッダー フ ィールドがあ り ます。
図 3-10 に、 IPv6 拡張ヘッダー形式を示します。

図 3-10 IPv6 拡張ヘッダー形式

表 3-3 に、 拡張ヘッダー タ イプとその次ヘッダー フ ィールド値を リ ス ト します。

IPv6
packet

IPv6 base header
(40 octets)

Any number of
extension headers

51
45

9

Next Header Ext Header Length

Extension Header Data

Data (for example,
TCP or UDP)

表 3-3 IPv6 拡張ヘッダーのタイプ 

ヘッダー タイプ
次ヘッダー
の値 説明

ホップバイホップ オプシ ョ
ン  ヘッダー

0 パケッ ト のパス上のすべてのホップで処理される
ヘッダー。 存在する場合、 ホップバイホップ オ
プシ ョ ン  ヘッダーは、 常に基本 IPv6 パケッ ト  
ヘッダーの直後に続きます。

宛先オプシ ョ ン  ヘッダー 60 任意のホップバイホップ オプシ ョ ン  ヘッダーの
あとに続く こ とのあるヘッダー。 このヘッダー
は、 最終の宛先、 およびルーテ ィ ング  ヘッダー
で指定された各通過アド レスで処理されます。

ルーテ ィ ング  ヘッダー 43 送信元のルーテ ィ ングに使用されるヘッダー。

フラグ メ ン ト  ヘッダー 44 送信元が、 送信元と宛先の間のパスの最大伝送単
位 （MTU） よ り大きいパケッ ト をフラグ メ ン ト
化する と きに使用されるヘッダー。フラグ メ ン ト  
ヘッダーは、 フラグ メ ン ト化された各パケッ ト で
使用されます。

上位層ヘッダー 6 （TCP）

17 （UDP）

データ転送のためにパケッ ト内で使用されるヘッ
ダー。2 つの主要な ト ランスポー ト  プロ ト コルは 
TCP と  UDP です。
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IPv6 の DNS
IPv6 では、 DNS の名前からアド レスおよびアド レスから名前のルッ クアップ プロセスでサ
ポート される  DNS レコード  タ イプがサポート されます。 DNS レコード  タ イプは IPv6 アド レ
スをサポート しています （表 3-4を参照）。

（注） IPv6 では、 IPv6 アド レスから  DNS 名への逆マッピングもサポート されます。

IPv6 のパス MTU 探索

IPv4 の場合と同様に、 ホス ト がダイナ ミ ッ クに、 データ  パス上のすべての リ ンクの MTU サイ
ズの差を検出し、 それに合わせて調整できるよ う 、 IPv6 でパス  MTU ディ スカバ リ を使用でき
ます。 ただし、 IPv6 では、 特定のデータ  パス上の 1 つの リ ンクのパス  MTU がパケッ ト のサイ
ズに十分に対応できる大き さでない場合に、 フラグ メ ンテーシ ョ ンはパケッ ト の送信元によっ
て処理されます。 IPv6 ホス ト にパケッ ト のフラグ メ ンテーシ ョ ンを処理させる と、 ルータの処
理リ ソースが節約され、 IPv6 ネッ ト ワークの効率が向上します。 ICMP の Too Big メ ッセージ
の到着によってパス  MTU が削減される と、 Cisco NX-OS はその低い値を保持します。 この接
続では、 スループッ ト を測定するためにセグ メ ン ト  サイズが増加する こ とはあ り ません。

（注） IPv6 では、 最小リ ンク  MTU は 1280 オクテッ ト です。 IPv6 リ ンクには、 1500 オクテッ ト の 
MTU 値の使用を推奨します。

CDP IPv6 アドレスのサポート

ネイバー情報機能向けの Cisco Discovery Protocol （CDP） IPv6 アド レスのサポート を使用して、
2 台のシスコ  デバイス間で IPv6 アド レス指定情報を転送できます。 IPv6 アド レス向け Cisco 
Discovery Protocol サポートは、ネッ ト ワーク管理製品およびト ラブルシューテ ィ ング  ツールに 
IPv6 情報を提供します。

仮想化のサポート

IPv6 は、 仮想ルーテ ィ ング /転送 （VRF） インスタンスをサポート します。

表 3-4 IPv6 DNS レコード  タイプ

レコード  タイプ 説明 書式

AAAA ホス ト名を  IPv6 アド レスにマッ
ピングします （IPv4 の A レコー
ド と同等）。

www.abc.test AAAA 3FFE:YYYY:C18:1::2

PTR IPv6 アド レスをホス ト名にマッ
ピングします （IPv4 の PTR レ
コード と同等）。

2.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.1.0.0.0.8.1.c.0
.y.y.y.y.e.f.f.3.ip6.int PTR www.abc.test
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IPv6 のライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

IPv6 の前提条件
IPv6 には、 次の前提条件があ り ます。

• IPv6 アド レ ッシングおよび IPv6 ヘッダー情報などの IPv6 の基本に関する詳しい知識が必
要です。

• デバイスをデュアルスタ ッ ク  デバイス （IPv4/IPv6） にする場合は、 必ずメモ リ /処理の注
意事項に従って ください。

IPv6 の注意事項および制約事項
IPv6 の設定時の注意事項および制約事項は、 次のとおりです。

• スイ ッチは、 IPv6 フレームを転送する前にレイヤ 3 パケッ ト情報を確認しないため、 IPv6 
パケッ トは、 レイヤ 2 LAN スイ ッチに対して透過的です。 IPv6 ホス トは、 レイヤ 2 LAN ス
イ ッチに直接接続できます。

• インターフェイスの同じプレフ ィ ッ ク ス内に複数の IPv6 グローバル アド レスを設定できま
す。 ただし、 1 つのインターフェイス上での複数の IPv6 リ ンク ローカル アド レスはサポー
ト されません。

• RFC 3879 によ りサイ ト ローカル アド レスの使用が廃止されたため、 RFC 4193 のユニーク  
ローカル アド レス （ULA） の推奨に従って、 プラ イベー ト  IPv6 アド レスを設定する必要
があ り ます。

IPv6 の設定
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「IPv6 アド レ ッシングの設定」 （P.3-14）

• 「システム  ルーテ ィ ング  モードの設定」 （P.3-15）

• 「ラ インカード上の IPv4 および IPv6 ルート の設定」 （P.3-17）

（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS IPv6 にはラ イセンスは不要です。 ラ イセンス  パッケージに含まれていない機能は nx-os イ メージ
にバンドルされており、 無料で提供されます。 Cisco NX-OS のラ イセンス  スキームの詳細につい
ては、 『Cisco NX-OS Licensing Guide』 を参照して ください。
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IPv6 アドレッシングの設定

インターフェイスで IPv6 ト ラフ ィ ッ クを転送できるよ うに、 インターフェイス上で IPv6 アドレ
スを設定する必要があ り ます。 インターフェイスでグローバル IPv6 アドレスを設定する と、 リ
ンク ローカル アドレスが自動的に設定され、 そのインターフェイスで IPv6 が有効とな り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number

3. ipv6 address {addr [eui64] [route-preference preference] [secondary] tag tag-id]]
または

ipv6 address ipv6-address use-link-local-only
4. （任意） show ipv6 interface
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface ethernet number

例 ：
switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 ipv6 address {addr [eui64] 
[route-preference preference] 
[secondary] tag tag-id]

または
ipv6 address ipv6-address 
use-link-local-only

例 ：
switch(config-if)# ipv6 address 
2001:0DB8::1/10

または
switch(config-if)# ipv6 address 
use-link-local-only

インターフェイスに割り当てられている  IPv6 ア
ド レスを指定し、 そのインターフェイスで IPv6 
処理をイネーブルにします。

ipv6 address コマン ドを入力する と、 IPv6 アド レ
スの下位 64 ビッ ト にインターフェイス  ID を含む
グローバル IPv6 アド レスが設定されます。 指定
する必要があるのはアド レスの 64 ビッ ト  ネッ ト
ワーク  プレフ ィ ッ ク スだけです。 最後の 64 ビッ
トはインターフェイス  ID から自動的に計算され
ます。

ipv6 address use-link-local-only コマンドを入力する
と、 インターフェイス上で IPv6 がイネーブルに
なったと きに自動的に設定される リ ンク ローカル 
アドレスの代わりに使用される リ ンク ローカル ア
ドレスがインターフェイス上に設定されます。

このコマン ドは、 IPv6 アド レスを設定せずに、
インターフェイス上で IPv6 処理をイネーブルに
します。
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IPv6 の設定
次に、 IPv6 アド レスを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# ipv6 address ?
A:B::C:D/LEN IPv6 prefix format: xxxx:xxxx/ml, xxxx:xxxx::/ml,
xxxx::xx/128
use-link-local-only  Enable IPv6 on interface using only a single link-local
address
switch(config-if)# ipv6 address 2001:db8::/64 eui64

次に、 IPv6 インターフェイスを表示する例を示します。

switch(config-if)# show ipv6 interface ethernet 3/1
Ethernet3/1, Interface status: protocol-down/link-down/admin-down, iod: 36

IPv6 address: 0dc3:0dc3:0000:0000:0218:baff:fed8:239d
IPv6 subnet:  0dc3:0dc3:0000:0000:0000:0000:0000:0000/64
IPv6 link-local address: fe80::0218:baff:fed8:239d (default)
IPv6 multicast routing: disabled
IPv6 multicast groups locally joined:

ff02::0001:ffd8:239d  ff02::0002  ff02::0001  ff02::0001:ffd8:239d
IPv6 multicast (S,G) entries joined: none
IPv6 MTU: 1500 (using link MTU)
IPv6 RP inbound packet-filtering policy: none
IPv6 RP outbound packet-filtering policy: none
IPv6 inbound packet-filtering policy: none
IPv6 outbound packet-filtering policy: none
IPv6 interface statistics last reset: never
IPv6 interface RP-traffic statistics: (forwarded/originated/consumed)

Unicast packets: 0/0/0
Unicast bytes: 0/0/0
Multicast packets: 0/0/0
Multicast bytes: 0/0/0

システム ルーティング モードの設定

デフォル ト では、 デバイスは階層方式で （モード  4 になるよ うに設定されたファブ リ ッ ク  モ
ジュールとモード  3 になるよ うに設定されたラ インカード  モジュールで） ルー ト をプログラ ミ
ングし、 デバイス上での最長プレフ ィ ク ス照合 （LPM） と ホス ト  スケールが可能にな り ます。

デフォル ト の LPM およびホス ト  スケールを変更してシステム内のホス ト をさ らにプログラ ミ
ングできます。 これは、 ノードをレイヤ 2 ～ レイヤ 3 の境界ノード と して位置付ける と きに必
要になる場合があ り ます。

ステップ 4 show ipv6 interface

例 ：
switch(config-if)# show ipv6 interface

（任意） IPv6 に設定されたインターフェイスを表
示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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（注） LPM テーブルのエン ト リ をさ らに拡大したい場合は、 「ラ インカード上の IPv4 および IPv6 
ルート の設定」 （P.3-17） を参照して、 ラ インカード上のレイヤ 3 IPv4 および IPv6 ルートすべ
てをプログラ ミ ングしてファブ リ ッ ク  モジュール上のルートはそのままにするよ うデバイスを
設定します。

（注） この設定は、 IPv4 および IPv6 両方のアド レス  ファ ミ リ に影響を及ぼします。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing max-mode host
3. （任意） show forwarding route summary
4. copy running-config startup-config
5. reload

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 [no] system routing max-mode host

例 ：
switch(config)# system routing max-mode 
host

ラ インカードを  LPM モード  2 に、 ファブ リ ッ ク  
モジュールを  LPM モード  3 にして、 サポート さ
れるホス ト数を増やします。

ステップ 3 show forwarding route summary

例 ：
switch(config)# show forwarding route 
summary

（任意） LPM モードを表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

この設定変更を保存します。

ステップ 5 reload

例 ：
switch(config)# reload

デバイス全体が リブー ト します。
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IPv6 の設定
ラインカード上の IPv4 および IPv6 ルートの設定

ホス ト の規模が小さい場合 （純粋なレイヤ 3 配置の場合など）、 コンバージェンス  パフォーマ
ンスを向上させるために、 ラ インカードの最長プレフ ィ ク ス照合 （LPM） のルー ト をプログラ
ミ ングする こ と を推奨します。 そ うする こ とによって、 ラ インカードのルートおよびホス ト が
プログラ ミ ングされ、 ファブ リ ッ ク  モジュールのルートはプログラ ミ ングされません。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing non-hierarchical-routing [max-l3-mode]

3. （任意） show forwarding route summary
4. copy running-config startup-config
5. reload

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 [no] system routing 
non-hierarchical-routing [max-l3-mode]

例 ：
switch(config)# system routing
non-hierarchical-routing max-l3-mode

ラ インカードを  LPM モード  3 （または 
max-l3-mode オプシ ョ ンを使用している場合は 
LPM モード  4） にし、 よ り大きな  LPM スケール
をサポート します。 その結果、 IPv4 および IPv6 
ルート のすべてが、 ファブ リ ッ ク  モジュールで
はな く ラ インカードでプログラ ミ ングされます。

ステップ 3 show forwarding route summary

例 ：
switch(config)# show forwarding route
summary
Mode 3:
120K IPv4 Host table
16k LPM table (> 65 < 127 1k entry
reserved)
Mode 4:
16k V4 host/4k V6 host
128k v4 LPM/20K V6 LPM

（任意） LPM モードを表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

この設定変更を保存します。

ステップ 5 reload

例 ：
switch(config)# reload

デバイス全体が リブー ト します。
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IPv6 の設定例
IPv6 設定の確認

IPv6 設定を表示するには、 次のいずれかの作業を行います。

IPv6 の設定例
次に、 IPv6 を設定する例を示します。

configure terminal
 interface ethernet 3/1
  ipv6 address 2001:db8::/64 eui64
   ipv6 nd reachable-time 10

コマンド 目的

show ipv6 interface IPv6 関連のインターフェイス情報を表示します。

show ipv6 adjacency 隣接関係テーブルを表示します。
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第 章4

DNS の設定

この章では、 Cisco NX-OS デバイスのド メ イン  ネーム  サーバ （DNS） ク ラ イアン ト を設定する
手順について説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「DNS ク ラ イアン ト について」 （P.4-1）

• 「DNS ク ラ イアン ト のラ イセンス要件」 （P.4-3）

• 「DNS ク ラ イアン ト の前提条件」 （P.4-3）

• 「DNS に関する注意事項および制限事項」 （P.4-3） 

• 「デフォル ト設定値」 （P.4-3）

• 「DNS ク ラ イアン ト の設定」 （P.4-3）

• 「DNS ク ラ イアン ト設定の確認」 （P.4-7）

• 「DNS ク ラ イアン ト の設定例」 （P.4-8）

 DNS クライアン トについて
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「DNS ク ラ イアン ト の概要」 （P.4-1）

• 「High Availability （高可用性）」 （P.4-2）

• 「仮想化のサポート 」 （P.4-2）

DNS クライアン トの概要

自分で名前の割り当てを管理していないネッ ト ワーク内のデバイス との接続を、 ネッ ト ワーク  
デバイスが必要とする場合は、 DNS を使用して、 ネッ ト ワーク間でデバイスを特定する一意の
デバイス名を割り当てる こ とができます。 DNS は、 階層方式を使用して、 ネッ ト ワーク  ノー
ドのホス ト名を確立します。 これによ り、 ク ラ イアン ト サーバ方式によるネッ ト ワークのセグ
メ ン ト のローカル制御が可能とな り ます。 DNS システムは、 デバイスのホス ト名をその関連す
る  IP アド レスに変換する こ とで、 ネッ ト ワーク  デバイスを検出できます。
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DNS クライアン トについて
インターネッ ト上のド メ インは、 組織のタイプや場所に基づく一般的なネッ ト ワークのグルー
プを表す命名階層ツ リーの一部です。 ド メ イン名は、 ピ リオド （.） を区切り文字と して使用し
て構成されています。 たとえば、 シスコは、 インターネッ ト では com ド メ インで表される営利
団体であるため、 そのド メ イン名は cisco.com です。 このド メ イン内の特定のホス ト名、 たと
えばファ イル転送プロ ト コル （FTP） システムは ftp.cisco.com で識別されます。

ネーム サーバ

ネーム  サーバはド メ イン名の動向を把握し、 自身が完全な情報を持っている ド メ イン  ツ リー
の部分を認識しています。 ネーム  サーバは、 ド メ イン  ツ リーの他の部分の情報を格納してい
る場合もあ り ます。 Cisco NX-OS 内の IP アド レスにド メ イン名をマッピングするには、 ホス ト
名を示し、 ネーム  サーバを指定して、 DNS サービスをイネーブルにする必要があ り ます。

Cisco NX-OS では、 スタテ ィ ッ クに IP アド レスを ド メ イン名にマッピングできます。 また、 1 
つ以上のド メ イン  ネーム  サーバを使用してホス ト名の IP アド レスを見つけるよ う 、 Cisco 
NX-OS を設定する こ と もできます。

DNS の動作

ネーム  サーバは、 ク ラ イアン ト が DNS サーバに発行した、 特定のゾーン内でローカルに定義
されたホス ト の照会を次のよ うに処理します。

• 権限ネーム  サーバは、 その権限ゾーン内のド メ イン名を求める  DNS ユーザ照会に、 自身
のホス ト  テーブル内にキャ ッシュ された永久的なエン ト リ を使用して応答します。 照会で
求められているのが、 自身の権限ゾーン内であるが、 設定情報が登録されていないド メ イ
ン名の場合、 権限ネーム  サーバはその情報が存在しないと応答します。

• 権限ネーム  サーバと して設定されていないネーム  サーバは、 以前に受信した照会への返信
からキャ ッシュ した情報を使用して、 DNS ユーザ照会に応答します。 ゾーンの権限ネーム  
サーバと して設定されたルータがない場合は、 ローカルに定義されたホス ト を求める  DNS 
サーバへの照会には、 正規の応答は送信されません。

ネーム  サーバは、 特定のド メ インに設定された転送パラ メータおよびルッ クアップ パラ メー
タに従って、 DNS 照会に応答します （着信 DNS 照会を転送するか、 内部的に生成された DNS 
照会を解決します）。

High Availability （高可用性）

Cisco NX-OS は、 DNS ク ラ イアン ト のステー ト レス再起動をサポート しています。 リブー ト ま
たはスーパーバイザ スイ ッチオーバーのあとに、 Cisco NX-OS は実行コンフ ィギュレーシ ョ ン
を適用します。

仮想化のサポート

Cisco NX-OS は、 同じシステム上で動作する、 DNS ク ラ イアン ト の複数インスタンスをサポー
ト しています。 DNS ク ラ イアン ト を設定できます。 任意で、 各仮想ルーテ ィ ングおよび転送
（VRF） インスタンスで、 異なる  DNS ク ラ イアン ト設定を使用できます。
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DNS クライアン トのライセンス要件
DNS クライアン トのライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

DNS クライアン トの前提条件
DNS ク ラ イアン ト には次の前提条件があ り ます。

• ネッ ト ワーク上に DNS ネーム  サーバが必要です。

DNS に関する注意事項および制限事項
DNS ク ラ イアン ト の設定時の注意事項および制約事項は、 次のとおりです。

• DNS ク ラ イアン トは特定の VRF で設定します。VRF を指定しない場合、Cisco NX-OS はデ
フォル ト の VRF を使用します。

デフォルト設定値
表 4-1 は、 DNS ク ラ イアン ト  パラ メータのデフォル ト設定の一覧です。

DNS クライアン トの設定
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「DNS ク ラ イアン ト の設定」 （P.4-4）

• 「仮想化の設定」 （P.4-5）

（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS DNS にはラ イセンスは不要です。 ラ イセンス  パッケージに含まれていない機能は nx-os イ メージ
にバンドルされており、 無料で提供されます。 NX-OS ラ イセンス方式の詳細については、 『Cisco 
NX-OS Licensing Guide』 を参照して ください。

表 4-1 デフォルト  DNS クライアン ト  パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

DNS ク ラ イアン ト イネーブル
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DNS クライアン トの設定
DNS クライアン トの設定

ネッ ト ワーク上の DNS サーバを使用するよ う 、 DNS ク ラ イアン ト を設定できます。

はじめる前に 

ネッ ト ワーク上にド メ イン  ネーム  サーバがある こ と を確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip host name address1 [address2... address6] 

3. （任意） ip domain-name name [use-vrf vrf-name]

4. （任意） ip domain-list name [use-vrf vrf-name]

5. （任意） ip name-server address1 [address2... address6] [use-vrf vrf-name]

6. （任意） ip domain lookup
7. （任意） show hosts
8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 ip host name address1 [address2... 
address6]

例 ：
switch(config)# ip host cisco-rtp 
192.0.2.1

ホス ト名キャ ッシュに、 6 つまでのスタテ ィ ッ ク  
ホス ト名/アド レス  マッピングを定義します。 使
用可能なアド レスは、 IPv4 アド レスまたは IPv6 
アド レスです。

ステップ 3 ip domain-name name [use-vrf vrf-name]

例 ：
switch(config)# ip domain-name 
myserver.com

（任意） Cisco NX-OS が無条件ホス ト名を完成する
ために使用するデフォルト  ド メ イン ネームを定義
します。 このド メ イン名を設定した VRF でこのド
メ イン ネームを解決できない場合は、 任意で、
Cisco NX-OS がこのド メ イン  ネームを解決するた
めに使用する  VRF を定義するこ と もできます。

Cisco NX-OS は、 ド メ イン名ルッ クアップを開始
する前に、 完全なド メ イン名を含まないあらゆる
ホス ト名にデフォル ト  ド メ イン名を付加します。
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DNS クライアン トの設定
次に、 デフォル ト  ド メ イン名を設定し、 DNS ルッ クアップをイネーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip domain-name cisco.com
switch(config)# ip name-server 192.0.2.1 use-vrf management
switch(config)# ip domain-lookup
switch(config)# copy running-config startup-config

仮想化の設定

DNS ク ラ イアン ト を  VRF 内で設定できます。 VRF コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを使用しな
い場合は、 ご使用の DNS ク ラ イアン ト設定がデフォル ト  VRF に適用されます。

または、DNS ク ラ イアン ト を設定した VRF 以外の、指定した VRF をバッ クアップ VRF と して
使用するよ う 、 DNS ク ラ イアン ト を設定する こ と もできます。 たとえば、 DNS ク ラ イアン ト
を赤の VRF で設定していても、 赤の VRF で DNS サーバに到達できない場合は、 青の VRF を
使用して DNS サーバと通信できます。

ステップ 4 ip domain-list name [use-vrf vrf-name]

例 ：
switch(config)# ip domain-list 
mycompany.com

（任意） Cisco NX-OS が修飾されていないホス ト
名を完成するために使用できる追加のド メ イン  
ネームを定義します。 このド メ イン名を設定した 
VRF でこのド メ イン  ネームを解決できない場合
は、 任意で、 Cisco NX-OS がこのド メ イン  ネーム
を解決するために使用する  VRF を定義する こ と
もできます。

Cisco NX-OS は、 ド メ イン名ルッ クアップを開始
する前に、 ド メ イン リ ス ト内の各エン ト リ を使用
して、 完全なド メ イン名を含まないすべてのホス
ト名にそのド メ イン名を付加します。 Cisco NX-OS 
は、 一致するものが見つかるまで、 ド メ イン  リ ス
トの各エン ト リにこのプロセスを実行します。

ステップ 5 ip name-server address1 [address2... 
address6] [use-vrf vrf-name]

例 ：
switch(config)# ip name-server 
192.0.2.22

（任意） 最大 6 つのネーム  サーバを定義します。
使用可能なアド レスは、 IPv4 アド レスまたは 
IPv6 アド レスです。

このネーム  サーバを設定した VRF でこのネーム  
サーバに到達できない場合は、 任意で、 Cisco 
NX-OS がこのネーム  サーバに到達するために使
用する  VRF を定義する こ と もできます。

ステップ 6 ip domain-lookup

例 ：
switch(config)# ip domain-lookup

（任意） DNS ベースのアド レス変換をイネーブル
にします。 この機能は、 デフォル ト でイネーブル
にされています。

ステップ 7 show hosts

例 ：
switch(config)# show hosts

（任意） DNS に関する情報を表示します。

ステップ 8 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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DNS クライアン トの設定
はじめる前に 

ネッ ト ワーク上にド メ イン  ネーム  サーバがある こ と を確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name 

3. （任意） ip domain-name name [use-vrf vrf-name]

4. （任意） ip domain-list name [use-vrf vrf-name]

5. （任意） ip name-server server-address1 [server-address2... server-address6] [use-vrf vrf-name]

6. （任意） show hosts
7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 vrf context vrf-name 

例 ：
switch(config)# vrf context Red
switch(config-vrf)#

VRF を作成し、 VRF コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードを開始します。

ステップ 3 ip domain-name name [use-vrf vrf-name]

例 ：
switch(config-vrf)# ip domain-name 
myserver.com

（任意） Cisco NX-OS が無条件ホス ト名を完成す
るために使用するデフォル ト  ド メ イン  ネーム  
サーバを定義します。 このド メ イン名を設定した  
VRF でこのド メ イン  ネーム  サーバを解決できな
い場合は、 任意で、 Cisco NX-OS がこのド メ イン  
ネーム  サーバを解決するために使用する  VRF を
定義する こ と もできます。

Cisco NX-OS は、 ド メ イン名ルッ クアップを開始
する前に、 完全なド メ イン名を含まないあらゆる
ホス ト名にデフォル ト  ド メ イン名を付加します。
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DNS クライアン ト設定の確認
次に、 デフォル ト  ド メ イン名を設定し、 VRF 内の DNS ルッ クアップをイネーブルにする例を
示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context Red
switch(config-vrf)# ip domain-name cisco.com
switch(config-vrf)# ip name-server 192.0.2.1 use-vrf management
switch(config-vrf)# copy running-config startup-config

DNS クライアン ト設定の確認
DNS ク ラ イアン ト の設定を表示するには、 次のいずれかの作業を行います。

ステップ 4 ip domain-list name [use-vrf vrf-name]

例 ：
switch(config-vrf)# ip domain-list 
mycompany.com

（任意） Cisco NX-OS が修飾されていないホス ト
名を完成するために使用できる追加のド メ イン  
ネーム  サーバを定義します。 このド メ イン名を設
定した VRF でこのド メ イン  ネーム  サーバを解決
できない場合は、 任意で、 Cisco NX-OS がこのド
メ イン  ネーム  サーバを解決するために使用する  
VRF を定義する こ と もできます。

Cisco NX-OS は、 ド メ イン名ルッ クアップを開始
する前に、 ド メ イン  リ ス ト内の各エン ト リ を使用
して、 完全なド メ イン名を含まないすべてのホス
ト名にそのド メ イン名を付加します。 Cisco 
NX-OS は、 一致する ものが見つかるまで、 ド メ
イン  リ ス ト の各エン ト リ にこのプロセスを実行し
ます。

ステップ 5 ip name-server address1 [address2... 
address6] [use-vrf vrf-name]

例 ：
switch(config-vrf)# ip name-server 
192.0.2.22

（任意） 最大 6 つのネーム  サーバを定義します。
使用可能なアド レスは、 IPv4 アド レスまたは 
IPv6 アド レスです。

このネーム  サーバを設定した VRF でこのネーム  
サーバに到達できない場合は、 任意で、 Cisco 
NX-OS がこのネーム  サーバに到達するために使
用する  VRF を定義する こ と もできます。

ステップ 6 show hosts

例 ：
switch(config-vrf)# show hosts

（任意） DNS に関する情報を表示します。

ステップ 7 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-vrf)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

コマンド 目的

show hosts DNS に関する情報を表示します。
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DNS クライアン トの設定例
DNS クライアン トの設定例
次に、 複数の代替ド メ イン名のド メ イン  リ ス ト を設定する例を示します。

ip domain-list csi.com
ip domain-list telecomprog.edu
ip domain-list merit.edu

次に、 ホス ト名とアド レス間のマッピング  プロセスを設定し、 IP DNS ベースの変換を指定す
る例を示します。 例では、 ネーム  サーバとデフォル ト のド メ イン名のアド レスを設定します。

ip domain-lookup
ip name-server 192.168.1.111 192.168.1.2
ip domain-name cisco.com
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第 章5

OSPFv2 の設定

この章では、 Cisco NX-OS デバイスで IPv4 ネッ ト ワーク用の Open Shortest Path First version 2
（OSPFv2） を設定する方法について説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「OSPFv2 について」 （P.5-1）

• 「OSPFv2 のラ イセンス要件」 （P.5-13）

• 「OSPFv2 の前提条件」 （P.5-13）

• 「OSPFv2 に関する注意事項および制約事項」 （P.5-14）

• 「デフォル ト設定値」 （P.5-15）

• 「基本的 OSPFv2 の設定」 （P.5-15）

• 「高度な OSPFv2 の設定」 （P.5-25）

• 「OSPFv2 設定の確認」 （P.5-47）

• 「OSPFv2 のモニタ リ ング」 （P.5-48）

• 「OSPFv2 の設定例」 （P.5-48）

• 「その他の参考資料」 （P.5-49）

OSPFv2 について
OSPFv2 は、 IPv4 ネッ ト ワーク用 IETF リ ンク ステー ト  プロ ト コルです （「 リ ンク ステー ト  プロ
ト コル」 （P.1-9） を参照）。 OSPFv2 ルータは、 hello パケッ ト と呼ばれる特別なメ ッセージを各 
OSPF 対応インターフェイスに送信して、 ほかの OSPFv2 隣接ルータを探索します。 ネイバー 
ルータが発見される と、 この 2 台のルータは hello パケッ ト の情報を比較して、 両者の設定に
互換性のあるかど うかを判定します。 これらの隣接ルータは隣接を確立しよ う と します。 つま
り、 両者の リ ンク ステー ト  データベースを同期させて、 確実に同じ  OSPFv2 ルーティ ング情報
を持つよ うにします。 隣接ルータは、 各リ ンクの稼働状態に関する情報、 リ ンクのコス ト 、 お
よびその他のあらゆるネイバー情報を含むリ ンク ステー ト  アドバタ イズ メ ン ト （LSA） を共有
します。 これらのルータはその後、 受信した LSA をすべての OSPF 対応インターフェイスにフ
ラ ッディ ングします。 これによ り、 すべての OSPFv2 ルータの リ ンク ステー ト  データベースが
最終的に同じにな り ます。 すべての OSPFv2 ルータの リ ンク ステー ト  データベースが同じにな
る と、 ネッ ト ワークは収束されます （「コンバージェンス」 （P.1-6） を参照）。 その後、 各ルー
タは、 ダイ ク ス ト ラの最短パス優先 （SPF） アルゴ リ ズムを使用して、 自身のルート  テーブル
を構築します。
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OSPFv2 について
OSPFv2 ネッ ト ワークは、 複数のエ リ アに分割できます。 ルータは、 ほとんどの LSA を  1 つの
エ リ ア内だけに送信するため、 OSPF 対応ルータの CPU と メモ リの要件が緩やかにな り ます。

OSPFv2 は IPv4 をサポート し、 OSPFv3 は IPv6 をサポート しています。 詳細については、 第 6 
章 「OSPFv3 の設定」 を参照して ください。

（注） Cisco NX-OS の OSPFv2 では、 RFC 2328 をサポート しています。 この RFC では、 ルート  サマ
リー コス ト の計算に、 RFC1583 で使用する計算と互換性がない別の方法が導入されました。 ま
た RFC 2328 では、 AS-external パスに対して異なる選択基準が導入されました。 すべてのルー
タが同じ  RFC をサポート している こ と を確認する こ とが重要です。 RFC1583 だけに対応して
いるルータがネッ ト ワークに含まれる場合は、 rfc1583compatibility コマン ドを使用します。 デ
フォル ト でサポート されている  OSPFv2 用の RFC 標準は、 Cisco NX-OS と  Cisco IOS とで異な
る場合があ り ます。 値が同じになるよ うに設定するには、 調整が必要です。 詳細については、
「OSPF RFC 互換モードの例」 （P.5-48） を参照して ください。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「hello パケッ ト 」 （P.5-2）

• 「ネイバー」 （P.5-3）

• 「隣接」 （P.5-3）

• 「指定ルータ」 （P.5-4）

• 「エ リ ア」 （P.5-5）

• 「 リ ン ク ステー ト  アドバタ イズ メ ン ト 」 （P.5-6）

• 「OSPFv2 とユニキャス ト  RIB」 （P.5-8）

• 「認証」 （P.5-8）

• 「高度な機能」 （P.5-9）

hello パケッ ト

OSPFv2 ルータは、 すべての OSPF 対応インターフェイスに hello パケッ ト を定期的に送信しま
す。 ルータがこの hello パケッ ト を送信する頻度は、 インターフェイスご とに設定された  hello 
間隔によ り決定されます。 OSPFv2 は、 hello パケッ ト を使用して、 次のタス クを実行します。

• ネイバー探索

• キープアラ イブ

• 双方向通信

• 指定ルータの選定 （「指定ルータ」 （P.5-4） を参照）

hello パケッ ト には、 リ ンクの OSPFv2 コス ト割り当て、 hello 間隔、 送信元ルータのオプシ ョ ン
機能など、 送信元の OSPFv2 インターフェイス とルータに関する情報が含まれます。 これらの 
hello パケッ ト を受信する  OSPFv2 インターフェイスは、 設定に受信インターフェイスの設定と
の互換性があるかど うかを判定します。 互換性のあるインターフェイスはネイバーと見なさ
れ、 ネイバー テーブルに追加されます （「ネイバー」 （P.5-3） を参照）。

hello パケッ ト には、 送信元インターフェイスが通信したルータのルータ  ID の リ ス ト も含まれ
ます。 受信インターフェイスが、 この リ ス ト で自身の ID を見つけた場合は、 2 つのインター
フェイス間で双方向通信が確立されます。
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OSPFv2 について
OSPFv2 は、 hello パケッ ト をキープアラ イブ メ ッセージと して使用して、 ネイバーが通信を継
続中であるかど うかを判定します。 ルータが設定されたデッ ド間隔 （通常は hello 間隔の倍数）
で hello パケッ ト を受信しない場合、 そのネイバーはローカル ネイバー テーブルから削除され
ます。

ネイバー

ネイバーと見なされるためには、 OSPFv2 インターフェイスが リ モー ト  インターフェイス との
互換性を持つよ うに設定されている必要があ り ます。 この 2 つの OSPFv2 インターフェイスで、
次の基準が一致している必要があ り ます。

• hello 間隔

• デッ ド間隔

• エ リ ア  ID （「エ リ ア」 （P.5-5） を参照）

• 認証

• オプシ ョ ン機能

一致する場合は、 次の情報がネイバー テーブルに入力されます。

• ネイバー ID ： ネイバーのルータ  ID。

• プラ イオ リ テ ィ ： ネイバーのプラ イオ リ テ ィ。 プラ イオ リ テ ィは、 指定ルータの選定 （「指
定ルータ」 （P.5-4） を参照） に使用されます。

• 状態 ： ネイバーから通信があったか、 双方向通信の確立処理中であるか、 リ ンク ステー ト
情報を共有しているか、 または完全な隣接関係が確立されたかを示します。

• デッ ド  タ イム ： このネイバーから最後の hello パケッ ト を受信した後に経過した時間を示
します。

• IP アド レス ： ネイバーの IP アド レス。

• 指定ルータ ： ネイバーが指定ルータ、 またはバッ クアップ指定ルータ と して宣言されたか
ど うかを示します （「指定ルータ」 （P.5-4） を参照）。

• ローカル インターフェイス ： このネイバーの hello パケッ ト を受信したローカル インター
フェイス。

隣接

すべてのネイバーが隣接関係を確立するわけではあ り ません。 ネッ ト ワーク  タイプと確立された
指定ルータに応じて、 完全な隣接関係を確立して、 すべてのネイバーと  LSA を共有するものと、
そ うでないものがあ り ます。 詳細については、 「指定ルータ」 （P.5-4） を参照して ください。 

隣接関係は、 OSPF のデータベース説明パケッ ト 、 リ ンク状態要求パケッ ト 、 およびリ ンク状
態更新パケッ ト を使用して確立されます。 データベース説明パケッ ト に含まれるのは、 ネイ
バーの リ ンク ステー ト  データベースからの LSA ヘッダーだけです （「 リ ンク ステー ト  データ
ベース」 （P.5-7） を参照）。 ローカル ルータは、 これらのヘッダーを自身の リ ンク ステー ト  
データベース と比較して、 新規の LSA か、 更新された LSA かを判定します。 ローカル ルータ
は、 新規または更新の情報を必要とする各 LSA について、 リ ンク状態要求パケッ ト を送信しま
す。 これに対し、 ネイバーは リ ンク状態更新パケッ ト を返信します。 このパケッ ト交換は、 両
方のルータの リ ンク ステー ト情報が同じになるまで継続します。
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OSPFv2 について
指定ルータ

複数のルータを含むネッ ト ワークは、 OSPF 特有の状況です。 すべてのルータがネッ ト ワーク
で LSA をフラ ッディ ングした場合は、 同じ リ ンク ステー ト情報が複数の送信元から送信されま
す。 ネッ ト ワークのタ イプに応じて、 OSPFv2 は指定ルータ （DR） とい う  1 台のルータを使用
して、 LSA のフラ ッディ ングを制御し、 OSPFv2 の残りの部分に対してネッ ト ワークを代表す
る場合があ り ます （「エ リ ア」 （P.5-5） を参照）。 DR がダウンした場合、 OSPFv2 はバッ クアッ
プ指定ルータ （BDR） を選択します。 DR がダウンする と、 OSPFv2 はこの BDR を使用します。

ネッ ト ワーク  タ イプは次のとおりです。

• ポイン ト ツーポイン ト ： 2 台のルータ間にのみ存在するネッ ト ワーク。 ポイン ト ツーポイ
ン ト  ネッ ト ワーク上の全ネイバーは隣接関係を確立し、 DR は存在しません。

• ブロードキャス ト ： ブロードキャス ト  ト ラフ ィ ッ クが可能なイーサネッ ト などの共有メ
ディア上で通信できる複数のルータを持つネッ ト ワーク。 OSPFv2 ルータは DR および 
BDR を確立し、 これらによ り、 ネッ ト ワーク上の LSA フラ ッディ ングを制御します。
OSPFv2 は、 よ く知られている  IPv4 マルチキャス ト  アド レス  224.0.0.5 および MAC アド レ
ス  0100.5300.0005 を使用して、 ネイバーと通信します。

DR と  BDR は、 hello パケッ ト内の情報に基づいて選択されます。 インターフェイスは hello パ
ケッ ト の送信時に、 どれが DR および BDR かわかっている場合は、 優先フ ィールド と、 DR お
よび BDR フ ィールドを設定します。 ルータは、 hello パケッ ト の DR および BDR フ ィールドで
宣言されたルータ と優先フ ィールドに基づいて、 選定手順を実行します。 最終的に OSPFv2 は、
最も大きいルータ  ID を  DR および BDR と して選択します。

他のルータはすべて  DR および BDR と隣接関係を確立し、 IPv4 マルチキャス ト  アド レス  
224.0.0.6 を使用して、LSA 更新情報を  DR と  BDR に送信します。図 5-1 は、すべてのルータ と  
DR の間のこの隣接関係を示します。

DR は、 ルータ  インターフェイスに基づいています。 1 つのネッ ト ワークの DR であるルータ
は、 別のインターフェイス上の他のネッ ト ワークの DR となる こ とはできません。

図 5-1 マルチアクセス ネッ トワークの DR

Router A Router B Router C

Router ERouter D
or DR

= Multi-access network
= Logical connectivity to Designated Router for OSPF 18

29
82
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OSPFv2 について
エリア

OSPFv2 ネッ ト ワークを複数のエ リ アに分割する と、 ルータに要求される  OSPFv2 の CPU と メ
モ リに関する要件を制限できます。 エ リ ア とは、 ルータの論理的な区分で、 OSPFv2 ド メ イン
内に リ ンク して別のサブド メ インを作成します。 LSA フラ ッディ ングはエ リ ア内でのみ発生
し、 リ ンク ステー ト  データベースはエ リ ア内の リ ンクにのみ制限されます。 定義されたエ リ ア
内のインターフェイスには、 エ リ ア  ID を割り当てる こ とができます。 エ リ ア  ID は、 10.2.3.1 
などの、 数字またはド ッ ト付き  10 進表記で入力できる  32 ビッ ト値です。

Cisco NX-OS はエ リ アを常にド ッ ト付き  10 進表記で表示します。

OSPFv2 ネッ ト ワーク内に複数のエ リ アを定義する場合は、 0 とい う予約されたエ リ ア  ID を持
つバッ クボーン  エ リ アも定義する必要があ り ます。 エ リ アが複数ある場合は、 1 台以上のルー
タがエ リ ア境界ルータ （ABR） とな り ます。 ABR は、 バッ クボーン  エ リ アと他の 1 つ以上の
定義済みエ リ アの両方に接続します （図 5-2 を参照）。

図 5-2 OSPFv2 エリア

ABR には、 接続するエ リ アご とに個別の リ ンク ステー ト  データベースがあ り ます。 ABR は、
接続したエ リ アの 1 つからバッ クボーン  エ リ アにネッ ト ワーク集約 （タ イプ 3） LSA （「ルー ト
集約」 （P.5-11） を参照） を送信します。 バッ クボーン  エ リ アは、 1 つのエ リ アに関する集約情
報を別のエ リ アに送信します。 図 5-2 では、 エ リ ア  0 が、 エ リ ア  5 に関する集約情報をエ リ ア  
3 に送信しています。

OSPFv2 では、 自律システム境界ルータ （ASBR） とい う 、 も う  1 つのルータ  タ イプも定義さ
れています。 このルータは、 OSPFv2 エ リ アを別の自律システムに接続します。 自律システム
とは、 単一の技術的管理エンテ ィテ ィによ り制御されるネッ ト ワークです。 OSPFv2 は、 その
ルーテ ィ ング情報を別の自律システムに再配布した り、 再配布されたルート を別の自律システ
ムから受信した りできます。 詳細については、 「高度な機能」 （P.5-9） を参照して ください。 

ABR1

ABR2

Area 0 Area 3

Area 5

18
29

83
5-5
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 5 章      OSPFv2 の設定    
OSPFv2 について
リンクステート  アドバタイズメン ト

OSPFv2 はリ ンク ステー ト  アドバタイズ メ ン ト （LSA） を使用して、 自身のルーティ ング  テー
ブルを構築します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「LSA タ イプ」 （P.5-6）

• 「 リ ン ク  コス ト 」 （P.5-7）

• 「フ ラ ッディ ングと  LSA グループ ペーシング」 （P.5-7）

• 「 リ ン ク ステー ト  データベース」 （P.5-7）

• 「不透明 LSA」 （P.5-7）

LSA タイプ

表 5-1 は、 Cisco NX-OS でサポー ト される  LSA タ イプを示します。

表 5-1 LSA タイプ

タイプ  名前 説明

1 ルータ  LSA すべてのルータが送信する  LSA。 この LSA には、 すべての リ ンク
の状態と コス ト 、 およびリ ンク上のすべての OSPFv2 ネイバーの一
覧が含まれます。 ルータ  LSA は SPF 再計算を ト リ ガーします。
ルータ  LSA はローカル OSPFv2 エ リ アにフラ ッディ ングされます。

2 ネッ ト ワーク  
LSA 

DR が送信する  LSA。 この LSA には、 マルチアクセス  ネッ ト ワー
ク内のすべてのルータの一覧が含まれます。 ネッ ト ワーク  LSA は 
SPF 再計算を ト リ ガーします。 「指定ルータ」 （P.5-4） を参照して
ください。

3 ネッ ト ワーク
集約 LSA

エ リ ア境界ルータが、 ローカル エ リ ア内の宛先ごとに外部エ リ ア
に送信する  LSA。 この LSA には、 エ リ ア境界ルータから ローカル
の宛先への リ ンク  コス ト が含まれます。 「エ リ ア」 （P.5-5） を参照
して ください。

4 ASBR 集約 
LSA

エ リ ア境界ルータが外部エ リ アに送信する  LSA。 この LSA は、 リ
ンク  コス ト を  ASBR のみにアドバタイズします。 「エ リ ア」 （P.5-5）
を参照して ください。

5 AS 外部 LSA ASBR が生成する  LSA。 この LSA には、 外部自律システム宛先へ
の リ ンク  コス ト が含まれます。 AS 外部 LSA は、 自律システム全
体にわたってフラ ッディ ングされます。 「エ リ ア」 （P.5-5） を参照
して ください。

7 NSSA 外部 LSA ASBR が Not-So-Stubby Area （NSSA） 内で生成する  LSA。 この 
LSA には、 外部自律システム宛先への リ ンク  コス ト が含まれます。
NSSA 外部 LSA は、 ローカル NSSA 内のみでフラ ッディ ングされ
ます。 「エ リ ア」 （P.5-5） を参照して ください。

9–11 不透明 LSA OSPF の拡張に使用される  LSA。 「不透明 LSA」 （P.5-7） を参照し
て ください。
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OSPFv2 について
リンク  コスト

各 OSPFv2 インターフェイスは、 リ ンク  コス ト を割り当てられています。 このコス トは任意の
数字です。 デフォル ト では、 Cisco NX-OS が、 設定された参照帯域幅をインターフェイス帯域
幅で割った値をコス ト と して割り当てます。 デフォル ト では、 参照帯域幅は 40 Gbps です。 リ
ンク  コス トは各リ ンクに対して、 LSA 更新情報で伝えられます。

フラッディングと  LSA グループ ペーシング

OSPFv2 ルータは、 LSA を受信する と、 その LSA をすべての OSPF 対応インターフェイスに転
送し、 OSPFv2 エ リ アをこの情報でフラ ッディ ングします。 この LSA フラ ッディ ングによ り、
ネッ ト ワーク内のすべてのルータが同じルーテ ィ ング情報を持つこ とが保証されます。 LSA フ
ラ ッディ ングは、 OSPFv2 エ リ アの設定によ り異な り ます （「エ リ ア」 （P.5-5） を参照）。 LSA 
は、 リ ンク ステー ト  リ フレ ッシュ時間に基づいて （デフォル ト では 30 分ごとに） フラ ッディ
ングされます。 各 LSA には、 リ ンク ステー ト  リ フレ ッシュ時間が設定されています。

ネッ ト ワークの LSA 更新情報のフラ ッディ ング  レー トは、 LSA グループ ペーシング機能を使
用して制御できます。 LSA グループ ペーシングによ り、 CPU またはバッファの高い使用率を
低下させる こ とができます。 この機能によ り、 同様の リ ンク ステー ト  リ フレ ッシュ時間を持つ 
LSA がグループ化されるため、 OSPFv2 で、 複数の LSA を  1 つの OSPFv2 更新メ ッセージにま
とめる こ とが可能とな り ます。

デフォル ト では、 相互の リ ンク ステー ト  リ フレ ッシュ時間が 10 秒以内の LSA が、 同じグルー
プに入れられます。 この値は、 大規模な リ ンク ステー ト  データベースでは低く、 小規模のデー
タベースでは高く して、 ネッ ト ワーク上の OSPFv2 負荷を最適化する必要があ り ます。

リンクステート  データベース

各ルータは、 OSPFv2 ネッ ト ワーク用の リ ンク ステー ト  データベースを維持しています。 この
データベースには、 収集されたすべての LSA が含まれ、 ネッ ト ワークを通過するすべてのルー
ト に関する情報が格納されます。 OSPFv2 は、 この情報を使用して、 各宛先への最適パスを計
算し、 この最適パスをルーテ ィ ング  テーブルに入力します。

MaxAge と呼ばれる設定済みの時間間隔で受信された LSA 更新情報がまった く ない場合は、 リ
ンク ステー ト  データベースから  LSA が削除されます。 ルータは、 LSA を  30 分ごとに繰り返し
てフラ ッディ ングし、正確な リ ンクステー ト情報が期限切れで削除されるのを防ぎます。 Cisco 
NX-OS は、 すべての LSA が同時に リ フレ ッシュ されるのを防ぐために、 LSA グループ機能を
サポート しています。 詳細については、 「フラ ッディ ングと  LSA グループ ペーシング」 （P.5-7）
を参照して ください。 

不透明 LSA

不透明 LSA によ り、 OSPF 機能の拡張が可能とな り ます。 不透明 LSA は、 標準 LSA ヘッダー
と、 それに続く アプ リ ケーシ ョ ン固有の情報で構成されます。 この情報は、 OSPFv2 または他
のアプ リ ケーシ ョ ンによ り使用される場合があ り ます。 OSPFv2 は不透明 LSA を使用して、
OSPFv2 グレースフル リ スター ト機能 （「ハイ  アベイ ラビ リ テ ィおよびグレースフル リ スター
ト 」 （P.5-11） を参照） をサポート しています。 次のよ う な 3 種類の不透明 LSA タ イプが定義さ
れています。

• LSA タ イプ 9 ： ローカル ネッ ト ワークにフラ ッディ ングされます。

• LSA タ イプ 10 ： ローカル エ リ アにフラ ッディ ングされます。

• LSA タ イプ 11 ： ローカル自律システムにフラ ッディ ングされます。
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OSPFv2 について
OSPFv2 とユニキャスト  RIB
OSPFv2 は、 リ ンク ステー ト  データベースでダイ クス ト ラの SPF アルゴ リ ズムを実行します。
このアルゴ リ ズムによ り、 パス上の各リ ンクの リ ンク  コス ト の合計に基づいて、 各宛先への最
適なパスが選択されます。 そして、 選択された各宛先への最短パスが OSPFv2 ルート  テーブル
に入力されます。 OSPFv2 ネッ ト ワークが収束する と、 このルート  テーブルはユニキャス ト  
ルーテ ィ ング情報ベース （RIB） にデータを提供します。 OSPFv2 はユニキャス ト  RIB と通信
し、 次の動作を行います。

• ルート の追加または削除

• 他のプロ ト コルからのルート の再配布への対応

• 変更されていない OSPFv2 ルート の削除およびスタブ ルータ  アドバタイズ メ ン ト を行う た
めのコンバージェンス更新情報の提供 （「OSPFv2 スタブ ルータ  アドバタイズ メ ン ト 」
（P.5-12） を参照）

さ らに OSPFv2 は、 変更済みダイ クス ト ラ  アルゴ リ ズムを実行して、 集約および外部 （タ イプ 
3、 4、 5、 7） LSA の変更の高速再計算を行います。

認証

OSPFv2 メ ッセージに認証を設定して、 ネッ ト ワークでの不正な、 または無効なルーティ ング
更新を防止できます。 Cisco NX-OS は、 次の 2 つの認証方式をサポート しています。

• 簡易パスワード認証

• MD5 認証ダイジェス ト

OSPFv2 認証は、 OSPFv2 エ リ アに対して、 またはインターフェイスご とに設定できます。

簡易パスワード認証

簡易パスワード認証では、 OSPFv2 メ ッセージの一部と して送信された単純なク リ ア  テキス ト
のパスワードを使用します。 受信 OSPFv2 ルータが OSPFv2 メ ッセージを有効なルート更新情
報と して受け入れるには、 同じ ク リ ア  テキス ト  パスワードで設定されている必要があ り ます。
パスワードがク リ ア  テキス ト であるため、 ネッ ト ワーク上の ト ラフ ィ ッ クをモニタできるあら
ゆるユーザがパスワードを入手できます。

MD5 認証

OSPFv2 メ ッセージを認証するには、 MD5 認証を使用する必要があ り ます。 そのためには、
ローカル ルータ とすべての リ モー ト  OSPFv2 ネイバーが共有するパスワードを設定します。
Cisco NX-OS は各 OSPFv2 メ ッセージに対して、 メ ッセージと暗号化されたパスワードに基づ
く  MD5 一方向メ ッセージ ダイジェス ト を作成します。 インターフェイスはこのダイジェス ト
を  OSPFv2 メ ッセージと と もに送信します。 受信する  OSPFv2 ネイバーは、 同じ暗号化パス
ワードを使用して、 このダイジェス ト を確認します。 メ ッセージが変更されていない場合はダ
イジェス ト の計算が同一であるため、 OSPFv2 メ ッセージは有効と見なされます。

MD5 認証には、 ネッ ト ワークでのメ ッセージの再送を防ぐための、 各 OSPFv2 メ ッセージの
シーケンス番号が含まれます。
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第 5 章      OSPFv2 の設定

OSPFv2 について
高度な機能

Cisco NX-OS は、 ネッ ト ワークでの OSPFv2 の可用性やスケーラビ リ テ ィ を向上させる高度な  
OSPFv2 機能をサポート しています。 この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「ス タブ エ リ ア」 （P.5-9）

• 「Not-So-Stubby エ リ ア」 （P.5-10）

• 「仮想リ ンク」 （P.5-10）

• 「ルー ト の再配布」 （P.5-11）

• 「ルー ト集約」 （P.5-11）

• 「ハイ  アベイ ラビ リ テ ィおよびグレースフル リ スター ト 」 （P.5-11）

• 「OSPFv2 スタブ ルータ  アドバタ イズ メ ン ト 」 （P.5-12）

• 「複数の OSPFv2 インスタンス」 （P.5-12）

• 「SPF 最適化」 （P.5-13）

• 「BFD」 （P.5-13）

• 「仮想化のサポート 」 （P.5-13）

スタブ エリア

エ リ アをスタブ エ リ アにする と、 エ リ アでフラ ッディ ングされる外部ルーテ ィ ング情報の量を
制限できます。 スタブ エ リ アとは、 AS 外部 （タ イプ 5） LSA （「 リ ンク ステー ト  アドバタ イズ
メ ン ト 」 （P.5-6） を参照） が許可されないエ リ アです。 これらの LSA は通常、 外部ルーティ ン
グ情報を伝播するためにローカル自律システム全体でフラ ッディ ングされます。 スタブ エ リ ア
には、 次の要件があ り ます。

• スタブ エ リ ア内のすべてのルータはスタブ ルータです。 「スタブ ルーテ ィ ング」 （P.1-7）
を参照して ください。

• スタブ エ リ アには ASBR ルータは存在しません。

• スタブ エ リ アには仮想リ ンクを設定できません。

図 5-3 は、 外部自律システムに到達するためにエ リ ア  0.0.0.10 内のすべてのルータが ABR を通
過する必要のある  OSPFv2 自律システムの例を示します。 エ リ ア  0.0.0.10 は、 スタブ エ リ アと
して設定できます。

図 5-3 スタブ エリア

ABR

ASBR

Backbone Area 10

18
29

84

Stub area
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OSPFv2 について
スタブ エ リ アは、 外部自律システムへのバッ クボーン  エ リ アを通過する必要のあるすべての ト
ラフ ィ ッ クにデフォルト  ルート を使用します。 IPv4 の場合のデフォルト  ルートは 0.0.0.0 です。

Not-So-Stubby エリア

Not-So-Stubby Area （NSSA） は、 スタブ エ リ アに似ていますが、 NSSA では、 再配布を使用し
て NSSA 内で自律システム外部ルート をインポート できる点が異な り ます。 NSSA ASBR はこ
れらのルート を再配布し、 NSSA 外部 （タ イプ 7） LSA を生成して NSSA 全体でフラ ッディ ン
グします。 または、 NSSA を他のエ リ アに接続する  ABR を設定する こ とによ り、 この NSSA 外
部 LSA を  AS 外部 （タ イプ 5） LSA に変換する こ と もできます。 こ うする と、 ABR は、 これら
の AS 外部 LSA を  OSPFv2 自律システム全体にフラ ッディ ングします。 変換中は集約とフ ィル
タ リ ングがサポート されます。 NSSA 外部 LSA に関する情報については、 「 リ ンク ステー ト  ア
ドバタイズ メ ン ト 」 （P.5-6） を参照して ください。

たとえば、 OSPFv2 を使用する中央サイ ト を、 異なるルーティ ング  プロ ト コルを使用する リ
モー ト  サイ ト に接続する と きに NSSA を使用する と、 管理作業を簡素化できます。 リモー ト  
サイ トへのルートはスタブ エ リ ア内に再配布できないため、 NSSA を使用する前に、 企業サイ
ト の境界ルータ と リ モー ト  ルータの間の接続を  OSPFv2 スタブ エ リ アと して実行できません。
NSSA を使用する と、 企業のルータ と リモー ト  ルータ間のエ リ アを  NSSA と して定義する
（「NSSA の設定」 （P.5-28） を参照） こ とで、 OSPFv2 を拡張して リモー ト接続性をサポー ト で
きます。

バッ クボーン  エ リ ア  0 を  NSSA にできません。

仮想リンク

仮想リ ンクを使用する と、 物理的に直接接続できない場合に、 OSPFv2 エ リ ア  ABR をバッ ク
ボーン  エ リ ア  ABR に接続できます。 図 5-4 は、 エ リ ア  3 をエ リ ア  5 経由でバッ クボーン  エ リ
アに接続する仮想リ ンクを示します。

図 5-4 仮想リンク

また、 仮想リ ンクを使用して、 分割エ リ アから一時的に回復できます。 分割エ リ アは、 エ リ ア
内の リ ンクがダウンしたために隔離された一部のエ リ アで、 こ こからはバッ クボーン  エ リ アへ
の代表 ABR に到達できません。

ABR1ABR2

Area 0

Area 3Area 5

18
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85
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OSPFv2 について
ルートの再配布

OSPFv2 は、 ルート再配布を使用して、 他のルーティ ング  プロ ト コルからルート を学習できま
す。 「ルー ト の再配布」 （P.1-6） を参照して ください。 リ ンク  コス ト をこれらの再配布された
ルート に割り当てるか、 またはデフォル ト  リ ンク  コス ト を再配布されたすべてのルート に割
り当てるよ うに、 OSPFv2 を設定します。

ルート再配布では、 ルート  マップを使用して、 再配布する外部ルート を管理します。 再配布を
指定したルート  マップを設定して、 どのルート が OSPFv2 に渡されるかを制御する必要があ り
ます。 ルート  マップを使用する と、 宛先、 送信元プロ ト コル、 ルー ト  タ イプ、 ルー ト  タグな
どの属性に基づいて、 ルート をフ ィルタ リ ングできます。 ルート  マップを使用して、 ローカル 
OSPFv2 AS でアドバタ イズされる前に AS 外部 （タ イプ 5） LSA および NSSA 外部 （タ イプ 7）
LSA のパラ メータを変更できます。 ルート  マップの設定の詳細については、 第 15 章 「Route 
Policy Manager の設定」 を参照して ください。

ルート集約

OSPFv2 は、 学習したすべてのルート を、 すべての OSPF 対応ルータ と共有するため、 ルート
集約を使用して、 すべての OSPF 対応ルータにフラ ッディ ングされる一意のルート の数を削減
した方がよい場合があ り ます。 ルート集約によ り、 よ り具体的な複数のアド レスが、 すべての
具体的なアド レスを表す 1 つのアド レスに置き換えられるため、 ルート  テーブルが簡素化され
ます。 たとえば、 10.1.1.0/24、 10.1.2.0/24、 および 10.1.3.0/24 とい う アド レスを  1 つの集約アド
レス  10.1.0.0/16 に置き換える こ とができます。

一般的には、 エ リ ア境界ルータ （ABR） の境界ごとに集約します。 集約は 2 つのエ リ アの間で
も設定できますが、 バッ クボーンの方向に集約する方が適切です。 こ うする と、 バッ クボーン
がすべての集約アド レスを受信し、 すでに集約されているそれらのアド レスを他のエ リ アに投
入できるためです。 集約には、 次の 2 タ イプがあ り ます。

• エ リ ア間ルート集約

• 外部ルート集約

エ リ ア間ルート集約は ABR 上で設定し、 自律システム内のエ リ ア間のルート を集約します。
集約の利点を生かすには、 これらのアド レスを  1 つの範囲内にま とめる こ とができるよ うに、
連続するネッ ト ワーク番号をエ リ ア内で割り当てる必要があ り ます。

外部ルート集約は、 ルート再配布を使用して  OSPFv2 に投入される外部ルート に特有のルート
集約です。 集約する外部の範囲が連続している こ と を確認する必要があ り ます。 異なる  2 台の
ルータからの重複範囲を集約する と、 誤った宛先にパケッ ト が送信される原因となる場合があ
り ます。 外部ルート集約は、 ルート を  OSPF に再配布している  ASBR で設定して ください。

集約アド レスの設定時に Cisco NX-OS は、 ルーテ ィ ング  ブラ ッ ク  ホールおよびルート  ループ
を防ぐために、 集約アド レスの廃棄ルート を自動的に設定します。

ハイ  アベイラビリティおよびグレースフル リスタート

Cisco NX-OS では、 複数レベルのハイ  アベイラビ リ ティ  アーキテクチャを提供します。 OSPFv2 
は、 ステート フル リ スタート をサポート しています。 これは、 ノンス ト ップ ルーティング
（NSR） と も呼ばれます。 OSPFv2 で問題が発生した場合は、 以前の実行時状態からの再起動を試
みます。 この場合、 ネイバーはいずれのネイバー イベン ト も登録しません。 最初の再起動が正常
ではなく、 別の問題が発生した場合、 OSPFv2 はグレースフル リ スタート を試みます。

グレースフル リ スター ト 、 つま り、 Nonstop Forwarding （NSF） では、 処理の再起動中も  
OSPFv2 がデータ転送パス上に存在し続けます。 OSPFv2 はグレースフル リ スター ト を実行す
る必要がある場合、 猶予 LSA と呼ばれる リ ンク ローカル不透明 （タ イプ 9） LSA （「不透明 
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OSPFv2 について
LSA」 （P.5-7） を参照） を送信します。 この再起動中の OSPFv2 プラ ッ ト フォームは NSF 対応
と呼ばれます。

猶予 LSA には猶予期間が含まれます。 猶予期間とは、 ネイバー OSPFv2 インターフェイスが再
起動中の OSPFv2 インターフェイスからの LSA を待つよ うに指定された時間です （通常、
OSPFv2 は隣接関係を解消し、 ダウンした、 または再起動中の OSPFv2 インターフェイスが発
信するすべての LSA を廃棄します）。関与するネイバーは NSF ヘルパーと呼ばれ、再起動中の 
OSPFv2 インターフェイスが発信するすべての LSA を、 このインターフェイスが隣接したまま
であるかのよ うに維持します。

再起動中の OSPFv2 インターフェイスが稼働を再開する と、 ネイバーを再探索して隣接関係を
確立し、 LSA 更新情報の送信を再開します。 この時点で、 NSF ヘルパーは、 グレースフル リ
スター ト が完了したと認識します。

ステー ト フル リ スター トは次のシナ リオで使用されます。

• プロセスでの問題発生後の最初の回復試行

• system switchover コマン ドによる手動でのスイ ッチオーバー

グレースフル リ スター トは次のシナ リオで使用されます。

• プロセスでの問題発生後の 2 回目の回復試行 （4 分以内）

• restart ospf コマン ドによるプロセスの手動での再開

• アクテ ィブ スーパーバイザの削除

• reload module active-sup コマン ドによるアクテ ィブ スーパーバイザの リ ロード

OSPFv2 スタブ ルータ  アドバタイズメン ト

OSPFv2 スタブ ルータ  アドバタ イズ メ ン ト機能を使用して、 OSPFv2 インターフェイスをスタ
ブ ルータ と して機能するよ うに設定できません。 この機能は、 ネッ ト ワークに新規ルータを機
能制限付きで導入する場合や、 過負荷になっているルータの負荷を制限する場合など、 この
ルータ経由の OSPFv2 ト ラフ ィ ッ クを制限する と きに使用します。 また、 この機能は、 さまざ
まな管理上または ト ラフ ィ ッ ク  エンジニア リ ング上の理由によ り使用する場合もあ り ます。

OSPFv2 スタブ ルータ  アドバタ イズ メ ン トは、 OSPFv2 ルータをネッ ト ワーク  ト ポロジから削
除しませんが、 他の OSPFv2 ルータがこのルータを使用して、 ネッ ト ワークの他の部分に ト ラ
フ ィ ッ クをルーテ ィ ングできないよ うにします。 このルータを宛先とする ト ラフ ィ ッ ク、 また
はこのルータに直接接続された ト ラフ ィ ッ クだけが送信されます。

OSPFv2 スタブ ルータ  アドバタ イズ メ ン トは、 すべてのスタブ リ ンク （ローカル ルータに直
接接続された） を、 ローカル OSPFv2 インターフェイスのコス ト と してマーク します。 すべて
の リ モー ト  リ ンクは、 最大のコス ト （0xFFFF） と してマーク されます。

複数の OSPFv2 インスタンス

Cisco NX-OS は、 同じ ノード上で動作する、 OSPFv2 プロ ト コルの複数インスタンスをサポー
ト しています。 同一インターフェイスには複数のインスタンスを設定できません。 デフォル ト
では、 すべてのインスタンスが同じシステム  ルータ  ID を使用します。 複数のインスタンスが
同じ  OSPFv2 自律システムにある場合は、各インスタンスのルータ  ID を手動で設定する必要が
あ り ます。 サポート される  OSPFv2 インスタンスの数については、 Cisco Nexus 9000 Series 
NX-OS Verified Scalability Guide を参照して ください。
5-12
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 5 章      OSPFv2 の設定

OSPFv2 のライセンス要件
SPF 最適化

Cisco NX-OS は、 次の方法で SPF アルゴ リ ズムを最適化します。

• ネッ ト ワーク （タ イプ 2） LSA、 ネッ ト ワーク集約 （タ イプ 3） LSA、 および AS 外部 （タ
イプ 5） LSA 用の部分的 SPF ： これらの LSA のいずれかが変更される と、 Cisco NX-OS は、
全体的な SPF 計算ではな く、 高速部分計算を実行します。

• SPF タ イマー ： さ まざまなタイマーを設定して、 SPF 計算を制御できます。 これらのタイ
マーには、 後続の SPF 計算の幾何バッ クオフが含まれます。 幾何バッ クオフによ り、 複数
の SPF 計算による  CPU 負荷が制限されます。

BFD

この機能では、 双方向フォワーディ ング検出 （BFD） をサポー ト します。 BFD は、 転送パスの
障害を高速で検出する こ とを目的にした検出プロ ト コルです。 BFD は 2 台の隣接デバイス間の
サブセカン ド障害を検出し、 BFD の負荷の一部を、 サポート されるモジュール上のデータ  プ
レーンに分散できるため、 プロ ト コル hello メ ッセージよ り も  CPU を使いません。 詳細につい
ては、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』 を参照して ください。

仮想化のサポート

Cisco NX-OS は、 OSPFv2 用の複数のプロセス  インスタンスをサポート します。 各 OSPFv2 イ
ンスタンスは、 システム制限まで、 複数の仮想ルーテ ィ ングおよび転送 （VRF） インスタンス
をサポート できます。サポート される  OSPFv2 インスタンスの数については、 Cisco Nexus 9000 
Series NX-OS Verified Scalability Guide を参照して ください。

OSPFv2 のライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

OSPFv2 の前提条件
OSPFv2 には、 次の前提条件があ り ます。

• OSPF を設定するための、 ルーティ ングの基礎に関する詳しい知識がある。

• スイ ッチにログインしている。

• リモート  OSPFv2 ネイバーと通信可能な IPv4 用インターフェイスが 1 つ以上設定されている。

• Enterprise Services ラ イセンスがインス トールされている。

• OSPFv2 ネッ ト ワーク戦略と、 ネッ ト ワークのプランニングが完成している。 たとえば、
複数のエ リ アが必要かど うかを決定します。

• OSPF 機能がイネーブルにされている （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15） を参照）。

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS OSPFv2 には Enterprise Services ラ イセンスが必要です。Cisco NX-OS ラ イセンス方式について、お
よびラ イセンスの取得方法と適用方法の詳細については、 『Cisco NX-OS Licensing Guide』 を参照し
て ください。
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OSPFv2 に関する注意事項および制約事項
OSPFv2 に関する注意事項および制約事項
OSPFv2 設定時の注意事項および制約事項は次のとおりです。

• Cisco NX-OS は、 ユーザがエ リ アを  10 進表記で入力するか、 ド ッ ト付き  10 進表記で入力
するかに関係な く、 ド ッ ト付き  10 進表記でエ リ アを表示します。

• すべての OSPFv2 ルータが、 同じ  RFC 互換モードで動作する必要があ り ます。 Cisco 
NX-OS の OSPFv2 は RFC 2328 に準拠しています。ネッ ト ワークに RFC 1583 だけに対応し
ているルータが含まれる場合は、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで 
rfc1583compatibility コマン ドを使用します。

• スケール シナ リ オでは、 インターフェイス と  OSPF プロセスの リ ンク  ステー ト  アドバタ イ
ズ メ ン ト の数が大きい場合、 OSPF MIB オブジェ ク ト の SNMP エージェン ト のタ イムアウ
ト値が小さい SNMP ウォークは、 タ イムアウ ト になる と予想されます。 OSPF MIB オブ
ジェ ク ト のポーリ ング中に問い合わせる  SNMP エージェン ト のタ イムアウ ト を確認する場
合は、 ポーリ ングする  SNMP エージェン ト のタ イムアウ ト値を増加して ください。

• アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス機能には、 次のガイ ド ラ イン と制限事項が適用され
ます。

– OSPF ルート に複数の等コス ト  パスがある場合、 アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタン
スを設定しても  match ip route-source コマン ドに対しては決定性を持ちません。

– アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスの設定は、 match route-type、 match ip address 
prefix-list および match ip route-source prefix-list コマン ドのみでサポート されます。別
の match 文は無視されます。

– OSPF ルート のアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスを設定するための match 
route-type、 match ip address、 および match ip route-source コマン ドにはプ リ ファレン
スがあ り ません。 このよ うに、 Cisco NX-OS OSPF アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタン
スを設定するためのテーブル マップの動作は、 Cisco IOS OSPF の場合と異な り ます。

– 廃棄ルート には、 アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス  220 が常に割り当てられます。
テーブル マップの設定は OSPF の廃棄ルート には適用されません。

• vPC コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで delay restore seconds コマン ドを設定する場合や、マ
ルチシャーシ  EtherChannel ト ランク （MCT） 上の VLAN がスイ ッチ仮想インターフェイス
（SVI） を使用して OSPFv2 または OSPFv3 によって通知される場合、 これらの SVI は設定
された時間の間、 vPC セカンダ リ  ノード上で MAX_LINK_COST で通知されます。 その結
果、 すべてのルート またはホス ト のプログラ ミ ングは、 ト ラフ ィ ッ クを引き込む前に （セ
カンダ リ  vPC ノードのピア  リ ロードで） vPC の同期操作後に完了します。 この動作によ
り、 ノースサウス  ト ラフ ィ ッ クのパケッ ト損失を最小にできます。

（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。
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デフォルト設定値
デフォルト設定値
表 5-2 に、 OSPFv2 パラ メータのデフォル ト設定を示します。

基本的 OSPFv2 の設定
OSPFv2 は、 OSPFv2 ネッ ト ワークを設計した後に設定します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15）

• 「OSPFv2 インスタンスの作成」 （P.5-16）

• 「OSPFv2 インスタンス上のオプシ ョ ン  パラ メータの設定」 （P.5-18）

• 「OSPFv2 でのネッ ト ワークの設定」 （P.5-18）

• 「エ リ アの認証の設定」 （P.5-21）

• 「インターフェイスの認証の設定」 （P.5-23）

OSPFv2 のイネーブル化 
OSPFv2 を設定するには、 その前に OSPFv2 機能をイネーブルにする必要があ り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature ospf

表 5-2 デフォルトの OSPFv2 パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス 110

hello 間隔 10 秒

デッ ド間隔 40 秒

廃棄ルート イネーブル

グレースフル リ スター ト の猶予期間 60 秒

OSPFv2 機能 ディセーブル

スタブ ルータ  アドバタ イズ メ ン ト の宣言期間 600 秒

リ ンク  コス ト計算の参照帯域幅 40 Gbps

LSA 最小到着時間 1000 ミ リ秒

LSA グループ ペーシング 10 秒

SPF 計算初期遅延時間 200 ミ リ秒

SPF の最小ホールド  タ イム 5000 ミ リ秒

SPF 計算初期遅延時間 1000 ミ リ秒
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基本的 OSPFv2 の設定
3. （任意） show feature
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

OSPFv2 機能をディセーブルにして、 関連付けられている設定をすべて削除するには、 グロー
バル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで no feature ospf コマン ドを使用します。

OSPFv2 インスタンスの作成

OSPFv2 設定の最初のステップは OSPFv2 インスタンスの作成です。作成した OSPFv2 インスタ
ンスには、 一意のインスタンス  タグを割り当てます。 インスタンス  タグは任意の文字列です。

OSPFv2 インスタンス  パラ メータの詳細については、 「高度な OSPFv2 の設定」 （P.5-25） を参照
して ください。

はじめる前に 

OSPF 機能がイネーブルにされている こ と を確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15）
を参照）。

show ip ospf instance-tag コマン ドを使用して、 インスタンス  タグが使用されていないこ とを確
認します。

OSPFv2 がルータ  ID （設定済みのループバッ ク  アド レスなど） を入手可能であるか、 または
ルータ  ID オプシ ョ ンを設定する必要があ り ます。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 feature ospf

例 ：
switch(config)# feature ospf

OSPFv2 機能をイネーブルにします。

ステップ 3 show feature 

例 ：
switch(config)# show feature 

（任意） イネーブルおよびディセーブルにされた
機能を表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

no feature ospf

例 ：
switch(config)# no feature ospf

OSPFv2 機能をディセーブルにして、 関連付け
られた設定をすべて削除します。
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基本的 OSPFv2 の設定
手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. router-id ip-address

4. （任意） show ip ospf instance-tag

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

OSPFv2 インスタンス と、 関連付けられている設定をすべて削除するには、 グローバル コン
フ ィギュレーシ ョ ン  モードで no feature ospf コマン ドを使用します。

（注） このコマン ドは、 インターフェイス  モードでは OSPF 設定を削除しません。 インターフェイス  
モードで設定された OSPFv2 コマン ドはいずれも、 手動で削除する必要があ り ます。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv2 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 router-id ip-address

例 ：
switch(config-router)# router-id 
192.0.2.1

（任意） OSPFv2 ルータ  ID を設定します。 この IP 
アドレスによ り、 この OSPFv2 インスタンスが識
別されます。 このアドレスは、 システムの設定済
みインターフェイス上に存在する必要があ り ます。

ステップ 4 show ip ospf instance-tag

例 ：
switch(config-router)# show ip ospf 201

（任意） OSPF 情報を表示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

no router ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# no router ospf 201

OSPF インスタンス と、 関連付けられた設定を
削除します。
5-17
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 5 章      OSPFv2 の設定    
基本的 OSPFv2 の設定
OSPFv2 インスタンス上のオプショ ン パラメータの設定

OSPF のオプシ ョ ン  パラ メータを設定できます。

OSPFv2 インスタンス  パラ メータの詳細については、 「高度な OSPFv2 の設定」 （P.5-25） を参照
して ください。

はじめる前に 

OSPF 機能がイネーブルにされている こ と を確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15）
を参照）。

OSPFv2 がルータ  ID （設定済みのループバッ ク  アド レスなど） を入手可能であるか、 または
ルータ  ID オプシ ョ ンを設定する必要があ り ます。

手順の詳細

ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで、 次の OSPFv2 用オプシ ョ ン  パラ メータを設定でき
ます。

次の例は、 OSPFv2 インスタンスを作成する方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# copy running-config startup-config

OSPFv2 でのネッ トワークの設定

ルータがこのネッ ト ワークへの接続に使用するインターフェイスを介して、 OSPFv2 へのネッ
ト ワークを関連付ける こ とで、 このネッ ト ワークを設定できます （「ネイバー」 （P.5-3） を参
照）。 すべてのネッ ト ワークをデフォル ト  バッ クボーン  エ リ ア （エ リ ア  0） に追加した り、 任
意の 10 進数または IP アド レスを使用して新規エ リ アを作成した りできます。

コマンド 目的

distance number

例 ：
switch(config-router)# distance 25

この OSPFv2 インスタンスのアド ミニス ト レー
ティブ ディ スタンスを設定します。 指定できる
範囲は 1 ～ 255 です。 デフォルトは 110 です。

log-adjacency-changes [detail]

例 ：
switch(config-router)# 
log-adjacency-changes

ネイバーの状態が変化するたびに、 システム  
メ ッセージを生成します。

maximum-paths path-number

例 ：
switch(config-router)# maximum-paths 4

ルート  テーブル内の宛先への同じ  OSPFv2 パ
スの最大数を設定します。 このコマン ドは
ロード  バランシングに使用されます。 範囲は 
1 ～ 64 です。 デフォル トは 8 です。

passive-interface default

例 ：
switch(config-router)# passive-interface 
default

すべてのインターフェイス上でルーテ ィ ング
が更新されないよ うにします。 このコマン ド
は、 VRF またはインターフェイス  コマン ド  
モードの設定によって上書き されます。
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（注） すべてのエ リ アは、 バッ クボーン  エ リ アに直接、 または仮想リ ンク経由で接続する必要があ り
ます。

（注） インターフェイスに有効な IP アド レスを設定するまでは、 OSPF はインターフェイス上でイ
ネーブルにされません。

はじめる前に 

OSPF 機能がイネーブルにされている こ と を確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15）
を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ip address ip-prefix/length

4. ip router ospf instance-tag area area-id [secondaries none]

5. （任意） show ip ospf instance-tag interface interface-type slot/port 

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 ip address ip-prefix/length

例 ：
switch(config-if)# ip address 
192.0.2.1/16

このインターフェイスに IP アド レスおよびサブ
ネッ ト  マスクを割り当てます。

ステップ 4 ip router ospf instance-tag area area-id 
[secondaries none]

例 ：
switch(config-if)# ip router ospf 201 
area 0.0.0.15

OSPFv2 インスタンスおよびエ リ アにインター
フェイスを追加します。
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インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで、省略可能な次の OSPFv2 パラ メータを設
定できます。

ステップ 5 show ip ospf instance-tag interface 
interface-type slot/port

例 ：
switch(config-if)# show ip ospf 201 
interface ethernet 1/2

（任意） OSPF 情報を表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

コマンド 目的

ip ospf cost number

例 ：
switch(config-if)# ip ospf cost 25

このインターフェイスの OSPFv2 コス ト  メ ト
リ ッ クを設定します。 デフォルトでは、 参照帯
域幅と インターフェイス帯域幅に基づいて、 コ
ス ト  メ ト リ ッ クが計算されます。 範囲は 1 ～ 
65535 です。

ip ospf dead-interval seconds

例 ：
switch(config-if)# ip ospf dead-interval 
50

OSPFv2 デッ ド間隔を秒単位で設定します。 範
囲は 1 ～ 65535 です。 デフォル ト では、 hello 
間隔の秒数の 4 倍です。

ip ospf hello-interval seconds

例 ：
switch(config-if)# ip ospf hello-interval 
25

OSPFv2 hello 間隔を秒単位で設定します。 範
囲は 1 ～ 65535 です。デフォル トは 10 秒です。

ip ospf mtu-ignore

例 ：
switch(config-if)# ip ospf mtu-ignore

OSPFv2 で、 ネイバーとのあらゆる  IP MTU 不
一致が無視されるよ うに設定します。 デフォ
ル ト では、ネイバー MTU がローカル インター
フェイス  MTU が不一致の場合には、 隣接関係
が確立されません。

[default | no] ip ospf passive-interface

例 ：
switch(config-if)# ip ospf 
passive-interface

インターフェイス上でルーテ ィ ングが更新さ
れないよ うにします。 このコマン ドによって、
ルータまたは VRF コマン ド  モードの設定が上
書き されます。 default オプシ ョ ンは、 このイ
ンターフェイス  モード  コマン ドを削除して、
ルータまたは VRF の設定がある場合にはそれ
に戻します。

ip ospf priority number

例 ：
switch(config-if)# ip ospf priority 25

エ リ アの DR の決定に使用される  OSPFv2 プラ
イオ リ テ ィ を設定します。 有効な範囲は 0 ～ 
255 です。 デフォル トは 1 です。 「指定ルータ」
（P.5-4） を参照して ください。

ip ospf shutdown

例 ：
switch(config-if)# ip ospf shutdown

このインターフェイス上の OSPFv2 インスタン
スをシャ ッ ト ダウンします。
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次に、 OSPFv2 インスタンス  201 にネッ ト ワーク  エ リ ア 0.0.0.10 を追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0.0.0.10
switch(config-if)# copy running-config startup-config

インターフェイス設定を確認するには、 show ip ospf interface コマン ドを使用します。 このイ
ンターフェイスのネイバーを確認するには、 show ip ospf neighbor コマン ドを使用します。

エリアの認証の設定

エ リ ア内のすべてのネッ ト ワーク、 またはエ リ ア内の個々のインターフェイスの認証を設定で
きます。 インターフェイス認証設定を使用する と、 エ リ ア認証は無効にな り ます。

はじめる前に 

OSPF 機能がイネーブルにされている こ と を確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15）
を参照）。

インターフェイス上のすべてのネイバーが、 共有認証キーを含め、 同じ認証設定を共有する こ
と を確認します。

この認証設定のためのキー チェーンを作成します。 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security 
Configuration Guide』 を参照して ください。

（注） OSPFv2 の場合、 key key-id コマン ドのキー ID の値は 0 ～ 255 です。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id authentication [message-digest]
4. interface interface-type slot/port

5. （任意） ip ospf authentication-key [0 | 3] key

または 
ip ospf message-digest-key key-id md5 [0 | 3] key

6. （任意） show ip ospf instance-tag interface interface-type slot/port 

7. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv2 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 area area-id authentication 
[message-digest]

例 ：
switch(config-router)# area 0.0.0.10 
authentication

エ リ アの認証モードを設定します。

ステップ 4 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config-router)# interface 
ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 5 ip ospf authentication-key [0 | 3] key

例 ：
switch(config-if)# ip ospf 
authentication-key 0 mypass

（任意） このインターフェイスに簡易パスワード
認証を設定します。 認証が、 キーチェーンにも
メ ッセージ  ダイジェス ト にも設定されていない場
合は、 このコマン ドを使用します。 0 の場合は、
パスワードをク リ ア  テキス ト で設定します。 3 の
場合は、 パスワードを  3DES 暗号化と して設定し
ます。

ip ospf message-digest-key key-id md5 [0 
| 3] key

例 ：
switch(config-if)# ip ospf 
message-digest-key 21 md5 0 mypass

（任意） このインターフェイスにメ ッセージ ダイ
ジェス ト認証を設定します。 認証がメ ッセージ ダ
イジェス ト に設定されている場合は、 このコマン
ドを使用します。 key-id の範囲は 1 ～ 255 です。
MD5 オプシ ョ ンが 0 の場合はパスワードがク リ ア  
テキス ト で設定され、 3 の場合はパス  キーが 
3DES 暗号化と して設定されます。

ステップ 6 show ip ospf instance-tag interface 
interface-type slot/port

例 ：
switch(config-if)# show ip ospf 201 
interface ethernet 1/2

（任意） OSPF 情報を表示します。

ステップ 7 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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インターフェイスの認証の設定

エ リ ア内の個々のインターフェイスに認証を設定できます。 インターフェイス認証設定を使用
する と、 エ リ ア認証は無効にな り ます。

はじめる前に 

OSPF 機能がイネーブルにされている こ と を確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15）
を参照）。

インターフェイス上のすべてのネイバーが、 共有認証キーを含め、 同じ認証設定を共有する こ
と を確認します。

この認証設定のためのキー チェーンを作成します。 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security 
Configuration Guide』 を参照して ください。

（注） OSPFv2 の場合、 key key-id コマン ドのキー ID の値は 0 ～ 255 です。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ip ospf authentication [message-digest] 
4. （任意） ip ospf authentication key-chain key-id 

5. （任意） ip ospf authentication-key [0 | 3 | 7] key

6. （任意） ip ospf message-digest-key key-id md5 [0 | 3 | 7] key

7. （任意） show ip ospf instance-tag interface interface-type slot/port 

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 ip ospf authentication [message-digest]

例 ：
switch(config-if)# ip ospf 
authentication 

OSPFv2 のインターフェイス認証モードをク リ アテ
キス ト  タイプと メ ッセージ ダイジェス ト  タイプの
どちらかでイネーブルにします。 このインター
フェイスのエ リ アに基づく認証を上書きするには、
このコマンドを使用します。 すべてのネイバーが、
この認証タイプを共有する必要があ り ます。
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次に、 インターフェイスに暗号化されていない簡単なパスワードを設定し、 イーサネッ ト  イン
ターフェイス  1/2 のパスワードを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0.0.0.10
switch(config-if)# ip ospf authentication 
switch(config-if)# ip ospf authentication-key 0 mypass
switch(config-if)# copy running-config startup-config

ステップ 4 ip ospf authentication key-chain key-id

例 ：
switch(config-if)# ip ospf 
authentication key-chain Test1

（任意） OSPFv2 のキーチェーンを使用するよ うに
インターフェイス認証を設定します。 キーチェー
ンの詳細については、 『Cisco Nexus 9000 Series 
NX-OS Security Configuration Guide』 を参照して く
ださい。

ステップ 5 ip ospf authentication-key [0 | 3 | 7] 

key

例 ：
switch(config-if)# ip ospf 
authentication-key 0 mypass

（任意） このインターフェイスに簡易パスワード
認証を設定します。 認証が、 キーチェーンにも
メ ッセージ  ダイジェス ト にも設定されていない場
合は、 このコマン ドを使用します。

オプシ ョ ンは次のとおりです。

• 0 ： パスワードをク リア テキス トで設定します。

• 3 ： パス キーを 3DES 暗号化と して設定します。

• 7 ：パス  キーを  Cisco タ イプ 7 暗号化と して設
定します。

ステップ 6 ip ospf message-digest-key key-id md5 [0 
| 3 | 7] key

例 ：
switch(config-if)# ip ospf 
message-digest-key 21 md5 0 mypass

（任意） このインターフェイスにメ ッセージ  ダイ
ジェス ト認証を設定します。 認証がメ ッセージ  ダ
イジェス ト に設定されている場合は、 このコマン
ドを使用します。 key-id の範囲は 1 ～ 255 です。
MD5 オプシ ョ ンは次のとおりです。

• 0 ： パスワードをク リア テキス トで設定します。

• 3 ： パス キーを 3DES 暗号化と して設定します。

• 7 ：パス  キーを  Cisco タ イプ 7 暗号化と して設
定します。

ステップ 7 show ip ospf instance-tag interface 
interface-type slot/port

例 ：
switch(config-if)# show ip ospf 201 
interface ethernet 1/2

（任意） OSPF 情報を表示します。

ステップ 8 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
5-24
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 5 章      OSPFv2 の設定

高度な OSPFv2 の設定
高度な OSPFv2 の設定
OSPFv2 は、 OSPFv2 ネッ ト ワークを設計した後に設定します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「境界ルータのフ ィルタ  リ ス ト の設定」 （P.5-25）

• 「ス タブ エ リ アの設定」 （P.5-26）

• 「Totally Stubby エ リ アの設定」 （P.5-28）

• 「NSSA の設定」 （P.5-28）

• 「仮想リ ンクの設定」 （P.5-30）

• 「再配布の設定」 （P.5-32）

• 「再配布されるルート数の制限」 （P.5-34）

• 「ルー ト集約の設定」 （P.5-36）

• 「ス タブ ルート  アドバタイズ メ ン ト の設定」 （P.5-37）

• 「ルー ト のアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスの設定」 （P.5-38）

• 「デフォル ト  タ イマーの変更」 （P.5-41）

• 「グレースフル リ スター ト の設定」 （P.5-43）

• 「OSPFv2 インスタンスの再起動」 （P.5-45）

境界ルータのフ ィルタ  リストの設定

OSPFv2 ド メ インを、 関連性のある各ネッ ト ワークを含む一連のエ リ アに分離できます。 すべ
てのエ リ アは、 エ リ ア境界ルータ （ABR） 経由でバッ クボーン  エ リ アに接続している必要があ
り ます。 OSPFv2 ド メ インは、 自律システム境界ルータ （ASBR） を介して、 外部ド メ インに接
続可能です。 「エ リ ア」 （P.5-5） を参照して ください。

ABR には、 省略可能な次の設定パラ メータがあ り ます。

• Area range ： エ リ ア間のルート集約を設定します。 「ルー ト集約の設定」 （P.5-36） を参照し
て ください。

• Filter list ：外部エリアから受信したネッ ト ワーク集約 （タイプ 3） LSA をフィルタ リ ングします。

ASBR もフ ィルタ  リ ス ト をサポート しています。

はじめる前に 

OSPF 機能がイネーブルにされている こ と を確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15）
を参照）。

フ ィルタ  リ ス ト が、 着信または発信ネッ ト ワーク集約 （タ イプ 3） LSA の IP プレフ ィ ッ ク スの
フ ィルタ リ ングに使用するルート  マップを作成します。 第 15 章 「Route Policy Manager の設
定」 を参照して ください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id filter-list route-map map-name {in | out}
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4. （任意） show ip ospf policy statistics area id filter-list {in | out}
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

次に、 エ リ ア  0.0.0.10 でフ ィルタ  リ ス ト を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 filter-list route-map FilterLSAs in
switch(config-router)# copy running-config startup-config

スタブ エリアの設定

OSPFv2 ド メ インの、 外部ト ラフ ィ ッ クが不要な部分にスタブ エ リ アを設定できます。 スタブ 
エ リ アは AS 外部 （タ イプ 5） LSA をブロ ッ ク し、 選択したネッ ト ワークへの往復の不要な
ルーテ ィ ングを制限します。 「ス タブ エ リ ア」 （P.5-9） を参照して ください。 また、 すべての
集約ルート がスタブ エ リ アを経由しないよ うブロ ッ クする こ と もできます。

はじめる前に 

OSPF 機能がイネーブルにされている こ と を確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15）
を参照）。

設定されるスタブ エ リ ア内に、 仮想リ ンク と  ASBR のいずれも含まれないこ と を確認します。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv2 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 area area-id filter-list route-map 
map-name {in | out}

例 ：
switch(config-router)# area 0.0.0.10 
filter-list route-map FilterLSAs in

ABR 上で着信または発信ネッ ト ワーク集約 （タ
イプ 3） LSA をフ ィルタ リ ングします。

ステップ 4 show ip ospf policy statistics area id 
filter-list {in | out}

例 ：
switch(config-if)# show ip ospf policy 
statistics area 0.0.0.10 filter-list in

（任意） OSPF ポ リ シー情報を表示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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高度な OSPFv2 の設定
手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id stub 
4. （任意） area area-id default-cost cost

5. （任意） show ip ospf instance-tag 

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

次に、 スタブ エ リ アを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 stub 
switch(config-router)# copy running-config startup-config

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv2 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 area area-id stub 

例 ：
switch(config-router)# area 0.0.0.10 
stub

このエ リ アをスタブ エ リ アと して作成します。

ステップ 4 area area-id default-cost cost

例 ：
switch(config-router)# area 0.0.0.10 
default-cost 25

（任意） このスタブ エ リ アに送信されるデフォル
ト集約ルート のコス ト  メ ト リ ッ クを設定します。
指定できる範囲は 0 ～ 16777215 です。 デフォル
トは 1 です。

ステップ 5 show ip ospf instance-tag 

例 ：
switch(config-if)# show ip ospf 201 

（任意） OSPF 情報を表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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Totally Stubby エリアの設定

Totally Stubby エ リ アを作成して、 すべての集約ルート更新がスタブ エ リ アを経由しないよ う
にする こ とができます。

Totally Stubby エ リ アを作成するには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ド
を使用します。

NSSA の設定 
OSPFv2 ド メ インの、ある程度の外部ト ラフ ィ ッ クが必要な部分に NSSA を設定できます。 NSSA 
の詳細については、 「Not-So-Stubby エ リ ア」 （P.5-10） を参照して ください。 また、 この外部ト ラ
フ ィ ッ クを  AS 外部 （タイプ 5） LSA に変換して、 このルーティング情報で OSPFv2 ド メ インをフ
ラ ッディングするこ と もできます。 NSSA は、 省略可能な次のパラ メータで設定できます。

• No redistribution ： 再配布されたルー ト が NSSA をバイパスして、 OSPFv2 自律システム内
の他のエ リ アに再配布されます。 このオプシ ョ ンは、 NSSA ASBR が ABR も兼ねている と
きに使用します。

• Default information originate ： 外部自律システムへのデフォル ト  ルート の NSSA 外部 （タ イ
プ 7） LSA を生成します。 このオプシ ョ ンは、 ASBR のルーテ ィ ング  テーブルにデフォル
ト  ルート が含まれる場合に NSSA ASBR 上で使用します。 このオプシ ョ ンは、 ASBR の
ルーテ ィ ング  テーブルにデフォル ト  ルート が含まれるかど うかに関係な く、 NSSA ASBR 
上で使用できます。

• Route map ： 目的のルート だけが NSSA および他のエ リ ア全体でフラ ッディ ングされるよ う
に、 外部ルート をフ ィルタ リ ングします。

• Translate ：NSSA 外のエリ ア向けに、NSSA 外部 LSA を  AS 外部 LSA に変換します。再配布さ
れたルート を  OSPFv2 自律システム全体でフラ ッディングするには、 このコマンドを  NSSA 
ABR 上で使用します。 また、 これらの AS 外部 LSA の転送アドレスを無効にするこ と もでき
ます。 このオプシ ョ ンを選択した場合は、 転送アドレスが 0.0.0.0 に設定されます。

• No summary ： すべての集約ルート が NSSA でフラ ッディ ングされないよ うにします。 この
オプシ ョ ンは NSSA ABR 上で使用します。

はじめる前に 

OSPF 機能がイネーブルにされている こ と を確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15）
を参照）。

設定する  NSSA 上に仮想リ ンクがないこ と と、 この NSSA がバッ クボーン  エ リ アでないこ とを
確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

コマンド 目的

area area-id stub no-summary

例 ：
switch(config-router)# area 20 stub 
no-summary

このエ リ アを  Totally Stubby エ リ アと して作成
します。
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3. area area-id nssa [no-redistribution] [default-information-originate [route-map map-name]] 
[no-summary] [translate type7 {always | never} [suppress-fa]]

4. （任意） area area-id default-cost cost

5. （任意） show ip ospf instance-tag 

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

次に、 すべての集約ルート更新をブロ ッ クする  NSSA を作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、 デフォル ト  ルート を生成する  NSSA を作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa default-info-originate
switch(config-router)# copy running-config startup-config

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv2 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 area area-id nssa [no-redistribution] 
[default-information-originate 
[route-map map-name]] [no-summary] 
[translate type7 {always | never} 
[suppress-fa]]

例 ：
switch(config-router)# area 0.0.0.10 
nssa

このエ リ アを  NSSA と して作成します。

ステップ 4 area area-id default-cost cost

例 ：
switch(config-router)# area 0.0.0.10 
default-cost 25

（任意） この NSSA に送信されるデフォル ト集約
ルート のコス ト  メ ト リ ッ クを設定します。

ステップ 5 show ip ospf instance-tag 

例 ：
switch(config-if)# show ip ospf 201 

（任意） OSPF 情報を表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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次に、 外部ルート をフ ィルタ リ ングし、 すべての集約ルート更新をブロ ッ クする  NSSA を作成
する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa route-map ExternalFilter no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、 常に NSSA 外部 （タ イプ 5） LSA を  AS 外部 （タ イプ 7） LSA に変換する  NSSA を作成
する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa translate type 7 always
switch(config-router)# copy running-config startup-config

仮想リンクの設定

仮想リ ンクは、 隔離されたエ リ アを、 中継エ リ ア経由でバッ クボーン  エ リ アに接続します。 
「仮想リ ンク」 （P.5-10） を参照して ください。 仮想リ ンクには、 省略可能な次のパラ メータを
設定できます。

• Authentication ： 簡単なパスワード認証または MD5 メ ッセージ  ダイジェス ト認証、 および
関連付けられたキーを設定します。

• Dead interval ： ローカル ルータがデッ ドである こ と を宣言し、 隣接関係を解消する前に、
ネイバーが hello パケッ ト を待つ時間を設定します。

• Hello interval ： 連続する  hello パケッ ト間の時間間隔を設定します。

• Retransmit interval ： 連続する  LSA 間の推定時間間隔を設定します。

• Transmit delay ： LSA をネイバーに送信する推定時間を設定します。

（注） リ ンクがアクティブになる前に、 関与する両方のルータで仮想リンクを設定する必要があり ます。

スタブ エ リ アには仮想リ ンクを追加できません。

はじめる前に 

OSPF がイネーブルになっているこ とを確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id virtual-link router-id

4. （任意） show ip ospf virtual-link [brief]
5. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

仮想リ ンク  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで、 省略可能な次のコマン ドを設定できます。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv2 インスタンスを作成して、 設定済
みのインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 area area-id virtual-link router-id

例 ：
switch(config-router)# area 0.0.0.10 
virtual-link 10.1.2.3
switch(config-router-vlink)#

リ モー ト  ルータへの仮想リ ンクの端を作成しま
す。 仮想リ ンクを リモー ト  ルータ上に作成し
て、 リ ンクを完成させる必要があ り ます。

ステップ 4 show ip ospf virtual-link [brief]

例 ：
switch(config-router-vlink)# show ip ospf 
virtual-link

（任意） OSPF 仮想リ ンク情報を表示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-vlink)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

authentication [key-chain key-id | 
message-digest | null]

例 ：
switch(config-router-vlink)# 
authentication message-digest

（任意） これによ り、 エ リ アに基づく この仮想リ ンクの
認証が無効とな り ます。

authentication-key [0 | 3] key

例 ：
switch(config-router-vlink)# 
authentication-key 0 mypass

（任意） この仮想リ ンクに簡易パスワードを設定します。
認証が、 キーチェーンにも メ ッセージ ダイジェス トにも
設定されていない場合は、 このコマンドを使用します。 0 
の場合は、 パスワードをク リ ア テキス トで設定します。 3 
の場合は、 パスワードを 3DES 暗号化と して設定します。

dead-interval seconds

例 ：
switch(config-router-vlink)# 
dead-interval 50

（任意） OSPFv2 デッ ド間隔を秒単位で設定します。 範
囲は 1 ～ 65535 です。 デフォル ト では、 hello 間隔の秒
数の 4 倍です。

hello-interval seconds

例 ：
switch(config-router-vlink)# 
hello-interval 25

（任意） OSPFv2 hello 間隔を秒単位で設定します。 範囲
は 1 ～ 65535 です。 デフォル トは 10 秒です。
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次に、 2 つの ABR 間に簡単な仮想リ ンクを作成する例を示します。

ABR 1 （ルータ  ID 27.0.0.55） の設定は、 次のとおりです。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 virtual-link 10.1.2.3
switch(config-router)# copy running-config startup-config

ABR 2 （ルータ  ID 10.1.2.3） の設定は、 次のとおりです。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 101
switch(config-router)# area 0.0.0.10 virtual-link 27.0.0.55
switch(config-router)# copy running-config startup-config

再配布の設定

他のルーテ ィ ング  プロ ト コルから学習したルート を、 ASBR 経由で OSPFv2 自律システムに再
配布できます。

OSPF でのルート再配布には、 省略可能な次のパラ メータを設定できます。

• Default information originate ： 外部自律システムへのデフォル ト  ルート の AS 外部 （タ イプ 
5） LSA を生成します。

（注） Default information originate はオプシ ョ ンのルー ト  マップ内の match 文を無視します。

• Default metric ： すべての再配布ルート に同じコス ト  メ ト リ ッ クを設定します。

（注） スタテ ィ ッ ク  ルート を再配布する と、 Cisco NX-OS はデフォル ト のスタテ ィ ッ ク  ルート も再配
布します。

message-digest-key key-id md5 [0 | 
3] key

例 ：
switch(config-router-vlink)#
message-digest-key 21 md5 0 mypass

（任意） この仮想リ ンクにメ ッセージ  ダイジェス ト認証
を設定します。 認証がメ ッセージ  ダイジェス ト に設定
されている場合は、 このコマン ドを使用します。 0 の場
合は、 パスワードをク リ ア  テキス ト で設定します。 3 の
場合は、 パス  キーを  3DES 暗号化と して設定します。

retransmit-interval seconds

例 ：
switch(config-router-vlink)# 
retransmit-interval 50

（任意） OSPFv2 再送間隔を秒単位で設定します。 範囲
は 1 ～ 65535 です。 デフォル トは 5 です。

transmit-delay seconds

例 ：
switch(config-router-vlink)# 
transmit-delay 2

（任意） OSPFv2 送信遅延を秒単位で設定します。 指定
できる範囲は 1 ～ 450 です。 デフォル トは 1 です。

コマンド 目的
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はじめる前に 

OSPF がイネーブルになっているこ とを確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15） を参照）。

再配布で使用する、 必要なルート  マップを作成します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf id | rip id | static} route-map map-name

4. default-information originate [always] [route-map map-name] 

5. default-metric cost

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv2 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 redistribute {bgp id | direct | eigrp id 
| isis id | ospf id | rip id | static} 
route-map map-name

例 ：
switch(config-router)# redistribute bgp 
route-map FilterExternalBGP

設定したルート  マップ経由で、 選択したプロ ト コ
ルを  OSPF に再配布します。

（注） スタテ ィ ッ ク  ルート を再配布する と、
Cisco NX-OS はデフォル ト のスタテ ィ ッ ク  
ルート も再配布します。

ステップ 4 default-information originate [always] 
[route-map map-name] 

例 ：
switch(config-router)# 
default-information-originate route-map 
DefaultRouteFilter

デフォル ト  ルート が RIB に存在する場合は、 こ
の OSPF ド メ インにデフォル ト  ルート を作成しま
す。 次の省略可能なキーワードを使用します。

• always ： 常にデフォル ト  ルート の 0.0.0. を生
成します。 （ルー ト が RIB に存在しない場合
でも）。

• route-map ： ルー ト  マップが true を返す場合
にデフォル ト  ルート を生成します。

（注） このコマン ドは、 ルート  マップの match 
文を無視します。
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次に、 ボーダー ゲート ウェイ  プロ ト コル （BGP） を  OSPF に再配布する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router)# copy running-config startup-config

再配布されるルート数の制限

ルート の再配布によって、 OSPFv2 ルート  テーブルに多くのルート が追加される可能性があ り
ます。 外部プロ ト コルから受け取るルート の数に最大制限を設定できます。 OSPFv2 には、 再
配布ルート の制限を設定するために次のオプシ ョ ンが用意されています。

• 上限固定 ： 設定された最大値に OSPFv2 が達する と、 メ ッセージをログに記録します。
OSPFv2 は以降の再配布ルート を受け取り ません。 任意で、 最大値のしきい値パーセン
テージを設定して、 OSPFv2 がこのしきい値を超えたと きに警告を記録するよ うにする こ
と もできます。

• 警告のみ ： OSPFv2 が最大値に達したと きのみ、 警告のログを記録します。 OSPFv2 は、 再
配布されたルート を受け入れ続けます。

• 取り消し ： OSPFv2 が最大値に達したと きにタイムアウ ト期間を開始します。 このタイム
アウ ト期間後、 現在の再配布されたルート数が最大制限よ り少なければ、 OSPFv2 はすべ
ての再配布されたルート を要求します。 再配布されたルート の現在数が最大数に達した場
合、 OSPFv2 はすべての再配布されたルート を取り消します。 OSPFv2 が追加の再配布され
たルート を受け付ける前に、 この状況を解消する必要があ り ます。

• 任意で、 タ イムアウ ト期間を設定できます。

はじめる前に 

OSPF がイネーブルになっているこ とを確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf id | rip id | static} route-map map-name

4. redistribute maximum-prefix max [threshold] [warning-only | withdraw [num-retries timeout]] 

5. （任意） show running-config ospf
6. （任意） copy running-config startup-config

ステップ 5 default-metric cost

例 ：
switch(config-router)# default-metric 25

再配布されたルート のコス ト  メ ト リ ッ クを設定し
ます。 このコマン ドは、 直接接続されたルート に
は適用されません。 ルート  マップを使用して、 直
接接続されたルート のデフォル ト のメ ト リ ッ クを
設定します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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第 5 章      OSPFv2 の設定

高度な OSPFv2 の設定
手順の詳細

次に、 OSPF に再配布されるルー ト の数を制限する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router)# redistribute maximum-prefix 1000 75

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv2 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 redistribute {bgp id | direct | eigrp id 
| isis id | ospf id | rip id | static} 
route-map map-name

例 ：
switch(config-router)# redistribute bgp 
route-map FilterExternalBGP

設定したルート  マップ経由で、 選択したプロ ト コ
ルを  OSPF に再配布します。

ステップ 4 redistribute maximum-prefix max 
[threshold] [warning-only | withdraw 
[num-retries timeout]] 

例 ：
switch(config-router)# redistribute 
maximum-prefix 1000 75 warning-only

OSPFv2 が配布するプレフ ィ ッ ク スの最大数を指
定します。 範囲は 1 ～ 65535 です。 任意で次のオ
プシ ョ ンを指定します。

• threshold ： 警告メ ッセージを ト リ ガーする最
大プレフ ィ ク ス数のパーセンテージ。

• warning-only ： プレフ ィ ッ ク スの最大数を超
えたと きに警告メ ッセージを記録します。

• withdraw ： 再配布されたすべてのルート を取
り消します。 任意で再配布されたルート を取
得しよ う と試みます。num-retries の範囲は 1 ～ 
12 です。 timeout は 60 ～ 600 秒です。 デフォル
トは 300 秒です。 clear ip ospf redistribution コ
マンドは、 すべてのルートが取り消された場
合に使用します。

ステップ 5 show running-config ospf 

例 ：
switch(config-router)# show 
running-config ospf

（任意） OSPFv2 の設定を表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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高度な OSPFv2 の設定
ルート集約の設定

集約されたアド レス範囲を設定して、 エ リ ア間ルート のルート集約を設定できます。 また、
ASBR 上のこれらのルート の集約アド レスを設定して、 外部の再配布されたルート のルート集
約を設定する こ と もできます。 詳細については、 「ルー ト集約」 （P.5-11） を参照して ください。 

はじめる前に 

OSPF がイネーブルになっているこ とを確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id range ip-prefix/length [no-advertise] [cost cost]

または

4. summary-address ip-prefix/length [no-advertise | tag tag-id]

5. （任意） show ip ospf summary-address 
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv2 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 area area-id range ip-prefix/length 
[no-advertise] [cost cost]

例 ：
switch(config-router)# area 0.0.0.10 
range 10.3.0.0/16 

一定の範囲のアド レスの集約アド レスを  ABR 上
に作成します。 この集約アド レスをネッ ト ワーク
集約 （タ イプ 3） LSA にアドバタ イズしないよ う
にする こ と もできます。 cost の範囲は 0 ～ 
16777215 です。

ステップ 4 summary-address ip-prefix/length 
[no-advertise | tag tag]

例 ：
switch(config-router)# summary-address 
10.5.0.0/16 tag 2

一定の範囲のアド レスの集約アド レスを  ASBR 上
に作成します。 ルー ト  マップによる再配布で使用
できるよ う 、 この集約アド レスにタグを割り当て
る こ と もできます。
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高度な OSPFv2 の設定
次に、 ABR 上のエ リ ア間の集約アド レスを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 range 10.3.0.0/16
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、 ASBR 上の集約アド レスを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# summary-address 10.5.0.0/16
switch(config-router)# no discard-route internal
switch(config-router)# copy running-config startup-config

スタブ ルート  アドバタイズメン トの設定

短期間だけ、 このルータ経由の OSPFv2 ト ラフ ィ ッ クを制限する場合は、 スタブ ルート  アドバ
タイズ メ ン ト を使用します。 詳細については、 「OSPFv2 スタブ ルータ  アドバタイズ メ ン ト 」
（P.5-12） を参照して ください。 

スタブ ルート  アドバタイズ メ ン トは、 省略可能な次のパラ メータで設定できます。

• On startup ： 指定した宣言期間だけ、 スタブ ルート  アドバタ イズ メ ン ト を送信します。

• Wait for BGP ： BGP がコンバージェンスするまで、 スタブ ルート  アドバタ イズ メ ン ト を送
信します。

（注） ルータの実行コンフ ィギュレーシ ョ ンがグレースフル シャ ッ ト ダウンを行う よ う設定されてい
る場合は、 その実行コンフ ィギュレーシ ョ ンを保存しないでください。 保存する と、 ルータ
が、 リ ロード後に最大メ ト リ ッ クをアドバタ イズし続ける こ とにな り ます。

はじめる前に 

OSPF がイネーブルになっているこ とを確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. max-metric router-lsa [external-lsa [max-metric-value]] [include-stub] [on-startup {seconds | 
wait-for bgp tag}] [summary-lsa [max-metric-value]]

4. （任意） copy running-config startup-config

ステップ 5 show ip ospf summary-address

例 ：
switch(config-router)# show ip ospf 
summary-address

（任意） OSPF 集約アド レスに関する情報を表示し
ます。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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高度な OSPFv2 の設定
手順の詳細

次に、起動時にスタブ ルータ  アドバタ イズ メ ン ト を、デフォル ト の 600 秒間イネーブルにする
例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# max-metric router-lsa on-startup 
switch(config-router)# copy running-config startup-config

ルートのアド ミニスト レーティブ ディスタンスの設定

OSPFv2 によって RIB に追加されるルート のアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスを設定でき
ます。

アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスは、 ルーテ ィ ング情報源の信頼性を示す評価基準です。
値が高いほど信頼性の評価は低くな り ます。 一般的にルートは、 複数のルーテ ィ ング  プロ ト コ
ルを通じて検出されます。 アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスは、 複数のルーテ ィ ング  プ
ロ ト コルから学習したルート を区別するために使用されます。 最もアド ミ ニス ト レーテ ィブ 
ディ スタンスが低いルート が IP ルーティ ング  テーブルに組み込まれます。

はじめる前に 

OSPF がイネーブルになっているこ とを確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15） を参照）。

この機能に関する注意事項と制約事項については、 「OSPFv2 に関する注意事項および制約事
項」 （P.5-14） を参照して ください。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv2 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 max-metric router-lsa [external-lsa 
[max-metric-value]] [include-stub] 
[on-startup {seconds | wait-for bgp 
tag}] [summary-lsa [max-metric-value]]

例 ：
switch(config-router)# max-metric 
router-lsa

OSPFv2 スタブ ルート  アドバタイズ メ ン ト を設定
します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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第 5 章      OSPFv2 の設定

高度な OSPFv2 の設定
手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. [no] table-map map-name

4. exit
5. route-map map-name [permit | deny] [seq]

6. match route-type route-type

7. match ip route-source prefix-list name

8. match ip address prefix-list name

9. set distance value

10. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv2 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 [no] table-map map-name

例 ：
switch(config-router)# table-map foo

OSPFv2 ルート を  RIB に送信する前に、 OSPFv2 
ルート をフ ィルタ リ ングまたは変更するポ リ シー
を設定します。 マップ名には最大 63 文字の英数
字を入力できます。

ステップ 4 exit

例 ：
switch(config-router)# exit
switch(config)#

ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを終了し
ます。

ステップ 5 route-map map-name [permit | deny] [seq] 

例 ：
switch(config)# route-map foo permit 10
switch(config-route-map)# 

ルート  マップを作成するか、または既存のルート  
マップに対応するルート  マップ コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを開始します。 seq を使用し
て、 ルート  マップ エン ト リ を順序付けます。

（注） permit オプシ ョ ンで、 ディ スタンスを設
定する こ とができます。 deny オプシ ョ ン
を使用する と、 デフォル ト のディ スタンス
が適用されます。
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高度な OSPFv2 の設定
次に、 OSPFv2 アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスについて、 エ リ ア間ルート を  150、 外部
ルート を  200、およびプレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト  p1 内のすべてのプレフ ィ ッ ク スを  190 に設定する
例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# table-map foo
switch(config-router)# exit
switch(config)# route-map foo permit 10
switch(config-route-map)# match route-type inter-area
switch(config-route-map)# set distance 150
switch(config)# route-map foo permit 20
switch(config-route-map)# match route-type external
switch(config-route-map)# set distance 200
switch(config)# route-map foo permit 30
switch(config-route-map)# match ip route-source prefix-list p1
switch(config-route-map)# match ip address prefix-list p1
switch(config-route-map)# set distance 190

ステップ 6 match route-type route-type

例 ：
switch(config-route-map)# match 
route-type external

次のルート  タ イプのいずれかと照合します。

• external ： 外部ルート （BGP、 EIGRP、 OSPF 
タ イプ 1 または 2）

• inter-area ： OSPF エ リ ア間ルート

• internal ： 内部ルート （OSPF エ リ ア内または
エ リ ア間ルート を含む）

• intra-area ： OSPF エ リ ア内ルート

• nssa-external ： NSSA 外部ルート （OSPF タ イ
プ 1 または 2）

• type-1 ： OSPF 外部タイプ 1 ルート

• type-2 ： OSPF 外部タイプ 2 ルート

ステップ 7 match ip route-source prefix-list name

例 ：
switch(config-route-map)# match ip 
route-source prefix-list p1

1 つまたは複数の IP プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト に対し
て、 ルー ト の IPv4 ルート送信元アド レスまたは
ルータ  ID と照合します。 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト
は ip prefix-list コマン ドを使用して作成します。

ステップ 8 match ip address prefix-list name

例 ：
switch(config-route-map)# match ip 
address prefix-list p1

1 つまたは複数の IPv4 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト と照
合。 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト は ip prefix-list コマン
ドを使用して作成します。

ステップ 9 set distance value

例 ：
switch(config-route-map)# set distance 
150

OSPFv2 のルート のアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ
スタンスを設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 
255 です。

ステップ 10 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-route-map)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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高度な OSPFv2 の設定
デフォルト  タイマーの変更

OSPFv2 には、 プロ ト コル メ ッセージの動作および SPF 計算を制御する数多くのタ イマーが含
まれます。 OSPFv2 には、 省略可能な次のタイマー パラ メータが含まれます。

• LSA arrival time ： ネイバーから着信する  LSA 間で許容される最小間隔を設定します。 この
時間よ り短時間で到着する  LSA はド ロ ップされます。

• Pacing LSAs ： LSA が集められてグループ化され、 リ フレ ッシュ されて、 チェ ッ クサムが計
算される間隔、 つま り期限切れとなる間隔を設定します。 このタ イマーは、 LSA 更新が実
行される頻度を制御し、 LSA 更新メ ッセージで送信される  LSA 更新の数を制御します
（「フラ ッディ ングと  LSA グループ ペーシング」 （P.5-7） を参照）。

• Throttle LSAs ： LSA 生成のレート制限を設定します。 このタ イマーは、 ト ポロジが変更さ
れた後に LSA が生成される頻度を制御します。

• Throttle SPF calculation ： SPF 計算の実行頻度を制御します。

インターフェイス  レベルでは、 次のタ イマーも制御できます。

• Retransmit interval ： 連続する  LSA 間の推定時間間隔を設定します。

• Transmit delay ： LSA をネイバーに送信する推定時間を設定します。

hello 間隔とデッ ド  タ イマーに関する情報の詳細については、 「OSPFv2 でのネッ ト ワークの設
定」 （P.5-18） を参照して ください。

はじめる前に 

OSPF がイネーブルになっているこ とを確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. timers lsa-arrival msec

4. timers lsa-group-pacing seconds

5. timers throttle lsa start-time hold-interval max-time 

6. timers throttle spf delay-time hold-time

7. interface type slot/port

8. ip ospf hello-interval seconds

9. ip ospf dead-interval seconds

10. ip ospf retransmit-interval seconds

11. ip ospf transmit-delay seconds

12. （任意） show ip ospf
13. （任意） copy running-config startup-config
5-41
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 5 章      OSPFv2 の設定    
高度な OSPFv2 の設定
手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv2 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 timers lsa-arrival msec

例 ：
switch(config-router)# timers 
lsa-arrival 2000

LSA 到着時間を ミ リ秒で設定します。 指定できる
範囲は 10 ～ 600000 です。 デフォル トは 1000 ミ
リ秒です。

ステップ 4 timers lsa-group-pacing seconds

例 ：
switch(config-router)# timers 
lsa-group-pacing 200

LSA がグループ化される間隔を秒で設定します。
指定できる範囲は 1 ～ 1800 です。 デフォル トは 
10 秒です。

ステップ 5 timers throttle lsa start-time 
hold-interval max-time

例 ：
switch(config-router)# timers throttle 
lsa 3000

次のタイマーを使用して、 LSA 生成のレート制限
を ミ リ秒で設定します。

start-time ： 指定できる範囲は 0 ～ 5000 ミ リ秒で
す。 デフォル ト値は 0 ミ リ秒です。

hold-interval ： 指定できる範囲は 50 ～ 30,000 ミ リ
秒です。 デフォル ト値は 5000 ミ リ秒です。

max-time ： 指定できる範囲は 50 ～ 30,000 ミ リ秒
です。 デフォル ト値は 5000 ミ リ秒です。

ステップ 6 timers throttle spf delay-time hold-time 
max-wait

例 ：
switch(config-router)# timers throttle 
spf 3000 2000 4000

SPF 最適パス  スケジュール初期遅延時間と、 各 
SPF 最適パス計算間の最小ホールド  タ イム （秒単
位） を設定します。指定できる範囲は 1 ～ 600000 
です。 デフォル トは、 遅延時間なし、 およびホー
ルド  タ イム  5000 ミ リ秒です。

ステップ 7 interface type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 8 ip ospf hello-interval seconds

例 ：
switch(config-if)# ip ospf 
hello-interval 30

このインターフェイスの hello 間隔を設定します。
範囲は 1 ～ 65535 です。 デフォル トは 10 です。

ステップ 9 ip ospf dead-interval seconds

例 ：
switch(config-if)# ip ospf dead-interval 
30

このインターフェイスのデッ ド間隔を設定しま
す。 範囲は 1 ～ 65535 です。
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高度な OSPFv2 の設定
次に、 lsa-group-pacing オプシ ョ ンで LSA フラ ッディ ングを制御する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# timers lsa-group-pacing 300
switch(config-router)# copy running-config startup-config

グレースフル リスタートの設定

グレースフル リ スター トは、 デフォル ト でイネーブルにされています。 OSPFv2 インスタンス
のグレースフル リ スター ト には、 省略可能な次のパラ メータを設定できます。

• Grace period ： グレースフル リ スター ト の開始後に、 ネイバーが隣接関係を解消するまでに
待つ時間を設定します。

• Helper mode disabled ： ローカル OSPFv2 インスタンスのヘルパー モードをディセーブルに
します。 OSPFv2 は、 ネイバーのグレースフル リ スター ト には関与しません。

• Planned graceful restart only ： 予定された再起動の場合にだけグレースフル リ スター ト がサ
ポート されるよ うに OSPFv2 を設定します。

はじめる前に 

OSPF がイネーブルになっているこ とを確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15） を参照）。

すべてのネイバーで、 一致した省略可能なパラ メータ一式と と もにグレースフル リ スター ト が
設定されている こ と を確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. graceful-restart

ステップ 10 ip ospf retransmit-interval seconds

例 ：
switch(config-if)# ip ospf 
retransmit-interval 30

このインターフェイスから送信される各 LSA 間
の推定時間間隔を設定します。 範囲は 1 ～ 65535 
です。 デフォル トは 5 です。

ステップ 11 ip ospf transmit-delay seconds

例 ：
switch(config-if)# ip ospf 
transmit-delay 600
switch(config-if)#

LSA をネイバーに送信する推定時間間隔を秒で設
定します。 指定できる範囲は 1 ～ 450 です。 デ
フォル トは 1 です。

ステップ 12 show ip ospf 

例 ：
switch(config-if)# show ip ospf 

（任意） OSPF に関する情報を表示します。

ステップ 13 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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高度な OSPFv2 の設定
4. （任意） graceful-restart grace-period seconds

5. （任意） graceful-restart helper-disable 
6. （任意） graceful-restart planned-only 

7. （任意） show ip ospf instance-tag 

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv2 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 graceful-restart

例 ：
switch(config-router)# graceful-restart

グレースフル リ スター ト をイネーブルにします。
グレースフル リ スター トは、 デフォル ト でイネー
ブルにされています。

ステップ 4 graceful-restart grace-period seconds

例 ：
switch(config-router)# graceful-restart 
grace-period 120

（任意） 猶予期間を秒で設定します。 指定できる
範囲は 5 ～ 1800 です。 デフォル トは 60 秒です。

ステップ 5 graceful-restart helper-disable

例 ：
switch(config-router)# graceful-restart 
helper-disable

（任意） ヘルパー モードをディセーブルにします。
この機能は、 デフォル ト でイネーブルにされてい
ます。

ステップ 6 graceful-restart planned-only

例 ：
switch(config-router)# graceful-restart 
planned-only

（任意） 予定された再起動時にだけグレースフル 
リ スター ト を設定します。

ステップ 7 show ip ospf instance-tag 

例 ：
switch(config-if)# show ip ospf 201 

（任意） OSPF 情報を表示します。

ステップ 8 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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高度な OSPFv2 の設定
次に、 ディセーブルにされているグレースフル リ スター ト をイネーブルにし、 猶予期間を  120 
秒に設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# graceful-restart
switch(config-router)# graceful-restart grace-period 120
switch(config-router)# copy running-config startup-config

OSPFv2 インスタンスの再起動

OSPFv2 インスタンスを再起動できます。 この処理では、 インスタンスのすべてのネイバーが
消去されます。

OSPFv2 インスタンスを再起動して、 関連付けられたすべてのネイバーを削除するには、 次の
コマン ドを使用します。

仮想化による OSPFv2 の設定

複数の OSPFv2 インスタンスを設定できます。 また、 複数の VRF を作成し、 各 VRF で同じ  
OSPFv2 インスタンスまたは複数の OSPFv2 インスタンスを使用する こ と もできます。 VRF に
は OSPFv2 インターフェイスを割り当てます。

（注） インターフェイスの VRF を設定した後に、 インターフェイスの他のすべてのパラ メータを設
定します。 インターフェイスの VRF を設定する と、 そのインターフェイスのすべての設定が
削除されます。

はじめる前に 

OSPF がイネーブルになっているこ とを確認します （「OSPFv2 のイネーブル化」 （P.5-15） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf_name

3. router ospf instance-tag

4. vrf vrf-name

5. （任意） maximum-paths paths
6. interface interface-type slot/port

7. vrf member vrf-name

8. ip-address ip-prefix/length

コマンド 目的

restart ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# restart ospf 201

OSPFv2 インスタンスを再起動して、 すべての
ネイバーを削除します。
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高度な OSPFv2 の設定
9. router ospf instance-tag area area-id

10. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 vrf context vrf-name

例 ：
switch(config)# vrf context 
RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

新しい VRF を作成し、 VRF コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードを開始します。

ステップ 3 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config-vrf)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv2 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 4 vrf vrf-name

例 ：
switch(config-router)# vrf 
RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)#

VRF コンフ ィギュレーシ ョ ン モードを開始します。

ステップ 5 maximum-paths paths

例 ：
switch(config-router-vrf)# maximum-paths 
4

（任意） この VRF のルート  テーブル内の宛先へ
の、 同じ  OSPFv2 パスの最大数を設定します。 こ
の機能は、 ロード  バランシングに使用されます。

ステップ 6 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config-router-vrf)# interface 
ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 7 vrf member vrf-name

例 ：
switch(config-if)# vrf member 
RemoteOfficeVRF

このインターフェイスを  VRF に追加します。

ステップ 8 ip address ip-prefix/length

例 ：
switch(config-if)# ip address 
192.0.2.1/16

このインターフェイスの IP アド レスを設定しま
す。 このステップは、 このインターフェイスを  
VRF に割り当てたあとに行う必要があ り ます。

ステップ 9 ip router ospf instance-tag area area-id

例 ：
switch(config-if)# ip router ospf 201 
area 0

このインターフェイスを  OSPFv2 インスタンスお
よび設定エ リ アに割り当てます。
5-46
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 5 章      OSPFv2 の設定

OSPFv2 設定の確認
次に、 VRF を作成して、 その VRF にインターフェイスを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context NewVRF
switch(config)# router ospf 201
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# vrf member NewVRF
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0
switch(config)# copy running-config startup-config

OSPFv2 設定の確認
OSPFv2 の設定を表示するには、 次のいずれかの作業を行います。

ステップ 10 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

コマンド 目的

show ip ospf OSPFv2 設定を表示します。

show ip ospf border-routers [vrf 
{vrf-name | all | default | management}]

OSPFv2 境界ルータ設定を表示します。

show ip ospf database [vrf {vrf-name | all 
| default | management}]

OSPFv2 リ ンク ステー ト  データベースの要約を表示
します。

show ip ospf interface number [vrf 
{vrf-name | all | default | management}]

OSPFv2 インターフェイス設定を表示します。

show ip ospf lsa-content-changed-list 
neighbor-id interface-type number [vrf 
{vrf-name | all | default | management}]

変更された OSPFv2 LSA を表示します。

show ip ospf neighbors [neighbor-id] 
[detail] [interface-type number] [vrf 
{vrf-name | all | default | management}] 
[summary]

OSPFv2 ネイバーの一覧を表示します。

show ip ospf request-list neighbor-id 
interface-type number [vrf {vrf-name | all 
| default | management}]

OSPFv2 リ ンク ステー ト要求の一覧を表示します。

show ip ospf retransmission-list 
neighbor-id interface-type number [vrf 
{vrf-name | all | default | management}]

OSPFv2 リ ンク ステー ト再送の一覧を表示します。

show ip ospf route [ospf-route] 
[summary] [vrf {vrf-name | all | default | 
management}]

内部 OSPFv2 ルート を表示します。

show ip ospf summary-address [vrf 
{vrf-name | all | default | management}]

OSPFv2 集約アド レスに関する情報を表示します。
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OSPFv2 のモニタ リング
OSPFv2 のモニタリング
OSPFv2 統計情報を表示するには、 次のコマン ドを使用します。

OSPFv2 の設定例
次に、 OSPFv2 を設定する例を示します。

feature ospf
router ospf 201
 router-id 290.0.2.1

interface ethernet 1/2
 ip router ospf 201 area 0.0.0.10
 ip ospf authentication
 ip ospf authentication-key 0 mypass

OSPF RFC 互換モードの例

次に、 RFC 1583 互換ルータ と互換性を持つよ うに OSPF を設定する例を示します。

（注） RFC1583 互換の OSPF のみを実行するルータに接続するすべての VRF で、 RFC 1583 の互換性
を設定する必要があ り ます。

show ip ospf virtual-links [brief] [vrf 
{vrf-name | all | default | management}]

OSPFv2 仮想リ ンクに関する情報を表示します。

show ip ospf vrf {vrf-name | all | default | 
management}

VRF ベースの OSPFv2 設定に関する情報を表示しま
す。

show running-configuration ospf 現在実行中の OSPFv2 設定を表示します。

コマンド 目的

コマンド 目的

show ip ospf policy statistics area area-id 
filter-list {in | out} [vrf {vrf-name | all | 
default | management}]

エ リ アの OSPFv2 ルート  ポ リ シー統計情報を表示し
ます。

show ip ospf policy statistics redistribute 
{bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf id | 
rip id | static} [vrf {vrf-name | all | default 
| management}]

OSPFv2 ルート  ポ リ シー統計情報を表示します。

show ip ospf statistics [vrf {vrf-name | all 
| default | management}]

OSPFv2 イベン ト  カウンタを表示します。

show ip ospf traffic [interface-type 
number] [vrf {vrf-name | all | default | 
management}]

OSPFv2 パケッ ト  カウンタを表示します。
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その他の参考資料
switch# configure terminal
switch(config)# feature ospf
switch(config)# router ospf Test1
switch(config-router)# rfc1583compatibility
switch(config-router)# vrf A
switch(config-router-vrf)# rfc1583compatibility

その他の参考資料
OSPF の実装に関する詳細情報については、 次のページを参照して ください。

• 「関連資料」 （P.5-49）

• 「MIB」 （P.5-49）

関連資料

MIB 

関連項目 マニュアル タイ トル

IPv6 ネッ ト ワーク向け OSPFv3 第 6 章 「OSPFv3 の設定」

ルー ト  マップ 第 15 章 「Route Policy Manager の設定」

MIB MIB のリンク

OSPFv2 に関連する  MIB サポート されている  MIB を検索およびダウンロードするに
は、 次の URL にアクセスして ください。

ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/Nexus9000MI
BSupportList.html
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その他の参考資料
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第 章6

OSPFv3 の設定

この章では、 Cisco NX-OS デバイスで IPv6 ネッ ト ワーク用の Open Shortest Path First version 3
（OSPFv3） を設定する方法について説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「OSPFv3 について」 （P.6-1）

• 「OSPFv3 のラ イセンス要件」 （P.6-13）

• 「OSPFv3 の前提条件」 （P.6-14）

• 「OSPFv3 の注意事項および制約事項」 （P.6-14）

• 「デフォル ト設定値」 （P.6-15）

• 「基本的 OSPFv3 の設定」 （P.6-16）

• 「高度な OSPFv3 の設定」 （P.6-22）

• 「OSPFv3 設定の確認」 （P.6-45）

• 「OSPFv3 のモニタ リ ング」 （P.6-45）

• 「OSPFv3 の設定例」 （P.6-46）

• 「関連項目」 （P.6-46）

• 「その他の関連資料」 （P.6-46）

OSPFv3 について
OSPFv3 は、 IETF リ ンク ステー ト  プロ ト コル （「概要」 （P.1-1） を参照） です。 OSPFv3 ルータ
は、 hello パケッ ト と呼ばれる特別なメ ッセージを各 OSPF イネーブル インターフェイスに送信
して、 他の OSPFv3 隣接ルータを探索します。 ネイバー ルータが発見される と、 この 2 台の
ルータは hello パケッ ト の情報を比較して、 両者の設定に互換性のあるかど うかを判定します。
これらのネイバー ルータは隣接を確立しよ う と します。 つま り、 両者の リ ンク ステー ト  デー
タベースを同期させて、 確実に同じ  OSPFv3 ルーティ ング情報を持つよ うにします。 隣接ルー
タは、 各リ ンクの稼働状態に関する情報、 リ ンクのコス ト 、 およびその他のあらゆるネイバー
情報を含むリ ンク ステー ト  アドバタ イズ メ ン ト （LSA） を共有します。 これらのルータはその
後、受信した LSA をすべての OSPF イネーブル インターフェイスにフラ ッディ ングします。 こ
れによ り、 すべての OSPFv3 ルータの リ ンク ステー ト  データベースが最終的に同じにな り ま
す。 すべての OSPFv3 ルータの リ ンク ステー ト  データベースが同じになる と、 ネッ ト ワークは
収束されます （「コンバージェンス」 （P.1-6） を参照）。 その後、 各ルータは、 ダイ ク ス ト ラの
最短パス優先 （SPF） アルゴ リ ズムを使用して、 自身のルート  テーブルを構築します。
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OSPFv3 について
OSPFv3 ネッ ト ワークは、 複数のエ リ アに分割できます。 ルータは、 ほとんどの LSA を  1 つの
エ リ ア内だけに送信するため、 OSPF 対応ルータの CPU と メモ リの要件が緩やかにな り ます。

OSPFv3 は IPv6 をサポート しています。 IPv4 向けの OSPF の詳細については、第 5 章 「OSPFv2 
の設定」 を参照して ください。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「OSPFv3 と  OSPFv2 の比較」 （P.6-2）

• 「hello パケッ ト 」 （P.6-2）

• 「ネイバー」 （P.6-3）

• 「隣接」 （P.6-4）

• 「指定ルータ」 （P.6-4）

• 「エ リ ア」 （P.6-5）

• 「 リ ン ク ステー ト  アドバタ イズ メ ン ト 」 （P.6-6）

• 「マルチエ リ ア隣接関係 （Multi-Area Adjacency）」 （P.6-8）

• 「OSPFv3 と  IPv6 ユニキャス ト  RIB」 （P.6-9）

• 「ア ド レス  ファ ミ リ のサポート 」 （P.6-9）

• 「高度な機能」 （P.6-9）

OSPFv3 と  OSPFv2 の比較

OSPFv3 プロ ト コルの大半は OSPFv2 と同じです。 OSPFv3 は RFC 2740 に記載されています。

OSPFv3 プロ ト コルと  OSPFv2 プロ ト コルの重要な相違点は、 次のとおりです。

• OSPFv2 を拡張した  OSPFv3 では、 IPv6 ルーテ ィ ング  プレフ ィ ッ ク ス とサイズの大きい 
IPv6 アド レスのサポート を提供しています。

• OSPFv3 の LSA は、 アド レス とマス クではな く、 プレフ ィ ッ ク ス とプレフ ィ ッ ク ス長と し
て表現されます。

• ルータ  ID とエ リ ア  ID は 32 ビッ ト数で、 IPv6 アド レス とは無関係です。

• OSPFv3 では、 ネイバー探索およびその他の機能に リ ンク ローカル IPv6 アド レスを使用し
ます。

• OSPFv3 は、 IPv6 認証ト レーラ （RFC 6506） または IPSec （RFC 4552） を使用できます。
ただし、 どちらのオプシ ョ ンも  Cisco NX-OS ではサポート されません。

• OSPFv3 では、 LSA タ イプが再定義されています。

hello パケッ ト

OSPFv3 ルータは、 すべての OSPF イネーブル インターフェイスに hello パケッ ト を定期的に送信し
ます。 ルータがこの hello パケッ ト を送信する頻度は、 インターフェイスごとに設定された hello 間
隔によ り決定されます。 OSPFv3 は、 hello パケッ ト を使用して、 次のタスクを実行します。

• ネイバー探索

• キープアラ イブ

• 双方向通信

• 指定ルータの選定 （「指定ルータ」 （P.6-4） を参照）
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hello パケッ ト には、 リ ンクの OSPFv3 コス ト割り当て、 hello 間隔、 送信元ルータのオプシ ョ ン
機能など、 送信元の OSPFv3 インターフェイス とルータに関する情報が含まれます。 これらの 
hello パケッ ト を受信する  OSPFv3 インターフェイスは、 設定に受信インターフェイスの設定と
の互換性があるかど うかを判定します。 互換性のあるインターフェイスはネイバーと見なさ
れ、 ネイバー テーブルに追加されます （「ネイバー」 （P.6-3） を参照）。

hello パケッ ト には、 送信元インターフェイスが通信したルータのルータ  ID の リ ス ト も含まれ
ます。 受信インターフェイスが、 この リ ス ト で自身の ID を見つけた場合は、 2 つのインター
フェイス間で双方向通信が確立されます。

OSPFv3 は、 hello パケッ ト をキープアラ イブ メ ッセージと して使用して、 ネイバーが通信を継
続中であるかど うかを判定します。 ルータが設定されたデッ ド間隔 （通常は hello 間隔の倍数）
で hello パケッ ト を受信しない場合、 そのネイバーはローカル ネイバー テーブルから削除され
ます。

ネイバー

ネイバーと見なされるためには、 OSPFv3 インターフェイスが リ モー ト  インターフェイス との
互換性を持つよ う設定されている必要があ り ます。 この 2 つの OSPFv3 インターフェイスで、
次の基準が一致している必要があ り ます。

• hello 間隔

• デッ ド間隔

• エ リ ア  ID （「エ リ ア」 （P.6-5） を参照）

• オプシ ョ ン機能

一致する場合は、 次の情報がネイバー テーブルに入力されます。

• ネイバー ID ： ネイバー ルータのルータ  ID

• 優先度 ： ネイバー ルータの優先度。 プラ イオ リ テ ィは、 指定ルータの選定 （「指定ルータ」
（P.6-4） を参照） に使用されます。

• 状態 ： ネイバーから通信があったか、 双方向通信の確立処理中であるか、 リ ンク ステー ト
情報を共有しているか、 または完全な隣接関係が確立されたかを示します。

• デッ ド  タ イム ： このネイバーから最後の hello パケッ ト を受信したあとに経過した時間を
示します。

• リ ンク ローカル IPv6 アド レス ： ネイバーの リ ンク ローカル IPv6 アド レス

• 指定ルータ ： ネイバーが指定ルータ、 またはバッ クアップ指定ルータ と して宣言されたか
ど うかを示します （「指定ルータ」 （P.6-4） を参照）。

• ローカル インターフェイス ： このネイバーの hello パケッ ト を受信したローカル インター
フェイス。

最初の hello パケッ トが新規ネイバーから受信される と、 そのネイバーは、 初期化状態のネイ
バー テーブルに入力されます。 いったん双方向通信が確立される と、 ネイバー状態は双方向とな
り ます。 2 つのインターフェイスが互いのリ ンクステート  データベースを交換するため、 次に 
ExStart および交換状態とな り ます。 これらがすべて完了する と、 ネイバーは完全な状態へと移行
し、 これが完全な隣接関係とな り ます。 ネイバーがデッ ド間隔内にいずれかの hello パケッ ト を
送信できない場合、 ネイバーはダウン状態に移行され、 隣接とは見なされなくな り ます。
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隣接

すべてのネイバーが隣接関係を確立するわけではあ り ません。 ネッ ト ワーク  タイプと確立された
指定ルータに応じて、 完全な隣接関係を確立して、 すべてのネイバーと  LSA を共有するものと、
そ うでないものがあ り ます。 詳細については、 「指定ルータ」 （P.6-4） を参照して ください。 

隣接関係は、 OSPFv3 のデータベース説明パケッ ト 、 リ ンク状態要求パケッ ト 、 およびリ ンク
状態更新パケッ ト を使用して確立されます。 データベース説明パケッ ト には、 ネイバーの リ ン
ク ステー ト  データベースからの LSA ヘッダーが含まれます （「 リ ンク ステー ト  データベース」
（P.6-8） を参照）。 ローカル ルータは、 これらのヘッダーを自身の リ ンク ステー ト  データベー
ス と比較して、 新規の LSA か、 更新された LSA かを判定します。 ローカル ルータは、 新規ま
たは更新の情報を必要とする各 LSA について、 リ ンク状態要求パケッ ト を送信します。 これに
対し、 ネイバーはリ ンク状態更新パケッ ト を返信します。 このパケッ ト交換は、 両方のルータ
の リ ンク ステー ト情報が同じになるまで継続します。

指定ルータ

複数のルータを含むネッ ト ワークは、 OSPFv3 特有の状況です。 すべてのルータがネッ ト ワー
クで LSA をフラ ッディ ングした場合は、 同じ リ ンク ステー ト情報が複数の送信元から送信され
ます。 ネッ ト ワークのタ イプに応じて、 OSPFv3 は指定ルータ （DR） とい う  1 台のルータを使
用して、 LSA のフラ ッディ ングを制御し、 OSPFv3 の残りの部分に対してネッ ト ワークを代表
する場合があ り ます （「エ リ ア」 （P.6-5） を参照）。 DR がダウンした場合、 OSPFv3 はバッ ク
アップ指定ルータ （BDR） を選択します。 DR がダウンする と、 OSPFv3 はこの BDR を使用し
ます。

ネッ ト ワーク  タ イプは次のとおりです。

• ポイン ト ツーポイン ト ： 2 台のルータ間にのみ存在するネッ ト ワーク。 ポイン ト ツーポイ
ン ト  ネッ ト ワーク上の全ネイバーは隣接関係を確立し、 DR は存在しません。

• ブロードキャス ト ： ブロードキャス ト  ト ラフ ィ ッ クが可能なイーサネッ ト などの共有メ
ディア上で通信できる複数のルータを持つネッ ト ワーク。 OSPFv3 ルータは DR および 
BDR を確立し、 これらによ り、 ネッ ト ワーク上の LSA フラ ッディ ングを制御します。
OSPFv3 は、よ く知られている  IPv6 マルチキャス ト  アド レス  FF02::5 および MAC アド レス  
0100.5300.0005 を使用して、 ネイバーと通信します。

DR と  BDR は、 hello パケッ ト内の情報に基づいて選択されます。 インターフェイスは hello パ
ケッ ト の送信時に、 どれが DR および BDR かわかっている場合は、 優先フ ィールド と、 DR お
よび BDR フ ィールドを設定します。 ルータは、 hello パケッ ト の DR および BDR フ ィールドで
宣言されたルータ と優先フ ィールドに基づいて、 選定手順を実行します。 最終的に OSPFv3 は、
最も大きいルータ  ID を  DR および BDR と して選択します。

他のルータはすべて  DR および BDR と隣接関係を確立し、 IPv6 マルチキャス ト  アド レス  
FF02::6 を使用して、 LSA 更新情報を  DR と  BDR に送信します。 図 6-1 は、 すべてのルータ と  
DR の間のこの隣接関係を示します。

DR は、 ルータ  インターフェイスに基づいています。 1 つのネッ ト ワークの DR であるルータ
は、 別のインターフェイス上の他のネッ ト ワークの DR となる こ とはできません。
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図 6-1 マルチアクセス ネッ トワークの DR

エリア

OSPFv3 ネッ ト ワークを複数のエ リ アに分割する と、 ルータに要求される  OSPFv3 の CPU と メ
モ リに関する要件を制限できます。 エ リ ア とは、 ルータの論理的な区分で、 OSPFv3 ド メ イン
内に リ ンク して別のサブド メ インを作成します。 LSA フラ ッディ ングはエ リ ア内でのみ発生
し、 リ ンク ステー ト  データベースはエ リ ア内の リ ンクにのみ制限されます。 定義されたエ リ ア
内のインターフェイスには、 エ リ ア  ID を割り当てる こ とができます。 エ リ ア  ID は、 10.2.3.1 
などの、 数字またはド ッ ト付き  10 進表記で表現される  32 ビッ ト値です。

Cisco NX-OS はエ リ アを常にド ッ ト付き  10 進表記で表示します。

OSPFv3 ネッ ト ワーク内に複数のエ リ アを定義する場合は、 0 とい う予約されたエ リ ア  ID を持
つバッ クボーン  エ リ アも定義する必要があ り ます。 エ リ アが複数ある場合は、 1 台以上のルー
タがエ リ ア境界ルータ （ABR） とな り ます。 ABR は、 バッ クボーン  エ リ アと他の 1 つ以上の
定義済みエ リ アの両方に接続します （図 6-2 を参照）。

Router A Router B Router C

Router ERouter D
or DR

= Multi-access network
= Logical connectivity to Designated Router for OSPF 18

29
82
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図 6-2 OSPFv3 エリア

ABR には、 接続するエ リ アご とに個別の リ ンク ステー ト  データベースがあ り ます。 ABR は、
接続したエ リ アの 1 つからバッ クボーン  エ リ アにエ リ ア間プレフ ィ ッ ク ス （タ イプ 3） LSA
（「ルー ト集約」 （P.6-12） を参照） を送信します。 バッ クボーン  エ リ アは、 1 つのエ リ アに関す
る集約情報を別のエ リ アに送信します。 図 6-2 では、 エ リ ア  0 が、 エ リ ア  5 に関する集約情報
をエ リ ア  3 に送信しています。

OSPFv3 では、 自律システム境界ルータ （ASBR） とい う、 も う  1 つのルータ  タイプも定義され
ています。 このルータは、 OSPFv3 エ リ アを別の自律システム （AS） に接続します。 自律システ
ムとは、 単一の技術的管理エンティティによ り制御されるネッ ト ワークです。 OSPFv3 は、 その
ルーティング情報を別の自律システムに再配布したり、 再配布されたルート を別の自律システム
から受信した りできます。 詳細については、 「高度な機能」 （P.6-9） を参照して ください。 

リンクステート  アドバタイズメン ト

OSPFv3 はリ ンク ステー ト  アドバタイズ メ ン ト （LSA） を使用して、 自身のルーティ ング  テー
ブルを構築します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「LSA タ イプ」 （P.6-7）

• 「 リ ン ク  コス ト 」 （P.6-7）

• 「フ ラ ッディ ングと  LSA グループ ペーシング」 （P.6-8）

• 「 リ ン ク ステー ト  データベース」 （P.6-8）

ABR1

ABR2

Area 0 Area 3

Area 5

18
29

83
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表 6-1 は、 Cisco NX-OSでサポー ト される  LSA タ イプを示します。

リンク  コスト

各 OSPFv3 インターフェイスは、 リ ンク  コス ト を割り当てられています。 このコス トは任意の
数字です。 デフォル ト では、 Cisco NX-OS が、 設定された参照帯域幅をインターフェイス帯域
幅で割った値をコス ト と して割り当てます。 デフォル ト では、 参照帯域幅は 40 Gbps です。 リ
ンク  コス トは各リ ンクに対して、 LSA 更新情報で伝えられます。

表 6-1 LSA タイプ

タイプ  名前 説明

1 ルータ  LSA すべてのルータが送信する  LSA。 この LSA には、 すべての リ ンクの
状態と コス ト が含まれますが、 プレフ ィ ッ ク ス情報は含まれません。
ルータ  LSA は SPF 再計算を ト リ ガーします。 ルータ  LSA はローカ
ル OSPFv3 エ リ アにフラ ッディ ングされます。

2 ネッ ト ワーク  
LSA 

DR が送信する  LSA。 この LSA には、 マルチアクセス  ネッ ト ワーク
内のすべてのルータの一覧が含まれますが、 プレフ ィ ッ ク ス情報は
含まれません。 ネッ ト ワーク  LSA は SPF 再計算を ト リ ガーします。
「指定ルータ」 （P.6-4） を参照して ください。

3 エ リ ア間プレ
フ ィ ッ ク ス  
LSA

ABR が、 ローカル エ リ ア内の宛先ごとに外部エ リ アに送信する  
LSA。 この LSA には、 境界ルータから ローカルの宛先への リ ンク  コ
ス ト が含まれます。 「エ リ ア」 （P.6-5） を参照して ください。

4 エ リ ア間ルー
タ  LSA

エ リ ア境界ルータが外部エ リ アに送信する  LSA。 この LSA は、 リ ン
ク  コス ト を  ASBR のみにアドバタイズします。 「エ リ ア」 （P.6-5） を
参照して ください。

5 AS 外部 LSA ASBR が生成する  LSA。 この LSA には、 外部自律システム宛先への
リ ンク  コス ト が含まれます。 AS 外部 LSA は、 自律システム全体に
わたってフラ ッディ ングされます。 「エ リ ア」 （P.6-5） を参照して く
ださい。

7 タ イプ 7 LSA ASBR が NSSA 内で生成する  LSA。 この LSA には、 外部自律システ
ム宛先への リ ンク  コス ト が含まれます。 タ イプ 7 LSA は、 ローカル 
NSSA 内のみでフラ ッディ ングされます。 「エ リ ア」 （P.6-5） を参照
して ください。

8 リ ンク  LSA すべてのルータが、 リ ンク ローカル フラ ッディ ング  スコープを使用
して送信する  LSA （「フ ラ ッディ ングと  LSA グループ ペーシング」
（P.6-8） を参照）。 この LSA には、 この リ ンクの リ ンク ローカル ア
ド レス と  IPv6 アド レスが含まれます。

9 エ リ ア内プレ
フ ィ ッ ク ス  
LSA

すべてのルータが送信する  LSA。 この LSA には、 プレフ ィ ッ ク スま
たは リ ンク状態へのあらゆる変更が含まれます。 エ リ ア内プレ
フ ィ ッ ク ス  LSA はローカル OSPFv3 エ リ アにフラ ッディ ングされま
す。 この LSA は SPF 再計算を ト リ ガーしません。

11 猶予 LSA 再起動されるルータが、 リ ンク ローカル フラ ッディ ング  スコープを
使用して送信する  LSA。 この LSA は、 OSPFv3 のグレースフル リ ス
ター ト に使用されます。 「ハイ  アベイ ラビ リ テ ィおよびグレースフ
ル リ スター ト 」 （P.6-12） を参照して ください。
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フラッディングと  LSA グループ ペーシング

OSPFv3 は、 LSA タ イプに応じて、 ネッ ト ワークのさまざまな部分に LSA 更新をフラ ッディ ン
グします。 OSPFv3 は、 次のフラ ッディ ング  スコープを使用します。

• リ ンク  ローカル ： LSA は、 ローカル リ ンク上でのみフラ ッディ ングされます。 リ ンク  
LSA および猶予 LSA に使用されます。

• エ リ アローカル ： LSA は、 単一の OSPF エ リ ア全体にのみフラ ッディ ングされます。 ルー
タ  LSA、 ネッ ト ワーク  LSA、 エ リ ア間プレフ ィ ッ ク ス  LSA、 エ リ ア間ルータ  LSA、 および
エ リ ア内プレフ ィ ッ ク ス  LSA に使用されます。

• AS スコープ ： LSA は、 ルーティ ング  ド メ イン全体にフラ ッディ ングされます。 AS スコー
プは AS 外部 LSA に使用されます。

LSA フラ ッディ ングによ り、 ネッ ト ワーク内のすべてのルータが同じルーテ ィ ング情報を持つ
こ とが保証されます。 LSA フラ ッディ ングは、 OSPFv3 エ リ アの設定によ り異な り ます （「エ リ
ア」 （P.6-5） を参照）。 LSA は、 リ ンク ステー ト  リ フレ ッシュ時間に基づいて （デフォル ト で
は 30 分ごとに） フラ ッディ ングされます。 各 LSA には、 リ ンク ステー ト  リ フレ ッシュ時間が
設定されています。

ネッ ト ワークの LSA 更新情報のフラ ッディ ング  レー トは、 LSA グループ ペーシング機能を使
用して制御できます。 LSA グループ ペーシングによ り、 CPU またはバッファの使用率を低下
させる こ とができます。 この機能によ り、同様の リ ンク ステー ト  リ フレ ッシュ時間を持つ LSA 
がグループ化されるため、 OSPFv3 で、 複数の LSA を  1 つの OSPFv3 更新メ ッセージにま とめ
る こ とが可能とな り ます。

デフォル ト では、 相互の リ ンク ステー ト  リ フレ ッシュ時間が 10 秒以内の LSA が、 同じグルー
プに入れられます。 この値は、 大規模な リ ンク ステー ト  データベースでは低く、 小規模のデー
タベースでは高く して、 ネッ ト ワーク上の OSPFv3 負荷を最適化する必要があ り ます。

リンクステート  データベース

各ルータは、 OSPFv3 ネッ ト ワーク用の リ ンク ステー ト  データベースを維持しています。 この
データベースには、 収集されたすべての LSA が含まれ、 ネッ ト ワークを通過するすべてのルー
ト に関する情報が格納されます。 OSPFv3 は、 この情報を使用して、 各宛先への最適なパスを
計算し、 この最適なパスをルーテ ィ ング  テーブルに入力します。

MaxAge と呼ばれる設定済みの時間間隔で受信された LSA 更新情報がまった く ない場合は、 リ
ンク ステー ト  データベースから  LSA が削除されます。 ルータは、 LSA を  30 分ごとに繰り返し
てフラ ッディ ングし、正確な リ ンクステー ト情報が期限切れで削除されるのを防ぎます。 Cisco 
NX-OS は、 すべての LSA が同時に リ フレ ッシュ されるのを防ぐために、 LSA グループ機能を
サポート しています。 詳細については、 「フラ ッディ ングと  LSA グループ ペーシング」 （P.6-8）
を参照して ください。 

マルチエリア隣接関係 （Multi-Area Adjacency）
OSPFv3 マルチエ リ ア隣接関係によ り、 複数のエ リ アにあるプラ イマ リ  インターフェイス上に
リ ンクを設定できます。 この リ ンクは、 それらのエ リ ア内の優先されるエ リ ア内リ ンクにな り
ます。 マルチエ リ ア隣接関係では、 OSPFv3 エ リ アにポイン ト ツーポイン ト の番号なし リ ンク
を確立し、 そのエ リ アに ト ポロジー パスを提供します。 プラ イマ リ隣接関係はリ ンクを使用し
て、ネイバー ステー ト が full の場合に、ルータ  LSA で対応するエ リ アの番号なしポイン ト ツー
ポイン ト  リ ンクをアドバタイズします。
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マルチエ リ ア  インターフェイスは、 OSPF の既存のプラ イマ リ  インターフェイス上の論理構成
体と して存在しますが、 プラ イマ リ  インターフェイス上のネイバー ステー トは、 マルチエ リ
ア  インターフェイス と無関係です。 マルチエ リ ア  インターフェイスはネイバー ルータ上の対
応するマルチエ リ ア  インターフェイス との隣接関係を確立します。 詳細については、 「マルチ
エ リ ア隣接関係の設定」 （P.6-27） を参照して ください。

OSPFv3 と  IPv6 ユニキャスト  RIB
OSPFv3 は、 リ ンク ステー ト  データベースでダイ クス ト ラの SPF アルゴ リ ズムを実行します。
このアルゴ リ ズムによ り、 パス上の各リ ンクの リ ンク  コス ト の合計に基づいて、 各宛先への最
適なパスが選択されます。 選択された各宛先への最短パスが OSPFv3 ルート  テーブルに入力さ
れます。 OSPFv3 ネッ ト ワークが収束する と、 このルート  テーブルは IPv6 ユニキャス ト  ルー
テ ィ ング情報ベース （RIB） にデータを提供します。 OSPFv3 は IPv6 ユニキャス ト  RIB と通信
し、 次の動作を行います。

• ルート の追加または削除

• 他のプロ ト コルからのルート の再配布への対応

• 変更されていない OSPFv3 ルート の削除およびスタブ ルータ  アドバタイズ メ ン ト を行う た
めのコンバージェンス更新情報の提供 （「複数の OSPFv3 インスタンス」 （P.6-13） を参照）

さ らに OSPFv3 は、 変更済みダイ クス ト ラ  アルゴ リ ズムを実行して、 エ リ ア間プレフ ィ ッ ク
ス、 エ リ ア間ルータ、 AS 外部、 タ イプ 7、 およびエ リ ア内プレフ ィ ッ ク ス （タ イプ 3、 4、 5、
7、 8） の各 LSA の変更の高速再計算を行います。

アドレス ファ ミ リのサポート

Cisco NX-OS は、 ユニキャス ト  IPv6 やマルチキャス ト  IPv6 などの複数のアド レス  ファ ミ リ を
サポート しています。 アド レス  ファ ミ リに特有の OSPFv3 機能は、 次のとおりです。

• デフォル ト  ルート

• ルート集約

• ルート の再配布

• 境界ルータのフ ィルタ  リ ス ト

• SPF 最適化

これらの機能の設定時に IPv6 ユニキャス ト  アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モード
を開始するには、 address-family ipv6 unicast コマン ドを使用します。

高度な機能

Cisco NX-OS は、 ネッ ト ワークでの OSPFv3 の可用性やスケーラビ リ テ ィ を向上させる高度な  
OSPFv3 機能をサポート しています。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「ス タブ エ リ ア」 （P.6-10）

• 「Not-So-Stubby エ リ ア」 （P.6-10）

• 「仮想リ ンク」 （P.6-11）

• 「ルー ト の再配布」 （P.6-11）
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• 「ルー ト集約」 （P.6-12）

• 「ハイ  アベイ ラビ リ テ ィおよびグレースフル リ スター ト 」 （P.6-12）

• 「複数の OSPFv3 インスタンス」 （P.6-13）

• 「SPF 最適化」 （P.6-13）

• 「仮想化のサポート 」 （P.6-13）

スタブ エリア

エ リ アをスタブ エ リ アにする と、 エ リ アでフラ ッディ ングされる外部ルーテ ィ ング情報の量を
制限できます。 スタブ エ リ アとは、 AS 外部 （タ イプ 5） LSA （「 リ ンク ステー ト  アドバタ イズ
メ ン ト 」 （P.6-6） を参照） が許可されないエ リ アです。 これらの LSA は通常、 外部ルーティ ン
グ情報を伝播するためにローカル自律システム全体でフラ ッディ ングされます。 スタブ エ リ ア
には、 次の要件があ り ます。

• スタブ エ リ ア内のすべてのルータはスタブ ルータです。 「スタブ ルーテ ィ ング」 （P.1-7）
を参照して ください。

• スタブ エ リ アには ASBR ルータは存在しません。

• スタブ エ リ アには仮想リ ンクを設定できません。

図 6-3 は、 外部自律システムに到達するためにエ リ ア  0.0.0.10 内のすべてのルータが ABR を通
過する必要のある  OSPFv3 自律システムの例を示します。 エ リ ア  0.0.0.10 は、 スタブ エ リ アと
して設定できます。

図 6-3 スタブ エリア

スタブ エ リ アは、 外部自律システムへのバッ クボーン  エ リ アを通過する必要のあるすべての
ト ラフ ィ ッ クにデフォル ト  ルート を使用します。 デフォル ト  ルートは、 プレフ ィ ッ ク ス長が 
IPv6 向けに 0 に設定されたエ リ ア間プレフ ィ ッ ク ス  LSA です。

Not-So-Stubby エリア

Not-So-Stubby Area （NSSA） は、 スタブ エリアに似ていますが、 NSSA では、 再配布を使用して 
NSSA 内で自律システム外部ルート をインポートできる点が異なり ます。 NSSA ASBR はこれらの
ルート を再配布し、 タイプ 7 LSA を生成して NSSA 全体にフラ ッディングします。 または、 この
タイプ 7 LSA を AS 外部 （タイプ 5） LSA に変換するよ う、 NSSA を他のエリアに接続する  ABR を
設定するこ とができます。 こ うする と、 ABR は、 これらの AS 外部 LSA を OSPFv3 自律システム
全体にフラ ッディングします。 変換中は集約とフ ィルタ リ ングがサポート されます。 タイプ 7 
LSA の詳細については、 「リ ンクステート  アドバタイズメン ト 」 （P.6-6） を参照してください。

ABR

ASBR

Backbone Area 10

18
29

84
Stub area
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たとえば、 OSPFv3 を使用する中央サイ ト を、 異なるルーティ ング  プロ ト コルを使用する リ
モー ト  サイ ト に接続する と きに NSSA を使用する と、 管理作業を簡素化できます。 NSSA を使
用する前は、企業サイ ト の境界ルータ と リモー ト  ルータの間の接続を  OSPFv3 スタブ エ リ アと
して実行できませんでした。 これは、 リモー ト  サイ トへのルートはスタブ エ リ ア内に再配布
できないためです。 NSSA を使用する と、 企業のルータ と リモー ト  ルータ間のエ リ アを  NSSA 
と して定義する （「NSSA の設定」 （P.6-25） を参照） こ とで、 OSPFv3 を拡張して リモー ト接続
性をサポート できます。

バッ クボーン  エ リ ア  0 を  NSSA にできません。

仮想リンク

仮想リ ンクを使用する と、 物理的に直接接続できない場合に、 OSPFv3 エ リ ア  ABR をバッ ク
ボーン  エ リ ア  ABR に接続できます。 図 6-4 は、 エ リ ア  3 をエ リ ア  5 経由でバッ クボーン  エ リ
アに接続する仮想リ ンクを示します。

図 6-4 仮想リンク

また、 仮想リ ンクを使用して、 分割エ リ アから一時的に回復できます。 分割エ リ アは、 エ リ ア
内の リ ンクがダウンしたために隔離された一部のエ リ アで、 こ こからはバッ クボーン  エ リ アへ
の代表 ABR に到達できません。

ルートの再配布

OSPFv3 は、 ルート再配布を使用して、 他のルーティ ング  プロ ト コルからルート を学習できま
す。 「ルー ト の再配布」 （P.1-6） を参照して ください。 リ ンク  コス ト をこれらの再配布された
ルート に割り当てるか、 またはデフォル ト  リ ンク  コス ト を再配布されたすべてのに割り当て
るよ う 、 OSPFv3 を設定します。

ルート再配布では、 ルート  マップを使用して、 再配布する外部ルート を管理します。 再配布を
指定したルート  マップを設定して、 どのルート が OSPFv2 に渡されるかを制御する必要があ り
ます。 ルート  マップを使用する と、 宛先、 送信元プロ ト コル、 ルー ト  タ イプ、 ルー ト  タグな
どの属性に基づいて、 ルート をフ ィルタ リ ングできます。 ルート  マップを使用して、 これらの
外部ルート がローカル OSPFv3 AS でアドバタ イズされる前に AS 外部 （タ イプ 5） LSA および 
NSSA 外部 （タ イプ 7） LSA のパラ メータを変更できます。 詳細については、 第 15 章 「Route 
Policy Manager の設定」 を参照して ください。

ABR1ABR2

Area 0

Area 3Area 5

18
29

85
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ルート集約

OSPFv3 は、 学習したすべてのルート を、 すべての OSPF 対応ルータ と共有するため、 ルート
集約を使用して、 すべての OSPF 対応ルータにフラ ッディ ングされる一意のルート の数を削減
した方がよい場合があ り ます。 ルート集約によ り、 よ り具体的な複数のアド レスが、 すべての
具体的なアド レスを表す 1 つのアド レスに置き換えられるため、 ルート  テーブルが簡素化され
ます。 たとえば、 2010:11:22:0:1000::1 と  2010:11:22:0:2000:679:1 を  1 つの集約アド レス  
2010:11:22::/32 に置き換える こ とができます。

一般的には、 エ リ ア境界ルータ （ABR） の境界ごとに集約します。 集約は 2 つのエ リ アの間で
も設定できますが、 バッ クボーンの方向に集約する方が適切です。 こ うする と、 バッ クボーン
がすべての集約アド レスを受信し、 すでに集約されているそれらのアド レスを他のエ リ アに投
入できるためです。 集約には、 次の 2 タ イプがあ り ます。

• エ リ ア間ルート集約

• 外部ルート集約

エ リ ア間ルート集約は ABR 上で設定し、 自律システム内のエ リ ア間のルート を集約します。
集約の利点を生かすには、 これらのアド レスを  1 つの範囲内にま とめる こ とができるよ うに、
連続するネッ ト ワーク番号をエ リ ア内で割り当てます。

外部ルート集約は、 ルート再配布を使用して  OSPFv3 に投入される外部ルート に特有のルート
集約です。 集約する外部の範囲が連続している こ と を確認する必要があ り ます。 異なる  2 台の
ルータからの重複範囲を集約する と、 誤った宛先にパケッ ト が送信される原因となる場合があ
り ます。 外部ルート集約は、 ルート を  OSPF に再配布している  ASBR で設定して ください。

集約アド レスの設定時に Cisco NX-OS は、 ルーテ ィ ング  ブラ ッ ク  ホールおよびルート  ループ
を防ぐために、 集約アド レスの廃棄ルート を自動的に設定します。

ハイ  アベイラビリティおよびグレースフル リスタート

Cisco NX-OS では、 複数レベルのハイ  アベイラビ リ ティ  アーキテクチャを提供します。 OSPFv3 
は、 ステート フル リ スタート をサポート しています。 これは、 ノンス ト ップ ルーティング
（NSR） と も呼ばれます。 OSPFv3 で問題が発生した場合は、 以前の実行時状態からの再起動を試
みます。 この場合、 ネイバーはいずれのネイバー イベン ト も登録しません。 最初の再起動が正常
ではなく、 別の問題が発生した場合、 OSPFv3 はグレースフル リ スタート を試みます。

グレースフル リ スター ト 、 つま り、 Nonstop Forwarding （NSF） では、 処理の再起動中も  
OSPFv3 がデータ転送パス上に存在し続けます。 OSPFv3 はグレースフル リ スター ト の実行が
必要になる と、 リ ンク ローカル猶予 （タ イプ 11） LSA を送信します。 この再起動中の OSPFv3 
プラ ッ ト フォームは NSF 対応と呼ばれます。

猶予 LSA には猶予期間が含まれます。 猶予期間とは、 ネイバー OSPFv3 インターフェイスは再
起動中の OSPFv3 インターフェイスからの LSA を待つよ う指定された時間です （通常、
OSPFv3 は隣接関係を解消し、 ダウンした、 または再起動中の OSPFv3 インターフェイスが発
信するすべての LSA を廃棄します）。関与するネイバーは NSF ヘルパーと呼ばれ、再起動中の 
OSPFv3 インターフェイスが発信するすべての LSA を、 このインターフェイスが隣接したまま
であるかのよ うに維持します。

再起動中の OSPFv3 インターフェイスが稼働を再開する と、 ネイバーを再探索して隣接関係を
確立し、 LSA 更新情報の送信を再開します。 この時点で、 NSF ヘルパーは、 グレースフル リ
スター ト が完了したと認識します。

ステー ト フル リ スター トは次のシナ リオで使用されます。

• プロセスでの問題発生後の最初の回復試行

• system switchover コマン ドによる手動でのスイ ッチオーバー
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グレースフル リ スター トは次のシナ リオで使用されます。

• プロセスでの問題発生後の 2 回目の回復試行 （4 分以内）

• restart ospfv3 コマン ドによるプロセスの手動での再開

• アクテ ィブ スーパーバイザの削除

•  reload module active-sup コマン ドによるアクテ ィブ スーパーバイザの リ ロード

複数の OSPFv3 インスタンス

Cisco NX-OS は、 OSPFv3 プロ ト コルの複数インスタンスをサポート しています。 デフォル ト
では、 すべてのインスタンスが同じシステム  ルータ  ID を使用します。 複数のインスタンスが
同じ  OSPFv3 自律システムにある場合は、各インスタンスのルータ  ID を手動で設定する必要が
あ り ます。 サポート される  OSPFv3 インスタンスの数については、 『Cisco Nexus 9000 Series 
NX-OS Verified Scalability Guide』 を参照して ください。

OSPFv3 ヘッダーには、特定の OSPFv3 インスタンスの OSPFv3 パケッ ト を識別するためのイン
スタンス  ID フ ィールドが含まれます。 この OSPv3 インスタンスを割り当てる こ とができます。
インターフェイスは、 パケッ ト  ヘッダーの OSPFv3 インスタンス  ID が一致しない OSPFv3 パ
ケッ ト をすべてド ロ ップします。

Cisco NX-OS では、 インターフェイス上に 1 つの OSPFv3 インスタンスのみが許可されます。

SPF 最適化

Cisco NX-OS は、 次の方法で SPF アルゴ リ ズムを最適化します。

• ネッ ト ワーク （タ イプ 2） LSA、 エ リ ア間プレフ ィ ッ ク ス （タ イプ 3） LSA、 および AS 外
部 （タ イプ 5） LSA 用部分 SPF ： これらの LSA のいずれかが変更される と、 Cisco NX-OS 
は、 全体的な SPF 計算ではな く、 高速部分計算を実行します。

• SPF タ イマー ： さ まざまなタイマーを設定して、 SPF 計算を制御できます。 これらのタイ
マーには、 後続の SPF 計算の幾何バッ クオフが含まれます。 幾何バッ クオフによ り、 複数
の SPF 計算による  CPU 負荷が制限されます。

仮想化のサポート

Cisco NX-OS は、 OSPFv3 の複数のプロセス  インスタンスをサポート します。 各 OSPFv3 イン
スタンスは、 システム制限まで複数の仮想ルーテ ィ ングおよび転送 （VRF） インスタンスをサ
ポート できます。 サポート される  OSPFv3 インスタンスの数については、 『Cisco Nexus 9000 
Series NX-OS Verified Scalability Guide』 を参照して ください。

OSPFv3 のライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS OSPFv3 には Enterprise Services ラ イセンスが必要です。Cisco NX-OS ラ イセンス方式について、お
よびラ イセンスの取得方法と適用方法の詳細については、 『Cisco NX-OS Licensing Guide』 を参照し
て ください。
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OSPFv3 の前提条件
OSPFv3 を使用するには、 次の前提条件を満たしている必要があ り ます。

• OSPFv3 を設定するための、 ルーティ ングの基礎に関する詳しい知識がある。

• スイ ッチにログオンしている。

• リ モー ト  OSPFv3 ネイバーと通信可能な  1 つ以上の IPv6 用インターフェイスが設定されて
いる。

• Enterprise Services ラ イセンスがインス トールされている。

• OSPFv3 ネッ ト ワーク戦略と、 ネッ ト ワークのプランニングが完成している。 たとえば、
複数のエ リ アが必要かど うかを決定します。

• OSPF がイネーブルになっている （「OSPFv3 のイネーブル化」 （P.6-16） を参照）。

• IPv6 アド レス指定および基本設定に関する詳しい知識がある。 IPv6 ルーテ ィ ングおよびア
ド レス指定の詳細については、 第 3 章 「IPv6 の設定」 を参照して ください。

OSPFv3 の注意事項および制約事項
OSPFv3 には、 次の注意事項および制限事項があ り ます。

• Bidirectional Forwarding Detection （BFD） は、 OSPFv3 ではサポート されません。

• Cisco NX-OS は、 ユーザがエ リ アを  10 進表記で入力するか、 ド ッ ト付き  10 進表記で入力
するかに関係な く、 ド ッ ト付き  10 進表記でエ リ アを表示します。

• 仮想ポート  チャネル （vPC） 環境で OSPFv3 を設定する場合は、 コア  スイ ッチ上のルータ  
コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のタイマー コマン ドを使用する こ とによ り、 vPC ピア
リ ンクがシャ ッ ト ダウンしたと きに OSPF の高速コンバージェンスを実現します。

switch (config-router)# timers throttle spf 1 50 50
switch (config-router)# timers lsa-arrival 10

• スケール シナ リ オでは、 インターフェイス と  OSPF プロセスの リ ンク  ステー ト  アドバタ イ
ズ メ ン ト の数が大きい場合、 OSPF MIB オブジェ ク ト の SNMP エージェン ト のタ イムアウ
ト値が小さい SNMP ウォークは、 タ イムアウ ト になる と予想されます。 OSPF MIB オブ
ジェ ク ト のポーリ ング中に問い合わせる  SNMP エージェン ト のタ イムアウ ト を確認する場
合は、 ポーリ ングする  SNMP エージェン ト のタ イムアウ ト値を増加して ください。

• アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス機能には、 次のガイ ド ラ イン と制限事項が適用され
ます。

– OSPF ルート に複数の等コス ト  パスがある場合、 アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタン
スを設定しても  match ip route-source コマン ドに対しては決定性を持ちません。

– OSPFv3 ルート に一致したルート  ソースに関しては、 OSPFv3 のルート の送信元とルー
タが IPv4 アド レスであるため、 match ip route-source を  match ipv6 route-source の代
わりに設定する必要があ り ます。

– アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスの設定は、 match route-type、 match ipv6 
address prefix-list および match ip route-source prefix-list コマン ドのみでサポート され
ます。 別の match 文は無視されます。

– 廃棄ルート には、 アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス  220 が常に割り当てられます。
テーブル マップの設定は OSPF の廃棄ルート には適用されません。
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– OSPF ルート のアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスを設定するための match 
route-type、 match ipv6 address、および match ip route-source コマン ドにはプ リ ファレ
ンスがあ り ません。 このよ うに、 Cisco NX-OS OSPF アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタ
ンスを設定するためのテーブル マップの動作は、 Cisco IOS OSPF の場合と異な り ます。

• vPC コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで delay restore seconds コマン ドを設定する場合や、マ
ルチシャーシ  EtherChannel ト ランク （MCT） 上の VLAN がスイ ッチ仮想インターフェイス
（SVI） を使用して OSPFv2 または OSPFv3 によって通知される場合、 これらの SVI は設定
された時間の間、 vPC セカンダ リ  ノード上で MAX_LINK_COST で通知されます。 その結
果、 すべてのルート またはホス ト のプログラ ミ ングは、 ト ラフ ィ ッ クを引き込む前に （セ
カンダ リ  vPC ノードのピア  リ ロードで） vPC の同期操作後に完了します。 この動作によ
り、 ノースサウス  ト ラフ ィ ッ クのパケッ ト損失を最小にできます。

（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。

デフォルト設定値
表 6-2 は、 OSPFv3 パラ メータのデフォル ト設定の一覧です。

表 6-2 デフォルト  OSPFv3 パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス 110

hello 間隔 10 秒

デッ ド間隔 40 秒

廃棄ルート イネーブル

グレースフル リ スター ト の猶予期間 60 秒

グレースフル リ スター ト の通知期間 15 秒

OSPFv3 機能 ディセーブル

スタブ ルータ  アドバタ イズ メ ン ト の宣言期間 600 秒

リ ンク  コス ト計算の参照帯域幅 40 Gbps

LSA 最小到着時間 1000 ミ リ秒

LSA グループ ペーシング 10 秒

SPF 計算初期遅延時間 0 ミ リ秒

SPF 計算ホールド  タ イム 5000 ミ リ秒

SPF 計算初期遅延時間 0 ミ リ秒
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基本的 OSPFv3 の設定
OSPFv3 は、 OSPFv3 ネッ ト ワークを設計したあとに設定します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「OSPFv3 のイネーブル化」 （P.6-16）

• 「OSPFv3 インスタンスの作成」 （P.6-17）

• 「OSPFv3 でのネッ ト ワークの設定」 （P.6-19）

OSPFv3 のイネーブル化

OSPFv3 を設定する前に、 OSPFv3 をイネーブルにする必要があ り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature ospfv3
3. （任意） show feature
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

OSPFv3 機能をディセーブルにして、 関連付けられている設定をすべて削除するには、 グロー
バル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 feature ospfv3

例 ：
switch(config)# feature ospfv3

OSPFv3 をイネーブルにします。

ステップ 3 show feature 

例 ：
switch(config)# show feature 

（任意） イネーブルおよびディセーブルにされた
機能を表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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OSPFv3 インスタンスの作成

OSPFv3 設定の最初のステップは、 インスタンス、 つま り  OSPFv3 インスタンスの作成です。
作成した OSPFv3 インスタンスには、 一意のインスタンス  タグを割り当てます。 インスタンス  
タグは任意の文字列です。 各 OSPFv3 インスタンスには、 省略可能な次のパラ メータ も設定で
きます。

• Router ID ： この OSPFv3 インスタンスのルータ  ID を設定します。 このパラ メータを使用し
ない場合は、 ルータ  ID 選択アルゴ リ ズムが使用されます。 詳細については、 「ルータ  ID」
（P.1-5） を参照して ください。 

• Administrative distance ： ルーテ ィ ング情報の送信元の信頼性をランク付けします。 詳細に
ついては、 「ア ド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス」 （P.1-7） を参照して ください。 

• Log adjacency changes ： OSPFv3 ネイバーの状態が変化するたびにシステム  メ ッセージを作
成します。

• 名前のルッ クアップ ： ローカル ホス ト のデータベースを検索または IPv6 の DNS 名を照会
する こ とでホス ト名に OSPF ルータ  ID を変換します。

• Maximum paths ： OSPFv3 が、 特定の宛先についてルート  テーブルにインス トールする同等
パスの最大数を設定します。 このパラ メータは、 複数パス間のロード  バランシングに使用
します。

• Reference bandwidth ： ネッ ト ワークの算出 OSPFv3 コス ト  メ ト リ ッ クを制御します。 算出
コス トは、 参照帯域幅をインターフェイス帯域幅で割った値です。 算出コス トは、 ネッ ト
ワークが OSPFv3 インスタンスに追加される と きに リ ンク  コス ト を割り当てる と、 無効に
する こ とができます。 詳細については、 「OSPFv3 でのネッ ト ワークの設定」 （P.6-19） を参
照して ください。 

OSPFv3 インスタンス  パラ メータの詳細については、 「高度な OSPFv3 の設定」 （P.6-22） を参照
して ください。

はじめる前に 

OSPFv3 をイネーブルにします （「OSPFv3 のイネーブル化」 （P.6-16） を参照）。

使用する予定の OSPFv3 インスタンス  タグが、 このルータ上では使用されていないこ と を確認
します。

インスタンス  タグが使用されていないこ とを確認するには、 show ospfv3 instance-tag コマン ド
を使用します。

OSPFv3 がルータ  ID （設定済みのループバッ ク  アド レスなど） を入手可能であるか、 または
ルータ  ID オプシ ョ ンを設定する必要があ り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

コマンド 目的

no feature ospfv3

例 ：
switch(config)# no feature ospfv3

OSPFv3 機能をディセーブルにして、 関連付け
られた設定をすべて削除します。
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3. （任意） router-id ip-address

4. （任意） show ipv6 ospfv3 instance-tag

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

OSPFv3 インスタンスおよび関連するすべての設定を削除するには、 コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードで次のコマン ドを使用します。

（注） このコマン ドは、 インターフェイス  モードでは OSPF 設定を削除しません。 インターフェイス  
モードで設定された OSPFv3 コマン ドはいずれも、 手動で削除する必要があ り ます。

ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで、 次の OSPFv3 用オプシ ョ ン  パラ メータを設定でき
ます。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospfv3 instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv3 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 router-id ip-address

例 ：
switch(config-router)# router-id 
192.0.2.1

（任意） OSPFv3 ルータ  ID を設定します。 この
ド ッ ト付き  10 進表記の ID で、 この OSPFv3 イン
スタンスが識別されます。 この ID は、 システム
の設定済みインターフェイス上に存在する必要が
あ り ます。

ステップ 4 show ipv6 ospfv3 instance-tag

例 ：
switch(config-router)# show ipv6 ospfv3 
201

（任意） OSPFv3 情報を表示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

no router ospfv3 instance-tag

例 ：
switch(config)# no router ospfv3 201

OSPFv3 インスタンス と、 関連付けられたすべ
ての設定を削除します。
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アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードでは、 OSPFv3 に次のオプシ ョ ン  パラ メー
タを設定できます。

次の例は、 OSPFv3 インスタンスを作成する方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# copy running-config startup-config

OSPFv3 でのネッ トワークの設定

ルータがこのネッ ト ワークへの接続に使用するインターフェイスを介して、 OSPFv3 へのネッ
ト ワークを関連付ける こ とで、 このネッ ト ワークを設定できます （「ネイバー」 （P.6-3） を参
照）。 すべてのネッ ト ワークをデフォル ト  バッ クボーン  エ リ ア （エ リ ア  0） に追加した り、 任
意の 10 進数または IP アド レスを使用して新規エ リ アを作成した りできます。

（注） すべてのエ リ アは、 バッ クボーン  エ リ アに直接、 または仮想リ ンク経由で接続する必要があ り
ます。

（注） インターフェイスの有効な IPv6 アド レスを設定するまでは、 インターフェイス上で OSPFv3 が
イネーブルにな り ません。

コマンド 目的

log-adjacency-changes [detail]

例 ：
switch(config-router)# 
log-adjacency-changes

ネイバーの状態が変化するたびに、 システム  
メ ッセージを生成します。

passive-interface default

例 ：
switch(config-router)# passive-interface 
default

すべてのインターフェイス上でルーテ ィ ング
が更新されないよ うにします。 このコマン ド
は、 VRF またはインターフェイス  コマン ド  
モードの設定によって上書き されます。

コマンド 目的

distance number

例 ：
switch(config-router-af)# distance 25

この OSPFv3 インスタンスのアド ミ ニス ト レー
テ ィブ ディ スタンスを設定します。 指定でき
る範囲は 1 ～ 255 です。 デフォル トは 110 で
す。

maximum-paths paths

例 ：
switch(config-router-af)# maximum-paths 4

ルート  テーブル内の宛先への同じ  OSPFv3 パ
スの最大数を設定します。 このコマン ドは
ロード  バランシングに使用されます。 範囲は 
1 ～ 64 です。 デフォル トは 8 です。
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はじめる前に 

OSPFv3 をイネーブルにします （「OSPFv3 のイネーブル化」 （P.6-16） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ipv6 address ipv6-prefix/length

4. ipv6 router ospfv3 instance-tag area area-id [secondaries none]

5. （任意） show ipv6 ospfv3 instance-tag interface interface-type slot/port 

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで、省略可能な次の OSPFv3 パラ メータを設
定できます。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 ipv6 address ipv6-prefix/length

例 ：
switch(config-if)# ipv6 address 
2001:0DB8::1/48

このインターフェイスに IPv6 アド レスを割り当
てます。

ステップ 4 ipv6 router ospfv3 instance-tag area 
area-id [secondaries none]

例 ：
switch(config-if)# ipv6 router ospfv3 
201 area 0

OSPFv3 インスタンスおよびエ リ アにインター
フェイスを追加します。

ステップ 5 show ipv6 ospfv3 instance-tag interface 
interface-type slot/port

例 ：
switch(config-if)# show ipv6 ospfv3 201 
interface ethernet 1/2

（任意） OSPFv3 情報を表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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次に、 OSPFv3 インスタンス  201 にネッ ト ワーク  エ リ ア 0.0.0.10 を追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8::1/48
switch(config-if)# ipv6 ospfv3 201 area 0.0.0.10
switch(config-if)# copy running-config startup-config

コマンド 目的

ospfv3 cost number

例 ：
switch(config-if)# ospfv3 cost 25

このインターフェイスの OSPFv3 コス ト  メ ト
リ ッ クを設定します。 デフォルトでは、 参照帯
域幅と インターフェイス帯域幅に基づいて、 コ
ス ト  メ ト リ ッ クが計算されます。 範囲は 1 ～ 
65535 です。

ospfv3 dead-interval seconds

例 ：
switch(config-if)# ospfv3 dead-interval 50

OSPFv3 デッ ド間隔を秒単位で設定します。 範
囲は 1 ～ 65535 です。 デフォル ト では、 hello 間
隔の秒数の 4 倍です。

ospfv3 hello-interval seconds

例 ：
switch(config-if)# ospfv3 hello-interval 25

OSPFv3 hello 間隔を秒単位で設定します。 範囲
は 1 ～ 65535 です。 デフォル トは 10 秒です。

ospfv3 instance instance

例 ：
switch(config-if)# ospfv3 instance 25

OSPFv3 インスタンス ID を設定します。 有効な範
囲は 0 ～ 255 です。 デフォルト値は 0 です。 イン
スタンス ID のスコープはリ ンクローカルです。

ospfv3 mtu-ignore

例 ：
switch(config-if)# ospfv3 mtu-ignore

OSPFv3 で、 ネイバーとのあらゆる  IP 最大伝送
単位 （MTU） 不一致が無視されるよ う設定し
ます。 デフォル ト では、 ネイバー MTU がロー
カル インターフェイス  MTU が不一致の場合に
は、 隣接関係が確立されません。

ospfv3 network {broadcast | point-point}

例 ：
switch(config-if)# ospfv3 network 
broadcast

OSPFv3 ネッ ト ワーク  タ イプを設定します。

[default | no] ospfv3 passive-interface

例 ：
switch(config-if)# ospfv3 
passive-interface

インターフェイス上でルーティ ングが更新され
ないよ うにします。 このコマン ドによって、
ルータまたは VRF コマン ド  モードの設定が上
書き されます。 default オプシ ョ ンは、 このイ
ンターフェイス  モード  コマン ドを削除して、
ルータまたは VRF の設定がある場合にはそれ
に戻します。

ospfv3 priority number

例 ：
switch(config-if)# ospfv3 priority 25

エ リ アの DR の決定に使用される  OSPFv3 優先
度を設定します。 有効な範囲は 0 ～ 255 です。
デフォル トは 1 です。 「指定ルータ」 （P.6-4） を
参照して ください。

ospfv3 shutdown

例 ：
switch(config-if)# ospfv3 shutdown

このインターフェイス上の OSPFv3 インスタン
スをシャ ッ ト ダウンします。
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高度な OSPFv3 の設定
OSPFv3 は、 OSPFv3 ネッ ト ワークを設計したあとに設定します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「境界ルータのフ ィルタ  リ ス ト の設定」 （P.6-22）

• 「ス タブ エ リ アの設定」 （P.6-24）

• 「Totally Stubby エ リ アの設定」 （P.6-25）

• 「NSSA の設定」 （P.6-25）

• 「マルチエ リ ア隣接関係の設定」 （P.6-27）

• 「仮想リ ンクの設定」 （P.6-29）

• 「再配布の設定」 （P.6-31）

• 「再配布されるルート数の制限」 （P.6-32）

• 「ルー ト集約の設定」 （P.6-34）

• 「ルー ト のアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスの設定」 （P.6-36）

• 「デフォル ト  タ イマーの変更」 （P.6-39）

• 「グレースフル リ スター ト の設定」 （P.6-41）

• 「OSPFv3 インスタンスの再起動」 （P.6-43）

• 「仮想化による  OSPFv3 の設定」 （P.6-43）

境界ルータのフ ィルタ  リストの設定

OSPFv3 ド メ インを、 関連性のある各ネッ ト ワークを含む一連のエ リ アに分離できます。 すべ
てのエ リ アは、 エ リ ア境界ルータ （ABR） 経由でバッ クボーン  エ リ アに接続している必要があ
り ます。 OSPFv3 ド メ インは、 自律システム境界ルータ （ASBR） を介して、 外部ド メ インにも
接続可能です。 「エ リ ア」 （P.6-5） を参照して ください。

ABR には、 省略可能な次の設定パラ メータがあ り ます。

• Area range ： エ リ ア間のルート集約を設定します。 詳細については、 「ルー ト集約の設定」
（P.6-34） を参照して ください。 

• Filter list ： ABR 上で、 外部エ リ アから受信したエ リ ア間プレフ ィ ッ ク ス （タ イプ 3） LSA 
をフ ィルタ リ ングします。

ASBR もフ ィルタ  リ ス ト をサポー ト しています。

はじめる前に 

フ ィルタ  リ ス ト が、 着信または発信エ リ ア間プレフ ィ ッ ク ス （タ イプ 3） LSA の IP プレフ ィ ッ
ク スのフ ィルタ リ ングに使用するルート  マップを作成します。 第 15 章 「Route Policy Manager 
の設定」 を参照して ください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag
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3. address-family ipv6 unicast
4. area area-id filter-list route-map map-name {in | out}
5. （任意） show ipv6 ospfv3 policy statistics area id filter-list {in | out}
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

次に、 ディセーブルにされているグレースフル リ スター ト をイネーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# area 0.0.0.10 filter-list route-map FilterLSAs in
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospfv3 instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv3 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 address-family ipv6 unicast

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

IPv6 ユニキャス ト  アド レス  ファ ミ リ  モードを開
始します。

ステップ 4 area area-id filter-list route-map 
map-name {in | out}

例 ：
switch(config-router-af)# area 0.0.0.10 
filter-list route-map FilterLSAs in

ABR 上で着信または発信エ リ ア間プレフ ィ ッ ク
ス （タ イプ 3） LSA をフ ィルタ リ ングします。

ステップ 5 show ipv6 ospfv3 policy statistics area 
id filter-list {in | out}

例 ：
switch(config-if)# show ipv6 ospfv3 
policy statistics area 0.0.0.10 
filter-list in

（任意） OSPFv3 ポ リ シー情報を表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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スタブ エリアの設定

OSPFv3 ド メ インの、 外部ト ラフ ィ ッ クが不要な部分にスタブ エ リ アを設定できます。 スタブ 
エ リ アは AS 外部 （タ イプ 5） LSA をブロ ッ ク し、 不要な、 選択したネッ ト ワークへの往復の
ルーテ ィ ングを制限します。 「スタブ エ リ ア」 （P.6-10） を参照して ください。 また、 すべての
集約ルート がスタブ エ リ アを経由しないよ うブロ ッ クする こ と もできます。

はじめる前に 

OSPF をイネーブルにします （「OSPFv3 のイネーブル化」 （P.6-16） を参照）。

設定されるスタブ エ リ ア内に、 仮想リ ンク と  ASBR のいずれも含まれないこ と を確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. area area-id stub 
4. （任意） address-family ipv6 unicast
5. （任意） area area-id default-cost cost

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospfv3 instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv3 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 area area-id stub 

例 ：
switch(config-router)# area 0.0.0.10 
stub

このエ リ アをスタブ エ リ アと して作成します。

ステップ 4 address-family ipv6 unicast

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

（任意） IPv6 ユニキャス ト  アド レス  ファ ミ リ  モー
ドを開始します。
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次に、 すべての集約ルート更新をブロ ッ クするスタブ エ リ アを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 stub no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

Totally Stubby エリアの設定

Totally Stubby エ リ アを作成して、 すべての集約ルート更新がスタブ エ リ アを経由しないよ う
にする こ とができます。

Totally Stubby エ リ アを作成するには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ド
を使用します。

NSSA の設定 
OSPFv3 ド メ インの、 ある程度の外部ト ラフ ィ ッ クが必要な部分に NSSA を設定できます。
「Not-So-Stubby エ リ ア」 （P.6-10） を参照して ください。 また、 この外部ト ラフ ィ ッ クを  AS 外
部 （タ イプ 5） LSA に変換して、 このルーティ ング情報で OSPFv3 ド メ インをフラ ッディ ング
する こ と もできます。 NSSA は、 省略可能な次のパラ メータで設定できます。

• No redistribution ： NSSA をバイパスして  OSPFv3 AS 内の他のエ リ アに到達するルート を再
配布します。 このオプシ ョ ンは、 NSSA ASBR が ABR も兼ねている と きに使用します。

• Default information originate ： 外部自律システムへのデフォル ト  ルート のタ イプ 7 LSA を生
成します。 このオプシ ョ ンは、 ASBR のルーティ ング  テーブルにデフォル ト  ルート が含ま
れる場合に NSSA ASBR 上で使用します。 このオプシ ョ ンは、 ASBR のルーティ ング  テー
ブルにデフォル ト  ルート が含まれるかど うかに関係な く、 NSSA ASBR 上で使用できます。

• Route map ： 目的のルート のみが NSSA および他のエ リ ア全体でフラ ッディ ングされるよ
う 、 外部ルート をフ ィルタ リ ングします。

ステップ 5 area area-id default-cost cost

例 ：
switch(config-router-af)# area 0.0.0.10 
default-cost 25

（任意） このスタブ エ リ アに送信されるデフォル
ト集約ルート のコス ト  メ ト リ ッ クを設定します。
指定できる範囲は 0 ～ 16777215 です。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

コマンド 目的

area area-id stub no-summary

例 ：
switch(config-router)# area 20 stub 
no-summary

このエ リ アを  Totally Stubby エ リ アと して作成
します。
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• Translate ： NSSA 外のエ リ ア向けに、 タ イプ 7 LSA を  AS 外部 LSA （タ イプ 5） に変換しま
す。 再配布されたルート を  OSPFv3 自律システム全体でフラ ッディ ングするには、 このコ
マン ドを  NSSA ABR 上で使用します。 また、 これらの AS 外部 LSA の転送アド レスを無効
にする こ と もできます。

• No summary ： すべての集約ルート が NSSA でフラ ッディ ングされないよ うにします。 この
オプシ ョ ンは NSSA ABR 上で使用します。

はじめる前に 

OSPF をイネーブルにします （「OSPFv3 のイネーブル化」 （P.6-16） を参照）。

設定する  NSSA 上に仮想リ ンクがないこ と と、 この NSSA がバッ クボーン  エ リ アでないこ とを
確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. area area-id nssa [no-redistribution] [default-information-originate] [route-map map-name] 
[no-summary] [translate type7 {always | never} [suppress-fa]]

4. （任意） address-family ipv6 unicast
5. （任意） area area-id default-cost cost

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospfv3 instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv3 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 area area-id nssa [no-redistribution] 
[default-information-originate]
[route-map map-name] [no-summary] 
[translate type7 {always | never} 
[suppress-fa]]

例 ：
switch(config-router)# area 0.0.0.10 
nssa

このエ リ アを  NSSA と して作成します。

ステップ 4 address-family ipv6 unicast

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

（任意） IPv6 ユニキャス ト  アド レス  ファ ミ リ  モー
ドを開始します。
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次に、 すべての集約ルート更新をブロ ッ クする  NSSA を作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、 デフォル ト  ルート を生成する  NSSA を作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa default-info-originate
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、 外部ルート をフ ィルタ リ ングし、 すべての集約ルート更新をブロ ッ クする  NSSA を作成
する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa route-map ExternalFilter no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、 常にタイプ 7 LSA を AS 外部 （タイプ 5） LSA に変換する  NSSA を作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa translate type 7 always
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、 すべての集約ルート更新をブロ ッ クする  NSSA を作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

マルチエリア隣接関係の設定

既存の OSPFv3 インターフェイスには複数のエ リ アを追加できます。 追加の論理インターフェ
イスはマルチエ リ ア隣接関係をサポート しています。

はじめる前に 

OSPFv3 をイネーブルにします （「OSPFv3 のイネーブル化」 （P.6-16） を参照）。

インターフェイスにプラ イマ リ  エ リ アが設定されている こ と を確認します （「OSPFv3 でのネッ
ト ワークの設定」 （P.6-19） を参照）。

ステップ 5 area area-id default-cost cost

例 ：
switch(config-router-af)# area 0.0.0.10 
default-cost 25

（任意） この NSSA に送信されるデフォル ト集約
ルート のコス ト  メ ト リ ッ クを設定します。 指定で
きる範囲は 0 ～ 16777215 です。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ipv6 router ospfv3 instance-tag multi-area area-id 

4. （任意） show ipv6 ospfv3 instance-tag interface interface-type slot/port 

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

次に、 OSPFv3 インターフェイスに別のエ リ アを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8::1/48
switch(config-if)# ipv6 ospfv3 201 area 0.0.0.10
switch(config-if)# ipv6 ospfv3 201 multi-area 20
switch(config-if)# copy running-config startup-config

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 ipv6 router ospfv3 instance-tag 

multi-area area-id 

例 ：
switch(config-if)# ipv6 router ospfv3 
201 multi-area 3

別のエ リ アにインターフェイスを追加します。

ステップ 4 show ipv6 ospfv3 instance-tag interface 
interface-type slot/port

例 ：
switch(config-if)# show ipv6 ospfv3 201 
interface ethernet 1/2

（任意） OSPFv3 情報を表示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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仮想リンクの設定

仮想リ ンクは、 隔離されたエ リ アを、 中継エ リ ア経由でバッ クボーン  エ リ アに接続します。
「仮想リ ンク」 （P.6-11） を参照して ください。 仮想リ ンクには、 省略可能な次のパラ メータを
設定できます。

• Dead interval ： ローカル ルータがデッ ドである こ と を宣言し、 隣接関係を解消する前に、
ネイバーが hello パケッ ト を待つ時間を設定します。

• Hello interval ： 連続する  hello パケッ ト間の時間間隔を設定します。

• Retransmit interval ： 連続する  LSA 間の推定時間間隔を設定します。

• Transmit delay ： LSA をネイバーに送信する推定時間を設定します。

（注） リ ンクがアクティブになる前に、 関与する両方のルータで仮想リンクを設定する必要があり ます。

はじめる前に 

OSPF をイネーブルにします （「OSPFv3 のイネーブル化」 （P.6-16） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. area area-id virtual-link router-id

4. （任意） show ipv6 ospfv3 virtual-link [brief]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospfv3 instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv3 インスタンスを作成して、 設定済
みのインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 area area-id virtual-link router-id

例 ：
switch(config-router)# area 0.0.0.10 
virtual-link 2001:0DB8::1
switch(config-router-vlink)#

リ モー ト  ルータへの仮想リ ンクの端を作成しま
す。 仮想リ ンクを リモー ト  ルータ上に作成し
て、 リ ンクを完成させる必要があ り ます。
6-29
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 6 章      OSPFv3 の設定    
高度な OSPFv3 の設定
仮想リ ンク  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで、 省略可能な次のコマン ドを設定できます。

次に、 2 つの ABR 間に簡単な仮想リ ンクを作成する例を示します。

ABR 1 （ルータ  ID 2001:0DB8::1） の設定は、 次のとおりです。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 virtual-link 2001:0DB8::10
switch(config-router)# copy running-config startup-config

ABR 2 （ルータ  ID 2001:0DB8::10） の設定は、 次のとおりです。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 101
switch(config-router)# area 0.0.0.10 virtual-link 2001:0DB8::1
switch(config-router)# copy running-config startup-config

ステップ 4 show ipv6 ospfv3 virtual-link [brief]

例 ：
switch(config-if)# show ipv6 ospfv3 
virtual-link

（任意） OSPFv3 仮想リ ンク情報を表示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

コマンド 目的

dead-interval seconds

例 ：
switch(config-router-vlink)# 
dead-interval 50

（任意） OSPFv3 デッ ド間隔を秒単位で設定します。
範囲は 1 ～ 65535 です。 デフォル ト では、 hello 間隔
の秒数の 4 倍です。

hello-interval seconds

例 ：
switch(config-router-vlink)# 
hello-interval 25

（任意） OSPFv3 hello 間隔を秒単位で設定します。 範
囲は 1 ～ 65535 です。 デフォル トは 10 秒です。

retransmit-interval seconds

例 ：
switch(config-router-vlink)# 
retransmit-interval 50

（任意） OSPFv3 再送間隔を秒単位で設定します。 範
囲は 1 ～ 65535 です。 デフォル トは 5 です。

transmit-delay seconds

例 ：
switch(config-router-vlink)# 
transmit-delay 2

（任意） OSPFv3 送信遅延を秒単位で設定します。 指
定できる範囲は 1 ～ 450 です。デフォル トは 1 です。
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再配布の設定

他のルーテ ィ ング  プロ ト コルから学習したルート を、 ASBR 経由で OSPFv3 自律システムに再
配布できます。

OSPF でのルート再配布には、 省略可能な次のパラ メータを設定できます。

• Default information originate ： 外部自律システムへのデフォル ト  ルート の AS 外部 （タ イプ 
5） LSA を生成します。

（注） Default information originate はオプシ ョ ンのルー ト  マップ内の match 文を無視します。

• Default metric ： すべての再配布ルート に同じコス ト  メ ト リ ッ クを設定します。

（注） スタテ ィ ッ ク  ルート を再配布する と、 Cisco NX-OS はデフォル ト のスタテ ィ ッ ク  ルート も再配
布します。

はじめる前に 

再配布で使用する、 必要なルート  マップを作成します。

OSPF をイネーブルにします （「OSPFv3 のイネーブル化」 （P.6-16） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. address-family ipv6 unicast
4. redistribute {bgp id | direct | isis id | rip id | static} route-map map-name 

5. default-information originate [always] [route-map map-name] 

6. default-metric cost

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospfv3 instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv3 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。
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次に、 ボーダー ゲート ウェイ  プロ ト コル （BGP） を  OSPFv3 に再配布する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

再配布されるルート数の制限

ルート再配布によって、 OSPFv3 ルート  テーブルに多数のルート を追加できます。 外部プロ ト
コルから受け取るルート の数に最大制限を設定できます。 OSPFv3 には、 再配布されるルート
制限を設定するための次のオプシ ョ ンがあ り ます。

• 上限固定 ： OSPFv3 が設定された最大値に達する と、 メ ッセージをログに記録します。
OSPFv3 はそれ以上の再配布されたルート を受け付けません。 任意で、 最大値のしきい値
パーセンテージを設定して、 OSPFv3 がこのしきい値を超えたと きに警告を記録するよ う
にする こ と もできます。

ステップ 3 address-family ipv6 unicast

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

IPv6 ユニキャス ト  アド レス  ファ ミ リ  モードを開
始します。

ステップ 4 redistribute {bgp id | direct | isis id 
| rip id | static} route-map map-name

例 ：
switch(config-router-af)# redistribute 
bgp route-map FilterExternalBGP

設定したルート  マップ経由で、 選択したプロ ト コ
ルを  OSPFv3 に再配布します。

（注） スタテ ィ ッ ク  ルート を再配布する と、
Cisco NX-OS はデフォル ト のスタテ ィ ッ ク  
ルート も再配布します。

ステップ 5 default-information originate [always] 
[route-map map-name] 

例 ：
switch(config-router-af)# 
default-information-originate route-map 
DefaultRouteFilter

デフォル ト のルート が RIB に存在する場合、 この 
OSPFv3 ド メ インにデフォル ト のルート を作成し
ます。 次の省略可能なキーワードを使用します。

• always ： 常にデフォル ト  ルート の 0.0.0. を生
成します。 （ルー ト が RIB に存在しない場合
でも）。

• route-map ： ルー ト  マップが true を返す場合
にデフォル ト  ルート を生成します。

（注） このコマン ドは、 ルート  マップの match 
文を無視します。

ステップ 6 default-metric cost

例 ：
switch(config-router-af)# default-metric 
25

再配布されたルートのコス ト  メ ト リ ッ クを設定し
ます。 指定できる範囲は 1 ～ 16777214 です。 この
コマンドは、 直接接続されたルートには適用され
ません。 ルート  マップを使用して、 直接接続され
たルートのデフォルトのメ ト リ ッ クを設定します。

ステップ 7 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
6-32
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 6 章      OSPFv3 の設定

高度な OSPFv3 の設定
• 警告のみ ： OSPFv3 が最大値に達したと きのみ、 警告のログを記録します。 OSPFv3 は、 再
配布されたルート を受け入れ続けます。

• 取り消し ： OSPFv3 が最大値に達したと きに設定したタイムアウ ト期間を開始します。 こ
のタイムアウ ト期間後、 現在の再配布されたルート数が最大制限よ り少なければ、 OSPFv3 
はすべての再配布されたルート を要求します。 再配布されたルート の現在数が最大数に達
した場合、 OSPFv3 はすべての再配布されたルート を取り消します。 OSPFv3 が追加の再配
布されたルート を受け付ける前に、 この状況を解消する必要があ り ます。 任意で、 タ イム
アウ ト期間を設定できます。

はじめる前に 

OSPF をイネーブルにします （「OSPFv3 のイネーブル化」 （P.6-16） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. address-family ipv6 unicast
4. redistribute {bgp id | direct | isis id | rip id | static} route-map map-name 

5. redistribute maximum-prefix max [threshold] [warning-only | withdraw [num-retries timeout]] 

6. （任意） show running-config ospfv3
7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospfv3 instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv3 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 address-family ipv6 unicast

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

IPv6 ユニキャス ト  アド レス  ファ ミ リ  モードを開
始します。

ステップ 4 redistribute {bgp id | direct | isis id 
| rip id | static} route-map map-name

例 ：
switch(config-router-af)# redistribute 
bgp route-map FilterExternalBGP

設定したルート  マップ経由で、 選択したプロ ト コ
ルを  OSPFv3 に再配布します。
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次に、 OSPF に再配布されるルー ト の数を制限する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router-af)# redistribute maximum-prefix 1000 75

ルート集約の設定

集約されたアド レス範囲を設定して、 エ リ ア間ルート のルート集約を設定できます。 また、
ASBR 上のこれらのルート の集約アド レスを設定して、 外部の再配布されたルート のルート集
約を設定する こ と もできます。 詳細については、 「ルー ト集約」 （P.6-12） を参照して ください。 

はじめる前に 

OSPF をイネーブルにします （「OSPFv3 のイネーブル化」 （P.6-16） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. address-family ipv6 unicast
4. area area-id range ipv6-prefix/length [no-advertise] [cost cost]

または

ステップ 5 redistribute maximum-prefix max 
[threshold] [warning-only | withdraw 
[num-retries timemout]] 

例 ：
switch(config-router)# redistribute 
maximum-prefix 1000 75 warning-only

OSPFv2 が配布するプレフ ィ ッ ク スの最大数を指
定します。 範囲は 1 ～ 65535 です。 任意で次のオ
プシ ョ ンを指定します。

• threshold ： 警告メ ッセージを ト リ ガーする最
大プレフ ィ ッ ク ス数のパーセンテージ。

• warning-only ： プレフ ィ ッ ク スの最大数を超
えたと きに警告メ ッセージを記録します。

• withdraw ： 再配布されたすべてのルート を取
り消し、 任意で再配布されたルート を取得し
よ う と試みます。 num-retries の範囲は 1 ～ 12 
です。 timeout の範囲は 60 ～ 600 秒です。 デ
フォル トは 300 秒です。

ステップ 6 show running-config ospfv3 

例 ：
switch(config-router)# show 
running-config ospf

（任意） OSPFv3 の設定を表示します。

ステップ 7 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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5. summary-address ipv6-prefix/length [no-advertise] [tag tag]

6. （任意） show ipv6 ospfv3 summary-address 
7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

次に、 ABR 上のエ リ ア間の集約アド レスを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router)# area 0.0.0.10 range 2001:0DB8::/48 
switch(config-router)# copy running-config startup-config

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospfv3 instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv3 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 address-family ipv6 unicast

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

IPv6 ユニキャス ト  アド レス  ファ ミ リ  モードを開
始します。

ステップ 4 area area-id range ipv6-prefix/length 
[no-advertise] [cost cost]

例 ：
switch(config-router-af)# area 0.0.0.10 
range 2001:0DB8::/48 advertise

一定の範囲のアドレスの集約アドレスを  ABR 上に
作成します。 この集約アドレスをエ リ ア間プレ
フ ィ ッ クス （タイプ 3） LSA にアドバタイズする
こ と もできます。 cost の範囲は 0 ～ 16777215 です。

ステップ 5 summary-address ipv6-prefix/length 
[no-advertise][tag tag]

例 ：
switch(config-router-af)# 
summary-address 2001:0DB8::/48 tag 2

一定の範囲のアド レスの集約アド レスを  ASBR 上
に作成します。 ルー ト  マップによる再配布で使用
できるよ う 、 この集約アド レスにタグを割り当て
る こ と もできます。

ステップ 6 show ipv6 ospfv3 summary-address

例 ：
switch(config-router)# show ipv6 ospfv3 
summary-address

（任意） OSPFv3 集約アド レスに関する情報を表示
します。

ステップ 7 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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次に、 ASBR 上の集約アド レスを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router)# summary-address 2001:0DB8::/48 
switch(config-router)# no discard route internal
switch(config-router)# copy running-config startup-config

ルートのアド ミニスト レーティブ ディスタンスの設定

OSPFv3 によって RIB に追加されるルート のアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスを設定でき
ます。

アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスは、 ルーテ ィ ング情報源の信頼性を示す評価基準です。
値が高いほど信頼性の評価は低くな り ます。 一般的にルートは、 複数のルーテ ィ ング  プロ ト コ
ルを通じて検出されます。 アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスは、 複数のルーテ ィ ング  プ
ロ ト コルから学習したルート を区別するために使用されます。 最もアド ミ ニス ト レーテ ィブ 
ディ スタンスが低いルート が IP ルーティ ング  テーブルに組み込まれます。

はじめる前に 

OSPF がイネーブルになっているこ とを確認します （「OSPFv3 のイネーブル化」 （P.6-16） を参照）。

この機能に関する注意事項と制約事項については、 「OSPFv3 の注意事項および制約事項」
（P.6-14） を参照して ください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. address-family ipv6 unicast
4. [no] table-map map-name

5. exit
6. exit
7. route-map map-name [permit | deny] [seq]

8. match route-type route-type

9. match ip route-source prefix-list name

10. match ipv6 address prefix-list name

11. set distance value

12. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv3 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 address-family ipv6 unicast

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

IPv6 ユニキャス ト  アド レス  ファ ミ リ  モードを開
始します。

ステップ 4 [no] table-map map-name

例 ：
switch(config-router-af)# table-map foo

OSPFv3 ルート を  RIB に送信する前に、 OSPFv2 
ルート をフ ィルタ リ ングまたは変更するポ リ シー
を設定します。 マップ名には最大 63 文字の英数
字を入力できます。

ステップ 5 exit

例 ：
switch(config-router-af)# exit
switch(config-router)#

ルータ  アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ
ン  モードを終了します。

ステップ 6 exit

例 ：
switch(config-router)# exit
switch(config)#

ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを終了し
ます。

ステップ 7 route-map map-name [permit | deny] [seq] 

例 ：
switch(config)# route-map foo permit 10
switch(config-route-map)# 

ルート  マップを作成するか、または既存のルート  
マップに対応するルート  マップ コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを開始します。 seq を使用し
て、 ルート  マップ エン ト リ を順序付けます。

（注） permit オプシ ョ ンで、 ディ スタンスを設
定する こ とができます。 deny オプシ ョ ン
を使用する と、 デフォル ト のディ スタンス
が適用されます。
6-37
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 6 章      OSPFv3 の設定    
高度な OSPFv3 の設定
次に、 OSPFv3 アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスについて、 エ リ ア間ルート を  150、 外部
ルート を  200、およびプレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト  p1 内のすべてのプレフ ィ ッ ク スを  190 に設定する
例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# table-map foo
switch(config-router)# exit
switch(config)# exit
switch(config)# route-map foo permit 10
switch(config-route-map)# match route-type inter-area
switch(config-route-map)# set distance 150
switch(config)# route-map foo permit 20
switch(config-route-map)# match route-type external
switch(config-route-map)# set distance 200
switch(config)# route-map foo permit 30
switch(config-route-map)# match ip route-source prefix-list p1
switch(config-route-map)# match ipv6 address prefix-list p1
switch(config-route-map)# set distance 190

ステップ 8 match route-type route-type

例 ：
switch(config-route-map)# match 
route-type external

次のルート  タ イプのいずれかと照合します。

• external ： 外部ルート （BGP、 EIGRP、 OSPF 
タ イプ 1 または 2）

• inter-area ： OSPF エ リ ア間ルート

• internal ： 内部ルート （OSPF エ リ ア内または
エ リ ア間ルート を含む）

• intra-area ： OSPF エ リ ア内ルート

• nssa-external ： NSSA 外部ルート （OSPF タ イ
プ 1 または 2）

• type-1 ： OSPF 外部タイプ 1 ルート

• type-2 ： OSPF 外部タイプ 2 ルート

ステップ 9 match ip route-source prefix-list name

例 ：
switch(config-route-map)# match ip 
route-source prefix-list p1

1 つまたは複数の IP プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト に対し
て、 ルー ト の IPv6 ルート送信元アド レスまたは
ルータ  ID と照合します。 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト
は ip prefix-list コマン ドを使用して作成します。

（注） OSPFv3 では、 ルータ  ID は 4 バイ ト です。

ステップ 10 match ipv6 address prefix-list name

例 ：
switch(config-route-map)# match ipv6 
address prefix-list p1

1 つまたは複数の IPv6 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト と照
合。 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト は ip prefix-list コマン
ドを使用して作成します。

ステップ 11 set distance value

例 ：
switch(config-route-map)# set distance 
150

OSPFv3 のルート のアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ
スタンスを設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 
255 です。

ステップ 12 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-route-map)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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第 6 章      OSPFv3 の設定

高度な OSPFv3 の設定
デフォルト  タイマーの変更

OSPFv3 には、 プロ ト コル メ ッセージの動作および SPF 計算を制御する数多くのタ イマーが含
まれます。 OSPFv3 には、 省略可能な次のタイマー パラ メータが含まれます。

• LSA arrival time ： ネイバーから着信する  LSA 間で許容される最小間隔を設定します。 この
時間よ り短時間で到着する  LSA はド ロ ップされます。

• Pacing LSAs ： LSA が集められてグループ化され、 リ フレ ッシュ されて、 チェ ッ クサムが計
算される間隔、 つま り期限切れとなる間隔を設定します。 このタ イマーは、 LSA 更新が実
行される頻度を制御し、 LSA 更新メ ッセージで送信される  LSA 更新の数を制御します
（「フラ ッディ ングと  LSA グループ ペーシング」 （P.6-8） を参照）。

• Throttle LSAs ： LSA 生成のレート制限を設定します。 このタ イマーは、 ト ポロジが変更さ
れた後に LSA が生成される頻度を制御します。

• Throttle SPF calculation ： SPF 計算の実行頻度を制御します。

インターフェイス  レベルでは、 次のタ イマーも制御できます。

• Retransmit interval ： 連続する  LSA 間の推定時間間隔を設定します。

• Transmit delay ： LSA をネイバーに送信する推定時間を設定します。

hello 間隔とデッ ド  タ イマーに関する情報の詳細については、 「OSPFv3 でのネッ ト ワークの設
定」 （P.6-19） を参照して ください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. timers lsa-arrival msec

4. timers lsa-group-pacing seconds

5. timers throttle lsa start-time hold-interval max-time

6. address-family ipv6 unicast
7. timers throttle spf delay-time hold-time

8. interface type slot/port

9. ospfv3 retransmit-interval seconds

10. ospfv3 transmit-delay seconds

11. （任意） copy running-config startup-config
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第 6 章      OSPFv3 の設定    
高度な OSPFv3 の設定
手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospfv3 instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv3 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 timers lsa-arrival msec

例 ：
switch(config-router)# timers 
lsa-arrival 2000

LSA 到着時間を ミ リ秒で設定します。 指定できる
範囲は 10 ～ 600000 です。 デフォル トは 1000 ミ
リ秒です。

ステップ 4 timers lsa-group-pacing seconds

例 ：
switch(config-router)# timers 
lsa-group-pacing 200

LSA がグループ化される間隔を秒で設定します。
指定できる範囲は 1 ～ 1800 です。 デフォル トは 
10 秒です。

ステップ 5 timers throttle lsa start-time 
hold-interval max-time

例 ：
switch(config-router)# timers throttle 
lsa network 350 5000 6000

LSA 生成のレート制限を ミ リ秒で設定します。 次
のタ イマーを設定できます。

start-time ： 指定できる範囲は 50 ～ 5000 ミ リ秒で
す。 デフォル ト値は 50 ミ リ秒です。

hold-interval ： 指定できる範囲は 50 ～ 30,000 ミ リ
秒です。 デフォル ト値は 5000 ミ リ秒です。

max-time ： 指定できる範囲は 50 ～ 30,000 ミ リ秒
です。 デフォル ト値は 5000 ミ リ秒です。

ステップ 6 address-family ipv6 unicast

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

IPv6 ユニキャス ト  アド レス  ファ ミ リ  モードを開
始します。

ステップ 7 timers throttle spf delay-time hold-time

例 ：
switch(config-router)# timers throttle 
spf 3000 2000

SPF 最適パス  スケジュール初期遅延時間と、 各 
SPF 最適パス計算間の最小ホールド  タ イム （秒単
位） を設定します。指定できる範囲は 1 ～ 600000 
です。 デフォル トは、 遅延時間なし、 およびホー
ルド  タ イム  5000 ミ リ秒です。

ステップ 8 interface type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 9 ospfv3 retransmit-interval seconds

例 ：
switch(config-if)# ospfv3 
retransmit-interval 30

このインターフェイスから送信される各 LSA 間
の推定時間間隔を設定します。 範囲は 1 ～ 65535 
です。 デフォル トは 5 です。
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高度な OSPFv3 の設定
次に、 lsa-group-pacing オプシ ョ ンで LSA フラ ッディ ングを制御する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# timers lsa-group-pacing 300
switch(config-router)# copy running-config startup-config

グレースフル リスタートの設定

グレースフル リ スター トは、 デフォル ト でイネーブルにされています。 OSPFv3 インスタンス
のグレースフル リ スター ト には、 省略可能な次のパラ メータを設定できます。

• Grace period ： グレースフル リ スター ト の開始後に、 ネイバーが隣接関係を解消するまでに
待つ時間を設定します。

• Helper mode disabled ： ローカル OSPFv3 インスタンスのヘルパー モードをディセーブルに
します。 OSPFv3 は、 ネイバーのグレースフル リ スター ト には関与しません。

• Planned graceful restart only ： 予定された再起動の場合にのみグレースフル リ スター ト がサ
ポート されるよ う 、 OSPFv3 を設定します。

はじめる前に 

OSPFv3 をイネーブルにします （「OSPFv3 のイネーブル化」 （P.6-16） を参照）。

すべてのネイバーで、 一致した省略可能なパラ メータ一式と と もにグレースフル リ スター ト が
設定されている こ と を確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. graceful-restart
4. graceful-restart grace-period seconds

5. graceful-restart helper-disable 
6. graceful-restart planned-only 

7. （任意） show ipv6 ospfv3 instance-tag 

8. （任意） copy running-config startup-config

ステップ 10 ospfv3 transmit-delay seconds

例 ：
switch(config-if)# ospfv3 transmit-delay 
600
switch(config-if)#

LSA をネイバーに送信する推定時間間隔を秒で設
定します。 指定できる範囲は 1 ～ 450 です。 デ
フォル トは 1 です。

ステップ 11 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
6-41
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x
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高度な OSPFv3 の設定
手順の詳細

次に、 ディセーブルにされているグレースフル リ スター ト をイネーブルにし、 猶予期間を  120 
秒に設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# graceful-restart
switch(config-router)# graceful-restart grace-period 120
switch(config-router)# copy running-config startup-config

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospfv3 instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv3 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 graceful-restart

例 ：
switch(config-router)# graceful-restart

グレースフル リ スター ト をイネーブルにします。
グレースフル リ スター トは、 デフォル ト でイネー
ブルにされています。

ステップ 4 graceful-restart grace-period seconds

例 ：
switch(config-router)# graceful-restart 
grace-period 120

猶予期間を秒で設定します。指定できる範囲は 5 ～ 
1800 です。 デフォルトは 60 秒です。

ステップ 5 graceful-restart helper-disable

例 ：
switch(config-router)# graceful-restart 
helper-disable

ヘルパー モードをディセーブルにします。 デフォ
ル ト では、 イネーブルです。

ステップ 6 graceful-restart planned-only

例 ：
switch(config-router)# graceful-restart 
planned-only

予定された再起動時にのみグレースフル リ スター
ト を設定します。

ステップ 7 show ipv6 ospfv3 instance-tag 

例 ：
switch(config-if)# show ipv6 ospfv3 201 

（任意） OSPFv3 情報を表示します。

ステップ 8 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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第 6 章      OSPFv3 の設定

高度な OSPFv3 の設定
OSPFv3 インスタンスの再起動

OSPv3 インスタンスを再起動できます。 この処理では、 インスタンスのすべてのネイバーが消
去されます。

OSPFv3 インスタンスを再起動して、 関連付けられたすべてのネイバーを削除するには、 次の
コマン ドを使用します。

仮想化による OSPFv3 の設定

複数の OSPFv3 インスタンスを設定できます。 また、 複数の VRF を作成し、 各 VRF で同じ  
OSPFv3 インスタンスまたは複数の OSPFv3 インスタンスを使用する こ と もできます。 VRF に
は OSPFv3 インターフェイスを割り当てます。

（注） インターフェイスの VRF を設定した後に、 インターフェイスの他のすべてのパラ メータを設
定します。 インターフェイスの VRF を設定する と、 そのインターフェイスのすべての設定が
削除されます。

はじめる前に 

OSPF をイネーブルにします （「OSPFv3 のイネーブル化」 （P.6-16） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf_name

3. router ospfv3 instance-tag 

4. vrf vrf-name

5. （任意） maximum-paths paths
6. interface type slot/port

7. vrf member vrf-name

8. ipv6 address ipv6-prefix/length

9. ipv6 ospfv3 instance-tag area area-id

10. （任意） copy running-config startup-config

コマンド 目的

restart ospfv3 instance-tag

例 ：
switch(config)# restart ospfv3 201

OSPFv3 インスタンスを再起動して、 すべての
ネイバーを削除します。
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第 6 章      OSPFv3 の設定    
高度な OSPFv3 の設定
手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 vrf context vrf-name

例 ：
switch(config)# vrf context 
RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

新しい VRF を作成し、 VRF コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードを開始します。

ステップ 3 router ospfv3 instance-tag

例 ：
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv3 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 4 vrf vrf-name

例 ：
switch(config-router)# vrf 
RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)#

VRF コンフ ィギュレーシ ョ ン モードを開始します。

ステップ 5 maximum-paths paths

例 ：
switch(config-router-vrf)# maximum-paths 
4

（任意） この VRF のルート  テーブル内の宛先へ
の、 同じ  OSPFv3 パスの最大数を設定します。 こ
のコマン ドはロード  バランシングに使用します。

ステップ 6 interface type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 7 vrf member vrf-name

例 ：
switch(config-if)# vrf member 
RemoteOfficeVRF

このインターフェイスを  VRF に追加します。

ステップ 8 ipv6 address ipv6-prefix/length

例 ：
switch(config-if)# ipv6 address 
2001:0DB8::1/48

このインターフェイスの IP アド レスを設定しま
す。 このステップは、 このインターフェイスを  
VRF に割り当てたあとに行う必要があ り ます。

ステップ 9 ipv6 ospfv3 instance-tag area area-id

例 ：
switch(config-if)# ipv6 ospfv3 201 area 
0

設定した OSPFv3 インスタンスおよびエ リ アに、
このインターフェイスを割り当てます。

ステップ 10 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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第 6 章      OSPFv3 の設定

OSPFv3 設定の確認
次に、 VRF を作成して、 その VRF にインターフェイスを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context NewVRF
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# vrf member NewVRF
switch(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8::1/48
switch(config-if)# ipv6 ospfv3 201 area 0
switch(config-if)# copy running-config startup-config

OSPFv3 設定の確認
OSPFv3 の設定を表示するには、 次のいずれかの作業を行います。

OSPFv3 のモニタリング
OSPFv3 統計情報を表示するには、 次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

show ipv6 ospfv3 OSPFv3 設定を表示します。

show ipv6 ospfv3 border-routers ABR および ASBR への内部 OSPF ルーテ ィ ング  
テーブル エン ト リ を表示します。

show ipv6 ospfv3 database 特定のルータの OSPFv3 データベースに関する情報
の リ ス ト を表示します。

show ipv6 ospfv3 interface type number 
[vrf {vrf-name | all | default | management}]

OSPFv3 インターフェイス設定を表示します。

show ipv6 ospfv3 neighbors ネイバー情報を表示します。 clear ospfv3 neighbors 
コマン ドを使用する と、 すべてのネイバーとの隣接
関係を削除できます。

show ipv6 ospfv3 request-list ルータから要求されている  LSA の一覧を表示します。

show ipv6 ospfv3 retransmission-list 再送を待っている  LSA の一覧を表示します。

show ipv6 ospfv3 summary-address OSPFv3 インスタンスで設定されている、 すべての
集約アド レス再配布情報の一覧を表示します。

show running-configuration ospfv3 現在実行中の OSPFv3 コンフ ィギュレーシ ョ ンを表
示します。

コマンド 目的

show ipv6 ospfv3 memory OSPFv3 メモ リ使用状況の統計情報を表示します。

show ipv6 ospfv3 policy statistics area 
area-id filter-list {in | out} [vrf {vrf-name 
| all | default | management}]

エ リ アの OSPFv3 ルート  ポ リ シー統計情報を表示し
ます。
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OSPFv3 の設定例
OSPFv3 の設定例 
次に、 OSPFv3 を設定する例を示します。

feature ospfv3
router ospfv3 201
 router-id 290.0.2.1

interface ethernet 1/2
 ipv6 address 2001:0DB8::1/48
 ipv6 ospfv3 201 area 0.0.0.10

関連項目
次の項目には、 OSPF に関する詳細情報が含まれています。

• 第 5 章 「OSPFv2 の設定」

• 第 15 章 「Route Policy Manager の設定」 

その他の関連資料
OSPF の実装に関する詳細情報については、 次のページを参照して ください。

• 「MIB」 （P.6-46）

MIB

show ipv6 ospfv3 policy statistics 
redistribute {bgp id| direct | isis id | rip id 
| static} vrf {vrf-name | all | default | 
management}]

OSPFv3 ルート  ポ リ シー統計を表示します。

show ipv6 ospfv3 statistics [vrf {vrf-name 
| all | default | management}]

OSPFv3 イベン ト  カウンタを表示します。

show ipv6 ospfv3 traffic [interface-type 
number] [vrf {vrf-name | all | default | 
management}]

OSPFv3 パケッ ト  カウンタを表示します。

コマンド 目的

MIB MIB のリンク

OSPFv3 に関連する  MIB サポート されている  MIB を検索およびダウンロードするに
は、 次の URL にアクセスして ください。

ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/Nexus9000MI
BSupportList.html
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第 章7

EIGRP の設定

この章では、 Cisco NX-OS デバイスで Enhanced Interior Gateway Routing Protocol （EIGRP） を設
定する方法について説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「EIGRP について」 （P.7-1）

• 「EIGRP のラ イセンス要件」 （P.7-9）

• 「EIGRP の前提条件」 （P.7-10）

• 「EIGRP に関する注意事項および制限事項」 （P.7-10）

• 「デフォル ト設定値」 （P.7-11）

• 「基本的 EIGRP の設定」 （P.7-11）

• 「高度な EIGRP の設定」 （P.7-16）

• 「EIGRP の仮想化の設定」 （P.7-31）

• 「EIGRP 設定の確認」 （P.7-32）

• 「EIGRP のモニタ リ ング」 （P.7-33）

• 「EIGRP の設定例」 （P.7-33）

• 「関連項目」 （P.7-34）

• 「その他の関連資料」 （P.7-34）

EIGRP について
EIGRP は、 リ ンク ステー ト  プロ ト コルの機能にディ スタンス  ベク トル プロ ト コルの利点を組
み合わせたプロ ト コルです。 EIGRP は、 定期的に Hello メ ッセージを送信してネイバーを探索
します。 EIGRP は、 新規ネイバーを検出する と、 すべてのローカル EIGRP ルートおよびルー
ト  メ ト リ ッ クに対する  1 回限りの更新を送信します。 受信側の EIGRP ルータは、 受信したメ
ト リ ッ ク と、 その新規ネイバーにローカルで割り当てられた リ ンクのコス ト に基づいて、 ルー
ト  ディ スタンスを計算します。 この最初の全面的なルート  テーブルの更新後は、 ルート変更
の影響を受けるネイバーにのみ、 差分更新が EIGRP によ り送信されます。 この処理によ り、 コ
ンバージェンスにかかる時間が短縮され、 EIGRP が使用する帯域幅が最小限にな り ます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「EIGRP コンポーネン ト 」 （P.7-2）

• 「EIGRP ルート更新」 （P.7-3）

• 「高度な EIGRP」 （P.7-5）
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EIGRP について
EIGRP コンポーネン ト

EIGRP には、 次の基本コンポーネン ト があ り ます。

• 「Reliable Transport Protocol」 （P.7-2）

• 「ネイバー探索およびネイバー回復」 （P.7-2）

• 「拡散更新アルゴ リ ズム」 （P.7-3）

Reliable Transport Protocol

Reliable Transport Protocol は、 すべてのネイバーに EIGRP パケッ ト の順序付けされた配信を保
証します。 （「ネイバー探索およびネイバー回復」 （P.7-2） を参照）。 Reliable Transport Protocol 
は、 マルチキャス ト  パケッ ト とユニキャス ト  パケッ ト の混合伝送をサポート しています。 こ
の転送は信頼性が高く、 未確認パケッ ト が保留されている と きにも、 マルチキャス ト  パケッ ト
の迅速な送信が可能です。 この方式によ り、 さ まざまな速度の リ ンクでも短いコンバージェン
ス時間が維持されるよ うにな り ます。 マルチキャス ト  パケッ ト とユニキャス ト  パケッ ト の送
信を制御するデフォル ト  タ イマーの変更の詳細については、 「高度な EIGRP の設定」 （P.7-16）
を参照して ください。

Reliable Transport Protocol には、 次のメ ッセージ  タ イプが含まれます。

• Hello ： ネイバー探索およびネイバー回復に使用されます。 EIGRP はデフォル ト では、 定期
的なマルチキャス ト  Hello メ ッセージをローカル ネッ ト ワーク上に、 設定された hello 間隔
で送信します。 デフォル ト の hello 間隔は 5 秒です。

• 確認 ： 更新、 照会、 返信を確実に受信したこ とを確認します。

• 更新 ： ルーテ ィ ング情報が変更される と、 その影響を受けるネイバーに送信されます。 更
新には、 ルート の宛先、 アド レス  マスク、 および遅延や帯域幅などのルート  メ ト リ ッ クが
含まれます。 更新情報は EIGRP ト ポロジ  テーブルに格納されます。

• 照会および返信 ： EIGRP が使用する拡散更新アルゴ リ ズムの一部と して送信されます。

ネイバー探索およびネイバー回復

EIGRP は、 Reliable Transport Protocol からの Hello メ ッセージを使用して、直接接続されたネッ
ト ワーク上のネイバー EIGRP ルータを探索します。 EIGRP によ り、 ネイバー テーブルにネイ
バーが追加されます。 ネイバー テーブルの情報には、 ネイバー アド レス、 検出されたイン
ターフェイス、およびネイバー到達不能を宣言する前に EIGRP が待機する時間を示すホールド  
タ イムが含まれています。デフォル ト のホールド  タ イムは、 hello 間隔の 3 倍または 15 秒です。

EIGRP は、 ローカル EIGRP ルーティ ング情報を共有するために、 一連の更新メ ッセージを新
規ネイバーに送信します。 このルート情報は EIGRP ト ポロジ  テーブルに格納されます。 この
よ うに EIGRP ルート情報全体を最初に送信した後は、 ルーテ ィ ングが変更されたと きにのみ、
EIGRP によ り更新メ ッセージが送信されます。 これらの更新メ ッセージは新情報または更新情
報のみを含んでおり、 変更の影響を受けるネイバーにのみ送信されます。 「EIGRP ルート更新」
（P.7-3） を参照して ください。

EIGRP はネイバーへのキープアラ イブと して、 Hello メ ッセージも使用します。 Hello メ ッセー
ジを受信している限り、 Cisco NX-OS は、 ネイバーがダウンせずに機能している と判定します。
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拡散更新アルゴリズム

拡散更新アルゴ リ ズム （DUAL） によ り、 ト ポロジ  テーブルの宛先ネッ ト ワークに基づいて
ルーテ ィ ング情報が計算されます。 ト ポロジ  テーブルには、 次の情報が含まれます。

• IPv4 または IPv6 アド レス /マスク ： この宛先のマスクのネッ ト ワーク  アド レスおよびネッ
ト ワーク  マスク。

• サクセサ ： 現在のフ ィジブル ディ スタンスよ り も宛先まで短いディ スタンスをアドバタ イ
ズする、 すべてのフ ィジブル サクセサまたはネイバーの IP アド レスおよびローカル イン
ターフェイス接続。

• フ ィージビ リ テ ィ  ディ スタンス （FD） ： 計算された、 宛先までの最短ディ スタンス。 フ ィ
ジブル ディ スタンスは、 ネイバーがアドバタ イズした距離に、 そのネイバーへの リ ンク  コ
ス ト を加えた合計です。

DUAL は、 ディ スタンス  メ ト リ ッ クを使用して、 ループが発生しない効率的なパスを選択しま
す。 DUAL はルート を選択し、 フ ィジブル サクセサに基づいてユニキャス ト  ルーテ ィ ング情
報ベース （RIB） に挿入します。 ト ポロジが変更される と、 DUAL は、 ト ポロジ  テーブルで
フ ィジブル サクセサを探します。 フ ィジブル サクセサが見つかった場合、 DUAL は、 最短の
フ ィジブル ディ スタンスを持つフ ィジブル サクセサを選択して、 それをユニキャス ト  RIB に
挿入します。 これによ り、 再計算が不要とな り ます。

フ ィジブル サクセサが存在しないが、 宛先をアドバタ イズするネイバーが存在する場合は、
DUAL がパッシブ状態からアクテ ィブ状態へと移行し、 新しいサクセサまたは宛先へのネクス
ト ホップ ルータを決定する再計算を ト リ ガーします。 ルート の再計算に必要な時間は、 コン
バージェンス時間に影響します。 EIGRP は照会メ ッセージをすべてのネイバーに送信し、 フ ィ
ジブル サクセサを探します。 フ ィジブル サクセサを持つネイバーは、 その情報を含む返信
メ ッセージを送信します。 フ ィジブル サクセサを持たないネイバーは、 DUAL の再計算を ト リ
ガーします。

EIGRP ルート更新

ト ポロジが変更される と、 EIGRP は、 変更されたルーテ ィ ング情報のみを含む更新メ ッセージ
を、 影響を受けるネイバーに送信します。 更新メ ッセージには、 新規の、 または更新された
ネッ ト ワーク宛先へのディ スタンス情報が含まれます。

EIGRP でのディ スタンス情報は、 帯域幅、 遅延、 負荷使用状況、 リ ンクの信頼性などの使用可能
なルート  メ ト リ ッ クの組み合わせと して表現されます。 各メ ト リ ッ クには重みが関連付けられて
おり、 これによ り、 メ ト リ ッ クがディ スタンスの計算に含まれるかど うかが決定します。 このメ
ト リ ッ クの重みは設定するこ とができます。 特性を微調整して最適なパスを完成するこ と もでき
ますが、 設定可能なメ ト リ ッ クの大部分でデフォルト設定を使用するこ とを推奨します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「内部ルート  メ ト リ ッ ク」 （P.7-4）

• 「ワ イ ド  メ ト リ ッ ク」 （P.7-4）

• 「外部ルート  メ ト リ ッ ク」 （P.7-5）

• 「EIGRP とユニキャス ト  RIB」 （P.7-5）
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EIGRP について
内部ルート  メ ト リ ック

内部ルート とは、 同じ  EIGRP 自律システム内のネイバー間のルート です。 これらのルート に
は、 次のメ ト リ ッ クがあ り ます。

• ネクス ト  ホップ ： ネク ス ト  ホップ ルータの IP アド レス。

• 遅延 ： 宛先ネッ ト ワークへのルート を形成するインターフェイス上で設定された遅延の合
計。 遅延は 10 マイ ク ロ秒単位で設定されます。

• 帯域幅 ： 宛先へのルート の一部であるインターフェイスで設定された最小帯域幅から計算
されます。

（注） デフォル ト帯域幅の値の使用を推奨します。 この帯域幅パラ メータは EIGRP でも使用
されます。

• MTU ： 宛先へのルート上の最大伝送単位の最小値。

• ホップ カウン ト ： 宛先までにルート が通過するホップまたはルータの数。 このメ ト リ ッ ク
は、 DUAL 計算で直接には使用されません。

• 信頼性 ： 宛先までの リ ンクの信頼性を示します。

• 負荷 ： 宛先までの リ ンク上の ト ラフ ィ ッ ク量を示します。

デフォル ト で EIGRP は、 帯域幅と遅延のメ ト リ ッ クを使用して、 宛先までのディ スタンスを計
算します。 計算に他のメ ト リ ッ クが含まれるよ うに、 メ ト リ ッ クの重みを変更できます。

ワイド  メ ト リ ック

EIGRP は、 よ り高速なインターフェイスまたはバンドルされたインターフェイス上でのルート
選択を改善するためのワイ ド （64 ビッ ト ） メ ト リ ッ クをサポート します。 ワイ ド  メ ト リ ッ ク
をサポート しているルータは、 次のよ うに、 ワ イ ド  メ ト リ ッ クをサポート していないルータ と
相互運用できます。

• ワイ ド  メ ト リ ッ クをサポートするルータ ： ローカル ワ イ ド  メ ト リ ッ ク値を受信した値に
追加し、 情報を送信します。

• ワイ ド  メ ト リ ッ クをサポート しないルータ ： 値を変更せずに受信したメ ト リ ッ クを送信し
ます。

EIGRP は、 ワイ ド  メ ト リ ッ クのパス  コス ト を計算するために、 次の式を使用します。

メ ト リ ッ ク  = [k1 × 帯域幅 + （k2 × 帯域幅） / （256 – 負荷） + k3 × 遅延 + k6 × 拡張属性 ] x 
[k5/ （信頼性 + k4） ]

ユニキャス ト  RIB が 64 ビッ ト のメ ト リ ッ ク値をサポート できないため、 EIGRP ワイ ド  メ ト
リ ッ クは RIB スケール係数で次の式を使用して、 64 ビッ ト  メ ト リ ッ ク値を  32 ビッ ト値に変換
します。

RIB メ ト リ ッ ク  = （ワ イ ド  メ ト リ ッ ク /RIB スケール値）。

RIB スケール値は設定可能なパラ メータです。

EIGRP ワイ ド  メ ト リ ッ クは、 EIGRP メ ト リ ッ クの設定の k6 と して、 次の 2 種類の新しいメ ト
リ ッ ク値を導入します。

• ジッ タ ： （マイ ク ロ秒単位で測定） ルー ト  パス上のすべての リ ンクにわたって累積します。
ルート の低い方のジッ ター値は、 EIGRP パス選択に優先されます。
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EIGRP について
• エネルギー ： （キロ  ビッ ト単位のワ ッ ト で測定） ルー ト  パス上のすべての リ ンクにわたっ
て累積します。 ルート の低い方のエネルギー値は、 EIGRP パス選択に優先されます。

EIGRP は、 よ り高い値のパスを持つパスよ り も、 ジッ ターやエネルギー メ ト リ ッ ク値を持たな
いパス、 またはよ り低いジッ ターやエネルギー メ ト リ ッ ク値を持つパスを優先します。

（注） EIGRP ワイ ド  メ ト リ ッ クは、 TLV バージ ョ ン  2 で送信されます。 詳細については、 「ワ イ ド  メ
ト リ ッ クの有効化」 （P.7-28） を参照して ください。 

外部ルート  メ ト リ ック

外部ルート とは、 異なる  EIGRP 自律システムにあるネイバー間のルート です。 これらのルート
には、 次のメ ト リ ッ クがあ り ます。

• ネクス ト  ホップ ： ネク ス ト  ホップ ルータの IP アド レス。

• ルータ  ID ： このルート を  EIGRP に再配布したルータのルータ  ID。

• 自律システム番号 ： 宛先の自律システム番号。

• プロ ト コル ID ： 宛先へのルート を学習したルーティ ング  プロ ト コルを表すコード。

• タグ ： ルー ト  マップで使用可能な任意のタグ。

• メ ト リ ッ ク ： 外部ルーテ ィ ング  プロ ト コルの、 このルート のルート  メ ト リ ッ ク。

EIGRP とユニキャスト  RIB

EIGRP は、 学習したルート をすべて、 EIGRP ト ポロジ  テーブルとユニキャス ト  RIB に追加し
ます。 ト ポロジが変更される と、 EIGRP は、 これらのルート を使用してフ ィジブル サクセサを
探します。 EIGRP は、 他のルーティ ング  プロ ト コルから  EIGRP に再配布されたあらゆるルー
ト の変更についてのユニキャス ト  RIB からの通知も待ち受けます。

高度な EIGRP
EIGRP の高度な機能を使用して、 EIGRP の設定を最適化できます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「ア ド レス  ファ ミ リ 」 （P.7-6）

• 「認証」 （P.7-6）

• 「ス タブ ルータ」 （P.7-6）

• 「ルー ト集約」 （P.7-7）

• 「ルー ト の再配布」 （P.7-7）

• 「ロード  バランシング」 （P.7-7）

• 「スプ リ ッ ト  ホラ イズン」 （P.7-8）

• 「BFD」 （P.7-8）

• 「仮想化のサポート 」 （P.7-8）

• 「グレースフル リ スター トおよびハイ  アベイ ラビ リ テ ィ 」 （P.7-8）

• 「複数の EIGRP インスタンス」 （P.7-9）
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EIGRP について
アドレス ファ ミ リ

EIGRP では、 IPv4 と  IPv6 の両方のアドレス  ファ ミ リ をサポート しています。下位互換性を保つた
めに、ルート  コンフ ィギュレーシ ョ ン モードまたは IPV4 アドレス  ファ ミ リ  モードで EIGRPv4 を
設定できます。 アドレス  ファ ミ リ  モードで IPv6 の EIGRP を設定する必要があり ます。

アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードには、 次の EIGRP 機能が含まれます。

• 認証

• AS 番号

• デフォル ト  ルート

• メ ト リ ッ ク  

• ディ スタンス

• グレースフル リ スター ト

• ロギング

• ロード  バランシング

• 再分配

• ルータ  ID

• スタブ ルータ

• タ イマー

複数のコンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで同じ機能を設定できません。 たとえばルータ  コン
フ ィギュレーシ ョ ン  モードでデフォル ト  メ ト リ ッ クを設定する と、 アド レス  ファ ミ リ  モード
でデフォル ト  メ ト リ ッ クを設定できません。

認証

EIGRP メ ッセージに認証を設定して、 ネッ ト ワークでの不正な、 または無効なルーテ ィ ング更
新を防止できます。 EIGRP 認証は MD5 認証ダイジェス ト をサポー ト しています。

認証キーのキーチェーン管理を使用して、 仮想ルーテ ィ ング /転送 （VRF） インスタンスご と、
またはインターフェイスご とに EIGRP 認証を設定できます。 キーチェーン管理を使用する と、
MD5 認証ダイジェス ト が使用する認証キーへの変更を管理できます。 キーチェーン作成の詳細
については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』を参照して ください。  

MD5 認証を行うには、 ローカル ルータ とすべての リ モー ト  EIGRP ネイバーで同一のパスワー
ドを設定します。 EIGRP メ ッセージが作成される と、 Cisco NX-OS は、 そのメ ッセージ自体と
暗号化されたパスワードに基づいて  MD5 一方向メ ッセージ  ダイジェス ト を作成し、 このダイ
ジェス ト を  EIGRP メ ッセージと と もに送信します。 受信する  EIGRP ネイバーは、 同じ暗号化
パスワードを使用して、 このダイジェス ト を確認します。 メ ッセージが変更されていない場合
は計算が同一であるため、 EIGRP メ ッセージは有効と見なされます。

MD5 認証には各 EIGRP メ ッセージのシーケンス番号も含まれており、 これによ り、 ネッ ト
ワークでのメ ッセージの再送が防止されます。

スタブ ルータ

EIGRP スタブ ルーティ ング機能を使用して、 ネッ ト ワークの安定性を向上させ、 リ ソースの使
用を削減し、 スタブ ルータ設定を簡素化する こ とができます。 スタブ ルータは、 リモー ト  
ルータ経由で EIGRP ネッ ト ワークに接続します。 「スタブ ルーテ ィ ング」 （P.1-7） を参照して
ください。
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EIGRP について
EIGRP スタブ ルーティ ングを使用する と、 EIGRP を使用するよ うに配布と リ モー ト  ルータを
設定し、 リ モー ト  ルータのみをスタブと して設定する必要があ り ます。 EIGRP スタブ ルー
テ ィ ングで、 分散ルータでの集約が自動的にイネーブルになるわけではあ り ません。 ほとんど
の場合、 分散ルータでの集約の設定が必要です。

EIGRP スタブ ルーティ ングを使用しない場合は、 分散ルータから リ モー ト  ルータに送信され
たルート がフ ィルタ リ ングまたは集約された後でも、 問題が発生する こ とがあ り ます。 たとえ
ば、 ルート が企業ネッ ト ワーク内のどこかで失われた場合に、 EIGRP が分散ルータに照会を送
信する こ とがあ り ます。 分散ルータは、 ルート が集約されている場合でも、 リ モー ト  ルータに
照会を送信する こ とがあ り ます。 分散ルータ と リモー ト  ルータの間の WAN リ ンク上の通信で
問題が発生した場合は EIGRP がアクテ ィブ状態のまま とな り、 ネッ ト ワークの他の場所が不安
定となる場合があ り ます。 EIGRP スタブ ルーテ ィ ングを使用する と、 リ モー ト  ルータに照会
が送信されな く な り ます。

ルート集約

指定したインターフェイスにサマ リー集約アドレスを設定できます。 ルート集約を使用する と、
固有性の強い一連のアドレスをすべての固有アドレスを代表する  1 つのアドレスに置き換えるこ
とによって、 ルート  テーブルを簡素化できます。 たとえば、 10.1.1.0/24、 10.1.2.0/24、 および 
10.1.3.0/24 という アド レスを  1 つの集約アドレス  10.1.0.0/16 に置き換えるこ とができます。

よ り具体的なアド レスがルーテ ィ ング  テーブルにある場合、 EIGRP は、 よ り具体的なルート の
最小メ ト リ ッ クに等しいメ ト リ ッ クを持つインターフェイスからの集約アド レスをアドバタ イ
ズします。

（注） EIGRP は、 自動ルート集約をサポート していません。

ルートの再配布

EIGRP を使用する と、 スタテ ィ ッ ク  ルート 、 他の EIGRP AS が学習したルート 、 またはほかの
プロ ト コルからのルート を再配布できます。 再配布を指定したルート  マップを設定して、 どの
ルート が EIGRP に渡されるかを制御する必要があ り ます。 ルート  マップを使用する と、 宛先、
送信元プロ ト コル、 ルー ト  タ イプ、 ルー ト  タグなどの属性に基づいて、 ルート をフ ィルタ リ
ングできます。 第 15 章 「Route Policy Manager の設定」 を参照して ください。

インポー ト された EIGRP へのすべてのルート に使用されるデフォル ト  メ ト リ ッ ク も設定でき
ます。

ルーテ ィ ング  アップデート からルート をフ ィルタ リ ングするには、 配布リ ス ト を使用します。
これらのフ ィルタ処理されたルートは、 ip distribute-list eigrp コマン ドで各インターフェイス
に適用されます。

ロード  バランシング

ロード  バランシングを使用する と、 ルータによって、 宛先アド レスから同じ距離にあるすべて
のルータ  ネッ ト ワーク  ポート に ト ラフ ィ ッ クが分散されます。 ロード  バランシングによ り、
ネッ ト ワーク  セグ メ ン ト の使用率が向上し、 それによってネッ ト ワーク帯域幅の効率も向上し
ます。

Cisco NX-OS は、 EIGRP ルート  テーブルおよびユニキャス ト  RIB 中の 16 までの等コス ト  パス
を使用する等コス ト  マルチパス （ECMP） 機能をサポート しています。 これらのパスの一部ま
たは全部に対して ト ラフ ィ ッ クのロード  バランスを行う よ う 、 EIGRP を設定できます。
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EIGRP について
（注） Cisco NX-OS の EIGRP は、 等コス ト でないロード  バランシングはサポート していません。

スプリ ッ ト  ホライズン

スプ リ ッ ト  ホラ イズンを使用して、 EIGRP が、 ルート を伝えたインターフェイスからそのルー
ト をアドバタイズしないよ うにする こ とができます。

スプ リ ッ ト  ホラ イズンは、 EIGRP 更新パケッ トおよび EIGRP 照会パケッ ト の送信を制御する
方式です。 インターフェイスでスプ リ ッ ト  ホラ イズンをイネーブルにする と、 Cisco NX-OS 
は、 このインターフェイスから学習された宛先への更新パケッ ト も照会パケッ ト も送信しませ
ん。 この方法でアップデート  パケッ ト と クエ リー パケッ ト を制御する と、 ルーテ ィ ング  ルー
プが発生する可能性が低くな り ます。

ポイズン リバースによるスプリ ッ ト  ホライズンによ り、 EIGRP は、 EIGRP がルート を学習したイ
ンターフェイス経由で、 そのルート を到達不能としてアドバタイズするよ う設定されます。

EIGRP は、 次のシナリ オでスプ リ ッ ト  ホラ イズン、 またはポイズン  リバースによるスプ リ ッ
ト  ホラ イズンを使用します。

• スター ト アップ モードで、 2 台のルータ間で初めて ト ポロジ  テーブルを交換する。

• ト ポロジ  テーブルの変更をアドバタ イズする。

• 照会メ ッセージを送信する。

デフォル ト では、 スプ リ ッ ト  ホラ イズン機能がすべてのインターフェイスでイネーブルになっ
ています。

BFD

この機能では、 双方向フォワーディ ング検出 （BFD） をサポー ト します。 BFD は、 転送パスの
障害を高速で検出する こ とを目的にした検出プロ ト コルです。 BFD は 2 台の隣接デバイス間の
サブセカン ド障害を検出し、 BFD の負荷の一部を、 サポート されるモジュール上のデータ  プ
レーンに分散できるため、 プロ ト コル hello メ ッセージよ り も  CPU を使いません。 詳細につい
ては、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』 を参照して ください。

仮想化のサポート

EIGRP は、 仮想ルーティ ングおよび転送 （VRF） インスタンスをサポート しています。

グレースフル リスタートおよびハイ  アベイラビリティ

Cisco NX-OS は、 EIGRP の無停止フォワーディ ングおよびグレースフル リ スター ト をサポート
します。

EIGRP の NSF を使用する と、 フェールオーバー後に EIGRP ルーテ ィ ング  プロ ト コル情報が復
元される間に、 データ  パケッ ト を  FIB 内の既存のルート で転送できます。 ノ ンス ト ップ フォ
ワーディ ング （NSF） を使用する と、 ピア  ネッ ト ワーキング  デバイスでルーティ ング  フラ ッ
プが発生する こ とがあ り ません。 フェールオーバー時に、 データ  ト ラフ ィ ッ クはインテ リ ジェ
ン ト  モジュール経由で転送され、 スタンバイ  スーパーバイザがアクテ ィブにな り ます。
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EIGRP のライセンス要件
Cisco NX-OS システムでコールド  リ ブー ト が発生した場合、 デバイスはシステムへの ト ラ
フ ィ ッ ク転送を中止し、 ネッ ト ワーク  ト ポロジからシステムを削除します。 このシナ リオで
は、 EIGRP でステート レス再起動が発生し、 すべてのネイバーが削除されます。 Cisco NX-OS 
はスター ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンを適用し、EIGRP がネイバーを再検出して、完全な  
EIGRP ルーティ ング情報を再度共有します。

Cisco NX-OS を実行するデュアル スーパーバイザ プラ ッ ト フォームで、 ステート フル スーパー
バイザ スイ ッチオーバーが発生します。 このスイ ッチオーバーが発生する前に、 EIGRP はグ
レースフル リ スタート を使用して、 EIGRP がしばら く使用不可であるこ とを宣言します。 ス
イ ッチオーバーの間、 EIGRP は無停止フォワーディングを使用して FIB の情報に基づいて ト ラ
フ ィ ッ クを転送し続け、 システムがネッ ト ワーク  ト ポロジから取り除かれるこ とはあ り ません。

グレースフル リ スター ト対応ルータは、 Hello メ ッセージを使用して、 グレースフル リ スター
ト動作が開始されたこ とをネイバーに通知します。 グレースフル リ スター ト認識ルータが、 グ
レースフル リ スター ト対応ネイバーからグレースフル リ スター ト動作が進行中である とい う
通知を受信する と、 両方のルータは各ト ポロジ  テーブルをただちに交換します。 グレースフル 
リ スター ト認識ルータは、 ルータの再起動を支援するための次のアクシ ョ ンを実行します。

• ルータは、 EIGRP Hello 保持時間を失効し、 Hello メ ッセージにセッ ト される間隔を短く し
ます。 このプロセスによ り、 グレースフル リ スター ト認識ルータは再起動中のルータによ
り早く応答し、 再起動中のルータがネイバーを再検出し、 ト ポロジ  テーブルを再構築する
ために必要な時間を短縮します。

• ルータは、 ルート保留タイマーを開始します。 このタ イマーで、 グレースフル リ スター ト
認識ルータが、 再起動中のネイバー ルータのために既知のルート を保留する時間の長さが
設定されます。 デフォル ト の期間は 240 秒です。

• ルータは、 ネイバーが再起動している こ と をピア  リ ス ト に記載する、 隣接関係を維持す
る、 グレースフル リ スター ト認識ルータの ト ポロジ テーブルを送信する準備ができたこ と
を知らせるシグナルをネイバーが送信するか、 ルート ホールド  タ イマーが期限切れになる
まで再起動中のネイバーを保持する、 とい う こ と を行います。 グレースフル リ スター ト認
識ルータ上でルート保留タイマーの期限が切れた場合、 グレースフル リ スター ト認識ルー
タは保留ルート を破棄し、 再起動中のルータをネッ ト ワークに参加する新しいルータ と し
て扱い、 隣接関係を再確立します。

スイ ッチオーバー後に、 Cisco NX-OS は実行コンフ ィギュレーシ ョ ンを適用し、 EIGRP は、 自
身が再び稼働している こ と をネイバーに通知します。

複数の EIGRP インスタンス

Cisco NX-OS は、 同じシステム上で動作する、 EIGRP プロ ト コルの複数インスタンスをサポー
ト しています。 すべてのインスタンスで同じシステム  ルータ  ID を使用します。 インスタンス
ご とに一意のルータ  ID を設定する こ と もできます。 サポー ト される  EIGRP インスタンスの数
については、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』 を参照して ください。

EIGRP のライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS EIGRP には Enterprise Services ラ イセンスが必要です。 Cisco NX-OS ラ イセンス方式について、 お
よびラ イセンスの取得方法と適用方法の詳細については、 『Cisco NX-OS Licensing Guide』 を参照し
て ください。
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EIGRP の前提条件
EIGRP を使用するには、 次の前提条件を満たしている必要があ り ます。

• EIGRP をイネーブルにする必要があり ます （「EIGRP 機能のイネーブル化」 （P.7-12） を参照）。

EIGRP に関する注意事項および制限事項
EIGRP 設定時の注意事項および制約事項は次のとおりです。

• 他のプロ ト コル、 接続されたルータ、 またはスタテ ィ ッ ク  ルート からの再配布には、 メ ト
リ ッ ク設定 （デフォル ト  メ ト リ ッ ク設定オプシ ョ ンまたはルート  マップによる） が必要で
す （第 15 章 「Route Policy Manager の設定」 を参照）。

• グレースフル スター ト については、 NSF 認識ルータが動作中であ り、 ネッ ト ワークで完全
に収束している場合にのみ、 このルータが NSF 対応ルータのグレースフル リ スター ト動作
を支援できます。

• グレースフル リ スター ト については、グレースフル リ スター ト に関係する隣接デバイスが 
NSF 認識、 または NSF 対応である必要があ り ます。

• Cisco NX-OS EIGRP は Cisco IOS ソフ ト ウェアの EIGRP と互換性があ り ます。

• 妥当な理由がない限り、 メ ト リ ッ クの重みを変更しないでください。 メ ト リ ッ クの重みを
変更した場合は、 同じ自律システム内のすべての EIGRP ルータに、 それを適用する必要が
あ り ます。

• 1 ギガビッ ト以上のインターフェイス速度の EIGRP ネッ ト ワークでの標準メ ト リ ッ ク と ワ
イ ド  メ ト リ ッ クの組み合わせは、 最適なルーテ ィ ングになる可能性があ り ます。

• 大規模ネッ ト ワークの場合は、 スタブの使用を検討して ください。

• EIGRP ベク トル メ ト リ ッ クは維持されないため、 異なる  EIGRP 自律システム間での再配
布は避けて ください。

• no {ip | ipv6} next-hop-self コマン ドは、 ネクス ト  ホップの到達可能性を保証しません。

• {ip | ipv6} passive-interface eigrp コマンドを使用すると、 ネイバーが形成されなくなり ます。

• Cisco NX-OS は IGRP も、 IGRP および EIGRP ク ラ ウ ドの接続もサポー ト していません。

• 自動集約は、 デフォル ト で無効となっており、 有効にはできません。

• Cisco NX-OS は IP のみをサポート しています。

• ハイ  アベイ ラビ リ テ ィは、 EIGRP 集約タイマーでサポート されません。

（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。
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デフォルト設定値
デフォルト設定値
表 7-1 は、 各 EIGRP パラ メータに対するデフォル ト設定を示します。

基本的 EIGRP の設定
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「EIGRP 機能のイネーブル化」 （P.7-12）

• 「EIGRP インスタンスの作成」 （P.7-12）

• 「EIGRP インスタンスの再起動」 （P.7-15）

• 「EIGRP インスタンスのシャ ッ ト ダウン」 （P.7-15）

• 「EIGRP のパッシブ インターフェイスの設定」 （P.7-16）

• 「インターフェイスでの EIGRP のシャ ッ ト ダウン」 （P.7-16）

表 7-1 デフォルト  EIGRP パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス • 内部ルート ： 90

• 外部ルート ： 170

帯域幅の割合 50%

再配布されたルートのデフォルトのメ ト リ ッ ク • 帯域幅 ： 100000 Kb/s

• 遅延 ： 100 （10 マイ ク ロ秒単位）

• 信頼性 ： 255

• ロード ： 1

• MTU ： 1500

EIGRP 機能 ディセーブル

hello 間隔 5 秒

ホールド  タ イム 15 秒

等コス ト  パス 8

メ ト リ ッ ク重み 1 0 1 0 0 0

アドバタ イズされたネクス ト ホップ アド レス ローカル インターフェイスの IP アド レス

NSF コンバージェンス時間 120

NSF ルート保留時間 240

NSF 信号送信時間 20

再分配 ディセーブル

スプ リ ッ ト  ホラ イズン イネーブル
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基本的 EIGRP の設定
EIGRP 機能のイネーブル化

EIGRP を設定するには、 その前に EIGRP をイネーブルにする必要があ り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature eigrp
3. （任意） show feature 
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

EIGRP 機能をディセーブルにして、 関連付けられている設定をすべて削除するには、 コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

EIGRP インスタンスの作成

EIGRP インスタンスを作成して、 そのインスタンスにインターフェイスを関連付ける こ とがで
きます。 この EIGRP プロセスに一意の自律システム番号を割り当てます （「自律システム」
（P.1-5） を参照）。 ルー ト再配布をイネーブルにしていない限り、 他の自律システムからルート
がアドバタイズされる こ と も、 受信される こ と もあ り ません。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 feature eigrp

例 ：
switch(config)# feature eigrp

EIGRP 機能をイネーブルにします。

ステップ 3 show feature 

例 ：
switch(config)# show feature 

（任意） イネーブルにされた機能の情報を表示し
ます。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

no feature eigrp

例 ：
switch(config)# no feature eigrp

EIGRP 機能をディセーブルにして、 関連付け
られたコンフ ィギュレーシ ョ ンをすべて削除
します。
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基本的 EIGRP の設定
はじめる前に 

EIGRP をイネーブルにする必要があ り ます （「EIGRP 機能のイネーブル化」 （P.7-12） を参照）。

EIGRP がルータ  ID （設定済みのループバッ ク  アド レスなど） を入手可能であるか、 または
ルータ  ID オプシ ョ ンを設定する必要があ り ます。

自律システム番号である と認められていないインスタンス  タグを設定する場合は、 自律システ
ム番号を明示的に設定する必要があ り ます。 そ う しないと、 この EIGRP インスタンスはシャ ッ
ト ダウン状態のままにな り ます。 IPv6 の場合、 この番号は、 アド レス  ファ ミ リの下で設定する
必要があ り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. （任意） autonomous-system as-number

4. （任意） log-adjacency-changes
5. （任意） log-neighbor-warnings [seconds]
6. interface interface-type slot/port

7. {ip | ipv6} router eigrp instance-tag

8. （任意） show {ip | ipv6} eigrp interfaces
9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router eigrp instance-tag

例 ：
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

インスタンス  タグを設定して、 新しい EIGRP プ
ロセスを作成します。インスタンス  タグには最大 
20 文字の英数字を使用できます。 大文字と小文字
を区別します。

AS 番号である と認められていない instance-tag を
設定する場合は、 autonomous-system コマン ドを
使用して AS 番号を明示的に設定する必要があ り
ます。 そ う しないと、 この EIGRP インスタンス
はシャ ッ ト ダウン状態のままにな り ます。

ステップ 3 autonomous-system as-number

例 ：
switch(config-router)# autonomous-system 
33

（任意） この EIGRP インスタンスに一意の AS 番
号を設定します。 範囲は 1 ～ 65535 です。
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EIGRP プロセスおよび関連する設定を削除するには、 コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコ
マン ドを使用します。

（注） EIGRP プロセスを削除する場合は、 インターフェイス  モードで設定された EIGRP コマン ド も
削除する必要があ り ます。

次に、 EIGRP プロセスを作成し、 EIGRP のインターフェイスを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip router eigrp Test1
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# copy running-config startup-config

ステップ 4 log-adjacency-changes

例 ：
switch(config-router)# 
log-adjacency-changes

（任意） 隣接関係の状態が変化するたびに、 シス
テム  メ ッセージを生成します。 このコマン ドは、
デフォル ト でイネーブルになっています。

ステップ 5 log-neighbor-warnings [seconds]

例 ：
switch(config-router)# 
log-neighbor-warnings

（任意） ネイバー警告が発生するたびに、 システ
ム  メ ッセージを生成します。 警告メ ッセージの時
間間隔を、 1 ～ 65535 の秒数で設定できます。 デ
フォル トは 10 秒です。 このコマン ドは、 デフォ
ル ト でイネーブルになっています。

ステップ 6 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config-router)# interface 
ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。  ?を使用する と、 スロ ッ トおよ
びポート の範囲を確認できます。

ステップ 7 {ip | ipv6} router eigrp instance-tag

例 ：
switch(config-if)# ip router eigrp Test1

このインターフェイスを、 設定された  EIGRP プ
ロセスに関連付けます。 インスタンス  タグには最
大 20 文字の英数字を使用できます。 大文字と小
文字を区別します。

ステップ 8 show {ip | ipv6} eigrp interfaces

例 ：
switch(config-if)# show ip eigrp 
interfaces

（任意） EIGRP インターフェイスに関する情報を
表示します。

ステップ 9 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

コマンド 目的

no router eigrp instance-tag

例 ：
switch(config)# no router eigrp Test1

EIGRP プロセス と、 関連付けられたすべての
設定を削除します。
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基本的 EIGRP の設定
その他の EIGRP パラ メータの詳細については、 「高度な EIGRP の設定」 （P.7-16） を参照して く
ださい。

EIGRP インスタンスの再起動

EIGRP インスタンスは再起動できます。 この処理では、 インスタンスのすべてのネイバーが消
去されます。

EIGRP インスタンスを再起動して、 関連付けられたすべてのネイバーを削除するには、 次のコ
マン ドを使用します。

EIGRP インスタンスのシャッ トダウン

EIGRP インスタンスを正常にシャ ッ ト ダウンできます。 これによ り、 すべてのルート と隣接関
係は削除されますが、 EIGRP 設定は保持されます。

EIGRP インスタンスをディセーブルにするには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次
のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

flush-routes 

例 ：
switch(config)# flush-routes

（任意） この EIGRP インスタンスを再起動する
と きに、 ユニキャス ト  RIB のすべての EIGRP 
ルート をフラ ッシュします。

restart eigrp instance-tag

例 ：
switch(config)# restart eigrp Test1

EIGRP インスタンスを再起動して、 すべての
ネイバーを削除します。 インスタンス  タグに
は最大 20 文字の英数字を使用できます。 大文
字と小文字を区別します。

コマンド 目的

switch(config-router)# shutdown

例 ：
switch(config-router)# shutdown

この EIGRP インスタンスをディセーブルにしま
す。 EIGRP ルータ設定は残り ます。
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EIGRP のパッシブ インターフェイスの設定

EIGRP のパッシブ インターフェイスを設定できます。 パッシブ インターフェイスは、 EIGRP 
隣接関係に参加しませんが、 このインターフェイスのネッ ト ワーク  アド レスは EIGRP ト ポロ
ジ テーブルに残り ます。

EIGRP のパッシブ インターフェイスを設定するには、 インターフェイス  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

インターフェイスでの EIGRP のシャッ トダウン

インターフェイスで EIGRP を正常にシャ ッ ト ダウンできます。 これによ り、 すべての隣接関係
が削除され、 このインターフェイスで EIGRP ト ラフ ィ ッ クが停止しますが、 EIGRP 設定は保
持されます。

インターフェイスで EIGRP をディセーブルにするには、 インターフェイス  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

高度な EIGRP の設定
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「EIGRP での認証の設定」 （P.7-17）

• 「EIGRP スタブ ルーティ ングの設定」 （P.7-19）

• 「EIGRP のサマ リー集約アド レスの設定」 （P.7-20）

• 「EIGRP へのルート再配布」 （P.7-20）

• 「再配布されるルート数の制限」 （P.7-22）

• 「EIGRP でのロードバランスの設定」 （P.7-24）

• 「EIGRP のグレースフル リ スター ト の設定」 （P.7-25）

• 「hello パケッ ト間のインターバルとホールド  タ イムの調整」 （P.7-27）

• 「スプ リ ッ ト  ホラ イズンのディセーブル化」 （P.7-27）

コマンド 目的

{ip | ipv6} passive-interface eigrp 
instance-tag

例 ：
switch(config-if)# ip passive-interface 
eigrp tag10

EIGRP hello を抑制します。 これによ り、 EIGRP 
インターフェイス上でネイバーがルーティ ング  
アップデート を形成および送信する こ と を防ぎ
ます。 instance-tag 引数には、 大文字と小文字が
区別される最大 20 文字の任意の英数字文字列を
指定できます。

コマンド 目的

switch(config-if)# {ip | ipv6} eigrp 
instance-tag shutdown

例 ：
switch(config-router)# ip eigrp Test1 
shutdown

このインターフェイスで EIGRP をディセーブル
にします。 EIGRP インターフェイス設定は残り
ます。 インスタンス  タグには最大 20 文字の英
数字を使用できます。 大文字と小文字を区別し
ます。
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• 「ワ イ ド  メ ト リ ッ クの有効化」 （P.7-28）

• 「EIGRP の調整」 （P.7-28）

EIGRP での認証の設定

EIGRP のネイバー間での認証を設定できます。 「認証」 （P.7-6） を参照して ください。

EIGRP プロセスまたは個々のインターフェイスに対応する  EIGRP 認証を設定できます。 イン
ターフェイスの EIGRP 認証設定は、 EIGRP プロセスレベルの認証設定よ り優先されます。

はじめる前に 

EIGRP をイネーブルにする必要があ り ます （「EIGRP 機能のイネーブル化」 （P.7-12） を参照）。

EIGRP プロセスのすべてのネイバーが、 共有認証キーを含め、 同じ認証設定を共有する こ と を
確認します。

この認証設定のためのキー チェーンを作成します。 詳細については、 『Cisco Nexus 9000 Series 
NX-OS Security Configuration Guide』 を参照して ください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
4. authentication key-chain key-chain

5. authentication mode md5 
6. interface interface-type slot/port

7. {ip | ipv6} router eigrp instance-tag

8. {ip | ipv6} authentication key-chain eigrp instance-tag key-chain

9. {ip | ipv6} authentication mode eigrp instance-tag md5 
10. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始
します。
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ステップ 2 router eigrp instance-tag

例 ：
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

インスタンス  タグを設定して、 新しい EIGRP プ
ロセスを作成します。 インスタンス  タグには最大 
20 文字の英数字を使用できます。 大文字と小文字
を区別します。

AS 番号である と認められていない instance-tag を
設定する場合は、 autonomous-system コマン ドを
使用して AS 番号を明示的に設定する必要があ り
ます。 そ う しないと、 この EIGRP インスタンスは
シャ ッ ト ダウン状態のままにな り ます。

ステップ 3 address-family {ipv4 | ipv6} unicast 

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。 IPv4 の場合、 このコマン ドはオ
プシ ョ ンです。

ステップ 4 authentication key-chain key-chain 

例 ：
switch(config-router-af)# authentication 
key-chain routeKeys

この VRF の EIGRP プロセスにキーチェーンを関
連付けます。 キー チェーン名は、 大文字と小文字
が区別される  20 文字以下の任意の英数字文字列に
できます。

ステップ 5 authentication mode md5 

例 ：
switch(config-router-af)# authentication 
mode md5

この VRF の MD5 メ ッセージ ダイジェス ト認証
モードを設定します。

ステップ 6 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config-router-af) interface 
ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モード
を開始します。  ?を使用する と、 サポート されてい
るインターフェイスを調べるこ とができます。

ステップ 7 {ip | ipv6} router eigrp instance-tag

例 ：
switch(config-if)# ip router eigrp Test1

このインターフェイスを、 設定された  EIGRP プロ
セスに関連付けます。 インスタンス  タグには最大 
20 文字の英数字を使用できます。 大文字と小文字
を区別します。

ステップ 8 {ip | ipv6} authentication key-chain 
eigrp instance-tag key-chain 

例 ：
switch(config-if)# ip authentication 
key-chain eigrp Test1 routeKeys

このインターフェイスの EIGRP プロセスにキー
チェーンを関連付けます。 この設定は、 ルータの 
VRF モードで設定された認証設定よ り も優先します。

インスタンス  タグには最大 20 文字の英数字を使
用できます。 大文字と小文字を区別します。

ステップ 9 {ip | ipv6} authentication mode eigrp 
instance-tag md5 

例 ：
switch(config-if)# ip authentication 
mode eigrp Test1 md5

このインターフェイスの MD5 メ ッセージ ダイ
ジェス ト認証モードを設定します。 この設定は、
ルータの VRF モードで設定された認証設定よ り も
優先します。

インスタンス  タグには最大 20 文字の英数字を使
用できます。 大文字と小文字を区別します。

ステップ 10 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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次に、 EIGRP の MD5 メ ッセージ ダイジェス ト認証をイーサネッ ト  インターフェイス  1/2 上で
設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip router eigrp Test1
switch(config-if)# ip authentication key-chain eigrp Test1 routeKeys
switch(config-if)# ip authentication mode eigrp Test1 md5
switch(config-if)# copy running-config startup-config

EIGRP スタブ ルーティングの設定

ルータで EIGRP スタブ ルーティ ングを設定するには、 アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

次に、 直接接続され、 再配布されるルート をアドバタ イズするスタブ ルータを設定する例を示
します。

switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# stub direct redistributed
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

ルータがスタブ ルータ と して設定されている こ と を確認するには、 show ip eigrp neighbor 
detail コマン ドを使用します。 出力の最後の行は、 リ モー ト  ルータまたはスポーク  ルータのス
タブ ステータスを示します。

次に、 show ip eigrp neighbor detail コマン ドの出力例を示します。

Router# show ip eigrp neighbor detail
IP-EIGRP neighbors for process 201
H   Address                 Interface   Hold Uptime   SRTT   RTO  Q  Seq Type
                                        (sec)         (ms)       Cnt Num
0   10.1.1.2                Se3/1         11 00:00:59    1  4500  0  7   
   Version 12.1/1.2, Retrans: 2, Retries: 0
   Stub Peer Advertising ( CONNECTED SUMMARY ) Routes

コマンド 目的

switch(config-router-af)# stub [direct | 
receive-only | redistributed [direct] 
leak-map map-name]

例 ：
switch(config-router-af)# eigrp stub 
redistributed

リモート  ルータを EIGRP スタブ ルータ と して設
定します。 マップ名には最大 20 文字の英数字を
使用できます。 大文字と小文字は区別されます。
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EIGRP のサマリー集約アドレスの設定

指定したインターフェイスにサマ リー集約アド レスを設定できます。 よ り具体的なルート が
ルーテ ィ ング  テーブルにある場合、 EIGRP は、 よ り具体的なすべてのルート の最小に等しいメ
ト リ ッ クを持つインターフェイスからのサマ リー アド レスをアドバタ イズします。 「ルー ト集
約」 （P.7-7） を参照して ください。

サマ リー集約アド レスを設定するには、 インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで
次のコマン ドを使用します。

 

この例は、 EIGRP がネッ ト ワーク  192.0.2.0 をイーサネッ ト  1/2 だけに集約するよ うにする方法
を示しています。

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip summary-address eigrp Test1 192.0.2.0 255.255.255.0

EIGRP へのルート再配布

他のルーテ ィ ング  プロ ト コルから  EIGRP にルート を再配布できます。

はじめる前に 

EIGRP をイネーブルにする必要があ り ます （「EIGRP 機能のイネーブル化」 （P.7-12） を参照）。

他のプロ ト コルから再配布されるルート には、 メ ト リ ッ ク （デフォル ト  メ ト リ ッ ク設定オプ
シ ョ ンまたはルート  マップによる） を設定する必要があ り ます。

ルート  マップを作成して、 EIGRP に再配布されるルート のタイプを管理する必要があ り ます。
第 15 章 「Route Policy Manager の設定」 を参照して ください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
4. redistribute {bgp as | {eigrp | isis | ospf | ospfv3 | rip} instance-tag | direct | static} route-map 

name 

5. default-metric bandwidth delay reliability loading mtu

コマンド 目的

switch(config-if)# {ip | ipv6} 
summary-address eigrp instance-tag 
ip-prefix/length [distance | leak-map 
map-name]

例 ：
switch(config-if)# ip summary-address 
eigrp Test1 192.0.2.0/8

サマ リー集約アド レスを、 IP アド レス とネッ
ト ワーク  マスク、 または IP プレフ ィ ッ ク ス /長
さ と して設定します。 インスタンス  タグおよ
びマップ名には最大 20 文字の英数字を使用で
きます。 大文字と小文字は区別されます。

また、 この集約アド レスのアド ミ ニス ト レー
テ ィブ ディ スタンスを設定する こ と もできま
す。 集約アド レスのデフォル ト  アド ミ ニス ト
レーテ ィブ ディ スタンスは 5 です。
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6. （任意） show {ip | ipv6} eigrp route-map statistics redistribute
7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 2 router eigrp instance-tag

例 ：
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

インスタンス  タグを設定して、 新しい 
EIGRP プロセスを作成します。 インスタ
ンス  タグには最大 20 文字の英数字を使用
できます。 大文字と小文字を区別します。

AS 番号である と認められていない 
instance-tag を設定する場合は、
autonomous-system コマン ドを使用して  
AS 番号を明示的に設定する必要があ り ま
す。 そ う しないと、 この EIGRP インスタ
ンスはシャ ッ ト ダウン状態のままにな り
ます。

ステップ 3 address-family {ipv4 | ipv6} unicast 

例 ：
switch(config-router)# address-family ipv4 
unicast
switch(config-router-af)#

アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ
ン  モードを開始します。 IPv4 の場合、 こ
のコマン ドはオプシ ョ ンです。

ステップ 4 redistribute {bgp as| {eigrp | isis | ospf | 
ospfv3 | rip} instance-tag | direct | static} 
route-map name

例 ：
switch(config-router-af)# redistribute bgp 100 
route-map BGPFilter

1 つのルーテ ィ ング  ド メ インから  EIGRP 
にルート を注入します。 インスタンス  タ
グおよびマップ名には最大 20 文字の英数
字を使用できます。 大文字と小文字は区
別されます。

ステップ 5 default-metric bandwidth delay reliability 
loading mtu

例 ：
switch(config-router-af)# default-metric 
500000 30 200 1 1500

ルート再配布で学習したルー ト に割り当
てられる メ ト リ ッ クを設定します。 デ
フォル ト値は次のとおりです。

• bandwidth ： 100000 kbps

• delay ： 100 （10 マイ ク ロ秒単位）

• reliability ： 255

• loading ： 1

• MTU ： 1492
ステップ 6 show {ip | ipv6} eigrp route-map statistics 

redistribute 

例 ：
switch(config-router-af)# show ip eigrp 
route-map statistics redistribute bgp

（任意） EIGRP ルート  マップ統計に関する
情報を表示します。
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次に、 BGP を  IPv4 向けの EIGRP に再配布する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# redistribute bgp 100 route-map BGPFilter
switch(config-router)# default-metric 500000 30 200 1 1500
switch(config-router)# copy running-config startup-config

再配布されるルート数の制限

ルート の再配布では、 多くのルート を  EIGRP ルート  テーブルに追加できます。 外部プロ ト コ
ルから受け取るルート の数に最大制限を設定できます。 EIGRP では、 再配布されるルート の上
限を設定するために次のオプシ ョ ンが用意されています。

• 上限固定 ： EIGRP が設定された最大値に達する と、 メ ッセージをログに記録します。
EIGRP は、 それ以上の再配布されたルート を受け入れません。 任意で、 最大値のしきい値
パーセンテージを設定して、 EIGRP がこのしきい値を超えたと きに警告を記録するよ うに
する こ と もできます。

• 警告のみ ： EIGRP が最大値に達したと きのみ、 警告のログを記録します。 EIGRP は、 再配
布されたルート を受け入れ続けます。

• 取り消し ： EIGRP が最大値に達したと きにタイムアウ ト期間を開始します。 タ イムアウ ト
期間の経過後、 再配布されたルート の現在数が最大数よ り も少ない場合、 EIGRP はすべて
の再配布されたルート を要求します。 再配布されたルート の現在数が最大数に達した場合、
EIGRP はすべての再配布されたルート を取り消します。 EIGRP が再配布されたルート をさ
らに受け入れられるよ うに、 この条件をク リ アする必要があ り ます。 任意で、 タ イムアウ
ト期間を設定できます。

はじめる前に 

EIGRP をイネーブルにする必要があ り ます （「EIGRP 機能のイネーブル化」 （P.7-12） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf id | rip id | static} route-map map-name

4. redistribute maximum-prefix max [threshold] [warning-only | withdraw [num-retries timeout]] 

5. （任意） show running-config eigrp  
6. （任意） copy running-config startup-config

ステップ 7 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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手順の詳細

次に、 EIGRP に再配布されるルート の数を制限する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router)# redistribute maximum-prefix 1000 75

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router eigrp instance-tag

例 ：
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

インスタンス  タグを設定して、 新しい EIGRP イ
ンスタンスを作成します。

ステップ 3 redistribute {bgp id | direct | eigrp id 
| isis id | ospf id | rip id | static} 
route-map map-name

例 ：
switch(config-router)# redistribute bgp 
route-map FilterExternalBGP

設定したルート  マップ経由で、 選択したプロ ト コ
ルを  EIGRP に再配布します。

ステップ 4 redistribute maximum-prefix max 
[threshold] [warning-only | withdraw 
[num-retries timeout]] 

例 ：
switch(config-router)# redistribute 
maximum-prefix 1000 75 warning-only

EIGRP が配布するプレフ ィ ッ ク スの最大数を指定
します。 範囲は 1 ～ 65535 です。 任意で次のオプ
シ ョ ンを指定します。

• threshold ： 警告メ ッセージを ト リ ガーする最
大プレフ ィ ッ ク ス数のパーセンテージ。

• warning-only ： プレフ ィ ッ ク スの最大数を超
えたと きに警告メ ッセージを記録します。

• withdraw ： 再配布されたすべてのルート を取
り消します。 任意で再配布されたルート を取
得しよ う と試みます。num-retries の範囲は 1 ～ 
12 です。 timeout は 60 ～ 600 秒です。 デフォル
トは 300 秒です。 clear ip eigrp redistribution コ
マンドは、 すべてのルートが取り消された場
合に使用します。

ステップ 5 show running-config eigrp 

例 ：
switch(config-router)# show 
running-config eigrp

（任意） EIGRP の設定を表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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EIGRP でのロードバランスの設定

EIGRP でのロードバランスを設定できます。 最大パス  オプシ ョ ンを使用して、 ECMP ルート の
数を設定できます。 「EIGRP でのロードバランスの設定」 （P.7-24） を参照して ください。

はじめる前に 

EIGRP をイネーブルにする必要があ り ます （「EIGRP 機能のイネーブル化」 （P.7-12） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
4. maximum-paths num-paths

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 2 router eigrp instance-tag

例 ：
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

インスタンス  タグを設定して、 新しい 
EIGRP プロセスを作成します。 インスタ
ンス  タグには最大 20 文字の英数字を使用
できます。 大文字と小文字を区別します。

AS 番号である と認められていない 
instance-tag を設定する場合は、
autonomous-system コマン ドを使用して  
AS 番号を明示的に設定する必要があ り ま
す。 そ う しないと、 この EIGRP インスタ
ンスはシャ ッ ト ダウン状態のままにな り
ます。

ステップ 3 address-family {ipv4 | ipv6} unicast 

例 ：
switch(config-router)# address-family ipv4 
unicast
switch(config-router-af)#

アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ
ン  モードを開始します。 IPv4 の場合、 こ
のコマン ドはオプシ ョ ンです。

ステップ 4 maximum-paths num-paths 

例 ：
switch(config-router-af)# maximum-paths 5

EIGRP がルート  テーブルに受け入れる等コ
ス ト  パスの数を設定します。範囲は 1 ～ 32 
です。 デフォルトは 8 です。
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次に、 6 つまでの等コス トパスによる、 EIGRP の等コス ト  ロードバランスを  IPv4 上で設定す
る例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# maximum-paths 6
switch(config-router)# copy running-config startup-config

EIGRP のグレースフル リスタートの設定

EIGRP のグレースフル リ スター ト または NSF を設定できます。「グレースフル リ スター トおよ
びハイ  アベイ ラビ リ テ ィ 」 （P.7-8） を参照して ください。

（注） デフォル ト では、 グレースフル リ スター トはイネーブルです。

はじめる前に 

EIGRP をイネーブルにする必要があ り ます （「EIGRP 機能のイネーブル化」 （P.7-12） を参照）。

NSF 認識ルータが動作中であ り、 ネッ ト ワークで完全に収束している場合にのみ、 このルータ
が NSF 対応ルータのグレースフル リ スター ト動作を支援できます。

グレースフル リ スター ト に関与するネイバー デバイスが NSF 認識または NSF 対応である必要
があ り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
4. graceful-restart
5. timers nsf converge seconds

6. timers nsf route-hold seconds

7. timers nsf signal seconds

8. （任意） copy running-config startup-config

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-af)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
7-25
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 7 章      EIGRP の設定    
高度な EIGRP の設定
手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 2 router eigrp instance-tag

例 ：
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

インスタンス  タグを設定して、 新しい 
EIGRP プロセスを作成します。 インスタ
ンス  タグには最大 20 文字の英数字を使用
できます。 大文字と小文字を区別します。

AS 番号である と認められていない 
instance-tag を設定する場合は、
autonomous-system コマン ドを使用して  
AS 番号を明示的に設定する必要があ り ま
す。 そ う しないと、 この EIGRP インスタ
ンスはシャ ッ ト ダウン状態のままにな り
ます。

ステップ 3 address-family {ipv4 | ipv6} unicast 

例 ：
switch(config-router)# address-family ipv4 
unicast
switch(config-router-af)#

アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ
ン  モードを開始します。 IPv4 の場合、 こ
のコマン ドはオプシ ョ ンです。

ステップ 4 graceful-restart 

例 ：
switch(config-router-af)# graceful-restart

グレースフル リ スター ト をイネーブルに
します。 この機能は、 デフォル ト でイ
ネーブルにされています。

ステップ 5 timers nsf converge seconds 

例 ：
switch(config-router-af)# timers nsf converge 
100

ス イ ッチオーバー後にコンバージェンス
するまでの制限時間を設定し ます。 範囲
は 60 ～ 180 秒です。 デフォル ト は  120 
です。

ステップ 6 timers nsf route-hold seconds 

例 ：
switch(config-router-af)# timers nsf 
route-hold 200

グレースフル リ スター ト認識ピアから学
習したルー ト のホールド  タ イムを設定し
ます。 範囲は 20 ～ 300 秒です。 デフォル
トは 240 です。

ステップ 7 timers nsf signal seconds 

例 ：
switch(config-router-af)# timers nsf signal 15

グレースフル リ スター ト の信号を送信す
る時間制限を設定します。範囲は 10 ～ 30 
秒です。 デフォル ト値は 20 です。

ステップ 8 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-af)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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次に、 デフォル ト  タ イマー値を使用して  IPv6 上で EIGRP のグレースフル リ スター ト を設定す
る例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# graceful-restart
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

hello パケッ ト間のインターバルとホールド  タイムの調整 
各 Hello メ ッセージの間隔とホールド  タ イムを調整できます。

デフォル ト では、 5 秒ごとに Hello メ ッセージが送信されます。 ホールド  タ イムは Hello メ ッ
セージでアドバタ イズされ、 送信者が有効である と見なすまでの時間をネイバーに示します。
デフォル ト の保留時間は、 hello 間隔の 3 倍 （15 秒） です。

hello パケッ ト の間隔を変更するには、 インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次
のコマン ドを使用します。

非常に輻輳した大規模なネッ ト ワークでは、 デフォル ト の保留時間では、 全ルータがネイバー
から  hello パケッ ト を受信するまでに十分な時間がない場合もあ り ます。 この場合は、 ホール
ド  タ イムを増やすこ とを推奨します。

ホールド  タ イムを変更するには、 インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコ
マン ドを使用します。

タ イマー設定を確認するには、 show ip eigrp interface detail コマン ドを使用します。

スプリ ッ ト  ホライズンのディセーブル化

スプ リ ッ ト  ホラ イズンを使用して、 ルート情報がルータによ り、 その情報の送信元インター
フェイスの外部にアドバタ イズされないよ うにする こ とができます。 通常はスプ リ ッ ト  ホラ イ
ズンによ り、 特に リ ンクに障害がある場合に、 複数のルーテ ィ ング  デバイス間での通信が最適
化されます。

コマンド 目的

switch(config-if)# {ip | ipv6} 
hello-interval eigrp instance-tag 
seconds

例 ：
switch(config-if)# ip hello-interval 
eigrp Test1 30

EIGRP ルーテ ィ ング処理の hello 間隔を設定しま
す。 インスタンス  タグには最大 20 文字の英数字
を使用できます。 大文字と小文字を区別します。
範囲は 1 ～ 65535 秒です。 デフォル トは 5 です。

コマンド 目的

switch(config-if)# {ip | ipv6} 
hold-time eigrp instance-tag seconds

例 ：
switch(config-if)# ipv6 hold-time eigrp 
Test1 30

EIGRP ルーテ ィ ング処理のホールド  タ イムを設定
します。 インスタンス  タグには最大 20 文字の英
数字を使用できます。 大文字と小文字を区別しま
す。 範囲は 1 ～ 65535 です。
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デフォル ト では、 スプ リ ッ ト  ホラ イズンはすべてのインターフェイスでイネーブルになってい
ます。

スプ リ ッ ト  ホラ イズンをディセーブルにするには、 インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ
ン  モードで次のコマン ドを使用します。

 ワイド  メ ト リ ックの有効化

ワイ ド  メ ト リ ッ クをイネーブルにするには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モード またはア
ド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

オプシ ョ ン選択で RIB のスケール係数を設定するには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ド またはアド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

EIGRP の調整

省略可能なパラ メータを設定して、 EIGRP をネッ ト ワークに合わせて調整できます。

アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードでは、 次のオプシ ョ ン  パラ メータを設定で
きます。

コマンド 目的

switch(config-if)# no {ip | ipv6} 
split-horizon eigrp instance-tag

例 ：
switch(config-if)# no ip split-horizon eigrp 
Test1 

スプ リ ッ ト  ホラ イズンをディ セーブルにし
ます。

コマンド 目的

switch(config-router)# metrics version 64bit

例 ：
switch(config-router)# metrics version 64bit

64 ビッ ト  メ ト リ ッ ク値を有効にします。

コマンド 目的

switch(config-router)# metrics rib-scale 
value

例 ：
switch(config-router)# metrics rib-scale 128

（任意） RIB の 64 ビッ ト のメ ト リ ッ ク値を  32 
ビッ ト に変換するために使用されるスケール
係数を設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 
255 です。 デフォル トは 128 です。
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高度な EIGRP の設定
コマンド 目的

default-information originate [always | 
route-map map-name]

例 ：
switch(config-router-af)# 
default-information originate always

プレフ ィ ッ ク ス  0.0.0.0/0 を持つデフォル ト  
ルート を発信するか、 受け入れます。 ルート  
マップが提供される と、 ルー ト  マップが true 
状態となっている場合にのみデフォル ト  ルー
ト が発信されます。 マップ名には最大 20 文字
の英数字を使用できます。 大文字と小文字は
区別されます。

distance internal external

例 ：
switch(config-router-af)# distance 25 100

この EIGRP プロセスのアド ミ ニス ト レーテ ィ
ブ ディ スタンスを設定します。 指定できる範
囲は 1 ～ 255 です。内部の値で、同じ自律シス
テム内で学習したルート のディ スタンスが設
定されます （デフォル ト値は 90 です）。 外部
の値で、 外部自律システムから学習したルー
ト のディ スタンスが設定されます （デフォル
ト値は 170 です）。

metric max-hops hop-count

例 ：
switch(config-router-af)# metric max-hops 
70

アドバタイズされるルート に許容される最大
ホップ数を設定します。 ホップ数がこの最大
値を超えるルートは、 到達不能と してアドバ
タイズされます。指定できる範囲は 1 ～ 255 で
す。 デフォル トは 100 です。

metric weights tos k1 k2 k3 k4 k5 k6

例 ：
switch(config-router-af)# metric weights 0 
1 3 2 1 0

EIGRP メ ト リ ッ ク または K 値を調整します。
EIGRP は次の式を使用して、 ネッ ト ワークへ
の合計メ ト リ ッ クを決定します。

メ ト リ ッ ク  = [k1 × 帯域幅 + （k2 × 帯域幅） /
（256 – 負荷）+ k3 × 遅延 + k6 × 拡張属性] x [k5/
（信頼性 + k4） ] 

デフォル ト値と指定できる範囲は、 次のとお
りです。

• TOS ： 0。 指定できる範囲は 0 ～ 8 です。

• k1 ： 1。 有効な範囲は 0 ～ 255 です。

• k2 ： 0。 有効な範囲は 0 ～ 255 です。

• k3 ： 1。 有効な範囲は 0 ～ 255 です。

• k4 ： 0。 有効な範囲は 0 ～ 255 です。

• k5 ： 0。 有効な範囲は 0 ～ 255 です。

• k6 ： 0。 有効な範囲は 0 ～ 255 です。

timers active-time {time-limit | disabled}

例 ：
switch(config-router-af)# timers 
active-time 200

（照会の送信後に） ルー ト がアクテ ィブ （SIA）
状態のまま となっている こ と を宣言するまで
に、 ルータが待機する時間を分単位で設定し
ます。範囲は 1 ～ 65535 です。デフォル トは 3 
です。
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高度な EIGRP の設定
インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで、 省略可能な次のパラ メータを設定でき
ます。

コマンド 目的

{ip | ipv6} bandwidth eigrp instance-tag 
bandwidth

例 ：
switch(config-if)# ip bandwidth eigrp 
Test1 30000

インターフェイス上の EIGRP の帯域幅メ ト
リ ッ クを設定します。 インスタンス  タグには
最大 20 文字の英数字を使用できます。 大文字
と小文字を区別します。 帯域幅の範囲は、 1 ～ 
2,560,000,000 kbps です。

{ip | ipv6} bandwidth-percent eigrp 
instance-tag percent

例 ：
switch(config-if)# ip bandwidth-percent 
eigrp Test1 30

EIGRP がインターフェイス上で使用する可能
性のある帯域幅の割合を設定します。 インス
タンス  タグには最大 20 文字の英数字を使用で
きます。 大文字と小文字を区別します。

割合の範囲は 0 ～ 100 です。 デフォル トは 50 
です。

no {ip | ipv6} delay eigrp instance-tag 
delay

例 ：
switch(config-if)# ip delay eigrp Test1 
100

インターフェイス上の EIGRP の遅延メ ト リ ッ
クを設定します。 インスタンス  タグには最大 
20 文字の英数字を使用できます。 大文字と小
文字を区別します。 遅延の範囲は、 1 ～ 
16777215 （10 マイ ク ロ秒単位） です。

{ip | ipv6} distribute-list eigrp 
instance-tag 
{prefix-list name| route-map name} {in | 
out}

例 ：
switch(config-if)# ip distribute-list 
eigrp Test1 route-map EigrpTest in

このインターフェイス上の EIGRP のルータ  
フ ィルタ リ ング  ポ リ シーを設定します。 イン
スタンス  タグ、 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト名、 お
よびルート  マップ名には最大 20 文字の英数字
を使用できます。 大文字と小文字は区別され
ます。

no {ip | ipv6} next-hop-self eigrp 
instance-tag

例 ：
switch(config-if)# ipv6 next-hop-self 
eigrp Test1 

このインターフェイスのアド レスではな く、
受信したネクス ト ホップ アド レスを使用する
よ う 、 EIGRP を設定します。 デフォル ト では、
このインターフェイスの IP アド レスをネクス
ト ホップ アド レスに使用します。 インスタン
ス  タグには最大 20 文字の英数字を使用できま
す。 大文字と小文字を区別します。

{ip | ipv6} offset-list eigrp instance-tag 
{prefix-list name| route-map name} {in | 
out} offset

例 ：
switch(config-if)# ip offset-list eigrp 
Test1 prefix-list EigrpList in

EIGRP が学習したルート に、 着信および発信
メ ト リ ッ クへのオフセッ ト を追加します。 イ
ンスタンス  タグ、 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト名、
およびルート  マップ名には最大 20 文字の英数
字を使用できます。 大文字と小文字は区別さ
れます。

{ip | ipv6} passive-interface eigrp 
instance-tag

例 ：
switch(config-if)# ip passive-interface 
eigrp Test1 

EIGRP hello を抑制します。 これによ り、
EIGRP インターフェイス上でネイバーがルー
テ ィ ング  アップデート を形成および送信する
こ と を防ぎます。 インスタンス  タグには最大 
20 文字の英数字を使用できます。 大文字と小
文字を区別します。
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EIGRP の仮想化の設定
EIGRP の仮想化の設定
複数の EIGRP の processe のを設定し、 複数の VRF を作成して、 各 VRF で同じまたは複数の 
EIGRP プロセスを使用できます。 VRF にはインターフェイスを割り当てます。

（注） インターフェイスの VRF を設定した後に、 インターフェイスの他のすべてのパラ メータを設
定します。 インターフェイスの VRF を設定する と、 そのインターフェイスの他の設定がすべ
て削除されます。

はじめる前に 

EIGRP をイネーブルにする必要があ り ます （「EIGRP 機能のイネーブル化」 （P.7-12） を参照）。

VRF を作成します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. router eigrp instance-tag

4. interface ethernet slot/port

5. vrf member vrf-name

6. {ip | ipv6} router eigrp instance-tag

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 vrf context vrf-name

例 ：
switch(config)# vrf context 
RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

新しい VRF を作成し、 VRF コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードを開始します。 VRF 名には最大 20 
文字の英数字を使用できます。 大文字と小文字は
区別されます。

ステップ 3 router eigrp instance-tag

例 ：
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

インスタンス  タグを設定して、 新しい EIGRP プ
ロセスを作成します。インスタンス  タグには最大 
20 文字の英数字を使用できます。 大文字と小文字
を区別します。

AS 番号である と認められていない instance-tag を
設定する場合は、 autonomous-system コマン ドを
使用して AS 番号を明示的に設定する必要があ り
ます。 そ う しないと、 この EIGRP インスタンス
はシャ ッ ト ダウン状態のままにな り ます。
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EIGRP 設定の確認
次に、 VRF を作成して、 その VRF にインターフェイスを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context NewVRF
switch(config-vrf)# router eigrp Test1
switch(config-router)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip router eigrp Test1
switch(config-if)# vrf member NewVRF
switch(config-if)# copy running-config startup-config

EIGRP 設定の確認
EIGRP 設定を表示するには、 次のいずれかの作業を行います。

ステップ 4 interface ethernet slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。  ?を使用する と、 スロ ッ トおよ
びポート の範囲を調査できます。

ステップ 5 vrf member vrf-name

例 ：
switch(config-if)# vrf member 
RemoteOfficeVRF

このインターフェイスを  VRF に追加します。
VRF 名には最大 20 文字の英数字を使用できます。
大文字と小文字は区別されます。

ステップ 6 {ip | ipv6} router eigrp instance-tag

例 ：
switch(config-if)# ip router eigrp Test1

このインターフェイスを  EIGRP プロセスに追加し
ます。 インスタンス  タグには最大 20 文字の英数字
を使用できます。 大文字と小文字を区別します。

ステップ 7 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

コマンド 目的

show {ip | ipv6} eigrp [instance-tag] 設定した EIGRP プロセスの要約を表示します。

show {ip | ipv6} eigrp [instance-tag] 
interfaces [type number] [brief] [detail]

設定されているすべての EIGRP インターフェイスに
関する情報を表示します。

show {ip | ipv6} eigrp instance-tag 
neighbors [type number] [detail]

すべての EIGRP ネイバーに関する情報を表示しま
す。 EIGRP ネイバー設定を確認するには、 次のコマ
ン ドを使用します。

show {ip | ipv6} eigrp [instance-tag] route 
[ip-prefix/length] [active] [all-links] 
[detail-links] [pending] [summary] 
[zero-successors] [vrf vrf-name]

すべての EIGRP ルート に関する情報を表示します。
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EIGRP のモニタ リング
EIGRP のモニタリング
EIGRP 統計情報を表示するには、 次のコマン ドを使用します。

EIGRP の設定例
次に、 EIGRP を設定する例を示します。

feature eigrp
interface ethernet 1/2
 ip address 192.0.2.55/24
 ip router eigrp Test1
  no shutdown
router eigrp Test1
  router-id 192.0.2.1

次に、 EIGRP ピアから動的に受信した （または EIGRP ピアへアドバタイズした） ルー ト を
フ ィルタ リ ングするために、 distribute-list コマン ドでルート  マップを使用する例を示します。
例では、 EIGRP の外部プロ ト コル メ ト リ ッ ク  ルート を、 有効な偏差の 100、 BGP のソース  プ
ロ ト コル、 および自律システム  45000 と照合するための、 ルート  マップの設定をします。 2 つ
の match 句が true の場合、 対象のルーテ ィ ング  プロ ト コルのタグ値が 5 に設定されます。 ルー
ト  マップを使用して、 着信パケッ ト を  EIGRP プロセスへ配布します。

switch(config)# route-map metric-range
switch(config-route-map)# match metric external 500 +- 100
switch(config-route-map)# match source-protocol bgp 45000
switch(config-route-map)# set tag 5
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# router eigrp 1
switch(config-router)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip address 172.16.0.0
switch(config-if)# ip router eigrp 1
switch(config-if)# ip distribute-list eigrp 1 route-map metric-range in

show {ip | ipv6} eigrp [instance-tag] 
topology [ip-prefix/length] [active] 
[all-links] [detail-links] [pending] 
[summary] [zero-successors] [vrf 
vrf-name]

EIGRP ト ポロジ テーブルに関する情報を表示します。

show running-configuration eigrp 現在実行中の EIGRP コンフ ィギュレーシ ョ ンを表示
します。

コマンド 目的

コマンド 目的

show {ip | ipv6} eigrp [instance-tag] 
accounting [vrf vrf-name]

EIGRP の課金統計情報を表示します。

show {ip | ipv6} eigrp [instance-tag] 
route-map statistics redistribute

EIGRP の再配布統計情報を表示します。

show {ip | ipv6} eigrp [instance-tag] 
traffic [vrf vrf-name]

EIGRP の ト ラフ ィ ッ ク統計情報を表示します。
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関連項目
次の例は、 EIGRP ト ポロジ  テーブルに許可される前に、 ルート  マップでフ ィルタ リ ングされ
るルーテ ィ ング  テーブルから再配布されるルート が受け入れられるよ う 、 redistribute コマン
ドでルート  マップを使用する方法を示します。 この例は、 EIGRP ルート を、 110、 200、 または 
700 ～ 800 の範囲のメ ト リ ッ ク と照合するために、 ルート  マップを設定する方法を示していま
す。 この match 句が true の場合、 対象のルーテ ィ ング  プロ ト コルのタグ値が 10 に設定されま
す。 ルート  マップを使用して、 EIGRP パケッ ト を再配布します。

switch(config)# route-map metric-eigrp
switch(config-route-map)# match metric 110 200 750 +- 50
switch(config-route-map)# set tag 10
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# router eigrp 1
switch(config-router)# redistribute eigrp route-map metric-eigrp
switch(config-router)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip address 172.16.0.0
switch(config-if)# ip router eigrp 1

関連項目
ルート  マップの詳細については、 第 15 章 「Route Policy Manager の設定」 を参照して ください。

その他の関連資料
EIGRP の実装に関する詳細情報については、 次のページを参照して ください。

• 「関連資料」 （P.7-34）

• 「MIB」 （P.7-34）

関連資料

MIB

関連項目 マニュアル タイ トル

http://www.cisco.com/warp/public/103/1.html 『Introduction to EIGRP Tech Note』
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk365/technologies_
q_and_a_item09186a008012dac4.shtml

EIGRP Frequently Asked Questions

MIB MIB のリンク

EIGRP に関連する  MIB サポート されている  MIB を検索およびダウンロードするに
は、 次の URL にアクセスして ください。

ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/Nexus9000MI
BSupportList.html
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第 章8

IS-IS の設定

この章では、 Cisco NX-OS デバイスの Integrated Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS） を設定する方法について説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「IS-IS について」 （P.8-1）

• 「IS-IS のラ イセンス要件」 （P.8-7）

• 「IS-IS の前提条件」 （P.8-7）

• 「IS-IS に関する注意事項および制限事項」 （P.8-7）

• 「デフォル ト設定」 （P.8-7）

• 「IS-IS の設定」 （P.8-8）

• 「IS-IS 設定の確認」 （P.8-32）

• 「IS-IS のモニタ リ ング」 （P.8-33）

• 「IS-IS の設定例」 （P.8-34）

• 「関連項目」 （P.8-34）

IS-IS について
IS-IS は、 ISO （国際標準化機構） /IEC （国際電気標準化会議） 10589 に基づく  IGP です。 Cisco 
NX-OS は、 インターネッ ト  プロ ト コル バージ ョ ン  4 （IPv4） および IPv6 をサポー ト します。
IS-IS はネッ ト ワーク  ト ポロジの変化を検出し、 ネッ ト ワーク上の他のノードへのループフ
リー ルート を計算できる、 ダイナ ミ ッ ク  リ ンク ステー ト  ルーテ ィ ング  プロ ト コルです。 各
ルータは、 ネッ ト ワークの状態を記述する リ ンク ステー ト  データベースを維持し、 設定された
各リ ンクにパケッ ト を送信してネイバーを検出します。 IS-IS はネッ ト ワークを介して各ネイ
バーに リ ンク ステー ト情報をフラ ッディ ングします。 ルータ もすべての既存ネイバーを通じ
て、 リ ンク ステー ト  データベースのアドバタ イズ メ ン トおよびアップデート を送信します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「IS-IS の概要」 （P.8-2）

• 「IS-IS 認証」 （P.8-3）

• 「 メ ッシュ  グループ」 （P.8-4）

• 「過負荷ビッ ト 」 （P.8-4）

• 「ルー ト集約」 （P.8-5）

• 「ルー ト の再配布」 （P.8-5）
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IS-IS について
• 「ロード  バランシング」 （P.8-5）

• 「BFD」 （P.8-5）

• 「仮想化のサポート 」 （P.8-6）

• 「ハイ  アベイ ラビ リ テ ィおよびグレースフル リ スター ト 」 （P.8-6）

• 「複数の IS-IS インスタンス」 （P.8-6）

IS-IS の概要

IS-IS は、 設定されている各インターフェイスに hello パケッ ト を送信し、 IS-IS ネイバー ルー
タを検出します。 hello パケッ ト には認証、 エ リ ア、 サポート対象プロ ト コルなど、 受信側イン
ターフェイスが発信側インターフェイス との互換性を判別するために使用する情報が含まれま
す。 また、 一致する最大転送ユニッ ト （MTU） 設定を持つインターフェイスだけを使用して  
IS-IS が隣接関係を確立できるよ うに、 hello パケッ ト がパディ ングされます。 互換インター
フェイスは隣接関係を形成し、 リ ンク ステー ト  アップデート  メ ッセージ （LSP） を使用して、
リ ンク ステー ト  データベースのルーテ ィ ング情報をアップデート します。 ルータはデフォル ト
で、 10 分間隔で定期的に LSP リ フレ ッシュを送信し、 LSP は 20 分間 （LSP ラ イフタ イム） リ
ンク ステー ト  データベースに残り ます。LSP ラ イフタ イムが終了するまでにルータが LSP リ フ
レ ッシュを受信しなかった場合、 ルータはデータベースから  LSP を削除します。

LSP 間隔は、 LSP ラ イフタ イムよ り短くする必要があ り ます。 そ う しないと、 リ フレ ッシュ前
に LSP がタイムアウ ト します。

IS-IS は、 隣接ルータに定期的に hello パケッ ト を送信します。 hello パケッ ト に対して一時モー
ドを設定する と、 IS-IS が隣接関係を確立する前に使用された余分なパディ ングがこれらの 
hello パケッ ト に含まれな く な り ます。 隣接ルータの MTU 値が変更された場合、 IS-IS はこの変
更を検出し、 パディ ングされた hello パケッ ト を一定期間送信できます。 IS-IS はこの機能を使
用して、 隣接ルータ上の一致しない MTU 値を検出します。 詳細については、 「hello パディ ン
グの一時モードの設定」 （P.8-19） を参照して ください。 

IS-IS エリア

IS-IS ネッ ト ワークは、 ネッ ト ワーク内のすべてのルータが含まれるシングル エ リ アと して設
計する こ と も、 バッ クボーンまたはレベル 2 エ リ アに接続する複数のエ リ アと して設計する こ
と もできます。 非バッ クボーン  エ リ アのルータはレベル 1 ルータで、 ローカル エ リ ア内で隣接
関係を確立します （エ リ ア内ルーテ ィ ング）。 レベル 2 エ リ アのルータは、 他のレベル 2 ルータ
と隣接関係を確立し、 レベル 1 エ リ ア間のルーティ ングを実行します （エ リ ア間ルーティ ン
グ）。 1 つのルータにレベル 1 エ リ アと レベル 2 エ リ アの両方を設定できます。 これらのレベル 
1/レベル 2 ルータは、 エ リ ア境界ルータ と して動作し、 ローカル エ リ アからレベル 2 バッ ク
ボーン  エ リ アに情報をルーテ ィ ングします （図 8-1を参照）。

レベル 1 エ リ ア内のルータは、 そのエ リ ア内の他のすべてのルータに対する到達方法を認識し
ます。 レベル 2 ルータは、 他のエ リ ア境界ルータおよび他のレベル 2 ルータへの到達方法を認
識します。 レベル 1/レベル 2 ルータは 2 つのエ リ アの境界にまたがり、 レベル 2 バッ クボーン  
エ リ アとの間で双方向に ト ラフ ィ ッ クをルーテ ィ ングします。 レベル 1/レベル 2 ルータはレベ
ル 1 ルータの Attached （ATT） ビ ッ ト信号を使用して、 レベル 2 エ リ アに接続するため、 この
レベル 1/レベル 2 ルータへのデフォル ト  ルート を設定します。

エ リ ア内に 2 台以上のレベル 1/レベル 2 ルータがある場合など、 場合によっては、 レベル 1 
ルータがレベル 2 エ リ アへのデフォル ト  ルート と して使用するレベル 1/レベル 2 ルータを制御
する こ と もできます。 Attached ビッ ト を設定するレベル 1/レベル 2 ルータを設定できます。 詳
細については、 「IS-IS 設定の確認」 （P.8-32） を参照して ください。 
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IS-IS について
Cisco NX-OS の IS-IS インスタンスは、レベル 1 またはレベル 2 エ リ アを  1 つだけサポートする
か、 またはそれぞれのエ リ アを  1 つずつサポート します。 デフォル ト では、 すべての IS-IS イ
ンスタンスが自動的にレベル 1 およびレベル 2 ルーテ ィ ングをサポート します。

図 8-1 エリアに分割された IS-IS ネッ トワーク

ASBR （自律システム境界ルータ） は、 IS-IS AS （自律システム） 全体に外部宛先をアドバタ イ
ズします。 外部ルートは、 他のプロ ト コルから  IS-IS に再配布されたルート です。

NET およびシステム ID

IS-IS インスタンスご とに NET が関連付けられています。 NET は、 その IS-IS インスタンスを
エ リ ア内で一意に特定する  IS-IS システム  ID とエ リ ア  ID からな り ます。 たとえば、 NET が 
47.0004.004d.0001.0001.0c11.1111.00 の場合、 システム  ID は 0000.0c11.1111.00、 エ リ ア  ID は 
47.0004.004d.0001 です。

DIS

IS-IS はブロードキャス ト  ネッ ト ワーク内で代表中継システム （designated intermediate system）
を使用し、 各ルータがブロードキャス ト  ネッ ト ワーク上の他のすべてのルータ と不要な リ ンク
を形成する こ とがないよ うにします。 IS-IS ルータは DIS に LSP を送信し、 DIS がブロード
キャス ト  ネッ ト ワークのあらゆる リ ンク ステー ト情報を管理します。 エ リ ア内で DIS を選択す
るために IS-IS に使用させる  IS-IS プラ イオ リ テ ィ をユーザ側で設定できます。

（注） ポイン ト ツーポイン ト  ネッ ト ワークでは DIS は不要です。

IS-IS 認証

隣接関係および LSP 交換を制御するために、 認証を設定できます。 ネイバーになろ う とする
ルータは、 設定されている認証レベルの同じパスワードを交換する必要があ り ます。 パスワー
ドが無効なルータは、 IS-IS によってブロ ッ ク されます。 IS-IS 認証はグローバルに設定する こ
と も、 レベル 1、 レベル 2、 またはレベル 1/レベル 2 両方のルーテ ィ ングに対応する個々のイン
ターフェイスに設定する こ と もできます。

L1 IS L1 IS

L1 IS

L1-2 IS

L1-2 IS

L1-2 ISL1 IS L1 IS

L2 IS

L2 IS

L1 link
L2 link
L1-2 link 18

50
54
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IS-IS について
IS-IS がサポートする認証方式は、 次のとおりです。

• ク リ ア  テキス ト ： 交換するすべてのパケッ ト で、 ク リ アテキス ト の 128 ビッ ト  パスワード
が伝送されます。

• MD5 ダイジェス ト ： 交換するすべてのパケッ ト で、 128 ビッ ト  キーに基づく メ ッセージ  ダ
イジェス ト が伝送されます。

受動的攻撃から保護するために、 IS-IS はネッ ト ワークを介してク リ ア  テキス ト と して  MD5 秘
密キーを送信します。 また、 リ プレイ  アタ ッ クから保護するために、 IS-IS は各パケッ ト に
シーケンス番号を組み込みます。

hello および LSP 認証用のキーチェーンも使用できます。 キーチェーン管理の詳細については、
『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』 を参照して ください。

メ ッシュ  グループ

メ ッシュ  グループは、 一連のインターフェイスであ り、 それらのインターフェイスを介して到
達可能なすべてのルータは、 他の各ルータ との間に 1 つ以上の リ ンクがあ り ます。 多数の リ ン
クで障害が発生しても、 ネッ ト ワークから  1 つまたは複数のルータが切り離される こ とはあ り
ません。

通常のフラ ッディ ングでは、 新しい LSP を受信したインターフェイスは、 その LSP をルータ上
の他のすべてのインターフェイスにフラ ッディ ングします。 メ ッシュ  グループを使用する場
合、 メ ッシュ  グループに含まれているインターフェイスは新しい LSP を受信しても、 メ ッシュ  
グループ内の他のインターフェイスには、 新しい LSP をフラ ッディ ングしません。

（注） 特定のメ ッシュ  ネッ ト ワーク  ト ポロジーで、 ネッ ト ワークのスケーラビ リ テ ィ を向上させる
ために、 LSP を制限しなければならない場合があ り ます。 LSP フラ ッディ ングを制限する と、
ネッ ト ワークの信頼性も下がり ます （障害発生時）。 したがって、 メ ッシュ  グループはど う し
ても必要な場合に限り、 慎重にネッ ト ワークを設計した う えで使用する こ と を推奨します。

ルータ間のパラレル リ ンクに、 ブロ ッ ク  モードでメ ッシュ  グループを設定する こ と もできま
す。 このモードでは、 各ルータがそれぞれリ ンク ステー ト情報を最初に交換する と、 それ以後
はメ ッシュ  グループのそのインターフェイスですべての LSP がブロ ッ ク されます。

過負荷ビッ ト

IS-IS は過負荷ビッ ト を使用して、 ト ラフ ィ ッ クの転送にはローカル ルータを使用しないが、
引き続き、 そのローカル ルータ宛ての ト ラフ ィ ッ クをルーテ ィ ングする こ と を他のルータに指
示します。

過負荷ビッ ト を使用する状況は、 次のとおりです。

• ルータがク リ テ ィ カル条件下にある。

• ネッ ト ワークに対して通常手順でルータの追加および除去を行う。

• その他 （管理上または ト ラフ ィ ッ ク  エンジニア リ ング上） の理由。 BGP コンバージェンス
の待機中など。
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IS-IS について
ルート集約

サマ リー集約アド レスを設定できます。 ルート集約を使用する と、 固有性の強い一連のアド レ
スをすべての固有アド レスを代表する  1 つのアド レスに置き換える こ とによって、 ルー ト  テー
ブルを簡素化できます。 たとえば、 10.1.1.0/24、 10.1.2.0/24、 および 10.1.3.0/24 とい う ア ド レス
を  1 つの集約アド レス  10.1.0.0/16 に置き換える こ とができます。

IS-IS はルーティング テーブルに含まれている固有性の強いルートが多いほど、 固有性の強いルー
トの最小メ ト リ ッ ク と同じ メ ト リ ッ クを指定して、 サマ リー アドレスをアドバタイズします。

（注） Cisco NX-OS は、 自動ルート集約をサポート していません。

ルートの再配布

IS-IS を使用する と、 スタテ ィ ッ ク  ルート 、 他の IS-IS AS が学習したルート 、 またはほかのプ
ロ ト コルからのルート を再配布できます。 再配布を指定したルート  マップを設定して、 どの
ルート が IS-IS に渡されるかを制御する必要があ り ます。 ルート  マップを使用する と、 宛先、
送信元プロ ト コル、 ルー ト  タ イプ、 ルー ト  タグなどの属性に基づいて、 ルート をフ ィルタ リ
ングできます。 詳細については、 第 15 章 「Route Policy Manager の設定」 を参照して ください。

IS-IS ルーティ ング  ド メ インにルート を再配布しても、 デフォル ト では Cisco NX-OS がそのつ
ど、 IS-IS ルーテ ィ ング  ド メ インにデフォル ト  ルート を再配布する こ とはあ り ません。 IS-IS で
デフォル ト  ルート を発生させ、 ルート  ポ リ シーでそのルート を制御できます。

IS-IS にインポート されたすべてのルートに使用する、 デフォルトのメ ト リ ッ ク も設定できます。

ロード  バランシング

ロード  バランシングを使用する と、 ルータによって、 宛先アド レスから同じ距離にあるすべて
のルータ  ネッ ト ワーク  ポート に ト ラフ ィ ッ クが分散されます。 ロード  バランシングは、 ネッ
ト ワーク  セグ メ ン ト の使用率を向上させ、 有効ネッ ト ワーク帯域幅を増加させます。

Cisco NX-OS は、 ECMP （等コス ト  マルチパス） 機能をサポー ト します。 IS-IS ルート  テーブル
およびユニキャス ト  RIB の等コス ト  パスは最大 16 です。 これらのパスの一部または全部で ト
ラフ ィ ッ クのロード  バランシングが行われるよ うに、 IS-IS を設定できます。

BFD
この機能では、 双方向フォワーディ ング検出 （BFD） をサポー ト します。 BFD は、 転送パスの
障害を高速で検出する こ とを目的にした検出プロ ト コルです。 BFD は 2 台の隣接デバイス間の
サブセカン ド障害を検出し、 BFD の負荷の一部を、 サポート されるモジュール上のデータ  プ
レーンに分散できるため、 プロ ト コル hello メ ッセージよ り も  CPU を使いません。 詳細につい
ては、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』 を参照して ください。
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IS-IS について
仮想化のサポート

Cisco NX-OS は、 IS-IS の複数のプロセス  インスタンスをサポート します。 各 IS-IS インスタン
スは、 システム制限まで複数の仮想ルーテ ィ ングおよび転送 （VRF） インスタンスをサポート
できます。 サポート される  IS-IS インスタンスの数については、 Cisco Nexus 9000 Series NX-OS 
Verified Scalability Guide を参照して ください。

ハイ  アベイラビリティおよびグレースフル リスタート

Cisco NX-OS では、 複数レベルのハイ  アベイ ラビ リ テ ィ  アーキテクチャを提供します。 IS-IS 
は、 ステー ト フル リ スター ト をサポート しています。 これは、 ノンス ト ップ ルーテ ィ ング
（NSR） と も呼ばれます。 IS-IS で問題が発生した場合は、 以前の実行時状態からの再起動を試
みます。 この場合、 ネイバーはいずれのネイバー イベン ト も登録しません。 最初の再起動が正
常ではな く、 別の問題が発生した場合、 RFC 3847 のとおり、 IS-IS はグレースフル リ スター ト
を試みます。 グレースフル リ スター ト 、 つま り、 Nonstop Forwarding （NSF） では、 処理の再
起動中も  IS-IS がデータ転送パス上に存在し続けます。 再起動中の IS-IS インターフェイスが稼
働を再開する と、 ネイバーを再探索して隣接関係を確立し、 更新情報の送信を再開します。 こ
の時点で、 NSF ヘルパーは、 グレースフル リ スター ト が完了したと認識します。

ステー ト フル リ スター トは次のシナ リオで使用されます。

• プロセスでの問題発生後の最初の回復試行

• system switchover コマン ドによる手動でのスイ ッチオーバー

グレースフル リ スター トは次のシナ リオで使用されます。

• プロセスでの問題発生後の 2 回目の回復試行 （4 分以内）

• restart isis コマン ドによるプロセスの手動での再開

• アクテ ィブ スーパーバイザの削除

• reload module active-sup コマン ドによるアクテ ィブ スーパーバイザの リ ロード

（注） グレースフル リ スター ト がデフォル ト となっており、 ディセーブルにしないこ とを強く推奨し
ます。

複数の IS-IS インスタンス 
Cisco NX-OS は、 同じ ノード上で動作する、 IS-IS プロ ト コルの複数インスタンスをサポート し
ています。 同一インターフェイスには複数のインスタンスを設定できません。 すべてのインス
タンスで同じシステム  ルータ  ID を使用します。サポー ト される  IS-IS インスタンスの数につい
ては、 Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability Guide を参照して ください。
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IS-IS のライセンス要件
IS-IS のライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

IS-IS の前提条件
IS-IS の前提条件は、 次のとおりです。

• IS-IS をイネーブルにします （「IS-IS 機能のイネーブル化」 （P.8-9） を参照）。

IS-IS に関する注意事項および制限事項
IS-IS 設定時の注意事項および制約事項は、 次のとおりです。

• デフォルトの参照帯域幅が Cisco NX-OS と  Cisco IOS では異なるため、アドバタイズされた ト
ンネル IS-IS メ ト リ ッ クは、 これら  2 つのオペレーティング システムによって異な り ます。

デフォルト設定
表 8-1 に、 IS-IS パラ メータのデフォル ト設定を示します。

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS IS-IS には Enterprise Services ラ イセンスが必要です。 Cisco NX-OS ラ イセンス方式について、 およ
びラ イセンスの取得方法と適用方法の詳細については、 『Cisco NX-OS Licensing Guide』 を参照して
ください。

表 8-1 デフォルトの IS-IS パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス 115

エ リ ア  レベル Level-1-2

DIS プラ イオ リ テ ィ  64

グレースフル リ スター ト イネーブル

hello 乗数 3

hello パディ ング イネーブル

hello タ イム 10 秒

IS-IS 機能 ディセーブル

LSP 間隔 33

LSP MTU 1492

最大 LSP ラ イフタ イム 1200 秒

最大パス 8
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IS-IS の設定
IS-IS を設定する手順は、 次のとおりです。

ステップ 1 IS-IS 機能をイネーブルにします （「IS-IS 機能のイネーブル化」 （P.8-9） を参照）。

ステップ 2 IS-IS インスタンスを作成します （「IS-IS インスタンスの作成」 （P.8-10） を参照）。

ステップ 3 IS-IS インスタンスにインターフェイスを追加します （「インターフェイス上での IS-IS の設定」
（P.8-13） を参照）。

ステップ 4 認証、 メ ッシュ  グループ、 ダイナ ミ ッ ク  ホス ト交換などのオプシ ョ ン機能を設定します。

こ こでは、 次の内容について説明します。

• 「IS-IS コンフ ィギュレーシ ョ ン  モード」 （P.8-9）

• 「IS-IS 機能のイネーブル化」 （P.8-9）

• 「IS-IS インスタンスの作成」 （P.8-10）

• 「IS-IS インスタンスの再起動」 （P.8-13）

• 「IS-IS のシャ ッ ト ダウン」 （P.8-13）

• 「インターフェイス上での IS-IS の設定」 （P.8-13）

• 「インターフェイスでの IS-IS のシャ ッ ト ダウン」 （P.8-15）

• 「エ リ アでの IS-IS 認証の設定」 （P.8-15）

• 「インターフェイス上での IS-IS 認証の設定」 （P.8-16）

• 「 メ ッシュ  グループの設定」 （P.8-18）

• 「DIS の設定」 （P.8-18）

• 「ダイナ ミ ッ ク  ホス ト交換の設定」 （P.8-18）

• 「過負荷ビッ ト の設定」 （P.8-18）

• 「Attached ビッ ト の設定」 （P.8-19）

• 「hello パディ ングの一時モードの設定」 （P.8-19）

• 「サマ リー アド レスの設定」 （P.8-20）

• 「再配布の設定」 （P.8-21）

• 「再配布されるルート数の制限」 （P.8-23）

• 「厳密な隣接モードのディセーブル化」 （P.8-25）

• 「グレースフル リ スター ト の設定」 （P.8-26）

• 「仮想化の設定」 （P.8-27）

• 「IS-IS の調整」 （P.8-30）

メ ト リ ッ ク 40

参照帯域幅 40 Gbps

表 8-1 デフォルトの IS-IS パラメータ  （続き）

パラ メータ （Parameters） デフォルト
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IS-IS の設定
（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。

IS-IS コンフ ィギュレーション モード

こ こでは各コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードの開始方法について説明します。 各モードから、 ?
コマン ドを入力する と、 そのモードで使用できるコマン ドが表示されます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モード」 （P.8-9）

• 「ルータ  アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モード」 （P.8-9）

ルータ  コンフ ィギュレーショ ン モード

次に、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始する例を示します。

switch#: configure terminal
switch(config)# router isis isp
switch(config-router)# 

ルータ  アドレス ファ ミ リ  コンフ ィギュレーション  モード

次に、 ルータ  アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始する例を示します。

switch(config)# router isis isp
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

IS-IS 機能のイネーブル化

IS-IS を設定する前に、 IS-IS 機能をイネーブルにする必要があ り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature isis
3. （任意） show feature
4. （任意） copy running-config startup-config
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IS-IS の設定
手順の詳細

IS-IS機能をディセーブルにして、 関連付けられている設定をすべて削除するには、 コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

IS-IS インスタンスの作成

IS-IS インスタンスを作成し、 そのインスタンスのエ リ ア  レベルを設定できます。

はじめる前に 

IS-IS をイネーブルにします （「IS-IS 機能のイネーブル化」 （P.8-9） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router isis instance-tag

3. net network-entity-title

4. （任意） is-type {level-1 | level-2 | level-1-2}

5. （任意） show isis [vrf vrf-name] process
6. （任意） copy running-config startup-config

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 feature isis

例 ：
switch(config)# feature isis

IS-IS 機能をイネーブルにします。

ステップ 3 show feature 

例 ：
switch(config)# show feature 

（任意） イネーブルおよびディセーブルにされた
機能を表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

no feature isis

例 ：
switch(config)# no feature isis

IS-IS 機能をディセーブルにし、 関連付けられ
たすべての設定を削除します。
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IS-IS の設定
手順の詳細

IS-IS インスタンスおよび関連する設定を削除するには、 コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次
のコマン ドを使用します。

（注） IS-IS インスタンスに関するすべての設定を完全に削除するには、 インターフェイス  モードで
設定した IS-IS コマン ド も削除する必要があ り ます。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router isis instance-tag

例 ：
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#

instance tag を設定して、 新しい IS-IS インスタン
スを作成します。

ステップ 3 net network-entity-title

例 ：
switch(config-router)# net 
47.0004.004d.0001.0001.0c11.1111.00

この IS-IS インスタンスに対応する  NET を設定し
ます。

ステップ 4 is-type {level-1 | level-2 | level-1-2}

例 ：
switch(config-router)# is-type level-2

（任意） この IS-IS インスタンスのエ リ ア  レベル
を設定します。 デフォル トは level-1-2 です。

ステップ 5 show isis [vrf vrf-name] process

例 ：
switch(config)# show isis process 

（任意） すべての IS-IS インスタンスについて、
IS-IS 要約情報を表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

no router isis instance-tag

例 ：
switch(config)# no router isis Enterprise

IS-IS インスタンスおよび関連するすべての設
定を削除します。
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IS-IS には次のオプシ ョ ン  パラ メータを設定できます。

レベル 2 エ リ アで IS-IS インスタンスを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)# net 47.0004.004d.0001.0001.0c11.1111.00
switch(config-router)# is-type level 2
switch(config-router)# copy running-config startup-config

ネイバーの統計情報を消去し、 隣接関係を削除するには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードで次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

distance value

例 ：
switch(config-router)# distance 30

IS-IS のアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス
を設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 255 で
す。 デフォル トは 115 です。

log-adjacency-changes 

例 ：
switch(config-router)# 
log-adjacency-changes 

IS-IS ネイバーのステート が変化するたびに、
システム  メ ッセージを送信します。

lsp-mtu size

例 ：
switch(config-router)# lsp-mtu 600

この IS-IS インスタンスにおける  LSP の MTU 
を設定します。 指定できる範囲は 128 ～ 4352 
バイ ト です。 デフォル トは 1492 です。

maximum-paths number

例 ：
switch(config-router)# maximum-paths 6

IS-IS がルート  テーブルで維持する等コス ト  パ
スの最大数を設定します。範囲は 1 ～ 64 です。
デフォル トは 8 です。

reference-bandwidth bandwidth-value {Mbps 
| Gbps}

例 ：
switch(config-router)# reference-bandwidth 
100 Gbps

IS-IS コス ト  メ ト リ ッ クの計算に使用する、 デ
フォル ト の基準帯域幅を設定します。 指定で
きる範囲は 1 ～ 4000 Gbps です。デフォル トは 
40 Gbps です。

コマンド 目的

clear isis [instance-tag] adjacency [* | 
system-id | interface]

例 ：
switch(config-if)# clear isis adjacency *

ネイバーの統計情報を消去し、 この IS-IS イン
スタンスの隣接関係を削除します。
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IS-IS の設定
IS-IS インスタンスの再起動

IS-IS インスタンスは再起動が可能です。 この処理では、 インスタンスのすべてのネイバーが
消去されます。

IS-IS インスタンスを再起動し、 関連付けられたすべてのネイバーを削除するには、 次のコマ
ン ドを使用します。

IS-IS のシャッ トダウン 
IS-IS インスタンスをシャ ッ ト ダウンできます。 シャ ッ ト ダウンする と、 その IS-IS インスタン
スがディセーブルにな り、 設定が保持されます。

IS-IS インスタンスをシャ ッ ト ダウンするには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次の
コマン ドを使用します。

インターフェイス上での IS-IS の設定

IS-IS インスタンスにインターフェイスを追加できます。

はじめる前に 

IS-IS をイネーブルにします （「IS-IS 機能のイネーブル化」 （P.8-9） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. （任意） medium {broadcast | p2p} 
4. {ip | ipv6} router isis instance-tag

5. （任意） show isis [vrf vrf-name] [instance-tag] interface [interface-type slot/port]

6. （任意） copy running-config startup-config

コマンド 目的

restart isis instance-tag

例 ：
switch(config)# restart isis Enterprise

IS-IS インスタンスを再起動し、 すべてのネイ
バーを削除します。

コマンド 目的

shutdown

例 ：
switch(config-router)# shutdown

IS-IS インスタンスをディセーブルにします。
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IS-IS の設定
手順の詳細

インターフェイス  モードでは、 IS-IS に次のオプシ ョ ン  パラ メータを設定できます。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 medium {broadcast | p2p}

例 ：
switch(config-if)# medium p2p

（任意） インターフェイスのブロードキャス ト  
モード またはポイン ト ツーポイン ト  モードを設定
します。 IS-IS はこのモードを継承します。

ステップ 4 {ip | ipv6} router isis instance-tag

例 ：
switch(config-if)# ip router isis 
Enterprise

この IPv4 または IPv6 インターフェイスを  IS-IS イ
ンスタンスに関連付けます。

ステップ 5 show isis [vrf vrf-name] [instance-tag] 
interface [interface-type slot/port]

例 ：
switch(config)# show isis Enterprise 
ethernet 1/2

（任意） VRF のインターフェイスの IS-IS 情報を表
示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

isis circuit-type {level-1 | level-2 | 
level-1-2}

例 ：
switch(config-if)# isis circuit-type 
level-2

このインターフェイスが関与する隣接関係の
タイプを設定します。 このコマン ドを使用す
るのは、レベル 1 と レベル 2 の両方のエ リ アに
ルータが関係する場合だけです。

isis metric value {level-1 | level-2}

例 ：
switch(config-if)# isis metric 30

このインターフェイスの IS-IS メ ト リ ッ クを設
定します。 指定できる範囲は 1 ～ 16777214 で
す。 デフォル トは 10 です。

isis passive {level-1 | level-2 | 
level-1-2}

例 ：
switch(config-if)# isis passive level-2

インターフェイスが隣接関係を形成しないよ
うにしながら、 なおかつ、 インターフェイス
に関連付けられたプレフ ィ ッ ク スをアドバタ
イズするよ うにします。
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IS-IS の設定
次に、 IS-IS インスタンスに Ethernet 1/2 インターフェイスを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip router isis Enterprise
switch(config-if)# copy running-config startup-config

インターフェイスでの IS-IS のシャッ トダウン

インターフェイス上で IS-IS を正常にシャ ッ ト ダウンできます。 これによ り、 すべての隣接関
係が削除され、 このインターフェイスで IS-IS ト ラフ ィ ッ クが停止しますが、 IS-IS 設定は保持
されます。

インターフェイス上で IS-IS をディセーブルにするには、 インターフェイス  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

エリアでの IS-IS 認証の設定

エ リ アで LSP を認証するよ うに IS-IS を設定できます。

はじめる前に 

IS-IS をイネーブルにします （「IS-IS 機能のイネーブル化」 （P.8-9） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router isis instance-tag

3. authentication-type {cleartext | md5} {level-1 | level-2}

4. authentication key-chain key {level-1 | level-2}

5. （任意） authentication-check {level-1 | level-2}

6. （任意） copy running-config startup-config

コマンド 目的

switch(config-if)# isis shutdown

例 ：
switch(config-router)# isis shutdown

このインターフェイスで IS-IS をディセーブル
にします。 IS-IS インターフェイスの設定は保持
されます。
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IS-IS の設定
手順の詳細

IS-IS インスタンスにク リ アテキス ト認証を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)# authentication-type cleartext level-2
switch(config-router)# authentication key-chain ISISKey level-2
switch(config-router)# copy running-config startup-config

インターフェイス上での IS-IS 認証の設定

インターフェイス上で hello パケッ ト を認証するよ うに IS-IS を設定できます。

はじめる前に 

IS-IS をイネーブルにします （「IS-IS 機能のイネーブル化」 （P.8-9） を参照）。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router isis instance-tag

例 ：
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#

instance tag を設定して、 新しい IS-IS インスタン
スを作成します。

ステップ 3 authentication-type {cleartext | md5} 
{level-1 | level-2}

例 ：
switch(config-router)# 
authentication-type cleartext level-2

ク リ アテキス ト または MD5 認証ダイジェス ト と
して、 レベル 1 またはレベル 2 エ リ アに使用する
認証方式を設定します。

ステップ 4 authentication key-chain key {level-1 | 
level-2}

例 ：
switch(config-router)# authentication 
key-chain ISISKey level-2

IS-IS エ リ アレベル認証に使用する認証キーを設
定します。

ステップ 5 authentication-check {level-1 | level-2}

例 ：
switch(config-router)# 
authentication-check level-2

（任意） 受信パケッ ト の認証パラ メータ  チェ ッ ク
をイネーブルにします。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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IS-IS の設定
手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. isis authentication-type {cleartext | md5} {level-1 | level-2}

4. isis authentication key-chain key {level-1 | level-2}

5. （任意） isis authentication-check {level-1 | level-2}

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

IS-IS インスタンスにク リ アテキス ト認証を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# isis authentication-type cleartext level-2
switch(config-if)# isis authentication key-chain ISISKey
switch(config-if)# copy running-config startup-config

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 isis authentication-type {cleartext | 
md5} {level-1 | level-2}

例 ：
switch(config-if)# isis 
authentication-type cleartext level-2

ク リ アテキス ト または MD5 認証ダイジェス ト と
して、 このインターフェイスにおける  IS-IS 認証
タイプを設定します。

ステップ 4 isis authentication key-chain key 
{level-1 | level-2}

例 ：
switch(config-if)# isis 
authentication-key ISISKey level-2

このインターフェイス上で IS-IS に使用する認証
キーを設定します。

ステップ 5 isis authentication-check {level-1 | 
level-2}

例 ：
switch(config-if)# isis 
authentication-check

（任意） 受信パケッ ト の認証パラ メータ  チェ ッ ク
をイネーブルにします。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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メ ッシュ  グループの設定

メ ッシュ  グループにインターフェイスを追加するこ とによって、 そのメ ッシュ  グループ内のイ
ンターフェイスに対する  LSP フラ ッディング量を制限できます。 任意で、 メ ッシュ  グループ内
のインターフェイスに対して、 すべての LSP フラ ッディングをブロ ッ クするこ と もできます。

メ ッシュ  グループにインターフェイスを追加するには、 インターフェイス  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

DIS の設定

インターフェイス  プラ イオ リ テ ィ を設定する こ とによって、 ルータがマルチアクセス  ネッ ト
ワークの DIS （代表中継システム） になるよ うに設定できます。

DIS を設定するには、 インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用
します。

ダイナミ ック  ホスト交換の設定

ダイナ ミ ッ ク  ホス ト交換を使用する こ とによって、 システム  ID とルータのホス ト名がマッピ
ングされるよ うに IS-IS を設定できます。

ダイナ ミ ッ ク  ホス ト交換を設定するには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマ
ン ドを使用します。

過負荷ビッ トの設定

最短パス優先 （SPF） を計算する と きの中間ホップと してこのルータを使用しないこ とを他の
ルータに伝えるよ うに、 ルータを設定できます。 任意で、 起動時に BGP がコンバージェンス
するまで、 一時的に過負荷ビッ ト を設定する こ と もできます。

コマンド 目的

isis mesh-group {blocked | mesh-id}

例 ：
switch(config-if)# isis mesh-group 1

メ ッシュ  グループにこのインターフェイスを
追加します。 指定できる範囲は 1 ～ 
4294967295 です。

コマンド 目的

isis priority number {level-1 | level-2}

例 ：
switch(config-if)# isis priority 100 
level-1

DIS 選択のためのプライオリティを設定します。
範囲は 0 ～ 127 です。 デフォルトは 64 です。

コマンド 目的

hostname dynamic

例 ：
switch(config-router)# hostname dynamic

ダイナミ ッ ク  ホス ト交換をイネーブルにします。
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IS-IS の設定
過負荷ビッ ト を設定する以外に、 レベル 1 またはレベル 2 ト ラフ ィ ッ クに関して、 LSP からの
特定タイプの IP プレフ ィ ッ ク ス  アドバタイズ メ ン ト を抑制する こ とが必要な場合もあ り ます。

過負荷ビッ ト を設定するには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用
します。

Attached ビッ トの設定

Attached ビッ ト を設定する と、 レベル 1 ルータがレベル 2 エ リ アへのデフォル ト  ルート と して
使用するレベル 1/レベル 2 ルータを制御できます。 Attached ビッ ト の設定をディセーブルにす
る と、 レベル 1 ルータはこのレベル 1/レベル 2 ルータを使用してレベル 2 エ リ アに接続しな く
な り ます。

レベル 1/レベル 2 ルータの Attached ビッ ト を設定するには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードで次のコマン ドを使用します。

hello パディングの一時モードの設定

hello パディ ングの一時モードを設定する と、 IS-IS が隣接関係を確立する と きに hello パケッ ト
をパディ ングし、 IS-IS が隣接関係を確立したあとでそのパディ ングを削除できます。

hello パディ ングのモードを設定するには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマ
ン ドを使用します。

コマンド 目的

set-overload-bit {always | on-startup 
{seconds | wait-for bgp as-number}} 
[suppress [interlevel | external]]

例 ：
switch(config-router)# set-overload-bit 
on-startup 30

IS-IS に過負荷ビッ ト を設定します。 seconds の
範囲は 5 ～ 86400 です。

コマンド 目的

[no] attached-bit

例 ：
switch(config-router)# no attached-bit

Attached ビッ ト を設定するよ うにレベル 1/レ
ベル 2 ルータを設定します。 この機能は、 デ
フォル ト でイネーブルにされています。

コマンド 目的

[no] isis hello-padding 

例 ：
switch(config-if)# no isis hello-padding

完全な最大伝送単位 （MTU） に hello パケッ ト
をパディ ングします。 デフォル ト ではイネー
ブルになっています。 hello パディ ングの一時
モードを設定するには、 このコマン ドの no 形
式を使用します。
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サマリー アドレスの設定

ルーテ ィ ング  テーブルでサマ リー アド レスによって表される集約アド レスを作成できます。 1 
つのサマ リー アド レスに、 特定のレベルのアド レス  グループを複数含める こ とができます。
Cisco NX-OS は固有性の強いすべてのルート の う ち、 最小メ ト リ ッ クをアドバタ イズします。

はじめる前に 

IS-IS をイネーブルにします （「IS-IS 機能のイネーブル化」 （P.8-9） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router isis instance-tag

3. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
4. summary-address ip-prefix/mask-len {level-1 | level-2 | level-1-2}

5. （任意） show isis [vrf vrf-name] {ip | ipv6} summary-address ip-prefix [longer-prefixes]

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router isis instance-tag

例 ：
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#

instance tag を設定して、 新しい IS-IS インスタン
スを作成します。

ステップ 3 address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 4 summary-address ip-prefix/mask-len 
{level-1 | level-2 | level-1-2}

例 ：
switch(config-router-af)# 
summary-address 192.0.2.0/24 level-2

IPv4 アド レスまたは IPv6 アド レスに対応する、
IS-IS エ リ ア用のサマ リー アド レスを設定します。

ステップ 5 show isis [vrf vrf-name] {ip | ipv6} 
summary-address ip-prefix 
[longer-prefixes]

例 ：
switch(config-if)# show isis ip 
summary-address

（任意） IS-IS IPv4 または IPv6 サマ リー アド レス
情報を表示します。
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IS-IS の設定
次に、 IS-IS の IPv4 ユニキャス ト  サマ リー アド レスを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# summary-address 192.0.2.0/24 level-2
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

再配布の設定

別のルーテ ィ ング  プロ ト コルからのルーテ ィ ング情報を受け入れて、 IS-IS ネッ ト ワークを通
じてその情報を再配布するよ うに、 IS-IS を設定できます。 任意で、 再配布ルート のためのデ
フォル ト  ルート を割り当てる こ とができます。

はじめる前に 

IS-IS をイネーブルにします （「IS-IS 機能のイネーブル化」 （P.8-9） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router isis instance-tag

3. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
4. redistribute {bgp as | direct |{eigrp | isis | ospf | ospfv3 | rip} instance-tag | static} route-map 

map-name

5. （任意） default-information originate [always] [route-map map-name]

6. （任意） distribute {level-1 | level-2} into {level-1 | level-2} {route-map route-map | all}
7. （任意） show isis [vrf vrf-name] {ip | ipv6} route ip-prefix [detail | longer-prefixes [summary | 

detail]]
8. （任意） copy running-config startup-config

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router isis instance-tag

例 ：
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#

instance tag を設定して、 新しい IS-IS インスタン
スを作成します。

ステップ 3 address-family {ipv4 | ipv6} unicast 

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 4 redistribute {bgp as | {eigrp | isis | 
ospf | ospfv3 | rip} instance-tag | 
static | direct} route-map map-name

例 ：
switch(config-router-af)# redistribute 
eigrp 201 route-map ISISmap

他のプロ ト コルからのルート を  IS-IS に再配布し
ます。 ルート  マップの詳細については、 「ルー ト  
マップの設定」 （P.15-13） を参照して ください。

ステップ 5 default-information originate [always] 
[route-map map-name]

例 ：
switch(config-router-af)# 
default-information originate always

（任意） IS-IS へのデフォルト  ルート を作成します。

ステップ 6 distribute {level-1 | level-2} into 
{level-1 | level-2} {route-map route-map 
| all}

例 ：
switch(config-router-af)# distribute 
level-1 into level-2 all

（任意） 一方の IS-IS レベルから他方の IS-IS レベ
ルへ、 ルート を再配布します。

ステップ 7 show isis [vrf vrf-name] {ip | ipv6} 
route ip-prefix [detail | 
longer-prefixes [summary | detail]]

例 ：
switch(config-router-af)# show isis ip 
route

（任意） IS-IS ルート を示します。

ステップ 8 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-af)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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IS-IS の設定
次に、 EIGRP を  IS-IS に再配布する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# redistribute eigrp 201 route-map ISISmap
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

再配布されるルート数の制限

ルート の再配布によって、 IS-IS ルート  テーブルに多くのルート が追加される可能性があ り ま
す。 外部プロ ト コルから受け取るルート の数に最大制限を設定できます。 IS-IS には、 再配布
ルート の制限を設定するために次のオプシ ョ ンが用意されています。

• 上限固定 ： IS-IS が設定された最大値に達する と、 メ ッセージをログに記録します。 IS-IS 
は以降の再配布ルート を受け取り ません。 任意で、 最大値のしきい値パーセンテージを設
定して、 IS-IS がこのしきい値を超えたと きに警告を記録するよ うにする こ と もできます。

• 警告のみ ： IS-IS が最大値に達したと きのみ、 警告のログを記録します。 IS-IS は引き続き
再配布ルート を受け取り ます。

• 取り消し ： IS-IS が最大値に達したと きにタイムアウ ト期間を開始します。 タ イムアウ ト期
間の経過後、 現在の再配布ルート の数が最大制限よ り少ない場合、 IS-IS はすべての再配布
ルート を要求します。 現在の再配布ルート の数が最大制限に達している場合、 IS-IS はすべ
ての再配布ルート を取り消します。 IS-IS が以降の再配布ルート を受け取るには、 この状態
を解消する必要があ り ます。 任意で、 タ イムアウ ト期間を設定できます。

はじめる前に 

IS-IS をイネーブルにします （「IS-IS 機能のイネーブル化」 （P.8-9） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router isis instance-tag

3. redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf id | rip id | static} route-map map-name

4. redistribute maximum-prefix max [threshold] [warning-only | withdraw [num-retries timeout]] 

5. （任意） show running-config isis
6. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

次に、 IS-IS に再配布されるルート の数を制限する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp isis Enterprise
switch(config-router)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router)# redistribute maximum-prefix 1000 75

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router isis instance-tag

例 ：
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#

instance tag を設定して、 新しい IS-IS インスタン
スを作成します。

ステップ 3 redistribute {bgp id | direct | eigrp id 
| isis id | ospf id | rip id | static} 
route-map map-name

例 ：
switch(config-router)# redistribute bgp 
route-map FilterExternalBGP

設定したルート  マップ経由で、 選択したプロ ト コ
ルを  IS-IS に再配布します。

ステップ 4 redistribute maximum-prefix max 
[threshold] [warning-only | withdraw 
[num-retries timeout]] 

例 ：
switch(config-router)# redistribute 
maximum-prefix 1000 75 warning-only

IS-IS が配布するプレフ ィ ッ ク スの最大数を指定
します。 範囲は 1 ～ 65535 です。 次の項目を任意
で指定できます。

• threshold ： 警告メ ッセージを ト リ ガーする最
大プレフ ィ ッ ク ス数のパーセンテージ。

• warning-only ： プレフ ィ ッ ク スの最大数を超
えたと きに警告メ ッセージを記録します。

• withdraw ： 再配布されたすべてのルート を取
り消します。 オプシ ョ ン選択で、 再配布され
たルート の取得を試みる こ とができます。
num-retries の範囲は 1 ～ 12 です。 timeout は 
60 ～ 600 秒です。 デフォル トは 300 秒です。
clear isis redistribution コマン ドは、 すべての
ルート が取り消された場合に使用します。

ステップ 5 show running-config isis 

例 ：
switch(config-router)# show 
running-config isis

（任意） IS-IS の設定を表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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IS-IS の設定
厳密な隣接モードのディセーブル化

IPv4 と  IPv6 の両方のアド レス  ファ ミ リ がイネーブルの場合、 厳格な隣接モードはデフォル ト
でイネーブルです。 このモードでは、 デバイスが両方のアド レス  ファ ミ リにイネーブルでない
任意のルータ との隣接関係を形成しません。 厳格な隣接モードは、 no adjacency-check コマン
ドを使用してディセーブルにできます。

はじめる前に 

IS-IS をイネーブルにします （「IS-IS 機能のイネーブル化」 （P.8-9） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router isis instance-tag

3. address-family ipv4 unicast
4. no adjacency-check
5. exit
6. address-family ipv6 unicast
7. no adjacency-check
8. （任意） show running-config isis

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router isis instance-tag

例 ：
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#

instance tag を設定して、 新しい IS-IS インスタン
スを作成します。

ステップ 3 address-family ipv4 unicast 

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 4 no adjacency-check

例 ：
switch(config-router-af)# no 
adjacency-check

IPv4 アド レス  ファ ミ リに関する厳格な隣接モー
ドをディセーブルにします。
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グレースフル リスタートの設定

IS-IS にグレースフル リ スター ト を設定できます。

はじめる前に 

IS-IS をイネーブルにします （「IS-IS 機能のイネーブル化」 （P.8-9） を参照）。

VRF を作成します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router isis instance-tag

3. graceful-restart 
4. graceful-restart t3 manual time

5. （任意） show running-config isis
6. （任意） copy running-config startup-config

ステップ 5 exit

例 ：
switch(config-router-af)# exit
switch(config-router)#

アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを終了します。

ステップ 6 address-family ipv6 unicast 

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 7 no adjacency-check

例 ：
switch(config-router-af)# no 
adjacency-check

IPv6 アド レス  ファ ミ リに関する厳格な隣接モー
ドをディセーブルにします。

ステップ 8 show running-config isis 

例 ：
switch(config-router-af)# show 
running-config isis

（任意） IS-IS の設定を表示します。

ステップ 9 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-af)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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IS-IS の設定
手順の詳細

次に、 グレースフル リ スター ト をイネーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)# graceful-restart
switch(config-router)# copy running-config startup-config

仮想化の設定

複数の IS-IS インスタンス と複数の VRF を設定できます。 また、 各 VRF で同じまたは複数の 
IS-IS インスタンスを使用するこ と もできます。 VRF に IS-IS インターフェイスを割り当てます。

設定した VRF に NET を設定する必要があ り ます。

（注） インターフェイスの VRF を設定した後に、 インターフェイスの他のすべてのパラ メータを設
定します。 インターフェイスの VRF を設定する と、 そのインターフェイスのすべての設定が
削除されます。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router isis instance-tag

例 ：
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#

名前を設定して、 新しい IS-IS プロセスを作成し
ます。

ステップ 3 graceful-restart 

例 ：
switch(config-router)# graceful-restart

グレースフル リ スター トおよびグレースフル リ
スター ト  ヘルパー機能をイネーブルにします。 デ
フォル ト では、 イネーブルです。

ステップ 4 graceful-restart t3 manual time 

例 ：
switch(config-router)# graceful-restart 
t3 manual 300

グレースフル リ スター ト  T3 タ イマーを設定しま
す。 有効な範囲は 30 ～ 65535 秒です。 デフォル
ト値は 60 です。

ステップ 5 show running-config isis

例 ：
switch(config-router)# show 
running-config isis

（任意） IS-IS の設定を表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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はじめる前に 

IS-IS をイネーブルにします （「IS-IS 機能のイネーブル化」 （P.8-9） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf_name

3. exit
4. router isis instance-tag

5. （任意） vrf vrf_name
6. net network-entity-title

7. exit
8. interface type slot/port

9. vrf member vrf-name

10. {ip | ipv6} address ip-prefix/length

11. {ip | ipv6} router isis instance-tag

12. （任意） show isis [vrf vrf-name] [instance-tag] interface [interface-type slot/port]

13. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 vrf context vrf-name

例 ：
switch(config)# vrf context 
RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

新しい VRF を作成し、 VRF コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードを開始します。

ステップ 3 exit

例 ：
switch(config-vrf)# exit
switch(config)#

VRF コンフ ィギュレーシ ョ ン モードを終了します。

ステップ 4 router isis instance-tag

例 ：
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#

instance tag を設定して、 新しい IS-IS インスタン
スを作成します。
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IS-IS の設定
ステップ 5 vrf vrf-name

例 ：
switch(config-router)# vrf 
RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)#

（任意） VRF コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 6 net network-entity-title

例 ：
switch(config-router-vrf)# net 
47.0004.004d.0001.0001.0c11.1111.00

この IS-IS インスタンスに対応する  NET を設定し
ます。

ステップ 7 exit

例 ：
switch(config-router-vrf)# exit
switch(config-router)#

ルータ  VRF コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを終
了します。

ステップ 8 interface ethernet slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 9 vrf member vrf-name

例 ：
switch(config-if)# vrf member 
RemoteOfficeVRF

このインターフェイスを  VRF に追加します。

ステップ 10 {ip | ipv6} address ip-prefix/length

例 ：
switch(config-if)# ip address 
192.0.2.1/16

このインターフェイスの IP アド レスを設定しま
す。 このステップは、 このインターフェイスを  
VRF に割り当てたあとに行う必要があ り ます。

ステップ 11 {ip | ipv6} router isis instance-tag

例 ：
switch(config-if)# ip router isis 
Enterprise

この IPv4 または IPv6 インターフェイスを  IS-IS イ
ンスタンスに関連付けます。

ステップ 12 show isis [vrf vrf-name] [instance-tag] 
interface [interface-type slot/port]

例 ：
switch(config-if)# show isis Enterprise 
ethernet 1/2

（任意） VRF のインターフェイスの IS-IS 情報を表
示します。

ステップ 13 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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IS-IS の設定
次に、 VRF を作成して、 その VRF にインターフェイスを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context NewVRF
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)# vrf NewVRF
switch(config-router-vrf)# net 47.0004.004d.0001.0001.0c11.1111.00
switch(config-router-vrf)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# vrf member NewVRF
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router isis Enterprise
switch(config-if)# copy running-config startup-config

IS-IS の調整

ネッ ト ワーク要件に合わせて  IS-IS を調整できます。

IS-IS を調整するには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のオプシ ョ ン  コマン ドを使
用します。

コマンド 目的

lsp-gen-interval [level-1 | level-2] 
lsp-max-wait [lsp-initial-wait 
lsp-second-wait]

例 ：
switch(config-router)# lsp-gen-interval 
level-1 500 500 500

LSP 発生に関する  IS-IS スロ ッ トルを設定しま
す。 オプシ ョ ン  パラ メータは次のとおりです。

• lsp-max-wait ： ト リ ガーから  LSP 発生まで
の最大待ち時間。指定できる範囲は 500 ～ 
65535 ミ リ秒です。

• lsp-initial-wait ： ト リ ガーから  LSP 発生まで
の初期待ち時間。 指定できる範囲は 50 ～ 
65535 ミ リ秒です。

• lsp-second-wait ： バッ クオフ時の LSP ス
ロ ッ トルに使用する第 2 待ち時間。 指定で
きる範囲は 50 ～ 65535 ミ リ秒です。

max-lsp-lifetime lifetime

例 ：
switch(config-router)# max-lsp-lifetime 
500

LSP の最大ライフタイムを秒数で設定します。
範囲は 1 ～ 65535 です。デフォルトは 1200 です。

metric-style transition 

例 ：
switch(config-router)# metric-style 
transition

IS-IS がナロー メ ト リ ッ ク  スタ イルのタ イプ、
長さ、 値 （TLV） オブジェ ク ト と ワ イ ド メ ト
リ ッ ク  スタ イルの TLV オブジェ ク ト の両方を
生成して受け取る こ とができるよ うにします。
デフォル ト ではディセーブルになっています。
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IS-IS の設定
ルータ  アド レス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のオプシ ョ ン  コマン ドを使用できます。

IS-IS を調整するには、 インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のオプシ ョ ン  コ
マン ドを使用します。

spf-interval [level-1 | level-2] 
spf-max-wait [spf-initial-wait 
spf-second-wait]

例 ：
switch(config-router)# spf-interval 
level-2 500 500 500

LSA 到着までのインターバルを設定します。
オプシ ョ ン  パラ メータは次のとおりです。

• lsp-max-wait ： ト リ ガーから  SPF 計算まで
の最大待ち時間。指定できる範囲は 500 ～ 
65535 ミ リ秒です。

• lsp-initial-wait ： ト リ ガーから  SPF 計算まで
の初期待ち時間。 指定できる範囲は 50 ～ 
65535 ミ リ秒です。

• lsp-second-wait ： バッ クオフ時の SPF 計算
に使用する第 2 待ち時間。 指定できる範囲
は 50 ～ 65535 ミ リ秒です。

コマンド 目的

コマンド 目的

adjacency-check

例 ：
switch(config-router-af)# adjacency-check

隣接関係チェッ クを実行し、 IS-IS インスタン
スが同じアドレス  ファ ミ リ をサポートする リ
モート  IS-IS エンティティに限って隣接関係を
形成しているこ とを確認します。 このコマンド
は、 デフォルトでイネーブルになっています。

コマンド 目的

isis csnp-interval seconds [level-1 | 
level-2]

例 ：
switch(config-if)# isis csnp-interval 20

IS-IS に Complete Sequence Number PDU
（CNSP） インターバルを秒数で設定します。
範囲は 1 ～ 65535 です。デフォル トは 10 です。

isis hello-interval seconds [level-1 | 
level-2]

例 ：
switch(config-if)# isis hello-interval 20

IS-IS に hello 間隔を秒数で設定します。範囲は 
1 ～ 65535 です。 デフォル トは 10 です。

isis hello-multiplier num [level-1 | 
level-2]

例 ：
switch(config-if)# isis hello-multiplier 
20

ルータが隣接関係を破棄するまでに、 ネイバー
が見逃さなければならない IS-IS hello パケッ ト
の数を指定します。指定できる範囲は 3 ～ 1000 
です。 デフォルトは 3 です。

isis lsp-interval milliseconds

例 ：
switch(config-if)# isis lsp-interval 20

フラ ッディ ング時にこのインターフェイスで 
LSP が送信される間隔を ミ リ秒数で設定しま
す。 指定できる範囲は 10 ～ 65535 です。 デ
フォル トは 33 です。
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IS-IS 設定の確認
IS-IS 設定の確認
IS-IS の設定を表示するには、 次のいずれかの作業を行います。

コマンド 目的

show isis [instance-tag] adjacency [interface] 
[detail | summary] [vrf vrf-name]

IS-IS の隣接関係を表示します。 これらの統
計情報を消去するには、 clear isis adjacency 
コマン ドを使用します。

show isis [instance-tag] database [level-1 | 
level-2] [detail | summary] [LSP ID] [{ip | ipv6} 
prefix ip-prefix] | | [router-id router-id] | 
[adjacency node-id] | [zero-sequence]} [vrf 
vrf-name]

IS-IS LSP データベースを表示します。

show isis [instance-tag] hostname [vrf vrf-name] ダイナ ミ ッ ク  ホス ト交換情報を表示します。

show isis [instance-tag] interface [brief | 
interface] [level-1 | level-2] [vrf vrf-name]

IS-IS インターフェイス情報を表示します。

show isis [instance-tag] mesh-group [mesh-id] 
[vrf vrf-name]

メ ッシュ  グループ情報を表示します。

show isis [instance-tag] protocol [vrf vrf-name] IS-IS プロ ト コルに関する情報を表示します。

show isis [instance-tag] {ip | ipv6} redistribute 
route [ip-address | summary] [[ip-prefix] 
[longer-prefixes [summary]] [vrf vrf-name]

IS-IS のルート再配布情報を表示します。

show isis [instance-tag] {ip | ipv6} route 
[ip-address | summary] [ip-prefix 
[longer-prefixes [summary]] [detail] [vrf 
vrf-name]

IS-IS ルート  テーブルを表示します。

show isis [instance-tag] rrm [interface] [vrf 
vrf-name]

IS-IS インターフェイスの再送信情報を表示
します。

show isis [instance-tag] srm [interface] [vrf 
vrf-name]

IS-IS インターフェイスのフラ ッディ ング情
報を表示します。

show isis [instance-tag] ssn [interface] [vrf 
vrf-name]

IS-IS インターフェイスの PSNP 情報を表示し
ます。

show isis [instance-tag] {ip | ipv6} 
summary-address [ip-address] | [ip-prefix] [vrf 
vrf-name]

IS-IS のサマ リー アド レス情報を表示します。

show running-configuration isis 現在の実行中の IS-IS 設定を表示します。

show tech-support isis [detail] IS-IS のテクニカル サポート の詳細情報を表
示します。
8-32
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 8 章      IS-IS の設定

IS-IS のモニタ リング
IS-IS のモニタリング
IS-IS の統計情報を表示するには、 次のコマン ドを使用します。

IS-IS 設定の統計情報を消去するには、 次のいずれかの作業を行います。

コマンド 目的

show isis [instance-tag] adjacency [interface] 
[system-ID] [detail] [summary] [vrf vrf-name]

IS-IS 隣接関係の統計情報を表示します。

show isis [instance-tag] database [level-1 | 
level-2] [detail | summary] [lsip] {[adjacency 
id] {ip | ipv6} prefix prefix] [router-id id] 
[zero-sequence]} [vrf vrf-name]

IS-IS データベースの統計情報を表示します。

show isis [instance-tag] statistics [interface] [vrf 
vrf-name]

IS-IS インターフェイスの統計情報を表示し
ます。

show isis {ip | ipv6} route-map statistics 
redistribute {bgp id | eigrp id | isis id | ospf id | 
rip id | static} [vrf vrf-name]

IS-IS 再配布の統計情報を表示します。

show isis route-map statistics distribute 
{level-1 | level-2} into {level-1 | level-2}} [vrf 
vrf-name]

レベル間で配布されたルー ト に関する、 IS-IS 
配布統計情報を表示します。

show isis [instance-tag] spf-log [detail] [vrf 
vrf-name]

IS-IS SPF 計算の統計情報を表示します。

show isis [instance-tag] traffic [interface] [vrf 
vrf-name]

IS-IS ト ラフ ィ ッ クの統計情報を表示します。

コマンド 目的

clear isis [instance-tag] adjacency [* | [interface] 
[system-id id]] [vrf vrf-name]

IS-IS 隣接関係の統計情報を消去します。

clear isis {ip | ipv6} route-map statistics 
redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | 
ospf id | rip id | static} [vrf vrf-name]

IS-IS 再配布の統計情報を消去します。

clear isis route-map statistics distribute 
{level-1 | level-2} into {level-1 | level-2} [vrf 
vrf-name]

レベル間で配布されたルー ト に関する、 IS-IS 
配布統計情報を消去します。

clear isis [instance-tag] statistics [* | interface] 
[vrf vrf-name]

IS-IS インターフェイスの統計情報を消去し
ます。

clear isis [instance-tag] traffic [* | interface] [vrf 
vrf-name]

IS-IS ト ラフ ィ ッ クの統計情報を消去します。
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IS-IS の設定例
IS-IS を設定する例を示します。

router isis Enterprise
 is-type level-1
 net 49.0001.0000.0000.0003.00
 graceful-restart
 address-family ipv4 unicast
  default-information originate 

interface ethernet 2/1
 ip address 192.0.2.1/24
 isis circuit-type level-1
 ip router isis Enterprise

関連項目
ルート  マップの詳細については、第 15 章 「Route Policy Manager の設定」 を参照して ください。
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第 章9

ベーシック  BGP の設定

この章では、 Cisco NX-OS のデバイス上でボーダー ゲート ウェ イ  プロ ト コル （BGP） を設定す
る方法について説明します

この章は、 次の項で構成されています。

• 「基本的な BGP について」 （P.9-1）

• 「ベーシッ ク  BGP のラ イセンス要件」 （P.9-8）

• 「BGP の前提条件」 （P.9-8）

• 「BGP に関する注意事項および制限事項」 （P.9-8）

• 「デフォル ト設定値」 （P.9-9）

• 「CLI コンフ ィギュレーシ ョ ン  モード」 （P.9-9）

• 「ベーシッ ク  BGP の設定」 （P.9-11）

• 「ベーシッ ク  BGP の設定確認」 （P.9-22）

• 「BGP 統計情報のモニタ リ ング」 （P.9-23）

• 「ベーシッ ク  BGP の設定例」 （P.9-24）

• 「関連項目」 （P.9-24）

• 「次の作業」 （P.9-24）

• 「その他の関連資料」 （P.9-24）

 基本的な BGP について
Cisco NX-OS は BGP バージ ョ ン  4 をサポー ト します。 BGP v4 に組み込まれているマルチプロ
ト コル拡張機能を使用する と、 IP マルチキャス ト  ルートおよび複数のレイヤ 3 プロ ト コル ア
ド レス  ファ ミ リ に関するルーテ ィ ング情報を  BGP に伝送させる こ とができます。 BGP では、
他の BGP 対応デバイス との間で TCP セッシ ョ ンを確立するための、 信頼できる ト ランスポー
ト  プロ ト コルと して  TCP を使用します。

BGP ではパスベク トル ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズムを使用して、 BGP 対応ネッ ト ワーク  デバイ
スまたは BGP スピーカ間でルーテ ィ ング情報を交換します。 各 BGP スピーカはこの情報を使
用して、 特定の宛先までのパスを判別し、 なおかつルーテ ィ ング  ループを伴うパスを検出して
回避します。 ルーテ ィ ング情報には、 宛先の実際のルート  プレフ ィ ッ ク ス、 宛先に対する自律
システムのパス、 およびその他のパス属性が含まれます。
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基本的な BGP について
BGP はデフォル ト で、 宛先ホス ト またはネッ ト ワークへのベス ト  パス と して、 1 つだけパスを
選択します。 各パスは、 BGP ベス トパス分析で使用される  well-known mandatory、 well-known 
discretionary、 optional transitive の各属性を伝送します。 BGP ポ リ シーを設定し、 これらの属性
の一部を変更する こ とによって、 BGP パス選択を制御できます。 詳細については、 「ルー ト  ポ
リ シーおよび BGP セッシ ョ ンの リ セッ ト 」 （P.10-3） を参照して ください。

BGP は、 ロード  バランシングまたは等コス ト  マルチパス （ECMP） もサポー ト します。 詳細に
ついては、 「ロード  シェア リ ングおよびマルチパス」 （P.10-7） を参照して ください。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「BGP 自律システム」 （P.9-2）

• 「ア ド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス」 （P.9-2）

• 「BGP ピア」 （P.9-3）

• 「BGP ルータ  ID」 （P.9-4）

• 「BGP パスの選択」 （P.9-4）

• 「BGP およびユニキャス ト  RIB」 （P.9-7）

• 「BGP プレフ ィ ッ ク ス独立コンバージェンス」 （P.9-7）

• 「BGP の仮想化」 （P.9-7）

BGP 自律システム

自律システム （AS） とは、 単一の管理エンテ ィテ ィによ り制御されるネッ ト ワークです。 自律
システムは 1 つまたは複数の IGP および整合性のある一連のルーテ ィ ング  ポ リ シーを使用し
て、ルーティ ング  ド メ インを形成します。 BGP は 16 ビッ トおよび 32 ビッ ト の自律システム番
号をサポート します。 詳細については、 「自律システム」 （P.1-5） を参照して ください。 

個々の BGP 自律システムは外部 BGP （eBGP） ピア リ ング  セッシ ョ ンを通じて、 ルーテ ィ ング
情報をダイナ ミ ッ クに交換します。 同じ自律システム内の BGP スピーカは、 内部 BGP （iBGP）
を通じて、 ルーテ ィ ング情報を交換できます。

4 バイ トの AS 番号のサポート

BGP は、 プレーン  テキス ト表記法または AS ド ッ ト付き表記法の 2 バイ ト の自律システム
（AS） 番号、 も し くはプレーン  テキス ト表記法の 4 バイ ト の AS 番号をサポート します。

アド ミニスト レーティブ ディスタンス

アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスは、 ルーテ ィ ング情報源の信頼性を示す評価基準です。
BGP はデフォル ト で、 表 9-1のアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスを使用します。

表 9-1 デフォルトの BGP アド ミニスト レーティブ ディスタンス

ディスタンス デフォルト値 機能

外部 20 eBGP から学習したルート に適用されます。

内部 200 iBGP から学習したルート に適用されます。

ローカル 200 ルータを起点とするルー ト に適用されます。
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（注） アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスが BGP パス選択アルゴ リ ズムに影響を与える こ とはあ
り ませんが、 BGP で学習されたルート が IP ルーティ ング  テーブルに組み込まれるかど うかを
左右します。

詳細については、 「ア ド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス」 （P.1-7） を参照して ください。  

BGP ピア

BGP スピーカが別の BGP スピーカを自動的に検出する こ とはあ り ません。 ユーザ側で BGP ス
ピーカ間の関係を設定する必要があ り ます。 BGP ピアは、 別の BGP スピーカへのアクテ ィブ
な TCP 接続を持つ BGP スピーカです。

BGP セッシ ョ ン

BGP は TCP ポート  179 を使用して、 ピアとの TCP セッシ ョ ンを作成します。 ピア間で TCP 接
続が確立される と、 各 BGP ピアは最初に相手と、 それぞれのすべてのルート を交換し、 BGP 
ルーテ ィ ング  テーブルを完成させます。 初期交換以後、 BGP ピアはネッ ト ワーク  ト ポロジが
変化したと き、 またはルーテ ィ ング  ポ リ シーが変更されたと きに、 差分アップデート だけを送
信します。 更新と更新の間の非アクテ ィブ期間には、 ピアは 「キープアラ イブ」 と呼ばれる特
別なメ ッセージを交換します。 ホールド  タ イムは、 は、 次の BGP アップデート またはキープ
アラ イブ メ ッセージを受信するまでに経過する こ とが許容される、 最大時間限度です。

Cisco NX-OS では、 次のピア設定オプシ ョ ンをサポート しています。

• 個別の IPv4 または IPv4 アド レス ： BGP は、 リモー ト  アド レス と  AS 番号が一致する  BGP 
スピーカとのセッシ ョ ンを確立します。

• 単一 AS 番号の IPv4 または IPv6 プレフ ィ ッ ク ス  ピア ：BGP は、プレフ ィ ッ ク スおよび AS 
番号が一致する  BGP スピーカとのセッシ ョ ンを確立します。

• ダイナ ミ ッ ク  AS 番号プレフ ィ ッ ク ス  ピア ： BGP は、 プレフ ィ ッ ク ス と、 設定済み AS 番
号の リ ス ト に載っている  AS 番号と一致する  BGP スピーカとのセッシ ョ ンを確立します。

プレフ ィ ックス ピアのダイナミ ック  AS 番号

Cisco NX-OS では、 BGP セッシ ョ ンを確立する  AS 番号の範囲または リ ス ト を受け入れます。
たとえば IPv4 プレフ ィ ッ ク ス  192.0.2.0/8 および AS 番号 33、 66、 99 を使用するよ うに BGP を
設定する場合、 BGP は 192.0.2.1 および AS 番号 66 を使用してセッシ ョ ンを確立しますが、
192.0.2.2 および AS 番号 50 からのセッシ ョ ンは拒否します。

Cisco NX-OS では、 セッシ ョ ンが確立されるまで内部 BGP （iBGP） または外部 BGP （eBGP）
セッシ ョ ン と して、 プレフ ィ ッ ク ス  ピアをダイナ ミ ッ ク  AS 番号と関連付けません。 iBGP およ
び eBGP の詳細については、 第 10 章 「拡張 BGP の設定」 を参照して ください。

（注） ダイナ ミ ッ ク  AS 番号プレフ ィ ッ ク ス  ピア設定は、 BGP テンプレー ト から継承した個々の AS 
番号の設定よ り も優先します。 詳細については、 第 10 章 「拡張 BGP の設定」 を参照して くだ
さい。
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BGP ルータ  ID
ピア間で BGP セッシ ョ ンを確立するには、 BGP セッシ ョ ンの確立時に、 OPEN メ ッセージで 
BGP ピアに送信されるルータ  ID を  BGP に設定する必要があ り ます。BGP ルータ  ID は 32 ビッ
ト値であ り、 IPv4 アド レスで表すこ とがよ く あ り ます。 ルータ  ID はユーザ側で設定できます。
ルータ  ID はデフォル ト で、 Cisco NX-OS によってルータのループバッ ク  インターフェイスの 
IPv4 アド レスに設定されます。 ルータ上でループバッ ク  インターフェイスが設定されていない
場合は、 ルータ上の物理インターフェイスに設定されている最大の IPv4 アド レスが BGP ルー
タ  ID を表すものと して、 ソフ ト ウェアによって選択されます。 BGP ルータ  ID は、 ネッ ト ワー
ク内の BGP ピアご とに一意である必要があ り ます。

BGP にルータ  ID が設定されていない場合、 BGP ピアとのピア リ ング  セッシ ョ ンを確立できま
せん。

BGP パスの選択

BGP は、 プレフ ィ ッ ク スご との複数パスの送受信と、 このパスのアドバタ イジングをサポート
します。 追加 BGP パスの設定については、 第 10 章 「拡張 BGP の設定」 を参照して ください。

所定のネッ ト ワークでパスが追加または削除されるたびに、 ベス トパス  アルゴ リ ズムが実行さ
れます。 ベス トパス  アルゴ リ ズムは、 ユーザが BGP 設定を変更した場合にも実行されます。
BGP は所定のネッ ト ワークで使用できる一連の有効パスの中から、 最適なパスを選択します。

Cisco NX-OS は次の手順で、 BGP ベス トパス  アルゴ リ ズムを実行します。

ステップ 1 2 つのパスを比較し、 どちらが適切かを判別します （「ステップ 1 ： パス  ペアの比較」 （P.9-5）
を参照）。

ステップ 2 すべてのパスを探索し、 全体と して最適なパスを選択するためにパスを比較する順序を決定し
ます （「ステップ 2 ： 比較順序の決定」 （P.9-6） を参照）。

ステップ 3 新しいベス ト  パスを使用するに足るだけの差が新旧のベス ト  パスにあるかど うかを判別しま
す （「ステップ 3 ： ベス ト  パス変更の抑制の決定」 （P.9-7） を参照）。

（注） 重要なのは、 ステップ 2 で決定される比較順序です。 A、 B、 C とい う  3 つのパスがある と しま
す。 A と  B を比較して Cisco NX-OS は A を選択します。 B と  C を比較して Cisco NX-OS は B 
を選択します。 しかし、 A と  C を比較した場合、 Cisco NX-OS は A を選択しません。 これは一
部の BGP メ ト リ ッ クが同じネイバー自律システムからのパスだけに適用され、 すべてのパス
にわたっては適用されないからです。

パス選択には、 BGP AS パス属性が使用されます。 AS パス属性には、 アドバタ イズされたパス
でたどる自律システム番号 （AS 番号） の リ ス ト が含まれます。 BGP 自律システムを自律シス
テムの集合または連合に細分化する場合は、 AS パスにローカル定義の自律システムを指定し
た連合セグ メ ン ト が含まれます。
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ステップ 1 ： パス ペアの比較

BGP ベス トパス  アルゴ リ ズムの最初のステップでは、 よ り適切なパスを判別するために 2 つの
パスを比較します。 次に、 Cisco NX-OS が 2 つのパスを比較して、 よ り適切なパスを判別する
基本的なステップについて説明します。

1. Cisco NX-OS は、 比較する有効なパスを選択します （た とえば、 到達不能なネクス ト  ホッ
プがあるパスは無効です）。

2. Cisco NX-OS は、 重み値が最大のパスを選択します。

3. Cisco NX-OS は、 ローカル プ リ ファレンスが最大のパスを選択します。

4. パスの一方がローカル起点の場合、 Cisco NX-OS はそのパスを選択します。

5. Cisco NX-OS は、 AS パスが短い方のパスを選択します。

（注） AS パス長を計算する と きに、 Cisco NX-OS は連合セグ メ ン ト を無視し、 AS セッ ト を  1 
と して数えます。 詳細については、 「AS 連合」 （P.10-4） を参照して ください。

6. Cisco NX-OS は、 オ リ ジンが低い方のパスを選択します。 IGP は EGP よ り も低いと見なさ
れます。

7. Cisco NX-OS は、 multi exit discriminator （MED） が小さい方のパスを選択します。

このステップが実行されるされないを左右する、 一連のオプシ ョ ンを選択できます。 Cisco 
NX-OS が両方のパスの MED を比較するのは、 通常、 同じ自律システムのピアからそれらの
パスを受け取った場合です。 それ以外の場合、 Cisco NX-OS は MED の比較を省略します。

パスのピア自律システムに関係な く、 ベス トパス  アルゴ リ ズムの MED 比較が必ず実行さ
れるよ うに、 Cisco NX-OS を設定する こ と もできます。 詳細については、 「ベス トパス  アル
ゴ リ ズムの調整」 （P.10-11） を参照して ください。 この設定を行わなかった場合、 MED 比
較が実行されるかど うかは、 次のよ うに比較する  2 つのパスの AS パス属性によって決ま
り ます。

a. パスに AS パスまたは AS_SET から始まる  AS パスがない場合、 パスは内部であ り、
Cisco NX-OS は他の内部パスに対して MED を比較します。

b. AS パスが AS_SEQUENCE から始まる場合、 ピア自律システムがシーケンスで最初の 
AS 番号にな り、 Cisco NX-OS は同じピア自律システムを持つ他のパスに対して  MED 
を比較します。

c. AS-path パス  に連合セグ メ ン ト だけが含まれている場合、 または連合セグ メ ン ト で始ま
り、 AS_SET が続いている場合、 パスは内部であ り、 Cisco NX-OS は他の内部パスに対
して MED を比較します。

d. AS パスが連合セグ メ ン ト で始ま り、 AS_SEQUENCE が続いている場合、 ピア自律シス
テムが AS_SEQUENCE で最初の AS 番号にな り、 Cisco NX-OS は同じピア自律システ
ムを持つ他のパスに対して  MED を比較します。

（注） Cisco NX-OS がパスの指定された MED 属性を受信しなかった場合、 欠落 MED が使
用可能な最大値になるよ うに、 ユーザがベス トパス  アルゴ リ ズムを設定していない
限り、 Cisco NX-OS は MED を  0 と見なします。 詳細については、 「ベス トパス  アル
ゴ リ ズムの調整」 （P.10-11） を参照して ください。

e. 非決定性の MED 比較機能がイネーブルの場合、 ベス トパス  アルゴ リ ズムでは Cisco 
IOS スタ イルの MED 比較が使用されます。 詳細については、 「ベス トパス  アルゴ リ ズ
ムの調整」 （P.10-11） を参照して ください。
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8. 一方のパスが内部ピアから、 他方のパスが外部ピアからの場合、 Cisco NX-OS は外部ピア
からのパスを選択します。

9. ネクス ト ホップ アド レスへの IGP メ ト リ ッ クが異なるバスの場合、 Cisco NX-OS は IGP メ
ト リ ッ クが小さい方のパスを選択します。

10. Cisco NX-OS は、 最後に実行したベス トパス  アルゴ リ ズムによって選択されたパスを使用
します。

ステップ 1 ～ 9 のすべてのパス  パラ メータが同じ場合、 ルータ  ID を比較するよ うにベス トパ
ス  アルゴ リ ズムを設定できます。 詳細については、 「ベス トパス  アルゴ リ ズムの調整」
（P.10-11） を参照して ください。 パスに発信元属性が含まれている場合、 Cisco NX-OS はその
属性をルータ  ID と して使用して比較します。 発信も と属性が含まれていない場合、 Cisco 
NX-OS はパスを送信したピアのルータ  ID を使用します。 パス間でルータ  ID が異なる場合、
Cisco NX-OS はルータ  ID が小さい方のパスを選択します。

（注） 属性の送信元をルータ  ID と して使用する場合は、 2 つのパスに同じルータ  ID を設定す
る こ とができます。 また、 同じピア  ルータ との 2 つの BGP セッシ ョ ンが可能です。 し
たがって、 同じルータ  ID で 2 つのパスを受信できます。

11. Cisco NX-OS は、 ク ラスタ長が短いほ うのパスを選択します。 ク ラスタ  リ ス ト属性の指定
されたパスを受け取らなかった場合、 ク ラスタ長は 0 です。

12. Cisco NX-OS は、 IP アド レスが小さいほ うのピアから受信したパスを選択します。 ローカ
ル発生のパス （再配布のパスなど） は、 ピア  IP アド レスが 0 にな り ます。

（注） ステップ 9 以降が同じパスは、 マルチパスを設定している場合、 マルチパスに使用できます。
詳細については、 「ロード  シェア リ ングおよびマルチパス」 （P.10-7） を参照して ください。

ステップ 2 ： 比較順序の決定

BGP ベス トパス  アルゴ リ ズム実装の 2 番めのステップでは、 Cisco NX-OS がパスを比較する順
序を決定します。

1. Cisco NX-OS は、 パスをグループに分けます。 各グループ内で、 Cisco NX-OS はすべての
パスにわたって  MED を比較します。 Cisco NX-OS は、 「ステップ 1 ： パス  ペアの比較」
（P.9-5） と同じルールを使用して、 2 つのパス間で MED を比較できるかど うかを決定しま
す。 この比較では通常、 ネイバー自律システムご とに 1 つずつグループが選択されます。
bgp bestpath med always コマン ドを設定する と、Cisco NX-OS はすべてのパスが含まれた 1 
グループだけを選択します。

2. Cisco NX-OS は、 常に最適な方を維持しながら、 グループのすべてのパスを反復する こ と
によって、 各グループのベス ト  パスを決定します。 Cisco NX-OS は、 各パスをそれまでの
一時的なベス ト  パス と比較します。 それまでのベス ト  パスよ り も適切な場合は、 そのパス
が新し く一時的なベス ト  パスにな り、 Cisco NX-OS はグループの次のパス と比較します。

3. Cisco NX-OS は、 ステップ 2 の各グループで選択されたベス ト  パスからなる、 パス  セッ ト
を形成します。 Cisco NX-OS は、 このパス  セッ ト でもステップ 2 と同様にそれぞれの比較
を繰り返すこ とによって、 全体と してのベス ト  パスを選択します。
9-6
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 9 章      ベーシック  BGP の設定

基本的な BGP について
ステップ 3 ： ベスト  パス変更の抑制の決定

実装の次のパート では、 Cisco NX-OS が新しい最適パスを使用するのか抑制するのかを決定し
ます。 新しいベス ト  パスが古いパス と まった く同じ場合、 ルータは引き続き既存のベス ト  パ
スを使用できます （ルータ  ID が同じ場合）。 Cisco NX-OS では引き続き既存のベス ト  パスを使
用する こ とによって、 ネッ ト ワークにおけるルート変更を回避できます。

抑制機能をオフにするには、 ルータ  ID を比較するよ うにベス ト  パス  アルゴ リ ズムを設定しま
す。 詳細については、 「ベス トパス  アルゴ リ ズムの調整」 （P.10-11） を参照して ください。 この
機能を設定する と、 新しいベス ト  パスが常にに既存のベス ト  パスよ り も優先されます。

次の条件が発生した場合に、 ベス ト  パス変更を抑制できません。

• 既存のベス ト  パスが無効になった。

• 既存または新しいベス ト  パスを内部 （または連合） ピアから受信したか、 またはローカル
に発生した （再配布などによって）。

• 同じピアからパスを受信した （パスのルータ  ID が同じ）。

• パス間で重み値、 ローカル プ リ ファレンス、 オ リ ジン、 またはネクス ト ホップ アド レスに
対する  IGP メ ト リ ッ クが異なっている。

• パス間で MED が異なっている。

BGP およびユニキャスト  RIB
BGP はユニキャス ト  RIB （ルーテ ィ ング情報ベース） と通信して、 ユニキャス ト  ルーテ ィ ング  
テーブルに IPv4 ルート を格納します。 ベス ト  パスの選択後、 ベス ト  パスの変更をルーテ ィ ン
グ  テーブルに反映させる必要がある と  BGP が判別した場合、 BGP はユニキャス ト  RIB にルー
ト  アップデート を送信します。

BGP はユニキャス ト  RIB における  BGP ルート の変更に関して、 ルート通知を受け取り ます。
さ らに、 再配布をサポートする他のプロ ト コル ルート に関するルート通知を受け取り ます。

BGP はネクス ト ホップの変更に関する通知も、 ユニキャス ト  RIB から受け取り ます。 BGP は
これらの通知を使用して、 ネクス ト ホップ アド レスへの到達可能性および IGP メ ト リ ッ クを追
跡します。

ユニキャス ト  RIB でネクス ト ホップ到達可能性または IGP メ ト リ ッ クが変更されるたびに、
BGP は影響を受けるルート について、 ベス ト  パス再計算を開始させます。

BGP は IPv6 ユニキャス ト  RIB と通信し、 IPv6 ルート について、 これらの動作を実行します。

BGP プレフ ィ ックス独立コンバージェンス 
BGP プレフ ィ ッ ク ス独立コンバージェンス （PIC） のコア機能を導入しました。 この機能を使
用する と、 ネッ ト ワークのコア部分で障害が発生した場合に、 同じ リモー ト  ネクス ト  ホップ
を共有する  BGP プレフ ィ ッ ク ス宛ての ト ラフ ィ ッ クの、 高速コンバージェンスが可能にな り
ます。 純粋な IP ト ラフ ィ ッ クは、 この機能の利点を活用できます。 デフォル ト でイネーブルで
あ り、 ディセーブルにする こ とはできません。

BGP の仮想化

BGP は、 仮想ルーテ ィ ングおよび転送 （VRF） インスタンスをサポート します。
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次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

BGP の前提条件
BGP を使用するには、 次の前提条件を満たしている必要があ り ます。

• BGP をイネーブルにします （「BGP の有効化」 （P.9-11） を参照）。

• システムに有効なルータ  ID を設定しておく必要があ り ます。

• Regional Internet Registry （RIR） によって割り当てられたか、 またはローカル管理の AS 番
号を取得しておく必要があ り ます。

• 再帰ネクス ト ホップ解決に対応できる  IGP を  1 つ以上設定する必要があ り ます。

• BGP セッシ ョ ンを確立するネイバー環境で、 アドレス  ファ ミ リ を設定する必要があり ます。

BGP に関する注意事項および制限事項
BGP 設定時の注意事項および制約事項は、 次のとおりです。

• ダイナ ミ ッ ク  AS 番号プレフ ィ ッ ク ス  ピア設定は、 BGP テンプレー ト から継承した個々の 
AS 番号の設定よ り も優先します。

• AS 連合でプレフ ィ ッ ク ス  ピアにダイナ ミ ッ ク  AS 番号を設定した場合、BGP はローカル連
合の AS 番号のみでセッシ ョ ンを確立します。

• ダイナ ミ ッ ク  AS 番号プレフ ィ ッ ク ス  ピアで作成された  BGP セッシ ョ ンは、 設定済みの 
eBGP マルチホップ存続可能時間 （TTL） 値や直接接続ピアに対するディセーブル済みの
チェ ッ クを無視します。

• ルータ  ID の自動変更およびセッシ ョ ン  フラ ップを避けるために、 BGP 用のルータ  ID を設
定します。

• ピアご とに最大プレフ ィ ッ ク ス設定オプシ ョ ンを使用し、 受信するルート数および使用す
るシステム  リ ソース数を制限して ください。

• update-source を設定し、 BGP/eBGP マルチホップ セッシ ョ ンでセッシ ョ ンを確立します。

• 再配布を設定する場合は、 BGP ポ リ シーを指定します。

• VRF 内で BGP ルータ  ID を定義します。

• キープアラ イブおよびホールド  タ イマーの値を小さ くする と、 BGP セッシ ョ ン  フラ ップが
発生する可能性があ り ます。

• すべての iBGP および eBGP セッシ ョ ンの BGP の最小ルート  アドバタイズ メ ン ト  インター
バル （MRAI） 値はゼロであ り、 設定できません。

• VRF を設定する場合は、 Advanced Services ラ イセンスをインス トールし、所定の VRF を開
始して ください （第 13 章 「レイヤ 3 仮想化の設定」 を参照）。

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS BGP には Enterprise Services ラ イセンスが必要です。 Cisco NX-OS ラ イセンス方式の詳細と、 ラ イ
センスの取得および適用の方法については、 『Cisco NX-OS Licensing Guide』 を参照して ください。
9-8
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 9 章      ベーシック  BGP の設定

デフォルト設定値
デフォルト設定値
表 9-2 に、 BGP パラ メータのデフォル ト設定を示します。

CLI コンフ ィギュレーショ ン モード
こ こでは BGP に対応する各 CLI コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードの開始方法について説明します。
各モードから、 ?コマンドを入力する と、 そのモードで使用できるコマンドが表示されます。

グローバル コンフ ィギュレーショ ン モード

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードは、 BGP プロセスを作成した り、 AS 連合、 ルート  
ダンプニングなどの拡張機能を設定した りする場合に使用します。 詳細については、 第 10 章
「拡張 BGP の設定」 を参照して ください。

次に、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始する例を示します。

switch# configuration
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# 

BGP は VRF をサポート しています。ネッ ト ワークで VRF を使用する場合は、適切な  VRF 内で 
BGP を設定できます。 詳細については、 「仮想化の設定」 （P.10-51） を参照して ください。

次に、 VRF コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始する例を示します。

switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)#

アドレス ファ ミ リ  コンフ ィギュレーション  モード

任意で、 BGP がサポートするアド レス  ファ ミ リ を設定できます。 アド レス  ファ ミ リ用の機能
を設定する場合は、ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで address-family コマン ドを使用し
ます。 ネイバーに対応する特定のアド レス  ファ ミ リ を設定する場合は、 ネイバー コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  モードで address-family コマン ドを使用します。

ルート再配布、 アド レス集約、 ロード  バランシングなどの拡張機能を使用する場合は、 アド レ
ス  ファ ミ リ を設定する必要があ り ます。

表 9-2 デフォルトの BGP パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

BGP 機能 ディセーブル

キープアラ イブ インターバル 60 秒

ホールド  タ イマー 180 秒

BGP PIC コア イネーブル

Auto-summary 常に無効

同期 常に無効
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次に、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードからアド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードを開始する例を示します。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

次に、 VRF を使用している場合に、 VRF アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを
開始する例を示します。

switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-vrf-af)#

ネイバー コンフ ィギュレーション  モード

Cisco NX-OS には、 BGP ピアを設定するためのネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードがあ
り ます。 ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを使用して、 ピアのあらゆるパラ メータを
設定できます。

次に、 ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始する例を示します。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1
switch(config-router-neighbor)#

次に、 VRF ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始する例を示します。

switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)# neighbor 192.0.2.1
switch(config-router-vrf-neighbor)# 

ネイバー アドレス ファ ミ リ  コンフ ィギュレーショ ン モード

アド レス  ファ ミ リ固有のネイバー設定を入力し、 ネイバーのアド レス  ファ ミ リ をイネーブル
にするには、 ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  サブモード内のアド レス  ファ ミ リ  コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  サブモードを使用できます。 このモードは、 所定のネイバーに認められるプレ
フ ィ ッ ク ス数の制限、 eBGP のプラ イベート  AS 番号の削除といった拡張機能に使用します。

次に、 ネイバー アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始する例を示します。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router# neighbor 192.0.2.1
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

次に、 VRF ネイバー アドレス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン モードを開始する例を示します。

switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)# neighbor 209.165.201.1
switch(config-router-vrf-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-vrf-neighbor-af)#
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ベーシッ ク  BGP を設定するには、 BGP を有効にして、 BGP ピアを設定する必要があ り ます。
ベーシッ ク  BGP ネッ ト ワークの設定は、 いくつかの必須作業と多数の任意の作業からな り ま
す。 BGP ルーテ ィ ング  プロセスおよび BGP ピアの設定は必須です。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「BGP の有効化」 （P.9-11）

• 「BGP インスタンスの作成」 （P.9-12）

• 「BGP インスタンスの再起動」 （P.9-14）

• 「BGP のシャ ッ ト ダウン」 （P.9-14）

• 「BGP ピアの設定」 （P.9-14）

• 「プレフ ィ ッ ク ス  ピアのダイナ ミ ッ ク  AS 番号の設定」 （P.9-16）

• 「BGP 情報の消去」 （P.9-18）

（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。

BGP の有効化

BGP を設定する前に、 BGP をイネーブルにする必要があ り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature bgp
3. （任意） show feature
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 feature bgp

例 ：
switch(config)# feature bgp

BGP をイネーブルにします。

ステップ 3 show feature 

例 ：
switch(config)# show feature 

（任意） イネーブルおよびディセーブルにされた
機能を表示します。
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BGP をディセーブルにして、 関連するすべての設定を削除する場合は、 no feature bgp コマン
ドを使用します。

BGP インスタンスの作成

BGP インスタンスを作成し、 BGP インスタンスにルータ  ID を割り当てる こ とができます。 詳
細については、 「BGP ルータ  ID」 （P.9-4） を参照して ください。 

はじめる前に 

BGP をイネーブルにします （「BGP の有効化」 （P.9-11） を参照）。

BGP はルータ  ID （設定済みループバッ ク  アド レスなど） を取得できなければな り ません。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. （任意） router-id ip-address

4. （任意） address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast | multicast} 

5. （任意） network ip-prefix [route-map map-name]

6. （任意） show bgp all
7. （任意） copy running-config startup-config

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

コマンド 目的

no feature bgp

例 ：
switch(config)# no feature bgp

BGP をディセーブルにして、 関連するすべて
の設定を削除します。
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手順の詳細

BGP プロセスおよび関連するすべての設定を削除するには、 no router bgp コマンドを使用します。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router bgp autonomous-system-number

例 ：
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

BGP をイネーブルにして、 ローカル BGP スピー
カに AS 番号を割り当てます。 AS 番号は 16 ビッ
ト整数または 32 ビッ ト整数にできます。 上位 16 
ビッ ト  10 進数と下位 16 ビッ ト  10 進数による  
xx.xx とい う形式です。

ステップ 3 router-id ip-address

例 ：
switch(config-router)# router-id 
192.0.2.255

（任意） BGP ルータ  ID を設定します。 この IP アド
レスによって、 この BGP スピーカを特定します。

ステップ 4 address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | 
vpnv6}{unicast | multicast}

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

（任意） IP または VPN アド レス  ファ ミ リ に対応す
るグローバル アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを開始します。

ステップ 5 network ip-prefix [route-map map-name]

例 ：
switch(config-router-af)# network 
192.0.2.0

（任意） この自律システムにローカルと してネッ
ト ワークを指定し、 BGP ルーテ ィ ング  テーブル
に追加します。

エクステ リ ア  プロ ト コルの場合、 network コマン
ドでアドバタ イズするネッ ト ワークを制御しま
す。 内部プロ ト コルは network コマン ドを使用し
て、 アップデート の送信先を判断します。

ステップ 6 show bgp all

例 ：
switch(config-router-af)# show bgp all

（任意） すべての BGP アド レス  ファ ミ リ に関する
情報を表示します。

ステップ 7 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-af)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

no router bgp autonomous-system-number

例 ：
switch(config)# no router bgp 201

BGP プロセスおよび関連する設定を削除します。
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次に、 IPv4 ユニキャス ト  アド レス  ファ ミ リ を指定して  BGP をイネーブルに設定し、 アドバタ
イズするネッ ト ワークを  1 つ追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# network 192.0.2.0
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

BGP インスタンスの再起動

BGP インスタンスを再起動し、 そのインスタンスのすべてのピア セッシ ョ ンをク リ アできます。

BGP インスタンスを再起動し、 関連付けられたすべてのピアを削除するには、 次のコマン ドを
使用します。

BGP のシャッ トダウン 
設定を維持しながら、 BGP をシャ ッ ト  ダウンして  BGP を正常にディセーブルにできます。

BGP をシャ ッ ト ダウンするには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使
用します。

BGP ピアの設定

BGP プロセス内で BGP ピアを設定できます。 BGP ピアご とに、 関連付けられたキープアラ イ
ブ タ イマーとホールド  タ イマーがあ り ます。 これらのタ イマーは、 グローバルに設定する こ
と も、 BGP ピアご とに設定する こ と もできます。 ピア設定はグローバル設定を上書きします。

（注） ピアご とに、 ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードでアド レス  ファ ミ リ を設定する必要が
あ り ます。

はじめる前に 

BGP をイネーブルにします （「BGP の有効化」 （P.9-11） を参照）。

コマンド 目的

restart bgp instance-tag

例 ：
switch(config)# restart bgp 201

BGP インスタンスを再起動し、 すべてのピア
リ ング  セッシ ョ ンを リ セッ ト または再確立し
ます。

コマンド 目的

shutdown

例 ：
switch(config-router)# shutdown

BGP を正常にシャ ッ ト ダウンします。
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手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. neighbor {ip-address | ipv6-address} remote-as as-number

4. （任意） description text

5. （任意） timers keepalive-time hold-time 

6. （任意） shutdown
7. address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6}{unicast | multicast} 

8. （任意） weight value

9. （任意） show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast | multicast} neighbors
10. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router bgp autonomous-system-number

例 ：
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

BGP をイネーブルにして、 ローカル BGP スピー
カに AS 番号を割り当てます。 AS 番号は 16 ビッ
ト整数または 32 ビッ ト整数にできます。 上位 16 
ビッ ト  10 進数と下位 16 ビッ ト  10 進数による  
xx.xx とい う形式です。

ステップ 3 neighbor {ip-address | ipv6-address} 
remote-as as-number

例 ：
switch(config-router)# neighbor 
209.165.201.1 remote-as 64497
switch(config-router-neighbor)#

リ モー ト  BGP ピアの IPv4 アド レスまたは IPv6 ア
ド レスおよび AS 番号を設定します。 ip-address の
形式は x.x.x.x です。 ipv6-address の形式は 
A:B::C:D です。

ステップ 4 description text

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
description Peer Router B
switch(config-router-neighbor)#

（任意） ネイバーの説明を追加します。 最大 80 文
字の英数字ス ト リ ングを使用できます。

ステップ 5 timers keepalive-time hold-time

例 ：
switch(config-router-neighbor)# timers 

30 90

（任意） ネイバーのキープアラ イブおよびホール
ド  タ イムを表す BGP タ イマー値を追加します。
指定できる範囲は 0 ～ 3600 秒です。 デフォル ト
は、 キープアラ イブ タ イムで 60 秒、 ホールド  タ
イムで 180 秒です。

ステップ 6 shutdown

例 ：
switch(config-router-neighbor)# shutdown

（任意）。 この BGP ネイバーを管理目的でシャ ッ
ト ダウンします。 このコマン ドによって、 BGP ネ
イバー セッシ ョ ンの自動通知およびセッシ ョ ン  
リ セッ ト が開始されます。
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次に、 BGP ピアを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1 remote-as 64497
switch(config-router-neighbor)# description Peer Router B
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# weight 100
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

プレフ ィ ックス ピアのダイナミ ック  AS 番号の設定

BGP プロセス内で複数の BGP ピアを設定できます。 BGP セッシ ョ ンの確立をルート  マップの
単一の AS 番号または複数の AS 番号に制限できます。

プレフ ィ ッ ク ス  ピアのダイナ ミ ッ ク  AS 番号を使用して設定された BGP セッシ ョ ンでは、
ebgp-multihop コマン ドおよび disable-connected-check コマン ドを無視します。

ルート  マップの AS 番号の リ ス ト を変更できますが、 ルート  マップ名を変更するには no 
neighbor コマン ドを使用する必要があ り ます。 設定されたルート  マップの AS 番号に変更を加
えた場合、 新しいセッシ ョ ンのみに影響します。

ステップ 7 address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | 
vpnv6}{unicast | multicast}

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

ユニキャス ト  IPv4 アド レス  ファ ミ リに対応する
ネイバー アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードを開始します。

ステップ 8 weight value

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
weight 100

（任意） このネイバーからのルート のデフォル ト
の重みを設定します。 指定できる範囲は 0 ～ 
65535 です。

このネイバーから学習したすべてのルート に、 ま
ず重みが割り当てられます。 特定のネッ ト ワーク
へのルート が複数ある場合、 最大の重みを持つ
ルート が優先ルート と して選ばれます。   set 
weight route-map コマン ドで割り当てられた重み
は、 このコマン ドで割り当てられた重みを上書き
します。

BGP ピア  ポ リ シー テンプレー ト を指定した場合、
テンプレー ト のメ ンバーすべてが、 このコマン ド
で設定された特性を継承します。

ステップ 9 show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | 
vpnv6}{unicast | multicast} neighbors

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# show 
bgp ipv4 unicast neighbors

（任意） BGP ピアの情報を表示します。

ステップ 10 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-neighbor-af) copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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ベーシック  BGP の設定
はじめる前に 

BGP をイネーブルにします （「BGP の有効化」 （P.9-11） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. neighbor prefix remote-as route-map map-name

4. （任意） show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast | multicast} neighbors
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router bgp autonomous-system-number

例 ：
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

BGP をイネーブルにして、 ローカル BGP スピー
カに AS 番号を割り当てます。 AS 番号は 16 ビッ
ト整数または 32 ビッ ト整数にできます。 上位 16 
ビッ ト  10 進数と下位 16 ビッ ト  10 進数による  
xx.xx とい う形式です。

ステップ 3 neighbor prefix remote-as route-map 
map-name

例 ：
switch(config-router)# neighbor 
192.0.2.0/8 remote-as routemap BGPPeers
switch(config-router-neighbor)#

IPv4 プレフ ィ ッ ク スまたは IPv6 プレフ ィ ッ ク ス、
およびリモー ト  BGP ピアの受け付けられた AS 番
号の リ ス ト のルート  マップを設定します。 IPv4 
の場合の prefix の形式は 「x.x.x.x/長さ」 です。 長
さの範囲は 1 ～ 32 です。IPv6 の場合の prefix の形
式は 「A:B::C:D/長さ」 です。 長さの範囲は 1 ～ 
128 です。

map-name には最大 63 文字の英数字文字列を指定
します。 大文字と小文字は区別されます。

ステップ 4 show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | 
vpnv6}{unicast | multicast} neighbors

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# show 
bgp ipv4 unicast neighbors

（任意） BGP ピアの情報を表示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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次に、 プレフ ィ ッ ク ス  ピアのダイナ ミ ッ ク  AS 番号を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# route-map BGPPeers
switch(config-route-map)# match as-number 64496, 64501-64510
switch(config-route-map)# match as-number as-path-list List1, List2
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.0/8 remote-as route-map BGPPeers
switch(config-router-neighbor)# description Peer Router B
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

ルート  マップについては、 第 15 章 「Route Policy Manager の設定」 を参照して ください。

BGP 情報の消去

BGP 情報をク リ アするには、 次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

clear bgp all {neighbor | * | as-number | 
peer-template name | prefix} [vrf vrf-name]

すべてのアド レス  ファ ミ リ から  1 つ以上のネ
イバーをク リ アします。 * は、 すべてのアド
レス  ファ ミ リ のすべてのネイバーをク リ アし
ます。 引数は次のとおりです。

• neighbor ： ネイバーの IPv4 または IPv6 ア
ド レス。

• as-number ： 自律システム番号。 AS 番号は 
16 ビッ ト整数または 32 ビッ ト整数にでき
ます。上位 16 ビッ ト  10 進数と下位 16 ビッ
ト  10 進数による  xx.xx とい う形式です。

• name ： ピア  テンプレー ト名。 名称は 64 文
字以内の英数字のス ト リ ング （大文字と
小文字を区別） で指定します。

• prefix ： IPv4 または IPv6 プレフ ィ ッ ク ス。
そのプレフ ィ ッ ク ス内のすべてのネイ
バーがク リ アされます。

• vrf-name ： VRF 名。 その VRF 内のすべて
のネイバーがク リ アされます。 名称は 64 
文字以内の英数字のス ト リ ング （大文字
と小文字を区別） で指定します。

clear bgp all dampening [vrf vrf-name] すべてのアド レス  ファ ミ リのルート  フラ ップ 
ダンプニング  ネッ ト ワークをク リ アします。
vrf-name には最大 64 文字の英数字文字列を指
定します。 大文字と小文字は区別されます。

clear bgp all flap-statistics [vrf vrf-name] すべてのアド レス  ファ ミ リ のルー ト  フラ ップ
統計情報をク リ アします。 vrf-name には最大 
64 文字の英数字文字列を指定します。 大文字
と小文字は区別されます。
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clear bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} dampening [vrf vrf-name]

選択したアド レス  ファ ミ リのルート  フラ ップ 
ダンプニング  ネッ ト ワークをク リ アします。
vrf-name には最大 64 文字の英数字文字列を指
定します。 大文字と小文字は区別されます。

clear bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} flap-statistics [vrf vrf-name]

選択したアド レス  ファ ミ リ のルー ト  フラ ップ
統計情報をク リ アします。 vrf-name には最大 
64 文字の英数字文字列を指定します。 大文字
と小文字は区別されます。

clear bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} {neighbor | * | as-number | 
peer-template name | prefix} [vrf vrf-name]

選択したアド レス  ファ ミ リ から  1 つ以上のネ
イバーをク リ アします。 * は、 アド レス  ファ
ミ リ のすべてのネイバーをク リ アします。 引
数は次のとおりです。

• neighbor ： ネイバーの IPv4 または IPv6 ア
ド レス。

• as-number ： 自律システム番号。 AS 番号は 
16 ビッ ト整数または 32 ビッ ト整数にでき
ます。上位 16 ビッ ト  10 進数と下位 16 ビッ
ト  10 進数による  xx.xx とい う形式です。

• name ： ピア  テンプレー ト名。 名称は 64 文
字以内の英数字のス ト リ ング （大文字と
小文字を区別） で指定します。

• prefix ： IPv4 または IPv6 プレフ ィ ッ ク ス。
そのプレフ ィ ッ ク ス内のすべてのネイ
バーがク リ アされます。

• vrf-name ： VRF 名。 その VRF 内のすべて
のネイバーがク リ アされます。 名称は 64 
文字以内の英数字のス ト リ ング （大文字
と小文字を区別） で指定します。

コマンド 目的
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clear ip bgp {ip {unicast | multicast}} 
{neighbor | * | as-number | peer-template name | 
prefix} [vrf vrf-name]

1 つ以上のネイバーをク リ アします。 * は、 ア
ド レス  ファ ミ リ のすべてのネイバーをク リ ア
します。 引数は次のとおりです。

• neighbor ： ネイバーの IPv4 または IPv6 ア
ド レス。

• as-number ： 自律システム番号。 AS 番号は 
16 ビッ ト整数または 32 ビッ ト整数にでき
ます。上位 16 ビッ ト  10 進数と下位 16 ビッ
ト  10 進数による  xx.xx とい う形式です。

• name ： ピア  テンプレー ト名。 名称は 64 文
字以内の英数字のス ト リ ング （大文字と
小文字を区別） で指定します。

• prefix ： IPv4 または IPv6 プレフ ィ ッ ク ス。
そのプレフ ィ ッ ク ス内のすべてのネイ
バーがク リ アされます。

• vrf-name ： VRF 名。 その VRF 内のすべて
のネイバーがク リ アされます。 名称は 64 
文字以内の英数字のス ト リ ング （大文字
と小文字を区別） で指定します。

clear ip bgp dampening [ip-neighbor | ip-prefix] 
[vrf vrf-name]

1 つ以上のネッ ト ワークのルート  フラ ップ ダ
ンプニングをク リ アします。 引数は次のとお
りです。

• ip-neighbor ： ネイバーの IPv4 アド レス。

• ip-prefix ： IPv4。 そのプレフ ィ ッ ク ス内の
すべてのネイバーがク リ アされます。

• vrf-name ： VRF 名。 その VRF 内のすべて
のネイバーがク リ アされます。 名称は 64 
文字以内の英数字のス ト リ ング （大文字
と小文字を区別） で指定します。

clear ip bgp flap-statistics [ip-neighbor | 
ip-prefix] [vrf vrf-name]

1 つ以上のネッ ト ワークのルート  フラ ップ統計
情報をク リ アします。 引数は次のとおりです。

• ip-neighbor ： ネイバーの IPv4 アド レス。

• ip-prefix ： IPv4。 そのプレフ ィ ッ ク ス内の
すべてのネイバーがク リ アされます。

• vrf-name ： VRF 名。 その VRF 内のすべて
のネイバーがク リ アされます。 名称は 64 
文字以内の英数字のス ト リ ング （大文字
と小文字を区別） で指定します。

コマンド 目的
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clear ip mbgp {ip {unicast | multicast}} 
{neighbor | * | as-number | peer-template name | 
prefix} [vrf vrf-name]

1 つ以上のネイバーをク リ アします。 * は、 ア
ド レス  ファ ミ リ のすべてのネイバーをク リ ア
します。 引数は次のとおりです。

• neighbor ： ネイバーの IPv4 または IPv6 ア
ド レス。

• as-number ： 自律システム番号。 AS 番号は 
16 ビッ ト整数または 32 ビッ ト整数にでき
ます。上位 16 ビッ ト  10 進数と下位 16 ビッ
ト  10 進数による  xx.xx とい う形式です。

• name ： ピア  テンプレー ト名。 名称は 64 文
字以内の英数字のス ト リ ング （大文字と
小文字を区別） で指定します。

• prefix ： IPv4 または IPv6 プレフ ィ ッ ク ス。
そのプレフ ィ ッ ク ス内のすべてのネイ
バーがク リ アされます。

• vrf-name ： VRF 名。 その VRF 内のすべて
のネイバーがク リ アされます。 名称は 64 
文字以内の英数字のス ト リ ング （大文字
と小文字を区別） で指定します。

clear ip mbgp dampening [ip-neighbor | 
ip-prefix] [vrf vrf-name]

1 つ以上のネッ ト ワークのルート  フラ ップ ダ
ンプニングをク リ アします。 引数は次のとお
りです。

• ip-neighbor ： ネイバーの IPv4 アド レス。

• ip-prefix ： IPv4。 そのプレフ ィ ッ ク ス内の
すべてのネイバーがク リ アされます。

• vrf-name ： VRF 名。 その VRF 内のすべて
のネイバーがク リ アされます。 名称は 64 
文字以内の英数字のス ト リ ング （大文字
と小文字を区別） で指定します。

clear ip mbgp flap-statistics [ip-neighbor | 
ip-prefix] [vrf vrf-name]

1 つ以上のネッ ト ワークのルート  フラ ップ統計
情報をク リ アします。 引数は次のとおりです。

• ip-neighbor ： ネイバーの IPv4 アド レス。

• ip-prefix ： IPv4。 そのプレフ ィ ッ ク ス内の
すべてのネイバーがク リ アされます。

• vrf-name ： VRF 名。 その VRF 内のすべて
のネイバーがク リ アされます。 名称は 64 
文字以内の英数字のス ト リ ング （大文字
と小文字を区別） で指定します。

コマンド 目的
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ベーシック  BGP の設定確認
BGP の設定を表示するには、 次のいずれかの作業を行います。

コマンド 目的

show bgp all [summary] [vrf vrf-name] すべてのアド レス  ファ ミ リ について、 BGP 
情報を表示します。

show bgp convergence [vrf vrf-name] すべてのアド レス  ファ ミ リ について、 BGP 
情報を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] 
community {regexp expression | [community] 
[no-advertise] [no-export] 
[no-export-subconfed]} [vrf vrf-name]

BGP コ ミ ュニテ ィ と一致する  BGP ルート を
表示します。

show bgp [vrf vrf-name] {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | 
vpnv6} {unicast | multicast} [ip-address | 
ipv6-prefix] community-list list-name [vrf 
vrf-name]

BGP コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト と一致する  BGP 
ルート を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] 
extcommunity {regexp expression | generic 
[non-transitive | transitive] aa4:nn 
[exact-match]} [vrf vrf-name]

BGP 拡張コ ミ ュニテ ィ と一致する  BGP ルー
ト を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] 
extcommunity-list list-name [exact-match]} 
[vrf vrf-name]

BGP 拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト と一致する  
BGP ルート を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] 
{dampening dampened-paths [regexp 
expression]} [vrf vrf-name]

BGP ルート  ダンプニングの情報を表示しま
す。 ルー ト  フラ ップ ダンプニング情報を消
去するには、 clear bgp dampening コマン ドを
使用します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] 
history-paths [regexp expression] [vrf 
vrf-name]

BGP ルート  ヒ ス ト リ  パスを表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] filter-list 
list-name [vrf vrf-name]

BGP フ ィルタ  リ ス ト の情報を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] neighbors 
[ip-address | ipv6-prefix] [vrf vrf-name]

BGP ピアの情報を表示します。 これらのネイ
バーを消去するには、 clear bgp neighbors コ
マン ドを使用します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] {nexthop | 
nexthop-database} [vrf vrf-name]

BGP ルート  ネクス ト  ホップの情報を表示し
ます。

show bgp paths BGP パス情報を表示します。
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BGP の統計情報を表示するには、 次のコマン ドを使用します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] policy 
name [vrf vrf-name]

BGP ポ リ シー情報を表示します。 ポ リ シー情
報を消去するには、 clear bgp policy コマン ド
を使用します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] prefix-list 
list-name [vrf vrf-name]

プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト と一致する  BGP ルー
ト を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] 
received-paths [vrf vrf-name]

ソフ ト再構成用に保管されている  BGP パス
を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] regexp 
expression [vrf vrf-name]

AS_path 正規表現と一致する  BGP ルート を表
示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] route-map 
map-name [vrf vrf-name]

ルート  マップと一致する  BGP ルート を表示
します。

show bgp peer-policy name [vrf vrf-name] BGP ピア  ポ リ シー情報を表示します。

show bgp peer-session name [vrf vrf-name] BGP ピア  セッシ ョ ン情報を表示します。

show bgp peer-template name [vrf vrf-name] BGP ピア  テンプレー ト情報を表示します。
ピア  テンプレー ト のすべてのネイバーを消去
するには、 clear bgp peer-template コマン ド
を使用します。

show bgp process BGP プロセス情報を表示します。

show {ip | ipv6} bgp options BGP のステータス と構成情報を表示します。

show {ip | ipv6} mbgp options BGP のステータス と構成情報を表示します。

show running-configuration bgp 現在実行中の BGP コンフ ィギュレーシ ョ ン
を表示します。

コマンド 目的

コマンド 目的

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} 
{unicast | multicast} [ip-address | 
ipv6-prefix] flap-statistics [vrf vrf-name]

BGP ルート  フラ ップの統計情報を表示します。 これ
らの統計情報を消去するには、 clear bgp 
flap-statistics コマン ドを使用します。

show bgp sessions [vrf vrf-name] すべてのピアの BGP セッシ ョ ンを表示します。 これ
らの統計情報を消去するには、 clear bgp sessions コ
マン ドを使用します。

show bgp sessions [vrf vrf-name] すべてのピアの BGP セッシ ョ ンを表示します。 これ
らの統計情報を消去するには、 clear bgp sessions コ
マン ドを使用します。

show bgp statistics BGP 統計情報を表示します。
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次に、 ベーシッ ク  BGP 設定の例を示します。

switch(config)# feature bgp
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 2001:DB8:0:1::55 remote-as 64496
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# next-hop-self

関連項目
BGP の関連項目は、 次のとおりです。

• 第 10 章 「拡張 BGP の設定」

• 第 15 章 「Route Policy Manager の設定」

次の作業 
次の機能の詳細について、 第 10 章 「拡張 BGP の設定」 を参照して ください。

• ピア  テンプレー ト

• ルート の再配布

• ルート  マップ

その他の関連資料
BGP の実装に関連する詳細情報については、 次の項を参照して ください。

• 「MIB」 （P.9-24）

MIB

MIB MIB のリンク

BGP に関連する  MIB サポート されている  MIB を検索およびダウンロードするに
は、 次の URL にアクセスして ください。

ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/Nexus9000MI
BSupportList.html
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第 章10

拡張 BGP の設定

この章では、 Cisco NX-OS デバイスでボーダー ゲート ウェ イ  プロ ト コル （BGP） の拡張機能を
設定する方法について説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「拡張 BGP について」 （P.10-1）

• 「拡張 BGP のラ イセンス要件」 （P.10-13）

• 「拡張 BGP の前提条件」 （P.10-13）

• 「拡張 BGP に関する注意事項と制限事項」 （P.10-13）

• 「拡張 BGP のデフォル ト設定」 （P.10-15）

• 「拡張 BGP の設定」 （P.10-15）

• 「拡張 BGP の設定の確認」 （P.10-53）

• 「BGP 統計情報のモニタ リ ング」 （P.10-54）

• 「設定例」 （P.10-55）

• 「関連項目」 （P.10-55）

• 「その他の関連資料」 （P.10-55）

拡張 BGP について
BGP は、 組織または自律システム間のループフ リー ルーテ ィ ングを実現する、 ド メ イン間
ルーテ ィ ング  プロ ト コルです。 Cisco NX-OS は BGP バージ ョ ン  4 をサポート します。 BGP v4 
に組み込まれているマルチプロ ト コル拡張機能を使用する と、 IP マルチキャス ト  ルートおよび
複数のレイヤ 3 プロ ト コル アド レス  ファ ミ リ に関するルーティ ング情報を  BGP に伝送させる
こ とができます。 BGP では、 他の BGP 対応デバイス （BGP ピア） との間で TCP セッシ ョ ンを
確立するために、 信頼できる ト ランスポー ト  プロ ト コルと して  TCP を使用します。 外部組織
に接続する と きには、 ルータが外部 BGP （eBGP） ピア リ ング  セッシ ョ ンを作成します。 同じ
組織内の BGP ピアは、 内部 BGP （iBGP） ピア リ ング  セッシ ョ ンを通じて、 ルーティ ング情報
を交換します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「ピア  テンプレー ト 」 （P.10-2）

• 「認証」 （P.10-2）

• 「ルー ト  ポ リ シーおよび BGP セッシ ョ ンの リ セッ ト 」 （P.10-3）
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• 「eBGP」 （P.10-3）

• 「iBGP」 （P.10-4）

• 「機能ネゴシエーシ ョ ン」 （P.10-6）

• 「ルー ト  ダンプニング」 （P.10-6）

• 「ロード  シェア リ ングおよびマルチパス」 （P.10-7）

• 「BGP の追加パス」 （P.10-7）

• 「ルー ト集約」 （P.10-8）

• 「BGP 条件付きアドバタイズ メ ン ト 」 （P.10-9）

• 「BGP ネクス ト ホップ アド レス  ト ラ ッキング」 （P.10-9）

• 「ルー ト の再配布」 （P.10-10）

• 「BFD」 （P.10-10）

• 「BGP の調整」 （P.10-11）

• 「マルチプロ ト コル BGP」 （P.10-11）

• 「グレースフル リ スター トおよびハイ  アベイ ラビ リ テ ィ 」 （P.10-12）

• 「 メモ リ不足の処理」 （P.10-12）

• 「仮想化のサポート 」 （P.10-13）

ピア テンプレート

BGP ピア  テンプレー ト を使用する と、 共通のコンフ ィギュレーシ ョ ン  ブロ ッ クを作成し、 類
似している  BGP ピア間で再利用できます。 各ブロ ッ クでは、 ピアに継承させる一連の属性を
定義できます。 継承した属性の一部を上書きする こ と もできるので、 非常に柔軟性のある方法
で、 繰り返しの多い BGP の設定を簡素化できます。

Cisco NX-OS は、 3 種類のピア テンプレー ト を実装します。

• peer-session テンプレー ト では、 ト ランスポー ト の詳細、 ピアの リモー ト自律システム番
号、 セッシ ョ ン  タ イマーといった BGP セッシ ョ ン属性を定義します。 peer-session テンプ
レー トは、 別の peer-session テンプレー ト から属性を継承する こ と もできます （ローカル定
義の属性によって、 継承した peer-session 属性は上書き されます）。

• peer-policy テンプレー ト では、 着信ポ リ シー、 発信ポ リ シー、 フ ィルタ  リ ス ト 、 プレ
フ ィ ッ ク ス  リ ス ト を含め、 アド レス  ファ ミ リに依存する、 ピアのポ リ シー要素を定義しま
す。 peer-policy テンプレー トは、 一連の peer-policy テンプレー ト からの継承が可能です。
Cisco NX-OS は、 継承設定のプ リ ファレンス値で指定された順序で、 これらの peer-policy 
テンプレー ト を評価します。 最小値が大きい値よ り も優先されます。

• peer テンプレー トは、 peer-session および peer-policy テンプレー ト からの継承が可能であ
り、 ピアの定義を簡素化できます。 peer テンプレー ト の使用は必須ではあ り ませんが、
peer テンプレー ト によって再利用可能なコンフ ィギュレーシ ョ ン  ブロ ッ クが得られるの
で、 BGP の設定を簡素化できます。

認証

BGP ネイバー セッシ ョ ンに認証を設定できます。 この認証方式によって、 ネイバーに送られ
る各 TCP セグ メ ン ト に MD5 認証ダイジェス ト が追加され、 不正なメ ッセージや TCP セキュ リ
テ ィ  アタ ッ クから  BGP が保護されます。
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（注） BGP ピア間で MD5 パスワードを一致させる必要があ り ます。

ルート  ポリシーおよび BGP セッシ ョ ンのリセッ ト

BGP ピアにルート  ポ リ シーを関連付ける こ とができます。 ルート  ポ リ シーではルート  マップ
を使用して、 BGP が認識するルート を制御または変更します。 着信または発信ルート  アップ
デート に関するルート  ポ リ シーを設定できます。 ルート  ポ リ シーはプレフ ィ ッ ク ス、 AS_path 
属性など、 さ まざまな条件で一致が必要であ り、 ルー ト を選択して受け付けるかまたは拒否し
ます。 ルート  ポ リ シーでパス属性を変更する こ と もできます。

BGP ピアに適用するルート  ポ リ シーを変更する場合は、 そのピアの BGP セッシ ョ ンを リ セッ
トする必要があ り ます。 Cisco NX-OS は、 BGP ピア リ ング  セッシ ョ ンの リ セッ ト方法と して、
次のサポート をします。

• ハード  リ セッ ト ： ハード  リ セッ ト では、 指定されたピア リ ング  セッシ ョ ンが TCP 接続を
含めて切断され、 指定のピアからのルート が削除されます。 このオプシ ョ ンを使用する と、
BGP ネッ ト ワーク上のパケッ ト  フローが中断します。 ハード  リ セッ ト は、 デフォル ト で
ディセーブルです。

• ソフ ト再構成着信 ： ソフ ト再構成着信によって、 セッシ ョ ンを リ セッ トする こ とな く、 指
定されたピアのルーテ ィ ング  アップデート が開始されます。 このオプシ ョ ンを使用できる
のは、 着信ルート  ポ リ シーを変更する場合です。 ソフ ト再構成着信の場合、 ピアから受け
取ったすべてのルート のコピーを保存した後で、 着信ルート  ポ リ シーを介してルート が処
理されます。 着信ルート  ポ リ シーをする場合、 Cisco NX-OS は変更された着信ルート  ポ リ
シーを介して保存ルート を渡し、 既存のピア リ ング  セッシ ョ ンを切断する こ とな く、 ルー
ト  テーブルをアップデート します。 ソフ ト再構成着信の場合、 まだフ ィルタ リ ングされて
いない BGP ルート の保存に、 大量のメモ リ  リ ソースを使用する可能性があ り ます。 ソフ ト
再構成着信は、 デフォル ト でディセーブルです。

• ルート  リ フレ ッシュ ： ルー ト  リ フレ ッシュでは、 着信ルート  ポ リ シーの変更時に、 サ
ポートするピアにルート  リ フレ ッシュ要求を送信する こ とによって、 着信ルーテ ィ ング  
テーブルがダイナ ミ ッ クにアップデート されます。 リモー ト  BGP ピアは新しいルート  コ
ピーで応答し、 ローカル BGP スピーカが変更されたルート  ポ リ シーでそれを処理します。
Cisco NX-OS はピアに、プレフ ィ ッ ク スの発信ルート  リ フレ ッシュを自動的に送信します。

• BGP ピアは、 BGP ピア  セッシ ョ ンの確立時に、 BGP 機能ネゴシエーシ ョ ンの一部と して、
ルー ト  リ フレ ッシュ機能をアドバタ イズします。 ルート  リ フレ ッシュは優先オプシ ョ ンで
あ り、 デフォル ト でイネーブルです。

（注） BGP はさ らに、 ルート再配布、 ルート集約、 ルート  ダンプニングなどの機能にルート  マップ
を使用します。 ルート  マップの詳細については、 第 15 章 「Route Policy Manager の設定」 を参
照して ください。

eBGP
eBGP を使用する と、 異なる自律システムからの BGP ピアを接続し、 ルーテ ィ ング  アップデー
ト を交換できます。 外部ネッ ト ワークへの接続によって、 自分のネッ ト ワークから他のネッ ト
ワークへ、 またインターネッ ト を介して、 ト ラフ ィ ッ クを転送できます。
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eBGP ピア リ ング セッシ ョ ンの確立には、 ループバッ ク  インターフェイスを使用します。 ループ
バッ ク  インターフェイスは、 インターフェイス  フラ ップが発生する可能性が小さいからです。
インターフェイス  フラ ップが発生するのは、 障害またはメンテナンスが原因で、 インターフェイ
スが管理上アップまたはダウンになったと きです。 マルチホップ、 高速外部フォールオーバー、
AS パス属性のサイズ制限については、 「eBGP の設定」 （P.10-30） を参照して ください。

iBGP
iBGP を使用する と、 同じ自律システム内の BGP ピアを接続できます。 iBGP はマルチホーム  
BGP ネッ ト ワーク （同じ外部自律システムに対して複数の接続があるネッ ト ワーク） に使用で
きます。

図 10-1 に、 規模の大きい BGP ネッ ト ワークの中の iBGP ネッ ト ワークを示します。

図 10-1 iBGP ネッ トワーク

iBGP ネッ ト ワークはフルメ ッシュです。各 iBGP ピアは、 ネッ ト ワーク  ループを防止するため
に、 他のすべての iBGP ピアに対して直接接続されています。

ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで update-source が設定された単一ホップ iBGP ピアで
は、 ピアは高速外部フォールオーバーをサポート します。

（注） iBGP ネッ ト ワークでは別個のインテ リ ア  ゲー ト ウェイ  プロ ト コルを設定する必要があ り ます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「AS 連合」 （P.10-4）

• 「ルー ト  リ フレ ク タ」 （P.10-5）

AS 連合

フルメ ッシュの iBGP ネッ ト ワークは、 iBGP ピア数が増えるにしたがって複雑にな り ます。 自
律システムを複数のサブ自律システムに分割し、 それを  1 つの連合と してま とめる こ とによっ
て、 iBGP メ ッシュを緩和できます。 連合は、 同じ自律システム番号を使用して外部ネッ ト
ワーク と通信する、 iBGP ピアからなるグループです。 各サブ AS はその中ではフルメ ッシュで
あ り、 同じ連合内の他のサブ AS に対する少数の接続があ り ます。
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AS10AS20

iBGPeBGP
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50
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図 10-2 に、 図 10-1 の BGP ネッ ト ワークを  2 つのサブ AS に分割し、 1 つの連合にしたものを
示します。

図 10-2 AS 連合

この例では、 AS10 が 2 つの AS （AS1 および AS2） に分割されています。 各サブ AS はフル
メ ッシュですが、 サブ AS 間の リ ンクは 1 つだけです。 AS 連合を使用する こ とによって、
図 10-1 のフルメ ッシュ自律システムに比べて、 リ ンク数を少な くできます。

ルート  リフレクタ

すべての iBGP ピアが完全に一致する必要がないよ うに、 ルー ト  リ フレ ク タが学習したルート
をネイバーに渡すルート  リ フレ ク タ構成を使用する こ とによって、 iBGP メ ッシュを削減でき
ます。

図 10-1 に、 メ ッシュの iBGP スピーカを  4 つ （ルータ  A、 B、 C、 D） 使用する、 単純な iBGP 
構成を示します。 ルート  リ フレ ク タを使用しなかった場合、 外部ネイバーからルート を受け
取ったルータ  A は、 3 つの iBGP ネイバーのすべてにルート をアドバタ イズします。

ある  iBGP ピアをルート  リ フレ ク タ と して設定する と、 そのピアが iBGP で学習したルート を
一連の iBGP ネイバーに渡す役割を担います。

図 10-3 では、 ルータ  B がルート  リ フレク タです。 ルータ  A からアドバタイズされたルート を受
信したルート  リ フレク タは、 そのルート をルータ  C および D にアドバタイズ （ リ フレクシ ョ ン）
します。 ルータ  A からルータ  C および D の両方にアドバタイズする必要がなくな り ます。
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図 10-3 ルート  リフレクタ

ルート  リ フレ ク タおよびそのク ラ イアン ト  ピアは、 ク ラスタを形成します。 ルート  リ フレ ク
タのク ラ イアン ト  ピアと して動作するよ うに、 すべての iBGP ピアを設定する必要はあ り ませ
ん。 ただし、 完全な BGP アップデート がすべてのピアに届く よ うに、 非ク ラ イアン ト  ピアは
フルメ ッシュ と して設定する必要があ り ます。

機能ネゴシエーショ ン

BGP スピーカは機能ネゴシエーシ ョ ン機能を使用する こ とによって、ピアがサポートする  BGP 
拡張機能について学習できます。 機能ネゴシエーシ ョ ンによって、 リ ンクの両側の BGP ピア
がサポートする機能セッ ト だけを  BGP に使用させる こ とができます。

BGP ピアが機能ネゴシエーシ ョ ンをサポート しない場合で、 なおかつアド レス  ファ ミ リが 
IPv4 と して設定されている場合、 Cisco NX-OS は機能ネゴシエーシ ョ ンを行わずに、 ピアとの
新規セッシ ョ ンを試みます。 他のマルチプロ ト コル設定 （IPv6 など） の場合は、 機能ネゴシ
エーシ ョ ンが不可欠です。

ルート  ダンプニング

ルート  ダンプニングは、 インターネッ ト ワーク上でのフラ ッピング  ルート の伝播を最小限に
抑える  BGP 機能です。 ルート  フラ ップが発生するのは、 使用可能ステート と使用不能ステー
ト が短時間で次々切り替わる場合です。

AS1、 AS2、 および AS3 とい う  3 つの BGP 自律システムからなるネッ ト ワークの場合について
考えてみます。 AS1 のルート がフラ ップした （使用不能になった） と します。 ルー ト  ダンプニ
ングを使用しない場合、 AS1 は AS2 に回収メ ッセージを送信します。 AS2 は AS3 にその回収
メ ッセージを伝達します。 フラ ッピング  ルート が再び発生する と、 AS1 から  AS2 にアドバタ
イズ メ ン ト  メ ッセージを送信し、 AS2 は AS3 にそのアドバタ イズ メ ン ト を送信します。 ルー
ト の使用不能と使用可能が繰り返される と、 AS1 は多数の回収メ ッセージおよびアドバタ イズ
メ ン ト  メ ッセージを送信する こ とにな り、 それが他の自律システムに伝播します。

ルート  ダンプニングによって、 フラ ッピングを最小限に抑える こ とができます。 ルート  フ
ラ ップが発生したと します。 （ルー ト  ダンプニングがイネーブルの） AS2 がルート にペナル
テ ィ と して  1000 を割り当てます。 AS2 は引き続き、 ネイバーにルート の状態をアドバタイズ
します。 ルート  フラ ップが発生するたびに、 AS2 がペナルテ ィ値を追加します。 ルー ト  フ
ラ ップが頻繁に発生して、 ペナルテ ィが設定可能な抑制限度を超える と、 AS2 はフラ ップ回数
に関係な く、 ルー ト のアドバタ イズを中止します。 その結果、 ルート が減衰 （ダンプニング）
します。
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ルート に与えられたペナルテ ィは、 再使用限度に達するまで減衰します。 その時点で、 AS2 は
再びルート をアドバタ イズします。 再使用限度が 50% になる と、 AS2 はそのルート のダンプニ
ング情報を削除します。

（注） ルート  ダンプニングがイネーブルの場合は、 ピアの リ セッ ト によってルート が回収されても、
リ セッ ト中の BGP にはペナルテ ィは適用されません。

ロード  シェアリングおよびマルチパス

BGP はルーテ ィ ング  テーブルに、 同じ宛先プレフ ィ ッ ク スに到達する複数の等コス ト  eBGP ま
たは iBGP パスを組み込むこ とができます。 その場合、 宛先プレフ ィ ッ ク スへの ト ラフ ィ ッ ク
は、 組み込まれたすべてのパス間で共有されます。

BGP ベス トパス  アルゴ リ ズムでは、 次の属性が同じ場合に、 等コス ト  パス と見なされます。

• 重量

• ローカル プ リ ファレンス

• AS_path

• オ リ ジン  コード

• Multi-Exit Discriminator （MED）

• BGP ネクス ト  ホップまでの IGP コス ト

BGP は、 プレフ ィ ッ ク スご との複数パスの送受信と、 このパスのアドバタ イジングをサポート
します。 詳細については、 「BGP の追加パス」 を参照して ください。

（注） 異なる  AS 連合から受け取ったパスは、 外部 AS_path 値およびその他の属性が同じ場合に、 等
コス ト  パス と見なされます。

（注） iBGP マルチパスに関してルート  リ フレ ク タを設定する と、 ルー ト  リ フレ ク タが、 選択された
ベス ト  パスをピアにアドバタ イズします。 そのパスのネクス ト  ホップは変更されません。

BGP の追加パス

1 つの BGP 最良パスだけがアドバタ イズされ、 BGP スピーカは特定ピアからの特定プレフ ィ ッ
ク スの 1 パスだけを受け入れます。 BGP スピーカが同じセッシ ョ ン内で同じプレフ ィ ッ ク スの
複数のパスを受信した場合、 最新のアドバタ イズ メ ン ト を使用します。

BGP は、 以前のパスに代わる新しいパスなしで、 BGP スピーカが同じプレフ ィ ッ ク スに対して
複数のパスを伝播し、 受け入れる こ と を可能にする追加のパス機能をサポート します。 この機
能は、 BGP スピーカのピアが、 プレフ ィ ッ ク スご との複数パスのアドバタ イズおよび受信をサ
ポート し、 また、 そのパスのアドバタ イズをサポートするかど うかネゴシエートする こ と を可
能にします。 特別な 4 バイ ト のパス  ID は、 ピア  セッシ ョ ンを介して送信される同じプレ
フ ィ ッ ク スに対して複数のパスを区別するため、 ネッ ト ワーク層到達可能性情報 （NLRI） に
追加されます。 図 10-4 は、 BGP パスの追加機能について説明します。
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図 10-4 追加パスの機能を持つ BGP ルート  アドバタイズメン ト

BGP 追加パス設定の詳細については、 「BGP 追加パスの設定」 （P.10-27） を参照して ください。

ルート集約

集約アド レスを設定できます。 ルート集約を使用する と、 固有性の強い一連のアド レスをすべ
ての固有アド レスを代表する  1 つのアド レスに置き換える こ とによって、 ルー ト  テーブルを簡
素化できます。 たとえば、 10.1.1.0/24、 10.1.2.0/24、 および 10.1.3.0/24 とい う固有性の強い 3 つ
のアド レスを  1 つの集約アド レス  10.1.0.0/16 に置き換える こ とができます。

アドバタイズされるルート が少な くなるよ うに、 BGP ルート  テーブル内には集約プレフ ィ ッ
ク スが存在します。

（注） Cisco NX-OS は、 自動ルート集約をサポート しません。

ルート集約はフォワーディ ング  ループにつながる可能性があ り ます。 この問題を回避するため
に、 集約アド レスのアドバタ イズ メ ン ト を生成する と きに、 BGP はローカル ルーテ ィ ング  
テーブルに、 その集約アド レスに対応するサマ リー廃棄ルート を自動的に組み込みます。 BGP 
はサマ リー廃棄のアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスを  220 に設定し、ルート  タ イプを廃棄
に設定します。 BGP はネクス ト ホップ解決に廃棄ルート を使用しません。

RR sends all available paths (not just 
the best path) to R4, using the path 
identifier prepended to the NLRI in 
order to distinguish multiple paths.

RR
Prefix 100.0.0.0/24
 Path1 via R1
 Path2 via R2
 Path3 via R3

UPDATE 1:
NLRI: 1:100.0.0.0/24
Path via R1

UPDATE 2:
NLRI: 2:100.0.0.0/24
Path via R2

UPDATE 3:
NLRI: 3:100.0.0.0/24
Path via R3

33
38

17
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BGP 条件付きアドバタイズメン ト

BGP 条件付きアドバタイズメン ト を使用する と、 プレフ ィ ッ クスが BGP テーブルに存在するか
ど うかに基づいてルート をアドバタイズまたは撤回するよ うに BGP を設定できます。 この機能
は、 たとえば、 BGP でいずれかのプロバイダーにプレフ ィ ッ クスをアドバタイズするよ う なマル
チホーム  ネッ ト ワーク （他のプロバイダーからの情報が存在しない場合のみ） で便利です。

AS1、 AS2、 および AS3 とい う  3 つの BGP 自律システムからなるネッ ト ワークの例について考
えてみます。 この例で、 AS1 と  AS3 はインターネッ ト と  AS2 に接続しています。 条件付きア
ドバタイズ メ ン ト を使用しない場合、 AS2 はすべてのルート を  AS1 と  AS3 の両方にプロパ
ゲート します。 条件付きアドバタ イズ メ ン ト を使用すれば、 AS1 からのルー ト が存在しない場
合のみ （たとえば AS1 への リ ンクがダウンした場合）、 特定のルート を  AS3 にアドバタイズす
るよ うに AS2 を設定できます。

BGP 条件付きアドバタイズ メ ン ト では、 設定されたルート  マップに一致する各ルート に、 存
在テス ト または非存在テス ト が追加されます。 詳細については、 「BGP 条件付きアドバタ イズ
メ ン ト の設定」 （P.10-41） を参照して ください。

BGP ネクストホップ アドレス ト ラ ッキング

BGP は、 インス トールされているルートのネクス ト ホップ アドレスをモニタして、 ネクス ト
ホップの到達可能性の確認、 および BGP ベス ト  パスの選択、 インス トール、 検証を行います。
BGP ネクス ト ホップ アドレスの ト ラ ッキングを行う と、 ネクス ト ホップの到達可能性に影響を
及ぼす可能性のあるルート変更がルーティング情報ベース （RIB） で行われたと きに確認プロセ
スを ト リ ガーするこ とで、 このよ う なネクス ト ホップ到達可能性テス トの速度が向上します。

ネクス ト ホップ情報が変更される と、 BGP は RIB から通知を受信します （イベン ト駆動型の通
知）。 BGP は、 次のいずれかのイベン ト が発生したと きに通知を受けます。

• ネクス ト  ホップが到達不能になった。

• ネクス ト  ホップが到達可能になった。

• ネクス ト  ホップへの完全再帰のインテ リ ア  ゲート ウェ イ  プロ ト コル （IGP） メ ト リ ッ クは
変更されます。

• ファース ト  ホップの IP アドレスまたはファース ト  ホップのインターフェイスが変更される。

• ネクス ト  ホップが接続された。

• ネクス ト  ホップが接続解除された。

• ネクス ト ホップがローカル アド レスになった。

• ネクス ト  ホップが非ローカル アド レスになった。

（注） 到達可能性および再帰メ ト リ ッ ク  イベン トは、 最適パスの再計算を ト リ ガーします。

RIB からのイベン ト通知は、 ク リ テ ィ カルおよび非ク リ テ ィ カルと して分類されます。 ク リ
テ ィ カルおよび非ク リ テ ィ カル イベン ト の通知は、 別々のバッチで送信されます。 ただし、 非
ク リ テ ィ カル イベン ト が保留中であ り、 ク リ テ ィ カル イベン ト を読み込む要求がある場合は、
非ク リ テ ィ カル イベン ト がク リ テ ィ カル イベン ト と と もに送信されます。

• ク リ テ ィ カルなイベン ト とは、 異なるパスに対してスイ ッチオーバーの原因となるネクス
ト  ホップの消失など、 ネクス ト  ホップの到達可能性に関連しています。 異なるパスに対し
てスイ ッチオーバーの原因となるネクス ト  ホップの IGP メ ト リ ッ クの変更は、 ク リ テ ィ カ
ルなイベン ト と見なすこ とができます。
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• 非ク リ テ ィ カルなイベン ト とは、 最適パスに影響を与えた り、 単一のネクス ト  ホップに 
IGP メ ト リ ッ クを変更した りせずに追加されるネクス ト  ホップに関連しています。

詳細については、 「BGP ネクス ト ホップ アド レス  ト ラ ッキングの設定」 （P.10-26） を参照して
ください。

ルートの再配布

スタテ ィ ッ ク  ルート または他のプロ ト コルからのルート を再配布するよ うに、 BGP を設定で
きます。 再配布を指定したルート  マップを設定して、 どのルート が BGP に渡されるかを制御
する必要があ り ます。 ルート  マップを使用する と、 宛先、 送信元プロ ト コル、 ルー ト  タ イプ、
ルー ト  タグなどの属性に基づいて、 ルート をフ ィルタ リ ングできます。 詳細については、
「第 15 章 「Route Policy Manager の設定」」 を参照して ください。 デフォル ト では、 iBGP は IGP 
に再配布されません。

ルート  マップを使用して両シナリ オのデフォル ト動作を無効にできますが、 ルート  マップの
正し く ない使用によってネッ ト ワーク  ループが発生する こ とがあるため、 そ うする場合は注意
が必要です。 次に、 デフォル ト の動作の変更にルート  マップを使用する例を示します。

ルート  マップの変更によって、 シナ リオ 1 のデフォル ト の動作を次のよ うに変更できます。

route-map foo permit 10 
   match route-type internal 
router ospf 1 
   redistribute bgp 100 route-map foo

同様に、 ルート  マップの変更によって、 シナ リオ 2 のデフォル ト の動作を次のよ うに変更でき
ます。

route-map foo deny 10 
  match route-type internal 
router ospf 1 
   vrf bar 
     redistribute bgp 100 route-map foo

BFD
この機能は、 IPv4 アド レス  ファ ミ リ の Bidirectional Forwarding Detection （BFD） をサポー ト し
ます。 BFD は、 転送パスの障害を高速で検出する こ とを目的にした検出プロ ト コルです。 BFD 
は 2 台の隣接デバイス間のサブセカン ド障害を検出し、 BFD の負荷の一部を、 サポート される
モジュール上のデータ  プレーンに分散できるため、 プロ ト コル hello メ ッセージよ り も  CPU を
使いません。

BGP の BFD は eBGP ピアおよび iBGP シングルホップ ピアでサポート されます。 BFD を使用
している  iBGP シングル ホップ ピアのネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードでアップデー
ト送信元オプシ ョ ンを設定します。

（注） BFD は他の iBGP ピアまたはマルチ ホップ eBGP ピアではサポート されていません。

詳細については、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』 を参照して く
ださい。
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BGP の調整 
BGP タ イマーによって、 さ らにベス トパス  アルゴ リ ズムの調整によって、 BGP のデフォル ト
動作を変更できます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「BGP タ イマー」 （P.10-11）

• 「ベス トパス  アルゴ リ ズムの調整」 （P.10-11）

BGP タイマー

BGP では、 ネイバー セッシ ョ ンおよびグローバル プロ ト コル イベン ト にさまざまなタ イプの
タイマーを使用します。 確立されたセッシ ョ ンご とに、 最低限 2 つのタイマーがあ り ます。 定
期的にキープアラ イブ メ ッセージを送信するためのタイマー、 さ らに想定時間内にピアのキー
プアラ イブが届かなかった場合に、 セッシ ョ ンをタ イムアウ ト させるためのタイマーです。 ま
た、 個々の機能を処理するための、 その他のタイマーがあ り ます。 これらのタ イマーは通常、
秒単位で設定します。 タ イマーには、 異なる  BGP ピアで同じタ イマーが異なるタ イ ミ ングで
スター トするよ うに、 ランダム  アジャス ト メ ン ト が組み込まれています。

ベストパス アルゴリズムの調整

オプシ ョ ンの設定パラ メータによって、 ベス トパス  アルゴ リ ズムのデフォル ト動作を変更でき
ます。 たとえば、 アルゴ リ ズムでの Multi-Exit Discriminator （MED） 属性およびルータ  ID の扱
い方を変更できます。

マルチプロ ト コル BGP
Cisco NX-OS の BGP は、 複数のアド レス  ファ ミ リ をサポート します。 マルチプロ ト コル BGP
（MP-BGP） は、 ア ド レス  ファ ミ リ に応じて異なるルー ト  セッ ト を伝送します。 BGP ではたと
えば、 IPv4 ユニキャス ト  ルーテ ィ ング用のルート  セッ ト を  1 つ、 IPv4 マルチキャス ト  ルー
テ ィ ング用のルート  セッ ト を  1 つ、 さ らに IPv6 マルチキャス ト  ルーティ ング用のルート  セッ
ト を  1 つ伝送できます。

（注） マルチキャス ト  BGP ではマルチキャス ト状態情報をプロパゲート しないため、 プロ ト コル独
立マルチキャス ト （PIM） などのマルチキャス ト  プロ ト コルが必要です。

マルチプロ ト コル BGP 設定をサポートするには、 ルータ  アド レスファ ミ リおよびネイバー ア
ド レス  ファ ミ リ の各コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを使用します。 MP-BGP では、 設定され
たアド レス  ファ ミ リ ご とに別々の RIB が維持されます （ユニキャス ト  RIB と、 BGP のマルチ
キャス ト  RIB など）。

マルチプロ ト コル BGP ネッ ト ワークは下位互換性があ り ますが、 マルチプロ ト コル拡張機能
をサポート しない BGP ピアは、 アド レス  ファ ミ リ  ID 情報など、 マルチプロ ト コル拡張機能が
伝送するルーテ ィ ング情報を転送できません。
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拡張 BGP について
グレースフル リスタートおよびハイ  アベイラビリティ

Cisco NX-OS は、 BGP の無停止フォワーディ ングおよびグレースフル リ スター ト をサポート し
ます。

BGP ルーテ ィ ング  プロ ト コル情報がフェールオーバー後に復元されている間に、 転送情報
ベース （FIB） 内の既知のルート でデータ  パケッ ト を転送するよ うに、 BGP の無停止フォワー
ディ ング （NSF） を使用できます。 NSF では、 BGP ピアはルーテ ィ ング  フラ ップと無縁です。
フェールオーバー時に、 データ  ト ラフ ィ ッ クはインテ リ ジェン ト  モジュール経由で転送され、
スタンバイ  スーパーバイザがアクテ ィブにな り ます。

Cisco NX-OS ルータでコールド  リ ブー ト が発生した場合、 ネッ ト ワークはルータに ト ラフ ィ ッ
クを転送しないで、 ネッ ト ワーク  ト ポロジからルータを削除します。 この状況では、 BGP は
非グレースフル リ スター ト にな り、 すべてのルート が削除されます。 Cisco NX-OS はスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンを適用し、 BGP はピア リ ング  セッシ ョ ンを再び確立して、
ルート を再学習します。

Cisco NX-OS デュアル スーパーバイザ構成のルータでは、 ステー ト フル スーパーバイザ ス
イ ッチオーバーが実行されます。 スイ ッチオーバーの間、 BGP は無停止フォワーディ ングを使
用し、 FIB の情報に基づいて ト ラフ ィ ッ クを転送します。 システムがネッ ト ワーク  ト ポロジか
ら取り除かれる こ とはあ り ません。 ネイバーが再起動しているルータは、 「ヘルパー」 と呼ば
れます。 スイ ッチオーバーの後でグレースフル リ スター ト処理が開始します。 この処理が進行
中の際、 2 つのルータはネイバー関係を再確立し、 これらの BGP ルート を交換します。 それら
ネイバー関係が再起動したと しても、 ヘルパーは再起動中のピアを指すプレフ ィ ッ ク スを転送
し続け、 再起動中のルータはピアへト ラフ ィ ッ クを転送し続けます。  再起動中のルータがグ
レースフル リ スター ト可能なすべての BGP ピアを持つ場合、 グレースフル リ スター ト が完了
し、 BGP は再び動作可能なネイバーを通知します。

ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで update-source が設定された単一ホップ iBGP ピアで
は、 ピアは高速外部フェールオーバーをサポート します。

追加 BGP パス機能によ り、 特定のプレフ ィ ッ ク スにアドバタ イズされるパス数が再起動の前
後で同じ場合、 パス  ID の選択は古いパスの最終状態および削除を保証します。 いくつかのパ
スが指定されたプレフ ィ ッ ク スにアドバタ イズされる場合、 古いパスがグレースフル リ スター
ト  ヘルパー ピアに発生する可能性があ り ます。

メモリ不足の処理

BGP は、 次の条件でメモ リ不足に対処します。

• マイナー アラー ト ： BGP は新しい eBGP ピアを確立しません。 BGP は新しい iBGP ピアお
よび連合ピアの確立は続行します。 確立されたピアは存続しますが、 リ セッ ト  ピアは再確
立されません。

• 重大アラー ト ： BGP は、 メモ リ  アラー ト がマイナーになるまで、 選択した確立済み eBGP 
ピアを  2 分おきにシャ ッ ト  ダウンします。 eBGP ピアご とに、 受信したパスの合計数とベ
ス ト  パス と して選択されたパスの数の比率が計算されます。 比率が最高のピアが、 メモ リ
使用状況を削減するためのシャ ッ ト  ダウン対象と して選択されます。 オシレーシ ョ ンを回
避するために、 シャ ッ ト ダウンされた  eBGP ピアを復帰する前にその eBGP ピアをク リ ア
する必要があ り ます。

（注） 重要な eBGP ピアをこの選択プロセスから除外できます。
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拡張 BGP のライセンス要件
• ク リ テ ィ カル アラー ト ： BGP は確立されたすべてのピアを正常にシャ ッ ト  ダウンします。
シャ ッ ト ダウンされた eBGP ピアを復帰する前にその eBGP ピアをク リ アする必要があ り
ます。

メモ リ不足状態によるシャ ッ ト ダウンから  BGP ピアを除外する詳細については、 「BGP の調
整」 （P.10-45） を参照して ください。

仮想化のサポート

1 台の BGP インスタンスを設定できます。 BGP は、 仮想ルーティ ング /転送 （VRF） インスタ
ンスをサポート します。

拡張 BGP のライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

拡張 BGP の前提条件
拡張 BGP の前提条件は次のとおりです。

• BGP をイネーブルにします （「BGP の有効化」 （P.9-11） を参照）。

• システムに有効なルータ  ID を設定しておく必要があ り ます。

• Regional Internet Registry （RIR） によって割り当てられたか、 またはローカル管理の AS 番
号を取得しておく必要があ り ます。

• ネイバー関係を作成しよ う とするピアに到達可能でなければな り ません （Interior Gateway 
Protocol （IGP）、 スタテ ィ ッ ク  ルート 、 直接接続など）。

• BGP セッシ ョ ンを確立するネイバー環境で、 アド レス  ファ ミ リ を明示的に設定する必要が
あ り ます。

拡張 BGP に関する注意事項と制限事項
拡張 BGP 設定時の注意事項および制約事項は、 次のとおりです。

• ダイナ ミ ッ ク  AS 番号プレフ ィ ッ ク ス  ピア設定は、 BGP テンプレー ト から継承した個々の 
AS 番号の設定よ り も優先します。

• AS 連合でプレフ ィ ッ ク ス  ピアにダイナ ミ ッ ク  AS 番号を設定した場合、BGP はローカル連
合の AS 番号のみでセッシ ョ ンを確立します。

• ダイナ ミ ッ ク  AS 番号プレフ ィ ッ ク ス  ピアで作成された  BGP セッシ ョ ンは、 設定済みの 
eBGP マルチホップ存続可能時間 （TTL） 値や直接接続ピアに対するディセーブル済みの
チェ ッ クを無視します。

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS BGP には Enterprise Services ライセンスが必要です。 Cisco NX-OS ラ イセンス方式、 およびライセン
スの取得方法と適用方法の詳細については、 『Cisco NX-OS Licensing Guide』 を参照して ください。
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拡張 BGP に関する注意事項と制限事項
• ルータ  ID の自動変更およびセッシ ョ ン  フラ ップを避けるために、 BGP 用のルータ  ID を設
定します。

• ピアご とに最大プレフ ィ ッ ク ス設定オプシ ョ ンを使用し、 受信するルート数および使用す
るシステム  リ ソース数を制限して ください。

• update-source を設定し、 eBGP マルチホップ セッシ ョ ンでセッシ ョ ンを確立します。

• 再配布を設定する場合は、 BGP ルート  マップを指定します。

• VRF 内で BGP ルータ  ID を設定します。

• キープアラ イブおよびホールド  タ イマーの値を小さ くする と、 ネッ ト ワークでセッシ ョ ン  
フラ ップが発生する可能性があ り ます。

• BGP をIGP に再配布する と き、 iBGP も再配布されます。 この動作を無効にするには、 ルー
ト  マップに追加 deny 文を挿入します。

• Cisco NX-OS は、 マルチ ホップ BFD をサポート しません。 BGP 用 BFD に関する制約事項
は、 次のとおりです。

– BFD は、 eBGP ピアおよび iBGP シングル ホップ ピアでのみサポート されます。

– iBGP の単一ホップ ピアに対して  BFD をイネーブルにするには、 物理インターフェイ
スの update-source オプシ ョ ンを設定します。

– BFD は、 マルチ ホップ iBGP ピアおよびマルチ ホップ eBGP ピアではサポート されま
せん。

– BGP はプレフ ィ ク スベースのピアをサポート しますが、 BFD はプレフ ィ ク スベースの
ピアではサポート されません。

•  remove-private-as コマン ドには、 次のガイ ド ラ イン と制限事項が適用されます。

– これは、 eBGP ピアにだけ適用されます。

– ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードだけで設定可能とな り、 ネイバー アド レス  
ファ ミ リ  モードでは設定できません。

– AS パスにプラ イベート とパブ リ ッ ク  AS 番号を含める場合、 プラ イベー ト  AS 番号は
削除されません。

– AS パスに eBGP ネイバーの AS 番号が含まれている場合、プラ イベー ト  AS 番号は削除
されません。

– その AS パス内のすべての AS 番号がプラ イベー ト  AS 番号範囲に属する場合のみ、 プ
ラ イベート  AS 番号は削除されます。 ピアの AS 番号または非プラ イベー ト  AS 番号が 
AS パス  セグ メ ン ト に存在する場合、 プラ イベート  AS 番号は削除されません。

• aggregate-address コマン ドを使用して集約アド レスを設定し、 suppress-fib-pending コマン
ドを使用して BGP ルート を抑制する と、 集約の無損失ト ラフ ィ ッ クは BGP またはシステ
ムの ト リ ガーで保証できません。
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拡張 BGP のデフォルト設定
拡張 BGP のデフォルト設定
表 10-1 に、 拡張 BGP パラ メータのデフォル ト設定値を示します。

拡張 BGP の設定
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「BGP セッシ ョ ン  テンプレー ト の設定」 （P.10-16）

• 「BGP peer-policy テンプレー ト の設定」 （P.10-18）

• 「BGP peer テンプレー ト の設定」 （P.10-20）

• 「プレフ ィ ッ ク ス  ピア リ ングの設定」 （P.10-23）

• 「BGP 認証の設定」 （P.10-24）

• 「BGP セッシ ョ ンの リ セッ ト 」 （P.10-24）

• 「ネク ス ト ホップ アド レスの変更」 （P.10-25）

• 「BGP ネクス ト ホップ アド レス  ト ラ ッキングの設定」 （P.10-26）

• 「ネク ス ト ホップ フ ィルタ リ ングの設定」 （P.10-26）

• 「セッシ ョ ンがダウンした場合のネクス ト ホップ グループの縮小」 （P.10-26）

• 「機能ネゴシエーシ ョ ンのディセーブル化」 （P.10-27）

• 「BGP 追加パスの設定」 （P.10-27）

• 「eBGP の設定」 （P.10-30）

• 「AS 連合の設定」 （P.10-32）

• 「ルー ト  リ フレ ク タの設定」 （P.10-33）

• 「アウ トバウン ド  ルート  マップを使用した、 反映されたルート のネクス ト  ホップの設定」
（P.10-35）

• 「ルー ト  ダンプニングの設定」 （P.10-37）

• 「ロード  シェア リ ングおよび ECMP の設定」 （P.10-38）

• 「最大プレフ ィ ッ ク ス数の設定」 （P.10-38）

• 「ダイナ ミ ッ ク機能の設定」 （P.10-39）

• 「集約アド レスの設定」 （P.10-40）

• 「BGPルート の抑制」 （P.10-40）

表 10-1 デフォルトの BGP パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

BGP 機能 ディセーブル

BGP の追加パス ディセーブル

ホールド  タ イマー 180 秒

キープアラ イブ インターバル 60 秒

ダイナ ミ ッ ク機能 イネーブル
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拡張 BGP の設定
• 「BGP 条件付きアドバタイズ メ ン ト の設定」 （P.10-41）

• 「ルー ト の再配布の設定」 （P.10-43）

• 「マルチプロ ト コル BGP の設定」 （P.10-44）

• 「BGP の調整」 （P.10-45）

• 「グレースフル リ スター ト の設定」 （P.10-49）

• 「仮想化の設定」 （P.10-51）

（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。

BGP セッシ ョ ン テンプレートの設定

BGP セッシ ョ ン  テンプレー ト を使用する と、 類似した設定が必要な複数の BGP ピアで、 BGP 
の設定を簡素化できます。 BGP テンプレー ト によって、 共通のコンフ ィギュレーシ ョ ン  ブ
ロ ッ クを再利用できます。 先に BGP テンプレー ト を設定し、 BGP ピアにテンプレー ト を適用
します。

BGP セッシ ョ ン  テンプレー ト では、 継承、 パスワード、 タ イマー、 セキュ リ テ ィなどのセッ
シ ョ ン属性を設定できます。

peer-session テンプレー トは、 別の peer-session テンプレー ト からの継承が可能です。 第 3 のテ
ンプレート から継承するよ うに第 2 テンプレー ト を設定できます。 さ らに最初のテンプレート
も この第 3 のテンプレート から継承させる こ とができます。 この間接継承を続ける こ とができ
る  peer-session テンプレー ト の数は、 最大 7 つです。

ネイバーに設定した属性は、 ネイバーが BGP テンプレー ト から継承した属性よ り も優先され
ます。

はじめる前に 

BGP をイネーブルにします （「BGP の有効化」 （P.9-11） を参照）。

（注） テンプレー ト を編集する と きには、 ピアまたはテンプレート のレベルで no 形式のコマン ドを
使用する と、 テンプレー ト の設定を明示的に上書きできます。 属性をデフォル ト の状態に リ
セッ トするには、 default 形式のコマン ドを使用する必要があ り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. template peer-session template-name 

4. （任意） password number password

5. （任意） timers keepalive hold
6. exit 
7. neighbor ip-address remote-as as-number 

8. inherit peer-session template-name
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拡張 BGP の設定
9. （任意） description text

10. （任意） show bgp peer-session template-name

11. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router bgp autonomous-system-number

例 ：
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

BGP をイネーブルにして、 ローカル BGP スピー
カに自律システム番号を割り当てます。

ステップ 3 template peer-session template-name

例 ：
switch(config-router)# template 

peer-session BaseSession
switch(config-router-stmp)#

peer-session テンプレー ト  コンフ ィギュレーシ ョ
ン  モードを開始します。

ステップ 4 password number password

例 ：
switch(config-router-stmp)# password 0 

test

（任意） ネイバーにク リ アテキス ト  パスワード  
test を追加します。 パスワードは 3DES （タ イプ 3 
暗号形式） で保存および表示されます。

ステップ 5 timers keepalive hold

例 ：
switch(config-router-stmp)# timers 30 90

（任意） peer-session テンプレー ト に BGP キープア
ラ イブおよびホールド  タ イマー値を追加します。

デフォル ト のキープアラ イブ インターバルは 60 
です。 デフォル ト のホールド  タ イムは 180 です。

ステップ 6 exit

例 ：
switch(config-router-stmp)# exit
switch(config-router)#

peer-session テンプレー ト  コンフ ィギュレーシ ョ
ン  モードを終了します。

ステップ 7 neighbor ip-address remote-as as-number

例 ：
switch(config-router)# neighbor 
192.168.1.2 remote-as 65535
switch(config-router-neighbor)#

BGP ルーテ ィ ング用のネイバー コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを開始し、 ネイバー IP アド レ
スを設定します。

ステップ 8 inherit peer-session template-name

例 ：
switch(config-router-neighbor)# inherit 
peer-session BaseSession
switch(config-router-neighbor)

ピアに peer-session テンプレー ト を適用します。
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適用されたテンプレー ト を確認するには、 show bgp neighbor コマン ドを使用します。

BGP peer-session テンプレー ト を設定して、 BGP ピアに適用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)# template peer-session BaseSession
switch(config-router-stmp)# timers 30 90
switch(config-router-stmp)# exit
switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2 remote-as 65535
switch(config-router-neighbor)# inherit peer-session BaseSession
switch(config-router-neighbor)# description Peer Router A
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor)# copy running-config startup-config

BGP peer-policy テンプレートの設定

peer-policy テンプレー ト を設定する と、 特定のアド レス  ファ ミ リに対応する属性を定義できま
す。 各 peer-policy テンプレー ト にプ リ ファレンスを割り当て、 指定した順序でテンプレート が
継承されるよ うにします。 ネイバー アド レス  ファ ミ リ では最大 5 つの peer-policy テンプレー
ト を使用できます。

Cisco NX-OS は、 プ リ ファレンス値を使用して、 アド レス  ファ ミ リの複数のピア  ポ リ シーを評
価します。 プ リ ファレンス値が最小のものが最初に評価されます。 ネイバーに設定した属性
は、 ネイバーが BGP テンプレー ト から継承した属性よ り も優先されます。

peer-policy テンプレー ト では、 AS-path フ ィルタ  リ ス ト 、 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト 、 ルー ト  リ フ
レ クシ ョ ン、 ソフ ト再構成など、 アド レス  ファ ミ リ固有の属性を設定できます。

はじめる前に 

BGP をイネーブルにします （「BGP の有効化」 （P.9-11） を参照）。

（注） テンプレー ト を編集する と きには、 ピアまたはテンプレート のレベルで no 形式のコマン ドを
使用する と、 テンプレー ト の設定を明示的に上書きできます。 属性をデフォル ト の状態に リ
セッ トするには、 default 形式のコマン ドを使用する必要があ り ます。

ステップ 9 description text

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
description Peer Router A
switch(config-router-neighbor)

（任意） ネイバーの説明を追加します。

ステップ 10 show bgp peer-session template-name

例 ：
switch(config-router-neighbor)# show bgp 
peer-session BaseSession

（任意） peer-policy テンプレー ト を表示します。

ステップ 11 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-neighbor)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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拡張 BGP の設定
手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. template peer-policy template-name 

4. （任意） advertise-active-only
5. （任意） maximum-prefix number
6. exit 
7. neighbor ip-address remote-as as-number 

8. address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {multicast | unicast}
9. inherit peer-policy template-name preference

10. （任意） show bgp peer-policy template-name

11. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router bgp autonomous-system-number

例 ：
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

BGP をイネーブルにして、 ローカル BGP スピー
カに自律システム番号を割り当てます。

ステップ 3 template peer-policy template-name

例 ：
switch(config-router)# template 

peer-policy BasePolicy
switch(config-router-ptmp)#

peer-policy テンプレー ト を作成します。

ステップ 4 advertise-active-only

例 ：
switch(config-router-ptmp)# 

advertise-active-only

（任意） アクテ ィブ ルート だけをピアにアドバタ
イズします。

ステップ 5 maximum-prefix number

例 ：
switch(config-router-ptmp)# 

maximum-prefix 20

（任意） このピアに認めるプレフ ィ ッ ク スの最大
数を設定します。

ステップ 6 exit

例 ：
switch(config-router-ptmp)# exit
switch(config-router)#

peer-policy テンプレー ト  コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードを終了します。
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適用されたテンプレー ト を確認するには、 show bgp neighbor コマン ドを使用します。

BGP peer-policy テンプレー ト を設定して、 BGP ピアに適用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)# template peer-session BasePolicy
switch(config-router-ptmp)# maximum-prefix 20
switch(config-router-ptmp)# exit
switch(config-router)# neighbor 192.168.1.1 remote-as 65535
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# inherit peer-policy BasePolicy
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

BGP peer テンプレートの設定

BGP peer テンプレー ト を設定する と、 1 つの再利用可能なコンフ ィギュレーシ ョ ン  ブロ ッ ク
で、 セッシ ョ ン属性とポ リ シー属性を結合する こ とができます。 peer テンプレー ト も、
peer-session または peer-policy テンプレー ト を継承できます。 ネイバーに設定した属性は、 ネイ
バーが BGP テンプレー ト から継承した属性よ り も優先されます。 ネイバーに設定できる  peer 
テンプレー トは 1 つだけですが、 peer テンプレー トは peer-session および peer-policy テンプ
レー ト を継承できます。

peer テンプレー トは、 eBGP マルチホップ TTL、 最大プレフ ィ ッ ク ス数、 ネクス ト ホップ セル
フ、 タ イマーなど、 セッシ ョ ン属性およびアド レス  ファ ミ リ属性をサポート します。

ステップ 7 neighbor ip-address remote-as as-number

例 ：
switch(config-router)# neighbor 
192.168.1.2 remote-as 65535
switch(config-router-neighbor)#

BGP ルーテ ィ ング用のネイバー コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを開始し、 ネイバー IP アド レ
スを設定します。

ステップ 8 address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | 
vpnv6}{multicast | unicast}

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

指定のアド レス  ファ ミ リに対しグローバル アド
レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを
開始します。

ステップ 9 inherit peer-policy template-name 

preference

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
inherit peer-policy BasePolicy 1

ピア  アド レス  ファ ミ リ設定に peer-policy テンプ
レー ト を適用し、 このピア  ポ リ シーのプ リ ファレ
ンス値を割り当てます。

ステップ 10 show bgp peer-policy template-name

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# show 
bgp peer-policy BasePolicy

（任意） peer-policy テンプレー ト を表示します。

ステップ 11 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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拡張 BGP の設定
はじめる前に 

BGP をイネーブルにします （「BGP の有効化」 （P.9-11） を参照）。

（注） テンプレー ト を編集する と きには、 ピアまたはテンプレート のレベルで no 形式のコマン ドを
使用する と、 テンプレー ト の設定を明示的に上書きできます。 属性をデフォル ト の状態に リ
セッ トするには、 default 形式のコマン ドを使用する必要があ り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. template peer template-name

4. inherit peer-session template-name

5. address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6}{multicast | unicast}
6. inherit peer template-name

7. exit
8. timers keepalive hold

9. exit
10. neighbor ip-address remote-as as-number

11. inherit peer template-name

12. timers keepalive hold

13. （任意） show bgp peer-template template-name

14. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router bgp autonomous-system-number

例 ：
switch(config)# router bgp 65535

BGP モードを開始し、 ローカル BGP スピーカに
自律システム番号を割り当てます。

ステップ 3 template peer template-name

例 ：
switch(config-router)# template peer 

BasePeer
switch(config-router-neighbor)#

peer テンプレー ト  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。
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ステップ 4 inherit peer-session template-name

例 ：
switch(config-router-neighbor)# inherit 
peer-session BaseSession

（任意） peer テンプレー ト で peer-session テンプ
レー ト を継承します。

ステップ 5 address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | 
vpnv6}{multicast | unicast}

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# 

（任意） 指定のアド レス  ファ ミ リに対しグローバ
ル アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードを設定します。

ステップ 6 inherit peer template-name 

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
inherit peer BasePolicy 

（任意） ネイバー アド レス  ファ ミ リ設定に peer テ
ンプレー ト を適用します。

ステップ 7 exit

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# exit
switch(config-router-neighbor)#

BGP ネイバー アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを終了します。

ステップ 8 timers keepalive hold

例 ：
switch(config-router-neighbor)# timers 

45 100

（任意） ピアに BGP タ イマー値を追加します。

これらの値によって、 peer-session テンプレー ト 、
BaseSession のタイマー値が上書き されます。

ステップ 9 exit

例 ：
switch(config-router-neighbor)# exit
switch(config-router)# 

BGP peer テンプレー ト  コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードを終了します。

ステップ 10 neighbor ip-address remote-as as-number

例 ：
switch(config-router)# neighbor 
192.168.1.2 remote-as 65535
switch(config-router-neighbor)#

BGP ルーテ ィ ング用のネイバー コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを開始し、 ネイバー IP アド レ
スを設定します。

ステップ 11 inherit peer template-name

例 ：
switch(config-router-neighbor)# inherit 
peer BasePeer

peer テンプレー ト を継承します。

ステップ 12 timers keepalive hold

例 ：
switch(config-router-neighbor)# timers 

60 120

（任意） このネイバーに BGP タ イマー値を追加し
ます。

これらの値によって、 peer テンプレー トおよび 
peer-session テンプレー ト のタ イマー値が上書き
されます。

コマンド 目的
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拡張 BGP の設定
適用されたテンプレー ト を確認するには、 show bgp neighbor コマン ドを使用します。

BGP peer テンプレー ト を設定して、 BGP ピアに適用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)# template peer BasePeer
switch(config-router-neighbor)# inherit peer-session BaseSession
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# inherit peer-policy BasePolicy 1
switch(config-router-neighbor-af)# exit
switch(config-router-neighbor)# exit
switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2 remote-as 65535
switch(config-router-neighbor)# inherit peer BasePeer
switch(config-router-neighbor)# copy running-config startup-config

プレフ ィ ックス ピアリングの設定

BGP では IPv4 および IPv6 の両方のプレフ ィ ッ ク スを使用して、 ピア  セッ ト を定義できます。
この機能を使用する と、 各ネイバーを設定に追加する必要があ り ません。

プレフ ィ ッ ク ス  ピア リ ングを定義する場合は、 プレフ ィ ッ ク ス と と もに リモー ト  AS 番号を指
定する必要があ り ます。 プレフ ィ ッ ク ス  ピア リ ングが設定されている許容最大ピア数を超えな
い場合、 BGP はプレフ ィ ッ ク スおよび自律システムから接続するピアを受け付けます。

プレフ ィ ッ ク ス  ピア リ ングに含まれている  BGP ピアが切断される と、 Cisco NX-OS は定義さ
れているプレフ ィ ッ ク ス  ピア  タ イムアウ ト値まで、 ピア構造を維持します。 この場合、 その
プレフ ィ ッ ク ス  ピア リ ングのすべてのスロ ッ ト を他のピアが使い果たした結果、 ブロ ッ ク され
る とい う危険性を伴わずに、 確立されたピアの リ セッ ト または再接続が可能にな り ます。

BGP プレフ ィ ク ス  ピア リ ング  タ イムアウ ト値を設定するには、 ネイバー コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

ステップ 13 show bgp peer-template template-name

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# show 
bgp peer-template BasePeer

（任意） peer テンプレー ト を表示します。

ステップ 14 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

コマンド 目的

timers prefix-peer-timeout value

例 ：
switch(config-router-neighbor)# timers 
prefix-peer-timeout 120

プレフ ィ ッ ク ス  ピア リ ングのタイムアウ ト値
を設定します。 指定できる範囲は 0 ～ 1200 秒
です。 デフォル ト値は 30 です。
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ピアの最大数を設定するには、 ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使
用します。

最大 10 のピアを受け付けるプレフ ィ ッ ク ス  ピア リ ングの設定例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)# timers prefix-peer-timeout 120
switch(config-router)# neighbor 10.100.200.0/24 remote-as 65535
switch(config-router-neighbor)# maximum-peers 10
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

所定のプレフ ィ ッ ク ス  ピア リ ングの設定の詳細と と もに、 現在受け付けられているインスタン
スの リ ス ト 、 アクテ ィブ ピア数、 最大同時ピア数、 および受け付けたピアの合計数を表示する
には、 show ip bgp neighbor コマン ドを使用します。

BGP 認証の設定

MD5 ダイジェス ト を使用して、 ピアからのルート  アップデート を認証するよ うに BGP を設定
できます。

MD5 認証を使用するよ うに BGP を設定するには、 ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで
次のコマン ドを使用します。

BGP セッシ ョ ンのリセッ ト

BGP のルート  ポ リ シーを変更した場合は、 関連付けられた BGP ピア  セッシ ョ ンを リ セッ トす
る必要があ り ます。 BGP ピアがルート  リ フレ ッシュをサポート しない場合は、 着信ポ リ シー 
変更に関する ソフ ト再構成を設定できます。 Cisco NX-OS は自動的に、 セッシ ョ ンのソフ ト  リ
セッ ト を試みます。

ソフ ト再構成着信を設定するには、 ネイバー アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドで次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

maximum-peers value

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
maximum-peers 120

このプレフ ィ ッ ク ス  ピア リ ングの最大ピア数
を設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 1000 で
す。

コマンド 目的

password [0 | 3 | 7] string

例 ：
switch(config-router-neighbor)# password 
BGPpassword

MGP ネイバー セッシ ョ ンの MD5 パスワード
を設定します。
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BGP ネイバー セッシ ョ ンを リ セッ トするには、 任意のモードで次のコマン ドを使用します。

ネクストホップ アドレスの変更

次の方法で、 ルート  アドバタ イズ メ ン ト で使用するネクス ト ホップ アド レスを変更できます。

• ネクス ト ホップ計算をディセーブルにして、 ローカル BGP スピーカ  アド レスをネクス ト
ホップ アド レス と して使用します。

• ネクス ト ホップ アド レスをサードパーテ ィ  アド レス と して設定します。 この機能は、 元の
ネクス ト ホップ アド レスがルート の送り先のピアと同じサブネッ ト上にある場合に使用し
ます。 この機能を使用する と、 フォワーディ ング時に余分なホップを節約できます。

ネクス ト ホップ アド レス  ト ラ ッキングを変更するには、 アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

soft-reconfiguration inbound 

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
soft-reconfiguration inbound

着信 BGP ルート  アップデート を格納するため
に、 ソフ ト再構成をイネーブルにします。 こ
のコマン ドによって、 BGP ネイバー セッシ ョ
ンの自動ソフ ト  ク リ アまたは リ フレ ッシュが
開始されます。

コマンド 目的

clear bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} 
{unicast | multicast} ip-address soft {in 
| out}

例 ：
switch# clear bgp ip unicast 192.0.2.1 
soft in

TCP セッシ ョ ンを切断しないで、 BGP セッ
シ ョ ンを リ セッ ト します。

コマンド 目的

next-hop-self

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
next-hop-self

ルート  アップデート のネクス ト ホップ アド レ
ス と して、 ローカル BGP スピーカ  アド レスを
使用します。 このコマン ドによって、 BGP ネ
イバー セッシ ョ ンの自動ソフ ト  ク リ アまたは
リ フレ ッシュが開始されます。

next-hop-third-party

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
next-hop-third-party

ネクス ト ホップ アド レスをサードパーテ ィ  ア
ド レス と して設定します。 このコマン ドは、
next-hop-self を設定されていないシングル
ホップ EBGP ピアに使用します。
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BGP ネクストホップ アドレス ト ラ ッキングの設定

BGP ネクス ト ホップ アド レス  ト ラ ッキングはデフォル ト でイネーブルであ り、 ディセーブル
にする こ とができません。

BGP ネクス ト ホップ ト ラ ッキングのパフォーマンスを向上するために、 RIB チェ ッ ク間の遅延
インターバルを変更できます。

BGP ネクス ト ホップ アド レス  ト ラ ッキングを変更するには、 アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

ネクストホップ フ ィルタ リングの設定

BGP ネクス ト ホップ フ ィルタ リ ングを使用する と、 RIB でネクス ト ホップ アド レスがチェ ッ
ク される と きにそのネクス ト ホップ アド レスの基盤となるルート がルート  マップを経由しま
す。 ルート  マップでそのルート が拒否される と、 ネク ス ト ホップ アド レスは到達不能と して
扱われます。

BGP は、 ルート  ポ リ シーによって拒否されたすべてのネクス ト ホップを無効である とマーク
し、 無効なネクス ト ホップ アド レスを使用するルート についてベス ト  パスを計算しません。

BGP ネクス ト ホップ フ ィルタ リ ングを設定するには、 アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

セッシ ョ ンがダウンした場合のネクストホップ グループの縮小

セッシ ョ ンがダウンしたと きに迅速な方法で ECMP グループを縮小するよ うに BGP を設定で
きます。

この機能は、 次の BGP パス障害イベン ト に適用されます。

• 1 つまたは複数のレイヤ 3 リ ンクの障害

• ラ インカード障害

• BGP ネイバーの BFD 障害検出

コマンド 目的

nexthop trigger-delay {critical | 
non-critical} milliseconds

例 ：
switch(config-router-af)# nexthop 
trigger-delay critical 5000

ク リ テ ィ カルなネクス ト ホップの到達可能性
ルートおよび非ク リ テ ィ カルなルート につい
て、 ネクス ト ホップ アド レス  ト ラ ッキングの
遅延タイマーを指定します。 指定できる範囲
は 1 ～ 4294967295 ミ リ秒です。 ク リ テ ィ カル 
タ イマーのデフォル トは 3000 です。 非ク リ
テ ィ カル タ イマーのデフォル トは 10000 です。

コマンド 目的

nexthop route-map name

例 ：
switch(config-router-af)# nexthop 
route-map nextHopLimits

BGP ネクス ト ホップ ルート が一致するルート  
マップを指定します。 63 文字以内の英数字の
ス ト リ ング （大文字と小文字を区別） で指定
します。
10-26
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 10 章      拡張 BGP の設定

拡張 BGP の設定
（注） BFDv6 は現在サポート されていません。

• BGP ネイバーの管理上のシャ ッ ト ダウン （shutdown コマン ドを使用）

最初の 2 つのイベン ト （レイヤ 3 リ ンク障害と ラ インカード障害） の迅速な処理はデフォル ト
でイネーブルになっており、 イネーブルにするためのコンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドは必要
あ り ません。

最後の 2 つのイベン ト の迅速な処理を設定するには、ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで
次のコマン ドを使用します。

機能ネゴシエーショ ンのディセーブル化

機能ネゴシエーシ ョ ンをディセーブルにする と、 機能ネゴシエーシ ョ ンをサポート しない古い 
BGP ピアとの相互運用が可能です。

機能ネゴシエーシ ョ ンをディセーブルにするには、 ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モード
で次のコマン ドを使用します。

BGP 追加パスの設定

BGP は、 プレフ ィ ッ ク スご との複数パスの送受信と、 このパスのアドバタ イジングをサポート
します。 こ こでは、 次の内容について説明します。

• 「追加パスの送受信機能のアドバタ イズ」 （P.10-28）

• 「追加パスの送受信の設定」 （P.10-28）

• 「ア ドバタ イズされたパスの設定」 （P.10-29）

• 「追加パス選択の設定」 （P.10-30）

コマンド 目的

neighbor-down fib-accelerate

例 ：
switch(config-router)# neighbor-down 
fib-accelerate

BGP セッシ ョ ンがダウンするたびに、 すべて
のネクス ト ホップ グループ （ECMP グループ
と単一のネクス ト ホップ ルート ） から対応す
る次のネクス ト  ホップを取り消します。

（注） このコマンドは、 IPv4 と  IPv6 の両方のア
ドレスファ ミ リ  ルートに適用されます。

コマンド 目的

dont-capability-negotiate

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
dont-capability-negotiate

機能ネゴシエーシ ョ ンをディセーブルにしま
す。 このコマン ドの設定後、 BGP セッシ ョ ン
を手動で リ セッ トする必要があ り ます。
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追加パスの送受信機能のアドバタイズ

BGP ピア間の追加パスの送受信機能をアドバタ イズするよ うに BGP を設定できます。 これを
行うには、 ネイバー アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用
します。

BGP ピアに追加のパスを送受信する機能をアドバタ イズする  BGP の設定例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 100
switch(config-router)# neighbor 10.131.31.2 remote-as 100
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# capability additional-paths send
switch(config-router-neighbor-af)# capability additional-paths receive

追加パスの送受信の設定

BGP ピア間の追加パスの送受信機能を設定できます。 これを行うには、 アド レス  ファ ミ リ  コ
ンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

[no] capability additional-paths send 
[disable]

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
capability additional-paths send

BGP ピアに追加パスを送信する機能をアドバ
タイズします。 disable オプシ ョ ンは、 追加パ
ス送信機能のアドバタイズをディセーブルに
します。

このコマン ドの no 形式は、 追加パスの送信機
能をディセーブルにします。 

[no] capability additional-paths receive 
[disable]

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
capability additional-paths receive

BGP ピアから追加パスを受信する機能をアド
バタイズします。 disable オプシ ョ ンは、 追加
パス受信機能のアドバタイズをディセーブル
にします。

このコマン ドの no 形式は、 追加パスの受信機
能をディセーブルにします。 

show bgp neighbor

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# show 
bgp neighbor

ローカル ピアが リ モー ト  ピアへの追加パス送
受信機能をアドバタイズしたかを表示します。

コマンド 目的

[no] additional-paths send

例 ：
switch(config-router-af)# additional-paths 
send

機能がディセーブルになっていないこのアド
レス  ファ ミ リ で、 すべてのネイバーの追加パ
スの送信機能をイネーブルにします。

このコマン ドの no 形式を使用する と、 送信機
能がディセーブルにな り ます。
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機能がディセーブルになっていない指定されたアド レス  ファ ミ リ で、 すべてのネイバーの追加
パスの受信機能をイネーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 100
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast 
switch(config-router-af)# additional-paths send
switch(config-router-af)# additional-paths receive

アドバタイズされたパスの設定

BGP にアドバタイズされたパスを指定できます。 これを行うには、 ルート  マップ コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

すべてのパスが指定されたプレフ ィ ッ クスにアドバタイズされるよ うに指定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# route-map PATH_SELECTION_RMAP
switch(config-route-map)# match ip address prefix-list p1
switch(config-route-map)# set path-selection all advertise

[no] additional-paths receive

例 ：
switch(config-router-af)# additional-paths 
receive

機能がディセーブルになっていないこのアド
レス  ファ ミ リ で、 すべてのネイバーの追加パ
スの受信機能をイネーブルにします。

このコマン ドの no 形式を使用する と、 受信機
能がディセーブルにな り ます。

show bgp neighbor

例 ：
switch(config-router-af)# show bgp 
neighbor

ローカル ピアが リ モー ト  ピアへの追加パス送
受信機能をアドバタイズしたかを表示します。

コマンド 目的

コマンド 目的

[no] set ip next-hop unchanged

例 ：
switch(config-route-map)# set ip next-hop 
unchanged

不変のネク ス ト  ホ ップ  IP ア ド レスを指定し
ます。

[no] set path-selection all advertise

例 ：
switch(config-route-map)# set 
path-selection all advertise

すべてのパスが指定されたプレフ ィ ッ ク スに
アドバタイズされるよ うに指定します。

このコマン ドの no 形式は、 最適パスだけがア
ドバタイズされるよ うに指定します。

show bgp {ipv4 | ipv6} unicast [ip-address 
| ipv6-prefix] [vrf vrf-name]

例 ：
switch(config-route-map)# show bgp ipv4 
unicast

プレフ ィ ッ クスの追加パスのパス  ID と これらの
パスのアドバタイズメン ト情報を表示します。
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追加パス選択の設定

プレフ ィ ッ ク スに追加のパスを選択する機能を設定できます。 これを行うには、 アド レス  ファ
ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

指定されたアド レス  ファ ミ リ で追加パス選択を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 100
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast 
switch(config-router-af)# additional-paths selection route-map PATH_SELECTION_RMAP

eBGP の設定

こ こでは、 次の内容について説明します。

• 「eBGP シングルホップ チェ ッ クのディセーブル化」 （P.10-30）

• 「eBGP マルチホップの設定」 （P.10-31）

• 「高速外部フォールオーバーのディセーブル化」 （P.10-31）

• 「AS パス属性の制限」 （P.10-31）

• 「ローカル AS サポート の設定」 （P.10-32）

eBGP シングルホップ チェ ックのディセーブル化

シングルホップ eBGP ピアがローカル ルータに直接接続されているかど うかのチェ ッ ク機能を
ディセーブルにするよ うに、 eBGP を設定できます。 このオプシ ョ ンは、 直接接続されたス
イ ッチ間のシングルホップ ループバッ ク  eBGP セッシ ョ ンの設定に使用します。

シングルホップ eBGP ピアが直接接続されているかど うかのチェ ッ クをディセーブルにするに
は、 ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

[no] additional-paths selection route-map 
map-name

例 ：
switch(config-router-af)# additional-paths 
selection route-map map1

プレフ ィ ッ ク スに追加のパスを選択する機能
を設定します。

このコマン ドの no 形式は、 追加パス選択機能
をディセーブルにします。

show bgp {ipv4 | ipv6} unicast [ip-address 
| ipv6-prefix] [vrf vrf-name]

例 ：
switch(config-route-af)# show bgp ipv4 
unicast

プレフ ィ ッ クスの追加パスのパス  ID と これらの
パスのアドバタイズメン ト情報を表示します。

コマンド 目的

disable-connected-check 

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
disable-connected-check

シングルホップ eBGP ピアが直接接続されてい
るかど うかのチェ ッ クをディセーブルにしま
す。 このコマン ドの使用後、 BGP セッシ ョ ン
を手動で リ セッ トする必要があ り ます。
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eBGP マルチホップの設定

eBGP マルチホップをサポートする  eBGP 存続可能時間 （TTL） 値を設定できます。 eBGP ピア
は状況によって、 別の eBGP ピアに直接接続されず、 リモー ト  eBGP ピアに到達するために複
数のホップを必要と します。 ネイバー セッシ ョ ンに eBGP TTL 値を設定する と、 このよ う なマ
ルチホップ セッシ ョ ンが可能にな り ます。

eBGP マルチホップを設定するには、 ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ド
を使用します。

高速外部フォールオーバーのディセーブル化

Cisco NX-OS デバイスは、 すべての VRF のネイバーおよびアド レス  ファ ミ リ （IPv4 または 
IPv6） の高速外部フォールオーバーをデフォル ト でサポート します。 通常、 BGP ルータ と直接
接続 eBGP ピア間の接続が失われる と、 ピアとの eBGP セッシ ョ ンを リ セッ トする こ とによっ
て、 BGP が高速外部フォールオーバーを開始します。 この高速外部フォールオーバーをディ
セーブルにする と、 リ ンク  フラ ップが原因の不安定さを制限できます。

高速外部フォールオーバーをディセーブルにするには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドで次のコマン ドを使用します。

AS パス属性の制限

AS パス属性で自律システム番号が非常に高いルート を廃棄するよ うに eBGP を設定できます。

AS パス属性で AS 番号が非常に高いルート を廃棄するには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードで次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

ebgp-multihop ttl-value

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
ebgp-multihop 5

eBGP マルチホップの eBGP TTL を設定しま
す。指定できる範囲は 2 ～ 255 です。 このコマ
ン ドの使用後、 BGP セッシ ョ ンを手動で リ
セッ トする必要があ り ます。

コマンド 目的

no fast-external-fallover

例 ：
switch(config-router)# no 
fast-external-fallover

eBGP ピアの高速外部フォールオーバーをディ
セーブルにします。 このコマン ドは、 デフォ
ル ト でイネーブルになっています。

コマンド 目的

maxas-limit number

例 ：
switch(config-router)# maxas-limit 50

AS パス  セグ メ ン ト の番号が指定された上限を
超えている  eBGP ルート を廃棄します。 指定で
きる範囲は 1 ～ 2000 です。
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ローカル AS サポートの設定

ローカル AS 機能では、 ルータが実際の AS に加えて、 別の自律システム （AS） の メ ンバであ
るよ うに見せる こ とができます。 ローカル AS を使用する と、 ピア リ ングの調整を変更せずに 
2 つの ISP をマージできます。 マージされた  ISP 内のルータは、 新しい自律システムのメ ンバ
にな り ますが、 使用者に対しては古い自律システム番号を使用し続けます。

この機能は、 正しい eBGP ピアにしか使用できません。 別のコンフェデレーシ ョ ンのサブ自律
システムのメ ンバである  2 ピアに対しては、 この機能は使用できません。

eBGP ローカル AS のサポート を設定するには、 ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次
のコマン ドを使用します。

次に、 VRF のローカル AS サポート を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 1
switch(config-router)# vrf test
switch(config-router-vrf)# local-as 1
switch(config-router-vrf)# show running-config bgp

AS 連合の設定

AS 連合を設定するには、 連合識別情報を指定する必要があ り ます。 AS 連合内の自律システム  
グループは、 自律システム番号と して連合 ID を持つ、 1 つの自律システム と して外部で認識さ
れます。

BGP 連合 ID を設定するには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用し
ます。 

AS 連合に所属する自律システムを設定するには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次
のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

local-as number [no-prepend [replace-as 
[dual-as]]]

例 ：
switch(config-router-neighbor)# local-as 
1.1

ローカルの AS 番号を  AS_PATH 属性に追加す
るために eBGP を設定します。 AS 番号は 16 
ビッ ト整数または 32 ビッ ト整数にできます。
上位 16 ビッ ト  10 進数と下位 16 ビッ ト  10 進数
による  xx.xx とい う形式です。

コマンド 目的

confederation identifier as-number

例 ：
switch(config-router)# confederation 
identifier 4000

AS 連合を表す連合 ID を設定します。 このコ
マン ドによって、 BGP ネイバー セッシ ョ ンの
自動通知およびセッシ ョ ン  リ セッ ト が開始さ
れます。
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ルート  リフレクタの設定

ルート  リ フレ ク タ と して動作するローカル BGP スピーカに対するルート  リ フレ ク タ  ク ラ イア
ン ト と して、 iBGP ピアを設定できます。 ルート  リ フレ ク タ とそのク ラ イアン ト がと もにク ラ
スタを形成します。 ク ラ イアン ト からなる ク ラスタには通常、 ルート  リ フレ ク タが 1 つ存在し
ます。 このよ う な状況では、 ルート  リ フレ ク タのルータ  ID でク ラスタを識別します。 ネッ ト
ワークの冗長性を高め、 シングル ポイン ト障害を回避するために、 複数のルート  リ フレ ク タ
からなる ク ラスタを設定できます。 ク ラスタ内のすべてのルート  リ フレ ク タは、 同じ  4 バイ ト  
ク ラスタ  ID で設定する必要があ り ます。 これは、 ルー ト  リ フレ ク タが同じ ク ラスタ内のルー
ト  リ フレ ク タからのアップデート を認識できるよ うにするためです。

はじめる前に 

BGP をイネーブルにします （「BGP の有効化」 （P.9-11） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number 

3. cluster-id cluster-id

4. address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast | multicast}
5. （任意） client-to-client reflection
6. exit 
7. neighbor ip-address remote-as as-number

8. address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast | multicast}
9. route-reflector-client 

10. （任意） show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast | multicast} neighbors
11. （任意） copy running-config startup-config

コマンド 目的

bgp confederation peers as-number 
[as-number2...] 

例 ：
switch(config-router)# bgp confederation 
peers 5 33 44

連合に所属する自律システムの リ ス ト を指定
します。 このコマン ドによって、 BGP ネイ
バー セッシ ョ ンの自動通知およびセッシ ョ ン  
リ セッ ト が開始されます。
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手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始
します。

ステップ 2 router bgp as-number

例 ：
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

BGP モードを開始し、 ローカル BGP スピーカに自
律システム番号を割り当てます。

ステップ 3 cluster-id cluster-id 

例 ：
switch(config-router)# cluster-id 
192.0.2.1

ク ラスタに対応するルート  リ フレ ク タの 1 つと し
て、 ローカル ルータを設定します。 ク ラスタを識別
する ク ラスタ  ID を指定します。 このコマン ドに
よって、 BGP ネイバー セッシ ョ ンの自動ソフ ト  ク
リ アまたは リ フレ ッシュが開始されます。

ステップ 4 address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | 
vpnv6} {unicast | multicast}

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

指定のアド レス  ファ ミ リ に対しルータ  アド レス  
ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始し
ます。

ステップ 5 client-to-client reflection

例 ：
switch(config-router-af)# 
client-to-client reflection

（任意） ク ラ イアン ト間のルート  リ フレ クシ ョ ンを
設定します。 この機能は、 デフォル ト でイネーブル
にされています。 このコマン ドによって、 BGP ネイ
バー セッシ ョ ンの自動ソフ ト  ク リ アまたは リ フ
レ ッシュが開始されます。

ステップ 6 exit

例 ：
switch(config-router-neighbor)# exit
switch(config-router)# 

ルータ  アド レス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを
終了します。

ステップ 7 neighbor ip-address remote-as 
as-number

例 ：
switch(config-router)# neighbor 
192.0.2.10 remote-as 65535
switch(config-router-neighbor)#

リ モー ト  BGP ピアの IP アド レスおよび AS 番号を
設定します。

ステップ 8 address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | 
vpnv6}{unicast | multicast}

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

指定のアド レス  ファ ミ リ に対応しネイバー アド レ
ス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始
します。

ステップ 9 route-reflector-client

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
route-reflector-client

BGP ルート  リ フレク タ と してデバイスを設定し、 そ
のク ライアン ト と してネイバーを設定します。 この
コマンドによって、 BGP ネイバー セッシ ョ ンの自動
通知およびセッシ ョ ン リ セッ トが開始されます。
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次に、 ルート  リ フレ ク タ と してルータを設定し、 ク ラ イアン ト と してネイバーを  1 つ追加する
例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.10 remote-as 65535
switch(config-router-neighbor)# address-family ip unicast
switch(config-router-neighbor-af)# route-reflector-client
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

 アウトバウンド  ルート  マップを使用した、 反映されたルートのネク
スト  ホップの設定

アウ トバウン ド  ルート  マップを使用して、 BGP ルート  リ フレ ク タの反映されたルート のネク
ス ト  ホップを変更できます。 ネクス ト ホップ アド レス と してピアのローカル アド レスを指定
するため、 アウ トバウン ド  ルート  マップを設定できます。

（注） next-hop-self コマン ドは、 ルート  リ フレ ク タによってク ラ イアン ト に反映されるルー ト に対す
る この機能を有効にしません。 この機能は、 アウ トバウン ド  ルート  マップを使用した場合に
だけイネーブルにできます。

はじめる前に 

BGP をイネーブルにします （「BGP の有効化」 （P.9-11） を参照）。

アド レス  ファ ミ リ固有のネクス ト  ホップ アド レスを設定するには、 set next-hop コマン ドを入
力する必要があ り ます。 たとえば、 IPv6 アド レス  ファ ミ リには、 set ipv6 next-hop 
peer-address コマン ドを入力します。

• ルート  マップを使用して  IPv4 ネクス ト  ホップを設定する場合 ： set ip next-hop 
peer-address がルート  マップに一致する場合、 ネクス ト  ホップはピアのローカル アド レス
に設定されます。 ネクス ト  ホップがルート  マップで設定されていない場合、 ネクス ト  
ホップはパスに保存されているネクス ト  ホップに設定されます。

• ルート  マップを使用して IPv6 ネクス ト  ホップを設定する場合：set ipv6 next-hop peer-address 
がルート  マップに一致する場合、 ネクス ト  ホップは次のとおり設定されます。

– IPv6 ピアでは、 ネクス ト  ホップはピアのローカル IPv6 アド レスに設定されます。

– IPv4 ピアでは、 update-source が設定されている場合、 ネクス ト  ホップは、 も しあれ
ば、 発信元インターフェイスの IPv6 アド レスに設定されます。 IPv6 アド レスが設定さ
れていない場合、 ネクス ト  ホップは設定されません。

ステップ 10 show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} 
{unicast | multicast} neighbors

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
show bgp ip unicast neighbors

（任意） BGP ピアを表示します。

ステップ 11 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
copy running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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– IPv4 ピアでは、 update-source が設定されていない場合、 ネクス ト  ホップは、 も しあれ
ば、 発信インターフェイスの IPv6 アド レスに設定されます。 IPv6 アド レスが設定され
ていない場合、 ネクス ト  ホップは設定されません。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number 

3. neighbor ip-address remote-as as-number

4. （任意） update-source interface number
5. address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast | multicast}
6. route-reflector-client 
7. route-map map-name out
8. （任意） show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast | multicast} neighbors
9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始
します。

ステップ 2 router bgp as-number

例 ：
switch(config)# router bgp 200
switch(config-router)#

BGP モードを開始し、 ローカル BGP スピーカに自
律システム番号を割り当てます。

ステップ 3 neighbor ip-address remote-as 
as-number

例 ：
switch(config-router)# neighbor 
192.0.2.12 remote-as 200
switch(config-router-neighbor)#

リ モー ト  BGP ピアの IP アド レスおよび AS 番号を
設定します。

ステップ 4 update-source interface number

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
update-source loopback 300

（任意） BGP セッシ ョ ンの送信元を指定し、 更新し
ます。

ステップ 5 address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | 
vpnv6}{unicast | multicast}

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

指定のアド レス  ファ ミ リ に対しルータ  アド レス  
ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始し
ます。
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アウ トバウン ド  ルート  マップを使用して、 BGP ルート  リ フレ ク タの反映されたルート のネク
ス ト  ホップを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 300
switch(config-if)# ip address 192.0.2.11/32
switch(config-if)# ipv6 address 2001::a0c:1a65/64
switch(config-if)# ip router ospf 1 area 0.0.0.0
switch(config-if)# exit
switch(config)# route-map setrrnh permit 10
switch(config-route-map)# set ip next-hop peer-address
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# route-map setrrnhv6 permit 10
switch(config-route-map)# set ipv6 next-hop peer-address
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# router bgp 200
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.12 remote-as 200
switch(config-router-neighbor)# update-source loopback 300
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# route-reflector-client
switch(config-router-neighbor-af)# route-map setrrnh out
switch(config-router-neighbor-af)# exit
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# route-reflector-client
switch(config-router-neighbor-af)# route-map setrrnhv6 out

ルート  ダンプニングの設定

iBGP ネッ ト ワーク上でのルート  フラ ップの伝播を最小限に抑えるために、 ルート  ダンプニン
グを設定できます。

ステップ 6 route-reflector-client

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
route-reflector-client

BGP ルート  リ フレク タ と してデバイスを設定し、 そ
のク ライアン ト と してネイバーを設定します。 この
コマンドによって、 BGP ネイバー セッシ ョ ンの自動
通知およびセッシ ョ ン リ セッ トが開始されます。

ステップ 7 route-map map-name out

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
route-map setrrnh out

発信ルートに設定された BGP ポリシーを適用します。

ステップ 8 show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} 
{unicast | multicast} [ip-address | 
ipv6-prefix] route-map map-name [vrf 
vrf-name]

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
show bgp ipv4 unicast route-map 
setrrnh

（任意） ルー ト  マップと一致する  BGP ルート を表示
します。

ステップ 9 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
copy running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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ルート  ダンプニングを設定するには、 アド レス  ファ ミ リ または VRF アド レス  ファ ミ リ  コン
フ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

ロード  シェアリングおよび ECMP の設定

等コス ト  マルチパス  ロード  バランシング用に BGP がルート  テーブルに追加するパスの最大数
を設定できます。

パスの最大数を設定するには、 ルータ  アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次
のコマン ドを使用します。

最大プレフ ィ ックス数の設定

BGP が BGP ピアから受け取る こ とのできるプレフ ィ ッ ク スの最大数を設定できます。 任意で、
プレフ ィ ッ ク ス数がこの値を超えた場合に、 BGP に警告メ ッセージを生成させる、 またはピア
との BGP セッシ ョ ンを切断させる こ と を設定できます。

BPG ピアに認めるプレフ ィ ッ ク スの最大数を設定するには、 ネイバー アド レス  ファ ミ リ  コン
フ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

dampening [{half-life reuse-limit 
suppress-limit max-suppress-time | 
route-map map-name}]

例 ：
switch(config-router-af)# dampening 
route-map bgpDamp

機能ネゴシエーシ ョ ンをディセーブルにしま
す。 パラ メータ値は次のとおりです。

• half-life ： 指定できる範囲は 1 ～ 45 です。

• reuse-limit ： 指定できる範囲は 1 ～ 20000 
です。

• suppress-limit ： 指定できる範囲は 1 ～ 
20000 です。

• max-suppress-time ： 指定できる範囲は 1 ～ 
255 です。

コマンド 目的

maximum-paths [ibgp] maxpaths

例 ：
switch(config-router-af)# maximum-paths 8

ロード  シェア リ ング用の等コス ト  パスの最大
数を設定します。 デフォル トは 1 です。
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ダイナミ ック機能の設定

BGP ピアのダイナ ミ ッ ク機能を設定できます。

ダイナ ミ ッ ク機能を設定するには、 ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ド
を使用します。

コマンド 目的

maximum-prefix maximum [threshold] 
[restart time | warning-only]

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
maximum-prefix 12

ピアからのプレフ ィ ッ ク スの最大数を設定し
ます。 パラ メータの範囲は次のとおりです。

• maximum ： 指定できる範囲は 1 ～ 300000 
です。

• threshold ： 指定できる範囲は 1 ～ 100% で
す。 デフォル トは 75% です。

• time ： 指定できる範囲は 1 ～ 65535 分です。

このコマン ドによって、 プレフ ィ ッ ク ス限度
を超えた場合に、 BGP ネイバー セッシ ョ ンの
自動通知およびセッシ ョ ン  リ セッ ト が開始さ
れます。

コマンド 目的

dynamic-capability 

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
dynamic-capability

ダイナ ミ ッ ク機能をイネーブルにします。 こ
のコマン ドによって、 BGP ネイバー セッシ ョ
ンの自動通知およびセッシ ョ ン  リ セッ ト が開
始されます。
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集約アドレスの設定

BGP ルート  テーブルの集約アド レス  エン ト リ を設定できます。

集約アド レスを設定するには、 ルータ  アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次
のコマン ドを使用します。

 

BGPルートの抑制

新し く学習された BGP ルート が転送情報ベース （FIB） によ り確認され、 ハード ウェアでプロ
グラ ミ ングされた後にのみ、 これらのルート をアドバタ イズするよ うに Cisco NX-OS を設定で
きます。 ルート がプログラ ミ ングされた後は、 これらのルート に対する以降の変更にはこの
ハード ウェア  プログラ ミ ングのチェ ッ クは必要あ り ません。

BGP ルート を抑制するには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用し
ます。

 

コマンド 目的

aggregate-address ip-prefix/length 
[as-set] [summary-only] [advertise-map 
map-name] [attribute-map map-name] 
[suppress-map map-name]

例 ：
switch(config-router-af)# 
aggregate-address 192.0.2.0/8 as-set

集約アド レスを作成します。 このルート に関
してアドバタイズされるパスは、 集約されて
いるすべてのパスに含まれるすべての要素か
らなる、 自律システム  セッ ト です。

• as-set キーワードで、自律システム  セッ ト  
パス情報および関係するパスに基づく コ
ミ ュニテ ィ情報が生成されます。

• summary-only キーワードによって、 アッ
プデートから固有性の強いルートがすべて
フ ィルタ リ ングされます。

• advertise-map キーワードおよび引数では、
選択されたルート から属性情報を選択する
ためのルート  マップを指定します。

• attribute-map キーワードおよび引数では、
集約から属性情報を選択するためのルート  
マップを指定します。

• suppress-map キーワードおよび引数に
よって、 固有性の強いルート を条件付きで
フ ィルタ リ ングします。

コマンド 目的

suppress-fib-pending

例 ：
switch(config-router)#
suppress-fib-pending

新し く学習された BGP ルート （IPv4 または 
IPv6） がハード ウェアでプログラ ミ ングされ
るまで、 ダウンス ト リームの BGP ネイバーに
アドバタイズされる こ と を抑制します。
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拡張 BGP の設定
BGP 条件付きアドバタイズメン トの設定

BGP がプロパゲートするルート を制限するよ うに BGP 条件付きアドバタ イズ メ ン ト を設定で
きます。 次の 2 つのルート  マップを定義します。

• アドバタイズ  マップ ： BGP が条件付きアドバタ イズ メ ン ト を考慮する前にルート が一致す
る必要のある条件を指定します。 このルート  マップには、 適切な  match 文を含める こ とが
できます。

• 存在マップまたは非存在マップ ： BGP がアドバタ イズ  マップに一致するルート をプロパ
ゲートする前に BGP テーブルに存在する必要のあるプレフ ィ ッ ク スを定義します。 非存在
マップは、 BGP がアドバタ イズ  マップに一致するルート をプロパゲートする前に BGP 
テーブルに存在してはならないプレフ ィ ッ ク スを定義します。 BGP は、 これらのルート  
マップでプレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト の match 文内にある  permit 文のみを処理します。

ルート が条件を渡さない場合、 そのルート が BGP テーブルにあれば BGP によってルート が取
り消されます。

はじめる前に 

BGP をイネーブルにします （「BGP の有効化」 （P.9-11） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number 

3. neighbor ip-address remote-as as-number 
4. address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast | multicast}
5. advertise-map adv-map {exist-map exist-rmap | non-exist-map nonexist-rmap}

6. （任意） show ip bgp neighbor
7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router bgp as-number

例 ：
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

BGP モードを開始し、 ローカル BGP スピーカに
自律システム番号を割り当てます。

ステップ 3 neighbor ip-address remote-as as-number

例 ：
switch(config-router)# neighbor 
192.168.1.2 remote-as 65534
switch(config-router-neighbor)#

BGP ルーテ ィ ング用のネイバー コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを開始し、 ネイバー IP アド レ
スを設定します。
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ステップ 4 address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | 
vpnv6} {unicast | multicast}

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
address-family ipv4 multicast
switch(config-router-neighbor-af)#

アド レスファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドに入り ます。

ステップ 5 advertise-map adv-map {exist-map 
exist-rmap | non-exist-map 
nonexist-rmap} 

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
advertise-map advertise exist-map exist

2 つの設定済みルート  マップに従い、 ルート を条
件付きでアドバタ イズするよ うに BGP を設定し
ます。

• adv-map ： BGP がルート を次のルート  マップ
に渡す前に、 そのルート が渡す必要のある  
match 文を使用してルート  マップを指定しま
す。 adv-map は、大文字と小文字が区別される  
63 文字以下の英数字文字列です。

• exist-rmap ：プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト の match 文
を使用してルート  マップを指定します。 BGP 
テーブル内のプレフ ィ ッ ク スは、 BGP がルー
ト をアドバタ イズする前に、 プレフ ィ ッ ク ス  
リ ス ト内のプレフ ィ ッ ク ス と一致する必要が
あ り ます。 exist-rmap は、 大文字と小文字が区
別される  63 文字以下の英数字文字列です。

• nonexist-rmap ： プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト の 
match 文を使用してルート  マップを指定しま
す。 BGP テーブル内のプレフ ィ ッ ク スは、
BGP がルート をアドバタ イズする前に、 プレ
フ ィ ッ ク ス  リ ス ト内のプレフ ィ ッ ク ス と一致
してはいけません。 nonexist-rmap は、 大文字
と小文字が区別される  63 文字以下の英数字文
字列です。

ステップ 6 show ip bgp neighbor

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# show 
ip bgp neighbor

（任意） BGP に関する情報、 および設定した条件
付きアドバタ イズ メ ン ト のルート  マップに関する
情報を表示します。

ステップ 7 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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次に、 BGP 条件付きアドバタイズ メ ン ト を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.2 remote-as 65534
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# advertise-map advertise exist-map exist
switch(config-router-neighbor-af)# exit
switch(config-router-neighbor)# exit
switch(config-router)# exit
switch(config)# route-map advertise
switch(config-route-map)# match as-path pathList
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# route-map exit
switch(config-route-map)# match ip address prefix-list plist
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# ip prefix-list plist permit 172.16.201.0/27

ルートの再配布の設定

別のルーテ ィ ング  プロ ト コルからのルーテ ィ ング情報を受け入れて、 BGP ネッ ト ワークを通
じてその情報を再配布するよ うに、 BGP を設定できます。 任意で、 再配布ルート のためのデ
フォル ト  ルート を割り当てる こ とができます。

はじめる前に 

BGP をイネーブルにします （「BGP の有効化」 （P.9-11） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number 

3. address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast | multicast}
4. redistribute {direct | {eigrp | isis | ospf | ospfv3 | rip} instance-tag | static} route-map map-name

5. （任意） default-metric value

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router bgp as-number

例 ：
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

BGP モードを開始し、 ローカル BGP スピーカに
自律システム番号を割り当てます。
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次に、 EIGRP を  BGP に再配布する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# redistribute eigrp 201 route-map Eigrpmap
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

マルチプロ ト コル BGP の設定

複数のアド レス  ファ ミ リ （IPv4 および IPv6 のユニキャス トおよびマルチキャス ト  ルート を含
む） をサポートするよ うに MP-BGP を設定できます。

はじめる前に 

BGP をイネーブルにします （「BGP の有効化」 （P.9-11） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number 

3. neighbor ip-address remote-as as-number

4. address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast | multicast}
5. （任意） copy running-config startup-config

ステップ 3 address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | 
vpnv6} {unicast | multicast}

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

アド レスファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドに入り ます。

ステップ 4 redistribute {direct | {eigrp | isis | 
ospf | ospfv3 | rip} instance-tag | 
static} route-map map-name

例 ：
switch(config-router-af)# redistribute 
eigrp 201 route-map Eigrpmap

他のプロ ト コルからのルート を  BGP に再配布し
ます。 ルート  マップの詳細については、 「ルー ト  
マップの設定」 （P.15-13） を参照して ください。

ステップ 5 default-metric value

例 ：
switch(config-router-af)# default-metric 
33

（任意） BGP へのデフォルト  ルート を作成します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-af)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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手順の詳細

次に、 ネイバーのマルチキャス ト  RPF に対して IPv4 および IPv6 ルート のアドバタ イズおよび
受信をイネーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8::1
switch(config-if)# router bgp 65535
switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2 remote-as 35537
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 multicast
switch(config-router-neighbor-af)# exit
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv6 multicast
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

BGP の調整

一連のオプシ ョ ン  パラ メータを使用する こ とによって、 BGP 特性を調整できます。

BGP を調整するには、 ルータ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のオプシ ョ ン  コマン ドを使
用します。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router bgp as-number

例 ：
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

BGP モードを開始し、 ローカル BGP スピーカに
自律システム番号を割り当てます。

ステップ 3 neighbor ip-address remote-as as-number

例 ：
switch(config-router)# neighbor 
192.168.1.2 remote-as 65534
switch(config-router-neighbor)#

BGP ルーテ ィ ング用のネイバー コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを開始し、 ネイバー IP アド レ
スを設定します。

ステップ 4 address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | 
vpnv6} {unicast | multicast}

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
address-family ipv4 multicast
switch(config-router-neighbor-af)#

アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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コマンド 目的

bestpath [always-compare-med | as-path 
multipath-relax | compare-routerid | 
cost-community ignore | med {confed | 
missing-as-worst | non-deterministic}]

例 ：
switch(config-router)# bestpath 
always-compare-med

ベス トパス  アルゴ リ ズムを変更します。 オプ
シ ョ ン  パラ メータは次のとおりです。

• always-compare-med ： 異なる自律システ
ムからのパスの MED を比較します。

• as-path multipath-relax ： 異なる （ただし
長さが等しい） AS パスを持つプロバイ
ダー間でのロード  シェア リ ングを許可し
ます。 このオプシ ョ ンを指定しないと、
AS パスはロード  シェア リ ングの場合に同
一である必要があ り ます。

• compare-routerid ： 同一の eBGP パスの
ルータ  ID を比較します。

• cost-community ignore ： BGP 最良パスを計
算する場合に、 コス ト  コ ミ ュニテ ィ を無
視します。

• med confed ： コンフェデレーシ ョ ン内を起
点とするパス間でのみ MED 比較を実行す
るよ う  bestpath を強制します。

• med missing-as-worst：脱落 MED を最上位 
MED と して扱います。

• med non-deterministic ： 同じ自律システム
からのパス間で、 必ずし も最適な  MED パ
スを選択しません。

enforce-first-as 

例 ：
switch(config-router)# enforce-first-as

ネイバー自律システムを  eBGP の AS_path 属性
で指定する最初の AS 番号にします。

log-neighbor-changes

例 ：
switch(config-router)# 
log-neighbor-changes

ネイバーでステート が変化したと きに、 シス
テム  メ ッセージを生成します。

（注） 特定のネイバーのネイバー ステータス
変化に関する メ ッセージを抑制するに
は、 ルータ  アド レスファ ミ リ  コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  モードで 
log-neighbor-changes disable コマン ド
を使用できます。

router-id id

例 ：
switch(config-router)# router-id 
10.165.20.1

この BGP スピーカのルータ  ID を手動で設定し
ます。
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BGP を調整するには、 ルータ  アド レスファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のオプ
シ ョ ン  コマン ドを使用します。

timers [bestpath-delay delay | bgp 
keepalive holdtime | prefix-peer-timeout 
timeout]

例 ：
switch(config-router)# timers bgp 90 270

BGP タ イマー値を設定します。 オプシ ョ ン  パ
ラ メータは次のとおりです。

• delay ： 再起動後の初期ベス ト  パス  タ イム
アウ ト値。 指定できる範囲は 0 ～ 3600 秒
です。 デフォル ト値は 300 です。

• keepalive ： BGP セッシ ョ ン  キープアラ イ
ブ タ イム。 指定できる範囲は 0 ～ 3600 秒
です。 デフォル ト値は 60 です。

• holdtime ： BGP セッシ ョ ン  ホールド  タ イ
ム。 指定できる範囲は 0 ～ 3600 秒です。
デフォル ト値は 180 です。

• timeout ： プレフ ィ ッ ク ス  ピア  タ イムアウ
ト値。 指定できる範囲は 0 ～ 1200 秒です。
デフォル ト値は 30 です。

このコマン ドの設定後、 BGP セッシ ョ ンを手
動で リ セッ トする必要があ り ます。

コマンド 目的

コマンド 目的

distance ebgp-distance ibgp-distance 
local-distance

例 ：
switch(config-router-af)# distance 20 100 
200

BGP のアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス
を設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 255 で
す。 デフォル ト の設定は次のとおりです。

• ebgp-distance ： 20。

• ibgp-distance ： 200。

• local-distance ： 220。 ローカル ディ スタンス
は、 集約廃棄ルートが RIB に組み込まれて
いる場合に、 集約廃棄ルートに使用するア
ド ミ ニス ト レーティブ ディ スタンスです。

log-neighbor-changes [disable]

例 ：
switch(config-router-af)# 
log-neighbor-changes disable

この特定のネイバーの状態が変化する と、 シ
ステム  メ ッセージを生成します。

disable オプシ ョ ンを使用する と、 この特定の
ネイバーのネイバー ステータス変化に関する
メ ッセージが抑制されます。
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BGP を調整するには、 ネイバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のオプシ ョ ン  コマン ドを
使用します。

BGP を調整するには、 ネイバー アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のオプ
シ ョ ン  コマン ドを使用します。

コマンド 目的

description string 

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
description main site

この BGP ピアを説明するス ト リ ングを設定し
ます。 ス ト リ ングには最大 80 の英数字を使用
できます。

low-memory exempt 

例 ：
switch(config-router-neighbor)# low-memory 
exempt

メモ リ不足状態によるシャ ッ ト ダウンから こ
の BGP ネイバーを除外します。

transport connection-mode passive

例 ：
switch(config-router-neighbor)# transport 
connection-mode passive

受動接続の確立だけが可能です。 この BGP ス
ピーカは BGP ピアへの TCP 接続を開始しませ
ん。 このコマン ドの設定後、 BGP セッシ ョ ン
を手動で リ セッ トする必要があ り ます。

[no | default] remove-private-as [all | 
replace-as]

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
remove-private-as

eBGP ピアへの発信ルート  アップデート からプ
ラ イベート  AS 番号を削除します。 このコマン
ドによって、 BGP ネイバー セッシ ョ ンの自動
ソフ ト  ク リ アまたは リ フレ ッシュが開始され
ます。

オプシ ョ ン  パラ メータは次のとおりです。

• no ： コマン ド をディセーブルにします。

• default ： デフォル ト  モードにコマン ドを
移動します。

• all：AS パスからすべてのプラ イベート  AS 
番号を削除します。

• replace-as ： すべてのプラ イベート  AS 番
号を  replace-as AS-path 値に置き換えます。

（注） このコマン ドの詳細については、 「拡張 
BGP に関する注意事項と制限事項」 を
参照して ください。

update-source interface-type number

例 ：
switch(config-router-neighbor)# 
update-source ethernet 2/1

ピアとの BGP セッシ ョ ン用に設定されたイン
ターフェイスの送信元 IP アド レスを使用する
よ うに、 BGP スピーカを設定します。 このコ
マン ドによって、 BGP ネイバー セッシ ョ ンの
自動通知およびセッシ ョ ン  リ セッ ト が開始さ
れます。 単一ホップ iBGP ピアでは、
update-source が設定されている場合に、 高速
外部フォールオーバーをサポート します。
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グレースフル リスタートの設定

BGP のグレースフル リ スター ト を設定し、 グレースフル リ スター ト  ヘルパー機能をイネーブ
ルにできます。

はじめる前に 

BGP をイネーブルにします （「BGP の有効化」 （P.9-11） を参照）。

VRF を作成します。

コマンド 目的

allowas in

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# allowas 
in

BRIP にインス トールする  AS パスにルート自
体の AS を持つこ と を可能にします。

default-originate [route-map map-name]

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
default-originate 

BGP ピアへのデフォルト  ルート を作成します。

disable-peer-as-check

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
disable-peer-as-check

デバイスが同じ  AS パスで一方のノードから も
う一方のノードに学習されたルート をアドバ
タイズする と同時に、 ピア  AS 番号のチェ ッ ク
をディセーブルにします。 

filter-list list-name {in | out}

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
filter-list BGPFilter in

着信または発信ルート  アップデート に関して、
この BGP ピアに AS_path フ ィルタ  リ ス ト を適
用します。 このコマン ドによって、 BGP ネイ
バー セッシ ョ ンの自動ソフ ト  ク リ アまたは リ
フレ ッシュが開始されます。

prefix-list list-name {in | out}

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
prefix-list PrefixFilter in

着信または発信ルート  アップデート に関して、
この BGP ピアにプレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト を適用
します。 このコマン ドによって、 BGP ネイ
バー セッシ ョ ンの自動ソフ ト  ク リ アまたは リ
フレ ッシュが開始されます。

send-community

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
send-community

この BGP ピアにコ ミ ュニテ ィ属性を送信しま
す。 このコマン ドによって、 BGP ネイバー 
セッシ ョ ンの自動ソフ ト  ク リ アまたは リ フ
レ ッシュが開始されます。

send-community extended

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
send-community extended

この BGP ピアに拡張コ ミ ュニテ ィ属性を送信
します。 このコマン ドによって、 BGP ネイ
バー セッシ ョ ンの自動ソフ ト  ク リ アまたは リ
フレ ッシュが開始されます。

suppress-inactive

例 ：
switch(config-router-neighbor-af)# 
suppress-inactive 

ベス ト （アクテ ィブ） ルー ト だけを  BGP ピア
にアドバタイズします。 このコマン ドによっ
て、 BGP ネイバー セッシ ョ ンの自動ソフ ト  ク
リ アまたは リ フレ ッシュが開始されます。
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拡張 BGP の設定
手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. graceful-restart 
4. graceful-restart [restart-time time | stalepath-time time]

5. graceful-restart-helper 
6. （任意） show running-config bgp
7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router bgp as-number

例 ：
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

自律システム番号を設定して、 新しい BGP プロ
セスを作成します。

ステップ 3 graceful-restart 

例 ：
switch(config-router)# graceful-restart

グレースフル リ スター トおよびグレースフル リ
スター ト  ヘルパー機能をイネーブルにします。 こ
のコマン ドは、 デフォル ト でイネーブルになって
います。

このコマン ドによって、 BGP ネイバー セッシ ョ
ンの自動通知およびセッシ ョ ン  リ セッ ト が開始さ
れます。

ステップ 4 graceful-restart [restart-time time | 
stalepath-time time]

例 ：
switch(config-router)# graceful-restart 
restart-time 300

グレースフル リ スター ト  タ イマーを設定します。

オプシ ョ ン  パラ メータは次のとおりです。

• restart-time ： BGP ピアに送信された リ スター
ト の最大時間。指定できる範囲は 1 ～ 3600 秒
です。 デフォル トは 120 です。

• stalepath-time ： BGP が再起動中の BGP ピア
からの古いルート を維持する最大時間。 指定
できる範囲は 1 ～ 3600 秒です。デフォル トは 
300 です。

このコマン ドによって、 BGP ネイバー セッシ ョ
ンの自動通知およびセッシ ョ ン  リ セッ ト が開始さ
れます。
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拡張 BGP の設定
次に、 グレースフル リ スター ト をイネーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)# graceful-restart
switch(config-router)# copy running-config startup-config

仮想化の設定

1 つの BGP プロセスを設定し、複数の VRF を作成できます。 また、各 VRF で同じ  BGP プロセ
スを使用できます。

はじめる前に 

BGP をイネーブルにします （「BGP の有効化」 （P.9-11） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. exit
4. router bgp as-number

5. vrf vrf-name

6. neighbor ip-address remote-as as-number

7. （任意） copy running-config startup-config

ステップ 5 graceful-restart-helper

例 ：
switch(config-router)# 
graceful-restart-helper

グレースフル リ スター ト  ヘルパー機能をイネー
ブルにします。 このコマン ドは、 グレースフル リ
スター ト をディセーブルにしていながら、 グレー
スフル リ スター ト  ヘルパー機能はイネーブルに
する必要がある場合に使用します。 このコマン ド
によって、 BGP ネイバー セッシ ョ ンの自動通知
およびセッシ ョ ン  リ セッ ト が開始されます。

ステップ 6 show running-config bgp

例 ：
switch(config-router)# show 
running-config bgp

（任意） BGP の設定を表示します。

ステップ 7 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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拡張 BGP の設定
手順の詳細

次に、 VRF を作成し、 VRF でルータ  ID を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context NewVRF
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)# vrf NewVRF
switch(config-router-vrf)# neighbor 209.165.201.1 remote-as 65535
switch(config-router-vrf-neighbor)# copy running-config startup-config

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 vrf context vrf-name

例 ：
switch(config)# vrf context 
RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

新しい VRF を作成し、 VRF コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードを開始します。

ステップ 3 exit

例 ：
switch(config-vrf)# exit
switch(config)#

VRF コンフ ィギュレーシ ョ ン モードを終了します。

ステップ 4 router bgp as-number

例 ：
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

自律システム番号を設定して、 新しい BGP プロ
セスを作成します。

ステップ 5 vrf vrf-name

例 ：
switch(config-router)# vrf 
RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)#

ルータ  VRF コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始し、 この BGP インスタンス と  VRF を関連付け
ます。

ステップ 6 neighbor ip-address remote-as as-number

例 ：
switch(config-router-vrf)# neighbor 
209.165.201.1 remote-as 65535
switch(config-router--vrf-neighbor)#

リ モー ト  BGP ピアの IP アド レスおよび AS 番号
を設定します。

ステップ 7 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-vrf-neighbor)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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拡張 BGP の設定の確認
拡張 BGP の設定の確認
BGP の設定を表示するには、 次のいずれかの作業を行います。

コマンド 目的

show bgp all [summary] [vrf vrf-name] すべてのアド レス  ファ ミ リ について、 BGP 
情報を表示します。

show bgp convergence [vrf vrf-name] すべてのアド レス  ファ ミ リ について、 BGP 
情報を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] 
community {regexp expression | [community] 
[no-advertise] [no-export] 
[no-export-subconfed]} [vrf vrf-name]

BGP コ ミ ュニテ ィ と一致する  BGP ルート を
表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] 
community-list list-name [vrf vrf-name]

BGP コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト と一致する  BGP 
ルート を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] 
extcommunity {regexp expression | generic 
[non-transitive | transitive] aa4:nn 
[exact-match]} [vrf vrf-name]

BGP 拡張コ ミ ュニテ ィ と一致する  BGP ルー
ト を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] 
extcommunity-list list-name [exact-match]} 
[vrf vrf-name]

BGP 拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト と一致する  
BGP ルート を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] 
{dampening dampened-paths [regexp 
expression]} [vrf vrf-name]

BGP ルート  ダンプニングの情報を表示しま
す。 ルー ト  フラ ップ ダンプニング情報を消
去するには、 clear bgp dampening コマン ドを
使用します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] 
history-paths [regexp expression] [vrf 
vrf-name]

BGP ルート  ヒ ス ト リ  パスを表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] filter-list 
list-name [vrf vrf-name]

BGP フ ィルタ  リ ス ト の情報を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] neighbors 
[ip-address | ipv6-prefix] [vrf vrf-name]

BGP ピアの情報を表示します。 これらのネイ
バーを消去するには、 clear bgp neighbors コ
マン ドを使用します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] {nexthop | 
nexthop-database} [vrf vrf-name]

BGP ルート  ネクス ト  ホップの情報を表示し
ます。

show bgp paths BGP パス情報を表示します。
10-53
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 10 章      拡張 BGP の設定    
BGP 統計情報のモニタ リング
BGP 統計情報のモニタリング
BGP の統計情報を表示するには、 次のコマン ドを使用します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] policy 
name [vrf vrf-name]

BGP ポ リ シー情報を表示します。 ポ リ シー情
報を消去するには、 clear bgp policy コマン ド
を使用します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] prefix-list 
list-name [vrf vrf-name]

プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト と一致する  BGP ルー
ト を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] 
received-paths [vrf vrf-name]

ソフ ト再構成用に保管されている  BGP パス
を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] regexp 
expression [vrf vrf-name]

AS_path 正規表現と一致する  BGP ルート を表
示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast 
| multicast} [ip-address | ipv6-prefix] route-map 
map-name [vrf vrf-name]

ルート  マップと一致する  BGP ルート を表示
します。

show bgp peer-policy name [vrf vrf-name] BGP ピア  ポ リ シー情報を表示します。

show bgp peer-session name [vrf vrf-name] BGP ピア  セッシ ョ ン情報を表示します。

show bgp peer-template name [vrf vrf-name] BGP ピア  テンプレー ト情報を表示します。
ピア  テンプレー ト のすべてのネイバーを消去
するには、 clear bgp peer-template コマン ド
を使用します。

show bgp process BGP プロセス情報を表示します。

show {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} bgp options BGP のステータス と構成情報を表示します。

show {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} mbgp options BGP のステータス と構成情報を表示します。

show running-configuration bgp 現在実行中の BGP コンフ ィギュレーシ ョ ン
を表示します。

コマンド 目的

コマンド 目的

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} 
{unicast | multicast} [ip-address | 
ipv6-prefix] flap-statistics [vrf vrf-name]

BGP ルート  フラ ップの統計情報を表示します。 これ
らの統計情報を消去するには、 clear bgp 
flap-statistics コマン ドを使用します。

show bgp {ipv4 | ipv6} unicast 
injected-routes

ルーテ ィ ング  テーブルに挿入されたルート を表示し
ます。

show bgp sessions [vrf vrf-name] すべてのピアの BGP セッシ ョ ンを表示します。 これ
らの統計情報を消去するには、 clear bgp sessions コ
マン ドを使用します。
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設定例
設定例
プレフ ィ ッ ク ス  ベース  ネイバーの MD5 認証を設定する例を示します。

template peer BasePeer-V6
    description BasePeer-V6
    password 3 f4200cfc725bbd28
    transport connection-mode passive
    address-family ipv6 unicast
template peer BasePeer-V4
    bfd
    description BasePeer-V4
    password 3 f4200cfc725bbd28
    address-family ipv4 unicast
--
    neighbor fc00::10:3:11:0/127 remote-as 65006
      inherit peer BasePeer-V6                     
    neighbor 10.3.11.0/31 remote-as 65006       
      inherit peer BasePeer-V4

次に、 ネイバー ステータスの変化に関する メ ッセージをグローバルに有効にし、 特定のネイ
バーについてはメ ッセージを抑制する方法を示します。

router bgp 65100
  log-neighbor-changes
    neighbor 209.165.201.1 remote-as 65535
      description test
      address-family ipv4 unicast
        soft-reconfiguration inbound
         disable log-neighbor-changes

関連項目
BGP の詳細については、 次の項目を参照して ください。

• 第 9 章 「ベーシッ ク  BGP の設定」

• 第 15 章 「Route Policy Manager の設定」

その他の関連資料
BGP の実装に関連する詳細情報については、 次の項を参照して ください。

• 「MIB」 （P.10-56）

show bgp sessions [vrf vrf-name] すべてのピアの BGP セッシ ョ ンを表示します。 これ
らの統計情報を消去するには、 clear bgp sessions コ
マン ドを使用します。

show bgp statistics BGP 統計情報を表示します。

コマンド 目的
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その他の関連資料
MIB

MIB MIB のリンク

BGP に関連する  MIB サポート されている  MIB を検索およびダウンロードするに
は、 次の URL にアクセスして ください。

ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/Nexus9000MI
BSupportList.html
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第 章11

RIP の設定

この章では、 Cisco NX-OS デバイスで Routing Information Protocol （RIP） を設定する方法につ
いて説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「RIP について」 （P.11-1）

• 「RIP のラ イセンス要件」 （P.11-4）

• 「RIP の前提条件」 （P.11-5）

• 「注意事項と制約事項」 （P.11-5） 

• 「デフォル ト設定」 （P.11-5）

• 「RIP の設定」 （P.11-5）

• 「RIP コンフ ィギュレーシ ョ ンの確認」 （P.11-19）

• 「RIP 統計情報の表示」 （P.11-19）

• 「RIP の設定例」 （P.11-20）

• 「関連項目」 （P.11-20）

RIP について
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「RIP の概要」 （P.11-2）

• 「RIPv2 の認証」 （P.11-2）

• 「スプ リ ッ ト  ホラ イズン」 （P.11-2）

• 「ルー ト  フ ィルタ リ ング」 （P.11-3）

• 「ルー ト集約」 （P.11-3）

• 「ルー ト の再配布」 （P.11-4）

• 「ロード  バランシング」 （P.11-4）

• 「High Availability （高可用性）」 （P.11-4）

• 「仮想化のサポート 」 （P.11-4）
11-1
 コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x



第 11 章      RIP の設定    
RIP について
RIP の概要

RIP は ユーザ データグラム  プロ ト コル （UDP） データ  パケッ ト を使用して、 小規模なイン
ターネッ ト ワークでルーテ ィ ング情報を交換します。 RIPv2 は IPv4 をサポー ト しています。
RIPv2 は RIPv2 プロ ト コルがサポートするオプシ ョ ンの認証機能を使用します （「RIPv2 の認
証」 （P.11-2） を参照）。

（注） Cisco NX-OS では RIP 用に IPv6 をサポート していません。

RIP では次の 2 種類のメ ッセージを使用します。

• 要求 ：他の RIP 対応ルータからのルート  アップデート を要求するためにマルチキャス ト  ア
ド レス  224.0.0.9 に送信されます。

• 応答 ： デフォル ト では 30 秒間隔で送信されます （「RIP コンフ ィギュレーシ ョ ンの確認」
（P.11-19） を参照）。 ルータ も、 要求メ ッセージの受信後に応答メ ッセージを送信します。
応答メ ッセージには、 RIP ルート  テーブル全体が含まれます。 RIP ルーティ ング  テーブル
が 1 つの応答パケッ ト に収まらない場合、 RIP は 1 つの要求に対して複数の応答パケッ ト
を送信します。

RIP はルーテ ィ ング  メ ト リ ッ ク と して、 ホップ カウン ト を使用します?ホップ カウン トは、 パ
ケッ ト が宛先に到達するまでに、 通過できるルータの数です。 直接接続されたネッ ト ワークの
メ ト リ ッ クは 1 です。 到達不能なネッ ト ワークのメ ト リ ッ クは 16 です。 RIP はこのよ うにメ ト
リ ッ クの範囲が小さいので、 大規模なネッ ト ワークに適したルーテ ィ ング  プロ ト コルではあ り
ません。

RIPv2 の認証

RIP メ ッセージに認証を設定して、 ネッ ト ワークでの不正な、 または無効なルーテ ィ ング更新
を防止できます。Cisco NX-OS は簡易パスワード または MD5 認証ダイジェス ト をサポート して
います。

認証キーのキーチェーン管理を使用する こ とによって、 インターフェイスご とに RIP 認証を設
定できます。 キーチェーン管理によって、 MD5 認証ダイジェス ト または単純テキス ト  パス
ワード認証で使用される認証キーの変更を制御できます。 キーチェーン作成の詳細について
は、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』 を参照して ください。  

MD5 認証ダイジェス ト を使用するには、 ローカル ルータ とすべての リ モー ト  RIP ネイバーが
共有するパスワードを設定します。 Cisco NX-OS は、 そのメ ッセージ自体と暗号化されたパス
ワードに基づいて MD5 一方向メ ッセージ  ダイジェス ト を作成し、 このダイジェス ト を  RIP 
メ ッセージ （要求または応答） と と もに送信します。 受信側の RIP ネイバーは、 同じ暗号パス
ワードを使用して、 ダイジェス ト を検証します。 メ ッセージが変更されていない場合は、 計算
が一致し、 RIP メ ッセージは有効と見なされます。

MD5 認証ダイジェス ト の場合はさ らに、ネッ ト ワークでメ ッセージが再送されないよ うに、各 
RIP メ ッセージにシーケンス番号が組み込まれます。

スプリ ッ ト  ホライズン

スプ リ ッ ト  ホラ イズンを使用する と、 ルー ト を学習したインターフェイスからは、 RIP がルー
ト をアドバタイズしないよ うにできます。
11-2
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 11 章      RIP の設定

RIP について
スプ リ ッ ト  ホラ イズンは、 RIP アップデートおよびクエ リー パケッ ト の送信を制御する方法で
す。 インターフェイス上でスプ リ ッ ト  ホラ イズンがイネーブルの場合、 Cisco NX-OS はそのイ
ンターフェイスから学習した宛先にはアップデート  パケッ ト を送信しません。 この方法でアッ
プデート  パケッ ト を制御する と、 ルーテ ィ ング  ループの発生する可能性が小さ くな り ます。

ポイズン  リバースを指定してスプ リ ッ ト  ホラ イズンを使用する と、 ルー ト を学習したイン
ターフェイス経由では到達不能である と  RIP が学習したルート をアドバタ イズするよ うに、 イ
ンターフェイスを設定できます。 図 11-1 に、 ポイズン  リバースをイネーブルにしてスプ リ ッ
ト  ホラ イズンを指定した、 RIP ネッ ト ワークの例を示します。

図 11-1 スプリ ッ ト  ホライズン ポイズン リバースを指定した RIP

ルータ  C はルート  X について学習し、そのルート をルータ  B にアドバタ イズします。ルータ  B 
は次に、 ルート  X を  ルータ  A にアドバタ イズしますが、 ルータ  C には、 ルート  X 到達不能
アップデート を戻します。

デフォル ト では、 スプ リ ッ ト  ホラ イズンはすべてのインターフェイスでイネーブルになってい
ます。

ルート  フ ィルタ リング

RIP 対応インターフェイス上でルート  ポ リ シーを設定する と、 RIP アップデー ト をフ ィルタ リ
ングできます。 Cisco NX-OS は、 ルート  ポ リ シーで許可されたルート だけを使用して、 ルート  
テーブルをアップデート します。

ルート集約

指定したインターフェイスに、 複数のサマ リー集約アド レスを設定できます。 ルート集約を使
用する と、 固有性の強い一連のアド レスをすべての固有アド レスを代表する  1 つのアド レスに
置き換える こ とによって、 ルー ト  テーブルを簡素化できます。 たとえば、 10.1.1.0/24、
10.1.2.0/24、 および 10.1.3.0/24 とい う ア ド レスを  1 つの集約アド レス  10.1.0.0/16 に置き換える
こ とができます。

RIP はルーテ ィ ング  テーブルに含まれている固有性の強いルート が多いほど、 固有性の強い
ルート の最大メ ト リ ッ ク と同じ メ ト リ ッ クのインターフェイスからのサマ リー アド レスをアド
バタイズします。

（注） Cisco NX-OS は、 自動ルート集約をサポート していません。

Router A Router B Router C

route x

route x unreachable route x unreachable

route x route x 18
50

58
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RIP のライセンス要件
ルートの再配布

RIP を使用する と、 スタテ ィ ッ ク  ルート または他のプロ ト コルからのルート を再配布できま
す。 再配布を指定したルート  マップを設定して、 どのルート が RIP に渡されるかを制御する必
要があ り ます。 ルート  ポ リ シーを使用する と、 宛先、 送信元プロ ト コル、 ルー ト  タ イプ、
ルー ト  タグなどの属性に基づいて、 ルート をフ ィルタ リ ングできます。 詳細については、
第 15 章 「Route Policy Manager の設定」 を参照して ください。

RIP ルーテ ィ ング  ド メ インにルート を再配布しても、 デフォル ト では Cisco NX-OS がそのつ
ど、 RIP ルーテ ィ ング  ド メ インにデフォル ト  ルート を再配布する こ とはあ り ません。 RIP への
デフォル ト  ルート を発生させ、 ルート  ポ リ シーでそのルート を制御できます。

RIP にインポート されたすべてのルート に使用する、 デフォル ト のメ ト リ ッ ク も設定できます。

ロード  バランシング

ロード  バランシングを使用する と、 ルータによって、 宛先アド レスから同じ距離にあるすべて
のルータ  ネッ ト ワーク  ポート に ト ラフ ィ ッ クが分散されます。 ロード  バランシングは、 ネッ
ト ワーク  セグ メ ン ト の使用率を向上させ、 有効ネッ ト ワーク帯域幅を増加させます。

Cisco NX-OS は、 RIP ルート  テーブルおよびユニキャス ト  RIB 中の 16 までの等コス ト  パスを
使用する等コス ト  マルチパス （ECMP） 機能をサポート しています。 これらのパスの一部また
は全部で ト ラフ ィ ッ クのロード  バランシングが行われるよ うに、 RIP を設定できます。

High Availability （高可用性）

Cisco NX-OS は、 RIP のステート レス  リ スター ト をサポート します。 リブー ト またはスーパー
バイザ スイ ッチオーバー後に、 Cisco NX-OS が実行コンフ ィギュレーシ ョ ンを適用し、 RIP が
ただちに要求パケッ ト を送信して、 ルーテ ィ ング  テーブルに再入力します。

仮想化のサポート

Cisco NX-OS は、 同一システム上で動作する複数の RIP プロ ト コル インスタンスをサポート し
ます。 RIP は、 仮想ルーテ ィ ングおよび転送 （VRF） インスタンスをサポート します。

RIP のライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS RIP にラ イセンスは不要です。 ラ イセンス  パッケージに含まれていない機能は nx-os イ メージにバ
ンドルされており、 無料で提供されます。 NX-OS ラ イセンス方式の詳細については、 『Cisco 
NX-OS Licensing Guide』 を参照して ください。
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RIP の前提条件
RIP の前提条件
RIP を使用するには、 次の前提条件を満たしている必要があ り ます。

• RIP をイネーブルにします （「RIP のイネーブル化」 （P.11-6） を参照）。

注意事項と制約事項
RIP には、 次の注意事項および制限事項があ り ます。

• Cisco NX-OS は、 RIPv1 をサポート しません。 RIPv1 パケッ ト を受信した Cisco NX-OS は、
メ ッセージを記録してパケッ ト を ド ロ ップします。

• Cisco NX-OS は、 RIPv1 ルータ との隣接関係を確立しません。

デフォルト設定
表 11-1 は、 各 RIP パラ メータに対するデフォル ト設定を示します。

RIP の設定
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「RIP のイネーブル化」 （P.11-6）

• 「RIP インスタンスの作成」 （P.11-7）

• 「RIP インスタンスの再起動」 （P.11-8）

• 「インターフェイス上での RIP の設定」 （P.11-9）

• 「RIP 認証の設定」 （P.11-10）

• 「パッシブ インターフェイスの設定」 （P.11-11）

• 「ポイズン  リバースを指定したスプ リ ッ ト  ホラ イズンの設定」 （P.11-11）

• 「ルー ト集約の設定」 （P.11-12）

• 「ルー ト の再配布の設定」 （P.11-12）

• 「Cisco IOS RIP との互換性のため、 Cisco NX-OS RIP を設定」 （P.11-14）

• 「仮想化の設定」 （P.11-15）

• 「RIP の調整」 （P.11-17）

表 11-1 デフォルトの RIP パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

ロード  バランシングを行う最大パス数 16

RIP 機能 ディセーブル

スプ リ ッ ト  ホラ イズン イネーブル
11-5
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 11 章      RIP の設定    
RIP の設定
（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。

RIP のイネーブル化 
RIP を設定する前に、 RIP をイネーブルにする必要があ り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature rip
3. （任意） show feature
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

RIP 機能をディセーブルにして、 関連付けられている設定をすべて削除するには、 グローバル 
コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 feature rip

例 ：
switch(config)# feature rip

RIP 機能をイネーブルにします。

ステップ 3 show feature 

例 ：
switch(config)# show feature 

（任意） イネーブルおよびディセーブルにされた
機能を表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

no feature rip

例 ：
switch(config)# no feature rip

RIP 機能をディセーブルにし、 関連付けられた
すべての設定を削除します。
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RIP の設定
RIP インスタンスの作成

RIP インスタンスを作成し、 そのインスタンス用のアド レス  ファ ミ リ を設定できます。

はじめる前に 

RIP をイネーブルにします （「RIP のイネーブル化」 （P.11-6） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router rip instance-tag

3. address-family ip unicast
4. （任意） show ip rip [instance instance-tag] [vrf vrf-name] 

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

RIP インスタンスおよび関連する設定を削除するには、 グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードで次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router rip instance-tag

例 ：
switch(config)# router RIP Enterprise
switch(config-router)#

instance tag を設定して、新しい RIP インスタンス
を作成します。

ステップ 3 address-family ipv4 unicast 

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

この RIP インスタンスのアド レス  ファ ミ リ を設定
し、 アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードを開始します。

ステップ 4 show ip rip [instance instance-tag] [vrf 
vrf-name] 

例 ：
switch(config-router-af)# show ip rip

（任意） すべての RIP インスタンスについて、 RIP 
要約情報を表示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-af)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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RIP の設定
（注） インターフェイス  モードで設定した RIP コマン ドを削除する こ と も必要です。

アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードでは、 RIP に次のオプシ ョ ン  パラ メータを
設定できます。

次に、 IPv4 に対応する  RIP インスタンスを作成し、 ロード  バランシングのための等コス ト  パ
ス数を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router rip Enterprise
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# max-paths 10
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

RIP インスタンスの再起動

RIP インスタンスの再起動が可能です。 再起動する と、 インスタンスのすべてのネイバーが消
去されます。

RIP インスタンスを再起動し、 関連付けられたすべてのネイバーを削除するには、 次のコマン
ドを使用します。

コマンド 目的

no router rip instance-tag

例 ：
switch(config)# no router rip Enterprise

RIP インスタンスおよび関連するすべての設定
を削除します。

コマンド 目的

distance value

例 ：
switch(config-router-af)# distance 30

RIP のアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス
を設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 255 で
す。 デフォル トは 120 です。 「ア ド ミ ニス ト
レーテ ィブ ディ スタンス」 （P.1-7） を参照して
ください。

maximum-paths number

例 ：
switch(config-router-af)# maximum-paths 6

RIP がルート  テーブルで維持する等コス ト  パ
スの最大数を設定します。範囲は 1 ～ 64 です。
デフォル トは 16 です。

コマンド 目的

restart rip instance-tag

例 ：
switch(config)# restart rip Enterprise

RIP インスタンスを再起動し、 すべてのネイ
バーを削除します。
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RIP の設定
インターフェイス上での RIP の設定

RIP インスタンスにインターフェイスを追加できます。

はじめる前に 

RIP をイネーブルにします （「RIP のイネーブル化」 （P.11-6） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ip router rip instance-tag

4. （任意） show ip rip [instance instance-tag] interface [interface-type slot/port] [vrf vrf-name] 
[detail]

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 ip router rip instance-tag

例 ：
switch(config-if)# ip router rip 
Enterprise

このインターフェイスを  RIP インスタンスに関連
付けます。

ステップ 4 show ip rip [instance instance-tag] 
interface [interface-type slot/port] 
[vrf vrf-name] [detail]

例 ：
switch(config-if)# show ip rip 
Enterprise tethernet 1/2

（任意） インターフェイスの RIP 情報を表示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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RIP の設定
次に、 RIP インスタンスに Ethernet 1/2 インターフェイスを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip router rip Enterprise
switch(config)# copy running-config startup-config

RIP 認証の設定

インターフェイス上で RIP パケッ ト の認証を設定できます。

はじめる前に 

RIP をイネーブルにします （「RIP のイネーブル化」 （P.11-6） を参照）。

認証をイネーブルにする前に、 必要に応じてキーチェーンを設定します。 キーチェーン実装の
詳細については、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』 を参照して くだ
さい。  

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ip rip authentication mode{text | md5}

4. ip rip authentication keychain key

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 ip rip authentication mode {text | md5}

例 ：
switch(config-if)# ip rip authentication 
mode md5 

ク リ アテキス ト または MD5 認証ダイジェス ト と
して、 このインターフェイスにおける  RIP 認証タ
イプを設定します。
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RIP の設定
次に、 キーチェーンを作成し、 RIP インターフェイス上で MD5 認証を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# key chain RIPKey
switch(config)# key-string myrip
switch(config)# accept-lifetime 00:00:00 Jan 01 2000 infinite
switch(config)# send-lifetime 00:00:00 Jan 01 2000 infinite
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip rip authentication mode md5 
switch(config-if)# ip rip authentication keychain RIPKey
switch(config-if)# copy running-config startup-config

パッシブ インターフェイスの設定

インターフェイスを受動モードに設定する こ とによって、 ルー ト を受信するが、 ルート  アップ
デート の送信は行わないよ うに RIP インターフェイスを設定できます。

受動モードで RIP インターフェイスを設定するには、 インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ
ン  モードで次のコマン ドを使用します。

ポイズン リバースを指定したスプリ ッ ト  ホライズンの設定

ポイズン  リバースをイネーブルにする こ とによって、 ルー ト を学習したインターフェイス経由
では到達不能である と  RIP が学習したルート をアドバタ イズするよ うに、 インターフェイスを
設定できます。

インターフェイス上で、 ポイズン  リバースを指定してスプ リ ッ ト  ホラ イズンを設定するには、
インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

ステップ 4 ip rip authentication keychain key 

例 ：
switch(config-if)# ip rip authentication 
keychain RIPKey 

このインターフェイス上で RIP に使用する認証
キーを設定します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

コマンド 目的

ip rip passive-interface

例 ：
switch(config-if)# ip rip 
passive-interface

インターフェイスを受動モードに設定します。
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ルート集約の設定

ルーテ ィ ング  テーブルでサマ リー アド レスによって表される集約アド レスを作成できます。
Cisco NX-OS は、固有性の強いすべてのルート の中でメ ト リ ッ クが最小のサマ リー アド レス  メ
ト リ ッ クをアドバタ イズします。

インターフェイス上でサマ リー アド レスを設定するには、 インターフェイス  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

ルートの再配布の設定

別のルーテ ィ ング  プロ ト コルからのルーテ ィ ング情報を受け入れて、 RIP ネッ ト ワークを通じ
てその情報を再配布するよ うに、 RIP を設定できます。 再配布されたルート を任意で、 デフォ
ル ト  ルート と して割り当てる こ とができます。

はじめる前に 

RIP をイネーブルにします （「RIP のイネーブル化」 （P.11-6） を参照）。

再配布を設定する前に、 ルート  マップを設定します。 ルート  マップ設定の詳細については、
「ルー ト  マップの設定」 （P.15-13） を参照して ください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router rip instance-tag

3. address-family ipv4 unicast 
4. redistribute {bgp as | direct | eigrp | isis | ospf | ospfv3 | rip} instance-tag | static} route-map 

map-name

5. （任意） default-information originate [always] [route-map map-name]

6. （任意） default-metric value

7. （任意） show ip rip route [{ip-prefix [longer-prefixes | shorter-prefixes]] [vrf vrf-name] 
[summary]

8. （任意） copy running-config startup-config

コマンド 目的

ip rip poison-reverse

例 ：
switch(config-if)# ip rip poison-reverse

ポイズン  リバースを指定してスプ リ ッ ト  ホラ
イズンをイネーブルにします。 ポイズン  リ
バースを指定したスプ リ ッ ト  ホラ イズンは、
デフォル ト でディセーブルです。

コマンド 目的

ip rip summary-address ip-prefix/mask-len 

例 ：
switch(config-if)# ip router rip 
summary-address 192.0.2.0/24

IPv4 アド レスに対応する、 RIP 用のサマ リー 
アド レスを設定します。
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手順の詳細

次に、 EIGRP を  RIP に再配布する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router rip Enterprise
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# redistribute eigrp 201 route-map RIPmap
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router rip instance-tag

例 ：
switch(config)# router rip Enterprise
switch(config-router)#

instance tag を設定して、新しい RIP インスタンス
を作成します。

ステップ 3 address-family ipv4 unicast 

例 ：
switch(config-router)# address-family 
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

アド レスファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドに入り ます。

ステップ 4 redistribute {bgp as | direct |{eigrp | 
isis | ospf | ospfv3 | rip} instance-tag 
| static} route-map map-name

例 ：
switch(config-router-af)# redistribute 
eigrp 201 route-map RIPmap

他のプロ ト コルからのルート を  RIP に再配布しま
す。 ルート  マップの詳細については、 「ルー ト  
マップの設定」 （P.15-13） を参照して ください。

ステップ 5 default-information originate [always] 
[route-map map-name]

例 ：
switch(config-router-af)# 
default-information originate always

（任意） RIP へのデフォル ト  ルート を作成し、 任
意でルート  マップで制御します。

ステップ 6 default-metric value

例 ：
switch(config-router-af)# default-metric 2

（任意） 再配布されたすべてのルートにデフォルト  
メ ト リ ッ クを設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 
15 です。 デフォルトは 1 です。

ステップ 7 show ip rip route [ip-prefix 
[longer-prefixes | shorter-prefixes] 
[vrf vrf-name] [summary]

例 ：
switch(config-router-af)# show ip rip 
route 

（任意） RIP のルート を表示します。

ステップ 8 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router-af)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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Cisco IOS RIP との互換性のため、 Cisco NX-OS RIP を設定

Cisco NX-OS RIP を、 ルー ト がアドバタイズされ、 処理される方法で Cisco IOS RIP のよ うに動
作するよ う設定できます。

直接接続されたルート が、 Cisco NX-OS RIP ではコス ト  1 と して処理され、 Cisco IOS RIP では
コス ト  0 と して処理されます。 ルート が Cisco NX-OS RIP でアドバタイズされる場合、 受信デ
バイスはすべての受信ルート に +1 の最小のコス ト を増加し、 ルーティ ング  テーブルにルート
をインス トールします。 Cisco IOS RIP において、 このコス ト の増加は送信側ルータで実行さ
れ、 受信側ルータは変更なしでルート をインス トールします。 Cisco NX-OS および Cisco IOS 
デバイスの両方が連携している と きに、 この動作の違いによ り問題が発生する可能性があ り ま
す。 Cisco IOS RIP など、 ルート をアドバタ イズし、 処理するために、 Cisco NX-OS RIP の設定
に応じて、 次の互換性の問題を回避できます。

はじめる前に 

RIP をイネーブルにします （「RIP のイネーブル化」 （P.11-6） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router rip instance-tag

3. [no] metric direct 0
4. （任意） show running-config rip 
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router rip instance-tag

例 ：
switch(config)# router rip 100
switch(config-router)#

instance tag を設定して、 新しい RIP インスタンス
を作成します。 インスタンス  タグには 100、 201、
または 20 文字までの英数字を入力できます。

ステップ 3 [no] metric direct 0

例 ：
switch(config-router)# metric direct 0

ルート がアドバタ イズされ、 処理される方法で 
Cisco IOS RIP と  Cisco NX-OS RIP が互換性を持つ
よ うにするため、 直接接続するルータすべてをデ
フォル ト であるコス ト  1 の代わりにコス ト  0 で設
定します。

（注） このコマン ドは、 Cisco IOS デバイスを含
む RIP ネッ ト ワークに存在するすべての 
Cisco NX-OS デバイスで設定する必要があ
り ます。
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RIP の設定
次に、 すべての直接ルート をコス ト  0 からコス ト  1 に返すこ とによって、 Cisco IOS RIP と  
Cisco NX-OS RIP の互換性をディセーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router rip 100
switch(config-router)# no metric direct 0
switch(config-router)# show running-config rip
switch(config-router)# copy running-config startup-config

仮想化の設定

複数の RIP インスタンスを設定し、複数の VRF を作成し、同じまたは複数の RIP インスタンス
を各 VRF で使用するよ うにできます。 VRF に RIP インターフェイスを割り当てます。

（注） インターフェイスの VRF を設定した後に、 インターフェイスの他のすべてのパラ メータを設
定します。 インターフェイスの VRF を設定する と、 そのインターフェイスのすべての設定が
削除されます。

はじめる前に 

RIP をイネーブルにします （「RIP のイネーブル化」 （P.11-6） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf_name

3. exit
4. router rip instance-tag

5. vrf vrf-name

6. （任意） address-family ipv4 unicast 
7. （任意） redistribute {bgp as | direct | {eigrp | isis | ospf | ospfv3 | rip} instance-tag | static} 

route-map map-name

8. interface ethernet slot/port

9. vrf member vrf-name

10. ip-address ip-prefix/length

11. ip router rip instance-tag

ステップ 4 show running-config rip

例 ：
switch(config-router)# show 
running-config rip

（任意） 現在実行中の RIP の設定を表示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-router)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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12. （任意） show ip rip [instance instance-tag] interface [interface-type slot/port] [vrf vrf-name]

13. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 vrf vrf-name

例 ：
switch(config)# vrf RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

新しい VRF を作成します。

ステップ 3 exit

例 ：
switch(config-vrf)# exit
switch(config)#

VRF コンフ ィギュレーシ ョ ン モードを終了します。

ステップ 4 router rip instance-tag

例 ：
switch(config)# router rip Enterprise
switch(config-router)#

instance tag を設定して、 新しい RIP インスタンス
を作成します。

ステップ 5 vrf context vrf-name

例 ：
switch(config)# vrf context 
RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

新しい VRF を作成し、 VRF コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードを開始します。

ステップ 6 address-family ipv4 unicast 

例 ：
switch(config-router-vrf)# 
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-vrf-af)#

（任意） この RIP インスタンスの VRF アド レス  
ファ ミ リ を設定します。

ステップ 7 redistribute {bgp as | direct | {eigrp | 
isis | ospf | ospfv3 | rip} instance-tag 
| static} route-map map-name

例 ：
switch(config-router-vrf-af)# 
redistribute eigrp 201 route-map RIPmap

（任意） 他のプロ ト コルからのルート を  RIP に再
配布します。 ルート  マップの詳細については、
「ルー ト  マップの設定」 （P.15-13） を参照して く
ださい。

ステップ 8 interface ethernet slot/port

例 ：
switch(config-router-vrf-af)# interface 
ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 9 vrf member vrf-name

例 ：
switch(config-if)# vrf member 
RemoteOfficeVRF

このインターフェイスを  VRF に追加します。
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次に、 VRF を作成して、 その VRF にインターフェイスを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# router rip Enterprise
switch(config-router)# vrf RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-vrf-af)# redistribute eigrp 201 route-map RIPmap
switch(config-router-vrf-af)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router rip Enterprise
switch(config-if)# copy running-config startup-config

RIP の調整 
ネッ ト ワーク要件に合わせて  RIP を調整できます。 RIP では複数のタイマーを使用して、 ルー
テ ィ ング  アップデート間隔、 ルート が無効になるまでの時間の長さ、 およびその他のパラ メー
タを決定します。 これらのタ イマーを調整する と、 インターネッ ト ワークのニーズに適合する
よ うに、 ルーテ ィ ング  プロ ト コルのパフォーマンスを調整できます。

（注） ネッ ト ワーク上のすべての RIP 対応ルータで、 RIP タイマーに同じ値を設定する必要があり ます。

ステップ 10 ip address ip-prefix/length

例 ：
switch(config-if)# ip address 
192.0.2.1/16

このインターフェイスの IP アド レスを設定しま
す。 このステップは、 このインターフェイスを  
VRF に割り当てたあとに行う必要があ り ます。

ステップ 11 ip router rip instance-tag

例 ：
switch(config-if)# ip router rip 
Enterprise

このインターフェイスを  RIP インスタンスに関連
付けます。

ステップ 12 show ip rip [instance instance-tag] 
interface [interface-type slot/port] 
[vrf vrf-name]

例 ：
switch(config-if)# show ip rip 
Enterprise ethernet 1/2

（任意） VRF のインターフェイスに関する  RIP 情
報を表示します。

ステップ 13 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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RIP を調整するには、 アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のオプシ ョ ン  コ
マン ドを使用します。

RIP を調整するには、 インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のオプシ ョ ン  コ
マン ドを使用します。

コマンド 目的

timers basic update timeout holddown 
garbage-collection

例 ：
switch(config-router-af)# timers basic 40 
120 120 100

RIP タ イマーを秒数で設定します。 パラ メータ
は次のとおりです。

• update ： 指定できる範囲は 5 ～任意の正の
整数。 デフォル トは 30 です。

• timeout ： ルー ト の無効を宣言するまでに、
Cisco NX-OS が待機する時間。 タ イムアウ
ト  インターバルが終了するまでに、 この
ルート のアップデート情報を  Cisco NX-OS 
が受信しなかった場合、 Cisco NX-OS は
ルート の無効を宣言します。 指定できる範
囲は 1 ～任意の正の整数です。 デフォル ト
は 180 です。

• holddown ： 無効ルート に関するよ り よい
ルート情報を  Cisco NX-OS が無視する時
間。 指定できる範囲は 0 ～任意の正の整数
です。 デフォル トは 180 です。

• garbage-collection ： Cisco NX-OS がルート
を無効と して表示してから、 Cisco NX-OS 
がそのルート をルーテ ィ ング  テーブルか
ら削除するまでの時間。指定できる範囲は 
1 ～任意の正の整数です。 デフォル トは 
120 です。

コマンド 目的

ip rip metric-offset value

例 ：
switch(config-if)# ip rip metric-offset 10

このインターフェイスで受信する各ルータの
メ ト リ ッ クに値を追加します。 指定できる範
囲は 1 ～ 15 です。 デフォル トは 1 です。

ip rip route-filter {prefix-list list-name 
| route-map map-name| [in | out]

例 ：
switch(config-if)# ip rip route-filter 
route-map InputMap in

着信または発信 RIP アップデート をフ ィルタ リ
ングするための、 ルート  マップを指定します。
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RIP コンフ ィギュレーシ ョ ンの確認
RIP コンフ ィギュレーショ ンの確認
RIP の設定を表示するには、 次のいずれかの作業を行います。

RIP 統計情報の表示
RIP の統計情報を表示するには、 次のコマン ドを使用します。

ポ リ シーの統計情報を消去するには、 clear ip rip policy コマン ドを使用します。

RIP の統計情報を消去するには、 clear ip rip statistics コマン ドを使用します。

コマンド 目的

show ip rip instance [instance-tag] [vrf 
vrf-name]

RIP インスタンスの状態を表示します。

show ip rip [instance instance-tag] interface 
slot/port detail [vrf vrf-name]

インターフェイスの RIP ステータスを表示し
ます。

show ip rip [instance instance-tag] neighbor 
[interface-type number] [vrf vrf-name]

RIP ネイバー テーブルを表示します。

show ip rip [instance instance-tag] route 
[ip-prefix/lengh [longer-prefixes | 
shorter--prefixes]] [summary] [vrf vrf-name]

RIP ルート  テーブルを表示します。

show running-configuration rip 現在実行中の RIP コンフ ィギュレーシ ョ ンを
表示します。

コマンド 目的

show ip rip [instance instance-tag] policy 
statistics redistribute {bgp as | direct | 
{eigrp | isis | ospf | ospfv3 | rip} 
instance-tag | static} [vrf vrf-name]

RIP ポ リ シー ステータスを表示します。

show ip rip [instance instance-tag] 
statistics interface-type number] [vrf 
vrf-name]

RIP の統計情報を表示します。
11-19
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 11 章      RIP の設定    
RIP の設定例
RIP の設定例
VRF で Enterprise RIP インスタンスを作成し、 その RIP インスタンスにイーサネッ ト  インター
フェイス  1/2 を追加する例を示します。 さ らに、 enthernet interface 1/2 の認証を設定し、 この 
RIP ド メ インに EIGRP を再配布します。

vrf context NewVRF
!
 feature rip
 router rip Enterprise
  vrf NewVRF
   address-family ip unicast
    redistribute eigrp 201 route-map RIPmap
    max-paths 10
!
interface ethernet 1/2
 vrf NewVRF
 ip address 192.0.2.1/16
 ip router rip Enterprise
 ip rip authentication mode md5 
 ip rip authentication keychain RIPKey

関連項目
ルート  マップの詳細については、 第 15 章 「Route Policy Manager の設定」 を参照して ください。
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第 章12

スタティ ック  ルーティングの設定

この章では、 Cisco NX-OS デバイス上でスタテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングを設定する方法について説
明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「ス タテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングについて」 （P.12-1）

• 「ス タテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングのラ イセンス要件」 （P.12-3）

• 「ス タテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングの前提条件」 （P.12-4）

• 「デフォル ト設定値」 （P.12-4）

• 「ス タテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングの設定」 （P.12-4）

• 「ス タテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングの設定確認」 （P.12-8）

• 「ス タテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングの設定例」 （P.12-9）

スタティ ック  ルーティングについて
ルータは、 ユーザが手動で設定したルート  テーブル エン ト リのルート情報を使用するか、 ま
たはダイナ ミ ッ ク  ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズムで計算されたルート情報を使用して、 パケッ ト
を転送します。

スタテ ィ ッ ク  ルートは、 2 つのルータ間の明示パスを定義する ものであ り、 自動的にはアップ
デート されません。 ネッ ト ワークに変更があった場合は、 ユーザが手動でスタテ ィ ッ ク  ルート
を再設定する必要があ り ます。 スタテ ィ ッ ク  ルートは、 ダイナ ミ ッ ク  ルート に比べて使用す
る帯域幅が少な く な り ます。 ルーテ ィ ング  アップデート の計算や分析に CPU サイ クルを使用
しません。

必要に応じて、 スタテ ィ ッ ク  ルート でダイナ ミ ッ ク  ルート を補う こ とができます。 スタ
テ ィ ッ ク  ルート をダイナ ミ ッ ク  ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズムに再配布できますが、 ダイナ ミ ッ
ク  ルーテ ィ ング  アルゴ リ ズムで計算されたルーテ ィ ング情報をスタテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ング  
テーブルに再配布できません。

スタテ ィ ッ ク  ルートは、 ネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クが予測可能で、 ネッ ト ワーク設計が単純
な環境で使用します。 スタテ ィ ッ ク  ルートはネッ ト ワークの変化に対応できないので、 大規模
でたえず変化しているネッ ト ワークでは、 スタテ ィ ッ ク  ルート を使用すべきではあ り ません。
大部分のネッ ト ワークは、 ルータ間の通信にダイナ ミ ッ ク  ルート を使用しますが、 特殊な状況
でスタテ ィ ッ ク  ルート を  1 つか 2 つ設定する場合があ り ます。 スタテ ィ ッ ク  ルートは、 最終手
段と してのゲート ウェ イ （ルーテ ィ ング不能なすべてのパケッ ト の送信先となるデフォル ト  
ルータ） を指定する場合にも便利です。
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スタテ ィ ッ ク  ルーティングについて
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「ア ド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス」 （P.12-2）

• 「直接接続のスタテ ィ ッ ク  ルート 」 （P.12-2）

• 「完全指定のスタテ ィ ッ ク  ルート 」 （P.12-2）

• 「フローテ ィ ング  スタテ ィ ッ ク  ルート 」 （P.12-3）

• 「ス タテ ィ ッ ク  ルート の リ モー ト  ネクス ト  ホップ」 （P.12-3）

• 「BFD」 （P.12-3）

• 「仮想化のサポート 」 （P.12-3）

アド ミニスト レーティブ ディスタンス

アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスは、 2 つの異なるルーティ ング  プロ ト コルから同じ宛先
に、 2 つ以上のルート が存在する場合に、 最適なパスを選択するために、 ルータが使用する メ
ト リ ッ クです。 複数のプロ ト コルがユニキャス ト  ルーテ ィ ング  テーブルに同じルート を追加
した場合に、 アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスを手がかりに、 他のルーテ ィ ング  プロ ト
コル （またはスタテ ィ ッ ク  ルート ） ではな く、 特定のルーテ ィ ング  プロ ト コル （またはスタ
テ ィ ッ ク  ルート ） が選択されます。 各ルーテ ィ ング  プロ ト コルは、 アド ミ ニス ト レーテ ィブ 
ディ スタンス値を使用して、 信頼性の高い順にプラ イオ リ テ ィが与えられます。

スタテ ィ ッ ク  ルート のデフォル ト のアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスは 1 です。ルータは
値の小さいルート が最短である と見なすので、 スタテ ィ ッ ク  ルート がダイナ ミ ッ ク  ルート よ
り優先されます。 ダイナ ミ ッ ク  ルート でスタテ ィ ッ ク  ルート を上書きする場合は、 スタ
テ ィ ッ ク  ルート にアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスを指定します。 たとえば、 アド ミ ニ
ス ト レーテ ィブ ディ スタンスが 120 のダイナ ミ ッ ク  ルート が 2 つある場合に、 ダイナ ミ ッ ク  
ルート でスタテ ィ ッ ク  ルート を上書きするには、スタテ ィ ッ ク  ルート に 120 よ り大きいアド ミ
ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスを指定します。

直接接続のスタティ ック  ルート

直接接続のスタテ ィ ッ ク  ルート では、 出力インターフェイス （あらゆるパケッ ト を宛先ネッ ト
ワークに送り出すインターフェイス） のみを指定する必要があ り ます。 ルータは宛先が出力イ
ンターフェイスに直接接続されている ものと見なし、 パケッ ト の宛先をネクス ト ホップ アド レ
ス と して使用します。 ネクス ト ホップは、 ポイン ト ツーポイン ト  インターフェイスの場合に限
り、 インターフェイスにできます。 ブロードキャス ト  インターフェイスの場合は、 ネクス ト
ホップを  IPv4/IPv6 アド レスにする必要があ り ます。

完全指定のスタティ ック  ルート

完全指定のスタテ ィ ッ ク  ルート では、 出力インターフェイス （あらゆるパケッ ト を宛先ネッ ト
ワークに送り出すインターフェイス） またはネクス ト  ホップ アド レスのどちらかを指定する
必要があ り ます。 完全指定のスタテ ィ ッ ク  ルート を使用できるのは、 出力インターフェイスが
マルチアクセス  インターフェイスで、 ネクス ト ホップ アド レスを特定する必要がある場合で
す。 ネクス ト ホップ アド レスは、 指定された出力インターフェイスに直接接続する必要があ り
ます。
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スタテ ィ ッ ク  ルーテ ィングのライセンス要件
フローティング スタティ ック  ルート

フローテ ィ ング  スタテ ィ ッ ク  ルートは、 ダイナ ミ ッ ク  ルート をバッ クアップするためにルー
タが使用するスタテ ィ ッ ク  ルート です。 フローテ ィ ング  スタテ ィ ッ ク  ルート には、 バッ ク
アップするダイナ ミ ッ ク  ルート よ り大きいアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスを設定する
必要があ り ます。 この場合、 ルータはフローテ ィ ング  スタテ ィ ッ ク  ルート よ り ダイナ ミ ッ ク  
ルート を優先させます。 フローテ ィ ング  スタテ ィ ッ ク  ルートは、 ダイナ ミ ッ ク  ルート が失わ
れた場合の代用と して使用できます。

（注） デフォル ト では、 ルータはダイナ ミ ッ ク  ルート よ り スタテ ィ ッ ク  ルート を優先させます。 ス
タテ ィ ッ ク  ルート の方がダイナ ミ ッ ク  ルート よ り、 アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスが
小さいからです。

スタティ ック  ルートのリモート  ネクスト  ホップ

リ モー ト （非直接接続） ネク ス ト ホップを指定したスタテ ィ ッ ク  ルート の場合、 ルータに直接
接続されていない隣接ルータのネクス ト ホップ アド レスを指定できます。 データ転送時に、 ス
タテ ィ ッ ク  ルート に リ モー ト  ネクス ト ホップがある と、 そのネクス ト  ホップがユニキャス ト  
ルーテ ィ ング  テーブルで繰り返し使用され、 リモー ト  ネクス ト ホップに到達可能な、 対応す
る直接接続のネクス ト ホップ （複数可） が特定されます。

BFD
この機能では、 双方向フォワーディ ング検出 （BFD） をサポー ト します。 BFD は、 転送パスの
障害を高速で検出する こ とを目的にした検出プロ ト コルです。 BFD は 2 台の隣接デバイス間の
サブセカン ド障害を検出し、 BFD の負荷の一部を、 サポート されるモジュール上のデータ  プ
レーンに分散できるため、 プロ ト コル hello メ ッセージよ り も  CPU を使いません。 詳細につい
ては、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』 を参照して ください。

仮想化のサポート

スタテ ィ ッ ク  ルートは、 仮想ルーテ ィ ング /転送 （VRF） インスタンスをサポート します。

スタティ ック  ルーティングのライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS スタテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングにラ イセンスは不要です。 ラ イセンス  パッケージに含まれていない機
能は nx-os イ メージにバンドルされており、 無料で提供されます。 Cisco NX-OS のラ イセンス  ス
キームの詳細については、 『Cisco NX-OS Licensing Guide』 を参照して ください。
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スタテ ィ ッ ク  ルーティングの前提条件
スタティ ック  ルーティングの前提条件
スタテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングの前提条件は、 次のとおりです。

• スタテ ィ ッ ク  ルート のネクス ト ホップ アド レスが到達不能な場合、 そのスタテ ィ ッ ク  
ルートはユニキャス ト  ルーテ ィ ング  テーブルに追加されません。

デフォルト設定値
表 12-1 に、 スタテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ング  パラ メータのデフォル ト設定を示します。

スタティ ック  ルーティングの設定
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「ス タテ ィ ッ ク  ルート の設定」 （P.12-4）

• 「VLAN を介したスタテ ィ ッ ク  ルート の設定」 （P.12-5）

• 「仮想化の設定」 （P.12-7）

• 「ス タテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングの設定確認」 （P.12-8）

（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。

スタティ ック  ルートの設定

ルータ上でスタテ ィ ッ ク  ルート を設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip route {ip-prefix | ip-addr/ip-mask} {[next-hop | nh-prefix] | [interface next-hop | nh-prefix]} 

[name nexthop-name] [tag tag-value] [pref]

または

ipv6 route ip6-prefix {nh-prefix | link-local-nh-prefix} | {nh-prefix [interface] | link-local-nh-prefix 
[interface]} [name nexthop-name] [tag tag-value] [pref]

3. （任意） show {ip | ipv6} static-route 

4. （任意） copy running-config startup-config

表 12-1 デフォルトのスタテ ィ ッ ク  ルーティング パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス 1

RIP 機能 ディセーブル
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スタテ ィ ッ ク  ルーテ ィングの設定
手順の詳細

次に、 ヌル インターフェイスのスタテ ィ ッ ク  ルート を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip route 1.1.1.1/32 null 0
switch(config)# copy running-config startup-config

スタテ ィ ッ ク  ルート を削除するには、 no {ip | ipv6} route コマン ドを使用します。

VLAN を介したスタティ ック  ルートの設定

VLAN を介したネクス ト  ホップのサポート なしでスタテ ィ ッ ク  ルート を設定できます。

はじめる前に 

アクセス  ポート が VLAN の一部である こ と を確認します。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 ip route {ip-prefix | ip-addr/ip-mask} 
{[next-hop | nh-prefix] | [interface 
next-hop | nh-prefix]} [name 
nexthop-name] [tag tag-value] [pref]

例 ：
switch(config)# ip route 192.0.2.0/8 
ethernet 1/2 192.0.2.4

スタテ ィ ッ ク  ルートおよびこのスタテ ィ ッ ク  
ルート用のインターフェイスを設定します。 ?を
利用して、 サポート されているインターフェイス
の リ ス ト を表示します。 null 0 を使用する と、 ヌ
ル インターフェイスを指定できます。

任意でネクス ト ホップ アド レスを設定できます。

preference 値でアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタ
ンスを設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 255 で
す。 デフォル トは 1 です。

ipv6 route ip6-prefix {nh-prefix | 
link-local-nh-prefix} | (nexthop 
[interface] | link-local-nexthop 
[interface]} [name nexthop-name] [tag 
tag-value] [pref]

例 ：
switch(config)# ipv6 route 
2001:0DB8::/48 6::6 ethernet 2/1

スタテ ィ ッ ク  ルートおよびこのスタテ ィ ッ ク  
ルート用のインターフェイスを設定します。 ?を
利用して、 サポート されているインターフェイス
の リ ス ト を表示します。 null 0 を使用する と、 ヌ
ル インターフェイスを指定できます。

任意でネクス ト ホップ アド レスを設定できます。

preference 値でアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタ
ンスを設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 255 で
す。 デフォル トは 1 です。

ステップ 3 show {ip | ipv6} static-route

例 ：
switch(config)# show ip static-route

（任意） スタテ ィ ッ ク  ルート情報を表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。
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スタテ ィ ッ ク  ルーティングの設定
手順の概要

1. configure terminal
2. feature interface-vlan
3. interface vlan vlan-id

4. ip address ip-addr/length

5. ip route ip-addr/length vlan-id

6. （任意） show ip route 

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

次に、 SVI を介したネクス ト  ホップなしでスタテ ィ ッ ク  ルート を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# feature interface-vlan
swicth(config)# interface vlan 10

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 feature interface vlan

例 ：
switch(config)# feature interface-vlan

VLAN インターフェイス  モードをイネーブルに
します。

ステップ 3 interface-vlan vlan-id

例 ：
switch(config)# interface-vlan 10

SVI を作成して、 インターフェイス  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを開始します。

vlan-id 引数の範囲は 1 ～ 4094 ですが、 内部ス
イ ッチ用に予約されている  VLAN は除きます。

ステップ 4 ip address ip-addr/length

例 ：
switch(config)# ip address 192.0.2.1/8

VLAN の IP アド レスを設定します。

ステップ 5 ip route ip-addr/length vlan-id

例 ：
switch(config)# ip route 
209.165.200.224/27 vlan 10

スイ ッチ仮想インターフェイス （SVI） 上のネク
ス ト  ホップなしでインターフェイスのスタ
テ ィ ッ ク  ルート を追加します。

IP アド レスは、 スイ ッチに接続されたインター
フェイスで設定されるアド レスです。

ステップ 6 show ip route

例 ：
switch(config)# show ip route

（任意） Unicast Route Information Base （URIB） か
らルー ト を表示します。

ステップ 7 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。
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スタテ ィ ッ ク  ルーテ ィングの設定
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/8
switch(config-if)# ip route 209.165.200.224/27 vlan 10 <===209,165.200.224 is the IP
address of the interface that is configured on the interface that is directly connected to
the switch.
switch(config-if)# copy running-config startup-config

スタテ ィ ッ ク  ルート を削除するには、 no ip route コマン ドを使用します。

仮想化の設定

VRF でスタテ ィ ッ ク  ルート を設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. ip route {ip-prefix | ip-addr ip-mask} {next-hop | nh-prefix | interface} [name nexthop-name] [tag 
tag-value] [pref]

または

ipv6 route ip6-prefix {nh-prefix | link-local-nh-prefix} | {next-hop [interface] | link-local-next-hop 
[interface]} [name nexthop-name] [tag tag-value] [pref]

4. （任意） show {ip | ipv6} static-route vrf vrf-name

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 vrf context vrf-name

例 ：
switch(config)# vrf context StaticVrf

VRF を作成し、 VRF コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードを開始します。
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スタテ ィ ッ ク  ルーティングの設定確認
スタテ ィ ッ ク  ルート の設定例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context StaticVrf
switch(config-vrf)# ip route 192.0.2.0/8 192.0.2.10
switch(config-vrf)# copy running-config startup-config

スタティ ック  ルーティングの設定確認
スタテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングの設定を表示するには、 次のいずれかの作業を行います。

ステップ 3 ip route {ip-prefix | ip-addr ip-mask} 
{next-hop | nh-prefix | interface} [name 
nexthop-name] [tag tag-value] [pref]

例 ：
switch(config-vrf)# ip route 192.0.2.0/8 
ethernet 1/2

スタテ ィ ッ ク  ルートおよびこのスタテ ィ ッ ク  
ルート用のインターフェイスを設定します。 ?を
利用して、 サポート されているインターフェイス
の リ ス ト を表示します。 null 0 を使用する と、 ヌ
ル インターフェイスを指定できます。

任意でネクス ト ホップ アド レスを設定できます。

preference 値でアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタ
ンスを設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 255 で
す。 デフォル トは 1 です。

ipv6 route ip6-prefix {nh-prefix | 
link-local-nh-prefix} | (nexthop 
[interface] | link-local-nexthop 
[interface]} [name nexthop-name] [tag 
tag-value] [pref]

例 ：
switch(config)# ipv6 route 
2001:0DB8::/48 6::6 ethernet 2/1

スタテ ィ ッ ク  ルートおよびこのスタテ ィ ッ ク  
ルート用のインターフェイスを設定します。 ?を
利用して、 サポート されているインターフェイス
の リ ス ト を表示します。 null 0 を使用する と、 ヌ
ル インターフェイスを指定できます。

任意でネクス ト ホップ アド レスを設定できます。

preference 値でアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタ
ンスを設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 255 で
す。 デフォル トは 1 です。

ステップ 4 show {ip | ipv6} static-route vrf 
vrf-name

例 ：
switch(config-vrf)# show ip static-route

（任意） スタテ ィ ッ ク  ルート情報を表示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-vrf)# copy running-config 
startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。

コマンド 目的

コマンド 目的

show {ip | ipv6} static-route 設定されているスタティ ッ ク  ルート を表示します。

show ipv6 static-route vrf vrf-name 各 VRF のスタティ ッ ク  ルートの情報を表示します。

show {ip | ipv6} static-route track-table IPv4 または IPv6 スタテ ィ ッ ク  ルート  ト ラ ッ ク  
テーブルに関する情報を表示します。
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スタテ ィ ッ ク  ルーテ ィングの設定例
スタティ ック  ルーティングの設定例
次に、 スタテ ィ ッ ク  ルーテ ィ ングの設定例を示します。

configure terminal
 ip route 192.0.2.0/8 192.0.2.10
 copy running-config startup-config
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スタテ ィ ッ ク  ルーティングの設定例
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第 章13

レイヤ 3 仮想化の設定

この章では、 Cisco NX-OS デバイスでレイヤ 3 仮想化を設定する方法について説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「レイヤ 3 仮想化について」 （P.13-1）

• 「VRF のラ イセンス要件」 （P.13-4）

• 「VRF に関する注意事項と制限事項」 （P.13-5）

• 「デフォル ト設定値」 （P.13-5）

• 「VRF の設定」 （P.13-5）

• 「VRF コンフ ィギュレーシ ョ ンの確認」 （P.13-12）

• 「VRF の設定例」 （P.13-12）

• 「その他の関連資料」 （P.13-13）

 レイヤ 3 仮想化について
Cisco NX-OS は、 複数の仮想ルーティングおよび転送 （VRF） インスタンスをサポート しています。
各 VRF には、 IPv4 および IPv6 に対応するユニキャス トおよびマルチキャス ト  ルート  テーブルを備
えた、 独立したアドレス空間が 1 つずつあり、 他の VRF と無関係にルーティングを決定できます。

ルータご とに、 デフォル ト  VRF および管理 VRF があ り ます。

管理 VRF

• 管理 VRF は管理専用です。

• mgmt 0 インターフェイスのみが、 管理 VRF にいる こ とができます。

• mgmt 0 インターフェイスは、 異なる  VRF に割り当てられる こ とはできません。

• ルーテ ィ ング  プロ ト コルは、 管理 VRF （ス タテ ィ ッ クのみ） で動作できません。

デフォル ト  VRF

• すべてのレイヤ 3 インターフェイスは、 別の VRF に割り当てられるまでデフォル ト  VRF 
に存在します。 

• 異なる  VRF コンテキス ト が指定されない限り、 ルーテ ィ ング  プロ ト コルはデフォル ト の 
VRF コンテキス ト で実行されます。

• デフォル ト  VRF は、 すべての show コマン ドにデフォル ト のルーテ ィ ング  コンテキス ト を
使用します。

• デフォル ト  VRF は、 Cisco IOS のグローバル ルーティ ング  テーブルの概念に似ています。
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レイヤ 3 仮想化について
VRF およびルーティング

すべてのユニキャス トおよびマルチキャス ト  ルーテ ィ ング  プロ ト コルは VRF をサポート しま
す。 VRF でルーテ ィ ング  プロ ト コルを設定する場合は、 同じルーテ ィ ング  プロ ト コル インス
タンスの別の VRF のルーテ ィ ング  パラ メータに依存しないルーテ ィ ング  パラ メータをその 
VRF に設定します。

VRF にインターフェイスおよびルーテ ィ ング  プロ ト コルを割り当てる こ とによって、 仮想レ
イヤ 3 ネッ ト ワークを作成できます。 インターフェイスが存在する  VRF は 1 つだけです。
図 13-1 に、1 つの物理ネッ ト ワークが 2 つの VRF からなる  2 つの仮想ネッ ト ワークに分割され
ている例を示します。 ルータ  Z、 A、 および B は、 VRF Red にあ り、 1 つのアド レス  ド メ イン
を形成しています。 これらのルータは、 ルータ  C が含まれないルート更新を共有します。 ルー
タ  C は別の VRF で設定されているからです。

図 13-1 ネッ トワーク内の VRF

Cisco NX-OS はデフォル ト で、 着信インターフェイスの VRF を使用して、 ルート検索に使用す
るルーテ ィ ング  テーブルを選択します。 ルート  ポ リ シーを設定する と、 この動作を変更し、
Cisco NX-OS が着信パケッ ト に使用する  VRF を設定できます。

Cisco NX-OS は VRF 間のルート  リーク （インポー ト またはエクスポー ト ） をサポート します。

VRF 認識サービス

Cisco NX-OS アーキテクチャの基本的な特徴と して、 すべての IP ベースの機能が VRF を認識
する こ とがあげられます。

次の VRF 認識サービスは、 特定の VRF を選択する こ とによって、 リ モー ト  サーバに接続した
り、 選択した VRF に基づいて情報をフ ィルタ リ ングする こ とができます。

• AAA ： 詳細については、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』 を参
照して ください。 

• Call Home ： 詳細については、 『Cisco Nexus 9000 シ リーズ NX-OS システム管理コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  ガイ ド』 を参照して ください。

• DNS （ド メ イン  ネーム  システム） ： 詳細については、 第 4 章 「DNS の設定」 を参照して く
ださい。

• HTTP ：詳細については、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Fundamentals Configuration Guide』
を参照して ください。 

• HSRP ： 詳細については、 第 16 章 「Configuring HSRP」 を参照して ください。

• NTP ： 詳細については、 『Cisco Nexus 9000 シ リーズ NX-OS システム管理コンフ ィギュレー
シ ョ ン  ガイ ド』 を参照して ください。 

• RADIUS ：詳細については、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』 を
参照して ください。 

Ethernet 1/1

VRF Red

Ethernet 2/1

VRF Red

Ethernet 2/2

VRF Blue

Router Z
Router A

Router B

Router C 18
64

16
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レイヤ 3 仮想化について
• ping および traceroute ： 詳細については、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Fundamentals 
Configuration Guide』 を参照して ください。

• SSH ： 詳細については、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』 を参
照して ください。 

• SNMP ： 詳細については、 『Cisco Nexus 9000 シ リーズ NX-OS システム管理コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  ガイ ド』 を参照して ください。 

• Syslog ： 詳細については、 『Cisco Nexus 9000 シ リーズ NX-OS システム管理コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  ガイ ド』 を参照して ください。 

• TACACS+ ： 詳細については、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』
を参照して ください。 

• TFTP ： 詳細については、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Fundamentals Configuration Guide』
を参照して ください。 

• VRRP （仮想ルータ冗長プロ ト コル） ： 詳細については、 第 17 章 「Configuring VRRP」 を参
照して ください。

• XML ： 詳細については、 『Cisco NX-OS XML Management Interface User Guide』 を参照して
ください。 

各サービスで VRF サポート を設定する詳細については、 各サービスの適切なコンフ ィギュ
レーシ ョ ン  ガイ ドを参照して ください。

こ こでは、 次の内容について説明します。

• 「到達可能性」 （P.13-3）

• 「フ ィルタ リ ング」 （P.13-4）

• 「到達可能性とフ ィルタ リ ングの組み合わせ」 （P.13-4）

到達可能性

到達可能性は、 サービスを提供するサーバに到達するために必要なルーテ ィ ング情報がどの 
VRF にあるかを示します。 たとえば、 管理 VRF で到達可能な SNMP サーバを設定できます。
ルータ上でサーバ アド レスを設定する場合は、 サーバに到達するために Cisco NX-OS が使用し
なければならない VRF も設定します。

図 13-2 に、 管理 VRF を介して到達できる  SNMP サーバを示します。 SNMP サーバ ホス ト  
192.0.2.1 には管理 VRF を使用するよ うに、 ルータ  A を設定します。

図 13-2 サービス VRF の到達可能性

18
64

17

Router A

mgmt0

VRF management

SNMP Server
192.0.2.1
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VRF のライセンス要件
フ ィルタ リング

フ ィルタ リ ングによって、 VRF に基づいて VRF 認識サービスに渡す情報のタイプを制限でき
ます。 たとえば、 Syslog サーバが特定の VRF をサポー トするよ うに設定できます。 図 13-3 に
示す 2 つの Syslog サーバは、 それぞれ 1 つの VRF をサポート しています。 Syslog サーバ A は 
VRF Red で設定されているので、Cisco NX-OS は VRF Red で生成されたシステム  メ ッセージだ
けを  Syslog サーバ A に送信します。

図 13-3 サービス VRF のフ ィルタ リング

到達可能性とフ ィルタリングの組み合わせ

VRF 認識サービスの到達可能性とフ ィルタ リ ングを組み合わせる こ とができます。 そのサービ
スに接続するために Cisco NX-OS が使用する  VRF と と もに、 サービスがサポートする  VRF も
設定できます。 デフォル ト  VRF でサービスを設定する場合は、 任意で、 すべての VRF をサ
ポートするよ うにサービスを設定できます。

図 13-4 に、 管理 VRF 上で到達できる  SNMP サーバを示します。 たとえば、 SNMP サーバが 
VRF Red からの SNMP 通知だけをサポートするよ うに設定できます。

図 13-4 サービス VRF の到達可能性とフ ィルタ リング

VRF のライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。
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Ethernet 2/1

VRF Red
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Syslog Server A

Syslog Server B
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64

19

Router A
Ethernet 2/1

VRF Red

Ethernet 2/2

VRF Blue

Router B

Router C

mgmt0
VRF management

SNMP Server
192.0.2.1

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS VRF にラ イセンスは不要です。 ラ イセンス  パッケージに含まれていない機能は nx-os イ メージに
バンドルされており、 無料で提供されます。 Cisco NX-OS のラ イセンス  スキームの詳細について
は、 『Cisco NX-OS Licensing Guide』 を参照して ください。
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VRF に関する注意事項と制限事項
VRF に関する注意事項と制限事項
VRF 設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

• インターフェイスを既存の VRF のメ ンバにする と、 Cisco NX-OS はあらゆるレイヤ 3 設定
を削除します。 VRF にインターフェイスを追加したあとで、 すべてのレイヤ 3 パラ メータ
を設定する必要があ り ます。

• 管理 VRF に mgmt0 インターフェイスを追加し、 そのあとで mgmt0 の IP アド レスおよびそ
の他のパラ メータを設定します。

• VRF が存在しない う ちに VRF のインターフェイスを設定した場合は、 VRF を作成するま
で、 そのインターフェイスは運用上のダウンにな り ます。

• Cisco NX-OS はデフォル ト で、 デフォル ト  VRF および管理 VRF を作成します。 mgmt0 は
管理 VRF のメ ンバにする必要があ り ます。

• write erase boot コマン ドを実行しても、管理 VRF の設定は削除されません。 write erase コ
マン ドを使用してから  write erase boot コマン ドを使用する必要があ り ます。

デフォルト設定値
表 13-1 に、 VRF パラ メータのデフォル ト設定を示します。

VRF の設定
こ こでは、 次の内容について説明します。

• 「VRF の作成」 （P.13-6）

• 「インターフェイスへの VRF メ ンバーシップの割り当て」 （P.13-7）

• 「ルーテ ィ ング  プロ ト コルに関する  VRF パラ メータの設定」 （P.13-8）

• 「VRF 認識サービスの設定」 （P.13-10）

• 「VRF スコープの設定」 （P.13-11）

（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。

表 13-1 デフォルトの VRF パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

設定されている  VRF デフォル ト 、 管理

ルーテ ィ ング  コンテキス ト デフォル ト  VRF
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VRF の設定
VRF の作成

VRF を作成できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. （任意） ip route {ip-prefix | ip-addr ip-mask} {[next-hop | nh-prefix] | [interface next-hop | 
nh-prefix]} [tag tag-value [pref]

4. （任意） show vrf [vrf-name] 

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

VRF および関連する設定を削除するには、 グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次の
コマン ドを使用します。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 vrf context name

例 ：
switch(config)# vrf context Enterprise
switch(config-vrf)#

新しい VRF を作成し、 VRF コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードを開始します。 name には最大 32 文
字の英数字を使用できます。 大文字と小文字は区
別されます。

ステップ 3 ip route {ip-prefix | ip-addr ip-mask} 
{[next-hop | nh-prefix] | [interface 
next-hop | nh-prefix]} [tag tag-value 
[pref]

例 ：
switch(config-vrf)# ip route 192.0.2.0/8 
ethernet 1/2 192.0.2.4

（任意） スタテ ィ ッ ク  ルートおよびこのスタ
テ ィ ッ ク  ルート用のインターフェイスを設定しま
す。 任意でネクス ト ホップ アド レスを設定できま
す。 preference 値でアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ
スタンスを設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 
255 です。 デフォル トは 1 です。

ステップ 4 show vrf [vrf-name] 

例 ：
switch(config-vrf)# show vrf Enterprise

（任意） VRF 情報を表示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

no vrf context name

例 ：
switch(config)# no vrf context Enterprise

VRF および関連するすべての設定を削除します。
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VRF の設定
グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで使用できるコマン ドはすべて、 VRF コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  モードでも使用できます。

次に、 VRF を作成し、 VRF にスタテ ィ ッ ク  ルート を追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context Enterprise
switch(config-vrf)# ip route 192.0.2.0/8 ethernet 1/2
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# copy running-config startup-config

インターフェイスへの VRF メンバーシップの割り当て

インターフェイスを  VRF のメ ンバにできます。

はじめる前に 

VRF 用のインターフェイスを設定したあとで、 インターフェイスに IP アドレスを割り当てます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. vrf member vrf-name

4. ip-address ip-prefix/length

5. （任意） show vrf vrf-name interface interface-type number

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 vrf member vrf-name

例 ：
switch(config-if)# vrf member 
RemoteOfficeVRF

このインターフェイスを  VRF に追加します。

ステップ 4 ip address ip-prefix/length

例 ：
switch(config-if)# ip address 
192.0.2.1/16

このインターフェイスの IP アド レスを設定しま
す。 このステップは、 このインターフェイスを  
VRF に割り当てたあとに行う必要があ り ます。
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VRF の設定
次に、 VRF にインターフェイスを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# copy running-config startup-config

ルーティング プロ ト コルに関する VRF パラメータの設定

1 つまたは複数の VRF にルーティ ング  プロ ト コルを関連付ける こ とができます。ルーテ ィ ング  
プロ ト コルに関する  VRF の設定については、 該当する章を参照して ください。 こ こでは、 詳
細な設定手順の例と して、 OSPFv2 プロ ト コルを使用します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. vrf vrf-name

4. （任意） maximum-paths paths
5. interface interface-type slot/port

6. vrf member vrf-name

7. ip address ip-prefix/length

8. ip router ospf instance-tag area area-id

9. （任意） copy running-config startup-config

ステップ 5 show vrf vrf-name interface 
interface-type number

例 ：
switch(config-vrf)# show vrf Enterprise 
interface ethernet 1/2

（任意） VRF 情報を表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
13-8
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 13 章      レイヤ 3 仮想化の設定

VRF の設定
手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 router ospf instance-tag

例 ：
switch(config-vrf)# router ospf 201
switch(config-router)#

新規 OSPFv2 インスタンスを作成して、 設定済み
のインスタンス  タグを割り当てます。

ステップ 3 vrf vrf-name

例 ：
switch(config-router)# vrf 
RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)#

VRF コンフ ィギュレーシ ョ ン モードを開始します。

ステップ 4 maximum-paths paths

例 ：
switch(config-router-vrf)# maximum-paths 4

（任意） この VRF のルート  テーブル内の宛先へ
の、 同じ  OSPFv2 パスの最大数を設定します。
ロード  バランシングに使用されます。

ステップ 5 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 6 vrf member vrf-name

例 ：
switch(config-if)# vrf member 
RemoteOfficeVRF

このインターフェイスを  VRF に追加します。

ステップ 7 ip address ip-prefix/length

例 ：
switch(config-if)# ip address 
192.0.2.1/16

このインターフェイスの IP アド レスを設定しま
す。 このステップは、 このインターフェイスを  
VRF に割り当てたあとに行う必要があ り ます。

ステップ 8 ip router ospf instance-tag area area-id

例 ：
switch(config-if)# ip router ospf 201 
area 0

このインターフェイスを  OSPFv2 インスタンスお
よび設定エ リ アに割り当てます。

ステップ 9 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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VRF の設定
次に、 VRF を作成して、 その VRF にインターフェイスを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# vrf RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)# maximum-paths 4
switch(config-router-vrf)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0
switch(config-if)# exit
switch(config)# copy running-config startup-config

VRF 認識サービスの設定

VRF 認識サービスの到達可能性およびフ ィルタ リ ングを設定できます。 VRF 用サービスの設定
手順を扱っている、 該当する章またはコンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ドへの リ ンクについては、
「VRF 認識サービス」 （P.13-2） を参照して ください。 こ こでは、 サービスの詳細な設定手順の
例と して、 SNMP および IP ド メ イン  リ ス ト を使用します。

手順の概要

1. configure terminal
2. snmp-server host ip-address [filter-vrf vrf-name] [use-vrf vrf-name]

3. vrf context [vrf-name]

4. ip domain-list domain-name [all-vrfs][use-vrf vrf-name]

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 snmp-server host ip-address [filter-vrf 
vrf-name] [use-vrf vrf-name]

例 ：
switch(config)# snmp-server host 
192.0.2.1 use-vrf Red
switch(config-vrf)#

グローバル SNMP サーバを設定し、 サービスに到
達するために Cisco NX-OS が使用する  VRF を設
定します。 選択された VRF から このサーバへの
情報をフ ィルタ リ ングするには、 filter-vrf キー
ワードを使用します。

ステップ 3 vrf context vrf-name

例 ：
switch(config)# vrf context Blue
switch(config-vrf)#

新しい VRF を作成します。
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VRF の設定
次に、 VRF Red で到達可能な SNMP ホス ト  192.0.2.1 に、 すべての VRF の SNMP 情報を送信す
る例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# snmp-server host 192.0.2.1 for-all-vrfs use-vrf Red
switch(config)# copy running-config startup-config

次に、VRF Red で到達可能な SNMP ホス ト  192.0.2.12 に対して、VRF Blue の SNMP 情報をフ ィ
ルタ リ ングする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context Blue
switch(config-vrf)# snmp-server host 192.0.2.12 use-vrf Red
switch(config)# copy running-config startup-config

VRF スコープの設定

すべての EXEC コマン ド （show コマン ドなど） に対応する  VRF スコープを設定できます。
VRF スコープを設定する と、 EXEC コマン ド出力のスコープが設定された  VRF に自動的に限
定されます。 このスコープは、 一部の EXEC コマン ドで使用できる  VRF キーワードによって
上書きできます。

VRF スコープを設定するには、 EXEC モードで次のコマン ドを使用します。

デフォル ト の VRF スコープに戻すには、 EXEC モードで次のコマン ドを使用します。

ステップ 4 ip domain-list domain-name 
[all-vrfs][use-vrf vrf-name]

例 ：
switch(config-vrf)# ip domain-list List 
all-vrfs use-vrf Blue
switch(config-vrf)#

VRF でド メ イン  リ ス ト を設定し、 さ らに任意で、
指定されたド メ イン名に接続するために Cisco 
NX-OS が使用する  VRF を設定します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

コマンド 目的

routing-context vrf vrf-name

例 ：
switch# routing-context vrf red
switch%red#

すべての EXEC コマン ドに対応するルーテ ィ
ング  コンテキス ト を設定します。 デフォル ト
のルーテ ィ ング  コンテキス トはデフォル ト  
VRF です。

コマンド 目的

routing-context vrf default

例 ：
switch%red# routing-context vrf default
switch#

デフォル ト のルーテ ィ ング  コンテキス ト を設
定します。
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VRF コンフ ィギュレーシ ョ ンの確認
VRF コンフ ィギュレーショ ンの確認
VRF 設定情報を表示するには、 次の作業のいずれかを行います。

VRF の設定例
次に、 VRF Red を設定し、 その VRF に SNMP サーバを追加し、 VRF Red に OSPF インスタン
スを追加する例を示します。

configure terminal
vrf context Red
 snmp-server host 192.0.2.12 use-vrf Red
router ospf 201
   VRF Red
interface ethernet 1/2
 vrf member Red
 ip address 192.0.2.1/16
 ip router ospf 201 area 0

次に、 VRF Red および Blue を設定し、 各 VRF に OSPF インスタンスを追加して、 各 OSPF イ
ンスタンスの SNMP コンテキス ト を作成する例を示します。

configure terminal
!Create the VRFs
vrf context Red
vrf context Blue
vrf context Green
!Create the OSPF instances and associate them with a single VRF or multiple VRFs 
(recommended)
feature ospf
router ospf Lab
 VRF Red
!
router ospf Production
 vrf Blue
   router-id 1.1.1.1
vrf Green
   router-id 2.2.2.2
!Configure one interface to use ospf Lab on VRF Red
interface ethernet 1/2
 vrf member Red
 ip address 192.0.2.1/16
 ip router ospf Lab area 0
 no shutdown
!Configure another interface to use ospf Production on VRF Blue
interface ethernet 10/2
 vrf member Blue
 ip address 192.0.2.1/16
 ip router ospf Production area 0

コマンド 目的

show vrf [vrf-name] すべてまたは 1 つの VRF の情報を表示します。

show vrf [vrf-name] detail すべてまたは 1 つの VRF の詳細情報を表示し
ます。

show vrf [vrf-name] [interface interface-type 
slot/port] 

インターフェイスの VRF ステータスを表示
します。
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その他の関連資料
 no shutdown
!
interface ethernet 10/3
 vrf member Green
 ip address 192.0.2.1/16
 ip router ospf Production area 0
 no shutdown

!configure the SNMP server
snmp-server user admin network-admin auth md5 nbv-12345
snmp-server community public ro
!Create the SNMP contexts for each VRF
snmp-server context lab instance Lab vrf Red
snmp-server context production instance Production vrf Blue
!Use the SNMP context lab to access the OSPF-MIB values for the OSPF instance Lab in VRF 
Red in this example.

この例で、 VRF Red の OSPF インスタンス  Lab の OSPF-MIB 値にアクセスするには、 SNMP 
コンテキス ト  lab を使用します。

その他の関連資料
仮想化の実装に関連する詳細情報については、 次の項を参照して ください。

• 「関連資料」 （P.13-13）

• 「Standards」 （P.13-13）

関連資料

Standards

関連項目 マニュアル タイ トル

VRF 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Fundamentals Configuration 
Guide』
『Cisco Nexus 9000 シ リーズ NX-OS システム管理コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  ガイ ド』

Standards Title

この機能でサポート される新規の標準または変更
された標準はあ り ません。 また、 既存の標準のサ
ポートは変更されていません。

—
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その他の関連資料
13-14
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング

 

第 章14

ユニキャスト  RIB および FIB の管理

この章では、 Cisco NX-OS デバイスのユニキャス ト  ルーテ ィ ング情報ベース （RIB） および転
送情報ベース （FIB） のルー ト を管理する方法について説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「ユニキャス ト  RIB および FIB について」 （P.14-1）

• 「ユニキャス ト  RIB および FIB のラ イセンス要件」 （P.14-2）

• 「ユニキャス ト  RIB および FIB の管理」 （P.14-2）

• 「ユニキャス ト  RIB および FIB の確認」 （P.14-10）

• 「その他の関連資料」 （P.14-10）

ユニキャスト  RIB および FIB について
ユニキャス ト  RIB （IPv4 RIB と  IPv6 RIB） および FIB は、 図 14-1 に示すよ うに、 Cisco NX-OS 
の転送アーキテクチャの一部です。

図 14-1 Cisco NX-OS 転送アーキテクチャ

ユニキャス ト  RIB は、 アクテ ィブなスーパーバイザ上にあ り ます。 ユニキャス ト  RIB は、 直接
接続のルート 、 スタテ ィ ッ ク  ルート 、 ダイナ ミ ッ ク  ユニキャス ト  ルーテ ィ ング  プロ ト コルで
検出されたルート を含むルーテ ィ ング  テーブルを維持しています。 また、 アド レス解決プロ ト

URIB

Unicast FIB Distribution Module (uFDM)

Unicast Forwarding Information Base (UFIB)

Adjacency Manager (AM)

ISIS BGP OSPF ARP

Module components

Supervisor  components
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ユニキャスト  RIB および FIB のライセンス要件
コル （ARP） などの送信元から、 隣接情報を収集します。 ユニキャス ト  RIB は、 ルート に最適
なネクス ト  ホップを決定し、 さ らにユニキャス ト  FIB 分散モジュール （FDM） のサービスを
使用して、 モジュール上のユニキャス ト転送情報ベース （FIB） を入力します。

各ダイナミ ッ ク  ルーティング プロ ト コルは、 タイム  アウ ト したあらゆるルートについて、 ユニ
キャス ト  RIB を更新する必要があ り ます。 その後、 ユニキャス ト  RIB はそのルート を削除し、 そ
のルートに最適なネクス ト  ホップを再計算します （代わりに使用できるパスがある場合）。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「レイヤ 3 整合性チェ ッカー」 （P.14-2）

レイヤ 3 整合性チェ ッカー

まれな状況において、 各モジュールのユニキャス ト  RIB と  FIB の間に不整合が発生する こ とが
あ り ます。 Cisco NX-OS は、 レイヤ 3 整合性チェ ッカーをサポート します。 この機能は、 スー
パーバイザ モジュールのユニキャス ト  IPv4 RIB と各インターフェイス  モジュールの FIB の間
で不整合を検出します。 不整合には次のよ う なものがあ り ます。

• 欠落したプレフ ィ ッ ク ス

• 余分なプレフ ィ ッ ク ス

• ネクス ト ホップ アド レスの誤り

• ARP またはネイバー探索 （ND） キャ ッシュ内の不正なレイヤ 2 リ ラ イ ト文字列

レイヤ 3 整合性チェ ッカーは、 FIB のエン ト リ と隣接マネージャ （AM） から取得した最新の隣
接情報を比較し、 不整合があれば記録します。 次に整合性チェ ッカーは、 ユニキャス ト  RIB の
プレフ ィ ッ ク スをモジュールの FIB と比較し、 不整合があればログに記録します。 「レイヤ 3 
整合性チェ ッカーの ト リ ガー」 （P.14-6） を参照して ください。

不整合は手動で解消できます。 「FIB 内の転送情報の消去」 （P.14-7） を参照して ください。

ユニキャスト  RIB および FIB のライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

ユニキャスト  RIB および FIB の管理
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「モジュールの FIB 情報の表示」 （P.14-3）

• 「ユニキャス ト  FIB のロード  シェア リ ングの設定」 （P.14-3）

• 「ルーテ ィ ング情報と隣接情報の表示」 （P.14-5）

• 「レイヤ 3 整合性チェ ッカーの ト リ ガー」 （P.14-6）

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS ユニキャス ト  RIB および FIB にラ イセンスは不要です。 ラ イセンス  パッケージに含まれていない
機能は nx-os イ メージにバンドルされており、無料で提供されます。 Cisco NX-OS のラ イセンス  ス
キームの詳細については、 『Cisco NX-OS Licensing Guide』 を参照して ください。
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ユニキャス ト  RIB および FIB の管理
• 「FIB 内の転送情報の消去」 （P.14-7）

• 「ユニキャス ト  RIB の最大ルート数の設定」 （P.14-8）

• 「ルー ト のメモ リ要件の見積も り 」 （P.14-9）

• 「ユニキャス ト  RIB 内のルート の消去」 （P.14-9）

（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。

モジュールの FIB 情報の表示

モジュールの FIB 情報を表示できます。

手順の詳細

モジュールの FIB 情報を表示するには、 任意のモードで次のコマン ドを使用します。

ユニキャスト  FIB のロード  シェアリングの設定 
Open Shortest Path First （OSPF） などのダイナ ミ ッ ク  ルーテ ィ ング  プロ ト コルは、 等コス ト  マ
ルチパス （ECMP） によ る ロード  シェア リ ングをサポート しています。 ルーテ ィ ング  プロ ト コ
ルは、 そのプロ ト コルに設定されたメ ト リ ッ クに基づいて最適なルート を決定し、 そのプロ ト
コルに設定された最大数までのパスをユニキャス ト  ルーテ ィ ング情報ベース （RIB） に組み込
みます。 ユニキャス ト  RIB は、 RIB に含まれるすべてのルーテ ィ ング  プロ ト コル パスのアド
ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスを比較し、 ルーテ ィ ング  プロ ト コルによって組み込まれた
すべてのパス  セッ ト から最適なパス  セッ ト を選択します。 ユニキャス ト  RIB は、 この最適な
パス  セッ ト を転送情報ベース （FIB） に組み込み、 転送プレーンで使用できるよ うにします。

フォワーディ ング  プレーンは、 ロード  シェア リ ングのアルゴ リ ズムを使用して、 FIB に組み込
まれたパスのいずれかを選択し、 それを特定のデータ  パケッ ト に使用します。

（注） ロード  シェア リ ングでは、 特定のフローに含まれるすべてのパケッ ト に対して同じパスが使用
されます。 フローは、 ユーザが設定したロード  シェア リ ング方式によって定義されます。 たと
えば、 送信元/宛先のロード  シェア リ ングを設定する と、 送信元 IP アド レス と宛先 IP アド レス
のペアが同じであるすべてのパケッ ト が同じパスをたど り ます。

コマンド 目的

show forwarding {ipv4 | ipv6} 
adjacency module slot

例 ：
switch# show forwarding ipv6 
adjacency module 2

IPv4 または IPv6 の隣接情報を表示します。

show forwarding {ipv4 | ipv6} route 
module slot

例 ：
switch# show forwarding ipv6 route 
module 2

IPv4 または IPv6 のルート  テーブルを表示します。
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ユニキャス ト  FIB のロード  シェア リ ング  アルゴ リ ズムを設定するには、 グローバル コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

ユニキャス ト  FIB のロード  シェア リ ング  アルゴ リ ズムを表示するには、 任意のモードで次の
コマン ドを使用します。

コマンド 目的

ip load-sharing address {destination 
port destination | source-destination 
[port source-destination]} 
[universal-id seed][rotate rotate] 
[concatenation]

例 ：
switch(config)# ip load-sharing 
address source-destination

データ  ト ラフ ィ ッ クに対するユニキャス ト  FIB の
ロード  シェア リ ング  アルゴ リ ズムを設定します。

• universal-id オプシ ョ ンは、 ハッシュ  アルゴ リ
ズムのランダム  シードを設定します。 汎用 ID 
を設定する必要はあ り ません。 ユーザが設定し
なかった場合は、 Cisco NX-OS が汎用 ID を選択
します。 universal-id の範囲は 1 ～ 4294967295 
です。

• rotate オプシ ョ ンを使用する と、 ハッシュ  アル
ゴ リ ズムはネッ ト ワーク内のすべてのノードで
同じ リ ンクを継続的に選択しないよ うに、 リ ン
ク  ピ ッキング選択を循環させます。 これは、
ハッシュ  アルゴ リ ズムのビッ ト  パターンに影響
を与える こ とによって機能します。 rotate 値を
指定する と、 64 ビッ ト のス ト リームが循環回転
でそのビッ ト位置から解釈されます。 rotate 値
の範囲は 1 ～ 63 で、 デフォル トは 32 です。

（注） ポー ト  チャネルの rotation 値を設定するに
は、 port-channel load-balance src-dst 
ip-l4port rotate rotate コマン ドを使用します。
このコマン ドの詳細については、 『Cisco 
Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces 
Configuration Guide』 を参照して ください。

• concatenation オプシ ョ ンを使用する と、 ECMP 
のハッシュ  タグ値とポー ト  チャネルのハッシュ  
タグ値が一つに結合され、 よ り強力な 64 ビッ ト
のハッシュを使用できるよ うにな り ます。 この
オプシ ョ ンを使用しない場合、 ECMP のロード  
バランシングおよびポー ト  チャネルのロード  バ
ランシングを個別に制御できます。 デフォル ト
ではディセーブルになっています。

コマンド 目的

show ip load-sharing 

例 ：
switch(config)# show ip load-sharing 
address source-destination

データ  ト ラフ ィ ッ クに対するユニキャス ト  FIB の
ロード  シェア リ ング  アルゴ リ ズムを表示します。
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ユニキャス ト  RIB および FIB の管理
ユニキャス ト  RIB および FIB が特定の送信元アド レス /宛先アド レスに使用するルート を表示
するには、 任意のモードで次のコマン ドを使用します。

次に、 送信元/宛先ペアのために選択されたルート を表示する例を示します。

switch# show routing hash 10.0.0.5 192.0.0.2
  Load-share parameters used for software forwarding:
load-share mode: address source-destination port source-destination
  Universal-id seed: 0xe05e2e85
  Hash for VRF "default"
  Hashing to path *172.0.0.2 (hash: 0x0e), for route:

ルーティング情報と隣接情報の表示

ルーテ ィ ング情報と隣接情報を表示できます。

ルーテ ィ ング情報と隣接情報を表示するには、 任意のモードで次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

show routing hash source-addr 
dest-addr [source-port dest-port] 
[vrf vrf-name]

例 ：
switch# show routing hash 192.0.2.1 
10.0.0.1

ユニキャス ト  RIB および FIB が特定の送信元/宛先
アド レス  ペアに使用するルー ト を表示します。 送信
元アド レス と宛先アド レスの形式は x.x.x.x です。 送
信元ポー ト と宛先ポー ト の範囲は 1 ～ 65535 です。
VRF 名には最大 64 文字の英数字文字列を指定しま
す。 大文字と小文字は区別されます。

コマンド 目的

show {ip | ipv6} route [route-type | 
interface int-type number | next-hop]

例 ：
switch# show ip route

ユニキャス ト  ルート  テーブルを表示します。
route-type 引数には、 1 つのルート  プレフ ィ ッ ク ス、
ダイレ ク ト 、 スタテ ィ ッ ク、 またはダイナ ミ ッ ク  
ルーティ ング  プロ ト コルを指定します。 ?  コマン ド
を使用する と、 サポー ト されているインターフェイ
スを表示できます。

show {ip | ipv6} adjacency [prefix | 
interface-type number [summary]| 
non-best] [detail] [vrf vrf-id]

例 ：
switch# show ip adjacency

隣接関係テーブルを表示します。 引数の範囲は次の
とおりです。

• prefix ： 任意の IPv4 または IPv6 プレフ ィ ッ ク ス  
アド レス。

• interface-type number ： ?コマン ドを使用する と、
サポー ト されているインターフェイスを表示で
きます。

• vrf-id ： 最大 64 文字の英数字文字列を指定しま
す。 大文字と小文字は区別されます。

show {ip | ipv6} routing [route-type 
| interface int-type number | 
next-hop | recursive-next-hop | 
summary | updated {since | until} 
time]

例 ：
switch# show routing summary

ユニキャス ト  ルート  テーブルを表示します。
route-type 引数には、 1 つのルート  プレフ ィ ッ クス、
ダイレク ト 、 スタティ ッ ク、 またはダイナミ ッ ク  
ルーティング プロ ト コルを指定します。 ?  コマンド
を使用する と、 サポート されているインターフェイ
スを表示できます。
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次に、 ユニキャス ト  ルート  テーブルを表示する例を示します。

switch# show ip route
IP Route Table for Context "default"
'*' denotes best ucast next-hop       '**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]

0.0.0.0/0, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops
   *via 10.1.1.1, mgmt0, [1/0], 5d21h, static
0.0.0.0/32, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops
   *via Null0, [220/0], 1w6d, local, discard
10.1.0.0/22, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops, attached
   *via 10.1.1.55, mgmt0, [0/0], 5d21h, direct
10.1.0.0/32, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops, attached
   *via 10.1.0.0, Null0, [0/0], 5d21h, local
10.1.1.1/32, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops, attached
   *via 10.1.1.1, mgmt0, [2/0], 5d16h, am
10.1.1.55/32, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops, attached
   *via 10.1.1.55, mgmt0, [0/0], 5d21h, local
10.1.1.253/32, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops, attached
   *via 10.1.1.253, mgmt0, [2/0], 5d20h, am
10.1.3.255/32, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops, attached
   *via 10.1.3.255, mgmt0, [0/0], 5d21h, local
255.255.255.255/32, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops
   *via Eth Inband Port, [0/0], 1w6d, local

次に、 隣接関係情報を表示する例を示します。

switch# show ip adjacency

IP Adjacency Table for context default
Total number of entries: 2
Address         Age       MAC Address     Pref Source     Interface       Best
10.1.1.1        02:20:54  00e0.b06a.71eb  50   arp        mgmt0           Yes
10.1.1.253      00:06:27  0014.5e0b.81d1  50   arp        mgmt0           Yes

レイヤ 3 整合性チェ ッカーのト リガー

レイヤ 3 整合性チェ ッカーを手動で ト リ ガーできます。

レイヤ 3 整合性チェ ッカーを手動で ト リ ガーにするには、グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードで次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

test forwarding [ipv4 | ipv6] 
[unicast] inconsistency [vrf 
vrf-name] [module {slot| all}] 

例 ：
switch(config)# test forwarding 
inconsistency 

レイヤ 3 整合性チェ ッ クを開始します。 vrf-name に
は最大 64 文字の英数字文字列を指定します。 大文
字と小文字は区別されます。 スロ ッ ト の範囲は 1 ～ 
26 です。
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ユニキャス ト  RIB および FIB の管理
レイヤ 3 整合性チェ ッカーを停止するには、グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次の
コマン ドを使用します。

レイヤ 3 の不整合を表示するには、 任意のモードで次のコマン ドを使用します。

FIB 内の転送情報の消去

FIB 内の 1 つまたは複数のエン ト リ を消去できます。 FIB のエン ト リ を消去しても、 ユニキャ
ス ト  RIB に影響はあ り ません。

注意 clear forwarding コマン ドを実行する と、 デバイス上の転送は中断されます。

FIB 内のエン ト リ （レイヤ 3 の不整合を含む） を消去するには、 任意のモードで次のコマン ド
を使用します。

コマンド 目的

test forwarding [ipv4 | ipv6] 
[unicast] inconsistency [vrf 
vrf-name] [module {slot| all}] stop

例 ：
switch# test forwarding inconsistency 
stop

レイヤ 3 整合性チェ ッ クを停止します。 vrf-name に
は最大 64 文字の英数字文字列を指定します。 大文
字と小文字は区別されます。 スロ ッ ト の範囲は 1 ～ 
26 です。

コマンド 目的

show forwarding [ipv4 | ipv6] 
inconsistency [vrf vrf-name] [module 
{slot| all}] 

例 ：
switch# show forwarding inconsistency 

レイヤ 3 整合性チェ ッ クの結果を表示します。
vrf-name には最大 64 文字の英数字文字列を指定しま
す。 大文字と小文字は区別されます。 スロ ッ ト の範
囲は 1 ～ 26 です。

コマンド 目的

clear forwarding {ipv4 | ipv6} route 
{* | prefix} [vrf vrf-name] module 
{slot| all} 

例 ：
switch# clear forwarding ipv4 route * 
module 1

FIB から  1 つまたは複数のエン ト リ を消去します。
ルー ト のオプシ ョ ンは次のとおりです。

• * ： すべてのルート 。

• prefix ： 任意の IP または IPv6 プレフ ィ ッ ク ス

vrf-name には最大 64 文字の英数字文字列を指定しま
す。 大文字と小文字は区別されます。 スロ ッ ト の範
囲は 1 ～ 26 です。
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ユニキャスト  RIB の最大ルート数の設定

ルーテ ィ ング  テーブルで許可されている最大ルート数を設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. ipv4 unicast
4. maximum routes max-routes [threshold [reinstall threshold] | warning-only]

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 vrf context vrf-name 

例 ：
switch(config)# vrf context Red
switch(config-vrf)#

VRF を作成し、 VRF コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードを開始します。

ステップ 3 ipv4 unicast 

例 ：
switch(config-vrf)# ipv4 unicast
switch(config-vrf-af-ipv4)#

アド レスファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドに入り ます。

ステップ 4 maximum routes max-routes [threshold 
[reinstall threshold] | warning-only]

例 ：
switch(config-vrf-af-ipv4)# maximum 
routes 250 90

ルーテ ィ ング  テーブルで許可される最大ルート数
を設定します。指定できる範囲は 1 ～ 4294967295 
です。

次の項目を任意で指定できます。

• threshold ： 警告メ ッセージを ト リ ガーする最
大ルート数のパーセンテージ。 範囲は 1 ～ 
100 です。

• warning-only ： ルー ト の最大数を超えたと き
の警告メ ッセージを記録します。

• reinstall threshold ： 以前に最大ルート数の制
限を超過し、 拒否されたルート を再インス
トールして、 それらを再インス トールするし
きい値を指定します。 しきい値の範囲は 1 ～ 
100 です。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-vrf-af-ipv4)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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ルートのメモリ要件の見積もり

一連のルートおよびネクス ト ホップ アド レスが使用する メモ リ を見積も る こ とができます。

ルート のメモ リ要件を見積もるには、 任意のモードで次のコマン ドを使用します。

ユニキャスト  RIB 内のルートの消去

ユニキャス ト  RIB から  1 つまたは複数のルート を消去できます。

注意 * キーワードはルーティ ングに破壊的な影響を与えます。

ユニキャス ト  RIB 内の 1 つまたは複数のエン ト リ を消去するには、 任意のモードで次のコマン
ドを使用します。

コマンド 目的

show routing {ipv6} memory estimate 
routes num-routes next-hops 
num-nexthops

例 ：
switch# show routing memory estimate 
routes 5000 next-hops 2

ルートのメモ リ要件を表示します。 num-routes の範囲
は 1000 ～ 1000000 です。 num-nexthops の範囲は 1 ～ 
16 です。

コマンド 目的

clear {ip | ipv4 | ipv6} route {* | 
{route | prefix/length}[next-hop 
interface]} [vrf vrf-name] 

例 ：
switch(config)# clear ip route 
10.2.2.2 

ユニキャス ト  RIB とすべてのモジュール FIB から  1 
つまたは複数のルート を消去します。 ルー ト のオプ
シ ョ ンは次のとおりです。

• * ： すべてのルート 。

• route ： 個々の IP または IPv6 ルート 。

• prefix/length ： 任意の IP または IPv6 プレフ ィ ッ
ク ス。

• next-hop ： ネス ク ト ホップ アド レス。

• interface ： ネス ク ト ホップ アド レスに到達する
ためのインターフェイス。

vrf-name には最大 64 文字の英数字文字列を指定しま
す。 大文字と小文字は区別されます。
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ユニキャスト  RIB および FIB の確認 
ユニキャス ト  RIB および FIB 情報を表示するには、 次のいずれかの作業を行います。

その他の関連資料
ユニキャス ト  RIB および FIB の管理に関連する詳細情報については、 次の項を参照してください。

• 「関連資料」 （P.14-10）

関連資料

clear routing [multicast | unicast] 
[ip | ipv4 | ipv6] {* | {route | 
prefix/length}[next-hop interface]} 
[vrf vrf-name] 

例 ：
switch(config)# clear routing ip 
10.2.2.2 

ユニキャス ト  RIB から  1 つまたは複数のルート を消
去します。 ルー ト のオプシ ョ ンは次のとおりです。

• * ： すべてのルート 。

• route ： 個々の IP または IPv6 ルート 。

• prefix/length ： 任意の IP または IPv6 プレフ ィ ッ
ク ス。

• next-hop ： ネス ク ト ホップ アド レス。

• interface ： ネス ク ト ホップ アド レスに到達する
ためのインターフェイス。

vrf-name には最大 64 文字の英数字文字列を指定しま
す。 大文字と小文字は区別されます。

コマンド 目的

コマンド 目的

show forwarding adjacency モジュールの隣接関係テーブルを表示します。

show forwarding distribution {clients | 
fib-state} 

FIB の分散情報を表示します。

show forwarding interfaces module slot モジュールの FIB 情報を表示します。

show forwarding {ip | ipv4 | ipv6} route FIB 内のルート を表示します。

show {ip | ipv6} adjacency 隣接関係テーブルを表示します。

show {ip | ipv6} route ユニキャス ト  RIB から受け取った IPv4 または IPv6 
ルート を表示します。

show routing ユニキャス ト  RIB から受け取ったルート を表示します。

関連項目 マニュアル タイ トル

EEM の設定 『Cisco Nexus 9000 シ リーズ NX-OS システム管理コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  ガイ ド』
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第 章15

Route Policy Manager の設定

この章では、 Cisco NX-OS デバイスでの Route Policy Manager の設定手順について説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「Route Policy Manager について」 （P.15-1）

• 「Route Policy Manager のラ イセンス要件」 （P.15-5）

• 「注意事項と制約事項」 （P.15-5）

• 「デフォル ト設定値」 （P.15-6）

• 「Route Policy Manager の設定」 （P.15-6）

• 「Route Policy Manager の設定確認」 （P.15-20）

• 「Route Policy Manager の設定例」 （P.15-20）

• 「関連項目」 （P.15-20）

 Route Policy Manager について
Route Policy Manager は、 ルート  マップおよび IP プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト をサポート します。 こ
の機能は、 ルート再配布に使用されます。 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト には、 1 つまたは複数の IPv4 
または IPv6 ネッ ト ワーク  プレフ ィ ッ ク スおよび関連付けられたプレフ ィ ッ ク ス長の値を指定
します。 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト は、 ボーダー ゲート ウェ イ  プロ ト コル （BGP） テンプレー ト 、
ルー ト  フ ィルタ リ ング、 またはルーテ ィ ング  ド メ イン間で交換されるルート の再配布などの
機能で、 単独で使用できます。

ルート  マップは、 ルートおよび IP パケッ ト の両方に適用できます。 ルート  フ ィルタ リ ングお
よび再配布は、 ルート  マップを使用してルート を渡します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト 」 （P.15-2）

• 「MAC リ ス ト 」 （P.15-2）

• 「ルー ト  マップ」 （P.15-2）

• 「ルー ト の再配布およびルート  マップ」 （P.15-5）
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プレフ ィ ックス リスト

プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト を使用する と、 アド レスまたはアド レス範囲を許可または拒否できま
す。 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト によるフ ィルタ リ ングでは、 ルート またはパケッ ト のプレフ ィ ッ ク
ス と、 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト に指定されているプレフ ィ ッ ク スの照合が行われます。 特定のプ
レフ ィ ッ ク スがプレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト のどのエン ト リ と も一致しなかった場合、 実質的に拒否
されたものと見なされます。

プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト に複数のエン ト リ を設定し、 エン ト リ と一致したプレフ ィ ッ ク スを許可
または拒否できます。 各エン ト リにはシーケンス番号が関連付けられています。 この番号は
ユーザが設定できます。 シーケンス番号がユーザによ り設定されていない場合、 Cisco NX-OS 
によ り シーケンス番号が自動設定されます。 Cisco NX-OS はシーケンス番号が最も小さいエン
ト リ から順番にプレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト を評価します。 Cisco NX-OS は指定されたプレフ ィ ッ ク
ス と最初に一致するエン ト リ を処理します。一致する と、 Cisco NX-OS は permit 文または deny 
文を処理し、 残りのプレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト は評価しません。

（注） プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト が空の場合は、 すべてのルート が許可されます。

MAC リスト

MAC リ ス ト を使用する と、 MAC アド レスまたはアド レス範囲を許可または拒否できます。
MAC リ ス トは MAC アド レス とオプシ ョ ンの MAC マスクの リ ス ト です。 MAC マス クはワイ
ルドカード  マスクで、 ルート  マップが MAC リ ス ト のエン ト リ と一致する と論理的に MAC ア
ド レス と  AND 結合されます。 MAC リ ス ト によ るフ ィルタ リ ングでは、 パケッ ト の MAC アド
レス と  MAC リ ス ト内の MAC リ ス ト が照合されます。 特定の MAC アド レスが MAC リ ス ト の
どのエン ト リ と も一致しなかった場合、 実質的に拒否されたものと見なされます。

MAC リ ス ト に複数のエン ト リ を設定し、 エン ト リ と一致した  MAC アド レスを許可または拒否
できます。 各エン ト リ にはシーケンス番号が関連付けられています。 この番号はユーザが設定
できます。 シーケンス番号がユーザによ り設定されていない場合、 Cisco NX-OS によ り シーケ
ンス番号が自動設定されます。 Cisco NX-OS はシーケンス番号が最も小さいエン ト リ から順番
に MAC リ ス ト を評価します。Cisco NX-OS は指定された  MAC アド レス と最初に一致するエン
ト リ を処理します。 一致する と、 Cisco NX-OS は permit 文または deny 文を処理し、 残りの 
MAC リ ス トは評価しません。

ルート  マップ

ルート  マップは、 ルート の再配布に使用できます。 ルート  マップ エン ト リは、 一致基準およ
び設定基準の リ ス ト からな り ます。 一致基準では、 着信ルート またはパケッ ト の一致条件を指
定します。 設定基準では、 一致基準を満たした場合のアクシ ョ ンを指定します。

同じルート  マップに複数のエン ト リ を設定できます。 これらのエン ト リには、 同じルート  
マップ名を指定し、 シーケンス番号で区別します。

一意のルート  マップ名の下に 1 つまたは複数のルート  マップ エン ト リ をシーケンス番号に従って
並べ、 ルート  マップを作成します。 ルート  マップ エン ト リのパラ メータは、 次のとおりです。

• シーケンス番号

• アクセス権 ： 許可または拒否

• 一致基準 

• 設定変更
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ルート  マップではデフォル ト で、 最小のシーケンス番号から順にルート または IP パケッ ト が
処理されます。 continue 文を使用する と、 次に処理するルート  マップ エン ト リ を決定できるの
で、 別の順序で処理するよ うにルート  マップを設定できます。

一致基準

さ まざまな基準を使用して、 ルート  マップのルート または IP パケッ ト を照合できます。 BGP 
コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト のよ うに、 特定のルーテ ィ ング  プロ ト コルだけに適用できる基準もあ り
ますが、 IP 送信元または宛先アド レスなど、 その他の基準はあらゆるルート または IP パケッ
ト に使用できます。

ルート  マップに従ってルート またはパケッ ト を処理する場合、 Cisco NX-OS は設定されている
個々の match 文とルート またはパケッ ト を比較します。 ルート またはパケッ トが設定されている
基準と一致した場合、 Cisco NX-OS はルート  マップ内で一致するエン ト リに対する許可または拒
否設定、 および設定されている設定基準に基づいて、 このルートやパケッ ト を処理します。

一致のカテゴ リおよびパラ メータは、 次のとおりです。

• BGP パラ メータ ： AS 番号、 AS パス、 コ ミ ュニテ ィ属性、 または拡張コ ミ ュニテ ィ属性に
基づく一致 

• プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト ： ア ド レスまたはアド レス範囲に基づく一致 

• マルチキャス ト  パラ メータ ： ランデブー ポイン ト 、 グループ、 または送信元に基づく一致 

• その他のパラ メータ ： IP ネクス ト  ホップ アド レスまたはパケッ ト長に基づく一致 

設定変更

ルート またはパケッ ト がルート  マップ エン ト リ と一致する と、 設定した 1 つまたは複数の set 
文に基づいて、 そのルート またはパケッ ト を変更できます。

設定変更は次のとおりです。

• BGP パラ メータ ： AS パス、 タグ、 コ ミ ュニテ ィ、 拡張コ ミ ュニテ ィ、 ダンプニング、
ローカル プ リ ファレンス、 オ リ ジン、 または重み値属性の変更

• メ ト リ ッ ク ： ルー ト  メ ト リ ッ ク、 ルー ト  タグ、 またはルート  タ イプの変更

• その他のパラ メータ ： フォワーディング アドレスまたは IP ネクス ト ホップ アドレスの変更

アクセス リスト

IP アクセス  リ ス ト では、 次のよ う な  IP パケッ ト  フ ィールド とパケッ ト を照合できます。

• 送信元または宛先 IPv4 または IPv6 アド レス

• プロ ト コル

• Precedence

• ToS

BGP の AS 番号

BGP ピアとの照合に使用する  AS 番号の リ ス ト を設定できます。 BGP ピアが リ ス ト内の AS 番
号と一致し、 さ らに他の BGP ピア設定と一致する場合、 BGP はセッシ ョ ンを作成します。
BGP ピアが リ ス ト内の AS 番号と一致しない場合は、 BGP はピアを無視します。 AS 番号は AS 
番号の範囲の リ ス ト と して設定できます。 また、 AS パス  リ ス ト を使用して  AS 番号を正規表
現と比較する こ と もできます。
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BGP の AS パス リスト

AS パス  リ ス ト を設定する と、着信または発信 BGP ルート  アップデート をフ ィルタ リ ングでき
ます。 ルート  アップデート に AS パス  リ ス ト のエン ト リ と一致する  AS パス属性が含まれてい
る場合、 ルータは設定されている許可または拒否条件に基づいてルート を処理します。 ルート  
マップの中で AS パス  リ ス ト を設定できます。

同じ  AS パス  リ ス ト名を使用する こ とによって、 AS パス  リ ス ト で複数の AS パス  エン ト リ を
設定できます。 ルータは最初に一致したエン ト リ を処理します。

BGP のコ ミ ュニティ  リスト

ルート  マップのコ ミ ュニテ ィ  リ ス ト を使用する と、 BGP コ ミ ュニテ ィに基づいて  BGP ルート  
アップデート をフ ィルタ リ ングできます。 コ ミ ュニテ ィ属性はコ ミ ュニテ ィ  リ ス ト に基づいて
照合できます。 また、 コ ミ ュニテ ィ属性はルート  マップを使用して設定できます。

コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト には、 1 つまたは複数のコ ミ ュニテ ィ属性を指定します。 同じコ ミ ュニ
テ ィ  リ ス ト  エン ト リ に複数のコ ミ ュニテ ィ属性を設定した場合、 BGP ルート が一致と見なさ
れるには、 指定されたすべてのコ ミ ュニテ ィ属性と一致しなければな り ません。

同じコ ミ ュニテ ィ  リ ス ト名を使用する こ とによって、 コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト のそれぞれ個別の
エン ト リ と して、 複数のコ ミ ュニテ ィ属性を設定する こ と もできます。 この場合、 ルータは最
初に BGP ルート と一致したコ ミ ュニテ ィ属性を、 そのエン ト リの許可または拒否設定に基づ
いて処理します。

コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト のコ ミ ュニテ ィ属性は、 次の形式のいずれか 1 つで設定できます。

• 名前付きコ ミ ュニテ ィ属性 （internet、 no-export など）。

• aa:nn 形式 （最初の 2 バイ トは 2 バイ ト の AS 番号、 最後の 2 バイ トはユーザが定義する
ネッ ト ワーク番号を表します）。

• 正規表現。

BGP の拡張コ ミ ュニティ  リスト

拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト では 4 バイ ト の AS 番号がサポート されています。 拡張コ ミ ュニテ ィ  
リ ス ト のコ ミ ュニテ ィ属性は、 次のいずれかの形式で設定できます。

• aa4:nn 形式 （最初の 4 バイ トは 4 バイ ト の AS 番号、 最後の 2 バイ トはユーザが定義する
ネッ ト ワーク番号を表します）。

• 正規表現。

Cisco NX-OS は汎用の特定拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト をサポート しています。 この リ ス ト を使用
する と、 4 バイ ト の AS 番号に対して通常のコ ミ ュニテ ィ  リ ス ト と同様の機能を使用できます。
汎用の特定拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト には次のプロパテ ィ を設定できます。

• Transitive ： BGP はコ ミ ュニテ ィ属性を自律システム間に伝達します。

• Nontransitive ： BGP はコ ミ ュニテ ィ属性を削除してからルート を他の自律システムに伝達
します。
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ルートの再配布およびルート  マップ

ルート  マップを使用する と、 ルーテ ィ ング  ド メ イン間でルート の再配布を制御できます。
ルート  マップではルート の属性を照合し、 一致基準を満たすルート だけを再配布します。 設定
変更を使用する こ とによって、 再配布時に、 ルート  マップでルート属性を変更する こ と もでき
ます。

ルータは再配布されたルート を各ルート  マップ エン ト リ と照合します。 match 文が複数ある場合
は、 ルートがすべての一致基準を満たしている必要があ り ます。 ルートがルート  マップ エン ト
リで定義されている一致基準を満たす場合は、 エン ト リで定義されているアクシ ョ ンが実行され
ます。 ルートが基準と一致しなかった場合、 ルータは後続のルート  マップ エン ト リ とルート を
比較します。 ルートの処理は、 ルートがルート  マップのいずれかのエン ト リ と一致するか、 どの
エン ト リ と も一致せずすべてのエン ト リによる処理が完了するまで継続します。 ルータがルート  
マップの全エン ト リ とルート を比較しても一致しなかった場合、 ルータはそのルート を受け付け
るか （着信ルート  マップ） またはルート を転送します （発信ルート  マップ）。

（注） BGP をIGP に再配布する と き、 iBGP も再配布されます。 この動作を無効にするには、 ルート  
マップに追加 deny 文を挿入します。

Route Policy Manager のライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

注意事項と制約事項
Route Policy Manager 設定時の注意事項および制約事項は、 次のとおりです。

• ルート  マップが空の場合は、 すべてのルート が拒否されます。

• プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト が空の場合は、 すべてのルート が許可されます。

• ルート  マップ エン ト リ に match 文がない場合、 ルート  マップ エン ト リ のアクセス権 （許
可または拒否） によって、 すべてのルート またはパケッ ト の処理結果が決ま り ます。

• ルート  マップ エン ト リ の match 文の中で参照されたポ リ シー （プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト な
ど） から  no-match または deny-match が戻った場合、 Cisco NX-OS は match 文を失敗と し
て、 次のルート  マップ エン ト リ を処理します。

• ルート  マップを変更しても、 ルー ト  マップ コンフ ィギュレーシ ョ ン  サブモードを終了す
るまでは、 Cisco NX-OS によ りすべての変更が保留されます。 その後、 Cisco NX-OS がすべ
ての変更をプロ ト コル ク ラ イアン ト に送信する と、 変更が有効にな り ます。

• ルート  マップは定義する前に使用できるので、 設定変更を終える と きには、 すべてのルー
ト  マップが存在している こ と を確認して ください。

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS Route Policy Manager にラ イセンスは不要です。 ラ イセンス  パッケージに含まれていない機能は 
nx-os イ メージにバンドルされており、 無料で提供されます。 NX-OS ラ イセンス方式の詳細につい
ては、 『Cisco NX-OS Licensing Guide』 を参照して ください。
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• 再配布およびフ ィルタ リ ングを行う場合、 ルート  マップの使用状況を確認できます。 各
ルーテ ィ ング  プロ ト コルには、 これらの統計情報を表示する機能があ り ます。

• BGP をIGP に再配布する と き、 iBGP も再配布されます。 この動作を無効にするには、 ルー
ト  マップに追加 deny 文を挿入します。

デフォルト設定値
表 15-1 に、 Route Policy Manager のデフォル ト設定を示します。

Route Policy Manager の設定
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「IP プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト の設定」 （P.15-6）

• 「MAC リ ス ト の設定」 （P.15-8）

• 「AS パス  リ ス ト の設定」 （P.15-9）

• 「コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト の設定」 （P.15-10）

• 「拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト の設定」 （P.15-11）

• 「ルー ト  マップの設定」 （P.15-13）

（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。

IP プレフ ィ ックス リストの設定

IP プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト では、 プレフ ィ ッ ク スおよびプレフ ィ ッ ク ス長の リ ス ト に対して  IP 
パケッ ト またはルート を照合します。 IPv4 には IP プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト 、 IPv6 には IPv6 プレ
フ ィ ッ ク ス  リ ス ト を作成できます。

指定したプレフ ィ ッ ク ス長と完全に一致するプレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト  エン ト リのみを対象とす
るよ う設定できます。 また、 指定したプレフ ィ ッ ク ス長の範囲に該当するすべてのプレフ ィ ッ
ク スを対象とする こ と もできます。

ge キーワード と  lt キーワードを使用する と、 プレフ ィ ッ ク ス長の範囲を指定できます。 着信パ
ケッ ト またはルート がプレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト と一致する と判定されるのは、 プレフ ィ ッ ク スが
一致する場合、 およびプレフ ィ ッ ク ス長が ge キーワードの値 （設定されている場合） 以上で lt 
キーワードの値 （設定されている場合） 以下の場合です。

表 15-1 Route Policy Manager のデフォルト  パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

Route Policy Manager イネーブル

アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンス 115
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手順の概要

1. configure terminal
2. {ip | ipv6} prefix-list name description string

3. ip prefix-list name [seq number] [{permit | deny} prefix {[eq prefix-length] | [ge prefix-length] [le 
prefix-length]}] 

または

ipv6 prefix-list name [seq number] [{permit | deny} prefix {[eq prefix-length] | [ge prefix-length] 
[le prefix-length]}] 

4. （任意） show {ip | ipv6} prefix-list name

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 {ip | ipv6} prefix-list name description 
string

例 ：
switch(config)# ip prefix-list 
AllowPrefix description allows 
engineering server

（任意） プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト についての情報ス
ト リ ングを追加します。

ステップ 3 ip prefix-list name [seq number] 
[{permit | deny} prefix {[eq 
prefix-length] | [ge prefix-length] [le 
prefix-length]}] 

例 ：
switch(config)# ip prefix-list 
AllowPrefix seq 10 permit 192.0.2.0/24 
eq 24

IPv4 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト を作成するか、 また
は既存のプレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト にプレフ ィ ッ ク ス
を追加します。 プレフ ィ ッ ク ス長の照合は次のよ
うに行われます。

• eq ： prefix length の値と完全に一致する ものが
対象。

• ge ： 設定された prefix length 以上のプレ
フ ィ ッ ク ス長が対象。

• le ： 設定された prefix length 以下のプレフ ィ ッ
ク ス長が対象。

ipv6 prefix-list name [seq number] 
[{permit | deny} prefix {[eq 
prefix-length] | [ge prefix-length] [le 
prefix-length]}] 

例 ：
switch(config)# ipv6 prefix-list 
AllowIPv6Prefix seq 10 permit 
2001:0DB8:: le 32

IPv6 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト を作成するか、 また
は既存のプレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト にプレフ ィ ッ ク ス
を追加します。 プレフ ィ ッ ク ス長の設定は次のよ
うに行われます。

• eq ： prefix length の値と完全に一致する ものが
対象。

• ge ： 設定された prefix length 以上のプレ
フ ィ ッ ク ス長が対象。

• le ： 設定された prefix length 以下のプレフ ィ ッ
ク ス長が対象。
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次に、 2 つのエン ト リ からなる  IPv4 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト を作成し、 BGP ネイバーにプレ
フ ィ ッ ク ス  リ ス ト を適用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip prefix-list allowprefix seq 10 permit 192.0.2.0/24 eq 24
switch(config)# ip prefix-list allowprefix seq 20 permit 209.165.201.0/27 eq 27
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1/16 remote-as 65534
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# prefix-list allowprefix in

MAC リストの設定

MAC リ ス ト を設定する と、 特定の範囲の MAC アド レスを許可または拒否できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. mac-list name [seq number] {permit | deny} mac-address [mac-mask] 

3. （任意） show mac-list name

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

ステップ 4 show {ip | ipv6} prefix-list name

例 ：
switch(config)# show ip prefix-list 
AllowPrefix

（任意） プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト情報を表示します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 mac-list name [seq number] {permit | 
deny} mac-address [mac-mask] 

例 ：
switch(config)# mac-list AllowMac seq 1 
permit 0022.5579.a4c1 ffff.ffff.0000 

MAC リ ス ト を作成するか、既存の MAC リ ス ト に 
MAC アド レスを追加します。 seq の範囲は 1 ～ 
4294967294 です。 mac-mask は照合する  MAC ア
ド レスの部分を表し、 MAC アド レス形式である
必要があ り ます。
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AS パス リストの設定

発信および着信 BGP ルート の両方に、 AS パス  リ ス ト  フ ィルタを指定できます。 各フ ィルタ
は、 正規表現を使用するアクセス  リ ス ト です。 正規表現が ASCII ス ト リ ング と して表された
ルート の AS パス属性と一致した場合は、 許可または拒否条件が適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip as-path access-list name {deny | permit} expression

3. （任意） show {ip | ipv6} as-path list name

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

ステップ 3 show mac-list name

例 ：
switch(config)# show mac-list AllowMac

（任意） MAC リ ス ト の情報を表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 ip as-path access-list name {deny | 
permit} expression 

例 ：
switch(config)# ip as-path access-list 
Allow40 permit 40 

正規表現を使用して BGP AS パス  リ ス ト を作成し
ます。

ステップ 3 show {ip | ipv6} as-path-access-list 
name

例 ：
switch(config)# show ip 
as-path-access-list Allow40

（任意） AS パス  アクセス  リ ス ト情報を表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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次に、 2 つのエン ト リ からなる  AS パス  リ ス ト を作成し、 BGP ネイバーに AS パス  リ ス ト を適
用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip as-path access-list AllowAS permit 64510 
switch(config)# ip as-path access-list AllowAS permit 64496 
switch(config)# copy running-config startup-config
switch(config)# router bgp 65535:20
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1/16 remote-as 65535:20
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# filter-list AllowAS in

コ ミ ュニティ  リストの設定

コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト を使用する と、 コ ミ ュニテ ィ属性に基づいて  BGP ルート をフ ィルタ リ ン
グできます。 コ ミ ュニテ ィ番号は aa:nn 形式の 4 バイ ト値です。 最初の 2 バイ トは自律システ
ム番号を表し、 最後の 2 バイ トはユーザ定義のネッ ト ワーク番号です。

同じコ ミ ュニテ ィ  リ ス ト文で複数の値を設定した場合、 コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト  フ ィルタを満足
させるには、 すべてのコ ミ ュニテ ィ値が一致しなければな り ません。 複数の値をそれぞれ個別
のコ ミ ュニテ ィ  リ ス ト文で設定した場合は、 最初に条件が一致した リ ス ト が処理されます。

コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト を  match 文で使用する と、 コ ミ ュニテ ィ属性に基づいて BGP ルート を
フ ィルタ リ ングできます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip community-list standard list-name {deny | permit} [community-list] [internet] [local-AS] 

[no-advertise] [no-export]
または

ip community-list expanded list-name {deny | permit} expression

3. （任意） show ip community-list name

4. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

次に、 2 つのエン ト リ からなるコ ミ ュニテ ィ  リ ス ト の作成例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip community-list standard BGPCommunity permit no-advertise 65535:20 
switch(config)# ip community-list standard BGPCommunity permit local-AS no-export
switch(config)# copy running-config startup-config

拡張コ ミ ュニティ  リストの設定

拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト を使用する と、 コ ミ ュニテ ィ属性に基づいて  BGP ルート をフ ィルタ
リ ングできます。 コ ミ ュニテ ィ番号は aa4:nn 形式の 6 バイ ト値です。 最初の 4 バイ トは自律シ
ステム番号を表し、 最後の 2 バイ トはユーザ定義のネッ ト ワーク番号です。

同じ拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト文で複数の値を設定した場合、 拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト  フ ィル
タの条件を満たすには、 すべての拡張コ ミ ュニテ ィ値が一致しなければな り ません。 複数の値
をそれぞれ個別の拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト文で設定した場合は、 最初に条件が一致した リ ス ト
が処理されます。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 ip community-list standard list-name 
{deny | permit} [community-list] 
[internet] [local-AS] [no-advertise] 
[no-export]

例 ：
switch(config)# ip community-list 
standard BGPCommunity permit 
no-advertise 65535:20

標準 BGP コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト を作成します。
list-name には最大 63 文字の英数字を使用できま
す。 大文字と小文字は区別されます。
community-list には、 1 つ以上のコ ミ ュニテ ィ を  
aa:nn 形式で指定できます。

ip community-list expanded list-name 
{deny | permit} expression 

例 ：
switch(config)# ip community-list 
expanded BGPComplex deny 
50000:[0-9][0-9]_

正規表現を使用して拡張 BGP コ ミ ュニテ ィ  リ ス
ト を作成します。

ステップ 3 show ip community-list name

例 ：
switch(config)# show ip community-list 
BGPCommunity

（任意） コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト の情報を表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト を  match 文で使用する と、 拡張コ ミ ュニテ ィ属性に基づいて BGP 
ルート をフ ィルタ リ ングできます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip extcommunity-list standard list-name {deny | permit} 4bytegeneric {transitive | 

non-transitive} aa4:nn

または

ip extcommunity-list expanded list-name {deny | permit} expression

3. （任意） show ip extcommunity-list name

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

次に、 汎用の特定拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト を作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip extcommunity-list standard test1 permit 4bytegeneric transitive 
65535:40 65535:60 
switch(config)# copy running-config startup-config

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 ip extcommunity-list standard list-name 
{deny | permit} 4bytegeneric {transitive 
| nontransitive} community1 
[community2...]

例 ：
switch(config)# ip extcommunity-list 
standard BGPExtCommunity permit 
4bytegeneric transitive 65535:20

標準 BGP 拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト を作成します。
community には、 1 つ以上の拡張コ ミ ュニテ ィ を  
aa4:nn 形式で指定できます。

ip extcommunity-list expanded list-name 
{deny | permit} expression 

例 ：
switch(config)# ip extcommunity-list 
expanded BGPExtComplex deny 
1.5:[0-9][0-9]_

正規表現を使用して拡張 BGP 拡張コ ミ ュニテ ィ  
リ ス ト を作成します。

ステップ 3 show ip community-list name

例 ：
switch(config)# show ip community-list 
BGPCommunity

（任意） 拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト の情報を表示し
ます。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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ルート  マップの設定

ルート  マップは、 ルート の再配布またはルート  フ ィルタ リ ングに使用できます。 ルート  マッ
プには、 複数の一致基準と複数の設定基準を含める こ とができます。

BGP にルート  マップを設定する と、 BGP ネイバー セッシ ョ ンの自動ソフ ト  ク リ アまたは リ フ
レ ッシュの ト リ ガーにな り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. route-map map-name [permit | deny] [seq]

3. （任意） continue seq

4. （任意） exit
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

ルート  マップ コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで、 オプシ ョ ン と して、 ルー ト  マップに次の 
match パラ メータを設定できます。

（注） default-information originate コマン ドでは、 オプシ ョ ンのルート  マップの match 文は
無視されます。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 route-map map-name [permit | deny] [seq] 

例 ：
switch(config)# route-map Testmap permit 
10
switch(config-route-map)# 

ルート  マップを作成するか、または既存のルート  
マップに対応するルート  マップ コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを開始します。 seq を使用し
て、 ルート  マップ エン ト リ を順序付けます。

ステップ 3 continue seq

例 ：
switch(config-route-map)# continue 10

（任意） ルー ト  マップで次を処理するシーケンス
文を決定します。 使用するのは、 フ ィルタ リ ング
および再配布の場合だけです。

ステップ 4 exit

例 ：
switch(config-route-map)# exit

（任意） ルー ト  マップ コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードを終了します。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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コマンド 目的

match as-path name [name...]

例 ：
switch(config-route-map)# match as-path 
Allow40

1 つまたは複数の AS パス  リ ス ト と照合。 AS 
パス  リ ス トは、 ip as-path access-list コマン ド
で作成します。

match as-number {number [,number...] | 
as-path-list name [name...]}

例 ：
switch(config-route-map)# match as-number 
33,50-60

1 つまたは複数の AS 番号または AS パス  リ ス
ト と照合。 AS パス  リ ス トは、 ip as-path 
access-list コマン ドで作成します。 指定できる
範囲は 1 ～ 65535 です。 AS パス  リ ス ト名には
最大 63 文字の英数字を使用できます。 大文字
と小文字は区別されます。

match community name 
[name...][exact-match]

例 ：
switch(config-route-map)# match community 
BGPCommunity

1 つまたは複数のコ ミ ュニテ ィ  リ ス ト と照合。
コ ミ ュニテ ィ  リ ス トは、 ip community-list コ
マン ドで作成します。

match extcommunity name 
[name...][exact-match]

例 ：
switch(config-route-map)# match 
extcommunity BGPextCommunity

1 つまたは複数の拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト と
照合。 コ ミ ュニテ ィ  リ ス トは、 ip 
extcommunity-list コマン ドで作成します。

match interface interface-type number 
[interface-type number...

例 ：
switch(config-route-map)# match interface 
e 1/2

設定済みのインターフェイスのいずれかから
のネクス ト  ホップと照合。 ?を使用する と、 サ
ポート されているインターフェイスの種類の
リ ス ト を検索できます。

match ip address prefix-list name 
[name...]

例 ：
switch(config-route-map)# match ip address 
prefix-list AllowPrefix

1 つまたは複数の IPv4 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト
と照合。プレフ ィ ッ ク ス  リ ス トは ip prefix-list 
コマン ドを使用して作成します。

match ipv6 address prefix-list name 
[name...]

例 ：
switch(config-route-map)# match ip address 
prefix-list AllowIPv6Prefix

1 つまたは複数の IPv6 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト
と照合。 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス トは ipv6 
prefix-list コマン ドを使用して作成します。

match ip multicast [source ipsource] 
[[group ipgroup] [rp iprp]]

例 ：
switch(config-route-map)# match ip 
multicast rp 192.0.2.1

マルチキャス ト送信元、 グループ、 またはラ
ンデブー ポイン ト に基づいて  IPv4 マルチキャ
ス ト  パケッ ト を照合。

match ipv6 multicast [source ipsource] 
[[group ipgroup] [rp iprp]]

例 ：
switch(config-route-map)# match ip 
multicast source 2001:0DB8::1

マルチキャス ト送信元、 グループ、 またはラ
ンデブー ポイン ト に基づいて  IPv6 マルチキャ
ス ト  パケッ ト を照合。
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match ip next-hop prefix-list name 
[name...]

例 ：
switch(config-route-map)# match ip 
next-hop prefix-list AllowPrefix

1 つまたは複数の IP プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト に
対して、 ルー ト の IPv4 ネクス ト ホップ アド レ
スを照合。 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス トは ip 
prefix-list コマン ドを使用して作成します。

match ipv6 next-hop prefix-list name 
[name...]

例 ：
switch(config-route-map)# match ipv6 
next-hop prefix-list AllowIPv6Prefix

1 つまたは複数の IP プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト に
対して、 ルー ト の IPv6 ネクス ト ホップ アド レ
スを照合。 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス トは ipv6 
prefix-list コマン ドを使用して作成します。

match ip route-source prefix-list name 
[name...]

例 ：
switch(config-route-map)# match ip 
route-source prefix-list AllowPrefix

1 つまたは複数の IP プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト に
対して、 ルー ト の IPv4 ルート送信元アド レス
を照合。プレフ ィ ッ ク ス  リ ス トは ip prefix-list 
コマン ドを使用して作成します。

match ipv6 route-source prefix-list name 
[name...]

例 ：
switch(config-route-map)# match ipv6 
route-source prefix-list AllowIPv6Prefix

1 つまたは複数の IP プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト に
対して、 ルー ト の IPv6 ルート送信元アド レス
を照合。 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス トは ipv6 
prefix-list コマン ドを使用して作成します。

match mac-list name [name...]

例 ：
switch(config-route-map)# match mac-list 
AllowMAC

1 つまたは複数の MAC リ ス ト と照合。 MAC 
リ ス トは mac-list コマン ドを使用して作成し
ます。

match metric value [+- deviation.] 
[value..]

例 ：
switch(config-route-map)# match metric 50 
+ 10

ルート  メ ト リ ッ ク値を  1 つまたは複数のメ ト
リ ッ ク値または値の範囲と照合。 メ ト リ ッ ク
範囲は +- deviation 引数を使用して設定します。
ルート  マップは次の範囲に該当するすべての
ルート  メ ト リ ッ ク と照合されます。

value - deviation ～ value + deviation

コマンド 目的
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ルート  マップ コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで、オプシ ョ ン と して、ルー ト  マップに次の set 
パラ メータを設定できます。

match route-type route-type

例 ：
switch(config-route-map)# match route-type 
level 1 level 2

ルート  タ イプと照合。 route-type は、 次の う ち
の 1 つまたは複数にできます。

• external ： 外部ルート （BGP、 EIGRP、
OSPF タ イプ 1 または 2）

• inter-area ： OSPF エ リ ア間ルート

• internal ： 内部ルー ト （OSPF エ リ ア内また
はエ リ ア間ルート を含む）

• intra-area ： OSPF のエ リ ア内ルート

• level 1 ： IS-IS レベル 1 ルート

• level 2 ： IS-IS レベル 2 ルート

• local ： ローカルで生成されたルー ト

• nssa-external ： NSSA 外部ルート （OSPF タ
イプ 1 または 2）

• type-1 ： OSPF 外部タイプ 1 ルート

• type-2 ： OSPF 外部タイプ 2 ルート

match tag tagid [tagid...]

例 ：
switch(config-route-map)# match tag 2

フ ィルタ リ ングまたは再配布に関する  1 つま
たは複数のタグとルート を照合。

match vlan vlan-id [vlan-range]

例 ：
switch(config-route-map)# match vlan 3, 
5-10

VLAN と照合。

コマンド 目的

コマンド 目的

set as-path {tag | prepend {last-as number 
| as-1 [as-2...]}}

例 ：
switch(config-route-map)# set as-path 
prepend 10 100 110

BGP ルート の AS パス属性を変更します。最後
の AS 番号と して設定された  number または特
定の AS パス値と してのス ト リ ング （as-1 
as-2...as-n） をプ リペン ドできます。

set comm-list name delete

例 ：
switch(config-route-map)# set comm-list 
BGPCommunity delete

着信または発信 BGP ルート  アップデートのコ
ミ ュニティ属性から、 コ ミ ュニティを削除しま
す。 コ ミ ュニティ  リ ス トは ip community-list コ
マンドを使用して作成します。
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set community {none | additive | local-AS 
| no-advertise | no-export | community-1 
[community-2...]} 

例 ：
switch(config-route-map)# set community 
local-AS

BGP ルート  アップデート のコ ミ ュニテ ィ属性
を設定します。

（注） ルート  マップ属性の同じシーケンス
で、 set community コマン ド と  set 
comm-list delete コマン ドを両方使用す
る と、 設定処理よ り先に削除処理が実
行されます。

（注） send-community コマン ドを  BGP ネイ
バー アド レス  ファ ミ リ  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードで使用して、 BGP コ
ミ ュニテ ィ属性を  BGP ピアにプロパ
ゲート します。

set dampening halflife reuse suppress 
duration

例 ：
switch(config-route-map)# set dampening 30 
1500 10000 120

BGP ルート  ダンプニング  パラ メータを設定し
ます。

• halflife ： 指定できる範囲は 1 ～ 45 分です。
デフォル トは 15 です。

• reuse ： 指定できる範囲は 1 ～ 20000 秒で
す。 デフォル トは 750 です。

• suppress ： 指定できる範囲は 1 ～ 20000 で
す。 デフォル トは 2000 です。

• duration ： 指定できる範囲は 1 ～ 255 分で
す。 デフォル ト値は 60 です。

set distance value

例 ：
switch(config-route-map)# set distance 150

OSPFv2 または OSPFv3 のルート のアド ミ ニス
ト レーテ ィブ ディ スタンスを設定します。 指
定できる範囲は 1 ～ 255 です。

set extcomm-list name delete

例 ：
switch(config-route-map)# set extcomm-list 
BGPextCommunity delete

着信または発信 BGP ルート  アップデート の拡
張コ ミ ュニテ ィ属性から、 コ ミ ュニテ ィ を削
除します。 拡張コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト は ip 
extcommunity-list コマン ドを使用して作成し
ます。

set extcommunity 4byteas-generic 
{transitive | nontransitive} {none | 
additive] community-1 [community-2...]} 

例 ：
switch(config-route-map)# set extcommunity 
generic transitive 1.0:30

BGP ルート  アップデート の拡張コ ミ ュニテ ィ
属性を設定します。

（注） ルート  マップ属性の同じシーケンス
で、 set extcommunity コマン ド と  set 
extcomm-list delete コマン ドを両方使用
する と、 設定処理よ り先に削除処理が
実行されます。

（注） BGP 拡張コ ミ ュニテ ィ属性を  BGP ピア
に伝達するには、 BGP ネイバー アド レ
ス  ファ ミ リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードで send-community コマン ドを使
用します。

コマンド 目的
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set extcommunity cost community-id1 cost 
[igp | pre-bestpath] [community-id2...]} 

例 ：
switch(config-route-map)# set extcommunity 
cost 33 1.0:30

BGP ルート  アップデート のコス ト  コ ミ ュニ
テ ィ属性を設定します。 この属性は、 ローカ
ルの自律システムまたは自律連合の BGP 最良
パス選択プロセスをカスタマイズする こ とが
できます。 community-id の範囲は 0 ～ 255 です。
cost の範囲は 0 ～ 4294967295 です。 最も低い
コス ト を持つパスが優先されます。 コス ト が
同じ場合は、 最も低いコス ト  コ ミ ュニテ ィ番
号を持つパスが優先されます。

igp キーワードは IGP コス ト比較の後にコス ト
を比較します。 pre-bestpath キーワードは、 ベ
ス ト  パス  アルゴ リ ズムの他のすべてのステッ
プの前に比較します。

set extcommunity rt community-1 [additive] 
[community-2...]} 

例 ：
switch(config-route-map)# set extcommunity 
rt 1.0:30

BGP ルート更新の拡張コ ミ ュニテ ィ  ルート  
ターゲッ ト属性を設定します。 community の値

は、 2 バイ ト の AS 番号 : 4 バイ ト のネッ ト

ワーク番号、 4 バイ ト の AS 番号 : 2 バイ ト の

ネッ ト ワーク番号、 または IP アド レス : 2 バ
イ ト のネッ ト ワーク番号で指定します。

additive キーワードは、 ルー ト  ターゲッ ト を
既存の拡張コ ミ ュニテ ィ  ルート  ターゲッ ト属
性に追加するために使用します。

set forwarding-address

例 ：
switch(config-route-map)# set 
forwarding-address

OSPF のフォ ワーディ ング  ア ド レスを設定し
ます。

set ip next-hop unchanged

例 ：
switch(config-route-map)# set ip next-hop 
unchanged

不変のネクス ト  ホップ IP アド レスを指定しま
す。 このコマン ドは、 BGP IPv6-over-IPv4 ピア
リ ングに必要です。

set level {backbone | level-1 | level-1-2 
| level-2}

例 ：
switch(config-route-map)# set level 
backbone

IS-IS 用にルート をインポートするエ リ アを設
定します。 IS-IS のオプシ ョ ンは level-1、
level-1-2、 または level-2 です。 デフォル トは 
level-1 です。

set local-preference value 

例 ：
switch(config-route-map)# set 
local-preference 4000

BGP ローカル プ リ ファレンス値を設定しま
す。 指定できる範囲は 0 ～ 4294967295 です。

set metric [+ | -]bandwidth-metric

例 ：
switch(config-route-map)# set metric +100

既存のメ ト リ ッ ク値を増減します。 メ ト リ ッ
クは Kb/s 単位です。 指定できる範囲は 0 ～ 
4294967295 です。

コマンド 目的
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set metric-type internal コマン ドは発信ポ リ シーおよび eBGP ネイバーのみに作用します。同じ  
BGP ピア発信ポ リ シーに metric コマン ド と  metric-type internal コマン ドを両方設定した場合、
Cisco NX-OS は metric-type internal コマン ドを無視します。

set metric bandwidth [delay reliability 
load mtu]

例 ：
switch(config-route-map)# set metric 33 44 
100 200 1500

ルート  メ ト リ ッ ク値を設定します。

メ ト リ ッ クは次のとおりです。

• metric0 ： 帯域幅 （kbps）。 指定できる範囲
は 0 ～ 4294967295 です。

• metric1 ： 遅延 （10 マイ ク ロ秒単位）。

• metric2 ： 信頼性。 指定できる範囲は 0 ～ 
255 （100% の信頼性） です。

• metric3 ： ロード。 指定できる範囲は 1 ～ 
200 （100% のロード） です。

• metric4 ： パスの MTU。 指定できる範囲は 
1 ～ 4294967295 です。

set metric-type {external | internal | 
type-1 | type-2}

例 ：
switch(config-route-map)# set metric-type 
internal

宛先ルーティ ング  プロ ト コルのメ ト リ ッ ク  タ
イプを設定します。 オプシ ョ ンは次のとおり
です。

external ： IS-IS 外部メ ト リ ッ ク

internal ： BGP の MED と して IGP メ ト リ ッ ク
を使用

type-1 ： OSPF 外部タイプ 1 メ ト リ ッ ク

type-2 ： OSPF 外部タイプ 2 メ ト リ ッ ク

set nssa-only 

例 ：
switch(config-route-map)# set nssa-only

P ビッ ト  セッ ト を持たない ASBR で生成され
たタイプ 7 LSA を設定します。 これによ り、
OSPF で、タ イプ 7 から タ イプ 5 への LSA 変換
が行われな く な り ます。

set origin {egp as-number | igp | 
incomplete}

例 ：
switch(config-route-map)# set origin 
incomplete

BGP オ リ ジン属性を設定します。 EGP 
as-number の範囲は 0 ～ 65535 です。

set tag name

例 ：
switch(config-route-map)# set tag 33

宛先ルーティング プロ ト コルのタグ値を設定し
ます。 name パラ メータは符号なし整数です。

set weight count

例 ：
switch(config-route-map)# set weight 33

BGP ルート の重み値を設定します。 指定でき
る範囲は 0 ～ 65535 です。

コマンド 目的
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Route Policy Manager の設定確認
Route Policy Manager の設定情報を表示するには、 次の作業のいずれかを行います。

Route Policy Manager の設定例
次に、 アド レス  ファ ミ リ を使用して Route Policy Manager を設定し、 ネイバー 209.0.2.1 からの
ユニキャス トおよびマルチキャス ト  ルート がプレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト  AllowPrefix と一致した場
合に、 受け付けられるよ うにする例を示します。

router bgp 64496

neighbor 172.16.0.1 remote-as 64497
  address-family ipv4 unicast
    route-map filterBGP in

route-map filterBGP
 match ip address prefix-list AllowPrefix

ip prefix-list AllowPrefix 10 permit 192.0.2.0/24
ip prefix-list AllowPrefix 20 permit 172.16.201.0/27

関連項目
Route Policy Manager の詳細については、 次の項目を参照して ください。

• 第 9 章 「ベーシッ ク  BGP の設定」

コマンド 目的

show ip community-list [name] コ ミ ュニテ ィ  リ ス ト の情報を表示します。

show ip extcommunity-list [name] 拡張コ ミ ュニティ  リ ス トの情報を表示します。

show [ip | ipv6] prefix-list [name] IPv4 または IPv6 プレフ ィ ッ ク ス  リ ス ト の情
報を表示します。

show route-map [name] ルート  マップの情報を表示します。
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第 章16

Configuring HSRP

この章では、 Cisco NX-OS デバイスでホッ ト スタンバイ  ルータ  プロ ト コル （HSRP） を設定す
る方法について説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「HSRP について」 （P.16-1）

• 「HSRP のラ イセンス要件」 （P.16-8）

• 「HSRP の前提条件」 （P.16-8）

• 「HSRP の注意事項および制約事項」 （P.16-9）

• 「デフォル ト設定値」 （P.16-9）

• 「『Configuring HSRP』」 （P.16-10）

• 「HSRP 設定の確認」 （P.16-24）

• 「HSRP の設定例」 （P.16-24）

• 「その他の関連資料」 （P.16-25）

HSRP について
HSRP は、 ファース ト ホップ IP ルータの透過的フェールオーバーが可能な、 ファース ト ホップ
冗長プロ ト コル （FHRP） です。 HSRP は、 デフォル ト  ルータの IP アド レスを指定して設定さ
れた、 イーサネッ ト  ネッ ト ワーク上の IP ホス ト にファース ト ホップ ルーティ ングの冗長性を
提供します。 ルータ  グループでは HSRP を使用して、 アクテ ィブ ルータおよびスタンバイ  
ルータを選択します。 ルータのグループにおいて、 アクテ ィブ ルータはパケッ ト をルーテ ィ ン
グするルータ、 スタンバイ  ルータはアクテ ィブ ルータに障害が発生したと き、 またはプ リ
セッ ト された条件に一致したと きにアクテ ィブ ルータを引き継ぐルータです。

大部分のホス ト の実装では、 ダイナ ミ ッ クなルータ  ディ スカバ リ  メ カニズムをサポート して
いませんが、 デフォル ト のルータを設定する こ とはできます。 すべてのホス ト上でダイナ ミ ッ
クなルータ  ディ スカバリ  メ カニズムを実行するのは、 管理上のオーバーヘッ ド、 処理上の
オーバーヘッ ド、 セキュ リ テ ィ上の問題など、 さ まざまな理由で現実的ではあ り ません。
HSRP は、 そ う したホス ト上にフェールオーバー サービスを提供します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「HSRP の概要」 （P.16-2）

• 「HSRP のバージ ョ ン」 （P.16-3）

• 「IPv4 の HSRP」 （P.16-4）
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• 「IPv6 の HSRP」 （P.16-4）

• 「HSRP 認証」 （P.16-5）

• 「HSRP メ ッセージ」 （P.16-6）

• 「HSRP ロード  シェア リ ング」 （P.16-6）

• 「オブジェ ク ト  ト ラ ッキングおよび HSRP」 （P.16-7）

• 「vPC と  HSRP」 （P.16-7）

• 「BFD」 （P.16-8）

• 「ハイ  アベイ ラビ リ テ ィおよび拡張ノンス ト ップ フォワーディ ング」 （P.16-8）

• 「仮想化のサポート 」 （P.16-8）

HSRP の概要

HSRP を使用する場合、 HSRP 仮想 IP アド レスを （実際のルータの IP アド レスではな く ） ホス
ト のデフォル ト  ルータ と して設定します。 仮想 IP アド レスは、 HSRP が動作するルータのグ
ループで共有される  IPv4 または IPv6 アド レスです。

ネッ ト ワーク  セグ メ ン ト に HSRP を設定する場合は、 HSRP グループ用の仮想 MAC アド レス
および仮想 IP アド レスを指定します。 グループの各 HSRP 対応インターフェイス上で、 同じ仮
想アド レスを指定します。 各インターフェイス上で、 実アド レス と して機能する固有の IP アド
レスおよび MAC アド レスも設定します。HSRP はこれらのインターフェイスの 1 つをアクテ ィ
ブ ルータ と して選択します。 アクテ ィブ ルータは、 グループの仮想 MAC アド レス宛てのパ
ケッ ト を受信してルーテ ィ ングします。

指定されたアクテ ィブ ルータで障害が発生する と、 HSRP によって検出されます。 この時点
で、選択されているスタンバイ  ルータが HSRP グループの仮想 MAC および IP アド レスの制御
を引き継ぎます。 HSRP はこの時点で、 新しいスタンバイ  ルータの選択も行います。

HSRP ではプライオ リティ指示子を使用して、 デフォルトのアクティブ ルータにする  HSRP 設定
インターフェイスを決定します。 アクティブ ルータ と してインターフェイスを設定するには、 グ
ループ内の他のすべての HSRP 設定インターフェイスよ り も高いプライオ リティ を与えます。 デ
フォルトのプライオ リティは 100 なので、 それよ り もプライオ リ ティが高いインターフェイスを  
1 つ設定する と、 そのインターフェイスがデフォルトのアクティブ ルータになり ます。

HSRP が動作するインターフェイスは、 マルチキャス ト  ユーザ データグラム  プロ ト コル
（UDP） ベースの hello メ ッセージを送受信して、 障害を検出し、 アクテ ィブおよびスタンバイ  
ルータを指定します。 アクテ ィブ ルータが設定された時間内に hello メ ッセージを送信できな
かった場合は、 最高のプラ イオ リ テ ィのスタンバイ  ルータがアクテ ィブ ルータにな り ます。
アクテ ィブ ルータ と スタンバイ  ルータ間のパケッ ト  フォワーディ ング機能の移動は、 ネッ ト
ワーク上のすべてのホス ト に対して完全に透過的です。

1 つのインターフェイス上で複数の HSRP グループを設定できます。

図 16-1 に、 HSRP 対応と して設定されたネッ ト ワークを示します。 仮想 MAC アド レスおよび
仮想 IP アド レスを共有する こ とによって、 2 つ以上のインターフェイスを単一の仮想ルータ と
して動作させる こ とができます。
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図 16-1 2 台の対応ルータを含む HSRP トポロジ

仮想ルータは物理的には存在しませんが、 相互にバッ クアップするよ うに設定されたインター
フェイスにとって、 共通のデフォル ト  ルータにな り ます。 アクテ ィブ ルータの IP アド レスを
使用して、 LAN 上でホス ト を設定する必要はあ り ません。 代わりに、 仮想ルータの IP アド レ
ス （仮想 IP アド レス） をホス ト のデフォル ト  ルータ と して設定します。 アクテ ィブ ルータが
設定時間内に hello メ ッセージを送信できなかった場合は、 スタンバイ  ルータが引き継いで仮
想アド レスに応答し、 アクテ ィブ ルータになってアクテ ィブ ルータの役割を引き受けます。
ホス ト の観点からは、 仮想ルータは同じままです。

（注） ルーテッ ド  ポート で受信した HSRP 仮想 IP アド レス宛のパケッ トは、 ローカル ルータ上で終
端します。 そのルータがアクテ ィブ HSRP ルータであるのかスタンバイ  HSRP ルータであるの
かは関係あ り ません。 このプロセスには ping ト ラフ ィ ッ ク と  Telnet ト ラフ ィ ッ クが含まれま
す。 レイヤ 2 （VLAN） インターフェイスで受信した HSRP 仮想 IP アド レス宛のパケッ トは、
アクテ ィブ ルータ上で終端します。

HSRP のバージョン

Cisco NX-OS は、 デフォル ト で HSRP バージ ョ ン  1 をサポー ト します。 HSRP バージ ョ ン  2 を
使用するよ うにインターフェイスを設定できます。

HSRP バージ ョ ン  2 では、 HSRP バージ ョ ン  1 から次のよ うに拡張されています。

• グループ番号の範囲が拡大されました。 HSRP バージ ョ ン  1 がサポートするグループ番号
は 0 ～ 255 です。 HSRP バージ ョ ン  2 がサポートするグループ番号は 0 ～ 4095 です。

• IPv4 では、 HSRP バージ ョ ン  1 で使用する  IP マルチキャス ト  アド レス  224.0.0.2 の代わり
に、 IPv4 マルチキャス ト  アド レス  224.0.0.102 または IPv6 マルチキャス ト  アド レス  
FF02::66 を使用して hello パケッ ト を送信します。

• IPv4 では 0000.0C9F.F000 ～ 0000.0C9F.FFFF、 IPv6 アド レスでは 0005.73A0.0000 ～ 
0005.73A0.0FFF の MAC アド レス範囲を使用します。 HSRP バージ ョ ン  1 は、 MAC アド レ
ス範囲 0000.0C07.AC00 ～ 0000.0C07.ACFF を使用します。

• MD 5 認証のサポート が追加されました。

192.0.2.1 192.0.2.2 192.0.2.3Active
router

Virtual
router

Standby
router
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HSRP のバージ ョ ンを変更する と、 Cisco NX-OS がグループを再初期化します。 新しい仮想 
MAC アド レスがグループに与えられるからです。

HSRP バージ ョ ン  2 では HSRP バージ ョ ン  1 とは異なるパケッ ト  フォーマッ ト を使用します。
パケッ ト  フォーマッ トは Type-Length-Value （TLV） です。 HSRP バージ ョ ン  1 ルータは、
HSRP バージ ョ ン  2 パケッ ト を受信しても無視します。

IPv4 の HSRP
HSRP ルータは HSRP hello パケッ ト を交換する こ とによって、 相互に通信します。 これらのパ
ケッ トは、 UDP ポート  1985 上の宛先 IP マルチキャス ト  アド レス  224.0.0.2 （すべてのルータ と
通信するための予約済みマルチキャス ト  アド レス） に送信されます。 アクテ ィブ ルータが設
定済みの IP アド レス と  HSRP 仮想 MAC アド レスから  hello パケッ ト を取得するのに対して、
スタンバイ  ルータは、 設定済みの IP アド レス と インターフェイス  MAC アド レス （バーン ド イ
ン  アド レス （BIA） である可能性があ り ます） から  hello パケッ ト を取得します。 BIA は、
MAC アド レスの下位 6 バイ ト で、 ネッ ト ワーク  カード （NIC） の製造元によって割り当てられ
ます。

ホス トはデフォルト  ルータが HSRP 仮想 IP アドレス と して設定されているので、 HSRP 仮想 IP 
アドレスに関連付けられた MAC アドレス と通信する必要があ り ます。 この MAC アドレスは、
仮想 MAC アドレス  0000.0C07.ACxy です。 この場合、 xy はそれぞれのインターフェイスに基づ
く、 16 進数の HSRP グループ番号です。 たとえば、 HSRP グループ 1 は 0000.0C07.AC01 とい う  
HSRP 仮想 MAC アドレスを使用します。 隣接 LAN セグメン ト上のホス トは、 標準のアドレス解
決プロ ト コル （ARP） プロセスを使用して、 関連付けられた MAC アドレスを解決します。

HSRP バージ ョ ン  2 では新しい IP マルチキャス ト  アド レス  224.0.0.102 を使用して hello パケッ
ト を送信します。 バージ ョ ン  1 では、 このマルチキャス ト  アド レスが 224.0.0.2 です。 バージ ョ
ン  2 では、拡張グループ番号範囲 0 ～ 4095 を使用できます。 また、新しい MAC アド レス範囲 
0000.0C9F.F000 ～ 0000.0C9F.FFFF を使用します。

IPv6 の HSRP
IPv6 ホス トは、 IPv6 ネイバー探索 （ND） ルータ  アドバタ イズ メ ン ト （RA） メ ッセージを通じ
て使用可能な IPv6 ルータを学習します。 これらのメ ッセージは、 定期的にマルチキャス ト され
る他、 ホス ト によって送信要求される こ と もあ り ます。 ただし、 デフォル ト  ルート がダウンし
ている こ と を検出したと きの遅延時間は 30 秒以上になる こ と もあ り ます。 IPv6 の HSRP は、
IPv6 ND プロ ト コルを使用した場合よ り も、 代替デフォル ト  ルータへのスイ ッチオーバーが大
幅に高速であ り、 ミ リ秒タ イマーが使用される場合は 1 秒未満にな り ます。 IPv6 の HSRP で
は、 IPv6 ホス ト の仮想ファース ト  ホップを提供します。

HSRP の IPv6 インターフェイスを設定する と、 IPv6 ND がルータのラ イフタ イムがゼロで最終 
RA を送信した後で、 インターフェイスの リ ンク ローカル アド レスに対する定期 RA が停止し
ます。 インターフェイスの IPv6 リ ンク ローカル アド レスに制限はあ り ません。 他のプロ ト コ
ルは、 このアド レスへのパケッ ト を送受信し続けます。

IPv6 ND は、 HSRP グループがアクテ ィブなと きに、 HSRP 仮想 IPv6 リ ンク ローカル アド レス
の定期 RA を送信します。 これらの RA は、 HSRP グループがアクテ ィブ状態のままのと きに、
ルータのラ イフタ イムがゼロで最終 RA が送信される と停止します。 HSRP は、 アクテ ィブ 
HSRP グループ メ ッセージ （hello、 coup、 redesign） でのみ仮想 MAC アド レスを使用します。

IPv6 の HSRP は、 次のパラ メータを使用します。

• HSRP バージ ョ ン  2

• UDP ポート  2029
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• 0005.73A0.0000 ～ 0005.73A0.0FFF の範囲の仮想 MAC アド レス

• マルチキャス ト  リ ンク ローカル IP 宛先アド レス  FF02::66

• ホップ リ ミ ッ ト  255

HSRP IPv6 アドレス 

HSRP IPv6 グループには、 HSRP グループ番号から導出される仮想 MAC アド レス、 および 
HSRP 仮想 MAC アド レスからデフォル ト で導出される仮想 IPv6 リ ンク ローカル アド レスがあ
り ます。 仮想 IPv6 リ ンク ローカル アド レスを形成するために HSRP IPv6 グループのデフォル
ト の仮想 MAC アド レスが常に使用されます。 グループによって実際に使用されている仮想 
MAC アド レスは関係あ り ません。

表 16-1 に、 IPv6 ネイバー探索パケッ トおよび HSRP パケッ ト に使用される  MAC アド レスおよ
び IP アド レスを示します。

HSRP は、 IPv6 リ ンク ローカル アド レスをユニキャス ト  ルーテ ィ ング情報ベース （URIB） に
追加しません。 リ ンク ローカル アド レスには、 セカンダ リ仮想 IP アド レスがあ り ません。

グローバル ユニキャス ト  アド レスの場合は、 HSRP は URIB および IPv6 に仮想 IPv6 アド レス
を追加します。

HSRP 認証

HSRP Message Digest 5 （MD5） アルゴ リ ズム方式の認証は、 HSRP スプーフ ィ ング  ソフ ト ウェ
アから保護し、 業界標準である  MD5 アルゴ リ ズムを使用して、 信頼性およびセキュ リ テ ィ を
向上させます。 HSRP では、 認証 TLV に IPv4 または IPv6 アド レスが含まれます。

表 16-1 HSRP および IPv6 ND アドレス

パケッ ト 送信元 MAC アドレス 送信元 IPv6 アドレス
宛先 IPv6 
アドレス

リンク層アドレス オプ
シ ョ ン

ネイバー送信要求 （NS） インターフェイス  
MAC アド レス

インターフェイス  
IPv6 アド レス

— インターフェイス  MAC 
アド レス

ルータ送信要求 （RS） インターフェイス  
MAC アド レス

インターフェイス  
IPv6 アド レス

— インターフェイス  MAC 
アド レス

ネイバー アドバタ イズ
メ ン ト （NA）

インターフェイス  
MAC アド レス

インターフェイス  
IPv6 アド レス

仮想 IPv6 ア
ド レス

HSRP 仮想 MAC アド レス

ルート  アドバタ イズ メ
ン ト （RA）

インターフェイス  
MAC アド レス

仮想 IPv6 アド レス — HSRP 仮想 MAC アド レス

HSRP （非アクテ ィブ） インターフェイス  
MAC アド レス

インターフェイス  
IPv6 アド レス

— — 

HSRP （アクテ ィブ） 仮想 MAC アド レス インターフェイス  
IPv6 アド レス

— —
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HSRP メ ッセージ

HSRP が設定されたルータは、 次の 3 種類のマルチキャス ト  メ ッセージを交換できます。

• hello ： hello メ ッセージは、 ルータの HSRP プラ イオ リ テ ィおよびステート情報を他の 
HSRP ルータに伝えます。

• coup ： ス タンバイ  ルータがアクテ ィブ ルータの機能を引き受ける と きに、 coup メ ッセージ
を送信します。

• resign ： このメ ッセージは、 アクテ ィブ ルータであるルータがシャ ッ ト ダウン直前、 また
はプラ イオ リ テ ィの高いルータから  hello または coup メ ッセージが送信されたと きに、
ルータから送信されます。

HSRP ロード  シェアリング

HSRP では、 1 つのインターフェイス上で複数のグループを設定できます。 オーバーラ ップす
る  2 つの IPv4 HSRP グループを設定する と、期待されるデフォル ト  ルータの冗長性を  HSRP か
ら提供しながら、 接続ホス ト からの ト ラフ ィ ッ クのロード  シェア リ ングが可能です。 図 16-2 
に、 ロード  シェア リ ングが行われる  HSRP IPv4 構成の例を示します。

図 16-2 HSRP ロード  シェアリング

図 16-2 に、 ルータ  A、 ルータ  B、 および 2 つの HSRP グループを示します。 ルータ  A はグルー
プ A のアクテ ィブ ルータであ り、 グループ B のスタンバイ  ルータです。 同様に、 ルータ  B は
グループ B のアクテ ィブ ルータであ り、 グループ A のスタンバイ  ルータです。 両方のルータ

Router B

Router A
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Standby

Active
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User Group A
Default Gateway = 192.0.2.1
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がアクテ ィブである限り、 HSRP は両方のルータにわたって、 ホス ト からの ト ラフ ィ ッ クの
ロード  バランシングを図り ます。 どちらかのルータで障害が発生する と、 残りのルータが引き
続き、 両方のホス ト の ト ラフ ィ ッ クを処理します。

（注） IPv6 の HSRP では、 デフォル ト でロード  バランシングを行います。 サブネッ ト上に 2 つの 
HSRP IPv6 グループが存在する場合、 ホス トはそれぞれのルータ  アドバタイズ メ ン ト から両方
のグループを学習し、 アドバタ イズされたルータ間で負荷が共有されるよ うに 1 つのグループ
を使用する こ と を選択します。

オブジェク ト  ト ラ ッキングおよび HSRP
オブジェ ク ト  ト ラ ッキングを使用する と、 別のインターフェイスの動作状態に基づいて、
HSRP インターフェイスのプラ イオ リ テ ィ を変更できます。 オブジェ ク ト  ト ラ ッキングによっ
て、 メ イン  ネッ ト ワークへのインターフェイスで障害が発生した場合に、 スタンバイ  ルータ
にルーテ ィ ングできます。

ト ラ ッキング可能なオブジェ ク トは、 インターフェイスのラ イン  プロ ト コル ステー ト または 
IP ルート の到達可能性の 2 種類です。 指定したオブジェ ク ト がダウンする と、 設定された値だ
け Cisco NX-OS が HSRP プラ イオ リ テ ィ を引き下げます。 詳細については、 「HSRP オブジェ ク
ト  ト ラ ッキングの設定」 （P.16-19） を参照して ください。 

vPC と  HSRP
HSRP は、 仮想ポート  チャネル （vPC） と連携します。 vPCs を使用する と、 2 つの異なる  Cisco 
Nexus 9000 シ リーズ デバイスに物理的に接続している リ ンクが、 別のデバイスからは単一の
ポート  チャネルと して認識できます。 vPC の詳細については、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS 
Layer 2 Switching Configuration Guide』 を参照して ください。

vPC は、 アクテ ィブ HSRP ルータ と スタンバイ  HSRP ルータの両方を通じて ト ラフ ィ ッ クを転
送します。 詳細については、 「HSRP プラ イオ リ テ ィの設定」 （P.16-21） および 「HSRP の設定
例」 （P.16-24） を参照して ください。

（注） プラ イマ リ  vPC ピア  デバイス上の HSRP をアクテ ィブ、vPC セカンダ リ  デバイス上の HSRP を
スタンバイ と して設定する必要があ り ます。

vPC ピア ゲートウェイと  HSRP

一部のサード  パーティ製デバイスは HSRP 仮想 MAC アドレスを無視し、 代わりに HSRP ルータ
の送信元 MAC アドレスを使用する場合があ り ます。 vPC 環境では、 この送信元 MAC アドレス
を使用するパケッ トが vPC ピア リ ンク経由で送信され、 それによってパケッ トのド ロ ップが発
生する可能性があ り ます。 vPC ピア ゲート ウェイを設定して、 HSRP ルータで、 ローカル vPC ピ
ア MAC アドレス と リモート  vPC ピア MAC アドレス、および HSRP 仮想 MAC アドレスに送信さ
れたパケッ ト を直接処理できるよ うにします。 vPC ピア ゲート ウェイの詳細については、 『Cisco 
Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』 を参照して ください。
16-7
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 16 章      Configuring HSRP   
HSRP のライセンス要件
BFD
この機能では、 双方向フォワーディ ング検出 （BFD） をサポー ト します。 BFD は、 高速転送と
パス障害の検出時間を提供する検出プロ ト コルです。 BFD は 2 台の隣接デバイス間のサブセカ
ン ド障害を検出し、 BFD の負荷の一部を、 サポート されるモジュール上のデータ  プレーンに
分散できるため、 プロ ト コル hello メ ッセージよ り も  CPU を使いません。 詳細については、
『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』 を参照して ください。

ハイ  アベイラビリティおよび拡張ノンスト ップ フォワーディング

HSRP は、 ステー ト フル リ スター トおよびステート フル スイ ッチオーバーをサポート します。
ステー ト フル リ スター トは、 HSRP プロセスが失敗して リ スター トする と きに行われます。 ス
テー ト フル スイ ッチオーバーは、 アクテ ィブ スーパーバイザがスタンバイ  スーパーバイザに
切り替わる と きに行われます。 Cisco NX-OS は、 スイ ッチオーバー後に実行コンフ ィギュレー
シ ョ ンを適用します。

HSRP ホールド  タ イマーが短時間に設定されている場合は、 制御されたスイ ッチオーバー中
に、 これらのタイマーが切れる可能性があ り ます。 HSRP は、 拡張型ノンス ト ップ フォワー
ディ ング （NSF） をサポー ト し、 制御されたスイ ッチオーバー時にこれらの HSRP ホールド  タ
イマーを一時的に拡張します。

拡張 NSF を設定している場合、 HSRP は延長されたタ イマーを使用して hello メ ッセージを送
信します。 HSRP ピアは、 この新しい値でホールド  タ イマーを更新します。 タ イマーが延長さ
れる こ とによ り、 スイ ッチオーバー 時に不要な HSRP 状態の変更が発生する こ とを防ぎます。
スイ ッチオーバー イベン ト後に、 HSRP はホールド  タ イマーを元の設定値に復元します。 ス
イ ッチオーバーに失敗する と、 延長されたホールド  タ イマー値が満了してから  HSRP はホール
ド  タ イマーを復元します。

詳細については、 「HSRP の拡張ホールド  タ イマーの設定」 （P.16-23） を参照して ください。

仮想化のサポート

HSRP は、 仮想ルーティ ングおよび転送 （VRF） インスタンスをサポート します。

HSRP のライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

HSRP の前提条件
• HSRP グループを設定してイネーブルにするには、 その前に HSRP 機能をデバイスでイ

ネーブルにする必要があ り ます。

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS HSRP にラ イセンスは不要です。 ラ イセンス  パッケージに含まれていない機能は nx-os イ メージに
バンドルされており、 無料で提供されます。 NX-OS ラ イセンス方式の詳細については、 『Cisco 
NX-OS Licensing Guide』 を参照して ください。
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HSRP の注意事項および制約事項
HSRP 設定時の注意事項および制約事項は、 次のとおりです。

• HSRP を設定するインターフェイスに IP アド レスを設定し、 そのインターフェイスをイ
ネーブルにしてからでなければ、 HSRP はアクテ ィブにな り ません。

• HSRP に IPv6 インターフェイスを設定する と きは、 HSRP バージ ョ ン  2 を設定する必要が
あ り ます。

• IPv4 では、 仮想 IP アド レスは、 インターフェイス  IP アド レス と同じサブネッ ト になけれ
ばな り ません。

• 同一インターフェイス上では、 複数のファース ト ホップ冗長プロ ト コルを設定しないこ と
を推奨します。

• HSRP バージ ョ ン  2 は HSRP バージ ョ ン  1 と相互運用できません。どちらのバージ ョ ンも相
互に排他的なので、 インターフェイスはバージ ョ ン  1 およびバージ ョ ン  2 の両方を運用で
きません。 しかし、 同一ルータの異なる物理インターフェイス上であれば、 異なるバー
ジ ョ ンを実行できます。

• バージ ョ ン  1 で認められるグループ番号範囲 （0 ～ 255） を超えるグループを設定している
場合は、 バージ ョ ン  2 からバージ ョ ン  1 への変更はできません。

• IPv4 に対する  HSRP は、 BFD でサポート されます。 IPv6 に対する  HSRP は、 BFD でサポー
ト されていません。

• インターフェイス  VRF メ ンバーシップ、 ポー ト  チャネル メ ンバーシップを変更した場合、
またはポート  モードをレイヤ 2 に変更した場合は、 Cisco NX-OS によってインターフェイ
ス上のすべてのレイヤ 3 設定が削除されます。

• vPC で仮想 MAC アド レスを設定する と きは、 vPC ピアの両方で同じ仮想 MAC アド レスを
設定する必要があ り ます。

• vPC メ ンバである  VLAN インターフェイスで HSRP MAC アド レスのバーンド イン  オプ
シ ョ ンは使用できません。

• 認証を設定していない場合、 show hsrp コマン ドは次の文字列を表示します。

Authentication text "cisco"

HSRP のデフォル ト の動作は RFC 2281 で定義されています。

認証データが設定されていない場合、 推奨されるデフォルト

値は 0x63 0x69 0x73 0x63 0x6F 0x00 0x00 0x00 です。

デフォルト設定値
表 16-2 に、 HSRP パラ メータのデフォル ト設定を示します。

表 16-2 デフォルトの HSRP パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

HSRP ディセーブル

認証 バージ ョ ン  1 の場合はテキス ト と してイネー
ブル、 パスワードは cisco

HSRP バージ ョ ン Version 1
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この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「HSRP のイネーブル化」 （P.16-10）

• 「HSRP バージ ョ ン設定」 （P.16-11）

• 「IPv4 の HSRP グループの設定」 （P.16-11）

• 「IPv6 の HSRP グループの設定」 （P.16-13）

• 「HSRP 仮想 MAC アド レスの設定」 （P.16-15）

• 「HSRP の認証」 （P.16-16）

• 「HSRP オブジェ ク ト  ト ラ ッキングの設定」 （P.16-19）

• 「HSRP プラ イオ リ テ ィの設定」 （P.16-21）

• 「HSRP のカスタマイズ」 （P.16-22）

• 「HSRP の拡張ホールド  タ イマーの設定」 （P.16-23）

（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。

HSRP のイネーブル化 
HSRP グループを設定してイネーブルにするには、 その前に HSRP をグローバルでイネーブル
にする必要があ り ます。

手順の詳細

HSRP 機能をイネーブルにするには、 グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン
ドを使用します。

プ リエンプシ ョ ン ディセーブル

プラ イオ リ テ ィ 100

仮想 MAC アド レス HSRP グループ番号から生成

表 16-2 デフォルトの HSRP パラメータ  （続き）

パラ メータ （Parameters） デフォルト

コマンド 目的

feature hsrp 

例 ：
switch(config)# feature hsrp 

HSRP をイネーブルにします。
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HSRP 機能をディセーブルにして、 関連付けられている設定をすべて削除するには、 グローバ
ル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

HSRP バージョ ン設定

HSRP のバージ ョ ンを設定できます。 既存グループのバージ ョ ンを変更する と、 仮想 MAC ア
ド レスが変更されるので、Cisco NX-OS がそれらのグループの HSRP を再初期化します。HSRP 
のバージ ョ ンは、 インターフェイス上のすべてのグループに適用されます。

（注） IPv6 HSRP グループは、 HSRP バージ ョ ン  2 と して設定する必要があ り ます。

HSRP のバージ ョ ンを設定するには、 インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次の
コマン ドを使用します。

IPv4 の HSRP グループの設定

IPv4 インターフェイス上で HSRP グループを設定し、その HSRP グループに仮想 IP アド レスお
よび仮想 MAC アド レスを設定できます。

はじめる前に 

HSRP 機能がイネーブルになっている こ と を確認します （「HSRP のイネーブル化」 （P.16-10）
を参照）。

Cisco NX-OS では、 仮想 IP アド レスを設定する と  HSRP グループがイネーブルにな り ます。
HSRP グループをイネーブルにする前に、 認証、 タ イマー、 プラ イオ リ テ ィなどの HSRP 属性
を設定する必要があ り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type number

3. ip address ip-address/length

4. hsrp group-number [ipv4]

5. ip [ip-address [secondary]]

コマンド 目的

no feature hsrp 

例 ：
switch(config)# no feature hsrp 

すべてのグループの HSRP をディセーブルに
します。

コマンド 目的

hsrp version {1 | 2}

例 ：
switch(config-if)# hsrp version 2

HSRP バージ ョ ンを設定します。 デフォル ト
はバージ ョ ン  1 です。
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6. exit
7. no shutdown
8. （任意） show hsrp [group group-number] [ipv4]

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface type number

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 ip address ip-address/length

例 ：
switch(config-if)# ip 192.0.2.2/8

インターフェイスの IPv4 アド レスを設定します。

ステップ 4 hsrp group-number [ipv4]

例 ：
switch(config-if)# hsrp 2 
switch(config-if-hsrp)#

HSRP グループを作成し、 HSRP コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを開始します。 HSRP バージ ョ
ン  1 で指定できる範囲は 0 ～ 255 です。 HSRP 
バージ ョ ン  2 で指定できる範囲は 0 ～ 4095 です。
デフォル ト値は 0 です

ステップ 5 ip [ip-address [secondary]]

例 ：
switch(config-if-hsrp)# ip 192.0.2.1

HSRP グループの仮想 IP アド レスを設定し、 グ
ループをイネーブルにします。 このアド レスは、
インターフェイスの IPv4 アド レス と同じサブ
ネッ ト になければな り ません。

ステップ 6 exit

例 ：
switch(config-if-hsrp)# exit

HSRP コンフ ィ ギュレーシ ョ ン  モード を終了し
ます。

ステップ 7 no shutdown

例 ：
switch(config-if)# no shutdown

インターフェイスをイネーブルにします。

ステップ 8 show hsrp [group group-number] [ipv4]

例 ：
switch(config-if)# show hsrp group 2

（任意） HSRP 情報を表示します。

ステップ 9 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if)# copy running-config 
startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。
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（注） 設定完了後にインターフェイスをイネーブルにするには、 no shutdown コマン ドを使用する必
要があ り ます。

次に Ethernet 1/2 上で HSRP グループを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip 192.0.2.2/8
switch(config-if)# hsrp 2 
switch(config-if-hsrp)# ip 192.0.2.1
switch(config-if-hsrp)# exit
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# copy running-config startup-config

IPv6 の HSRP グループの設定

IPv6 インターフェイス上で HSRP グループを設定し、 その HSRP グループに仮想 MAC アド レ
スを設定できます。

IPv6 の HSRP グループを設定する と、 HSRP はリ ンク ローカル プレフ ィ ッ ク スから リ ンク ロー
カル アド レスを生成します。 HSRP では、 Modified EUI-64 形式のインターフェイス  ID も生成
します。 EUI-64 インターフェイス  ID は、 関連の HSRP 仮想 MAC アド レスから作成されます。

はじめる前に 

HSRP をイネーブルにする必要があ り ます （「HSRP のイネーブル化」 （P.16-10） を参照）。

IPv6 HSRP グループを設定するインターフェイスで HSRP バージ ョ ン  2 がイネーブルになって
いる こ と を確認します。

HSRP グループをイネーブルにする前に、 認証、 タ イマー、 プラ イオ リ テ ィなどの HSRP 属性
を設定してある こ と を確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type number

3. ipv6 address ipv6-address/length

4. hsrp version 2
5. hsrp group-number ipv6
6. ip ipv6-address

7. ip autoconfig
8. no shutdown
9. （任意） show hsrp [group group-number] [ipv6]

10. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

（注） 設定完了後にインターフェイスをイネーブルにするには、 no shutdown コマン ドを使用する必
要があ り ます。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface type number

例 ：
switch(config)# interface ethernet 3/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 ipv6 address ipv6-address/length

例 ：
switch(config-if)# ipv6 address 
2001:0DB8::0001:0001/64

インターフェイスの IPv6 アド レスを設定します。

ステップ 4 hsrp version 2

例 ：
switch(config-if-hsrp)# hsrp version 2

HSRP バージ ョ ン  2 にこのグループを設定します。

ステップ 5 hsrp group-number ipv6

例 ：
switch(config-if)# hsrp 10 ipv6
switch(config-if-hsrp)#

IPv6 HSRP グループを作成し、 HSRP コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  モードを開始します。 HSRP バー
ジ ョ ン  2 で指定できる範囲は 0 ～ 4095 です。 デ
フォル ト値は 0 です

ステップ 6 ip ipv6-address

例 ：
switch(config-if-hsrp)# ip 2001:DB8::1

HSRP グループの仮想 IPv6 アド レスを設定し、 そ
のグループをイネーブルにします。

ステップ 7 ip autoconfig

例 ：
switch(config-if-hsrp)# ip autoconfig

計算された リ ンク ローカル仮想 IPv6 アド レスか
ら  HSRP グループの仮想 IPv6 アド レスを自動設定
し、 グループをイネーブルにします。

ステップ 8 no shutdown

例 ：
switch(config-if-hsrp)# no shutdown

インターフェイスをイネーブルにします。

ステップ 9 show hsrp [group group-number] [ipv6]

例 ：
switch(config-if-hsrp)# show hsrp group 
10

（任意） HSRP 情報を表示します。

ステップ 10 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if-hsrp)# copy 
running-config startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。
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次に Ethernet 3/2 上で IPv6 HSRP グループを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/2
switch(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8::0001:0001/64
switch(config-if-hsrp)# hsrp version 2
switch(config-if)# hsrp 2 ipv6
switch(config-if-hsrp)# ip 2001:DB8::1
switch(config-if-hsrp)# exit
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# copy running-config startup-config

HSRP 仮想 MAC アドレスの設定

設定されたグループ番号に基づいて  HSRP が生成したデフォル ト仮想 MAC アド レスを変更で
きます。

（注） vPC リ ンクの vPC ピアの両方で同じ仮想 MAC アド レスを設定する必要があ り ます。

HSRP グループの仮想 MAC アド レスを手動で設定するには、 HSRP コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードで次のコマン ドを使用します。

仮想 MAC アド レスに BIA （バーン ド イン  MAC アド レス） を使用するよ うに HSRP を設定する
には、 インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

mac-address string

例 ：
switch(config-if-hsrp)# mac-address 
5000.1000.1060

HSRP グループの仮想 MAC アドレスを設定し
ます。 ス ト リ ングには標準の MAC アドレス  
フォーマッ ト （xxxx.xxxx.xxxx） を使用します。

コマンド 目的

hsrp use-bia [scope interface]

例 ：
switch(config-if)# hsrp use-bia 

HSRP 仮想 MAC アド レスにインターフェイス
の BIA を使用するよ うに、 HSRP を設定しま
す。任意で scope interface キーワードを使用す
る と、 このインターフェイス上のすべてのグ
ループに BIA を使用するよ うに HSRP を設定
できます。
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HSRP の認証

ク リ アテキス ト または MD5 ダイジェス ト認証を使用してプロ ト コルを認証するよ うに、 HSRP 
を設定できます。 MD5 認証ではキーチェーンを使用します （『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS 
Security Configuration Guide』 を参照）。

はじめる前に 

HSRP をイネーブルにする必要があ り ます （「HSRP のイネーブル化」 （P.16-10） を参照）。

HSRP グループのすべてのメ ンバに同じ認証およびキーを設定する必要があ り ます。

MD5 認証を使用する場合は、 キーチェーンが作成してある こ と を確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. hsrp group-number [ipv4 | ipv6]

4. authentication text string

または

authentication md5 {key-chain key-chain | key-string {0 | 7} text [timeout seconds]}

5. （任意） show hsrp [group group-number]

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 hsrp group-number [ipv4 | ipv6]

例 ：
switch(config-if)# hsrp 2 
switch(config-if-hsrp)#

HSRP グループを作成し、 HSRP コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを開始します。
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次に、 キーチェーン作成後に HSRP の MD5 認証を  Ethernet 1/2 上で設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# key chain hsrp-keys
switch(config-keychain)# key 0
switch(config-keychain-key)# key-string 7 zqdest
switch(config-keychain-key) accept-lifetime 00:00:00 Jun 01 2013 23:59:59 Sep 12 2013
switch(config-keychain-key) send-lifetime 00:00:00 Jun 01 2013 23:59:59 Aug 12 2013
switch(config-keychain-key) key 1
switch(config-keychain-key) key-string 7 uaeqdyito
switch(config-keychain-key) accept-lifetime 00:00:00 Aug 12 2013 23:59:59 Dec 12 2013
switch(config-keychain-key) send-lifetime 00:00:00 Sep 12 2013 23:59:59 Nov 12 2013
switch(config-keychain-key)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# hsrp 2 
switch(config-if-hsrp)# authentication md5 key-chain hsrp-keys
switch(config-if-hsrp)# copy running-config startup-config

HSRP の認証

ク リ アテキス ト または MD5 ダイジェス ト認証を使用してプロ ト コルを認証するよ うに、 HSRP 
を設定できます。 MD5 認証ではキーチェーンを使用します （『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS 
Security Configuration Guide』 を参照）。

はじめる前に 

HSRP をイネーブルにする必要があ り ます （「HSRP のイネーブル化」 （P.16-10） を参照）。

HSRP グループのすべてのメ ンバに同じ認証およびキーを設定する必要があ り ます。

MD5 認証を使用する場合は、 キーチェーンが作成してある こ と を確認します。

ステップ 4 authentication text string

例 ：
switch(config-if-hsrp)# authentication 
text mypassword

このインターフェイス上で、 HSRP のク リ アテキ
ス ト認証を設定します。

authentication md5 {key-chain key-chain 
| key-string {0 | 7} text [timeout 
seconds]}

例 ：
switch(config-if-hsrp)# authentication 
md5 key-chain hsrp-keys

このインターフェイス上で、HSRP の MD5 認証を
設定します。 キーチェーンまたはキー ス ト リ ング
を使用できます。 キー ス ト リ ングを使用する場合
は、 必要に応じて、 HSRP が新しいキーのみを受
け入れる時間のタイムアウ ト を設定できます。 指
定できる範囲は 0 ～ 32767 秒です。

ステップ 5 show hsrp [group group-number]

例 ：
switch(config-if-hsrp)# show hsrp group 
2

（任意） HSRP 情報を表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if-hsrp)# copy 
running-config startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。

コマンド 目的
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手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. hsrp group-number [ipv4 | ipv6]

4. authentication text string

または

authentication md5 {key-chain key-chain | key-string {0 | 7} text [timeout seconds]}

5. （任意） show hsrp [group group-number]

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 hsrp group-number [ipv4 | ipv6]

例 ：
switch(config-if)# hsrp 2 
switch(config-if-hsrp)#

HSRP グループを作成し、 HSRP コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを開始します。

ステップ 4 authentication text string

例 ：
switch(config-if-hsrp)# authentication 
text mypassword

このインターフェイス上で、 HSRP のク リ アテキ
ス ト認証を設定します。

authentication md5 {key-chain key-chain 
| key-string {0 | 7} text [timeout 
seconds]}

例 ：
switch(config-if-hsrp)# authentication 
md5 key-chain hsrp-keys

このインターフェイス上で、HSRP の MD5 認証を
設定します。 キーチェーンまたはキー ス ト リ ング
を使用できます。 キー ス ト リ ングを使用する場合
は、 必要に応じて、 HSRP が新しいキーのみを受
け入れる時間のタイムアウ ト を設定できます。 指
定できる範囲は 0 ～ 32767 秒です。

ステップ 5 show hsrp [group group-number]

例 ：
switch(config-if-hsrp)# show hsrp group 
2

（任意） HSRP 情報を表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if-hsrp)# copy 
running-config startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。
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次に、 キーチェーン作成後に HSRP の MD5 認証を  Ethernet 1/2 上で設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# key chain hsrp-keys
switch(config-keychain)# key 0
switch(config-keychain-key)# key-string 7 zqdest
switch(config-keychain-key) accept-lifetime 00:00:00 Jun 01 2013 23:59:59 Sep 12 2013
switch(config-keychain-key) send-lifetime 00:00:00 Jun 01 2013 23:59:59 Aug 12 2013
switch(config-keychain-key) key 1

HSRP オブジェク ト  ト ラ ッキングの設定

他のインターフェイスまたはルータの可用性に基づいて、 プラ イオ リ テ ィが調整されるよ うに 
HSRP グループを設定できます。 デバイスがオブジェ ク ト  ト ラ ッキング対応と して設定されて
いて、 なおかつト ラ ッキング対象のオブジェ ク ト がダウンした場合、 デバイスのプラ イオ リ
テ ィはダイナ ミ ッ クに変更されます。

ト ラ ッキング  プロセスは ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト に定期的にポーリ ングを実行し、 値の
変化をすべて記録します。 値が変化する と、 HSRP がプラ イオ リ テ ィ を再計算します。 HSRP 
インターフェイスにプ リエンプシ ョ ンを設定している場合は、 プラ イオ リ テ ィの高い HSRP イ
ンターフェイスがアクテ ィブ ルータにな り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. track object-id interface interface-type number {{ip | ipv6} routing | line-protocol}
3. track object-id {ip | ipv6} route ip-prefix/length reachability
4. exit
5. interface interface-type slot/port

6. hsrp group-number [ipv4 | ipv6]

7. priority [value]

8. track object-id [decrement value]

9. preempt [delay [minimum seconds] [reload seconds] [sync seconds]]

10. （任意） show hsrp interface interface-type number 

11. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。
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ステップ 2 track object-id interface
interface-type number {{ip | ipv6}
routing | line-protocol}

例 ：
switch(config)# track 1 interface
ethernet 2/2 ip line-protocol
switch(config-track)#

この HSRP インターフェイスが追跡するインター
フェイスを設定します。 インターフェイスのス
テート変化は次のよ うに、 この HSRP のプラ イオ
リ テ ィ を左右します。

• HSRP コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで、
track コマンドで使用するインターフェイスお
よび対応するオブジェク ト番号を設定します。

• line-protocol キーワードを指定する と、 イン
ターフェイスがアップ状態かど うかが追跡さ
れます。 ip キーワードを指定する と、 イン
ターフェイス上で IP ルーティ ングがイネーブ
ルであ り、 IP アド レスが設定されているかど
うかもチェ ッ ク されます。

ステップ 3 track object-id {ip | ipv6} route
ip-prefix/length reachability

例 ：
switch(config-track)# track 2 ip route
192.0.2.0/8 reachability

ルート の ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト を作成
し、 ト ラ ッキング  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。object-id の範囲は 1 ～ 500 です。

ステップ 4 exit

例 ：
switch(config-track)# exit
switch(config)#

ト ラ ッ ク  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを終了
します。

ステップ 5 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 6 hsrp group-number [ipv4 | ipv6]

例 ：
switch(config-if)# hsrp 2 
switch(config-if-hsrp)#

HSRP グループを作成し、 HSRP コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを開始します。

ステップ 7 priority [value]

例 ：
switch(config-if-hsrp)# priority 254

HSRP グループでのアクテ ィブ ルータ選択に使用
するプラ イオ リ テ ィ  レベルを設定します。 有効な
範囲は 0 ～ 255 です。 デフォル トは 100 です。

ステップ 8 track object-id [decrement value]

例 ：
switch(config-if-hsrp)# track 1
decrement 20

HSRP インターフェイスの重み付けを左右する、
ト ラ ッキング対象のオブジェ ク ト を指定します。

value 引数には、 ト ラ ッキング対象のオブジェ ク
ト で障害が発生した場合に、 HSRP インターフェ
イスのプラ イオ リ テ ィから差し引く値を指定しま
す。 指定できる範囲は 1 ～ 255 です。 デフォル ト
は 10 です。

ステップ 9 preempt [delay [minimum seconds]
[reload seconds] [sync seconds]]

例 ：
switch(config-if-hsrp)# preempt
delay minimum 60

現在のアクテ ィブ ルータよ りプラ イオ リ テ ィが高
い場合に、 HSRP グループのアクテ ィブ ルータ と
して引き継ぐよ うにルータを設定します。 このコ
マン ドは、 デフォル ト でディセーブルになってい
ます。 指定できる範囲は 0 ～ 3600 秒です。

コマンド 目的
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次に、 Ethernet インターフェイス  1/2 上で HSRP オブジェ ク ト  ト ラ ッキングを設定する例を示
します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 interface ethernet 2/2 ip line-protocol
switch(config-track)# track 2 ip route 192.0.2.0/8 reachability
switch(config-track)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)# priority 254
switch(config-if-hsrp)# track 1 decrement 20
switch(config-if-hsrp)# preempt delay minimum 60
switch(config-if-hsrp)# copy running-config startup-config

HSRP プライオリティの設定

インターフェイス上で HSRP プラ イオ リ テ ィ を設定できます。 HSRP では、 プラ イオ リ テ ィ を
使用して、 アクテ ィブ ルータ と して動作する  HSRP グループ メ ンバを決定します。 vPC 対応の
インターフェイスで HSRP を設定する場合は、 オプシ ョ ンで vPC ト ランクにフェールオーバー
する時期を制御するしきい値の上限と下限を設定できます。 スタンバイ  ルータのプラ イオ リ
テ ィが下限のしきい値を下回った場合、 HSRP は、すべてのスタンバイ  ルータ  ト ラフ ィ ッ クを  
vPC ト ランク全体に送信し、 アクテ ィブな  HSRP ルータを通して転送します。 HSRP では、 ス
タンバイ  HSRP ルータ  プラ イオ リ テ ィが上限しきい値を超えるまで、 この状況を維持します。

IPv6 HSRP グループでは、 すべてのグループ メ ンバのプラ イオ リ テ ィが同じ場合、 HSRP は 
IPv6 リ ンク ローカル アド レスに基づいてアクテ ィブ ルータを選択します。

HSRP プラ イオ リ テ ィ を設定するには、 インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次
のコマン ドを使用します。

ステップ 10 show hsrp interface interface-type 
number

例 ：
switch(config-if-hsrp)# show hsrp
interface ethernet 1/2

（任意） インターフェイスの HSRP 情報を表示し
ます。

ステップ 11 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if-hsrp)# copy 
running-config startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。

コマンド 目的

コマンド 目的

priority level [forwarding-threshold 
lower lower-value upper upper-value]

例 ：
switch(config-if-hsrp)# priority 60
forwarding-threshold lower 40 upper 
50

HSRP グループでのアクテ ィブ ルータ選択に使用す
るプラ イオ リ テ ィ  レベルを設定します。 level の範囲
は 0 ～ 255 です。 デフォル トは 100 です。 オプシ ョ
ンで、 このコマン ドを使用して  vPC ト ランクに
フェールオーバーする時点を決定するために vPC が
使用するしきい値の上限と下限を設定できます。
lower-value の範囲は 1 ～ 255 です。 デフォル トは 1 
です。 upper-value の範囲は 1 ～ 255 です。 デフォル
トは 255 です。
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HSRP のカスタマイズ

任意で、 HSRP の動作をカスタマイズできます。 仮想 IP アド レスを設定する こ とによって、
HSRP グループをイネーブルにする と、 そのグループがただちに動作可能になる こ とに注意し
て ください。 HSRP をカスタマイズする前に HSRP グループをイネーブルにした場合、 機能の
カスタマイズが完了しない う ちに、 ルータがグループの制御を引き継いでアクテ ィブ ルータに
なる可能性があ り ます。 HSRP のカスタマイズを予定している場合は、 HSRP グループをイ
ネーブルにする前に行って ください。 HSRP をカスタマイズするには、 HSRP コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

コマンド 目的

name string

例 ：
switch(config-if-hsrp)# name HSRP-1

HSRP グループの IP 冗長名を指定します。string は 1 
～ 255 文字です。 デフォル ト  ス ト リ ングのフォー
マッ トは、

hsrp-interface short-name group-id.たとえば、
hsrp-Eth2/1-1 です。

preempt [delay [minimum seconds] 
[reload seconds] [sync seconds]]

例 ：
switch(config-if-hsrp)# preempt delay 
minimum 60

現在のアクテ ィブ ルータよ り もプラ イオ リ テ ィが高
い場合に、 HSRP グループのアクテ ィブ ルータ と し
て引き継ぐよ うにルータを設定します。 このコマン
ドは、 デフォル ト でディセーブルになっています。
指定できる範囲は 0 ～ 3600 秒です。

timers [msec] hellotime [msec] 
holdtime

例 ：
switch(config-if-hsrp)# timers 5 18

次のよ うに、 この HSRP メ ンバーの hello タ イムおよ
びホールド  タ イムを設定します。

• hellotime ： hello パケッ ト を送信してから、 次の 
hello パケッ ト を送信するまでのインターバル。
指定できる範囲は 1 ～ 254 秒です。

• holdtime ： hello パケッ ト の情報が無効と見なさ
れるまでのインターバル。 範囲は 3 ～ 255 です。

オプシ ョ ンの msec キーワードは、 引数がデフォル
ト の秒単位ではな く、 ミ リ秒単位で表される こ と を
指定します。 タ イマーの範囲 （ ミ リ秒） は次のとお
りです。

• hellotime ： hello パケッ ト を送信してから、 次の 
hello パケッ ト を送信するまでのインターバル。
指定できる範囲は 255 ～ 999 ミ リ秒です。

• holdtime ： hello パケッ ト の情報が無効と見なさ
れるまでのインターバル。 指定できる範囲は 
750 ～ 3000 ミ リ秒です。
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HSRP をカスタマイズするには、 インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマ
ン ドを使用します。

HSRP の拡張ホールド  タイマーの設定

制御された （グレースフル） スイ ッチオーバー中に拡張 NSF をサポートするために拡張ホール
ド  タ イマーを使用するよ うに HSRP を設定できます。 拡張ホールド  タ イマーは、 すべての 
HSRP ルータ上で設定して ください （「ハイ  アベイ ラビ リ テ ィおよび拡張ノンス ト ップ フォ
ワーディ ング」 （P.16-8） を参照）。

（注） 拡張ホールド  タ イマーを設定する場合は、すべての HSRP ルータで拡張ホールド  タ イマーを設
定する必要があ り ます。 デフォル ト でないホールド  タ イマーを設定する場合は、 HSRP 拡張
ホールド  タ イマーの設定時にすべての HSRP ルータで同じ値を設定して ください。

（注） HSRP 拡張ホールド  タ イマーは、HSRPv1 の ミ リ秒の hello タ イマーやホールド  タ イマーを設定
した場合は適用されません。 これは、 HSRPv2 には適用されません。

HSRP 拡張ホールド  タ イマーを設定するには、グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次
のコマン ドを使用します。

拡張ホールド時間を表示するには、 show hsrp コマン ド または show running-config hsrp コマン
ドを使用します。

コマンド 目的

hsrp delay minimum seconds

例 ：
switch(config-if)# hsrp delay minimum 
30

グループがイネーブルになってから、 グループに参
加するまでに HSRP が待機する最小時間を指定しま
す。 指定できる範囲は 0 ～ 10000 秒です。 デフォル
ト値は 0 です。

hsrp delay reload seconds

例 ：
switch(config-if)# hsrp delay reload 
30

リ ロード後、 グループに参加するまでに HSRP が待機
する最小時間を指定します。 指定できる範囲は 0 ～ 
10000 秒です。 デフォルト値は 0 です。

コマンド 目的

hsrp timers extended-hold [timer]

例 ：
switch(config)# hsrp timers extended-hold

IPv4 と  IPv6 両方のグループに HSRP 拡張ホー
ルド  タ イマーを秒単位で設定します。 タ イ
マーの範囲は 10 ～ 255 です。デフォル トは 10 
です。
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HSRP 設定の確認
HSRP 設定情報を表示するには、 次の作業のいずれかを行います。

HSRP の設定例
次に、 MD5 認証およびインターフェイス  ト ラ ッキングを指定して、 インターフェイス上で 
HSRP をイネーブルにする例を示します。

key chain hsrp-keys
 key 0
   key-string 7 zqdest
   accept-lifetime 00:00:00 Jun 01 2013 23:59:59 Sep 12 2013
   send-lifetime 00:00:00 Jun 01 2013 23:59:59 Aug 12 2013
  key 1
   key-string 7 uaeqdyito
   accept-lifetime 00:00:00 Aug 12 2013 23:59:59 Nov 12 2013
   send-lifetime 00:00:00 Sep 12 2013 23:59:59 Nov 12 2013
feature hsrp
track 2 interface ethernet 2/2 ip
interface ethernet 1/2
 ip address 192.0.2.2/8
 hsrp 1 
  authenticate md5 key-chain hsrp-keys
  priority 90
  track 2 decrement 20
  ip 192.0.2.10
 no shutdown

コマンド 目的

show hsrp [group group-number] すべてのグループまたは特定のグループの 
HSRP ステータスを表示します。

show hsrp delay [interface interface-type 
slot/port] 

すべてのインターフェイスまたは特定のイン
ターフェイスの HSRP 遅延値を表示します。

show hsrp [interface interface-type slot/port] インターフェイスの HSRP ステータスを表示
します。

show hsrp [group group-number] [interface 
interface-type slot/port] [active] [all] [init] 
[learn] [listen] [speak] [standby] 

ステー ト が active、 init、 listen、 または 
standby の仮想フォワーダについて、 グルー
プまたはインターフェイスの HSRP ステータ
スを表示します。 disabled を含めてすべての
ステー ト を表示する場合は、 all キーワードを
使用します。

show hsrp [group group-number] [interface 
interface-type slot/port] active] [all] [init] 
[learn] [listen] [speak] [standby] brief

ステー ト が active、 init、 listen、 または 
standby の仮想フォワーダについて、 グルー
プまたはインターフェイスの HSRP ステータ
スの要約を表示します。 disabled を含めてす
べてのステー ト を表示する場合は、 all キー
ワードを使用します。
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その他の関連資料
次に、 インターフェイス上で HSRP プラ イオ リ テ ィ を設定する例を示します。

interface vlan 1
hsrp 0 
    preempt 
    priority 100 forwarding-threshold lower 80 upper 90
    ip 192.0.2.2
    track 1 decrement 30

その他の関連資料
HSRP の実装に関する詳細は、 次の各項を参照して ください。

• 「関連資料」 （P.16-25）

• 「MIB」 （P.16-25）

関連資料

MIB

関連項目 マニュアル タイ トル

VRRP の設定 第 17 章 「Configuring VRRP」

ハイ  アベイ ラビ リ テ ィの設定 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS High Availability and Redundancy 
Guide』

MIB MIB のリンク

HSRP に関連する  MIB サポート されている  MIB を検索およびダウンロードするに
は、 次の URL にアクセスして ください。

ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/Nexus9000MI
BSupportList.html
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その他の関連資料
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第 章17

Configuring VRRP

この章では、 Cisco NX-OS デバイスで仮想ルータ冗長プロ ト コル （VRRP） を設定する方法に
ついて説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「VRRP の概要」 （P.17-1）

• 「VRRP のラ イセンス要件」 （P.17-7）

• 「VRRP の注意事項と制約事項」 （P.17-7）

• 「デフォル ト設定値」 （P.17-7）

• 「『Configuring VRRP』」 （P.17-8）

• 「VRRP の設定確認」 （P.17-17）

• 「VRRP 統計情報のモニタ リ ング」 （P.17-17）

• 「VRRP の設定例」 （P.17-18）

• 「その他の関連資料」 （P.17-19）

VRRP の概要
VRRP を使用する と、 仮想 IP アド レスを共有するルータ  グループを設定する こ とによって、
ファース ト ホップ IP ルータで透過的フェールオーバーが可能にな り ます。 VRRP ではそのグ
ループのマスター ルータが選択され、 仮想 IP アド レスへのすべてのパケッ ト が処理できるよ
うにな り ます。 残りのルータはスタンバイにな り、 マスター ルータで障害が発生した場合に処
理を引き継ぎます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「VRRP の動作」 （P.17-2）

• 「マルチ VRRP グループ」 （P.17-3）

• 「VRRP ルータのプラ イオ リ テ ィおよびプ リエンプシ ョ ン」 （P.17-4）

• 「vPC および VRRP」 （P.17-5）

• 「VRRP のアドバタ イズ メ ン ト 」 （P.17-5）

• 「VRRP 認証」 （P.17-5）

• 「VRRP ト ラ ッキング」 （P.17-6）

• 「BFD」 （P.17-6）

• 「仮想化のサポート 」 （P.17-6）
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VRRP の概要
VRRP の動作

LAN ク ラ イアン トは、 ダイナ ミ ッ ク  プロセスまたはスタテ ィ ッ ク設定を使用する こ とによっ
て、 特定の リ モー ト宛先へのファース ト ホップにするルータを決定できます。 ダイナ ミ ッ ク  
ルータ  ディ スカバリの例を示します。

• プロキシ ARP ： ク ラ イアン トはアド レス解決プロ ト コル （ARP） を使用して到達すべき宛
先を取得します。 ルータは独自の MAC アド レスで ARP 要求に応答します。

• ルーテ ィ ング  プロ ト コル ： ク ラ イアン トはダイナ ミ ッ ク  ルーテ ィ ング  プロ ト コルのアッ
プデート を （ルーテ ィ ング情報プロ ト コル （RIP） などから） 受信し、 独自のルーテ ィ ング  
テーブルを形成します。

• ICMP Router Discovery Protocol （IRDP） ク ラ イアン ト ： ク ラ イアン トはインターネッ ト制
御メ ッセージ  プロ ト コル （ICMP） ルータ  ディ スカバ リ  ク ラ イアン ト を実行します。

ダイナ ミ ッ ク  ディ スカバリ  プロ ト コルのデメ リ ッ ト は、 LAN ク ラ イアン ト にある程度、 設定
および処理のオーバーヘッ ドが発生する こ とです。 また、 ルータが故障した場合、 他のルータ
に切り替えるプロセスも遅くなる場合があ り ます。

ダイナ ミ ッ ク  ディ スカバリ  プロ ト コルの代わりに、 ク ラ イアン ト上でデフォル ト  ルータをス
タテ ィ ッ クに設定する こ と もできます。 この方法を使用する と、 ク ラ イアン ト の設定および処
理が簡素化されますが、 シングルポイン ト障害が生じます。 デフォル ト  ゲート ウェ イで障害が
発生した場合、 LAN ク ラ イアン ト の通信はローカル IP ネッ ト ワーク  セグ メ ン ト に限定され、
ネッ ト ワークの他の部分から切り離されます。

VRRP では、 ルータ  グループ （VRRP グループ） が単一の仮想 IP アド レスを共有できるよ うに
する こ とによって、 スタテ ィ ッ ク設定に伴う問題を解決できます。 さ らに、 デフォル ト  ゲート
ウェイ と して仮想 IP アド レスを指定して、 LAN ク ラ イアン ト を設定できます。

図 17-1 に、 基本的な VLAN ト ポロジを示します。 この例では、 ルータ  A、 B、 および C が 
VRRP グループを形成します。 グループの IP アド レスは、 ルータ  A のインターフェイス  イン
ターフェイスに設定されているアド レス （10.0.0.1） と同じです。

図 17-1 基本的な VRRP トポロジ

Router A
Virtual router

master Virtual
router group
IP address = 10.0.0.1

Client 1 Client 2 Client 3

10.0.0.1

Router B
Virtual router

backup

10.0.0.2

Router C
Virtual router

backup

10.0.0.3

5
6

6
2

3
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VRRP の概要
仮想 IP アド レスにルータ  A の物理イーサネッ ト  インターフェイスの IP アド レスを使用するの
で、 ルータ  A がマスター （別名、 IP アド レス  オーナー） です。 ルータ  A はマスターと して、
VRRP グループの仮想 IP アド レスを所有し、 送信されたパケッ ト をこの IP アド レスに転送し
ます。 ク ラ イアン ト  1 ～ 3 には、デフォル ト  ゲー ト ウェイの IP アド レス  10.0.0.1 が設定されて
います。

ルータ  B および C の役割はバッ クアップです。 マスターで障害が発生する と、 プラ イオ リ テ ィ
が最も高いバッ クアップ ルータがマスターにな り、 仮想 IP アド レスを引き継いで、 LAN ホス
トへのサービスが途切れないよ うにします。 ルータ  A が回復する と、 そのルータが再びマス
ターにな り ます。 詳細については、 「VRRP ルータのプラ イオ リ テ ィおよびプ リエンプシ ョ ン」
の項を参照して ください。

（注） ルーテッ ド  ポート で受信した VRRP 仮想 IP アド レス宛のパケッ トは、 ローカル ルータ上で終
端します。 そのルータがマスター VRRP ルータであるのかバッ クアップ VRRP ルータであるの
かは関係あ り ません。 これらのパケッ ト には、 ping ト ラフ ィ ッ ク と  Telnet ト ラフ ィ ッ クが含ま
れます。 VRRP 仮想 IP アド レス宛のレイヤ 2 （VLAN） インターフェイスで受信したパケッ ト
は、 マスター ルータで終端します。

VRRP の利点

VRRP の利点は、 次のとおりです。

• 冗長性 ： 複数のルータをデフォル ト  ゲート ウェ イ  ルータ と して設定できるので、 ネッ ト
ワークにシングル ポイン ト障害が発生する確率が下がり ます。

• ロード  シェア リ ング ： 複数のルータで LAN ク ラ イアン ト との間の ト ラフ ィ ッ クを分担で
きます。 ト ラフ ィ ッ クの負荷が使用可能なルータ間でよ り公平に分担されます。

• マルチ VRRP グループ ： プラ ッ ト フォームが複数の MAC アドレスをサポートする場合、 ルー
タの物理インターフェイス上で、 複数の VRRP グループをサポート します。 マルチ VRRP グ
ループによって、 LAN ト ポロジで冗長性およびロード  シェア リ ングを実現できます。

• マルチ IP アド レス ： セカンダ リ  IP アド レスを含めて、複数の IP アド レスを管理できます。
イーサネッ ト  インターフェイス上で複数のサブネッ ト を設定している場合は、 各サブネッ
ト で VRRP を設定できます。

• プ リエンプ ト ： 障害マスターを引き継いでいたバッ クアップ ルータよ り、 さ らにプラ イオ
リ テ ィが高いバッ クアップ ルータが使用可能になったと きに、 プラ イオ リ テ ィが高い方を
優先させる こ とができます。

• アドバタイズ メ ン ト  プロ ト コル ： VRRP アドバタ イズ メ ン ト に、 専用のインターネッ ト割
り当て番号局 （IANA） 規格マルチキャス ト  アド レス （224.0.0.18） を使用します。 このア
ド レ ッシング方式によって、 マルチキャス ト を提供するルータ数が最小限にな り、 テス ト
機器でセグ メ ン ト上の VRRP パケッ ト を正確に識別できるよ うにな り ます。 IANA は 
VRRP に IP プロ ト コル番号 112 を割り当てています。

• VRRP ト ラ ッキング ： インターフェイスのステートに基づいて VRRP プライオ リテ ィ を変更
するこ とによって、 最適な VRRP ルータがグループのマスターになるこ とが保証されます。

マルチ VRRP グループ

物理インターフェイス上で複数の VRRP グループを設定できます。 サポー ト される  VRRP グ
ループの数については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』 を参照して く
ださい。
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VRRP の概要
ルータ  インターフェイスがサポートできる  VRRP グループの数は、 次の要因によって決ま り ます。

• ルータの処理能力

• ルータのメモ リの能力

ルータ  インターフェイス上で複数の VRRP グループが設定された ト ポロジでは、 インターフェ
イスはある  VRRP グループのマスター、 および他の 1 つまたは複数の VRRP グループのバッ ク
アップと して動作可能です。

図 17-2 に、 ルータ  A および B がク ラ イアン ト  1 ～ 4 との間で ト ラフ ィ ッ クを共有するよ うに 
VRRP が設定されている  LAN ト ポロジを示します。 ルータ  A と  B の一方で障害が発生した場
合、 も う一方がバッ クアップと して機能します。

図 17-2 ロード  シェアリングおよび冗長構成の VRRP トポロジ

この ト ポロジには、オーバーラ ップする  2 つの VRRP グループに対応する  2 つの仮想 IP アド レ
スが含まれています。 VRRP グループ 1 では、 ルータ  A が IP アド レス  10.0.0.1 のオーナーであ
り、 マスターです。 ルータ  B はルータ  A のバッ クアップです。 ク ラ イアン ト  1 ～ 2 には、 デ
フォル ト  ゲート ウェイの IP アド レス  10.0.0.1 が設定されています。

VRRP グループ 2 では、 ルータ  B が IP アド レス  10.0.0.2 のオーナーであ り、 マスターです。
ルータ  A はルータ  B のバッ クアップです。 ク ラ イアン ト  3 ～ 4 には、デフォル ト  ゲート ウェ イ
の IP アド レス  10.0.0.2 が設定されています。

VRRP ルータのプライオリティおよびプリエンプショ ン

VRRP 冗長構成の重要なポイン トは、 VRRP ルータのプラ イオ リ テ ィです。 プラ イオ リ テ ィに
よって、 各 VRRP ルータが果たす役割が決ま り、 マスター ルータで障害が発生した場合のアク
シ ョ ンが決まるからです。

VRRP ルータが仮想 IP アド レスおよび物理インターフェイスの IP アド レスを所有する場合、
そのルータはマスターと して機能します。 マスターのプラ イオ リ テ ィは 255 です。

プラ イオ リ テ ィによって、 VRRP ルータがバッ クアップ ルータ と して動作するかど うかが決ま
り、 さ らに、 マスターで障害が発生した場合にマスターになる順序も決ま り ます。

Router A
Master for virtual router 1
Backup for virtual router 2

Router B
Backup for virtual router 1
Master for virtual router 2

Client 1
Default gateway =

10.0.0.1

Client 2
Default gateway =

10.0.0.1

Client 3
Default gateway =

10.0.0.2

Client 4
Default gateway =

10.0.0.2

10.0.0.1 10.0.0.2

12
92

84
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VRRP の概要
たとえば、 ルータ  A が LAN ト ポロジにおけるマスターであ り、 そのルータ  A で障害が発生し
た場合、 VRRP はバッ クアップ B が引き継ぐのか、 バッ クアップ C が引き継ぐのかを判断する
必要があ り ます。 ルータ  B にプラ イオ リ テ ィ  101 が設定されていて、 ルータ  C がデフォル ト の
プラ イオ リ テ ィ  100 の場合、VRRP はルータ  B をマスターになるべきルータ と して選択します。
ルータ  B の方がプラ イオ リ テ ィが高いからです。ルータ  B および C にデフォル ト のプラ イオ リ
テ ィ  100 が設定されている場合は、 VRRP は IP アド レスが大きい方のバッ クアップをマスター
になるべきルータ と して選択します。

VRRP ではプ リエンプシ ョ ンを使用して、 VRRP バッ クアップ ルータがマスターになってから
のアクシ ョ ンを決定します。 プ リエンプシ ョ ンはデフォル ト でイネーブルなので、 VRRP は新
しいマスターよ りプラ イオ リ テ ィの高いバッ クアップがオンラ インになる と、 バッ クアップに
切り替えます。 たとえば、 ルータ  A がマスターであ り、 そのルータ  A で障害が発生した場合、
VRRP は （プラ イオ リ テ ィの順位が次である） ルータ  B を選択します。 ルータ  C がルータ  B よ
り高いプラ イオ リ テ ィでオンラ インになる と、 ルータ  B で障害が発生していな く ても、 VRRP 
はルータ  C を新しいマスターと して選択します。

プ リ エンプシ ョ ンをディセーブルにした場合、 VRRP が切り替わるのは、 元のマスターが回復
した場合、 または新しいマスターで障害が発生した場合に限られます。

vPC および VRRP
VRRP は仮想ポート  チャネル （vPC） と相互運用しています。 vPCs を使用する と、 2 つの異な
る  Cisco Nexus 9000 シ リーズ デバイスに物理的に接続している リ ンクが、 別のデバイスからは
単一のポート  チャネルと して認識できます。 vPC の詳細については、 『Cisco Nexus 9000 Series 
NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』 を参照して ください。

vPC はマスター VRRP ルータ とバッ クアップ VRRP ルータの両方を使用して ト ラフ ィ ッ クを転
送します。 「VRRP プラ イオ リ テ ィの設定」 （P.17-10） を参照して ください。

（注） プラ イマ リ  vPC ピア  デバイスの VRRP をアクテ ィブに、 セカンダ リ  vPC デバイスの VRRP を
スタンバイにそれぞれ設定する必要があ り ます。

VRRP のアドバタイズメン ト

VRRP マスターは同じグループ内の他の VRRP ルータに、 VRRP アドバタイズメン ト を送信しま
す。 アドバタイズメン トは、 マスターのプライオリティおよびステート を伝達します。 Cisco 
NX-OS は VRRP アドバタイズメン ト を IP パケッ トにカプセル化して、 VRRP グループに割り当て
られた IP マルチキャス ト  アドレスに送信します。 Cisco NX-OS がアドバタイズメン ト を送信する
間隔はデフォルトでは 1 秒ですが、 ユーザ側で別のアドバタイズ インターバルを設定できます。

VRRP 認証 
VRRP は、 次の認証機能をサポー ト します。

• 認証なし

• プレーン  テキス ト認証

VRRP は次の場合に、 パケッ ト を拒否します。

• 認証方式がルータ と着信パケッ ト で異なる。

• テキス ト認証文字列がルータ と着信パケッ ト で異なる。
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High Availability （高可用性）
VRRP ト ラ ッキング

VRRP は次の ト ラ ッキング  オプシ ョ ンをサポー ト しています。

• ネイテ ィブ インターフェイス  ト ラ ッキング ： インターフェイスのステート を追跡し、 その
ステート を使用して  VRRP グループの VRRP ルータのプラ イオ リ テ ィ を判別します。 イン
ターフェイスがダウンしている場合、 またはインターフェイスにプラ イマ リ  IP アド レスが
ない場合、 ト ラ ッキング対象ステートはダウン とな り ます。

• オブジェ ク ト  ト ラ ッキング ： 設定されたオブジェ ク ト のステー ト を追跡し、 そのステート
を使用して VRRP グループの VRRP ルータのプラ イオ リ テ ィ を判別します。 オブジェ ク ト  
ト ラ ッキングの詳細については、 第 18 章 「オブジェ ク ト  ト ラ ッキングの設定」 を参照し
て ください。

ト ラ ッキング対象ステート （インターフェイスまたはオブジェ ク ト ） がダウンになる と、
VRRP はユーザが ト ラ ッキング対象ステー ト に対して新しいプラ イオ リ テ ィ をどのよ うに設定
するかに基づいて、 プラ イオ リ テ ィ をアップデート します。 ト ラ ッキング対象ステート がオン
ラ インになる と、 VRRP は仮想ルータ  グループの元のプラ イオ リ テ ィ を復元します。

たとえば、 ネッ ト ワークへのアップ リ ンクがダウンした場合、 別のグループ メ ンバーが VRRP 
グループのマスターと して引き継げるよ うに、 VRRP グループ メ ンバーのプラ イオ リ テ ィ を引
き下げなければならないこ とがあ り ます。 詳細については、 「VRRP インターフェイス  ステー
ト  ト ラ ッキングの設定」 （P.17-15） を参照して ください。

（注） VRRP はレイヤ 2 インターフェイスの ト ラ ッキングをサポート していません。

BFD
この機能では、 双方向フォワーディ ング検出 （BFD） をサポー ト します。 BFD は、 高速転送と
パス障害の検出時間を提供する検出プロ ト コルです。 BFD は 2 台の隣接デバイス間のサブセカ
ン ド障害を検出し、 BFD の負荷の一部を、 サポート されるモジュール上のデータ  プレーンに
分散できるため、 プロ ト コル hello メ ッセージよ り も  CPU を使いません。 詳細については、 
『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』 を参照して ください。

High Availability （高可用性）
VRRP は、 ステー ト フル リ スター ト と ステー ト フル スイ ッチオーバーを通してハイ  アベイ ラ
ビ リ テ ィ をサポート します。 ステー ト フル リ スター トは、 VRRP が障害を処理して リ スター ト
する と きに行われます。 ステー ト フル スイ ッチオーバーは、 アクテ ィブ スーパーバイザがス
タンバイ  スーパーバイザに切り替わる と きに行われます。 Cisco NX-OS は、 スイ ッチオーバー
後に実行コンフ ィギュレーシ ョ ンを適用します。

仮想化のサポート
VRRP は、 仮想ルーテ ィ ングおよび転送 （VRF） インスタンスをサポー ト します。
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VRRP のライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

VRRP の注意事項と制約事項
VRRP 設定時の注意事項および制約事項は、 次のとおりです。

• 管理インターフェイス上で VRRP を設定できません。

• VRRP がイネーブルの場合は、 ネッ ト ワーク上のデバイス全体で VRRP 設定を複製する必
要があ り ます。

• 同一インターフェイス上では、 複数のファース ト ホップ冗長プロ ト コルを設定しないこ と
を推奨します。

• VRRP を設定するインターフェイスに IP アド レスを設定し、 そのインターフェイスをイ
ネーブルにしてからでなければ、 VRRP はアクテ ィブにな り ません。

• インターフェイス  VRF メ ンバーシップまたはポート  チャネル メ ンバーシップを変更した
場合、 またはポート  モードをレイヤ 2 に変更した場合は、 Cisco NX-OS によってインター
フェイス上のすべてのレイヤ 3 設定が削除されます。

• VRRP でレイヤ 2 インターフェイスを追跡するよ う設定した場合、 レイヤ 2 をシャ ッ ト ダ
ウンしてから インターフェイスを再度イネーブル化する こ とによ り、 VRRP プラ イオ リ
テ ィ を更新してレイヤ 2 インターフェイスのステート を反映させる必要があ り ます。

• VRRP の BFD は、 2 台のルータ間でのみ設定できます。

デフォルト設定値
表 17-1 に、 VRRP パラ メータのデフォル ト設定を示します。

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS VRRP にラ イセンスは不要です。 ラ イセンス  パッケージに含まれていない機能は nx-os イ メージに
バンドルされており、 無料で提供されます。 NX-OS ラ イセンス方式の詳細については、 『Cisco 
NX-OS Licensing Guide』 を参照して ください。

表 17-1 デフォルトの VRRP パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

VRRP ディセーブル

アドバタ イズ  インターバル 1 秒

認証 認証なし

プ リエンプシ ョ ン イネーブル

プラ イオ リ テ ィ 100
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『Configuring VRRP』
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「VRRP 機能のイネーブル化」 （P.17-8）

• 「VRRP グループの設定」 （P.17-8）

• 「VRRP プラ イオ リ テ ィの設定」 （P.17-10）

• 「VRRP 認証の設定」 （P.17-12）

• 「ア ドバタ イズ メ ン ト  パケッ ト のタ イム  インターバル設定」 （P.17-13）

• 「プ リ エンプシ ョ ンのディセーブル化」 （P.17-14）

• 「VRRP インターフェイス  ステー ト  ト ラ ッキングの設定」 （P.17-15）

（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。

VRRP 機能のイネーブル化

VRRP グループを設定してイネーブルにするには、 その前に VRRP 機能をグローバルでイネー
ブルにする必要があ り ます。

VRRP 機能をイネーブルにするには、 グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン
ドを使用します。

VRRP 機能をディセーブルにして、 関連付けられている設定をすべて削除するには、 グローバ
ル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用します。

VRRP グループの設定

VRRP グループを作成し、 仮想 IP アド レスを割り当て、 グループをイネーブルにする こ とがで
きます。

VRRP グループに設定できる仮想 IPv4 アド レスは 1 つです。マスター VRRP ルータはデフォル
ト で、 仮想 IP アド レスを直接の宛先とするパケッ ト を ド ロ ップします。 これは、 VRRP マス
ターがパケッ ト を転送するネクス ト ホップ ルータ と してのみ想定されているからです。 アプ リ

コマンド 目的

feature vrrp 

例 ：
switch(config)# feature vrrp 

VRRP をイネーブルにします。

コマンド 目的

no feature vrrp 

例 ：
switch(config)# no feature vrrp 

VRRP 機能をディセーブルにします。
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ケーシ ョ ンによって、 Cisco NX-OS が仮想ルータ  IP 宛のパケッ ト を受け付けるよ うにする必要
があ り ます。 仮想 IP アド レスに secondary オプシ ョ ンを使用する と、 ローカル ルータが VRRP 
マスターの場合に、 これらのパケッ ト を受け付けます。

VRRP グループを設定した場合は、 そのグループをアクテ ィブにするために、 グループを明示
的にイネーブルにする必要があ り ます。

はじめる前に 

インターフェイス上で IP アド レスが設定されている こ と を確認します （「IPv4 アド レ ッシング
の設定」 （P.2-8） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. vrrp number

4. address ip-address [secondary]

5. no shutdown
6. （任意） show vrrp
7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードを開始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# 

インターフェイス  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードを開始します。

ステップ 3 vrrp number 

例 ：
switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

仮想ルータ  グループを作成します。
指定できる範囲は 1 ～ 255 です。

ステップ 4 address ip-address [secondary]

例 ： 
switch(config-if-vrrp)# address 192.0.2.8

指定の VRRP グループに仮想 IPv4 ア
ド レスを設定します。 このアド レス
は、 インターフェイスの IPv4 アド レ
ス と同じサブネッ ト になければな り ま
せん。

secondary オプシ ョ ンは、 VRRP ルータ
が仮想ルータの IP アドレスに送信され
たパケッ ト を受け付けて、 アプ リ ケー
シ ョ ンに配信するこ とをアプ リ ケー
シ ョ ンが要求する場合に限られます。
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VRRP プライオリティの設定

仮想ルータの有効なプライオ リテ ィ範囲は 1 ～ 254 です （1 が最下位、 254 が最上位のプライオ リ
ティ）。 バッ クアップのデフォルトのプライオ リ ティ値は 100 です。 インターフェイス  アドレス
がプライマ リ仮想 IP アドレス と同じデバイス （マスター） の場合、 デフォルト値は 255 です。

vPC 対応のインターフェイスで VRRP を設定する場合は、 オプシ ョ ンで vPC ト ランクにフェー
ルオーバーする時期を制御するしきい値の上限と下限を設定できます。 バッ クアップ ルータの
プラ イオ リ テ ィが下限のしきい値を下回った場合、 VRRP は、 すべてのバッ クアップ ルータ  ト
ラフ ィ ッ クを  vPC ト ランク全体に送信し、 マスター VRRP ルータを通して転送します。 バッ ク
アップ VRRP ルータのプラ イオ リ テ ィがし きい値の上限を超えるまで、 VRRP はこの処理を継
続します。

はじめる前に 

VRRP をイネーブルにする必要があ り ます （「『Configuring VRRP』」 （P.17-8） を参照）。

インターフェイス上で IP アド レスを設定している こ と を確認します （「IPv4 アド レ ッシングの
設定」 （P.2-8） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. vrrp number

4. shutdown
5. priority level [forwarding-threshold lower lower-value upper upper-value]

6. no shutdown
7. （任意） show vrrp
8. （任意） copy running-config startup-config

ステップ 5 no shutdown 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# no shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRP グループをイネーブルにします。
デフォルトでは、 ディセーブルです。

ステップ 6 show vrrp

例 ：
switch(config-if-vrrp)# show vrrp

（任意） VRRP 情報を表示します。

ステップ 7 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if-vrrp)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
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手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モード
を開始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードを開始します。

ステップ 3 vrrp number 

例 ：
switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

仮想ルータ  グループを作成します。

ステップ 4 shutdown 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRP グループをディセーブルにします。
デフォル ト では、 ディセーブルです。

ステップ 5 priority level [forwarding-threshold lower 
lower-value upper upper-value]

例 ：
switch(config-if-vrrp)# priority 60 
forwarding-threshold lower 40 upper 50

VRRP グループでのアクテ ィブ ルータ選択
に使用するプラ イオ リ テ ィ  レベルを設定し
ます。 level の範囲は 1 ～ 254 です。 バッ ク
アップの場合、 デフォル トは 100 です。 イ
ンターフェイス  IP アド レスが仮想 IP アド レ
ス と等しいマスターの場合は 255 です。

オプシ ョ ンで、 vPC ト ランクにフェールオー
バーする時点を決定するために vPC が使用す
るしきい値の上限と下限を設定します。
lower-value の範囲は 1 ～ 255 です。 デフォル
トは 1 です。 upper-value の範囲は 1 ～ 255 で
す。 デフォルトは 255 です。

ステップ 6 no shutdown 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# no shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRP グループをイネーブルにします。 デ
フォル ト では、 ディセーブルです。

ステップ 7 show vrrp 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# show vrrp

（任意） VRRP 情報の要約を表示します。

ステップ 8 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if-vrrp)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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VRRP 認証の設定

VRRP グループに単純なテキス ト認証を設定できます。

はじめる前に

ネッ ト ワーク上のすべての VRRP デバイスで、 認証設定が同じである こ と を確認します。

VRRP がイネーブルになっている こ と を確認します （「『Configuring VRRP』」 （P.17-8） を参照）。

インターフェイス上で IP アド レスを設定している こ と を確認します （「IPv4 アド レ ッシングの
設定」 （P.2-8） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. vrrp number

4. shutdown
5. authentication text password

6. no shutdown
7. （任意） show vrrp
8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを
開始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードを開始します。

ステップ 3 vrrp number 

例 ：
switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

仮想ルータ  グループを作成します。

ステップ 4 shutdown 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRP グループをディセーブルにします。 デ
フォル ト では、 ディセーブルです。

ステップ 5 authentication text password 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# authentication 
text aPassword

単純なテキス ト認証オプシ ョ ンを指定し、
キーネーム  パスワードを指定します。 キー
ネームの範囲は 1 ～ 255 文字です。 16 文字以
上を推奨します。 テキス ト  パスワードは、 英
数字で最大 8 文字です。
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アドバタイズメン ト  パケッ トのタイム インターバル設定

アドバタイズ メ ン ト  パケッ ト のタ イム  インターバルを設定できます。

はじめる前に

VRRP をイネーブルにする必要があ り ます （「『Configuring VRRP』」 （P.17-8） を参照）。

インターフェイス上で IP アド レスを設定している こ と を確認します （「IPv4 アド レ ッシングの
設定」 （P.2-8） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. vrrp number

4. shutdown
5. advertisement-interval seconds

6. no shutdown
7. （任意） show vrrp
8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

ステップ 6 no shutdown 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# no shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRP グループをイネーブルにします。 デフォ
ル ト では、 ディセーブルです。

ステップ 7 show vrrp 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# show vrrp

（任意） VRRP 情報の要約を表示します。

ステップ 8 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if-vrrp)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードを開始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードを開始します。
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プリエンプショ ンのディセーブル化 
VRRP グループ メ ンバのプ リエンプシ ョ ンをディセーブルにできます。 プ リエンプシ ョ ンを
ディセーブルにした場合は、 プラ イオ リ テ ィのよ り高いバッ クアップ ルータが、 プラ イオ リ
テ ィのよ り低いマスター ルータを引き継ぐ こ とはあ り ません。 プ リエンプシ ョ ンはデフォル ト
でイネーブルです。

はじめる前に

VRRP をイネーブルにする必要があ り ます （「『Configuring VRRP』」 （P.17-8） を参照）。

インターフェイス上で IP アド レスを設定している こ と を確認します （「IPv4 アド レ ッシングの
設定」 （P.2-8） を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. vrrp number

4. shutdown
5. no preempt
6. no shutdown

ステップ 3 vrrp number 

例 ：
switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

仮想ルータ  グループを作成します。

ステップ 4 shutdown 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRP グループをディセーブルにします。
デフォルトでは、 ディセーブルです。

ステップ 5 advertisement-interval seconds

例 ：
switch(config-if-vrrp)# advertisement-interval 15

アドバタ イズ メ ン ト  フレームの送信間
隔を秒数で設定します。 指定できる範
囲は 1 ～ 255 です。 デフォル ト値は 1 
秒です。

ステップ 6 no shutdown 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# no shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRP グループをイネーブルにします。
デフォル ト では、 ディセーブルです。

ステップ 7 show vrrp 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# show vrrp

（任意） VRRP 情報の要約を表示します。

ステップ 8 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if-vrrp)# copy running-config 
startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的
17-14
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 17 章      Configuring VRRP
『Configuring VRRP』
7. （任意） show vrrp
8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

VRRP インターフェイス ステート  ト ラ ッキングの設定

インターフェイス  ステー ト  ト ラ ッキングは、 デバイスの別のインターフェイスのステート に
基づいて、 仮想ルータのプラ イオ リ テ ィ を変更します。 ト ラ ッキング対象のインターフェイス
がダウンした り、 IP アド レスが削除される と、 Cisco NX-OS は ト ラ ッキング  プラ イオ リ テ ィ値
を仮想ルータに割り当てます。 ト ラ ッキング対象のインターフェイスがオンラ イン状態にな
り、 IP アド レスがこのインターフェイスに設定される と、 Cisco NX-OS は仮想ルータに設定さ
れていたプラ イオ リ テ ィ を復元します （「VRRP プラ イオ リ テ ィの設定」 （P.17-10） を参照）。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン モードを開始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 
2/1
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 3 vrrp number 

例 ：
switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

仮想ルータ  グループを作成します。

ステップ 4 no shutdown 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# no 
shutdown

VRRP グループをイネーブルにします。 デフォル ト で
は、 ディセーブルです。

ステップ 5 no preempt

例 ：
switch(config-if-vrrp)# no preempt

プ リエンプ ト  オプシ ョ ンをディセーブルにして、 プラ
イオ リ テ ィが上位のバッ クアップが使用されてもマス
ターが変わらないよ うにします。

ステップ 6 no shutdown 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# no 
shutdown

VRRP グループをイネーブルにします。 デフォル ト で
は、 ディセーブルです。

ステップ 7 show vrrp 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# show vrrp

（任意） VRRP 情報の要約を表示します。

ステップ 8 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if-vrrp)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。
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『Configuring VRRP』
（注） インターフェイス  ステー ト  ト ラ ッキングを動作させるには、 インターフェイス上でプ リエン
プシ ョ ンをイネーブルにする必要があ り ます。

（注） VRRP はレイヤ 2 インターフェイスの ト ラ ッキングをサポート していません。

はじめる前に

VRRP をイネーブルにする必要があ り ます （「『Configuring VRRP』」 （P.17-8） を参照）。

インターフェイス上で IP アド レスを設定している こ と を確認します （「IPv4 アド レ ッシングの
設定」 （P.2-8） を参照）。

仮想ルータがイネーブルになっている こ と を確認します （「VRRP グループの設定」 （P.17-8）
を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. vrrp number

4. shutdown
5. track interface type number priority value

6. no shutdown
7. （任意） show vrrp
8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 interface interface-type slot/port

例 ：
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 3 vrrp number 

例 ：
switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

仮想ルータ  グループを作成します。

ステップ 4 shutdown 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRP グループをディセーブルにします。 デフォ
ル ト では、 ディセーブルです。
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VRRP の設定確認
VRRP の設定確認
VRRP 設定情報を表示するには、 次の作業のいずれかを行います。

VRRP 統計情報のモニタリング
VRRP の統計情報を表示するには、 次のコマン ドを使用します。

デバイスのすべてのインターフェイスについて、 すべての VRRP 統計情報を消去するには、
clear vrrp statistics コマン ドを使用します。

特定のインターフェイスについて、 IPv4 VRRP 統計情報を消去するには、 clear vrrp vr コマン
ドを使用します。

特定の IPv4 仮想ルータについて、 すべての統計情報を消去するには、 clear vrrp ipv4 コマン ド
を使用します。

ステップ 5 track interface type number priority 

value

例 ：
switch(config-if-vrrp)# track interface 
ethernet 2/10 priority 254

VRRP グループのインターフェイス  プラ イオ リ
テ ィ  ト ラ ッキングをイネーブルにします。 プラ イ
オ リ テ ィの範囲は 1 ～ 254 です。

ステップ 6 no shutdown 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# no shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRP グループをイネーブルにします。 デフォル
ト では、 ディセーブルです。

ステップ 7 show vrrp 

例 ：
switch(config-if-vrrp)# show vrrp

（任意） VRRP 情報の要約を表示します。

ステップ 8 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-if-vrrp)# copy 
running-config startup-config

（任意） この設定の変更を保存します。

コマンド 目的

コマンド 目的

show vrrp すべてのグループについて、 VRRP ステータスを表示
します。

show fhrp [interface-type 
interface-number] [verbose]

ファース ト  ホップ冗長性プロ ト コル （FHRP） の情報
を表示します。

show interface interface-type インターフェイスの仮想ルータ設定を表示します。

コマンド 目的

show vrrp statistics VRRP の統計情報を表示します。
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VRRP の設定例
VRRP の設定例
この例では、ルータ  A およびルータ  B はそれぞれ 3 つの VRRP グループに所属しています。 コ
ンフ ィギュレーシ ョ ンにおいて、 各グループのプロパテ ィは次のとおりです。

• グループ 1 ：

– 仮想 IP アド レスは 10.1.0.10 です。

– ルータ  A はプラ イオ リ テ ィ  120 で、 このグループのマスターにな り ます。

– アドバタ イズ  インターバルは 3 秒です。

– プ リエンプシ ョ ンはイネーブルです。

• グループ 5 ：

– ルータ  B はプラ イオ リ テ ィ  200 で、 このグループのマスターにな り ます。

– アドバタ イズ  インターバルは 30 秒です。

– プ リエンプシ ョ ンはイネーブルです。

• グループ 100 ：

– ルータ  A は、 IP アドレスが上位 （10.1.0.2） なので、 このグループのマスターになり ます。

– アドバタ イズ  インターバルはデフォル ト の 1 秒です。

– プ リエンプシ ョ ンはディセーブルです。

ルータ  A
interface ethernet 1/0
   ip address 10.1.0.2/16
   no shutdown
    vrrp 1 

 priority 120
 authentication text cisco
 advertisement-interval 3
 address 10.1.0.10
 no shutdown
vrrp 5 
 priority 100
 advertisement-interval 30
 address 10.1.0.50
 no shutdown
vrrp 100 
 no preempt
 address 10.1.0.100
 no shutdown

ルータ  B
interface ethernet 1/0
 ip address 10.2.0.1/2
 no shutdown

vrrp 1 
 priority 100
 authentication text cisco
 advertisement-interval 3
 address 10.2.0.10
 no shutdown

vrrp 5
 priority 200
 advertisement-interval 30
 address 10.2.0.50
 no shutdown
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その他の関連資料
vrrp 100 
 no preempt
 address 10.2.0.100
 no shutdown

その他の関連資料
VRRP の実装に関連する詳細情報については、 次の項を参照して ください。

• 「関連資料」 （P.17-19）

関連資料

関連項目 マニュアル タイ トル

HSRP の設定 第 16 章 「Configuring HSRP」

ハイ  アベイ ラビ リ テ ィの設定 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS High Availability and Redundancy 
Guide』
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その他の関連資料
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第 章18

オブジェク ト  ト ラッキングの設定

この章では、 Cisco NX-OS デバイス上でオブジェ ク ト  ト ラ ッキングを設定する方法について説
明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「オブジェ ク ト  ト ラ ッキングについて」 （P.18-1）

• 「オブジェ ク ト  ト ラ ッキングのラ イセンス要件」 （P.18-3）

• 「注意事項と制約事項」 （P.18-3）

• 「デフォル ト設定値」 （P.18-4）

• 「オブジェ ク ト  ト ラ ッキングの設定」 （P.18-4）

• 「オブジェ ク ト  ト ラ ッキングの設定確認」 （P.18-15）

• 「オブジェ ク ト  ト ラ ッキングの設定例」 （P.18-15）

• 「関連項目」 （P.18-16）

• 「その他の参考資料」 （P.18-16）

オブジェク ト  ト ラ ッキングについて
オブジェ ク ト  ト ラ ッキングを使用する と、 インターフェイス  ラ イン  プロ ト コル ステー ト 、 IP 
ルーテ ィ ング、 ルー ト到達可能性などの、 デバイス上の特定のオブジェ ク ト を ト ラ ッキング
し、 ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト のステー ト が変化したと きに対処できます。 この機能によ
り、 ネッ ト ワークのアベイ ラビ リ テ ィが向上し、 オブジェ ク ト がダウンした場合の リ カバ リ時
間が短縮されます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「オブジェ ク ト  ト ラ ッキングの概要」 （P.18-2）

• 「オブジェ ク ト  ト ラ ッキング  リ ス ト 」 （P.18-2）

• 「High Availability （高可用性）」 （P.18-3）

• 「仮想化のサポート 」 （P.18-3）
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オブジェク ト  ト ラ ッキングについて
オブジェク ト  ト ラ ッキングの概要

オブジェ ク ト  ト ラ ッキング機能を使用する と、 ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト を作成できま
す。 複数のク ラ イアン ト でこのオブジェ ク ト を使用し、 ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト が変化
したと きのク ラ イアン ト動作を変更できます。 複数のク ラ イアン ト がそれぞれの関心を ト ラ ッ
キング  プロセスに登録し、 同じオブジェ ク ト を ト ラ ッキングし、 オブジェ ク ト のステー ト が変
化したと きに異なるアクシ ョ ンを実行します。

ク ラ イアン ト には次の機能が含まれます。

• Embedded Event Manager （EEM）

• ホッ ト スタンバイ冗長プロ ト コル （HSRP）

• 仮想ポート  チャネル （vPC）

• 仮想ルータ冗長プロ ト コル （VRRP）

オブジェ ク ト  ト ラ ッキングは、 ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト のステータスをモニタ し、 変更
があった場合は関係ク ラ イアン ト に伝えます。 各 ト ラ ッキング対象オブジェ ク トは、 一意の番
号で識別します。 ク ラ イアン トはこの番号を使用して、 ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト のス
テー ト が変化したと きに実行するアクシ ョ ンを設定できます。

Cisco NX-OS が ト ラ ッキングするオブジェ ク ト  タ イプは、 次のとおりです。

• インターフェイス  ラ イン  プロ ト コル ステー ト ： ラ イン  プロ ト コル ステー ト がアップまた
はダウンかど うかを ト ラ ッキングします。

• インターフェイス  IP ルーティ ング  ステー ト ： インターフェイスに IPv4 または IPv6 アド レ
スが設定されていて、 IPv4 または IPv6 ルーテ ィ ングがイネーブルでアクテ ィブかど うかを
ト ラ ッキングします。

• IP ルート到達可能性 ： IPv4 または IPv6 ルート が存在していて、 ローカル デバイスから到
達可能かど うかを ト ラ ッキングします。

たとえば、 HSRP を設定する と、 冗長ルータの 1 つをネッ ト ワークの他の部分に接続するイン
ターフェイスのラ イン  プロ ト コルを ト ラ ッキングできます。 リ ンク  プロ ト コルがダウンした
場合、 影響を受ける  HSRP ルータのプラ イオ リ テ ィ を変更し、 よ りすぐれたネッ ト ワーク接続
が得られるバッ クアップ ルータにスイ ッチオーバーされるよ うにできます。

オブジェク ト  ト ラ ッキング リスト

オブジェ ク ト  ト ラ ッキング  リ ス ト を使用する と、 複数のオブジェ ク ト のステー ト をま とめて
ト ラ ッキングできます。 オブジェ ク ト  ト ラ ッキング  リ ス ト は次の機能をサポート します。

• ブール 「and」 機能 ： ト ラ ッキング  リ ス ト  オブジェ ク ト がアップになるには、 ト ラ ッキン
グ  リ ス ト内に定義された各オブジェ ク ト がアップ状態である必要があ り ます。

• ブール 「or」 機能 ： ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト がアップになるには、 ト ラ ッキング  リ
ス ト内に定義された少な く と も  1 つのオブジェ ク ト がアップ状態である必要があ り ます。

• し きい値パーセンテージ ： ト ラ ッキング対象リ ス ト に含まれるアップ オブジェ ク ト のパー
センテージが、 アップ状態になる ト ラ ッキング  リ ス ト の設定されたアップしきい値を上
回っている必要があ り ます。 ト ラ ッキング対象リ ス ト に含まれるダウン  オブジェ ク ト の
パーセンテージが設定された ト ラ ッキング  リ ス ト のダウンしきい値を上回っている場合、
ト ラ ッキング対象リ ス トはダウン と してマーク されます。

• し きい値の重み ： ト ラ ッキング対象リ ス ト内の各オブジェ ク ト に重み値を割り当て、 ト
ラ ッキング  リ ス ト に重みしきい値を割り当てます。 すべてのアップ オブジェ ク ト の重み値
の合計が ト ラ ッキング  リ ス ト の重みアップしきい値を超えている場合、 ト ラ ッキング  リ ス
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オブジェク ト  ト ラ ッキングのライセンス要件
ト はアップ状態にな り ます。 すべてのダウン  オブジェ ク ト の重み値の合計が ト ラ ッキング  
リ ス ト の重みダウンしきい値を超えている場合、 ト ラ ッキング  リ ス ト はダウン状態にな り
ます。

他のエンテ ィテ ィ （たとえば、 仮想ポート  チャネル （vPC）） は、 オブジェ ク ト  ト ラ ッキング  
リ ス ト を使用する こ とによ り、 vPC を作成する複数のピア  リ ンクのステー ト に基づいて  vPC の
ステート を変更できます。 vPC の詳細については、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces 
Configuration Guide』 を参照して ください。

ト ラ ッ ク  リ ス ト の詳細については、 「ブール式を使用したオブジェ ク ト  ト ラ ッキング  リ ス ト の
設定」 （P.18-7） を参照して ください。

High Availability （高可用性）

オブジェ ク ト  ト ラ ッキングは、 ステー ト フル リ スター ト を通じてハイ  アベイ ラビ リ テ ィ をサ
ポート します。 ステー ト フル リ スター ト が実行されるのは、 オブジェ ク ト  ト ラ ッキング  プロ
セスがク ラ ッシュ した場合です。 オブジェ ク ト  ト ラ ッキングは、 デュアル スーパーバイザ シ
ステムでのステート フル スイ ッチオーバーもサポート します。 スイ ッチオーバー後に  Cisco 
NX-OS が実行コンフ ィギュレーシ ョ ンを適用します。

オブジェ ク ト  ト ラ ッキングを使用して、 ネッ ト ワーク全体の可用性が向上するよ うに、 ク ラ イ
アン ト の動作を変更する こ と もできます。

仮想化のサポート

オブジェ ク ト  ト ラ ッキングは仮想ルーテ ィ ングおよび転送 （VRF） インスタンスをサポート し
ます。 Cisco NX-OS はデフォル ト で、 デフォル ト  VRF のオブジェ ク ト のルート到達可能ステー
ト を ト ラ ッキングします。 別の VRF のオブジェ ク ト を ト ラ ッキングする場合は、 その VRF の
メ ンバと してオブジェ ク ト を設定する必要があ り ます （「非デフォル ト  VRF のオブジェ ク ト  ト
ラ ッキング設定」 （P.18-14） を参照）。

オブジェク ト  ト ラ ッキングのライセンス要件
次の表に、 この機能のラ イセンス要件を示します。

注意事項と制約事項
オブジェ ク ト  ト ラ ッキング設定時の注意事項および制約事項は、 次のとおりです。

• イーサネッ ト 、 サブインターフェイス、 ポー ト  チャネル、 ループバッ ク  インターフェイ
ス、 および VLAN インターフェイスをサポート します。

• HSRP グループごとに 1 つの ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト をサポート します。

製品 ライセンス要件

Cisco NX-OS オブジェ ク ト  ト ラ ッキングにラ イセンスは不要です。 ラ イセンス  パッケージに含まれていない機
能は nx-os イ メージにバンドルされており、 無料で提供されます。 Cisco NX-OS のラ イセンス  ス
キームの詳細については、 『Cisco NX-OS Licensing Guide』 を参照して ください。
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デフォルト設定値
デフォルト設定値
表 18-1 に、 オブジェ ク ト  ト ラ ッキング  パラ メータのデフォル ト設定を示します。

オブジェク ト  ト ラッキングの設定
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「インターフェイスのオブジェ ク ト  ト ラ ッキング設定」 （P.18-4）

• 「 ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト の削除」 （P.18-5）

• 「ルー ト到達可能性のオブジェ ク ト  ト ラ ッキング設定」 （P.18-6）

• 「ブール式を使用したオブジェ ク ト  ト ラ ッキング  リ ス ト の設定」 （P.18-7）

• 「パーセンテージしきい値を使用したオブジェ ク ト  ト ラ ッキング  リ ス ト の設定」 （P.18-9）

• 「重みしきい値を使用したオブジェ ク ト  ト ラ ッキング  リ ス ト の設定」 （P.18-10）

• 「オブジェ ク ト  ト ラ ッキング遅延の設定」 （P.18-11）

• 「非デフォル ト  VRF のオブジェ ク ト  ト ラ ッキング設定」 （P.18-14）

（注） Cisco IOS の CLI に慣れている場合、 この機能に対応する  Cisco NX-OS コマン ドは通常使用す
る  Cisco IOS コマン ド と異なる場合があるので注意して ください。

インターフェイスのオブジェク ト  ト ラ ッキング設定

インターフェイスのラ イン  プロ ト コルまたは IPv4 や IPv6 ルーテ ィ ングのステート を ト ラ ッキ
ングするよ うに Cisco NX-OS を設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. track object-id interface interface-type number {{ip | ipv6} routing | line-protocol}
3. （任意） show track [object-id]

4. （任意） copy running-config startup-config

表 18-1 デフォルトのオブジェク ト  ト ラ ッキング パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

Tracked object VRF デフォル ト  VRF のメ ンバ
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オブジェク ト  ト ラ ッキングの設定
手順の詳細

Ethernet 1/2 上でラ イン  プロ ト コル ステー ト のオブジェ ク ト  ト ラ ッキングを設定する例を示し
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 interface ethernet 1/2 ip line-protocol
switch(config-track)# copy running-config startup-config

Ethernet 1/2 上で IPv4 ルーテ ィ ング  ステー ト のオブジェ ク ト  ト ラ ッキングを設定する例を示し
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# track 2 interface ethernet 1/2 ip routing
switch(config-track)# copy running-config startup-config

Ethernet 1/2 上で IPv6 ルーテ ィ ング  ステー ト のオブジェ ク ト  ト ラ ッキングを設定する例を示し
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# track 3 interface ethernet 1/2 ipv6 routing
switch(config-track)# copy running-config startup-config

ト ラ ッキング対象オブジェク トの削除

ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト を削除できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. no track object-id

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 track object-id interface interface-type 
number {{ip | ipv6} routing | 
line-protocol}

例 ：
switch(config)# track 1 interface 
ethernet 1/2 ip line-protocol
switch(config-track)#

インターフェイスの ト ラ ッキング対象オブジェ ク
ト を作成し、 ト ラ ッキング  コンフ ィギュレーシ ョ
ン  モードを開始します。 object-id の範囲は 1 ～ 
500 です。

ステップ 3 show track [object-id]

例 ：
switch(config-track)# show track 1

（任意） オブジェ ク ト  ト ラ ッキング情報を表示し
ます。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-track)# copy 
running-config startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。
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オブジェク ト  ト ラ ッキングの設定
手順の詳細

次に、 ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト を削除する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# no track 1
switch(config-track)# copy running-config startup-config

ルート到達可能性のオブジェク ト  ト ラ ッキング設定

IP ルート または IPv6 ルート の存在および到達可能性を追跡するよ うに Cisco NX-OS を設定で
きます。

手順の概要

1. configure terminal
2. track object-id {ip | ipv6} route prefix/length reachability
3. （任意） show track [object-id]

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 no track object-id

例 ：
switch(config)# no track 1 
switch(config-track)#

インターフェイスの ト ラ ッキング対象オブジェ ク
ト を削除します。object-id の範囲は 1 ～ 500 です。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 track object-id {ip | ipv6} route 
prefix/length reachability 

例 ：
switch(config)# track 3 ipv6 route 
2::5/64 reachability
switch(config-track)#

ルート の ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト を作成
し、 ト ラ ッキング  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。object-id の範囲は 1 ～ 500 です。
IPv4 のプレフ ィ ッ ク ス  フォーマッ トは 
A.B.C.D/length です。length の範囲は 1 ～ 32 です。
IPv6 用の prefix の形式は A:B::C:D/length です。こ
こで、 length の範囲は 1 ～ 128 です。
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オブジェク ト  ト ラ ッキングの設定
次に、 デフォル ト  VRF で IPv4 ルート のオブジェ ク ト  ト ラ ッキングを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 4 ip route 192.0.2.0/8 reachability
switch(config-track)# copy running-config startup-config

次に、 デフォル ト  VRF で IPv6 ルート のオブジェ ク ト  ト ラ ッキングを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 5 ipv6 route 10::10/128 reachability
switch(config-track)# copy running-config startup-config

ブール式を使用したオブジェク ト  ト ラ ッキング リストの設定

複数の ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト を含むオブジェ ク ト  ト ラ ッキング  リ ス ト を設定できま
す。 ト ラ ッキング対象リ ス ト には 1 つまたは複数のオブジェ ク ト が含まれます。 ブール式で
は、 「and」 または 「or」 演算子を使用して 2 種類の演算を実行できます。 たとえば、 「and」 演
算子を使用して 2 つのインターフェイスを ト ラ ッキングする場合、 「アップ」 は両方のイン
ターフェイスがアップである こ と を意味し、 「ダウン」 はどちらかのインターフェイスがダウ
ンである こ と を意味します。

手順の概要

1. configure terminal
2. track track-number list boolean {and | or}

3. object object-id [not]
4. （任意） show track [object-id]

5. （任意） copy running-config startup-config

ステップ 3 show track [object-id]

例 ：
switch(config-track)# show track 1

（任意） オブジェ ク ト  ト ラ ッキング情報を表示し
ます。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-track)# copy 
running-config startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。

コマンド 目的
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オブジェク ト  ト ラ ッキングの設定
手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 track track-number list boolean {and | 
or}

例 ：
switch(config)# track 1 list boolean and
switch(config-track)#

ト ラ ッキング対象リ ス ト  オブジェ ク ト を設定し、
ト ラ ッキング  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを
開始します。 ト ラ ッキング対象リ ス ト のステー ト
がブール式に基づいて決まる こ と を指定します。
キーワードは次のとおりです。

• and ： すべてのオブジェ ク ト がアップである
場合に リ ス ト がアップにな り、 1 つ以上のオ
ブジェ ク ト がダウンの場合に リ ス ト がダウン
になる こ と を指定します。 たとえば 2 つのイ
ンターフェイスを ト ラ ッキングする場合、
アップは両方のインターフェイスがアップ状
態である こ と を表し、 ダウンはいずれかのイ
ンターフェイスがダウン状態である こ と を表
します。

• or ： 少な く と も  1 つのオブジェ ク ト がアップ
の場合に リ ス ト がアップになる こ と を指定し
ます。 たとえば 2 つのインターフェイスを ト
ラ ッキングする場合、 アップはいずれか一方
のインターフェイスがアップ状態である こ と
を意味し、 ダウンは両方のインターフェイス
がダウン状態である こ と を意味します。

track-number の範囲は 1 ～ 500 です。

ステップ 3 object object-id [not] 

例 ：
switch(config-track)# object 10 

ト ラ ッキング  リ ス ト に ト ラ ッキング対象オブジェ
ク ト を追加します。 object-id の範囲は 1 ～ 500 で
す。 オプシ ョ ンの not キーワードを指定する と、
ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト のステー ト が否定
されます。

（注） 例では、 オブジェ ク ト  10 がアップのと き
に、 ト ラ ッキング対象リ ス ト がオブジェ ク
ト  10 をダウン と して検出します。

ステップ 4 show track [object-id]

例 ：
switch(config-track)# show track 

（任意） オブジェ ク ト  ト ラ ッキング情報を表示し
ます。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-track)# copy 
running-config startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。
18-8
Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ユニキャス ト  ルーテ ィ ング コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 リ リース 6.x

 



第 18 章      オブジェク ト  ト ラ ッキングの設定

オブジェク ト  ト ラ ッキングの設定
次に、 複数のオブジェク ト を含むト ラ ッキング リ ス ト をブール 「and」 で設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 list boolean and
switch(config-track)# object 10 
switch(config-track)# object 20 not

パーセンテージしきい値を使用したオブジェク ト  ト ラ ッキング リス
トの設定

パーセンテージしきい値を含むオブジェ ク ト  ト ラ ッキング  リ ス ト を設定できます。 ト ラ ッキ
ング対象リ ス ト には 1 つまたは複数のオブジェ ク ト が含まれます。 ト ラ ッキング  リ ス ト がアッ
プ状態になるには、 アップ オブジェ ク ト のパーセンテージが ト ラ ッキング  リ ス ト に設定され
たパーセン ト し きい値を超えている必要があ り ます。 たとえば、 ト ラ ッキング対象リ ス ト に 3 
つのオブジェ ク ト が含まれており、 アップしきい値を  60 % に設定した場合は、 2 つのオブジェ
ク ト （全オブジェ ク ト の 66 %） がアップ状態になるまで、 ト ラ ッキング  リ ス ト がアップ状態
にな り ません。

手順の概要

1. configure terminal
2. track track-number list threshold percentage
3. threshold percentage up up-value down down-value

4. object object-id 

5. （任意） show track [object-id]

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 track track-number list threshold 
percentage

例 ：
switch(config)# track 1 list threshold 
percentage
switch(config-track)#

ト ラ ッキング対象リ ス ト  オブジェ ク ト を設定し、
ト ラ ッキング  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを
開始します。 ト ラ ッキング対象リ ス ト のステー ト
が設定されたしきい値パーセン ト に基づいて決ま
る こ と を指定します。

track-number の範囲は 1 ～ 500 です。

ステップ 3 threshold percentage up up-value down 
down-value

例 ：
switch(config-track)# threshold 
percentage up 70 down 30

ト ラ ッキング対象リ ス トのしきい値パーセンテージ
を設定します。 指定できる範囲は 0 ～ 100% です。
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オブジェク ト  ト ラ ッキングの設定
次に、 アップしきい値が 70 % でダウンしきい値が 30 % の追跡リ ス ト を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 list threshold percentage
switch(config-track)# threshold percentage up 70 down 30
switch(config-track)# object 10 
switch(config-track)# object 20 
switch(config-track)# object 30 

重みしきい値を使用したオブジェク ト  ト ラ ッキング リストの設定

重みしきい値を含むオブジェ ク ト  ト ラ ッキング  リ ス ト を設定できます。 ト ラ ッキング対象リ
ス ト には 1 つまたは複数のオブジェ ク ト が含まれます。 ト ラ ッキング  リ ス ト がアップ ステー ト
になるには、 アップ オブジェ ク ト の重み値の合計が ト ラ ッキング  リ ス ト に設定されたアップ
重みしきい値を超えている必要があ り ます。 たとえば、 ト ラ ッキング対象リ ス ト に重み値がデ
フォル ト の 10 である  3 つのオブジェ ク ト があ り、 アップしきい値を  15 に設定した場合、 ト
ラ ッキング  リ ス ト がアップ状態になるには、 2 つのオブジェ ク ト がアップ状態になる （重み値
の合計が 20 になる） 必要があ り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. track track-number list threshold weight
3. threshold weight up up-value down down-value

4. object object-id weight value

5. （任意） show track [object-id]

6. （任意） copy running-config startup-config

ステップ 4 object object-id 

例 ：
switch(config-track)# object 10 

ト ラ ッキング リ ス トに ト ラ ッキング対象オブジェ
ク ト を追加します。object-id の範囲は 1 ～ 500 です。

ステップ 5 show track [object-id]

例 ：
switch(config-track)# show track 

（任意） オブジェ ク ト  ト ラ ッキング情報を表示し
ます。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-track)# copy 
running-config startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。

コマンド 目的
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オブジェク ト  ト ラ ッキングの設定
手順の詳細

次に、 ト ラ ッキング  リ ス ト のアップ重みしきい値を  30、 ダウンしきい値を  10 にそれぞれ設定
する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 list threshold weight
switch(config-track)# threshold weight up 30 down 10
switch(config-track)# object 10 weight 15
switch(config-track)# object 20 weight 15
switch(config-track)# object 30 

この例では、 オブジェク ト  10 とオブジェク ト  20 がアップの場合に ト ラ ッキング リ ス トがアップ
になり、 3 つのオブジェク トがすべてダウンの場合にト ラ ッキング リ ス トがダウンになり ます。

オブジェク ト  ト ラ ッキング遅延の設定

ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト またはオブジェ ク ト  ト ラ ッキング  リ ス ト に対して、 オブジェ
ク ト または リ ス ト がステー ト の変化を開始したと きに適用する遅延を設定できます。 ト ラ ッキ
ング対象オブジェ ク ト または ト ラ ッキング  リ ス ト は、 ステー ト の変化が発生したと きに遅延タ
イマーを開始しますが、 遅延タイマーが切れるまでステート の変化を認識しません。 遅延タイ

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 track track-number list threshold weight

例 ：
switch(config)# track 1 list threshold 
weight
switch(config-track)#

ト ラ ッキング対象リ ス ト  オブジェ ク ト を設定し、
ト ラ ッキング  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを
開始します。 ト ラ ッキング対象リ ス ト のステー ト
が設定されたしきい値重みに基づいて決まる こ と
を指定します。

track-number の範囲は 1 ～ 500 です。

ステップ 3 threshold weight up up-value down 
down-value

例 ：
switch(config-track)# threshold weight 
up 30 down 10

ト ラ ッキング対象リ ス ト のしきい値重みを設定し
ます。 範囲は 1 ～ 255 です。

ステップ 4 object object-id weight value

例 ：
switch(config-track)# object 10 weight 
15

ト ラ ッキング  リ ス ト に ト ラ ッキング対象オブジェ
ク ト を追加します。 object-id の範囲は 1 ～ 500 で
す。 value の範囲は 1 ～ 255 です。デフォル ト の重
み値は 10 です。

ステップ 5 show track [object-id]

例 ：
switch(config-track)# show track 

（任意） オブジェ ク ト  ト ラ ッキング情報を表示し
ます。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-track)# copy 
running-config startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。
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オブジェク ト  ト ラ ッキングの設定
マーが切れる と、 Cisco NX-OS は再びオブジェ ク ト のステー ト を確認し、 オブジェ ク ト または
リ ス ト が現在も変更されたステート のままだった場合にだけステート の変化を記録します。 オ
ブジェ ク ト  ト ラ ッキングは遅延タイマーが切れる前の中間的なステート の変化を無視します。

たとえば、 インターフェイス  ラ イン  プロ ト コルの ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト がアップ ス
テー ト であ り、 ダウン遅延が 20 秒に設定されている場合は、 ラ イン  プロ ト コルがダウンにな
る と遅延タイマーが開始します。 20 秒後にラ イン  プロ ト コルがダウンになっていなければ、
このオブジェ ク トはダウン  ステー ト にな り ません。

ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト または ト ラ ッキング  リ ス ト には、 独立したアップ遅延とダウン
遅延を設定できます。 遅延を削除する と、 オブジェ ク ト  ト ラ ッキングからアップ遅延とダウン
遅延の両方が削除されます。

遅延は任意の時点で変更できます。 オブジェ ク ト または リ ス ト が ト リ ガーされたイベン ト から
遅延タイマーをすでにカウン ト している場合は、 次のよ うにして新しい遅延が計算されます。

• 新しい設定値が古い設定値よ り小さい場合は、 新しい値でタイマーが開始します。

• 新しい設定値が古い設定値よ り大きい場合は、 新しい設定値から現在のタイマーのカウン
ト ダウンを引き、 古い設定値を引いたものがタ イマーにな り ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. track object-id {parameters}

3. track track-number list {parameters}

4. delay {up up-time [down down-time] | down down-time [up up-time]}

5. （任意） show track [object-id]

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 track object-id {parameters}

例 ：
switch(config)# track 2 ip route 
192.0.2.0/8 reachability
switch(config-track)#

ルート の ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト を作成
し、 ト ラ ッキング  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。object-id の範囲は 1 ～ 500 です。
IPv4 のプレフ ィ ッ ク ス  フォーマッ トは 
A.B.C.D/length です。length の範囲は 1 ～ 32 です。
IPv6 用の prefix の形式は A:B::C:D/length です。こ
こで、 length の範囲は 1 ～ 128 です。

ステップ 3 track track-number list {parameters}

例 ：
switch(config)# track 1 list threshold 
weight
switch(config-track)#

ト ラ ッキング対象リ ス ト  オブジェ ク ト を設定し、
ト ラ ッキング  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを
開始します。 ト ラ ッキング対象リ ス ト のステー ト
が設定されたしきい値重みに基づいて決まる こ と
を指定します。

track-number の範囲は 1 ～ 500 です。
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オブジェク ト  ト ラ ッキングの設定
次に、 ルート のオブジェ ク ト  ト ラ ッキングを設定し、 遅延タイマーを使用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 2 ip route 209.165.201.0/8 reachability
switch(config-track)# delay up 20 down 30
switch(config-track)# copy running-config startup-config

次に、 ト ラ ッキング  リ ス ト のアップ重みしきい値を  30、 ダウンしきい値を  10 にそれぞれ設定
し、 遅延タイマーを使用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 list threshold weight
switch(config-track)# threshold weight up 30 down 10
switch(config-track)# object 10 weight 15
switch(config-track)# object 20 weight 15
switch(config-track)# object 30 
switch(config-track)# delay up 20 down 30

次に、 インターフェイスがシャ ッ ト ダウンされる前後の show track コマン ドの出力に表示され
た遅延タイマーの例を示します。

switch(config-track)# show track 
Track 1
  Interface loopback1 Line Protocol
  Line Protocol is UP
  1 changes, last change 00:00:13
  Delay down 10 secs

switch(config-track)# interface loopback 1
switch(config-if)# shutdown 
switch(config-if)# show track 
Track 1
  Interface loopback1 Line Protocol
  Line Protocol is delayed DOWN (8 secs remaining)<------- delay timer counting down
  1 changes, last change 00:00:22
  Delay down 10 secs

ステップ 4 delay {up up-time [down down-time] | 
down down-time [up up-time]}

例 ：
switch(config-track)# delay up 20 down 
30

オブジェ ク ト の遅延タイマーを設定します。 指定
できる範囲は 0 ～ 180 秒です。

ステップ 5 show track [object-id]

例 ：
switch(config-track)# show track 3

（任意） オブジェ ク ト  ト ラ ッキング情報を表示し
ます。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-track)# copy 
running-config startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。

コマンド 目的
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オブジェク ト  ト ラ ッキングの設定
非デフォルト  VRF のオブジェク ト  ト ラ ッキング設定

特定の VRF でオブジェ ク ト を ト ラ ッキングするよ うに Cisco NX-OS を設定できます。

はじめる前に 

デフォル ト以外の VRF が最初に作成される こ と を確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. track object-id {ip | ipv6} route prefix/length reachability
3. vrf member vrf-name

4. （任意） show track [object-id]

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 track object-id {ip | ipv6} route 
prefix/length reachability 

例 ：
switch(config)# track 3 ipv6 route 
1::2/64 reachability
switch(config-track)# 

ルート の ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト を作成
し、 ト ラ ッキング  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。object-id の範囲は 1 ～ 500 です。
IPv4 のプレフ ィ ッ ク ス  フォーマッ トは 
A.B.C.D/length です。length の範囲は 1 ～ 32 です。
IPv6 用の prefix の形式は A:B::C:D/length です。こ
こで、 length の範囲は 1 ～ 128 です。

ステップ 3 vrf member vrf-name

例 ：
switch(config-track)# vrf member Red

設定されたオブジェ ク ト の ト ラ ッキングに使用す
る  VRF を設定します。

ステップ 4 show track [object-id]

例 ：
switch(config-track)# show track 3

（任意） オブジェ ク ト  ト ラ ッキング情報を表示し
ます。

ステップ 5 copy running-config startup-config

例 ：
switch(config-track)# copy 
running-config startup-config

（任意） 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをスター ト
アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンにコピーします。
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オブジェク ト  ト ラ ッキングの設定確認
ルート のオブジェ ク ト  ト ラ ッキングを設定し、 VRF Red を使用して、 そのオブジェ ク ト の到達
可能性情報を調べる例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 2 ip route 209.165.201.0/8 reachability
switch(config-track)# vrf member Red
switch(config-track)# copy running-config startup-config

次に、 IPv6 ルート のオブジェ ク ト  ト ラ ッキングを設定し、 VRF Red を使用して、 そのオブジェ
ク ト の到達可能性情報を調べる例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 3 ipv6 route 1::2/64 reachability
switch(config-track)# vrf member Red
switch(config-track)# copy running-config startup-config

次に、 ト ラ ッキング対象オブジェ ク ト  2 を変更して、 VRF Red の代わりに VRF Blue を使用し
てこのオブジェ ク ト の到達可能性情報を調べるよ うにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 2
switch(config-track)# vrf member Blue
switch(config-track)# copy running-config startup-config

オブジェク ト  ト ラ ッキングの設定確認
オブジェ ク ト  ト ラ ッキングの設定情報を表示するには、 次のいずれかの作業を行います。

オブジェク ト  ト ラ ッキングの設定例 
次に、 ルート到達可能性のオブジェ ク ト  ト ラ ッキングを設定し、 VRF Red を使用してそのルー
ト の到達可能性情報を調べる例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 2 ip route 209.165.201.0/8 reachability
switch(config-track)# vrf member Red
switch(config-track)# copy running-config startup-config

コマンド 目的

show track [object-id] [brief] 1 つまたは複数のオブジェ ク ト について、 オ
ブジェ ク ト  ト ラ ッキング情報を表示します。

show track [object-id] interface [brief] インターフェイスベースのオブジェ ク ト  ト
ラ ッキング情報を表示します。

show track [object-id] {ip | ipv6} route [brief] IPv4 または IPv6 ルートベースのオブジェ ク
ト  ト ラ ッキング情報を表示します。
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関連項目
関連項目
オブジェ ク ト  ト ラ ッキングの関連情報については、 次の項目を参照して ください。

• 第 13 章 「レイヤ 3 仮想化の設定」

• 第 16 章 「Configuring HSRP」

その他の参考資料
オブジェク ト  ト ラ ッキングの実装に関連する詳細情報については、 次の項を参照してください。

• 「関連資料」 （P.18-16）

関連資料

関連項目 マニュアル タイ トル

Embedded Event Manager の設定 『Cisco Nexus 9000 シ リーズ NX-OS システム管理コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  ガイ ド』
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付 録 A

Cisco NX-OS ユニキャスト機能でサポート さ
れている IETF RFC

この付録では、 Cisco NX-OS でサポート される  IETF RFC を示します。

BGP の RFC
RFC Title

RFC 1997 『BGP Communities Attribute』
RFC 2385 『Protection of BGP Sessions via the TCP MD5 Signature Option』
RFC 2439 『BGP Route Flap Damping』
RFC 2519 『A Framework for Inter-Domain Route Aggregation』
RFC 2545 『Use of BGP-4 Multiprotocol Extensions for IPv6 Inter-Domain Routing』
RFC 2858 『Multiprotocol Extensions for BGP-4』
RFC 2918 『Route Refresh Capability for BGP-4』
RFC 3065 『Autonomous System Confederations for BGP』
RFC 3392 『Capabilities Advertisement with BGP-4』
RFC 4271 『A Border Gateway Protocol 4 (BGP-4)』
RFC 4273 『Definitions of Managed Objects for BGP-4』
RFC 4456 『BGP Route Reflection: An Alternative to Full Mesh Internal BGP (IBGP)』
RFC 4486 『Subcodes for BGP Cease Notification Message』
RFC 4724 『Graceful Restart Mechanism for BGP』
RFC 4893 『BGP Support for Four-octet AS Number Space』
RFC 5004 『Avoid BGP Best Path Transitions from One External to Another』
RFC 53961

1. RFC 5396 は部分的にサポート されます。 asplain と  asdot 表記はサポート されますが、 asdot+ 表記はサポート されません。

『Textual Representation of Autonomous System (AS) Numbers』
RFC 5668 『4-Octet AS Specific BGP Extended Community』
draft-ietf-idr-add-paths-08.txt 『Advertisement of Multiple Paths in BGP』
draft-ietf-idr-bgp4-mib-15.txt BGP4-MIB

draft-kato-bgp-ipv6-link-local-00.txt 『BGP4+ Peering Using IPv6 Link-local Address』 
A-1
ィギュレーシ ョ ン  ガイド、 リ リース 6.x

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2918.html


付録  A       Cisco NX-OS ユニキャス ト機能でサポート されている  IETF RFC   
ファーストホップ冗長プロ ト コルの RFC

IP サービスに関する RFC の参考資料

IPv6 の RFC

RFC Title

RFC 2281 『Hot Standby Redundancy Protocol』 
RFC 3768 『Virtual Router Redundancy Protocol』 

RFC Title

RFC 786 『UDP』
RFC 791 『IP』
RFC 792 『ICMP』
RFC 793 『TCP』
RFC 826 『ARP』
RFC 1027 『プロキシ  ARP』
RFC 1591 『DNS Client』
RFC 1812 『IPv4 routers』
RFC 4022 『TCP-MIB』
RFC 4292 『IP-FORWARDING-TABLE-MIB』
RFC 4293 『IP-MIB』

RFC Title

RFC 1981 『Path MTU Discovery for IP version 6』
RFC 2373 『IP Version 6 Addressing Architecture』
RFC 2374 『An Aggregatable Global Unicast Address Format』
RFC 2460 『Internet Protocol, Version 6 (IPv6) Specification』
RFC 2461 『Neighbor Discovery for IP Version 6 (IPv6)』
RFC 2462 『IPv6 Stateless Address Autoconfiguration』
RFC 2464 『Transmission of IPv6 Packets over Ethernet Networks』
RFC 3152 『Delegation of IP6.ARPA』
RFC 3162 『RADIUS and IPv6』
RFC 3513 『Internet Protocol Version 6 (IPv6) Addressing Architecture』
RFC 3596 『DNS Extensions to Support IP version 6』
RFC 4193 『Unique Local IPv6 Unicast Addresses』
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IS-IS の RFC

OSPF の RFC

RIP の RFC

RFC Title

RFC 1142 『OSI 10589 Intermediate system to intermediate system 
intra-domain routing exchange protocol』

RFC 1195 『Use of OSI IS-IS for routng in TCP/IP and dual environment』

RFC 2763、 RFC 5301 『Dynamic Hostname Exchange Mechanism for IS-IS』

RFC 2966、 RFC 5302 『Domain-wide Prefix Distribution with Two-Level IS-IS』
RFC 2972 『IS-IS Mesh Groups』
RFC 3277 『IS-IS Transient Blackhole Avoidance』

RFC 3373、 RFC 5303 『Three-Way Handshake for IS-IS Point-to-Point Adjacencies』

RFC 3567、 RFC 5304 『IS-IS Cryptographic Authentication』

RFC 3784、 RFC 5305 『IS-IS Extensions for Traffic Engineering』

RFC 3847、 RFC 5306 『Restart Signaling for IS-IS』

RFC 4205、 RFC 5307 『IS-IS Extensions in Support of Generalized Multi-Protocol Label 
Switching』

draft-ietf-isis-igp-p2p-over-lan-06.txt 『Internet Draft Point-to-point operation over LAN in link-state 
routing protocols』 

RFC Title

RFC 2328 『OSPF Version 2』
RFC 2740 『OSPF for IPv6』
RFC 3623 『Graceful OSPF Restart』
RFC 3101 『The OSPF Not-So-Stubby Area (NSSA) Option』
RFC 2370 『The OSPF Opaque LSA Option』
RFC 3137 『OSPF Stub Router Advertisement』
draft-ietf-ospf-ospfv3-graceful-restart-04.txt 『OSPFv3 Graceful Restart』

RFC Title

RFC 2453 『RIP Version 2』
RFC 2082 『RIP-2 MD5 Authentication』
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付 録 B

Cisco NX-OS レイヤ 3 ユニキャスト機能の設
定の上限

設定の制限は、 『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』 に記載されています。
B-1
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